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薔薇 の マリ ア 
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角川 スニ ー カ ー 文 庫 


本 作品 の 全部 また は 一 部 を 無断 で 複製 、 転 載 、 配 信 、 送 信 し た り 、 
ホー ムペ ー ジ 上 に 転載 する こと を 禁止 し ます 。 ま た 、 本 作品 の 内 容 
を 無断 で 改変 、 改 ざん 等 を 行う こと も 禁止 し ます 。 


本 作品 購入 時 に ご 承諾 いた だ いた 規約 に より 、 有 償 ・ 無 償 に か か わ 
ら ず 本 作品 を 第 三 者 に 譲渡 する こと は で きま せん 。 


本 作品 を 示す サム ネイ ル な どの イメ ー ジ 画像 は 、 再 ダウ ン ロ ー ド 時 
に 予告 な く 変 更 さ れる 場合 が あり ます 。 


本 作品 は 縦 書 き で レイ アウ ト さ れ て いま す 。 


また 、 ご 覧 に な る リー ディ ング シス テム に より 、 表 示 の 差 が 認め ら 
れる こと が あり ます 。 
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the deep past “explorers" 


私 は ー い つ 匹 びき の 虫 で ある 。 私 は 一 匹 の 獣 け も の で ある 。 私 は 
虫 で ある 。 一 匹 の 獣 で ある 。 私 は 獣 で ある 。 私 は 虫 で ある 。 一 匹 の 
虫 で ある 。 私 は 一 匹 の 獣 で ある 。 私 は 虫 。 虫 で ある 。 私 は 一 匹 の 中 
で ある 。 獣 。 私 は 獣 で ある 。 一 匹 の 獣 で ある 。 私 は 虫 で ある 。 獣 で 
ある 。 私 は 一 匹 の 。 私 は 中 で ある 。 一 匹 の 獣 で ある 。 私 は 一 匹 の 中 
で ある 。 私 は 獣 で ある 。 躍 で ある 。 私 は 一 匹 の 獣 で ある 。 私 は 虫 で 
ある 。 獣 で ある 。 私 は 一 匹 の 虫 で ある 。 私 は 獣 で ある 。 私 は 虫 で あ 
る 。 一 匹 の 獣 で ある 。 私 は 虫 で ある 。 獣 で ある 。 私 は 一 匹 の 虫 で あ 
る 。 私 は 一 匹 の 獣 で ある 。 虫 で ある 。 私 は 獣 で ある 。 一 匹 の 虫 で あ 
る 。 私 は 獣 で ある 。 私 は 一 匹 の 中 で ある 。 私 は 獣 で ある 。 私 は 虫 で 
ある 。 私 は 獣 で ある 。 獣 で ある 。 私 は 虫 で ある 。 一 匹 の 獣 で ある 。 
私 は 中 で ある 。 私 は 獣 で ある 。 私 は 虫 で ある 。 私 は 獣 。 私 は 中 
獣 。 虫 で ある 。 私 。 私 は 。 獣 。 私 は 獣 。 虫 で ある 。 獣 で ある 。 中 。 
私 。 私 は 。 中 。 虫 。 獣 で ある 。 獣 。 中 。 獣 。 中 。 獣 。 中 。 獣 。 由 。 
獣 。 虫 。 獣 。 中 。 獣 。 虫 。 獣 。 虫 。 獣 。 中 。 獣 。 虫 。 獣 。 虫 。 獣 。 
獣 中 中 獣 獣 獣 中 虫 虫 申 虫 獣 中 獣 中 獣 獣 中 虫 虫 申 虫 獣 中 由 虫 虫 中 申 虫 
申 獣 獣 忠 獣 中 中 虫 獣 獣 中 獣 忠 虫 虫 申 虫 獣 中 獣 獣 獣 獣 中 由 虫 申 申 申 申 
獣 中 虫 獣 中 虫 中 獣 忠 由 貝 虫 獣 中 由 虫 虫 獣 中 由 虫 中 虫 申 虫 虫 。 私 は / 
私 た ち は 探 た ん 索 さ く 者 で ある 。 


私 に は 耳 が ある 。 私 に は 目 が ある 。 私 に は 鼻 が ある 。 私 に は 手足 
が ある 。 


私 は 遠 は い 回 る 。 私 は 遠 う 。 動く 。 私 は 求め る 。 移 動 す る 。 私 は 
探さ ぐる 。 


私 は 命じ られ る 。 命じ ら れ て いる 。 私 は 撃つ な が っ て いる 。 接 
続 。 親 密 に 。 深 く 深く 。 それ と 私 と は 実に 分 か ち が た い 。 私 は 視 み 
られ て いる 。 聞 か れ て いる 。 触れ られ て いる 。 接 せつ 触 し よく し 
て いる 。 絶 え ず 。 重 な りあ うほ ど に 。 私 と それ と は 不可 分 で ある 。 


私 は その 場所 を 知ら な い (知る か 否 い な か 考え る こと も この 畜 ち 
く 生 し よう は し な い の だ が ) 。 た だ 暗い 。 暗 さと 明る さ を 区 別 する 
私 は 暗い と 感じ る 。 


いか に し て この 場所 に 至っ た の か 私 は 知ら な い ! ( 過去 に 遡 さ か の 
ぼり 整理 され た 知覚 情報 、 記 き 憶 お く と 呼ば れ た りす る も の に アク 
セス する こと も この 凛 生 は し な い の だ が ) 。 た だ 私 は 穴 に 遠 は 入 
いっ た 。 穴 。 決 し て 狭 せ まく は な い 穴 (この 畜生 に と っ て は だ 


が ) 。 私 は 穴 か ら 遠 入っ て 多大 な る 紀 う 余 よ 曲 折 を 経て この 場所 に 
た どり つい た は ず で ある (その こと を この 畜生 は 意識 し な い の だ 
が )。 


( ああ 、 愛 いと し い 畜 生 よ 。 一 ) 

( 私 は 多く の 、 途 と て つも な く 多 く の 、 数 限り な い ほ どの 、 お ま 
えと 同じ よう な 、 付 た よう な 、 あ る い は だ いぶ ぷ ぶ 違 ちがう 、 そ うと う 
異な っ て いる 、 ほ と ん ど 無 数 と いっ て も よい ほど の 、 愛 し いい 畜生 ど 
も を 、 私 は 、 そ の 場所 に 送り こん だ の だ っ た 。 一) 

( 誰 だ れ が 知 ろ う 。 一 ) 

( 無論 、 我 々 は それ を 知っ て いる の だ が 。 ) 

( 放 々 タ 。 一) 

(そう 、 我 々 は 、 一 ) 


(一 ああ 、 と も か く 畜 生 よ 。 お まえ を ふく め た 、 も は や 決し て 多い 
と は 吉 え な く な っ た 、 私 の 愛し い 畜 生 ど も が 、 そ の 場所 に 。 一 ) 


( その 場所 は 、 お まえ は 知ら な い 、 つ い に 知 る こと は な い だ ろ う 
が 、 際 限 の な い 、 さ な が ら 永遠 を 形 に し た か の ご と き 、 歩 ほ 廊 ろ 
つ 。 ーー) 


( 無限 歩 廊 ノー ター ミナ ス , 。 一 ) 


(知っ て いる か 。 知 る まい 。 知 る は ず も な い の だ 。 それは 世界 の 
ワー ルド 終わ リエ ンド , 。 


( 終 し ゆう 端 た ん 、 終 し ゆう 臣 え ん 、 終 末 と 名 づけ られ た 、 巨 きよ 
大 だ い 、 慕 ば く 大 だ い 、 席 ぼう 大 だ いな 、 あ る 建造 物 、 一 ) 


(そう 、 と ある 建造 物 の 中 に 、「 黒い 太陽 プラ ツク ホー ル が 七 度 寝 
ね 入 い る まで 」 歩き つづ け な け れ ば 、 そ の 果て まで 到 と う 達 た つ す 
る こと は 叶 か な わな いと いう 、-) 


(ひど く 入 り 組ん だ 、 と き に 猿 苦 し い 、 稀 まれ に 広々 と し て いる 、 
広間 、 部 屋 、 小 部 屋 も あれ ば 、 広 大 な 大 通り も ある 、 曲 が りく ね っ 
た 小道 は 螺 ら 旋 せ ん を 描 え が き 、 管 の ご と き 通 路 は 打ち 砕く だ か れ 
た よう に 散乱 し 、 収 束 し て 袋 ふ くろ 小路 こう つじ へ と 迷い こむ お 、-) 


(それ が 、 無限 歩 廊 ノー ター ミナ ス , 。 一 ) 

( と は いえ 、 お まえ た ち が 、 私 の 愛し い 畜 生 ど も が 、 そ の 場所 に 直 
入り こむ お まで 、 実 態 は まる で わか ら な か っ た 、 知 る すべ も な か っ た 
の だ が 、 一 - ) 

( お まえ た ちの お か げ で 、 私 は 、 我 々 は 、 そ れ を 、 そ の 場所 を 、 完 
全 に と は 吉 え な いま で も 、 把 は 握 あ くし つつ ある の だ が 、 一 - ) 


( 終わり オー バー の 果て エン ド , 。-) 
( 終端 、 終 表 、 終 末 の 最果て と 名 づけ られ し 、 そ の 地点 に 、 一 ) 


( お まえ は 、 お まえ を ふく め た いく ら か の 畜生 ども は 、 あ あ 、 私 の 
愛し い 畜 生 ど も は 、 今 よう や く 、 と うと う 、 行 きつ こう と し て いる 
の だ ね 。ー 一 ) 


ここ は 暗い 。 と て も 暗い 。 私 は 壁 へ き 面 め ん の わずか な 凹 お う 凸 
と つ に 指 を 引っ か け て し が みつ き 、 遠 っ て いる 。 私 は 舌 を の ば し 、 
壁面 を 凍 な め て みる 。 何 度 か 、 舐 め て みる 。 その 行こ う 為 い に よっ 
て 、 私 は 何ら か の 手がかり を 得 よ うと し て いる は ず で ある 。 し か 
し 、 何 も 得 ら れ な い 。 


私 は さら に 直 う こと に する 。 


や が て 私 は 振 し ん 動 ど う を 感じ は じ め る 。 最 初 そ れ は 微 び 弱 じ や 
く で ある 。 次 し 第 だ い 、 次 第 に 強まっ て ゆく 。 


壁 か べ 、- 一 だけ で は な い 。 


私 が し が みつ いて いる 壁面 の みな ら ず 、 空 気 。 大 気 す ら も 、 揺 ゆ 
らい で る 。 


(これ は 、 一 ) 
( 胎 た い 動 ど う 。 ま る で 、 一 ) 


私 は 頭 を も た げ て 虚 こ 室 く うつ を 見 る 。 虚 室 、 で は な い 。 そ こ に わ 
だ か まっ て いる も の は 、 闇 や みな ど で は な い 。 

ひど く 薄 うす 旨 ぐら い 、 今 に も 消え 落ち て し まい そう な 火 ほ 群 む 
ら の よう で ある が 、 闇 に 比べ れ ば 人 遥 は る か に 鮮 あ ざ や か で 、 芳 ほう 


香 こ うつ さえ 放っ て いる か の よう に 思わ れる 。 
私 は 誘 さ そ わ れ る 。 惹 ひか れ て や まな い 。 
(その 、 地 点 、- 一 ) 

私 は 遠 つ 。 進 む 。 


( 用 心 す る の だ 、 誰 生 よ 、 畜 生 ど も よ 。 慎 し ん 重 ち よう に 慎重 を 期 
Cs 一 う 


私 は 遠い 進ん で ゆく 。 


( 有限 で あり な が ら 、 ほ と ん ど 限 りな い 道 筋 だ っ た 。 ま さ し く 無 
限 歩 具 リ ノー ター ミナ ス , 。- 一 ) 


な ん と いう つ 、 

それ は な ん と いう 和 炎 ほ の お だ ろう 。 
私 は 、 そ の 炎 に 、 人 触れ 
(一 ああ 。 ) 


( お まえ は 弱 す ぎ た 。 お まえ で は 、 そ の 地点 に 到達 する こと 能 あ た 
わな か っ た 。 消し よう 滅 め つ 一 ) 


(消滅 し た 。 焼 か れ た の か ? あれ は 炎 ? ある い は 、 間 し よう 気 
き の ご と きも の だ ろう か ? あれ に 耐 た え う る 畜生 は 、 一 ) 


ご と 。 
厄 の 眼 エ グ ザ スト 、 一 破滅 上限 ジグ ズレ ヴ 、- 一 人 妖 モ オル ド 、 一 


黒 眼 、 妖 よ つ 過 が ん 、 魔 ま 眼 が ん 、 邪 じ や 眼 が ん 、 眼 め の 君 き み 
よ 。 


ここ に 、 私 が 。 


私 は 獣 け も の で あり 忠 で ある 。 眼 の 君 に 生み だ され た 、 私 は 一 い 
つ 匹 びき の 畜生 で ある 。 私 は 通路 に いる 。 管 の よう な 通路 で ある 。 
私 は その 通路 の 天 て ん 井 じ よう に 身 を 寄せ 、 息 を ひそ め て いる 。 私 
の 鳳 か ら だ は 大 きく は な い 。 小 さい 。 私 は 薄 う す 表 ぐら い 火 ほ 群 む 
ら を 見 て いる 。 そ れ は 青い 。 青 より も 、 蒼 あお し !。 


( 往 ゆ け 、 私 の 愛 い と し い 畜 ちく 生 し よう よ 。 一 ) 


私 は 往く 。 誘 われ る の で は な く 、 私 は 往く 。 つめ た い 通 路 の 天井 
を 、 私 は 遠 は う 。 遠 っ て 、 往 く 。 ひ た ひ た と 往く 。 し ず し ず と 往 
く 。 私 は 往く 。 和 炎 に 迫 せ まる 。 薦 あおい 炎 に 。 私 は 恐 お それ ず 、 そ 
の 炎 に 向かっ て 手 を の ば す 。 指 を 。 私 は 和 し や く 熱 ね つ を 感ずる 。 
も し く は 、 冷 気 を 。 私 は 、 だ が 、 手 を 引き 込め る こと は し な い 。 往 
け 、 往 け 、 と 私 は 私 に 命じ る 。 私 は 高熱 の よう な つめ た さ の 中 へ と 
身 を 進め る 。 私 は 喘 あ えぐ 。 炎 と も つか ぬこ の 蒼い 炎 は 濃 の う 密 み 
つ で ある 。 そ れ は 私 の 体内 を また た く 間 に 満た し て 内 側 か ら 引 き 破 
ろ つ と する 。 私 は それ で も 往く 。 私 は 往 


(一 ああ 。 ) 


( お まえ も 駄 だ 目 め だ っ た 。 凛 生 よ 、 お まえ で も 。 お まえ は 一 いつ 
瞬 し ゆん で 焼き 尽 つ くさ れ た 。 一 ) 


私 が お り ま す 、 眼 の 君 よ 。 こ の 私 が 。 私 は すでに 蒼い 炎 の 中 に い 
る の で す 。 こ の 身 は 焼 か れる が ご と く 凍 !\ て つこ うと し て いま す 。 
で す が 、 私 は まだ 往 け ます 。 


( なら ば 、 年 け 。 -) 


私 は 往く 。 蒼 い 炎 を か きわ け て 、 そ の 中 を 泳ぎ 、 湧 お ば れ な が 
ら 、 私 は 往く 。 恐れ は 、 恐 れ は し まい 。 私 は 往く 。 私 の 目 は 蒼い 炎 
で 閉ざさ れ て いる が 、 私 は 往く 。 私 の 指 は か じ か み 、 も し く は 湯 と 
ろ け そう で 、 呼 吸 は 今にも 途 と 絶 だ え そ うだ が 、 私 は 往く 。 私 の 身 
は ほん の 僅 わ ず か ずつ し か 進 も うと し な い が 、 私 は 往く 。 私 は 


(一 ああ 。 ) 
( 畜生 よ 。 往 け 、 我 が 斉 生 ども よ 。 一 ) 


私 は / 私 は / 私 / 私 は / 私 / 私 / 私 は / 私 は / 私 は / 私 / 私 は / 
私 た ち は 往 く 。 蒼 い 炎 の 中 を 、 私 た ち は 往 く 。 進 も つう 。 進 も う 。 進 
も う 。 越 こえ よう 。 越え よう 。 越 えよ う 。 我 滅 ほ ろ ぶ と も 、 私 た ち 
は 往 こ う 。 そ うし て 私 た ち は こ こま で 来 た の だ か ら 。 

私 た ち は 行進 する 。 ひ そ や か に 、 ひ め や か に 、 そ れ で いて 勇 ま し 
く 、 行 進 す る 。 失い な が ら 、 な くし な が ら 、 灘 びな が ら 、 私 た ち は 
行進 する 。 蒼い 炎 を 。 炎 の 中 を 。 炎 を 。 炎 を 。 炎 を 。 


突 つ き 抜 ぬ け て 、 往 く 。 突 と つ 破 ば 、- 一 

( これ が 、 一 ) 

( 世界 の ワー ルド 終わ り エ ンド , の 無限 歩 春 ノー ター ミナ ス , 
を 抜け た 、 そ の 先 、 一 ) 

(ああ 、 一 -) 

( ここ が 、 終わ り オ ー パ ー の 果て エン ド , 。 ) 

終わ り は つい に 、 果 て に けり 。 


私 に は / 私 た ち に は 、 と て も と て も 把握 し きれ な い 。 広 い の か 、 
狭 せ まい の か 、 天 は いずれ で 、 地 は いずれ か 、 定 さだ か な ら ず 、 定 
まり 在 る も の か 否 い な か も 鹿 然 と せ ず 、 た だ た だ ここ は 、 紛 ま が う 
こと な き 最 果て の 際 さ い 涯 が いと し か 思わ れ な い 。 上 も 下 も な く 、 
た だ ここ は 、 一 底 。 

底 の 、 底 の 、 底 で ある 。 

ゆえ に 私 は / 私 た ち は 、 た どり 着い た の で は 決し て な く 、 落 ち た 
の だ ろう 。 落ち て 、 叶 お ち て 、 叶 ち て 、 そ の 果て に 行き つく こと も 
な く 、 こ こ に いる 。 最終 の 地 で あり な が ら 、 終 わり で は な い 。 真 の 
終わ り と は 無 で ある か ら 。 真実 の 終わ り は 終わ る こと が な い 。 た だ 
の 、 一 無 。 

その 無 に 、 形 が ある と は どう いう こと だ 。 

形 が あれ ば 、 そ れ は も は や 無 で は な い 。 無 で は あり えな い 。 に も 
か か わら ず 、 そ れ は や は り 無 で ある 。 少なくとも 、 そ れ は 終わ り の 
終わ り 、 無 に 至 ろ つと し て いる 、 そ の 寸前 に ある 何 も の か だ 。 

大 いな る 、 無 、 一 虚 き よ 無 お む の 王 よ 。 

帝 て い 王 お う よ 。 


御 お ん 身 み は 黒々 と し た その 巨 き よ 骨 く を 無 の 御 ぎ よ 座 ざ に 埋 う 
め て 、 無 念 無 想 の 妄 も っ 執 し ゆめ うつ に で も 韻 つ か れ て いる の だ ろう 
か 。 


(一 無 、 で は 、 一 無い 。 無 、 な ど で は 、 一 ) 


明らか に 人 に 似 て いる 。 そ の 大 き さ は 別 と し て 。 人 に 似せ られ た 
も の か 、 人 に 似せ た も の か 、 そ れ は わか ら な い 。 が 、 帝 王 は 人 に 似 
て いる 。 そ の 骨 か ら だ は 蒼い 炎 の 源 で あり な が ら 、 炎 を 発し て いる 
の で は な い 。 帝王 を 取り 巻く 偽 い つわり の 、 天 ぎ 購 まん の 、 了 あ ざ 
むき の 無 の 気配 が 、 や が て は 薄 う す 臣 ぐら い 火 ほ 群 むら と な っ て こ 
の 終わり オー バー の 果て エン ド , か ら 放 た れ て いる の だ 。 


無 で は な い 。 
帝王 は 、 一 反逆 者 。 


身 に まとう 裏切り と 反 は ん 抗 こ う は 蛇 へ び の よう に と ぐろ を 巻い 
て 、 つ め た く 固 まろ うと し て いる 。 そ れ が 少 し で も 熱 を 帯び れ ば 、 
擬 ぎ 態 た いさ れ た 無 な ど 一 片 も 残ら ず 吹 ふき 飛ん で し まう だ ろう 。 
無 、 な ど で は 、- 一 それ ほど 大 層 な も の で は な いと 知れ 。 心 せよ 。 


( これ が 、 帝 王 、 一 地 じ 獄 ご く の 、 一 ) 
私 が / 私 た ち が 目 を 凝 こ ら せ ば 、 眼 の 君 は それ を 視 み る だ ろう 。 
虚 き よ 飾 し よく は 急速 に 拘 は ぎ と られ て ゆく 。 


あり て い に 吉 えば 、 帝 王 は 御 ぎ よ 座 ざ に 深 く 腰 こし を 埋め る 巨人 
だ 。 黒 き 甲 か つ 青 ちゆ う で 一 分 の 隙 す きも な く 全 身 を 鎧 よろ っ た 巨 
人 。 甲 表 の 形状 は な る ほど 、 奇 き 怪 か いで は ある 。 ひ どく ね じ く れ 
て いて 、 大 お お 仰ぎ よう で あり な が ら 余 分 は 少な く 、 あ や し く 、 お 
ぞ ま し く 、 威 い 圧 あつ 的 で 、 老 いて いる よう に も 、 若 々 し くも 見 え 
る 。 直線 は ほとん ど 確 か く 認 に ん で き な い 。 どこ も か し こも 曲 が 

けけ 、 つ ね り 、 波 打っ て いる 。 幾 いく 重 え に も 重なる 閉じ られ た 具 ま 
ぶた と 凝 ぎ よう 視 し する 瞳 ひ と み と が 、 全 身 に 張り めぐ ら さ れ て い 
る か の よう だ 。 氏 の こぎ り の 歯 、 そ し て 、 惣 か ぎ 爪 つめ の よう な も 
の が 、 あ ちこ ち に 生え て いる 。 左 右 疾 対 た い 稼 し よう で 、 右 みぎ 衣 
か た は 盛り あがり 、 左 診 は 削 そ ぎ 落 と され た よう に すっ きり し て い 
て 、 右 みぎ 腕 つ で の ほう が 左腕 より も 倍 ほ ども 太く 、 長 い 。 脚 あし 
は 逆 だ 。 右 脚 よ り も 左 脚 の ほう が 、 あ か ら さ ま に 凶 きよ う 猛 も うな 
輪 り ん 郭 か く を 描 え が いて いる 。 頭 部 は 沈 ち ん 殿 で ん 物 ぶ つの よう 
な 闇 や み に 包 まれ て いて 、 そ の 形状 を つか が い 知 る こと も で き な 

い 。 あ る い は 、 あ れこ そ が 帝王 の 頭 部 の 形状 な の か 。 覆 お お い 隠 か 
くさ れ て いる だ け な の か 。 


いずれ に し て も 、 視 えて し まい さえ すれ ば 、 そ れ は 単なる 存在 


だ 。 
その わり に は 仰ぎ よう 々 ぎ よ うし い 、 大 お お 襲 げ 装 さす ぎる 。 


この よう な も の が 平然 と し て 在 る 世界 の ゆがみ は 、 許 し が た い 、 
受け 容 い れ が た い 、 認め る こと な ど で き は し な い 。 


( 往 け 、 畜 生 ど も よ 、 探 せ 、 一 ) 

帝王 は 映 じ ろ ぎ も し な い 。 た だ そこ に いる 、- 一 ある だ け だ 。 
気づい て いな い の か 。 穴 和 され て いな い の だ ろう か 。 

麟 断 する た め の 材 料 は な い 。 現 時 点 に お いて は 。 


な れ ば 、 探 せ 。 探 す の だ 。 私 は / 私 た ち は 探 そ う 。 探 た ん 索 さ く 
こそ が 私 の / 私 た ちの 使命 で ある 。 さ あ 、 往 こう 。 


幅 は ば も 、 奥 行き も 、 高 さも 、 深 さも 計り 知れ な い 、 こ の 終わ 
けり オ ー バ ー の 果て エン ド ,, 、 一 帝王 の 御 ご 所 し よ は 、 残 され た 可能 
性 の うち の 一 つ で 、 も っ と も 有力 視 さ れ て いる 地点 だ と いう こと 
を 、 い っ た い 誰 だ れ が 知 ろ つ 。 


( 無論 、 我 々 は それ を 知っ て いる 。 ) 
(我々 は 、 一 ) 


私 は / 私 た ち は 知 ら ぬ 。 知 ら ぬ まま 、 御 所 を 造 は い ず り 回 る 。 帝 
王 は 御所 の 中 央 に いる 。 さ な が ら 御 所 の 一 部 で ある か の よう に 、 微 
ひび 動 ど うだ に せ ず 。 こ の 御所 自体 が 帝王 で あり 、 帝 王 の 巨 隙 と し て 
知覚 され る も の は た だ 、 そ の 部 品 で し か な いか の よう に 。 私 は / 私 
た ち は 御 所 を 探さ ぐり な が ら 、 進 む 。 進む ご と に 、 自 然 と 帝王 の 巨 
端 へ と 迫 せ まる こと に な る 。 帝王 の 巨 了 は た だ そこ に ある だ け で 、 
私 を / 私 た ち を の みこ も うと し て いる の か 。 暗い 、 暗 い 、 深 遠 の 淵 
ふち に 。 私 は / 私 た ち は 、 も うつ 息 を する こと も 満足 に は で き な い 。 
私 の / 私 た ちの 手足 は 生命 宿る も の で は な く 、 た と えば 棒 き れ と 
か 、 薄 布 の 切れ 端 は し と か 、 何 か の 破片 と か と いっ た 、 単 純 な 物体 
で し か な いか の よう だ 。 こ こま で 生き 残っ た 私 は / 私 た ち は 、 き わ 
め て 頑 が ん 健 け ん 、 さ ら に は 幸運 な 個体 の 群れ で ある は ず だ が 、 了 肉 
体 的 な 屈 く つ 強 きよ うさ も 、 意 志 の 堅 けん 固 ご さも 、 強 運 も 、 さ し 
て 役 に は 立ち そう に な い 。 私 は / 私 た ち は 、 立 て つづ け に 息 絶 え 
る 。 た だ で さえ 大 幅 に 減少 し て いた 。 い っ そう 数 を 減ら し 、 も は や 


全 ぜ ん 滅 め つの 夏 つ き 目 め に 遭 あ お うと し て いる 。 


それ で も 、 私 は 
/ 私 た ち は 往 く 。 


( 往 け 、 そ うだ 、 一 ) 
(往く の だ よ 、 一 ) 


と 、 一 御所 の 全体 が 揺 め ゆら いで 、 震 ふる えた 。 
私 は / 私 た ち は 、 静 止 し た 。 止 ま ら ず に は いら れ な か っ た 。 
た だ 身動き が と れ な く な っ た だ け で は な い 。 
すべ て の 生命 活動 が 停止 し た 。 
私 は / 私 た ち は 、- 一 
( ああ 、 一 -) 


帝 て い 王 お う が 立ち ある が ろう と し て いる 。 


次 の 瞬 し ゆん 間 か ん に は も う 、 立 ちあ が っ て いた 。 

( ああ 、 一 -) 

( 見 つけ た 。-) 

(ああ 、 つ い に 、 一 ) 

帝王 が 腰 を 上 げた 、- 一 その 御 ぎ よ 座 ざ だ 。 

間 ち く 生 し よう の 一 いつ 匹 び き が それ を 一 瞬 、 ほ ん の 一 瞬 、 視 認 
し た 。 そ の 畜生 は 、 そ の 一 瞬 の た め に 存在 し た の だ 。 そ し て 、 他 ほ 
か すべ て の 畜生 ども が 、 そ の 一 瞬 を 手 に 入れ る 、 た だ それ だ け の た 


め に 犠 ぎ 牧 せ いと な っ た 。 尊い 犠牲 だ っ た 。 無 お 駄 だ で は な か っ 
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み な 、 死 ん だ か 。 我 が 愛 い と し いい 畜生 ど も よ 。 」 

眼 の 君 が 蒼 そ つ 白 は く の 具 を 開け る と 、 白 目 と は 呼び えな い 黒 い 
泉 の 中 に 浮 う か ぶ 真 し ん 紅く の 島 と 、 金 こん 色 じ き に 緑 ふ ち ど ら れ 
た 小さ くも 深い 穴 が 現れ た 。 


「 だ が 、 私 は 視 に 。 と うと う 、 見 つけ た よ 。 そ うか 。 帝王 の 御座 
に 。 和 帝王 に 守ら れ て いる の だ ね 。 あ る い は 、 帝 王 が 守っ て いる の 
0 お MS ーー 


眼 の 君 は 白い 類 ほ お を ゆがめ て 笑っ た 。 


探索 者 と し て 放っ た 畜生 ども の 五感 を 通し て 、 眼 の 君 が 視 た 、 そ 
れ は 、- 一 


崖 と びら だ っ た 。 

江 つ や の な い 黒 々 と し た 形 も 定か な ら ぬ 地 じ 獄 ご く 帝 王 の 御座 
の 、 一 帝王 が ちょ うど 腰 こ し か け て いた その 場所 で 、 堅 か た く 口 を 
閉ざし て いる 、 一 府 だ っ た 。 

岩 に は EI が あっ た 。 


「 私 に は 見 えた 。 あ の EIJI が 。 や は りあ っ た の だ ね 。 庶 は も う 一 つ 。 
間 ま 違 ち が いな い 。- 一 」 


眼 の 君 は 陶 と う 然 ぜん と 瞬 め い 目 も くし た 。 
「 あの 訂 の 先 に 、 我 々 の 希望 が ある の だ 。 」 
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オ サ ー ク 


まっ た く 見 えな いと いう わけ で は な い が 、 ほ と ん ど 見 えな い 。 


彼 の 目 は 光 を 感じ る 。 その 光 を 遮 さ え ぎ ざる も の が あれ ば 、 影 か げ 
と し て 認 に ん 識 し き で きる 。 


た だ 、 物 体 の 輪 りん 郭 か く を 視覚 で と ら え る こと は 叶 か な わな い 
し 、 色 し き 彩 さい も 感知 し えな い 。 


彼 の 目 は 、 ほ と ん ど 見 えな い 。 そう 吉 っ て も いい だ ろう 。 
それ で も 彼 は 、 見 る こと が 可能 だ 。 


タク ティ ル ・ ヴ ィ ジ ョ ン 。 触 し よく 視 し 。 「 超 者 の 業 オ ー バ ラー 
ツ , の 一 種 だ 。 天 て ん 佑 ゆ うな の か 、 は た また 単なる 偶 ぐ う 然 ぜん 
か 。 い ずれ に せよ 、 彼 は 正常 な 視覚 を 所 あたえ られ な か っ た 代わ り 
に 、 そ の 能力 を 授 さ ず け られ た 。 


お か げ で 日 常 の 生活 に 不便 は な い 。 魔 ま 術 じ ゆ つ の 修練 に も さ し 
た る 支障 は な か っ た 。 触 視 に よっ て 認識 され る 世界 し か 彼 は 知ら な 
の 0 シギ FRR は 

、 乗 り 越 こ える べき 障害 が 目 の 前 に 立ち は だ か っ て いる と は 、 彼 
に は 思え な か っ た 。 参 に 説 けた 温室 で 、 鍼 は ち 植 う え や 上 に 植え た 
草木 や 花々 を 愛 め で る の に も 、 不 都合 を 感じ た こと は つい ぞ な い 。 


彼 は 今 、 一 冊 の 書 を 著 あ ら わ し て いる 。 そ れ は 触 視 を 通し た 世界 
の あり さま を 詳し よう 密 み つ に 描 び よう 写し や し た も の だ 。 完成 の 
暁 あか つき に は 、 目 の 見 える 者 に 読ん で も らい 、 感 想 を 聞き た いと 
考え て いる 。 


も つの 直 生 選手 下 三 YE で 作 で 呈 生 の に る 委 し ジ り 
る た め の 時 間 が 必要 だ ろう 。 ひ と まず 脱 だ つ 稿 こう する まで 、 あと 
三 年 余 、 書 と し て の 体 て い 裁 さい が 整う まで に は 、 さ ら に 一 年 半 。 
それ が 役 の 目 算 で 、 目 標 で も ある 。 


彼 は 彼 自身 の 魔道 を 歩む 魔術 師 マ ギ で あり 、 触 視 を ふく め た オー 
バラ ー ツ の 研究 者 の 端 は し くれ で あり 、 植 物 の 愛好 家 で あり 、 一 人 
の 生活 者 で も ある 。 


心 の 臓 が 脈 打 つた びに 費 つ いや され る 時 を 、 過 ぎ 去 っ て ゆく 日 
を 、 移 ろう 季節 を 、 だ が 、 彼 は あえ て 引き 留め た いと は 思わ な い 。 
と き に 風 の よ うに 駆 か け 抜 ぬけ 、 と き に 山 の ご と く 動 か ざる よう に 
も 感じ られ る 時 間 の 流れ を 、 現 在 の 彼 は 触 視 で 直接 的 に 感じ る こと 
が で きる 。 彼 は 時 間 に 触 ハ れ る こと が で きる の だ 。 


それ は と て も や わら か で 、 あ た た か で 、 細 い 、 極 ご く 細 ぼ そ の 繊 
せん 維 い が 色 よ りあ わ さ れ て で き て いる 。 


時 間 は 菌 まゆ だ 。 


全 世 界 の 全 物体 は 、 果 て し な い 時 の 功 に くる まれ て 、 い ず こ か へ 
運ば れ て ゆく 。 


逃 の が れる こと な ど 考 えも し な か っ た 。 


彼 は た し か に 、 こ こ に いる 。 い ずれ 何ら か の 原因 で 命 を 失い 消え 
去る が 、 そ の と き は 彼 の 認識 自体 消し よう 滅 め つ す る か ら 、 彼 が い 
な いと 彼 が 感じ る こと は な い 。 時 の 商 が 運ぶ 先 に 何 が あろ うと 、 何 
も な か ろう と 、 彼 は 在 る か ぎり た だ ここ に 在り 、 や が て な く な る だ 
け だ 。 


彼 は 硬 こ う 筆 ひつ を 操 あ や つっ て いた 手 を 止め 、 あ た けり に 視線 を 
信 めぐら せ た 。 彼 は た いて い 見 え ぬ 目 を 閉じ た まま で いる が 、 触 視 
を ある 方 向 へ と 延ばす 際 に は 顔 を そちら に 向け る 。 実 質 的 な 効果 が 
ある わけ で は な い 。 合図 の よう な も の だ 。 


途 と 端 た ん に 土 と 植物 の 匂 に お い が 、 息 い 吹 ぶ き が 押し よせ て き 
て 、 彼 を 満た し た 。 彼 は 書 し よ 斎 さい で 革 を 執 と る こと も ある し 、 
温室 の 中 に あつ ら え た 机 を 使う つこ と も ある 。 こ の と ころ は 温室 で 植 
物 に 囲ま れ な が ら 健 を 走ら せる こと が 多い 。 今日 も そう だ っ た 。 


左手 を 懐 ふ と ころ に 差し 入れ て 懐か い 中 ちゆ うつ 時計 を と り だ し 、 
攻 ふ た を 外し て 触 視 で 時 刻 を 読み と っ た 。 十 七 時 四 十 三 分 。 自 ら こ 
し ら え た 昼食 を と り 、 後 始末 を 終え た の が 十 三 時 ご ろだ っ た か 。 そ 
ろ そ ろ 夕 食 の 用 意 を 考え ね ば な ら な い 時 間 帯 だ が 、 空 腹 を 感じ た た 
め に 手 を 止め た の で は な か っ た 。 彼 は か すか に 首 を ひね っ た 。 


「 何 だ ろう か 』 


空気 が 細か く 泡 あわ 立 だ ち 、 そ の ご く ご く 小 さ な 泡 が 弾 は じ け る 
た びに 、 彼 の 肌 は だ を ちり ちり と 刺さ す の だ 。 和 経験 し た こと の な い 
感覚 だ っ た 。 空腹 どこ ろ で は な い 。 鳩 尾 み ぞ お ち に 親指 を きつ く 押 
し あて て いる か の よう な 重み を 感じ る 。 肉体 は 食物 を 欲 ほ つ し て い 
る は ず だ が 、 食 欲 が 完全 に 抑 よ く 制 せい され て いた 。 彼 は 木製 の 椅 
い 子 す に 腰かけ て いる 。 座 っ て いる この 状態 に 違い 和 わ 感 か ん を 覚 
えて な ら な しい)。 


一 喜 で 吉 え ば 、 ひ どく 落ち つか な い の だ 。 


彼 は 硬筆 を 机 に 置い て 立ち あがっ た 。 温室 の 出入 口 に 向かっ て 歩 
き は じ め る と 、 そ れ か ら 間 も な くだ っ た 。 音 が し た 。 出 入口 の 庶 が 
開く 音 だ っ た 。 
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声 を 聞く 前 に 、 彼 に は それ が 離 だ れ だ か わか っ て いた 。 


と り わ け 書 の 執筆 に と りか か っ て か ら 、 彼 は 自身 の 触 視 に いっ そ 
う 自 覚 的 に な り 、 活 用 法 へ の 理解 も 深まり つつ ある 。 今 は 直 じ か に 
接 せ つ 触 し よく せ ず と も 、 二 メー テル ほど の 距 き よ 離 り で あれ ば 、 
指 で な ぞ る よう に 感じ る こと が 可能 だ 。 よ っ て 、 そ の 者 の 容姿 も 彼 
な けり に 承知 し て いる 。 


か つて は 男装 し て いた よう だ が 、 今 は スラ ックス こそ 容 は いて い 
る も の の 、 男性 に 見 み 間 ま 違 ち が えら れる こと は な い だ ろ う 。 折 に 
触れ て 彼 の 家 を 訪 お と ずれ る 。 こ こ 三 年 ほど は 、 一 いち 巡 じ ゆん 月 
げ つ に 一 度 か 二度と いっ た と ころ だ 。 


同じ 師 を 持ち な が ら 、 一 度 は 決 け つ 闘 と う 沙 ざ 汰 た に まで 及 お よ 
ん だ 相手 で は ある が 、 二 人 の 道 が 完全 に 分 か た れる こと は な く 、 こ 
うし て た び た び 交差 し て いる 。 奇 き 縁 え ん と し か 吉 い よう が な い 。 

彼 は また 、 と き お り 周 辺 の 視野 を 失う ほど 猪 ち よ 突 と て つ し て 、 ひ 
た すら まっ すぐ 突 つ き 進 も うと する 彼女 の ひたむき な 生き 方 に 、 好 
感 を 持っ て も いた 。 


彼女 は いつ も 切 せ つ 迫 ば くし て いて 、 性 急 で 、 研 と ぎ 澄 すま し た 


功 は の よう に 鋭 す る どく も あや うい 。 


飛 ひ 躍 や くし 、 閉 へ い 塞 そく を 突き 破る に は 、 彼 女 の 持つ 熱量 の 
よう な も の が 必要 な の で は な いか 。 羨 せん 望 ぼ ぽう を 感じ る こと さえ 
ある 。 


それ に し て も 、 尋 じん 常 じ よう で は な い 。 


「 ど うし た の だ 、 エ ドガ ー。 ず いぶ ん 呼吸 が 乱れ て いる 。 発 は つ 汗 
か ん し て も いる よう だ 」 


「 発汗 一 」 エド ガー は 足 を 止め 、 手 の 甲 こつ で 額 の あたり を ぬ ぐ っ 
た 。「 な 、 何 を 吉 う 。 く だ ら な いこ と を 。 私 が 汗 あ せ を か いて いる 
だ っ て ? いや 、 た し か に か いて いな く は な い が - 一 」 


「 き み は も し や 、 駆 け て きた の だ ろう か 」 


「 あ あ 、 そ うだ ! 」 エ ドガ ー は ふた た び 早 足 で 歩き だ し 、 彼 に 迫 せ 
まっ て きた 。「 そ うだ と も ! 私 は 走っ て きた ん だ ! 浮 う つき 世 よ 
離 ば な れ し た 君 の こと だ か ら 、 ど う せ 何 も 知 り は し な い だ ろ う 、 ま 
だ 誰 も 伝え て いな い だ ろ うと 思っ て 、 そ れ で - 一 」 


「 伝 える? 」 


「 そ うさ 」 エ ドガ ー は 彼 の 胸 む びな ぐら を つか む お よう な 勢い で 距離 を 
詰 つ め て きた 。 汗 ば み 切 羽 詰 まっ た 彼女 の 顔 が 、 あ りあ り と 感じ ら 
れ た 。「 君 は 俗 ぞ く 世 せ に は 興味 が な い の か も し れ な い が 、 そ の 足 
で 踏 ふ み し め て いる 大 地 は 幽 ゆ うつ 界 か い に 属 し て いる わけ じゃ な 
い 。 人 里 離 れ た 山奥 に 一 人 隠 か くれ 住 お こと で も し な いか ぎり 、 世 
間 と 無縁 で は いら れ な いん だ 」 


「 それ も よい か も し れ な い 。 生活 に 必要 な 物資 の 調達 に 困難 が 生じ 
そう で は ある が , 


「 馬 ば 鹿 か ! 
突然 、 時 の の し られ 、 そ の うえ 本 当 に 胸 で ざら を つか まれ た 。 


エド ガー の 手 は 、- 一 いや 、 手 だ け で は な い 、 そ の 全身 が 小刻み に 
震 ふ る えて いた 。 


「 君 は 結局 、 親 の 遺産 で の うつ の うと 暮らし て いる 男 だ ! 金 が な け 


れ ば 生き られ な いく せ に 、 そ の 金 は も と か ら 君 の 手 に 握 に ぎら され 
て いる ! それ も 、 た ん まり と な ! そん な 甘 っ ち ょ ろ い や つ に 、 
隠 い ん 者 じ や 暮らし な ん か で きる も の か ! 


彼 は ゆっ くり と うな ずい た 。「 そう だ な 、 エ ドガ ー。 き み の 吉 う 
と お り だ ろう 。 ぼ ぽく は 一 人 で 生き て いる 気 に な つっ て いる だ け で 、 そ 
の 実 。 そ う で は な い 。 ぼ ぽく は 世間 知ら ず な の だ 」 


ad すま な い 」 エ ドガ ー は 彼 の 胸 ぐ で ら か ら 手 を 放し 、 一 歩 あ と ず 
さり し た 。 「 吉 葉 が 過ぎ た 。 君 が あま り に 呑 の ん 気 き な も の だ か 
ら 」 


「 な ぜ 謝 る の だ ろう 。 き み の 指 し 摘 て き は 的 を 射 て いる 」 


「 事実 が 作 ぶ 辱 じ よく に な ら な いと は か ぎら な い 。 こ の 吾 葉 に 解説 
は 必要 か ? 」 


「 き み の 喜 わ ん と し て いる こと は 理解 で き て いる の で は な いか と 、 
ぼく は 思っ て いる 。 十 分 で は な いか も し れ な い が 」 


0 苔 い ら 々 いら する よ 。 君 と 話 を し て いる と 。 あ あ 、 謝 四 は し 
な いで くれ 。 今 は それ どこ ろ じ ゃ な い 。 吉 っ た だ ろう 。 私 は 急ぎ 君 
に 伝え ね ば な ら な いこ と が あっ て きた ,」 


「 覚 えて いる 。 き み は だ いぶ 慌 あ わ て て いた よう だ 。 何 か あっ た の 
だ ろう つか, 


「 あ っ た どこ ろ の 騒 さ わ ぎ じゃ な い 」 


その 報 は 八 巡 月 二 十 八 番 日 一 事件 が 起こ っ た 当日 の うち に 、 カ リ 
オ サ ー ク 覧 けん 人 じん 会 に も た ら さ れ た 。 


いち 早く 一 報 に 接し た の は 、 ド ワイ ト ・ ニ ュー マン だ っ た 。 


ニュ ー マ ン は カリ オ サ ー ク 商業 組合 組合 長 で 、 彼 が 経営 し て いる 
ニュ ー マ ン ズ 買 易 商社 と ラフ レシ ア 第 三 帝 て い 国 こく と の 間 に は 、 
小 か ら ぬ 商業 上 の 撃つ な が けり が ある 。 そ れ ゆ え に 、 彼 は 帝国 の 内 情 
や 動静 に 敏 び ん 感 か ん だ っ た し 、 薄 うす い 可 能 性 の 一 つと し て 、 こ 
の 事態 を 頭 の 隅 す み で 想定 し て いた 。 八 巡 月 二 十 三 番 日 、 首 都 ア マ 
ツ 陥 か ん 落ち くに より 終息 に 向かう こと が ほぼ 確実 視 さ れる 情勢 と 


な っ た 帝国 の オー クリ ッ ド 首長 国 侵 し ん 攻 こ つが 始ま っ た 時 点 で 、 
彼 は ひそ か に 安 あ ん 培 ご ど し た も の だ っ た 。 


これ で 少な く と も 、 当 分 の 間 は な い だ ろ うつ 。 


帝国 に 比べ れ ば 双 小 と は いえ 、 決 し て 小国 と は 吉 え な い オ ー ク 
リッ ド を 完全 に 制圧 、 掌 し よう 握 あ くし て 我 が 物 と する に は 、 一 年 
や そこ ら で は 足り な い 。 戦争 が ひと まず 終わ っ て か ら が 、 お むし ろ 本 
番 だ 。 少 なく と も 数 年 が か り の 大 事業 と な る だ ろう 。 帝国 は 常に 野 
心 的 だ が 、 慣 し ん 重 ち よう で も あっ て 、 事 を 急 せ く 習 性 は な い 。 
オー クリ ッ ド が 片付く まで は 何 も 起 こら な い 、 起 こる わけ が な いと 
思い な が ら も 、 ニ ュー マン は 警 け い 戒 か い を 怠 お こ た ら な か っ た 。 
新 皇 帝 即 そく 位 い の 経 けい 緯 い や 、 ア デ ナ 大 だ い 元 げん 帥 すい の 誕 
生 を ふく め た 一 連 の 動き に 不 ふ 穏 お ん を 感じ て いた し 、 オ ー ク リッ 
ド 侵略 に 未知 の 新兵 器 が 投入 され て いる と いう 噂 うわ さも 彼 を 不安 
に させ た 。 そ う は いっ て も 、 心 研 か ら 信 じ て は いな か っ た 。 ま さ 
か 、 こ の よう な こと が 現実 に な る と は 。 


皇帝 オク タ ヴ ィ ア ン ・ ギ ュ ス ター ヴ ・ ヴ ィ ド ・ ラ フレ シア 率い る 
ラフ レシ ア 第 三 帝国 軍 、 サ ン ラ ンド 無 統治 王国 国境 を や す や す と 突 
と つ 破 ば し 、 北 上 し つつ あり 一 。 


サン ラン ド の 国境 は 鉄 て つ 壁 べき だ 。 三 キル メー テル お き に 境界 
要 寒 ボー ダー フ オ ー ト 、 五 十 メ ー テ ル ご と に 置か れ て いる 息 視 塔 ウ 
オツ チタ ワー、 そ れ ら を 加 壊 トレ ンチ と 陸 道 トン ネル が 結ん で い 

て 、 配 置 さ れ て いる 魔 ま 導 ど う 兵 は 数 万 と も 十 万 と も それ 以上 と も 
喜 わ れ て いる 。 大 規模 な 武装 隊商 は 何事 も な く 通 り 抜 ぬ けら れる の 
に 、 な ぜ 隊 商 に 偽 ぎ 装 そ うし た 軍隊 の 前 に は 必ず 魔 導 兵 た ち が 立 ち 
ふさ が る の か 。 そ の 仕組 み は 明 ら か に な っ て いな い が 、 事 実 、 サ ン 
ラン ド の 国境 を 侵 お か そう と し た 他国 の 試み は 、 こ と ご と く 失 敗 し 
て きた 。 そ れ が 、 今 回 は 小 こ 競 ぜ り 合い さえ 演じ られ な か っ た と い 
う 。 目 算 で すら な い 、 推 測 に 近い が 、 帝 国軍 の 規模 は 、 オ ー ク リッ 
ド 侵攻 に 投入 され た 十 六 万 余 を 超 こ える らし い 。 そ の 大 部 隊 、 お 
そる べき 大 軍 が 、 国 境 を 素 す 通 ど お り し た の だ 。 


そん な こと が あり える の か 。 


あり えな い 、 と ニュ ー マ ン は 思っ た 。 さ り と て 、 利 害 を と も に 
し 、 彼 を 欺 あ ざお むく 理由 な ど 微 み 塵 じん も あり そう に な い 、 信 し ん 
頼ら いで きる 筋 か ら も た ら さ れ た 情報 だ 。 疑 つ 根 こ ん 拠 き よ を 探す 
より も 早 さ つ 急 き ゆ うに 対処 する べき だ と 、 商 人 の 勘 か ん が 彼 に 命 


じ て い た 。 


間 を 置か ず 、 ニ ュー マン は カリ オ サ ー ク 賢人 会 に 帝国 軍 の 来 らい 
襲 し ゆう を 報 し ら せ た 。 そ の 一 時 間 後 に は 、 口 さ が な い 市 民 た ち が 
何だ か ん だ と 騒ぎ は じ め た が 、 初 期 の 段階 で これ を 紛 ま が うこ と な 
き 真 実 と 受け 止め る 者 は 多く な か っ た 。 そ れ ど ころ か 、 ほ と ん どい 
な か っ た 。 


カリ オ サ ー ク 賢人 会 は 、 カリ オ サ ー ク 全体 に 関 か か わる 案件 を 合 
議 し て 決し 、 様 々 な 圧力 や 実力 行使 に よっ て その 履 り 行こ つう を 強力 
に つなが す 機 能 を 持つ 。 賢人 会 の 決断 は 迅 じ ん 速 て くだ っ た 。 
ニュ ー マ ン に つづ いて 、 帝 国軍 の 動向 に 関す る 情報 を 賢人 会 に 持ち 
こ ず お 者 は 後 を 絶た な か っ た し 、 南 国境 を 破っ た 彼 か の 軍 が 北上 し て 
目指 す は 首都 エル デン だ ろう つ 。 カ リオ サー ク は その 進路 上 に ある 。 
カリ オ サ ー ク か ら も っ と も 近しい 国境 線 ま で は 、 百 八 十 キル メー テル 
し か な い 。 大 規模 な 軍隊 で あれ ば 、 そ の 行軍 速度 は お の ず と 限定 さ 
れ 、 どれ だ け 急 いで も 一 日 に 二 士 キル メー テル 進む 程度 が 関の山 だ 
ろう つう 。 そ れ に し て も 、 猫 ゆう 予 よ は な い )。 


賢人 会 は 一 刻 も 早く 行動 を 起こ さ ね ば な ら な か っ た の だ 。 だ か 
ら 、 速 や か に 動い た 。 賢 人 会 を 構成 する 賢人 た ち は 、 日 ひ 頃 ご ろか 
ら 互 た が い に 牽 けん 制 せ いし あい 、 陰 いん に 陽 に 対立 し て も いた 
が 、 彼 ら の 権益 の 大 半 が カリ オ サ ー ク に 根ざし て いる こと だ け は 間 
ま 違 ちがい な い 。 誰 だ れ よ り も 彼ら 自身 の た め に 、 カ リオ サー ク は 
守ら れ ね ば な ら な い の だ 。 


こう し て 八 巡 月 二 十 九 番 日 の つう ち に 特使 を 派 は 遣 け ん する こと が 
決定 され 、 正 使 に は カリ オ サ ー ク 賢人 会 の 会 長 で ある 魔 導師 マジ ス 
タ 和 念 鹿 ヘ ラジ カ ,, 、 副 使 に は 同じ く 賢 人 会 の 会 員 、 由 ゆい 緒 し よ 
ある アー ル ・ ベ ル ア ノ ン の 伝説 的 な デザ イナ ー で 、 世 に 吉 う 五 
帝 , の 一 人 に し て 最長 老 、 ウ ー サ ー・ ベ ペン ウッ ド 、 そ し て 、 交 こう 
し よう の 取り 持ち 等 々 諸事 一 いつ 切 さ い を 担当 する 世話 役 に は 、 
帝国 に 幅 は ば 広 ひ ろ い 人 脈 を 持つ ドワイト ・ ニ ュー マン が 選ば れ 
た 。 


ニュ ー マ ン は 最新 式 の 高速 輸送 馬車 で 南下 し な が ら 、 八 方 手 を 尽 
つく し て 情報 収集 に あたり 、 ま た 、 帝 国 側 関係 者 と の 接 せ つ 触 し よ 
く を 図 は か っ て 、 カ リオ サー ク の 有 要望 を 伝え る べく 骨 を 折っ た 。 
まっ た く こ れ は 、 彼 が 生 し よう 涯 が い に 手 が けた 中 で も 最大 に し て 
最悪 の 仕事 だ っ た 。 


カリ オ サ ー ク 随 ず い 一 いち の 富 必 豪 ご うと 見 な され て いる ニュ ー 
マン は 、 経 営 者 、 管 理 者 と し て より 実務 家 と し て の 自身 に 強い 自負 
を 抱い だ いて いた が 、 す で に 行軍 中 の 軍隊 を 相手 に し た こと は 一 度 
も な い 。 こ の た び の 軍 が 皇帝 その 人 に 率い られ て いる こと は 間違い 
な か っ た 。 皇帝 の 意志 に よる 侵略 な の だ 。 帝都 の 官 か ん 僚 り よう つ な 
ら 何 人 で も 知っ て いる が 、 彼 ら と 話 を し て も 意味 が な い 。 そ も そ も 
帝都 は 遠 す ぎる 。 願 わく は 皇帝 だ 。 難 し けれ ば 、 和 皇帝 の 近く に いる 
者 だ 。 旦 帝 は 軍 中 に ある 。 だ と し た ら 、 軍 人 。 と は いえ 、 軍 人 の 知 
ち 己 き は か ぎら れ て いる 。 


それ で も 彼 は つい に 光明 を 見 い だ し た 。 帝 て い 国 こく 軍 は 巨 き よ 
大 だ いな 参 さ ん 課 ぼ う 機 関 を 擁 よ うし て いて 、 中 に は 事務 を 担当 し 
て いる 半 文 官 の よう な 幕僚 も いる 。 そ の うち の 一 人 で 、 過 去 、 何 度 
か 便 べ ん 宜 ぎ を 図っ て 恩 を 売っ て お いた ロナ タン ・ ポ ワ ジ エ と いう 
者 が 軍 に 随 ず い 伴 は ん し て いる こと を 、 彼 は よう や く 突 つき 止め 
た 。 こ の 者 を 手がかり と し て 、 ど うに か が 交渉 開始 の 余 口 を つか むこ 
と は で き な い か が 。 


ここ か ら が 彼 の 腕 つ で の 見 せ 所 と な る は ず だ っ た 。 苦心 惨 さ ん 憐 
た ん し な が ら も 熱中 し か けた 仕事 が 、 し か し 、 淡 あわ 雪 ゆ き の よ う 
に 溶 と け て 消え て し まっ た 。 安 増し な が ら 、 お むなしく も あっ た 。 


皇帝 は ポ ワ ジ エ を 通し て 、 カ リオ サー ク 特 使 に 告げ た の だ 。 余 は 
暫 ざ ん 時 じ 軍 を 止め 、 液 な ん じ ら と の 面会 に 応ずる で あろ う 、 と 。 


八 巡 じ ゆ ん 月 げ つ 三 十 番 日 の 黄 暫 たそがれ 時 だ っ た 。 


カリ オ サ ー ク 特使 は 、 全 長 四 十 七 メー テル の 偽 級 戦車 ドレ ツ ド タ 
ンク “アー ノル ディ , 一 何ら か の 動力 に よっ て 自 走 する 壮 そう 大 だ 
いな 動く 砦 と り で の 、 さ な が ら 巨 きよ 舶 せ ん の それ の よう な 皿 か ん 
板 げ ぱん 上 で 、 ラ フレ シア 第 三 帝国 皇帝 に 拝 は い 調え つ す る 貯え い 誉 
よ を えた 。 


複雑 な 形 に 髪 か み を 結 ゆ い 、 絢 けん 煽 ら ん 豪 ご う 華 か た る 帝 服 ガ 
ウン に 身 を 包ん だ 皇 帯 は 、 甲 板 上 の 御 ぎ よ 座 ざ に 腰 こし か け 、 羽 毛 
の ご と き 淡 い 微 び 笑 し よう を 口 く ち 許 も と に 浮 う か べ て 、 半 眼 で ど 
こ か 遠く を 眺 な が め て いた 。 帝王 の 威 い 厳 げ ん 、 威 圧 よ り も 、 得 体 
の 知れ な い 魔 ま 性 し よう に 摘 か ら め と られ て 、 ニ ュー マン は 息苦し 
さか ら 逃 の が れ ら れ な か っ た 。 


皇帝 も 、 そ の 傍 か た わら に 立つ いか に も 奇 き 人 じん 然 と し た 片 眼 


鏡 モ ノ ク ル の アデ ナ 大 元帥 も 、 そ れ に 特使 側 の 正 使 も 、 副 使 も 、 明 
ら か に 人 と し て は 異様 で 、 ニ ュー マン は た だ 有人 能 な だ け の 俗 ぞ そく 人 
じん だ 。 俗 を 極 き わ め た 俗人 中 の 俗人 が 、 手 ひ 凡 ぼ ん と 呼ぶ の も 馬 
ば 鹿 か 馬 ば 鹿 か し い 超 ちよ う 人 じん ども の 中 に 迷 いこ め ば 、 略 量 め 
まい 、 動 どう 必 き 、 息 切れ くら いし て 当然 だ ろう 。 し か も 、 特 使 の 
側 は 丸腰 の 三 人 の み だ が 、 和 皇帝 は 物 々 し く 赤 い 甲 か つ 青 ちゆ う を 着 
こん で 合 け ん を 介 は いた 武人 た ち に 守ら れ て いた 。 さ ら に 、 ア ー ノ 
ルディ は 帝国 軍 に 囲ま れ て いて 、 甲 板 上 か ら そ の ほぼ 全 軍 を 見 み 渡 
わた すこ と が で きた 。 す な わ ち それ は 、 大 お お 胡 げ 装 さ に 吉 え ば 、 
帝国 軍 全 物 兵 が 甲板 を 注視 し て いる と いう こと で も あっ た 。 カ リオ 
サー ク 特 使 は さら し 者 に され て いた の だ 。 


まる で 見 世 物 だ 。 


ニュ ー マ ン は 戦 せ ん 乙 りつ し た 。 す べ て は 無 む 駄 だ だ っ た の で は 
な いか 。 交 渉 の 余地 な ど 最 初 か ら な か っ た の で は な い だ ろ うか 。 現 
に 、 我 々 は いき な りこ の 場 に 引き だ され た 。 


むろ ん 、 当 方 の 意 は 皇帝 に 伝え られ て いる は ず だ 。 カ リオ サー ク 
賢 け ん 人 じん 会 は 自ら すす ん で 帝国 に 降 く だ る 道 を 選 せ ん 択 た くし 
た 。 無 む 抵 て い 抗 こ つう で 帝国 の 一 部 と な る 。 そ れ と 引き 替 か え に 市 
民 の 財産 、 権 利 の 保障 を 伏 和 ふし て 切 に 願う 。 そ の 点 が まさ に 交渉 の 
焦 し よう 点 て ん に し て 要点 だ が 、 返 答 は 皇帝 陸 下 が 長 々 に な され る 
と だ け 。 い まだ 話し あい の 端 た ん 緒 し よ に すら つい て いな い 。 通常 
な ら 、 た と ろ え 皇 帝 の 裁 可 が 必要 な 場合 で あっ て も 、 あ ら か じ め 代 理 
な り 責 働 者 な り と 折 せ つ 衝 し よう し 、 あ る 合意 に 達し た 段階 で 皇帝 
の 出番 と 相 成 る は ず だ 。 し か れ ど も 、 す で に 軍 は 動い て いる 。 
ニュ ー マ ン を ふく め た カリ オ サ ー ク 側 は 大 い に 焦 あせ っ て いた 。 必 
死 だ っ た 。 和 皇帝 の 申し 入れ に 飛び つか ざる を えな か っ た 。 や む を え 
な か っ た 。 他 ほ か に 手段 は な か っ た 。 違う つ 。 


そう で は な い 。 
有効 な 手段 な ど 、 初 めか ら ど こ に も な か っ た の で は な いか 。 


数 十 万 の 人 兵 馬 が ひし めい て いる と いう の に 、 深 し ん 閑 か ん と 暮 
れ な ず お 地平 は すべ て が 作り 物 の よう だ っ た 。 


一 人 、 ド ワイ ト ・ ニ ュー マン だ けが 卑 ひ 小 し よう な 俗物 、 ち っ ぽ 
け な 人 間 と し て 身 み 震 ぶ る いし て いた 。 


ニュ ー マ ン は 自分 の 右 斜 な な め 前 に 立っ て いる 異形 の 魔 導師 マジ 

スタ に ちら けり と 目 を や っ た 。 嘩 つば を の みこ も うと し た が 、 口 の 中 
が 乾 か わ きき っ て いた 。 喉 の ど が ひく ひく と 深 な み だ も 流さ ず に 泣 
7 だ だ だ は け だ っ た 。 


魔 導師 マジ スタ も 、 そ の や や 右 後方 に そびえ る よう に 立っ て いる 
老人 も 、 な ぜ 平 然 と し て いら れる の か 。 何 も 感 じ な い の か 。 何 も 予 
感 し て ! い ない の か 。 そ れ と も 、 そ う 装 よそ お っ て いる だ け な の か 。 
虚 き よ 勢 せい \ い か 。 あ る い は 、 ニ ュー マン に は 推 お し 量り が た い ほ 
ど 、 精 神 が 強 固 な の か が 。 


「 オ クタ ヴィ アン ・ ギ ュ ス ター ヴ ・ ヴ ィ ド ・ ラ フレ シア 皇帝 隆 下 


」 


魔 導 師 マ ジス タ が 一 歩 進み で て 、 恭 つや う や し く 、 それ で いて 厳 
お ご そ か に ひざ まず き 、 頭 こう べ を 垂れ た 。 そ の 名 の 由来 で ある 功 
鹿 の 角 を 模 し た 形 に 整え られ て いる 黒 右 は 、 金 属 の めい た 光 こ う 沢 た 
く が あり な が ら も 紛 ま ぎれ も な く 自 前 の 毛 も う 髪 は つ だ 。 ニ ュー マ 
ン は 見 慣れ て いる し 、 カ リオ サー ク で は 知ら ぬ 者 と て いな い 名 士 な 
の で 、 今 さら 誰 も 不 自然 を 感じ は し な い が 、 帝 国 の 人 間 た ち に と っ 
て は どう な の か 。 


場違い な 、 是 お ろか し い 思 考 だ っ た 。 ニ ュー マン は 半ば 虚 き よ 脱 
だ つ し て いた の か も し れ な い 。 公 鹿 に つづ いて 、 千 年 の 年 を 経て も 
曲がる こと の な い 巨 木 の よ うな 老人 が 膝 ひ ざ を つい た の を 見 て 、 彼 
も 慌 あ わ て て 拝 は い 貴 き し た 。 甲板 の 暦 みがき 抜 ぬ か れ た 床 ゆ か を 
凝 ぎ よう 視 し し な が ら 、 考 えな お し た 。 


往 鹿 は 高 名 な 魔 導師 マジ スタ で 、 一 人 の 魔術 士 と し て の 力量 も 並 
な み 大 た い 抵 て いで は な いら し い が 、 お むし る ろ 指 導 者 と し て の 業績 が 
際 き わ 立 だ っ て いた 。 人 金持ち の 夢見 が ちな 子女 を 引き と っ て 、 素 質 
が あろ うと な か ろう と 、 曲 が りな り に も 魔術 士 ら し い 体 て い 裁 さい 
を 取り 繕 つく ろ っ て や る 彼 の 手 し ゆ 腕 わん は 、 古 今 例 が な い ほ ど だ 
と いう 。 彼 は 理想 家 に も 理論 家 に も な れる 。 調整 能力 に 長 た け て い 
SN ー 流 以上 の 演技 者 で 、 演 出家 で も あ 

る 。 人 算 鹿 は た だ 、 この 場 に ふさ わ し し 1 役 を 演 じ て い る だ け だ ろ っ つ 。 
ぞう する と と で 、 YE 
し て の ゴ 能 以上 の 地位 を 築い て きた 異 能 の 男 な の だ 。 


ウー サー・ ペ ン ウ ッ ド に 至っ て は 、 泰 た い 然 ぜん 自 じ 若 じ や く と 
し た 振 ふ る 舞 ま いと 、 こ れ ま で の 経歴 、 輝 か が や か し し 実績 か ら 


「 古き 肉 し ゆん 厳 げ ん な る 大 た い 岳 が く 」 な ど と 称し よう され 、 曇 
い 敬 けい の 対象 と な っ て いて 、 本 人 も 重 じ ゆう 鎮 ち ん 中 の 重鎮 ぶっ 
て いる が 、 実 は 著 も う 友 ろ くし か け て いる と いう 噂 うわ さ が 絶 えな 
い 。 も と も と 度 を 超 こ えた 偏 き よ 人 徴 ご うつ の 人 で あり 、 人 を 人 と も 思 
わ ぬ が ゆえ に 、 余 人 に 対し て は 超 ち よう 越え つ 的 、 平 等 に 冷 厳 で あ 
る と いう 変人 だ 。 何 を 考え て いる の や ら 、 常 人 に は うか が い 知 る こ 
と も で き な い が 、 こ の ご ろ は そもそも 、 ろ くに 物 を 考え て いな い の 
で は な いか 。 よ く 瞬 めい 目 も くし て 座っ て いる の は 、 新 た な 意 い 匠 
し よう を 生み だ す た め に 瞬 想 し て いる の で は な く 、 単 に 居 い 眠 ね お む 
|) し て いる だ け に 違い な い 。 実際 、 低 く 由 いび ぴ びき を か いて いる こと 
も ある 。 今 も この 老人 は 、 何 が 何やら わか っ て いる よう な わか っ て 
いな いよ うな 、 あ や ふ や な 境地 に ひと まず 腰 を 落ち つけ て 、 い つも 
どおり 大 岳 の ふり を し て いる だ け な の だ ろ っ つ 。 


だ だ 王 人 。 ドワイト ド で 詞 コ ニー マン だ けが まとも な の だ ) 


「 隆 下 、 ま ず は お 目 通り の お 許し を いた だ き 、 申 し よう の な き を 感謝 
の 念 を あえ て 述べ させ て いた だ きた く 存 じ ま す 」 入鹿 は さら に 五 サ 
ンチ ほど 鹿 し か 頭 を 下げ た 。「 あり が た き 無 上 の 幸せ に ご ざい ま 
す 」 


ペン ンー ここ テー で 。。 SS 
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し 、 上 手 に 


え 


ペン ウッ ド が 伏せ 
くだ る に も ほど が ある 公 鹿 の 〇 ロロ 上 が 気 に く わな い の だ ろ 


1) か 


な が ら 、 下 手 の 下 手 に 出 て お いて 、 口 八丁 手 八 ] で いつ の 間 に や ら 


成 
TT 


だ 
oO 


入 鹿 は いや に 響 ひ びき の よ す ぎる 声 で つづ けた 。「 この た び は 


ー コ 
和 否 い な 、 つ づけ よう と し た の だ 。 


2 と 、 旦 こう 項 て い の も の らし き 存 外 や わら か な 調子 の 声 
除 入鹿 の 弁 舌 を さえ ぎっ た 。 


ニュ ー マ ン は 顔 を 上 上 げ よ うと し た 。 当然 、 皇 帝 の 御 ご 前 ぜん で 許 
可 も な くそ ん な こと を すれ ば 、 無 礼 者 と た し な め ら れる どこ ろか 、 
その 瞬 し ゆん 間 か ん 、 会 談 が ぶち 壊 こ わし に な っ て し まい か ね な 
い 。 あ や うく 自重 し な が ら 、 な ぜ 、 と 自問 せ ず に は いら れ な か っ 
た 。 世 間 知 ら ず の 小 こ 僧 ぞ う で は な い 、 酸 すい も 甘い も 噛 か み 分 け 
た 自分 が 、 な に ゆえ その よう な 所 業 に 及 お よ ぼ うと し た の か 。 


「 余 に は 不要 で ある 」 と 旦 帝 が 吉 っ た 瞬間 、 に マン は ふた た び 
面 お も て を 上 げ る 強力 な 誘 ゆ つう 惑わ くに 駆 か られ た 。 ペ ン ウ ッ ド が 
小さ く 距 う な っ て 、 和 鹿 も 「 は .… 」 と いう よう な 頼 た より な い 声 
を も ら し た よう に 思う つ 。 


「 余 に は 不要 だ 。 降 こう 伏 ふ く は 容 い れ ぬ 。 余 が 望む は 支配 で は な 
い 。 征 せい 服 放 く で も な い 。 こ の 地 を 余 の 物 と する 。 た だ それ だ け 
の こと だ 。 無 む 秩 ち つ 序 じ よ な 欲 得 の 泥 こ ん 沖 と ん に 浸 ひ た り し 滋 
な ん じ ら の ご と き 汚 けが ら わ し い 思 ぐ 物 ぶつ ども を 、 余 は 欲 ほ つ せ 
ぬ 。 余 の 帝国 に 光 ら は 害悪 で や ある 。 害 悪 は 除 か れ ね ば な ら め ぬ 。 根絶 
され ね ば な ら め ぬ 。 余 は 害悪 に 向け て それ を 宣 吉 する の 労 さ え 廊 いと 
う 。 余 は た だ 、 余 の 属 兵 に 余 の 意 を 伝え ん れんが た め に これ を 行う の 
だ 。 ーー アロ ンズ : 三 王 ド ルス ピア 。 


帝 が 何者 か を 呼ん だ 。 聞き覚え の ある 名 だ と ニュ ー マ ン は 思っ 

科 E 還 の 生生 回 を が まけ だ つき 止め る より 
も 、 他 ほか に する べき こと が あり そう だ っ た 。 彼 は も う 自 制 し な 
か っ た 。 顔 を 上 げ る と 、 皇 帝 と 大 だ い 元 げん 帥 すい の 両 り よう 脇 わ 
き に 並ん で いた 武人 た ちの うち の 一 人 が 、 音 も な く 列 か ら 離 は な れ 
て こち ら に 近づい て こよ うと し て いた 。 そ の 武人 は 他 の 者 た ちと 同 
じ く 細 ひ 色 いろ の 鎧 よろ い を 身 に つけ て いた が 、 見 か ぶ と を 被 か 
ぶっ て いな か っ た 。 一目 で 性 帥 の 器 う つ わ と 知れ る 、 あ る 種 の 神 こ 
う 々 ご うし さす ら 漂 た だ よう 顔 が ん 貌 ぼう の 持ち 主 だ っ た 。 その 手 
は すでに 作 は い 剣 け ん の 柄 つ か に か か っ て いた 。 何 を 行 お つと し て 
いる の か は 自明 だ っ た 。 そ れ に も か か わら ず 、 武 人 の 顔 は 微 み 塵 じ 

緊 き ん 張 ち よう し て いな か っ た 。 冷 れ い 酷 こく と も 違 ち が っ 


た 。 あ えて 吉 え ば 、 慈 じ 悲 ひ の 表情 だ っ た 。 


「 陸 下 、 何 を 一 」 と 篤 鹿 が 立ち あがり な が ら 吉 いか け 、 血 ち 煙 けむ お 

PE 抜く 手 も 見 えな い 抜 き 打 ち だ っ た 。 ペン 
ウッ ド は 跳 ひ ざま ずい た 姿勢 の まま 、 頭 部 を 両断 され た 。 次 の 瞬 

間 、 ニ ュー マン は 血 刀 を 振り か ぶる 武人 を 見 上 げ て いた . 見 ろ 。 


見 る が いい 。 


こん な こと だ と 思っ た 。 こ うつ な る こと を 、 お れ は 予感 し て いた の 
だ 。 し か し 、 止 め よ う が な か っ た 。 ど うし よう も な か っ た 。 


ニュ ー マ ン は カリ オ サ ー ク に いる 妻 と 五 人 の 子供 と 老 母 を 思っ 
た 。 愛 あい 凌 し よう の 顔 が 脳 の つう 裏 り を よぎり 、 こ れ っ き り だ と カ 
が 抜け た 。 


お れ は 死ぬ の か 。 こ こ で 死ぬ の か 。 こ れ で 死ぬ の か 。 そ れ だ け で 
は な い 。 


彼 は も は や 理解 し て いた 。 
家族 も 死ぬ 。 愛 芝 も 死ぬ 。 友 も 死ぬ 。 知 人 が 死ぬ 。 


皇帝 は お そら く 、 カ リオ サー ク を 略 り や く 奪 だ つ し 尽 つ くし 、 住 
民 こ と ご と く 惨 ざん 毅 さ つ す る つも り だ 。 


いっ た い 何 の た め に 。 そ ん な こと を し て 、 何 の 得 が ある の か 。 
ニュ ー マ ン は 講 吉 うわ ご と の よう に 吉 っ た 。「 た 、 助 け .……. 四 
「 この 和 け が れ に 満ち た 世界 を 再生 する た めで す 」 

武信 は ニュ ー マ ン を いた わる よう に 微笑 ほほ えん だ 。 


生生 武人 の 吉 葉 と は 思わ れ な 
。 武人 の 声 と は 思わ れ な い 。 ま る で 聖職 者 だ 。 ああ 。 ア ロン 
ズ ・ 三 デ ドル ズ ビ ピア 


ジェ ー ド リ を ひっ くり 返す よう な 大 騒 そ う 動 ど う を 起こ し た 集団 
が ある 。 血 塗れ ブラ ツ ド 聖堂 テン プ 騎 士 団 ルナ イツ 。 壊 か い 滅 め つ 
し た は ず だ 。 そ の 首 し ゆ 冬 か い の 名 が た し か 、 ア ロン ズ ・ ニ ー ド ル 
スピ ア 。 ま た の 名 を 、 サ ー・ ジ ュー ダス 。- 一 まさ か 、 こ の 武人 


が ? どう し て 帝国 の 軍人 に ? 世界 を 再生 する ? それ が 軍人 の 
台詞 せり ふか ? 


「 苦 し み は あ り ま せん 」 


アロ ンズ ・ ニ ー ド ルス ピア は 愛 い と し 子 に お や すみ を 告げ る よう 
に 吉 い な が ら 、 剣 を 振り お ろ し た 。 そ う 認 に ん 識 し き し た と き に は 
も うつ う 、 ドリ イト ・ ニ ュー マン は 死ん で いた 。 


「 それ は 、 つ まり - 一 」 


彼 は で きる だ け 迅 じん 速 て くに エド ガー の 話 を 昌 そ 喘 し や くす る 
べく 努力 し た 。 


最後 に 彼 が 屋 や 敷 し き の 外 に 出 た の は 四 日 前 だ 。 出 入り の 商人 な 
ども いる の だ が 、 あ い に く その 間 は 彼ら の 訪れ も な か っ た 。 と くに 
引き こも っ て いた つも りり は な い 。 た だ 、 彼 に は な すべ きこ と が 山 と 
ある 。 そ の な すべ きこ と に 没 ぼ つ 頭 と うし て いる うち に 、 ず いぶ ん 
と まあ 大 変 な 事態 に な っ て いた も の だ 。 


「 ラ フレ シア 第 三 帝 国 の 軍 が 攻 せ め て くる か も し れ な い 、 と いう つこ 
と だ ろ つ か 」 


「 か も し れ な い 、 じ ゃ な い 」 エ ドガ ー は 上 呆 あ きれ 果て た よう に た め 
息 を つい た 。 「 帝 国軍 は カリ オ サ ー ク を 攻め る 。 こ れ は ほぼ 確定 的 
な 事実 だ 」 

「 し か し 、 カ リオ サー ク に 軍 は な い 。 魔 ま 導 どう つ 兵 も 王立 銀行 に 配 
備 さ れ て いる だ け だ 。 攻め る と いっ て も 、 帝 国軍 は 誰 と 戦 つ の だ ろ 
つ 」 ュ 


「 魔術 師 マ ギ ヴ ィ ン セ ント 。 つ か め ぬこ と を 赴き く が 、 君 は 戦争 に 興 
味 を 持っ た こと が ある か 」 


「 い まだ か つて な い 」 


「 だ ろう な 。 と いう こと は 、 君 の こと だ か ら 、 ご く ご く 一 いつ 最 ば 
ん 的 、 表 層 的 な 知識 と し て の 戦争 、 軍 隊 し か 知ら な いわ け だ 」 


「 触 し よく 視 し に よっ て 本 を 読む こと が で きる よう に な っ て か ら 


は 、 戦記 物 な ども 数 冊 、 通読 し た も の だ が 」 


「 い いい U か 、 ヴ ィ ン セ ント 。 軍隊 の 仕事 は 軍隊 と 戦う こと じゃ な い 。 
娯 ご 楽 らく 物 の 騎 き 土 し 物語 と 一 いつ 緒 し よ に する な よ 。 戦 場 で 鍛 
きた え あ げた 剣 と 剣 を 交え 、 正 々 堂々 と 勝敗 を 決する な ん て 、 一 音 
前 な ら と も か く 、 現 代 で は 完全 に 死滅 し た 光景 だ 」 


「 そ うつ いう も の な の だ ろう つか, 


「 そういう も の さ 。 名 めい 普 よ や 誇 ほ こり の た め に 命がけ で 戦う 馬 
ば 鹿 か な 兵士 は いな いし 、 必 要 と され な い 。 兵 器 と 集団 戦術 が 発達 
し て 、 お 為 た め ご か し の お 飾 か ざり は 引 ひ っ 后 ば が され 、 醒 し ゆう 
悪 あ く な 本 質 だ けが あら わ に な っ て 残さ れ た 。 軍隊 と は 、 権 力 者 が 
目的 を 達する た め の 力 に すぎ な い 。 武力 だ 。 早 い 話 、 組 織 化 され た 
暴力 だ 」 


「 き み は 何 が 吉 い た い の だ ろう 」 


「 話 に よる と 、 音 国軍 の 目的 は 必ず し も カリ オ サ ー ク の 占 せ ん 領 り 
よう で は な いよ うだ 。 連 中 が た だ 奪う ば うた め に カリ オ サ ー ク を 上 柚 
お そう と し た ら 、 戦 い は 起こ ら な い 」 


「 な る ほど 」 彼 は うな ずい た 。「 彼ら は 戦う こと な く 、 手 当たり 次 
し 第 だ い に 市 民 を 角 し て 所 持 品 を 嘱 ぎ と り 、 人 々 の 家屋 敷 に 押し こ 
ん で 家財 を 強 ご うつ 奪 だ つ す る 。 き み は そ う 予 測 し て いる の だ ろう 
か 」 


「 略 礁 、 強 ご う 女 か ん 、 虐 ぎ や く 級 さ つ は 古来 、 兵 隊 の 余 技 で 、 と 
き に は 本 分 に な る こと すら ある 。 カ リオ サー ク は 奪 され 、 破 は 壊 
か いさ れ て 、 最 後に は 焼 か れる か も し れ な い ,」 


「 それ は よく な い 」 

「 あたりまえ だ 、 よ く な い に 決 まっ て いる ! だ か ら 、 私 は - 一 」 

「 そ うだ 。 エ ドガ ー、 君 は 早く 逃 に げ る べき だ ろう 」 彼 は エド ガー 
の 肩 か た を つか ん で 、 あ ちら を 向 か せ た 。「 さ あ 、 急 い だ ほ うがい 
し 1」 


「 な っ - 一 」 エ ドガ ー は 彼 の 手 を 振り 払 は ら っ た 。「 な 、 何 を 、 君 は 
何 を 吉 っ て いる ! どう いう 嘉 い 種 ご さだ 、 そ れ は ! 」 


「 ばく は この カリ オ サ ー ク か ら 一 鹿 も 早く 離 は な れる こと を 、 き み 
に 勧 す すめ て いる つも りな の だ が 。 そ う は 聞こ えな か っ た だ ろう 
か 」 


「 聞 こえ た さ ! 間 こ えた か ら 、 記 いて いる ん だ ! 」 


エド ガー は な ぜ こ れ ほ ど ま で に 声 を 荒 あ らら げ て いる の だ ろう 。 
彼女 が 彼 の 前 で 苔 U い ら 立 だ つの は いつ も の こと だ し 、 慎 いき どおり 
を 見 せる こと も めずらし く は な い が 、 た いて いい 逆 上 する 前 に ぷ い と 
横 を 向い て し ば らく 黙 だ まり 、 口 の 中 で 何 か も ご も ご 吉 っ て 立ち 
去っ て し まう 。 彼 と し て は 、 今 も そう し て ほし い 。 む し ろ 今 こそ 、 
そう し て も らい た い の だ 。 


「 エ ドガ ー。 き み は 現 在 、 ぼ くら の 師 マ ガロ の も と で 後進 の 指導 に 
あたっ て いる 」 


「 そ れ が どう し た ! 師 は も う 、 沙 ち 延 びさ せる 算段 を つけ た ! 
今 ご ろ は 他 の 弟 で 子 し た ち に 連れ られ て 、 カ リオ サー ク を 出 て いる 
ころ だ ! 」 

「 き み が 手 配 し た の だ ろ つ か 。 な ら ば 、 ぼ く か ら も 感謝 し な けれ ば 
な ら な い 。 あ り が と う 。 そ れ に し て も 、 こ の よう な 危急 の 際 、 ぼ ぽく 
は まっ た く の 役 立た ず だ 。 つくづく 不 点 肖 し よう の 弟子 だ と 思わ ざ 
る を えな い 」 

「 そ ん な こと は どう で も いい ! 」 

し だ 5 台 よく ほな いしい 」 

「 あ あ 、 お 前 と 問答 を し て いる と 、 本 当 に 疲 つ か れる .………… 1 」 

「 す まな い !」 

「 それ が 余計 だ と 吉 う ん だ ! 」 

「 重ね 重ね 、 謝 則 す る こと し か で き な い 」 

「 謝 る な ! 謝っ て な ん か も らい た く な いん だ 、 私 は ! 謝る べき 
は - 一 」 エ ドガ ー の 声 が 揺 ゆ れ て 、 岩 ふる えた 。「 あ 、 謝 る べき は 、 
私 の ほう な ん だ か ら ! 私 は 、 あ ん な こと を し て お き な が ら 、 い ま 


だ に 一 吉 も 謝罪 し て いな い ! の この こと お 前 の 前 に 顔 を 出し て 、 
虹 ば 倒 と うさ れ て も お か し く な い 、 そ れ ど ころ か 、 何 を 吉 わ れ て も 


文句 は 吉 え な い 、 追 いか えさ れ て 当然 な の に 、 お 前 は - 一 お 前 と きた 
ら 、 久 し ぶり に 会 っ た 友人 みた い に 迎 ひび か える も の だ か ら .………… 1 」 


「 ぼ ぽく は 自ら の 心 に 従っ た だ け だ 。 有 要素 精 せ い 霊 れい 以外 を 友 と 考 
えた こと は な い の だ が 、 き み は 同 門 だ し 、 様 々 な 縁 え ん も ある 。 な 
る ほど 、 友 と 吉 え な いこ と も な い だ ろ う 」 


「 友 、 か 」 エ ドガ ー は 吐 は き 捨 て る よう に 短く 笑っ た 。「.… せ … 光栄 
だ よ 、 ヴ ィ ン セ ント 。 嬉 つれ し く て 深 な み だ が 出る 。 だ けど な 、 本 
音 を 吉 わ せ て も ら え ば - 一 なぜ 、 あ の と き な ぜ 、 お 前 は 私 を 助け た ん 
7 ? 身の程 ほど 知ら ず に も 藍 あ い 色 いろ 炎 え ん 上 じ よ う を 使 
い 、 逆 流 リ バー ス し て 、 放 っ て お け ば 焼け 死ん だ 私 を 、 お 前 は 縛 ば 
く 氷 ひよ う 獄 ご く で 救っ た 。 な ぜ 、 私 を 死な せ て くれ な か っ た ? 
あの まま 無様 に 死ん で いれ ば 、 私 は -ー 私 は ..………. 『 


「 き み を 救 わ な けれ ば 、 ぼ ぽく は 必ず 後 こ う 悔 か いし て いた だ ろう つう 。 
同じ 答え を 繰 く りか えす こと を 、 ど うか が 許し て 欲し い 。 ぼ く は た 
だ 、 自 ら の 心 に 従っ た だ け だ 」 


Pe お 前 に は 、 わ か る まい 。 自 ら の 心 に 従っ 。 そ れ だ け の こと 
が 、 難 な ん 儀 ぎ で 、 難 儀 で 、 ど うし た っ て で き や し な い 。 そ うい う 
人 間 だ っ て いる ん だ 。 く そ .……… 魔 術士 な の に 、 こ ん な 砦 さ 未 まつ 
な 、 卑 ひ 俗 そく な 問題 に 燃 わ ずら わ さ れ て いる 我が身 が 情け な く て 
仕方 な い 。 だ か ら 私 は 駄 だ 目 め な ん だ 」 


「 そ れ と これ と は 別 な の で は な いか 。 そ れ に 、 き み は 魔 ま 術 じ ゆ つ 
士 と し て 長 足 の 進歩 を 遂 と げ て いる と 、 師 マガ ロ も 吉 っ て いた 。 指 
導 者 と し て も 、 き わ め て 優 ゆ う 秀 し ゆう だ と 。 と り わ け 、 素 質 に 恵 
めぐ まれ て いる の に 、 性 質 に 難 が ある た め 成 長 が 阻 そ 害 が いさ れ て 
いる 者 を 育成 する の に 、 目 覚まし い 手 し ゆ 腕 わん を 振 ふ る つう きみ の 
こと を 、 師 は 誇らしげ に 、 い と お し げに 語っ て いた 」 


「 師 マガ ロ が .… せ … ? コ 


「 き み は た し か に 、 率 走 で は な い の か も し れ な い 。 し か し 、 そ れ が 
た め に 、 人 が ひ た 隠 か くし に し て いる 思い や 悩 な や み と い っ た も の 
を 感じ と り 、 こ れ を 波 く お むこ と が で きる の で は な い だ ろ つう か 。 単純 
で 融 ゆ う 通 ず う が きか な い 、 ぼ ぽく の よう な 者 に し て みれ ば 、 き み の 
その よう な 部 分 は え が た い 長 所 だ と 思う 


ee: ュ 」 エ ドガ ー は 声 の よう な 、 吐 と 息 い き の よ うな も の を も ら 


し て 彼 の 衣服 の 胸 あ た り を つか み 、 す ぐに 放し た 。 う つむ お いて 、 歯 
を 食い し ば り 、 懸 けん 命 め い に 何 か を こら えて いる よう だ 。 ど こ か 
痛 お の だ ろう か 。 怪 け 我 が を し て いる と は 思え な い 。 病気 だ ろう 
か 。 


名 を 呼ば ぽう と し た ら 、 エ ドガ ー が 顔 を 上 げ て 叫 さ けん だ 。 「 一 緒 
に 逃げ る ぞ 、 ヴ ィ ン セ ント ! 私 は その た め に きた ん だ ! 」 


彼 は わずか に 首 を 傾 か し げた 。「 エ ドガ ー。 ぼ ぽく は ここ を 去る つ 
も り は な い 」 


「 ど うし て だ !?」 


「 この 家 に は 、 ぼ ぽく の 大 切な も の が た くさ ん ある 。 父 の 蔵書 、 こ の 
温室 の 植物 た ち 、 使 い 慣れ た 家具 、 器 具 、 建 物 や 、 土 地 自 体 に も 、 
ぼく は 深い 愛着 を 感じ て いる 。 持 っ て ゆけ る の な ら そ うす る だ ろう 
が 、 そ う も いか な い 。 捨 て られ な い の な ら ば 、 こ こ に と ど ま る し か 
な い の で は な い だ ろ うか 」 


「 自 ら の 心 に 従っ て 、 か 」 
「 そ の と お り だ ,」 


「 ま だ .… ま だ 、 忘 れ て いな いん だ な 。 あ の 娘 と 過ごし た この 家 
を 、 お 前 は 


「 マリアンヌ は 女性 で は な い 。 そう 吉 っ て 、 あ の 人 は 去っ た 」 
「 や っ ぱり そう な ん だ ,」 
「 違 ちがう 」 


彼 は 首 を 振っ た 。 違 うつ 、 と 思う 。 エ ドガ ー が 吉 い だ すま で 、 心 に 
浮 う か び も し な か っ た 。 マ リア ン ヌ 。 あ の 人 を その 名 で 呼ぶ こと 
も 、 本 来 し て は いけ な い の だ 。 そ れ を 望ま な いと 、 あ の 人 が 喜 っ た 
の だ か ら 。 「 僕 が も う 捨 て た 名 な ん だ 。 い や な ん だ 。 嫌 きら いな ん 
だ 。 そ の 名 前 で 僕 を 呼ぶ な 」 と 。 


それ ゆえ に 、 彼 は た だ 、 面 お も 影 か げ や 声 の 残 ざ ん し だ け を 、 
胸 に 抱い だ く こ と は せ ず - 一 ほっ と あの 人 は それ を 望ま な い だ ろ うか 
ら 、 た だ 胸 の 底 に 押し こめ る よう に し て 、 人 保管 し て いた 。 あ の 人 。 
そう 口 に し た こと さえ な か っ た 。 


今 、 ど こ に いる の だ ろう 。 何 を し て いる の だ ろう 。 無事 で あれ ば 
いい!。 幸 せ で あれ ば いい 。 自 ら の 心 に 従っ て 、 生 き て いて くれ れ ば 
いい !。 不 意 に そん な こと を 願っ て し まっ た と き は 、 思 い が 自 然 に 沈 
し ずん で ゆく まで 、 じ っ と 待っ た 。 


屋 や 敷 し き の そ こ か し こ に 痕 こ ん 跡 せ き を 、 記 き 憶 お く の 欠 片 か 
けら を 見 つけ た と き は 、 そ っ と つま ん で 、 や は り 胸 の 底 に 埋 つ め て 
し まっ た 。 


較 5。 王 旨 放 王 こ ぽく は. 四 


「 だ っ て - 一 」 エ ドガ ー は 血 ち 反 へ 吐 ど を 吐く よう に 声 を 張り あげ 
た 。「 だ っ て 、 好 きだ っ た ん じゃ な い の か !? 忘 こい し て いた ん だ 
ろ つ うつ 、 そ うだ ろう !?」 


彼 は 大 く ちび る を 引き 結ん で 、 顔 を 覆 お お いか けた 手 を どう に か 
止め た 。 ど うか 。 

ああ 、 ど うか 、 そ れ を 恋 と 呼ぶ の は 。 

それ だ け は どう つか 、 よ し て ほし い 。 


な ぜ な ら 、 あ の 人 は それ を 望ま な い だ ろ う 。 あ の 人 は お そら く 、 
ぼく を 忘れ て いる だ ろう 。 忘れ て いて ほし い 。 ぼ ぽ ぼく は あの 人 の 人 生 
に 一 点 の 染 し みす ら 残 し た く は な い の だ 。 消し 去っ て 、 な か っ た こ 
と に し た い の だ 。 あ の 人 は 涙 を こぼし て 去る し か な か っ た の だ か 
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置き 土産 みや げ の 乱暴 な 吉 葉 は 、 ぼ く を 微 み 塵 じん も 傷つけ な 
か っ た 。 た だ あの 人 の 心 だ けが 無残 に 引き 裂 さ か れ て 直 鳴 を あげ て 
いた 。 


ぼく は ある い は 、 も し か し た ら 恋 を し て いた の か も し れ な い が 、 
それ は あま り に 独り よがり で 、 正 し い 忘 で は な か っ た 。 本物 の 恋 な 
ら ば 、 雨 の 日 に 膝 ひ ざ を 抱か か えて ひと けり きり で いた きみ の 慈 し み 
くら い 、 理 解 で きた は ず だ っ た 。 

そん な こと さえ で き な い 寂 さ び し い 忘 な ら ば 、 ぼ ぽく は いら な いし!。 
「 早く 逃 に げ る と いい 、 エ ドガ ー,」 


「 い や だ 」 


「 急い で 行く べき だ と ぼく は 思う 。 師 マガ ロ は きみ を 必要 と し て い 
る 」 


「 お 前 は どう する 」 


「 吉 わな か っ た だ ろう か 。 ぼ ぽ ぼく は ここ に と ど ま る 。 も し 帝 て い 国 こ 
く の 兵 士 た ち が 押 し か け て きた ら 、 ぼ ぽく は この 家 を 守る だ ろう 。 人 
を 傷つけ る た め の 魔 術 だ と は 思わ な い が 、 害 意 を 持つ 者 に 容 よ う 赦 
し や する 妥 は 認め な い 」 


「 相 手 は 兵士 じゃ な い 、 軍 隊 な ん だ ぞ 。 守 りき れる と 思う の か 」 


「 ぼ ば く は 守る つも り だ 。 結果 どう な っ た と し も 、 ぼ ぽ ぼく が 自分 自身 の 
行動 に 貢 任 を と る だ け の こと だ か ら 、 と くに 問題 は な い の で は な い 
だ ろ つ か 」 


「 こ の 、 分 か ら ず 屋 .… せ … ! 」 類 ほお を 打つ よう な 、 エ ドガ ー の 激 し 
い 声 だ っ た 。「- 一 ヴィ ン セ ント ッ ! 私 は お 前 を 死な せ た く な 
い ! お ざお む ざ と 死な せ は し な い ! お 前 に 死ん で ほし く な いん 
/ ! 」 


次 の 瞬 し ゆん 間 か ん 、 エ ドガ ー の 身体 か ら だ が ぶつ か っ て き て 、 
その 両 り よう 腕 う で が 彼 の 胴 ど うに 巻き つき 、 と て つも な い 力 で 苦 
痛 さ え 覚 える ほど だ っ た が 、 彼 は 驚 お どろ いて も 戸 と 惑 ま どっ て も 
いな か っ た 。 奇 き 妙 みよ うに 落ち つい て いた 。 彼 は あたたか な が 気持 
ち に 浸 ひ た っ て し 1 た 。 


ー つ に は 、 こ の よう に きつ く 抱 だ き し め ら れ た 経験 が 、 記 憶 し て 
いる か ぎり で は 彼 に は 一 度 も な く 、 意 識 し て は いな か っ た も の の 、 
心 の 底 で は それ を 望ん で いた の か も し れ な い 。 願望 が 達成 され て 、 
彼 は 満た され て いる の か も し れ な し!!。 


そし て 、 勘 か ん 違い か も し れ な い が 、 エ ドガ ー が これ まで 彼 に 対 
し て と っ て きた 態度 、 行 動 の すべ て が 有 貯 ふ に 落 ち た の だ 。 


朴 ぼく 念 ね ん 仁 じ ん の 彼 だ か ら 、 思 い 違 いと いう 可能 性 も な お 高 
い が 、 死 ぬ な 、 死 ん で ほし く な いと 吉 わ れ て 、 自 分 が 死ぬ 覚 か く 悟 
ご だ っ た こと を 、 生 に 執 し ゆう 着 ち や くし て いな か っ た こと を あら 
た め て 認め ざる を えな く な っ た 。 それで も 強し いて 彼 が その 選 せ ん 
択 た く を し た ら 、 エ ドガ ー が どう する か 、 さ す が に それ くら い の こ 
と は 想像 が つい た 。 


お そら く 、 エ ドガ ー も ここ に 残る と 吉 い 張る だ ろう 。 彼 が 死ね 
ば 、 エ ドガ ー も 死ぬ だ ろう 。 彼 の 決断 は エド ガー の 命運 を も 決し か 
ね な い 、 そ の 事実 を 無視 し て は な ら な い !。 


それ で も あえ て 、 意 地 を 通す の か 。 一 意地 を 、 通 す 。 そ うな の 
か 。 


否定 は で き な い 。 エ ドガ ー も た い が い 強 ご う 情 じ よ うだ が 、 彼 も 
あな が ち 負 け て は いま い )。 


「 だめ だ 、 だ め だ 、 ヴ ィ ン セ ント ! 」 エ ドガ ー は 彼 の 胸 に 顔 を 、 彼 
の 顎 あご に 頭 を 押し つけ て 、 声 を 裏 返 ら せ た 。「 一 許さ な い 、 許 さ 
な い ぞ 、 一 人 で 残る な ん て ! そん な こと は させ な い 、 引 きず っ て 
で も 連れ て いく 「! 」 


「 し か し 、 こ れ で は ぼく が きみ を 引き ずっ て 行か ね ば な ら な い の で 
は な い だ ろ うつ か,」 


に 2 2 」 


「 逃げ よ う 、 エ ドガ ー」 彼 は エド ガー を 押し 離 は な し た 。 エ ドガ ー 
の 腕 は ゆる ん で いた か ら 、 さ し た る 力 は 必要 な か っ た 。 そ し て 彼 は 
エド ガー の 手 を 握 に ぎっ た 。 「 善 は 急げ と いう 。 逃 げ る の な ら 早 く 
する べき だ と 、 ぼ ぽく は 思う 。 さ あ 、 行 こう 」 


「 いや .….… だ が 、 ヴ ィ ン セ ント 、 た と えば 祭 造 り だ と か 、 逃 げ る 前 
に し な いと いけ な いこ と の 一 つや ニニ フーー」 


「 持 ち 去 る こと が で きる の な ら 、 す べ て 持っ て ゆき た い 。 そ れ が 叶 
か な わな い の な ら 、 ぼ くに は これ と これ と いっ た 具合 に 選ぶ こと は 
で きそう に な い 」 


「 お 前 っ て や つ は .… ュ 」 エ エド ガー は 条 あ きれ た よう に 、 そ れ で いて 
あたたか く 笑 っ た 。「 どう し て いつ も そう 、 極 きよ く 端 た ん な ん 
だ 。 も う 少 し いい か げん に で き な い の か ,」 


「 生 ある か ぎり 、 ぼ く は ぼく で いる し か な い の だ ろう と 思う 。 お そ 
らく 、 き み も 同じ な の で は な い だ ろ つう か, 


1 そう だ な 」 エ ドガ ー は 彼 の 手 を 引い た 。「 よ し 。 わ か っ た 、 
行こ う 。 た と え 手 ぶら で も 、 先 行 し た 師 マ ガロ の 一 団 と 合流 する こ 
と さえ で きれ ば 、 ど うに か な る 」 


二 人 は 手 を と りあ っ て 温室 を 出 た 。 離 れ が た い 気 持ち が 一 向 に 起 
こら な い の が 、 か えっ て 不思議 な ほど だ っ た 。 


も し か する と 、 彼 の 心 は すでに 、 こ こ か ら 飛 び 立 と うと し て いる 
の か も し れ な い 。 そ ん な つも り は な か っ た が 、 本 当 は 歩き だ さ ね ば 
な ら な い の に 、 自 や 棄 け に な っ て と ど ま っ て いた 。 案外 、 そ れ が 真 
相 な の か も し れ な い 。 


仮に そつ うだ と し た ら 、 た だ 一 歩 踏 ふみ だ す の に 、 ず いぶ ん と 時 間 
が か か っ た も の だ 。 し か も 、 歩 くど ころ か 、 駆 か け ね ば な ら な いら 
し い 1。 


屋 淫 を あと に する と 、 あ り と あら ゆる 形 で 異変 が 感じ られ た 。 


人 々 が 急ぎ 足 で 、 と き に ぶつ か りあ いな が ら 、 こ けつ まろ び つ 行 
き 交 か っ て いる 。 馬 ば 踏 て い の 音 が 、 馬 の 路 い な な き が 聞こ える 。 
騎 き 乗じ よう し て 街路 を 疾 し つ 駆 くす る 者 が ある 。 和 荷物 を 満 まん 載 
さい し て いる の か 、 車輪 を 息 き し ませ て 馬車 が 走っ て いる 。 荷重 と 
速度 の 超 ち よう 過 か 、 ま た は 通行 人 を 避 さ け よ うと し て 横転 する 馬 
車 が ある 。 そ こ か し こ で 人 や 物 の 気配 が 凝 ぎ よう 集 し ゆう し て い 
る 。 渋 じ ゆ う 滞 た いし て いる の だ 。 


「 ひ どい 有 様 じゃ な いか ..…… 守ら きま で ば 、. 己 こま で ひど く な 
か っ た の に - 一 」 


「 こ っ ち だ 」 彼 は 人 や 物 の 気配 が 薄 う すい 方 向 へ と エド ガー を 導い 
リト = 
エド ガー は 最初 、 少 し 身 を 硬 か た くし て いた し 、 足 並み も や や 乱 
れ 気 味 だ っ た が 、 や が て 二 人 が 一 人 の よう に 走る こと が で きる よう 
に な っ た 。 
「 便利 な も の だ な 。 べ つ に 、 う つら や ん で いる わけ じゃ な い が .………… 『 


「 使い よ つ うな の で は な いか と 思う つ 。 有効 に 活用 する た め に は 、 他 と 
同じ で 意識 的 に 錬 れ ん 磨 ま し な けれ ば な ら な いよ うだ 」 


「 な ぜ 謝 る の だ ろう 」 
「 意 識 的 に 錬磨 し な いと いけ な い ほ どの も の な ら 、 骨 を 折っ た ぶん 


役立っ て 当然 だ 。 そ の 労苦 を 知り も し な いで - 一 」 

「 ぼ ば く は これ を 労苦 だ と 感じ た こと は な い 。 思 うに 、 き み は 少 々 気 
を 人 遺 つか いす ぎ な の で は な い だ ろ うか 。 ぼ く と きみ は 同門 で 、 知 ち 
巳 き で いる 期間 も 短く は な い 」 

「 同門 、 か セタ う 」 コ エド ガー の 手 に 力 が こも っ た 。 


彼 は 反射 的 に 握り か え し て 、 そ の 途 と 端 た ん 、 着 し ゆう つ 恥 ちと も 
固 悪 感 と も つか な いも の に 衣 お そ わ れ た 。 


そもそも 、 な ぜ 手 を 繋 つ な いで いな けれ ば な ら な い の か 。 は ぐれ 
て し まわ な いた めか 。 お 互 た が いい 子供 で は な い の だ 。 それ に 、 多 少 
距 き よ 離 けり が あっ て も 、 彼 に は エド ガー が わか る 。 だ が 今 、 こ の 手 
を 離し た ら 、 エ ドガ ー は 胸 を 痛め る だ ろう 。 推測 に すぎ な い の に 、 
彼 は そう 確 合 し て いた 。 そ し て その と き 、 彼 の 心 の 臓 も 締 し め つ け 
られ た よう に 導 う ずく だ ろう 。 

も は や 息苦し い ほ ど な の だ 。 

人 や 物 の 騒 そ う 々 ぞう し く 入 り 乱 れる 気配 と は また 別 だ 。 空 気 が 
張り つめ て いる 。 そ れ で いな が ら 、 絶 え 問 な く 細 か く 揺 ゆれ 動い 
て 、 さ り と て 風 の よ うに 流れ る わけ で も な く 、 去 ろう と せ ず に よど 
ん で いる 。 重 い 。 

「 どう し た 、 ヴ ィ ン セ ント ? 何 か 様 子 が 」 

「 き み は 感 じ な いか 、 エ ドガ ー」 

「 感 じ る ?2 何 の こ と だ ..… せ ……… ? ュ 
「 あ あー 一 」 彼 は 思わ ず 足 を 止め た 。 


空気 だ け で は な い 。 か すか に で は ある が 、 居 し ん 動 ど うし て い 
る 。 地面 だ 。 


まる で 大 地 が 低い 只 う な り 声 を 発し て いる か の よう だ 。 


大 地 が その 全身 に 力 を こめ て 、 激 し い 苦 痛 を こら えて いる か の よ 
うだ 。 


「 身 み 問 も だ え し よう と し て いる .…… 四 


「 ヴ ィ ン セ ント 2? 何 を 一 くっ .…… ュ 」 エ ドガ ー は 小さ く 中 うめ い 
だ 。 


馬車 が 通行 する に は 狭 せ まい この 通り は 、 さ し て 混み あっ て いな 

い が 、 そ れ で も 往来 が 絶え る こと は な い 。 誰 だ れ か が 足早 に そば を 
行き すぎ る と き に 、 エ ドガ ー の 診 か た に ぶつ か っ た の だ 。 彼 は よろ 
めい た エド ガー を 支え た 。 


ぐら り 、 と 揺れ た 。 
6 ュ 」 エ ドガ ー は 彼 に すがり つい た 。 


遠く で 悲鳴 が し た 。 そ れ と 同時 に 突 つ き あ げ る よう な 縦 揺れ が き 
た 。 三 度 、 四 度 、 立 て つづ け に 怖 お そろ し い 上 下 動 が あっ て 、 そ れ 
か ら 水 平方 向 と いう より は 斜 な な め に 揺れ た 。 地 面 の 舗 ほ 装 そ う が 
還 ん で ひび 割れ た 。 ひ び は どん どん 延び て 広がり 、 彼 と エド ガー の 
足 あ し 許 も と に も 及 お よん だ 。 


「 な 、 何 だ 、 こ れ は 、 何 が 起こ っ て - 一 」 


「 走 ろう 、 エ ドガ ー。 急 が な けれ ば ! 」 彼 は エド ガー を 引き よせ て 
駆け だ し た 。 


彼 に は わか っ て いた 。 こ れ は 自然 現象 な ど で は な い 。 何者 か が 引 
き 起 こし た も の だ 。 確 信 は 持て な いり が 、 お そら く 魔 ま 術 じ ゆ つ だ ろ 
つ 。 


彼 の 父 、 魔 導 士 ウイザード デウス は 蔵書 家 だ っ た 。 自 ら の 研究 対 
象 に 関 か か わる 書物 以外 に も 、 魔 術 関連 の 書 を 多く 所 蔵 し て いた 。 
彼 は その すべ て を 熟読 し た と は 吉 わ な い が 、 大 半 に 目 を 通し て い 
た 。 か つて 力 と し て の 魔術 を 求め て いた 彼 は 、 い に し え の 強 大 と い 
う よ り も 巨 き よ 大 だ いな 魔術 に 魅 み 人 いら れ た こと が あっ た 。 


古代 呪 じ ゆ 式 し き 、 と 呼ば れ て いる 。 


それ は 超大 規模 破 は 壊 か い 、 あ る い は 天地 の 理 こ と わり を 人 遥 は る 
か に 超 ち よう 越え つ し た 現象 を 実現 させ る た め に 、 魔 導 王 が 編み だ 
し た と され る 魔術 だ 。 伝 説 の た ぐい や 絵 室 事 で は 決し て な い 。 キ ン 
グ ・ グ ッ ダ ー が 首都 エル デン の 下 に 嘉 うごめく 異 界 生 物 フ リー クス 
た ち を 押 お さえ こん で いる 古代 九 く 頭 ず 竜 りう ゆ う の 呪 の ろ い は 、 そ 


の 規模 か らい っ て も 、 途 方 も な い 効力 か らい っ て も 、 間 ま 違 ちがい 
な く 古 代 呪 式 だ ろう 。 魔 導 王 の 血 を 受け 継 つ で と され る 当代 キン 
グ ・ グ ッ ダ ー に は 行使 可能 な 、 現 実 の 魔術 で ある と いう こと だ 。 


魔術 士 の 中 に は 、 古 代 呪 式 の 研究 家 を 自 任 する 者 も いる 。 だ が 、 
実際 に 施せ 式 し きす る と な れ ば 、 魔 導 王 に 比 ひ 誠 け ん する 実力 の 持 
ち 主 で な けれ ば な ら な い 。 

魔 導 王 に 劣 お と ら ぬ 者 、 並 ぶ 者 、 超 こえ る 者 と 見 な され て いる 魔 
術士 が 、 現 代 に も 畿 い く 人 か いる 。 


『ー た と えば ..…… " 剛 光 の スパ ー ク ル 魔 女 ウ イツ チ , マチ ル ダ 」 
「 マ チル ダ が どう し た ん だ ..……. 1? 」 
MD 


「 そ うい えば 、 そ の マチ ル ダ が 帝 て い 国 こく に 荷 か 担 た ん し て いる 
と いう 噂 うわ さ が ,」 


に お ーー ュ 
「 あ っ 、 危 な い 、 ヴ ィ ン セ ント .…『……… 1」 


突き 飛ば され て か ら 気 づい た 。 彼 は 思考 に 取り 湖 つ か れ て 、 足 許 
に し か 注意 を 払 は ら う こと が で き て いな か っ た 。 


向かっ て 右側 の 建物 だ 。 老 ろう 朽 き ゆう 化 か が 進ん で いた の だ ろ 
う 。 一 気 に 月 ほう 壊 か いし て 、 上 瓦 が 確 れ き が 押し よせ て きた 。 エ ド 
ガー は 彼 を 突き 放し て 瓦 礁 の 波 か ら 逃 の が そう と し 、 自 分 は その 場 
に 残っ た の だ 。 


彼 は つん の めった が 、 転 て ん 倒 と うす る 前 に 体勢 を 立て な お し 
EE カー !」 


声 を 出し た 拍 ひ よう 子 し に 、 口 の 中 に 大 量 の 粉 ふ ん 塵 じん が 入り 
こん で 咳 せ すき こん だ 。 そ れ が どう し た と いう の か 。 彼 は 何 度 も エド 
ガー の 名 を 呼び な が ら 、 瓦 秦 に 埋 つ うめ つく され て 揺れ つづ ける 道 を 
右往左往 し た 。「- 一 どこ だ 、 エ ドガ ー! 返事 を し て ほし い ! エ 
ドガ ーッ .………. !」 


多少 離 は な れ て も わか る と 思っ て いた 。 そ れ が どう だ 。 塵 ちり 、 


均 ほ こり 、 破 は 片 へ ん 、 倒 た お れ て いる 人 々 、 の た うつ 人 々 、 遠 は 
いま わる 人 々 、 地 面 の 揺 よ う 動 どう 、 精 神 の 動揺 に よっ て 、 触 し よ 
く 視 し が 乱れ に 乱れ て いる 。 彼 の 世界 は 今や 混乱 の 極 き よく に あっ 
だ 。 パー と う が 間 ええ で くれ 。、 エド ガー 1 」 


RE ヴィ ン セ ント ,」 

声 は 光 だ っ た 。 彼 は 光 に すがり 求め て 見 つけ た 。 

エド ガー は 瓦 巡 に 埋もれ て いる よう だ っ た 。 彼 は 無 我 夢 中 で 抗 確 
を と り の ぞい た 。「 待 っ て いて ほし い 、 エ ドガ ー。 今 、 動 ける よう 
に する 」 

「 ヴ ィ ン セ ント .… ぼ … いい .……… 無 お 駄 だ だ 、 ヴ ィ ン セ ント .…『… 四 

「 無駄 で は な いと ぼく は 思う 」 

「 だ め だ .…………… 感 覚 が .…… な いん だ 、 足 の .………… 私 は 、 動 け な い 。 私 の 
こと は いい か ら .… せ … 行っ て くれ 、 ヴ ィ ン セ ント 。 師 マガ ロ は 、 メ ル 
ン バ ッ ク の 集落 に ..………. 」 


「 き み を 買い て 行け る わけ が な い 。 ぼ くに は で きる こと と で き な い 
こと が ある 。 ぼ ぽ ぼく は それ を 知っ て いる 」 


1 あく まで も 、 自 ら の 心 に 従 つ っ て いう の か .… 四 


「 そ うだ 、 エ ドガ ー。 き み も きみ の 心 に 従っ て ほし い 。 き み に も 魔 
術士 と し て の 志 が ある だ ろう 。 道 半ば に し て 果て た く は な い は ず 
だ 。 あ きら め て は いけ な い 」 


「 魔 術士 と し て .………. は 。。。 ヴィ ン セ ント 、 お 前 は .……… ぼ … 馬 ば 鹿 か 
だ 。 本当に ..……. 」 


「 馬鹿 で も いい 。 ぼ ぽく は きみ を 連れ て ゆく 。 ほ ら 、 こ れ を どけ れ ば 
一 」 彼 は 澤 こ ん 身 し ん の 力 を 振 ふ けり し ば っ て 、 エ ドガ ー の 下 か 肢 し 
を 押し 潰 つ ぶし て いる 大 き な 石 材 を 持ち あげ よう と し た 。 不 慣れ な 
力 仕事 で 、 ど う も こつ が わか ら な い の だ が 、 エ ドガ ー の 中 き 声 を 聞 
き な が ら 何 度 か 試 た めす と 石材 を 動か すこ と が で きた 。 


彼 は エド ガー を 助け 起こ そう と し て 、 息 を の ん だ 。 
触 し よく 視 し に よっ て 、 は っ きり と エド ガー の 状態 が わか っ た か 


1 すま な い 、 ヴ ィ ン セ ント 。 助 け て も ら っ て お いて .……… で も 、 
本 当 に 無理 だ 。 動け な い ど ころ か 、 私 は も う ..…………. W 


「 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ だ 」 彼 は エド ガー を 抱 だ き あ げ よ うと し た 。 
エド ガー が 弱 々 しい 手 で 彼 の 腕 つ で を 振り 払 お うと し た が 、 か まわ 
な か っ た 。 彼 は エド ガー を 横 抱き に し て 立ち あがっ た 。 「 大 丈夫 
だ 、 エ ドガ ー。 ぼ く が きみ を 連れ て ゆく 」 


ea 邪 じ や 魔 ま に な る 。 お 願い だ か ら 、 置 いて いっ て くれ , 


「 そ れ は で き な い と 吉 っ た は ず だ し 、 ぐ ず ぐ ず し て いる 暇 ひ ま は な 
し 1」 


人 一 人 抱か か えて 走る と な る と 、 さ す が に 楽 で は な か っ た 。 し か 
も 、 足 場 が きわ め て 悪く 、 不 安定 だ 。 も は や 舗装 が 割れ る だ け で は 
すま な い 。 地 割れ し 、 裂 さけ て 、 隆 り ゆ う 起 き し 、 陥 か ん 没 ぼ つ し 
て 、 そ の 状態 が 刻々 と 変化 し つづ ける 。 い くら か まし な 道 を 行け ば 
人 波 に の まれ る 羽目 に な る し 、 建 物 も 無事 で は な い 。 崩落 し て ペ 
し ゃ ん こ に な る 建物 が あり 、 瓦 般 し て 残さ ざん 骸 が い を 撤 ま き 散 ら す 
建物 も あり 、 傾 か た び お いて いる 建物 も ある 。 


「 助け て くれ ! 」「 誰 だ れ か 、 助 け て ! 」「 だ め だ 、 こ っ ち は - 一 」 
「 く る な ! この 先 は 行き 止ま り だ ぞ ! 」「 手 を 、 手 を 貸し て く 

れ ! あの 下 に 娘 お すめ が - 一 」「 や め ろ る 」「 押 す な ! 」「 何 な ん 

だ 、 こ れ は ! 」「 助 け て ! 」「 痛 い ! 」「 や め て くれ 、 踏 ふま な い 
で くれ 、 そ こ に 妻 が 一 」「 ど け ! 」「 お 母さん !? どこ !?」「 助 け 
て よ ! 」「 う る さい 、 そ ん な の - 一 」 


1 ヴィ ン セ ント 」 
「 何だ ろ つ か 」 


「 私 は 、- 一 いや .…… 何 で も な い 」 エ ドガ ー は 彼 に し が みつ いた 。 そ 
うす る だ け の 力 が 残っ て いる と いう こと だ 。 


「 き み を 一 人 に は し な い 」 彼 は エド ガー を 抱く 腕 に 力 を こめ て 、 前 
へ 前 へ と 進み な が ら 行 くべ き 道 を 探し た 。 そ うだ 。 


ーー 人 は 心細い 。 人 は 所 し よ 座 せん 、 一 人 で 生き て 一 人 で 死ぬ も の 
な の か も し れ な い 、 そ れ は 動か し が た い 真 実 な の だ ろう が 、 自 分 は 


この 世 で 一 人 きり だ と いう 実感 は 、 い つ だ っ て 胸 を 狭 せ ば め る 。 


慣れ 親しん だ 孤 こ 独 ど く が も た ら す 静 せ い 穏 お ん は 防 ぼ う 壁 へ き 
だ 。 高 い 壁 か べ を 築い て 、 厳重 に 巡 め ぐら せ 、 そ の 中 に 籠 こ も っ て 
上 昌 め い 想 そう に 了 馬 ふ けっ て いれ ば 、 心 を 乱 さ れる こと は な い 。 い 
や 、 そ れ で も と き に は 寝 ね つけ な い 夜 が 訪れ て 、 打 つ 手 の な さ に ま 
ん じ り と も せ ず 朝 を 待っ た 。 

マリ アン ヌ 。 他 ほか の 名 を 知ら な いか ら 、 こ の 名 で 呼ぶ こと を ど 
うか 許し て も らい た い 。 き み の 無 事 を 祈 い の りな が ら 、 愚 お ろか に 
も きみ と ふた た び 見 まみ える こと を 夢見 て は 打ち 消し て 、 消 し 去り 
きれ ず 、 暁 あか つき の まどろみ に きみ の 声 を か すか に 聞い た 。 


きみ と 過ごし た 日 々 、 ぼ ぽく は 孤独 で は な か っ た 。 ぼ ぽく は きみ を 失 
うこ と を 恐 お それ た 。 ず っ と ぼく は 寂 さ び し か っ た の だ 。 


恋 こ いで は な い 、 恋 な ど で は 。 

「 ヴィンセント 」 

「 あ あ 」 

「 あ り が と つう,」 

彼 は 返事 を せ ず に 駆 か けた 。 腕 の 中 に いる 友 が 急 に 重く な っ て 
も 、 彼 は うろ た えな か っ た 。 行く 手 の 建物 が 月 くず れ て 前 が ふさ が 
れ 、 左 右 の 建物 が 音 を 立て て 人 迫 せ まっ て き て も 、 彼 は 絶望 し な か っ 
た 。 決 然 と 回 れ 右 を し て 引き か え し な が ら 、 彼 は た だ 祈っ た 。 

どう か いつ まで も 息災 で 、 日 ひ 中 な か に は あたたか な 陽射し が き 


み を や わら か く 包 み 、 夜 に は 幸せ の 星 が き み の 頭 上 で きら きら と 輝 
か が や か ん こと を 。 


同時 刻 首都 エル デン 第 六 区 モリ ー・ リ ッ プ ス ・ ア サイ ラ 


一 息 を 、 吸 いこ ん だ 。 


吐 は きだ し な が ら 、 右 手 を 持ち あげ て 額 に 掌 て の ひら を ふれ させ 


重い な ぁ 。 な ん か 、 重 い 。 何 が 重い っ て 、 何 も か も が 。 沈 し ずみ 

こん で いっ ちゃ いそ うな くら い 。 重い 身体 か ら だ が 、 硬 か た い 。 ど 
こも か し こも 。 そ うだ 。 柔 じ ゆ う 軟 な ん し な いと 。 し っ か りや わら 
か くし て お か な いと 、 す ぐ 怪 け 我 が し ちゃ つう ん だ か ら 。 ユ リカ に 治 
し て も ら え ば いい と か 、 そ うい う 問 題 じ ゃ な いん だ よね 。 


頭 、 痛 \。 ず きず きっ て いう より 、 ず ぐず ぐっ て 感じ で 。 何だ 
ろ 。 暗い 。 あ 。 目 を つぶ っ て る か ら ?2 そっ か 。 じゃあ 、 あ た けり 
まえ だ よね 。 な ん で 目 を つぶ っ て る ん だ ろ 。 も し か し て 、 眠 ね むっ 
Ce ? 


「 マ リア ロー ズ .……… !」 

Ph は い ? 」 

この 声 っ て 、- 一 リー チェ ? な ん で リー チェ が .………… ? 

目 を 開け る と えら くま ぶし く て 、 で も 、 ど う や ら 太 陽 の 光 で は な 
さそ う で 、 一 半永久 灯 だ と し た ら 、 ず いぶ ん 明る い 。 て ゆう つか 、 明 
る すぎ な い ? そん な こと を 思い な が ら 目 を 細め て 、 女 性 用 ナー 
ス ・ 医 術士 帽 キ ヤツ プ を 被 か ぶっ て いる ベア トリ ー チ ェ の 顔 を ば ん 
や り と 見 つめ て いた 。 

「 あれ.……… ? 僕 .…… せ …. 」 

「 左 額 部 骨折 」 ベ アト リー チェ は マリ アロ ー ズ の 上 鼻先 に 指 を 突 つ き 
つけ た 。 「 左 眼球 破 は 有 裂 れ つ 左 類 ほ お 調 傷 圧 類 きよ う 骨 こつ 骨折 右 


みぎ 診 か た 骨折 右腕 複雑 骨折 気道 熱傷 、 身 体 中 に 打 だ 撲 ば く と 火傷 
や けど 。 そ れ か ら 内 臓 打撲 」 


SS 何 それ 」 

「 主 な 怪我 の 内 容 だ ! 」 

「 は ? 誰が 怪我 し た の ? 」 

「 お 前 に 決ま っ て る だ ろう が ! 」 


「 僕 .…… ? 」 マ リア ロー ズ は 首 を 左右 に 曲げ て みた 。 頭痛 は 治まら 
な いし 、 ひ どく だ る いけ れ ど 、 ま あな ん と か 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶら 
し い 。 そ うじ ゃ な く て 、 大 丈夫 に し て も ら っ た ん だ 。「- 一 あま 、 
で つが 。 そつ だ っ た ね ..。.. うん 。 覚 えて る 。 意 識 が な く な っ た と こ 
ま 宅 は 。 だ ぷん 。 

「 当 然 だ ! 意識 が な く な る まで は 意識 が あっ た ん だ か ら ! - 一 っ 
て 、 何 あたり まえ の こと を 吉 っ て る ん だ 、 わ た し は !?」 

そん な に 怒 お こん な いで よ 。 声 、 響 ひび く か ら 」 


「 わ 、 悪 か っ た 」 
「 謝 られ て も 。 .……… 面 め ん 倒 ど うか けた の は 、 僕 な ん だ し 
「 面倒 だ な ん て 思う わけ が な い だ ろ う !?」 


「 あー 」 ベ アト リー チェ は ベッ ド の そば の 椅 い 子 す に 腰 こ し を 下ろ 
7。 先 に 目 を 覚まし た サフ ィ ニ ア さ ん か ら 、 少 し 話 を 聞い 
た 。 ま た 無 祭 を し た ん だ ろう 」 


ライ ニア 、。。。。 ュ 」 マ リア ロー ズ は 目 を 閉じ て 、 た め 息 を つい た 。 
「 一 よかっ た 。 無事 だ っ た ん だ ,」 


「 無事 と は 吉 え な いな 。 今日 は 九 巡 じ ゆ ん 月 げ つ の 一 番 日 だ 。 サ 
フィ ニア さん は 昨日 、 気 が つい た 


「 九 巡 .………」 マ リア ロー ズ は 薄 う す 目 め を 開け て 、 ア サイ ラム の 病 
室 ら し い 部 屋 の 天 て ん 井 じ よう を 眺 な が め な が ら 考 えた 。 


記 き 憶 お くに ある 日 付 は 八 巡 月 二 十 七 番 日 だ 。 と いう こと は 、 二 
十 八 、 ニ 十 九 、 三 十 、 月 が 変わ っ て 一 番 日 だ か ら 、 丸 三 日 以 上 、 も 
し か する と 四 日 ほ ども 眠っ て いた の か が 。 


「 わ ー、 じ ゃ な い ぞ 。 は っ きり 吉 っ て 、 お 前 は 死な な か っ た の が 奇 
き 跡 せき だ 。 衰 すい 弱 じ や く が 激 し す ぎ て 、 傷 の 治 ち 療 り よう が 終 
わっ て も 、 な か な か 意識 が 戻 も で ご ら な く て .………… ノ 。 サ フィ ニア さん 
は 、 負 傷 よ り も 魔 ま 力 り よく を 使い 果たし た こと の ほう が 響い た み 
た い だ け ど な ,」 


や だ な 。 
記 き く の が 、 怖 こわ い 。 
すご く 、 怖 い 。 


正 走 、 自 分 の こと な ん て どう で も いい 。 本 当 に どう な っ た っ て い 
いん だ 。 心 の 底 か ら 、 す ん な り と そう 思え て し まう つく らい 、 大 事 な 
も の が 僕 に は ある か ら 。 


「 一 他 の 、 み ん な は ? 」 


「 ん 」 ベ アト リー チェ は マリ アロ ー ズ の お で こ を そっ と 撫 な で た 。 
「 一 全員 無事 、 と は 喜 い づら いけ ど な 。 業 ご う 突 つく 張り の 僧 そ う 
価 り よ だ の 神官 だ の の 世話 に な っ た 者 は いな い 」 


0 そっ 一 か 」 目 を つぶ っ て 和 上 を すす る と 、 ベ アト リー チェ の 手 
が マリ アロ ー ズ の 吾 あ ど ご や ほっ ぺた を べた べた さわ っ た 。 力 が 抜 ぬ 
け て 、 泣 いて し まい そう に な っ た けれ ど 、 誠 く ちび る を 噛 か み し め 
て な ん と か 我 が 慢 まん し た 。「.… せ …. で れ な ら 、 つ ん .,... 四 


「 詳 ス わ し い 話 を し て も いい けど 、 わ た し の 口 か ちら じゃ な い ほ う が 
いい か 。 み ん な 、 ア サ こ イラ ム こ に いる か ら 」 


ap な ん だ 。 あ あ 、 家 も 壊 こ わ さ れ ちゃ っ た し - 一 」 

「 わ た し は 現場 を 見 て いな い が 、 そ うみ た い だ な 。 大 変 だ 」 
1 その こと は 、 考 えな いよ うに し よう か な 。 と りあ え ず 、 今 
「 そ うし ろ 。 で も 、 絶 対 な ん と か な る と 思う し 、 必 ず ど うに か し て 
や る 。 母 様 も 、 わた し も いる ん だ 」 

「 モ リー と リー チェ だ と 、 ワ 頼 た の も し すぎ 」 

「 頼 た よっ て くれ て いい 。 と いう か 、 無 理 に で も 頼っ て も ら う ぞ 。 
こん な ふつ うに で も 吉 わ な いと 、 お 前 は な か な か 他人 に 甘え よう と し 
な い だ ろ うつ し な ,」 

だ あな ご と な いよ 。 も うつ 、 い っ ぱい 甘え て る よ 」 

「 ま だ まだ だ 。 す っ か り 身 を ゆだね て くれ た っ て いい ん だ か ら .」 

「 身 を ゆだね る ..……. ?」 

「 あ あい や 、 べ 、 べ つ に へ っ 、 変 な 意味 じゃ な いか ら な ! 遠 え ん 
記 り よ と か 気 き 兼 が ね と か 気 き 遺 づ か いと か ー い つ 切 さい し な い 
で 、 今 は お と な し く 寝 ね て ろ っ て こと だ ! お 前 の こと だ か ら 、 ど 
う せ じっと し て な ん か いら れ な いん だ ろ つ けど 、 ま あと に か くそ の 
あれ だ ! 」 ベ アト リー チェ は 顔 を 真っ 赤 に し て 椅子 か ら 立 ちあ が っ 
た 。「 お 前 の 仲間 を 呼ん で こない と な ! だ いた い 一 人 か 二 人 は お 
前 に 付き 添 そ っ て た ん だ が 、 た また まわ た し の 手 が 裕 ご ざい た も の だ か 
ら さ っ き 代 わっ て - 一 お 前 は 状態 が 安定 し て た か ら 、 み ん な そん な に 
心配 し て な か っ た と 思う ぞ ! すぐ 呼ん で くる か ら ! 」 

「 う ん 。 お 願い 」 

「 何 に や に や し て る ん だ !? お か し な や つ だ な ! 」 

IA リー チェ 、 か わし いい なぁ ーー と 思っ て 」 

「 ま っ 、 ま た 意識 不明 に な り た いか っ !?」 


「 それ は ちょ っ と 勘 か ん 弁 べ ん し て .… 四 


「 本 当 に や る わけ な い だ ろ うつ が !?」 


「 わ か っ て る っ て ば 」 


「 な らい いん だ ! 」 ベ アト リー チェ は 早足 で 病室 か ら 出 て ゆこ うと 
し て 、 ドア の ノ プ に 手 を か けた 。 た ぶん 、 振 ふり 向こう か 振り 向く 
まい か 迷っ た の だ ろう 。 一 いつ 瞬 し ゆん そん な そ ぶ り を 見 せ て 、 で 
も 結局 、 ベ アト リー チェ は 振り 返っ て マリ アロ ー ズ の 目 を し っ か り 
と 見 すえ た 。 「 一 治療 は 、 母 様 が や っ た ん だ 。 お 前 だ け は 、 自 分 が 
手当 て する と 喜 っ て 聞か な く て 」 


「 だ けど 、 母 様 は あの と お り 忙 いそ が し いか ら 、 お 前 だ け に か か 
り っ き り に な っ て る わけ に は いか な く て 、 わ た し が いろ いろ .……. た 
だ 寝かせ て お け ば いい っ て も の じゃ な いし 、 つ まり - 一 ああ 、 わ た し 
は だ め だ な 」 ベ アト リー チェ は 前 まえ 髪 が み を つか ん で 、 顔 を ゆ が 
め た 。 「 吉 うつ 必要 が ある の か どう か も 、 正 赴 、 よ くわ か ら な い 。 で 
も 、 黙 だ まっ て いる の も 、 な ん だ か 違 ち が う 気 が し て .……… 四 


「 つ ん 」 

「 だ か ら ど うっ て こと も な いん だ が - 一 」 
「 ご めん ね 」 

「 謝 る な 、 ば か ! 


「 わ た し は - 一 」 ベ アト リー チェ は 、 ふ う 、 と 息 を つい て 笑え み を 浮 
うか べた 。「 マリ アロ ー ズ 、 わ た し は お 前 が 好き だ 。 前 に も 吉 っ た 
起 う げ けど 、 な ん と いう か 、 そう だ な .。 大 間 と し て 、 一 火 の 人 間 
と し て 、 お 前 の こと が 大 好き で 、 い と お し く て た ま ら な い 。 お 前 と 
会 えて 、 好き に な る こと が で き て 、 友人 に な れ て 、 本 当 に よかっ 

た 。 わ た し は 石頭 だ し 、 こ の 気持 ち は 死 ん で も 変わ ら な い 」 


RA 80 ュ 」 マ リア ロー ズ は 顔 を 半分 枕 ま くら に 押し つけ た 。 熱 
。 顔 が 熱く て 、 熱く て 、 し ょ う が な い 。「 は 、 恥 は ず か し いん だ 


「 わ た し は そう で も な い 。 と に か く 、 そ うつ いう つこ と だ 。 お 前 は わた 


し に も っ と 甘え ろ 。 わ た し は どん な こと で も 受け 止め られ る 。 何 

せ 、 あ の 母 様 の 娘 な ん だ か ら な ,」 

1 説得 力 あ りす ぎ 」 

「 だ ろう つう ?2 」 ベ アト リー チェ は 軽口 で も た た く よ う に そう 吉 っ て 、 

今度 こそ 出 て ゆく の か と 思っ た ら 、 ま た ドア の ノブ に か けた 手 を 止 
め た 。「『- 一 そう いえ ば 、 昼 飯 時 ラン チタ イム の 頭 希 マス ター が 何 度 
か 見 み 舞 ま い に き た ぞ 。 秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 と の 関係 が よく な いか 
ら 、 こ っ そり .…… だ けど な ,」 


っ 85 ュ 」 マ リア ロー ズ は 下請 を 二 度 、 三 度 、 軽 く 噛 ん だ 。「- 一 そ 


「 あれ も 、 変 な 男 だ な 」 
Sg か な り ね ,」 
「 じゃ あ 、 呼 ん で くる 」 


ベア トリ ー チ ェ が 行っ て し まう と 、 全 身 の だ る さと 頭痛 が 一 気 に 
ふり 返し て きた 。 


本 当 に 、 僕 は 甘え て る ん だ よ 。 き み が そ ば に いて くれ る だ け で 、 
すご く 楽 な ん だ か ら 。 楽 に し て も ら っ て る ん だ か ら 。 し か も 、 き み 
だ け じ ゃ な く て 、 そ うい うつ 存在 が 他 ほ か に も 、 た くさ ん いる な ん 
て 、 昔 ぜ い 沢 た くす ぎ て 、 略 量 め まい が する ほど 満ち 足り て いて 、 
か えっ て 疫 お そろ し く な る 。 


こん な 時 間 、 い つま で も つづ く は ず が な い 。 今 に 終わ る 。 も うす 
ぐ 終 わっ て し まう 。 怖 こわ く て た ま ら な いけ れ ど 、 だ か ら と いっ て 
捨て 去る こと も 、 壊 し て し まう つこ と も で き な い しい!。 

あい つ 、 心 配 し て る だ ろう な 。 

知っ た こと じゃ な いけ ど 。 

考え た く な いん だ よ 。 で きる だ け 、 考 えた く な しい)。 


だ っ て 、 違 つう ん だ 。 リ ー チ ェ と か 、 モ リー と か 、Z 00 の みん な 
と は 違 つ 。 


あい つ は 僕 の こと を 大 事 に 思っ て くれ て いる 。 そ れ は わか る し 、 
僕 だ っ て 心底 か ら ど う で も いい っ て 思っ て る わけ じゃ な いけ ど 、 
痛い ん だ よ 。 


怖い ん じゃ な く て 、 あ いつ を 大 切 に 思う こと は 、 痛 い 。 痛み その 
も の な ん だ よ 。 


どう し て こう な っ て し まっ た の か 、 わ か ら な いわ け じ ゃ な い 。 原 
因 は いく つも あっ て 、 一 つ ー つ 数 え あ げ る こと も で き な く は な いけ 
れ ど 、 そ ん な こと を し た っ て 無 意 味 だ 。 理 由 に 向き あっ た と し て 
も 、 何 か が 変わ る わけ じゃ な い 。 変 える こと な ん か で き や し な い 。 


僕 は ずっ と こう だ っ た し 、 そ れ は この 先 も 同じ な ん だ か ら 。 


マリ アロ ー ズ は 胸 を 押さ えた 。「.… ほら 。 き み の こ と を 考え た 
だ け で 、 こ ん な に 痛い 」 


九 巡 月 一 番 日 十 七 時 五 十 四 分 


「 と りあ え ず 、 一 安心 や な 」 カ タリ は マリ アロ ー ズ が 寝 て いる ベッ 
ド の 端 は し の ほう に 腰 こ し か け て 、 掛 か け 布 ぶ 団 と ん を ぼん ぽん 叩 
た た いた 。「 ま あ 、 怪 け 我 が は モリ ー は ん が 完 か ん 璧 べき に 治し て 
くれ た っ た わけ や し 、 平 気 や と は 思 と っ た けど 、 な ん に し て も ほっ 
と し た わ 」 


10 だ ああ うつ ( 信 Leo。 ! 」 ル ー シ ー は ベッ ド に 両手 を つい て 

し ゃ が み 、 さ っ きか ら ず っ と 下 を 向い て いる 。「- 一 よかっ た で す 

よ ぉ お ! いや 、 そ ん な 単純 に は 喜べ な いん で すけ ど ! だ けど 、 よ 
か っ た で す ! あの と き は も う 、 ど うな る こと か と ! だ か ら 、 不 
幸 中 の 幸い っ て いう か .……… ! 」 


「 おい お 一 い .…… ュ 」 カ タリ は ルー シー の 後ろ 頭 を 乱暴 に 撫 な で た 。 
「 泣 いと ん の か い 、 お 前 ジブ ン 」 


「 な 、 泣 いて 一 泣い て な ん か な いで す よ !? な ん で 泣く ん で すか 、 
泣く わけ な いじ ゃ な いで すか ! つれ し 泣き と か し て る 場合 じゃ な 
いん で すか ら ! そう で し ょ う !?」 


まう 松 .、/。。 」 椅 い 子 す に ちょ こん と 座っ て いる ユリ カ が 、 松 ま 
つ 葉 ば 杖 づ え を 支え に し て 隣 と な り に 立っ て いる ピン パー ネル を 見 
や っ た 。「 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ ? ちゅ か れ な い ? 」 


「 は イ 」 ピ ン パ ー ネ ル は 穏 お だ や か に 微笑 ほほ えん で いる けれ ど 、 
大 丈夫 な わけ が な いじ ゃ な いか 。 


Eee ュ 」 マ リア ロー ズ は ベッ ド か ら 身 を 乗り だ し て 、 ピ ン パ ー 
ネル の 左足 に 視線 を 向け た 。 ズ ボン の 福 す そ を 脆 す ね まで 折り 、 包 
帯 が 巻 か れ て いる 左足 は 、 足 首 か ら 先 が 失わ れ て いる 。 「 一 少し 時 
間 か か り そ う だ ね 。 で も 、 時 間 さ え か け れ ば 、 も と どおり に な る み 
た い だ か ら 」 


「 は イ 。 詳 くわ し い 説 明 ・ 教 えて も らい ま シ タ 。 ワ タ シ は と くに 問 
題 な い デ ス 」 


「 や 、 問 題 な いこ に と は な いと 思う ん だ けど ね .… 四 


あの 日 、 ピ ン パ ー ネ ル は 両足 首 に 深 ふ か 傷 で を 負っ て いて 、 ど こ 
か で 左足 首 か ら 先 が も げ て し まっ た らし い 。 そ れ が 悪い こと に 、 有 崩 
ほう 壊 か いし た トマ トク ン 氏 て い の 敷 し き 地 ち 内 だ っ た よう で 、 こ 
ん な 表現 も どう か と 思う が 、 回収 で き な か っ た 。 


と れ た も の を くっ つけ る だ け な ら 、 腕 つ で の いい 医術 士 に と っ て 
は そう 難し く な い 。 そ の うえ 機能 を 完全 に 回 復 さ せる の も 、 簡単 で 
は な い に し て も 不可 能 じ ゃ な い 。 た だ 、 な く な っ た も の を 復元 する 
と な っ た ら 並 な み 大 た い 抵 て いで は な く て 、 指 一 本 で も 途 と 方 ほう 
も な い 大 仕事 だ か ら 、 た いて い の 医 術士 は 牝 さ じ を 投げ る 。 


モリ ー・ リ ッ プ ス は 違 ち が っ た 。 医 術士 が 全 精 力 を 長 時 間 、 本 当 
に 気 が 遠く な る よう な 間 、 ひ た すら 傾 か た び け つづ け な け れ ば な ら 
な い 復 元 の 施せ 式 し き を 効率 化 、 短 縮 化 する 方 法 を 模 も 宗 さ くし 、 
限界 に ぶち あたる と エル デ ェ E イニ オン M 機 術士 区 合 U と 組ん で 、 
最近 、 復元 施 式 の 機械 を 完成 させ た 。 


この 機械 の お か げ で 、 モ リー・ リ ッ プ ス ・ ア サイ ラム は 現在 、 身 
体 復 元 施 式 が 確実 に 可能 な 、 ほ と ん ど 唯 ゆい 一 いつ の 医術 施し 設 せ 
つ に な っ て いる 。 と は いえ 、 施 式 に は や は り 時 間 が か か る し 、 何 も 
か も 機械 任せ に は で き な い か ら 、 医 術士 の 手技 も 必要 不可 欠 だ 。 


「 どれ くら い 、 か か る っ て .……… し 守 


「 復元 に ・ 六 巡 じ ゆん 月 げ つ か か る と 吉 わ れ ま シタ 」 


ピン パー ネル は 平然 と し て いる けれ ど 、 六 巡 月 っ て 一 年 の 半分 つ 
まり 半年 だ よ ? 短く な いっ て いう か 、 め ちゃ くち ゃ 長い よ ? し 
か も 、 復元 が 終わ る まで 、 中 途 半 は ん 端 ば な 状態 の 左足 が 足首 の 先 
に くっ つい て いて 、 そ れ が 少 し ずつ 少 し ずつ 育っ て いっ て - 一 みた い 
な 形 に な る は ず だ か ら 、 ろ くに 身体 か ら だ を 動か せな い 。 つ いで 
に 、 復 元 が 完 か ん 了 リ よう し た ら 、 機 能 回 復 の た め の 訓 練 な ども し 
な いと いけ な い は ず だ 。 


「 ぜ ん ぶ デ ー 年 くら い ・ み た い デ ス ,」 


「 マ アー リア ロ ォ オオ オォ オーズ ウゥ ウー 」 カ タリ は マリ アロ ー ズ の 診 か た を 
ガシガシ 叩い た 。「 ピン プ 本 人 は 冷静 こ に 受 け 止 め て 、 も う パ 

ビィ ーッ と 頭 切 り 替 か えと ん の に 、 ジ ブン が そ な い に 辛 し ん 気 き 臭 
くさ い 顔 オ し と っ た ら あ か ん が な 。 せ や ろ 、 な あ ? 」 

「 つ うつ 、 つ っ さい な ぁ ! 」 マ リア ロー ズ は カタ リ の 手 を 振 ふ けけ 払 は 


ら っ た 。「 吉 われ な く た っ て 、 ピ ン パ ー ネ ル が 前 向き な ら 僕 は 足 
引っ ぱっ た り し な いよ 。 僕 に で きる こと は 何だ っ て する し -」 


「 ま 、 せ い ぜ い 気張っ て 、 あ れこ れ 手 助け し た っ た ら え え ね ん 。 え 
ほぼ ほぼ ほほ ぼ 」 


「 い や 、 そ こ は カ タリ さん も が ん ば り ま し ょ う よ .…… ?」 


「 ル ー シ ー ッ ! な ん で この わし が ジブ ン に 突 つ っ こま れ な あか ん 
の や ! 新米 の 分 際 で ぇ え ぇ 」 


人 ちょ っ と さ 、 静 か に し て くれ な い ? 若 じ や つ 千 か ん 頭 が 痛 
いん だ よね 。 て ゆう か 、 他 ほか は ぜん ぜん いい ん だ けど 、 人 魚 声 だ け 
は 響 ひ び い て 響い て 仕方 な いん だ よ 」 


「 魚 声 て 、 魚 が ビー ヒ ャ ラ ピー ヒ ャ ラ 声 な ん か 出す か い ボ ケッ ! 」 
「 カタ リ 。 マ リア は 頭 が 痛い っ て 吉 っ て いる の よ ? まし ゃ か 、 忘 


わし ゆれ た の ? マリ ア は 目 が 覚 し や め た ば っ か り で 、 体 調 が 万 ば 
ん 全 じ えん じゃ な い の 。 し ゅ こし 球 だ まっ て いな し ゃ い 」 


情 し よう 然 ぜ ん と うな だ れ た 半 魚 人 を 見 て 、 ピ ン パ ー ネ ル が くす 
1) と 笑っ た 。 リ ルコ に 対し て は らし く な い ほ ど 敵 意 を 別 む き 出し に 
し て いた し 、 い ろ い ろ 経 緯 い き さ つ が ある に 違い な いけ れ ど 、 引 き 
ずっ て いる よう に は 見 えな い 。 そ れ な ら そ れ で いい - 一 と は 思え な い 
よ 。 や らち ば) 


マリ アロ ー ズ は 起こ し て いた 上 半身 を 倒 た お し て 枕 ま くら に 押し 
つけ 、 病 室 の 天 て ん 井 じ よう を 仰 あ お い だ 。「- 一 サフ ィ ニ ア は 一 
度 、 目 を 覚まし た けど 、 ま だ 安静 に し と いた ほう つが いい いっ て 感じ 
12 八 ニ ー は まだ 意識 が 戻 も どっ て な く て 、 き ゅ ー は 知ら な い 人 
だ ら け だ か ら 部 屋 に 閉じ こも っ ちゃ っ て て 、 あ と 、- 一 トマ ト は 笠 ね 
て る ん だ よね 」 


「 ト マト クン は .……… ュ 」 ユ リカ は 声 を 沈 し ず ま せ た 。「 家 に 帰っ て き 
て みた ら 、 あ ん な こと に な っ て いて - 一 わた し た ち を 見 ちゅ け だ し て 
か ら 、 ま じゅ 、 あ か らし ゃ ま に 危 険 し ょ うだ っ た 人 ニー し ゃ ん と サ 
し や フィ ニア 、 し ょ れ か ら マ リア を 、 一 人 で 一 気 に こ こま で 運ん だ 
らしい の 。 あ と は 、 番 人 の 人 た ち も 手 て 伝 ち ゆ だ っ て くれ た みた い 
だ けど 」 


「 一 人 で 三 人 と か 、 ど う 考 えて も 無理 っ ぽい ん だ けど ..……. 四 


「 ぼく 、 番 人 の 人 に 聞き まし た 」 ル ー シ ー は ベッ ド の 端 は し を つか 
ん で 、 さ り げ な く 屈 くつ 伸 し ん 運動 を し て いる 。 も うち ょ っ と 落ち 
つき が あっ て も いい と 思う けれ ど 、 身 体 を 動か さ ず に いら れ な い ほ 
ど 元 気 な の は 、 決 し て 悪い に こと じゃ な い 。「『「- 一 マリ ア さ ん と サフ ィ 
ニア お 姉 様 を それ ぞ れ 蛋 に 担 か つい で 、 ハ ニー さん は 背中 に くく けり 
つけ て ..………… 全 身 自 まみ れ だ っ た っ て 。 わ か ら な いん で すけ ど 、 き っ 
と E MU で 何 か あ っ た ん だ と 思う ん で す よ ね 。 ぼ く た ち 、 ま だ 何 も 
聞い て な いん で すけ ど .…… W 


「 ちょ っ と 、 ね 、 一 昔 か ら よ く 寝 る 人 で は ある ん だ けど 、 ふ ちゅ う 
の 眠 ね お むり 方 じゃ な い の よ 。 正 走 、 心 配 だ わ 」 


半 魚 人 が 生意気 に も 難し い 魚 顔 を し て 「 お むー ん 」 と 中 う な りな 
が ら 腕 組み を し た 。 


「 最近 は 、 前 より まし に な っ て た の に .…… 」 マ リア ロー ズ は 膝 ひ ざ 
を 立て て 両 腕 で 抱か か えた 。「 一 時期 は ほん と 、 寝 て ば っ か りみ た 
いな と きも あっ た で し ょ 。 気 に な っ て て 、 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぷ ぶ か っ 
て 起 い た り も し た ん だ けど 、 た だ 疲 つ か れ が た まっ て る だ け だ と か 


雪が か ちさ 。. で りや あめ,。 四 
一 俺 は だ いぶ 長く 生き て きた 。 
・ そ りゃ あ 、 ね 。 か な り 無 祭 し た り も する し 、 疲 れ も た まる だ ろう 


生き て いる 実感 が な か っ た と 、 ト マト クン は 喜 っ て いた 。 で も 、 
今 は 違う っ っ て 。 だ いぶ 長く 。 どれ くら いい 長く? きっ と 、 気 が 遠く 
な り そ う な ほど 長く 。 想 像 は つか な い 。 わ か る わけ が な い 。 わ か る 
な ん て 軽々 し く 吉 えな い 。 


わか ら な く た っ て 、 そ れ が 何だ っ て いつ ん だ 。 関係 な い 。 だ けれ 
ど 、 そ の 途 と 方 ほう も な い 長 い 時 間 は 、 た だ 過ぎ 去る だ け で 他 に は 
何 の 影 えい 響き よう も 及 お よ ぼ し て いな い の か 。 


疲 ひ 労 ろ つ 。 


NARA 
ど 、 一 秒 一 秒 が 目 に は 見 えな い ほ ど 小 さ な 塵 ちり だ と し て 、 そ れ を 
NO 長生 き し て も 七 十 年 か せい ぜ い 八 十 
年 、 老 いぼ れ て 明日 を 待て な い 今 い ま 際 わ の 身体 に 甘 ち く 積 せき し 
て い 1 る 虐 の 量 は 、 重 さ は 、 ど れ く らい だ ろう 。 百 年 、 二 百年 、 そ れ 
以上 な ら .……. 


マリ アロ ー ズ は 病室 に いる 仲間 た ちの 顔 を 見 まわ し て 、 す ぐに う 
つむ いた 。 


みん な どれ だ け 、 ど こま で 知っ て いる の か な 。 い い 機 会 だ し 、 衣 
いた ほう が いい の か も し れ な い 。 も うつ そろそろ 、 は っ きり させ て お 
いた ほう が いい の か も し れ な い 。 


べつ に 知ら な く た っ て いし |。 無理 に 知る 必要 な ん か な い 。 そ う 
や っ て ご ま か し て きた わけ じゃ な く て 、 本 当 に どう で も よかっ た 。 
隙 すき 間 ま や 穴 や 溝 み で を すっ か り 埋 つめ て し まわ な いと 、 そ ば に 
は いら れ な い 、 手 を 撃つ な ぐ こ と な ん か で き な い 、 信 じ あ えな い 、 
怖 こ わい -ー そ ん な ふつ うに は これ っ ぽ っ ち も 思わ な いか ら だ 。 


過去 を 消し 去る こと は で き な い し 、 向 き あ わな いと いけ な いこ と 
も ある けれ ど 、 僕 ら は 過去 の 奴 ど 隷 れ いじ ゃ な い )。 


どん な に 過去 が 僕ら を が ん じ が ら め に し て も 、 僕 ら が いる 場所 は 


結局 、 今 だ 。 

現在 だ 。 

この 瞬 し ゆん 間 か ん だ 。 

今 よ り 大 切な 過去 な ん て あり は し な い 、 だ けど 一 、 

それ と は 違 ち が う 、 別 次 元 の 問題 で 、 明 ら か に で きる こと は し て 
お いた ほう つが いい の か も し れ な い 。 面 めん 倒 ど うつ で も 、 厄 や つ 介 か 
いで も 、 先 延ばし に は し な い ほ うがい い の か も し れ な いり)。 

な ぜ だ か そん な 気 が し て し ょ う が な しい し)。 

「 あ の さ 」 マ リア ロー ズ は 立て た 膝 を ぐっ と 胸 に 引き よせ た 。 

「 ど うし まし た カ 」 ピ ン パ ー ネ ル が 砂 色 の 静か な 瞳 ひ と み に マ リア 
ロー ズ を 映し た 。 

で も 、 い ざと な る と 、 そ うた や すく は な か っ た けり する 。 

マリ アロ ー ズ は か すか に 首 を 横 に 振 ふ っ た 。「 つ つん 。 た だ ..…… 
頭痛 も 治まっ て きた し 、 サ フィ ニア に 会 い に 行き た いな っ て 、 思 っ 
て さ 。 あ と 、 き ゅ ー と 、- 一 トマ ト に も 。 ハ ニー の お 見 み 舞 ま いも し 


な くち ゃ ね 。 じ っ と し て る より 、 少 し 動い た ほう が いい っ ぽか っ た 
けけ も する か ら 」 


「 気 持ち は わか ら な くも な いけ ど 、 無 理 し ちゃ だ め よ 、 マ リア 」 


「 そ 、 そ う で す よ ! ユリ カ 姉 様 の 吉 つ と お り で す .……… ! せめ 
て 、 も うし ば らく は 寝 て いて くだ さい ! 」 


「 い や あ 、 疲 れ て 眠 た な っ た ら ぐ っ すり 寝よ っ た ら え え わ け や し 、 
その へ ん 歩く くら い は べつ に 平気 な ん ちゃ う ?」 


「 本 当 に ・ 大 丈夫 で スカ 」 ピ ン パ ー ネ ル は 動か な い 目 で マリ アロ ー 
ズ を 見 つめ た 。 


きみ こそ 、 本 当 に 大 丈夫 な の .………… 2 
吉 葉 に は 出さ な か っ た 。 そ う 思 っ た だ け な の に 、 通 じ て し まっ た 


らし い 。 ピ ン パ ー ネ ル は わずか に 口 く ち 許 も と を ゆる め て 、 ほ ん の 
少し だ け 首 を 縦 に 動か し た 。 


「 よ っ 、 と 一 」 マ リア ロー ズ は 身体 か ら だ の 向き を 変え 、 の ば し た 
両足 を ベッ ド か ら 投 げ だ し て 眉 か た を すく め て みせ た 。「 だ か ら 、 
ほん と に 大 丈夫 だ っ て ば 。 信用 な いな ぁ 」 


ユリ カ が 悪戯 いた ずら っ ぽく 笑っ た 。 「 日 ひ 頃 ご ろ の 行い の し ぇ 
いじ ゃ な いい? 」 


「 せ や 、 せ や 」 
「 た し か に 、 マ リア さん っ て と きど き 無 む 謀 ば ぼう で す も ん ね ! 」 


「 ア ナタ に は 吉 う 資格 ・ な い デ ス 」 


「 腐 フッ .……. ュ カ タリ は 右手 の 人 差し 指 と 親指 を 直角 に 開い て 顎 あ 
ご に あて 、 愉 か つ 好 こう つけ て 苦み 走ら せよ うと し て すっ 転ん で 
ひっ くり 返っ た よう な 表情 を 浮 つ か べた 。「 若 さや な .…『…. W 


半 魚 人 の 考え る こと だ か ら 、 そ の 台詞 せり ふと 顔つき に どう いう 
意図 が あっ た の か 、 ど ん な リア クシ ョ ン を 期待 し て いた の か 、 さ っ 
ぱり わか ら な い 。 わ か っ て し まっ た ら 大 変 な の で 、 わ か り た くも な 
いけ れ ど 、 病 室 の 空気 が 極限 を 遥 は る か に 超 こ えて 白 け きっ た こと 
は 喜 う つま で も な い 。 


同 計 赤 状 時 三 直 三 分 


ーー な ん で だ ? どう し て そっ ち へ 行こ うと する ? わか っ て いる 
の か ? 


3 に 22 
通り 道 だ けが 友 色 だ 。 道 を 行く 者 の 後ろ 姿 は 影 か げ の よう に 黒い 。 
章介 SD CR りな る こうら どけ た も 口 
も な い 。 お 前 は 本 当 に こっ ち を 向い て いる の か 。 俺 に 何 か 吉 い た い 
の か 。 吉 えよ 。 吉 いた いこ と が ある の な ら 、 吉 え 。 吉 っ て くれ 。 


で も 、 お 前 は 何 も 喜 わ ず に 行っ て し まう 。 影 が 友 色 の 道 を 歩い て 
ゆき 、 や が て 闇 に 溶 と けり こん で わか ら な く な っ て し まう 。 俺 は 気 づ 
く 。 こ の 塗り た くら れ た 導 に は 手 ざ わり が ある 。 俺 は それ に ふれ る 
こと が で きる 。 それ に は 形 が ある 。 重み が ある 。 温度 は な い 。 俺 は 
それ を 引き は が す 。 持 ちあ げ て みる 。 目 を 凝 こ ら す 。 これ は 何 な の 
か 。 俺 は 理解 し て 放 ほ うり 投げ る 。 


Esee ! 


避 


死体 じゃ な い 。 肩 し か ば ね と は 吉 え な い 。 死 その も の だ 。 捨 て る 
こと は な いじ ゃ な いか が 。 


だ っ て 、 俺 に は 何より も 馴 な 染 じ み が あ る も の だ 。 そ うだ ろう ? 
俺 だ 。 俺 が 殺し た 。 俺 が も た ら し た 死 だ 。 も う 行 っ て し まっ た あ 
いつ も 俺 が し た 。 あ いつ は ある 一 つの 死 と な っ て 、 個 性 の な い 、 
他 ほ か と 区 別 が つか な い 死 と な っ て 、 こ の 世界 を 覆 お お っ て いる 。 
死 ば か り だ 。 

死に 理 つ うめ つく され て いる 。 

いっ た しい! 誰 だ れ の せい だ 。 俺 定 。 

俺 が や っ た 。 

大 量 の 死 の 上 に 立つ 者 よ と 何者 か が 俺 を 呼ぶ 。 違 う 。 見 ろ よ 。 
死 は 俺 の 下 だ け じ ゃ な い 。 

どこ を 見 て も 死 し か な い )。 

俺 は せっ せ と 死 を あちこち に 塗り こん で きた ん だ 。 


疲 つ か れ た 。 
誰か 、 俺 を 助け て くれ 。 


「 勝手 みこ と を ぬか す な よ 、 サ ー・ デ ィ オ ロッ ト ・ マ クス ペイ ン 」 
まだ 原形 を と ど め て いる 死体 が 品 を か た か た 動か し て 喋 し や べ っ 
た 。「 あん た が 救 わ れる 前 に 、 俺 こそ が 救 わ れる べき じゃ な い の 
か 。 誰 か 俺 を 助け て くれ 。 誰 か 俺 を 助け て くれ 。 誰 か 俺 を 助け て く 
れ 。 助 け て くれ よ 。 俺 、 角 され ちまっ た ん だ よ 。 俺 、 死 ん じ ま っ て 
る ん だ よ 。 誰か 俺 を 助け て くれ よ 」 


死体 は 符 じ よ 々 じ よ に 黒ずん で ゆく 。 も う 真 っ 黒 だ 。 影 みた い 
だ 。 影 に な っ て し まえ ば 口 を きく こと も で き な い 。 何者 か が 耳 許 で 
嘱 さ さや く 。「 一 何 も 気 に する こと は あり ませ ん よ 、 サ ー・ デ ィ オ 
ロッ ト ・ マ クス ペイ ン 。 こ ん な 死に は 一 文 の 価値 も な い 。 一文 の 価 
値 。 そ うい う 吉 葉 が た し か あっ た は ず だ 。 と に か く 、 こ ん な 死 は ど 
うだ っ て いい ん で す 。 顧 か えり みる 必要 が あり ます か ? あり ませ 
ん よ 。 あ な た は 死 を 撤 ま き 散 らち ら す と いい 。 そ の 能力 を どん どん 研 と 
ぎ 澄 すま し て 、 ど うか 役に立っ て くだ さい 。 何 し ろ 、 あ な た は 神 導 
し だ 。 な る ほど 、 こ の 世界 は “ 新 か く 在 ある , も の じゃ な い 、 「 新 
か く 在 あれ , の 世界 で す 。 し か し 、 ル ー ル を 破る と な る と 、 な か な 
か 難し いん だ な 。 あ な た は 簡単 に 一 と 喜 っ た ら 、 だ いぶ ひど い | 目 に 
適 あ っ た あな た に 失礼 か も し れ ま せん が 、 近 お き て 破け を し て し 
まっ た 。 あ な た は お そら く 最 初 の 打ち 破る 者 , で 、 今 も そつ な ん 
だ 。 あ な た が 手 に 握 に ぎっ て いる 、 そ れ - 一 そう で す 。 そ の 剣 け ん で 
す よ 。 礼 ワ 委 ン シ え ダ る リ 星 ン 神 グ ソ オル が 、 あ の 第 二 の 反逆 者 が 、 
あな た に 渡 わ た し た も の だ 。 聖 断罪 の 剣 。、 ホ ー リ ー・ コ ン ビ クシ ョ 
ナー。 真 の 名 は 打ち The Br 破る 者 eaker, で す 。 も ちろ ん 、 知 っ 
て いる で し ょ う ? これ が 偶 ぐう 然 ぜ ん だ と 思い ます か ? 違 ち が 
いま す よ 。 必 然 で す よ 。 あの 反逆 神 は 知っ て いる ん で す よ 。 彼 は 所 
し よ 診 せん 、 神 な ん で す 。 ル ー ル の 側 に いる 。 第 一 の 反逆 者 の 未 路 
を - 一 ある 領域 を 、 新 世界 を 巳 あ た えら れ て 、 そ の 支配 者 の 座 に し が 
みつ き 、 し か も 結局 、 ル ー ル を 守る 羽目 に な っ て いる 先 せ ん 駆 く 者 
し や を 見 て いる か ら 、 彼 は その 剣 を も っ て し て も 、 彼 自身 の 手 で は 
何一つ 打ち 破る こと が で き な い と 知っ て いる ん で す よ 。 だ か ら 、 あ 
な た に 託 た くし た ん だ 。 あ な た な ら で き る 。 彼 は あな た に 期待 し て 
る ん だ 。 彼 は た だ 恋 こ い 人 びと と の 再会 を 願っ て 初 往 さま よっ て い 
る わけ じゃ な い 。 自分 の 手 で は 壊 こ わす こと が で き な い ルー ル を 、 
あな た に 破 は 壊 か いし て ほし いと 思っ て いる ん だ 。 よ うす る に 、 本 
当 は ね 、 鍵 か ぎ は あな た な ん だ な 。 あ な た は 気 に く わな いか も し れ 


な いけ ど 、 し ょ う が な いん で す よ 。 あ な た は そう いう ふう に 歩ん で 
きた ん だ か ら 。 好 むと 好ま ざる と に か か わら ず 、 あ な た は 自ら 選ん 
だ ん で す よ 、 そ の 道 を 。 ど れ だ け の 価値 が ある の か も 定 さ だ か じゃ 
な い 生 に 執 し ゆう 着 ち や くし て 、 童 りう ゆう を 毅 し て 食らっ て いた 
あの ころ か ら 、 こ うつ な る こと は 決ま っ て た ん だ な 。 あ な た は も し か 
する と 、 自 分 は 死 を も た ら す ば か り で 、 破壊 者 で 、 終 わり を 呼び よ 
せる 者 に な りう つる と 、 内 心 で は 刀 お それ て いる の か も し れ な い 。 で 
す が 、 ぼ くに 吉 わ せれ ば 、 そ れ は 違う ん だ な 。 あな た は 庶 と びら を 
開く 者 な ん で す よ 。 あ な た が 積み 重ね て きた 死 、 大 量 の 死 を 、 あ な 
た は むなしく 思っ て いる の か も し れ な い 。 で も 、 違 うん だ な 。 そ れ 
ら の 死 は あな た が 尾 を 開く た め に あっ た ん で す よ 。 あ な た が も た ら 
し た すべ て の 死 は 有益 な ん で す 。 だ っ て 、 こ ん な に も た くさ ん 級 し 
て き て 、 あ な た は ここ に た どり つい た ん だ か ら 。 そ し て 、 あ な た が 
崖 を 開く ん で す 。 そ れ は あな た に し か で き な い こと な ん で す よ 。 ど 
の みち 、 そ うつ する こと に な る ん で す 。 それは も うつ 決ま っ て いる ん だ 
な 。 だ か ら 、 拒 こ ば ん だ っ て いい ん で す 。 も が け ば いい 。 あ が け ば 
いい 。 ぼ く の こ と が 嫌 き らい な ら 、 ぼ ぽ ぼく を 終 せ ば いい 。 終 せる の な 
ら 、 ね 。 で も 、 あ な た は きっ と 、 必 ず 謀 を 開き ます よ 」 


俺 は や つの 声 を 章 き 流し て いる 。 
まとも に 聞い て な ん か いら れ な い 。 帰ら な いと 。 
も う 帰 ら な いと 。 


俺 は 疲れ て いる し 、 家 に 帰れ ば あい つら が 待っ て くれ て いる 。 救 
いな ん て だ いそ れ た も の じゃ な く て いい 。 仲間 が いる 。 友 だ ちと 呼 
ん で も いい 。 俺 は あい つら の こと が 好き で 、 大 事 な ん だ 。 そ れ が ど 
つう いう こと か 、 今 の 俺 に は わか る 。 


だ か ら 、 た と えど れ だ け の 死 が 俺 に ま と わ り つ い て 、 俺 の 足 を 重 
くし て も 、 俺 は 帰ら な きゃ な ら な い 。 帰 る ん だ 。 


友 色 の 道 を 、 俺 は 進む 。 忌 いま わし い 部 屋 を 出 て 、 あ の 印 が 刻ま 
れ た 訂 を 閉め て 、 俺 は 行く 。 曲 が りく ね っ た 友 色 の 通路 を 、 ど こま 
で も 歩い て ゆく 。 


よう や く 外 に 出る と 、 玩 具 お も ちや の 兵隊 に 取り 囲ま れ た 。 何 か 
喜 っ て いる や つも いる 。 叫 さけ ぶ 声 も する 。 騒 さわ ぐ な 。 俺 を 邪 じ 


や 魔 ま する な 。 お 前 ら に は 興味 が な い 。 俺 は 帰る ん だ 。 
「 どけ 。 お 前 ら も 死に た い の か ,」 


簡単 な こと だ 。 こ の 剣 を 軽く 振 ふ り ま わす だ け で いい 。 息 を する 
よう に 、 俺 は 級 す 。 ひ ょ っ と し た ら 、 息 を する より も た や すく 。 


苦し いん だ 。 な ん だ か や け に 息苦し い 。 呼吸 を する こと が こん な 
に つら いな ん て 、 知 ら な か っ た 。 何 が 俺 を 押し 潰 つ ぶし て いる ? 
何 が 俺 を 纏 し ば ろう つと し て る 2? 何 が 俺 を が ん じ が ら め に し て 離 は 
な そう と し な い ? 出 て こい 。 


姿 を 現 せ 。 


そう し た ら 俺 は 毅 す 。 一 死 。 死 。 死 。 死 。 死 。 死 。 死 。 死 。 死 。 
死 。 死 。 死 。 死 。 死 。 


俺 が この 手 で 撤 き 散ら し た 死 の 群れ こそ が 、 俺 を 捕 と ら え よう と 
し て いる の か 。 


玩具 の 兵隊 は 道 を 空 あ ける 。 俺 は 足 を 前 へ 前 へ と 進ま せな が ら 、 
安 あ ん 培 ど し て いる 。 親 さ ず に すん だ 。 も うつ た くさ ん だ 。 飽 あ き 飲 
きだ 。 俺 は 家 に 帰る 。 友 色 の 道 を 歩い て ゆく 。 こ の 道 以外 は 塗 ぬ り 
た くら れ た 死 で 真っ 黒 だ 。 ター ル の か た まり みた いな も の が 、 道 を 
行く 俺 の 足 を つか まえ よう と する 。 抜 ぬけ 殻 が ら み た いな 、 そ れ で 
いて や け に 重い 死 が 、 人 の 形 を と ど め た 黒い 死 が 、 俺 に し が みつ 

く 。 俺 は 振り 払 は ら ほら お うと する 。 こ れ じ ゃ あ 歩 け や し な いり 。 


「 そ ん な こと を 吉 う な よ 」 と 死 が 嘱 く 。「 そ ん な こと を ぬか す な 
よ 。 俺 は 歩け な いん だ よ 。 も う 歩 け な い 。 な ぜ か っ て 2? 死ん じ 
まっ て る か ら さ 。 だ か ら 、 俺 は お 前 に 運ん で も ら つ し か な いん だ 
よ 。 そ うし な いと 、 ど こ に も 行け な いん だ よ 。 ち ょ っ と そこ まで 連 
れ て っ て くれ よ 。 そ れ く らい し て くれ た っ て いい! だ ろう ? だ っ 
て 、 お 前 が 俺 を 毅 し た ん だ か ら 」 


俺 は 答え な い 。 返事 を し な い 。 お 前 と は 口 を きき た く な い 。 話せ 
ば 話す ほど お 前 は つけ あがる 。 俺 は 足 を 止め て お 前 を 振り ほど く こ 
と も し な い 。 どう せ 無 む 駄 だ だ 。 も うつ いい 。 こ の 雄 色 の 道 以外 は お 
前 ら で い っ ぱい だ し 、 き り が な い 。 俺 は お 前 を 、 お 前 た ち を 引き 
ずっ て ゆく 。 


家 に 帰る ん だ 。 


「 な ん で そん な に 重 そ うに し て る ん だ 」「 本 当 は 違う 、 軽 いん だ ろ 
う 。 何 と も 思っ て な いん だ ろう 」「 どれ も これ も 、 あ り ふ れ た 死 だ 
と 。 そ れ 以 下 だ と 」「 俺 に は 母 が いた 。 父 が いた 。 恋 人 が いた 。 ど 
う で も いい ん だ ろう 」「 俺 は 人 を 愛し た 。 俺 を 愛す る 者 も いた 。 平 
気 な ん だ ろう 」「 所 座 、- 一 だ と 思っ て いた ん だ ろう つう 。 心 の 底 で は そ 
う 思 っ て いた ん だ ろう 」「 今 は 違う の か 。 気 づい た の か 。 考 えな お 
し た の か 。 考 え を 変え た の か 」「 ず っ と ひと り ぼ っ ち で 寂 さ び し 
か っ た の か い 」「 あの 反転 し た 砂 さ 漠 ば く で 、 一 人 きり で いて 、 寂 
し さ の あま り 頭 が お か し く な っ た ん だ 。 そ うだ ろう 」「 俺 ら と は 
違っ て 、 死 な な い お 前 は 確 は りつ け に され 、 何 度 で も 交 よ み が え る 
心臓 を 串 く し 刺 ざ し に され て 、 そ れ で も 死な な い お 前 は 、 た だ た だ 
ひと りき り で いて 、 寂 し か っ た ん だ ろう 」「 早 い 話 、 気 弱 に な っ た 
ん だ よ 」「 恥 は ず か し いな 」「 そ し て 、 精 神 ば か り じ ゃ な く 肉 体 も 
貧弱 に な っ た 」「 た だ の 容 い れ 物 だ か ら な 」「 偽 に せ 物 も の だ 」 
「 イ ミ テ ーション 」「 以 前 の お 前 で は いら れ な く な っ た 」「 そ りゃ 
そう だ 。 以 前 の お 前 じゃ な いん だ か ら 」「 気 の 迷い だ よ 」「 弱 さ は 
何 に で も つけ こむ お も の だ か ら ね 」「 そ れ は 悪魔 だ 」「 い わ ゆ る お 前 
た ち が 知 っ て いる あの 悪魔 の こと だ 」「 宗 教 的 な 概 が い 念 ね ん だ 
な 。 た と え 話 さ 」「 こ れ は 違う 」「 た と え 話 じゃ な い 。 お 前 に も よ 
う や くわ か っ た の か 。 俺 に は 母 が いた 。 父 が いた 。 恋 人 が いた 」 
「 俺 は 人 を 愛し た 。 俺 を 愛す る 者 も いた 」「 お 前 は 俺 を 毅 し た ,」 
「 俺 は 死ぬ 前 に 泣い た 。 母 を 思い 、 父 を 思い 、 恋 人 を 思い 、 親 し い 
人 々 を 思い 、 俺 は 泣い た 」「 俺 は 愛す る 人 に 別れ の 吉 葉 を 伝え よう 
と し た が 、 そ の と き 俺 は も う 死 ん で いた 。 俺 を 愛す る 者 は 俺 の 死 を 
聞い て 、 甘 し み に 胸 が 潰れ た か も し れ な い が 、 そ れ す ら 俺 は 知る こ 
と が で き な か っ た 」「 お 前 は 容 よ う 赦 し や な く 俺 を 、 俺 た ち を 級 し 
た 」「 だ が 、 わ か っ て る ん だ ぞ 」「 知 っ て る ん だ 」「 お 前 は 悪い な 
ん て 思っ て な い だ ろ う 」「 後 こう 悔 か いな ん か し て な い 」「 これ っ 
ぼっ ち も 」「 お 前 は 俺 た ちの た め に 苦し ん で いる ん じゃ な い 」「 お 
前 は た だ 、 よ う や くわ か っ た ん だ 」「 お 前 が 俺 た ち を 綱 し た よう 
CGC うに cb 人 RSE 
それ は 十分 あり うる こと だ 」「 そ う で な く と も 、 お 前 は 失う つう 。 
30 の 大 束 大 だ を お 前 は 必ず 失う 」 


… 英 だ まれ 」 


わか っ て いる 。 わ か っ て る ん だ 、 そ ん な こと は 。 喜 われ る まで も 
な い 。 わ か っ て いる 。 


それ で も 、 俺 は 家 に 帰る 。 失 うこ と を 考え る だ け で 、 だ 足場 が 消え 


去る よう つ な 思い だ 。 そ れ は 可能 性 じゃ な い 。 決定 的 な 事実 だ 。 俺 は 
知ら な か っ た ん だ 。 こ ん な に も 好き に な っ て 、 こ ん な に も 大 切 で 、 
あい つら の た め に な ら 身 も 心 も 魂 た まし いも 捧 さ さげ た っ て いい 。 
た と え そ うし た と ころ で 、 俺 は 失 つ 。 み ん な いつ か は 目 を 閉じ て 、 
二度と 開か な い 。 そ の 瞬 し ゆん 間 か ん が 目 に 浮 う か ぶ と 、 全 身 が 凍 
こおり つく 。 そ の と き 俺 は 叫ぶ だ ろう か 。 暴れ る だ ろう つか 。 の た う 
つ だ ろう か 。 そ れ と も 、 泣 く の か 。 た ぶん 、 そ の どれ で も な い )。 


俺 は 何 も で き な い 。 
何 を し た っ て 無 意 味 だ か ら だ 。 


その と きのこ と を 考え る と 、 何 も か も ぶち 壊 こ わし た く な る 。 今 
ぜん ぶ 失 っ て し まえ ば 、 い っ そ 楽 だ 。 で き や し な い の に 、 そ ん な こ 
と を 思う つ 。 俺 は 恐 お それ て いる の か 。 そ うだ 。 怖 こ わい 。 怖 くっ て 
仕方 な い 。 笑 える くら しい 、 症 けい 負 れ ん みた いな その 笑い が 凍り けつ 
いて 身動き が と れ な く な る くら い 、 居 お び え て いる 。 


それ で も 、 俺 は 家 に 帰る 。 


死 よ 、 無 数 の 死 よ 。 連 れ て 行け と いう の な ら 、 俺 は そう する だ る ろ 
う 。 どん な に お 前 た ち が 重 く た っ て 、 俺 は 歩く だ ろう 。 目 を 、 耳 
を 、 鼻 を ふさ が れ 、 何 も わか ら な く て 、 口 を 閉 と ざさ れ て 息 が で き 
な く な っ て も 、 俺 は 家 に 帰る 。 あ あー、 


も うす ぐ 家 だ 。 
家 の は ず だ 。 


黒い 死 は いつ の 間 に か 消え 失う せ て 、 道 は 友 色 じゃ な く て 、 こ こ 
は も うた だ の 夜道 で 、 見 慣れ た 風景 、 エ ルデン 第 十 一 区 、 帰 る べき 
場所 、 家 、 そ れ が この 先 に 、 こ こ に ある は ず な の に 、 俺 は 目 を 疑 
つ 。 な し 1。 


な い 。 あ る は ず の も の が な い 。 そ ん な わけ が な い 。 打 ちよ せる 波 
に さら われ て 一 晩 で 漬 つ いえ る 砂 の 城 じ ゃ な いん だ 。 た し か に 砂 の 
城 と は 違 ち が う 。 崩 ほう 壊 か い の 跡 あと は ある 。 土台 か ら 月 くず れ 
て 、 大 量 の 瓦 が 礁 れき が 道 に 流れ だ し 、 ぶ ぷ ぶち まけ られ て 、 足 の 踏 ふ 
み 場 も な い 。 ず いぶ ん 昔 、 い つの こと か も う 覚 えて いな い ほ ど 、 本 
当 か どう か も 定か じゃ な い 昔 に 見 た 映像 が 頭 を よぎっ た 。『 こ こ は 
爆 ば く 心 し ん 地 ち か ら 約 千 五 百 メ ー ト ル の 場所 で す 。 ご らん の と お 


けり 、 見 る 影 か げ も あり ませ ん 。 わ ず か な 残 ざ ん 骸 が い が 爆 発 の すさ 
まじ さ を 物 語っ て いま す 。 こ の 先 に は 進 び こと が で きま せん 。 正確 
な 犠 ぎ 牲 せい 者 し や の 数 は いま だ 明らか に な っ て いま せん が 、 現 在 
の と ころ 確か く 誤 本 愉 叫 に ん され て いる 死者 は 一 』 


「 お お 」 


何だ 、 こ れ は 。 どう つい うつ こと だ 。 家 だ 。 俺 は 家 に 帰っ て きた 。 そ 
の は ず じ ゃ な いか 。 


「 お お お お お 。 お お お お お お お 。 お お お お お お お お お お お お お お お 
お お お お お お お お お お , 


俺 は 頭 を 抱か か えて ひざ まず く 。 許 し て くれ 。 ど うか 俺 を 許し て 
くれ 。 で も 、 俺 は 何 に 許し を と こう て いる ん だ ? 誰 だ れ か が 俺 を 
許し て くれ る と で も 2? 何 を 許し て くれ る っ て いつ ん だ ? 許し な 
ん か いら な い 。 そ ん な も の は 欲し く な い 。 


俺 は 立ち あがる 。 そ こら じゅ うに 人 影 が ある 。 野 次 馬 か 。 どい つ 
も こい つも 顔 が な い 。 の っ ぺら ぼう だ 。 や つら は 俺 を 見 て 何 か 嘱 
さや いて いる 。 貴 わら っ て いる 。「 そ れ 見 た こと か 」「 因果 応 報 。 
こう な る に 決ま っ て いる 」「 見 る ろ る よ 、 あ の ざま 。 人 
いか 。 何 か を 探し て いる よう だ ぞ 」「 そ ん な に 大 事 な も の な ら 、 肌 
は だ 身 み 離 は な さ ず 持っ て いれ ば いい ん だ 」「 そ ん な 中 
い の さ 。 偽 いつ わっ て いる か ら な 。 嘘 うら そ だ ら け だ 。 見 せら れ な い 
こと 、 聞 か れ た く な いこ と 、 知 られ た く な いこ と だ ら け な ん だ 」 

「 ごまかし て ば か り い る 。 で も 、 限 界 が ある か ら ね 」「 躍 みた い に 
直 は ! い まわ っ て いる よ 。 お お い 、 そ ん な と ころ に は な い ぞ 。 こ っ ち 
だ 、 こ っ ち 」「 嘘 だ よ 。 こ っ ち に は いな いよ 。 あ っ ち だ 」「 違 つ 、 
こっ ちさ 」「 本 当 に 間 ま 抜 ぬ け だ な 。 も つい な いよ 。 どこ に も いな 
い 。 ぜ ん ぶ 消 え ち ま っ た 。 お 前 は 失っ た ん だ よ 」 


嘘 だ 。 嘘 だ 。 嘘 だ 。 嘘 だ 。 嘘 だ 。 嘘 を 吉 つ な 。 嘘 を 。 そ ん な わけ 
が な い 。 そ ん な わけ が 。 


俺 は 探す 。 合 成 骨 材 コ ンク リー ト の か た まり を どけ て 、 鉄 骨 を 押 
し の け て 、 俺 は 探す 。 ど こ だ 。 どこに いる 。 俺 は 呼ぶ 。 名 を 呼ぶ 。 
喉 の ど が 破れ て も か まわ な い 。 俺 は 大 切な も の た ちの 名 を 呼ん で 、 
探す 。 ど こ だ 。 どこに いる 。 どこ だ 。 い な いわ けが な い 。 い る は ず 
だ 。 俺 は 失わ な い 。 ま だ 失っ て た まる か 。 俺 に は 必要 だ 。 お 前 た ち 
が 必要 な ん だ 。 お 前 た ちがい な いと 、 俺 は どう し て いい か わか ら な 


い 。 俺 に は 何 も な い 。 俺 は か ら っ ぽ だ 。 た だ の 器 う つ わ だ 。 死 を 撤 
まき 散ら ち す だ け の 、 質 た ちの 悪い 器 だ 。 俺 は 考え な し で 、 何 に し が 
みつ いて いる の か さえ わか ら な いま ま 、 た だ ひたすら 生 に 執 し ゆう 
着 ち や くし て 、 級 し て 、 級 し て 、 毅 し た 。 俺 は 膳 お く 病 び よ う だ っ 
た 。 誰 より も 腫 病 だ っ た 。 そ れ だ け な ん だ 。 だ か ら 何 も か も 拒 き よ 
絶 ぜ つ し て 、 向 か っ て くる や つ を 敵 と 見 な し て 、 そ いつ ら を 真っ 黒 
い 死 に 変え て 、 そ の 死 の 黒 で 世界 を 塗 ぬ りつ ぶし て 、 俺 は 目 を 、 耳 
を 、 鼻 を 、 口 を ふさ ぎ 、 一 人 きり で いれ ば 、 何 も 恐れ ず に すん だ 。 
死 と は 俺 自身 だ っ た 。 俺 が 望ん だ 世界 だ っ た 。 


も つう いらない)。 
俺 は 探す 。 


の っ べら ぼう が 吉 う 。「 な ん て 身勝手 な 吉 い 種 ぐ ご さだ 。 あ ん な に 
級 し て お いて 、 も うい ら な いな ん て 、 そ う は 問屋 が 抑 お ろ さ な い 
よ 」「 生 と 死 は 連れ ん 鎖 さ だ か ら な 。 ど こま で も 途 と 切 ぎ れる こと 
な く 繋 つなが っ て いっ て 、 い つか は 自分 自身 に 降り か か る 。 そ こ か 
ら 人 逃 の が れ て いる 卑 ひ き よう 者 も 、 無 お 縁 え ん で は いら れ な い の 
さ 」「 失 うん だ よ 」「 失 うと いう 形 で 、 死 は 雨 の よう に 降る だ ろ 
つ 」 

俺 は 夜空 を 見 上 げ る 。 雨 な ん か 降っ て いな い 。 俺 は 探す 。 い た 。 


瓦 了 の 中 に 。 見 つけ た 。 瓦 秦 に 埋 う ず も れ て 、 瓦 隊 と 所 隊 の 合間 に 
倒 た お れ て いた 。 真 っ 白い は ず の 毛 が 無 残 に 汚 よ ご れ て いる 。 


呼び か け て も 、 ぴ くり と も し な い 。 で も 、 呼 吸 は し て いる 。 
き ゅ ー は 、 底 か ば う よ う に 、 守 る よう に 、 両 り よ う 腕 う で で 友人 を 
抱 だ いて いた 。 守っ て や ら な けれ ば な ら な い 状 態 だ っ た 。 足 が 。 左 
足 の 足首 か ら 先 が な い 。 右足 も 折れ 曲がっ て いる 。 


ビン バー ネル 。。。。 ! 」 


顔 を 所 な で さす っ て 、 何 度 も 名 を 呼ぶ と 、 大 くち びる が か すか に 
動い た 。 俺 は その 声 を 聞こ うと し て 耳 を 近づけ た 。 


2 ルー だ と ?」 


何だ ? な ん で 今さら ビン パー ネル が その 名 を 口 に する ? 答え 
は 一 つ し か 思い 浮 う か ば な か っ た 。 あ いつ か 。 あ の 女 。 こ れ は や つ 
の 仕 し 業 わざ か 。 


俺 は あの 女 を 拒 こ ば ん だ 。 あ の 女 に 従う こと も 、 あ の 女 を 従わ せ 
る こと も し な か っ た 。 俺 の 中 に ず け ず け と 入っ て くる こと も 許さ な 
か っ た 。 あ の 女 は 孤 こ 独 ど くだ っ た 。 覧 さか し く て 、 何 も か も 知っ 
た ふう で 、 す べ て 思い どおり に な ら な いと 気 が す まな く て 、 仙 ご つう 
岸 が ん で 、 不 必用 そん で 、 結 局 、 人 一 倍 騰 病 な 女 だ っ た 。 俺 は 意識 
し て いな か っ た が 、 あ の 女 と 俺 に は 似 て いる 部 分 が あっ た 。 似 すぎ 
て いて 、 寄 け 添 そう こと が で き な い 魂 た まし い 同 士 だ っ た 。 近 づこ 
うと すれ ば する ほど 、 磁 石 み た い に 反 発する 力 が 強まっ て 、 離 れる 
し か な か っ た 。 だ か ら こ そ 余 計 に 、 腕 へ そ 曲がり な あの 女 は 俺 を 求 
め た の か も し れ な か っ た 。 


あの 女 は 去る 前 に 吉 っ た 。「 あな た 、 必 ず 後 こう 悔 か いす る こと 
に な る と 思う つ わ 」 


俺 は どう 答え た ん だ っ た か 。 た ぶん 、 何 も 返さ な か っ た 。 こ れ 
か 。 

これ が 仕返し な の か 。 復 ふく 対 し ゆう か が 。 

だ と し た ら 、 俺 か 。 

俺 の せい な の か 。 


「 リ ル 
コ オ オ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オ 
オオ オツ .、.. ! 」 


地面 を 殴 な ぐり つけ た 。 何 度 も 殴っ た 。 剣 けん を 抜い て 大 き な 穴 
を 容 う がち た か っ た 。 そ ん な こと を し て 、 何 に な る 。 何 に も な ら な 
い 。 リ ルコ 。 リ ルコ め 。 毅 す 。 毅 し て や る 。 毅 し て 。 級 し て 。 毅 し 
て 。 級 し て 。 級 し て 。 級 し て 。 級 し て 。 級 し て や る 。 お 前 を 級 す 。 
何 回 も 級 す 。 繰 くり 返し 級 す 。 お 前 を 級 す 。 級 す 。 級 す 。 級 す 。 あ 
あ 。 で も 、 ピ ン パ ー ネ ル は 生き て いる 。 き ゅ ー も 。 他 ほか の や つら 
は ? 探さ な いと 。 そ うだ 。 探 さ な い と 。 


「 待 っ て ろ 、 ピ ンプ , 
俺 は 探す 。 


の っ べら ぼう が 土 う 。「 同 じ こ と が 何 度 も あっ た ん だ 。 数 えき れ 
な い ほ ど 。 お 前 が 殺し た 者 の 亡 な き 骸 が ら に し が みつ いて 泣き 叫 さ 
けん だ 人 間 の 数 を 知ら な い の か ? 」 


俺 は 探す 。 


ユリ カ を 見 つけ た 。 息 は ある の か 。 生 き て いる の か 。 確か く 認 に 
ん し よう と し て 、 俺 は 居 ふ る える 。 ど うし よう 。 も し 息 が な か っ た 
ら 、 俺 は どう すれ ば いい 。 俺 は 咳 つ ぶ や く 。 助け て くれ ,」 


咳 き な が ら 、 ユ リカ の 小さ な 身体 か ら だ に 手 を ふれ る 。 動い てい 
る 。 生 き て いる 。 俺 は 探す 。 ル ー シ ー を 見 つけ て 、 カ タリ を 見 つけ 
る 。 


「 生 き て る な ?2 生き て る ん だ ろう な ? 」 俺 は 小声 で 咳 き な が ら 確 
か め る 。「 死 ぬ な よ 。 死 ぬ な 。 死 ん だ ら 承 知 し な いか ら な 。 許 さん 
ぞ 。 生 き て て くれ ,」 


サフ ィ ニ ア は 、 マ リア は どこ だ 。 そ れ か ら 、 ハ ニー メリ ー。 俺 は 
探す 。 八 ニー メリ ー を 見 つけ て 、 あ た か も 手 を 軸 ご うと し て 叶 か な 
わな か っ た か の よう に 倒れ て いる サフ ィ ニ ア と マリ ア を 見 つけ て 、 
一 俺 は 恐 きよ う 慌 こう に 陥 お ちい っ た 犬 み た い に 咲 ほえ る 。 何 が 。 
な ん で 。 何 が 。 どう し て 。 リ ルコ 。 貴様 。 あ あ 。 ど うつ すれ ば 。 あ 
あ 。 俺 の 思い は 吉 葉 に な ら な いり 。 


の っ ぺら ぼう つど も が 中 は や し た て る 。「 大 お お 騒 さ わ ぎ し て いる 
よ 」「 い い ぞ 、 も っ と 泣き 叫べ ! 」「 見 み 物 も の だ な 」「 も っ と や 
れ ! 」「 ほ ら ほ ら 、 死 ん で いる ぞ ! 」「 み ん な 死ん で る ! いい い 具 
合 に 死ん じ ま っ て る ! 」「 とうとう 死ん だ な ! 」「 ざ まあ みろ 『! 」 


俺 は 荒 あ らい 息 を し な が ら 、 ど うす る こと も で きず に 立ち つく し 
て いる 。 死ぬ の か 。 死 ん だ の か 。 俺 は 失っ た の か 。 ま だ だ 。 そ うだ 
る ろ る つ 。 誰 だ れれ か ぞう だ と 戸 つ て くれ 。 「『 助け て くれ ,」 


俺 は し が みつ く よ う に し て 、 サ フィ ニア が 息 を し て いる か どう か 
調べ る 。 弱 い 。 微 び 弱 じ や くだ 。 で も 、 か ろう じ て 息 は ある 。 怪 け 
我 が を し て いる が 、 出 血 は さほど で も な い 。 マ リア は どう だ 。 火傷 
や けど が ひど い 。 呼吸 は ある か な し か 。 な く は な い 。 わ で ず か に 感じ 
られ る 。 頼 た より な い が 、 心 臓 も 動い て いる 。 八 ニー メリ ー は まず 
い 。 上 息 を し て いな い 。 俺 は 人 工 呼 吸 を する 。 容 よう 赦し や の な い 人 
工 呼吸 で 、 八 ニー メリ ー は な ん と か 息 を 吹 ふ きか え し た 。 死ん で い 


な い 。 死 ん で な いん だ 。 誰 も 死ん で いな い 。 で も 、 死 に か け て い 

る 。 治 ひ ん 死 し だ 。 ど うす る 。 ど うつ すれ ば いい !。 俺 に 教え て くれ 。 
マリ ア 、 俺 は どう すれ ば いい 。 ひ 弱 な くせ に 、 自 分 で も それ を わ 

か っ て いる くせ に 、 意 地 っ 張り で 、 怖 お じ 気 け づ いて へ た ば っ て 逃 
に げ だ し か け て も 、 最 後に は 前 を 向く お 前 な ら ど うす る 。 


モリ ー・ リ ッ プ ス 。 
そう か 。 ア サイ ラム だ 。 


全員 連れ て 行き た い 。 一 度 に 、 全 員 。 無 理 だ 。 俺 に 選べ と いつ の 
か 。 優先 順位 を つけ な いと いけ な い の か 。 誰か を 先 に 連れ て 行っ 
て 、 そ の 間 に 連 れ て 行か な か っ た や つ に 何 か あ っ た ら ど うす る 。 で 
も 、 選 ば な きゃ いけ な し り 。 


俺 は 大 を 噛 か み し め て 、 半 ば 噛み 切り な が ら 、 剣 を 捨て て ハニ ー 
メリ ー を 背負 い 、 外 が い 論 と う で 纏 し ば りつ け て 、 サ フィ ニア と マ 
リア を 両 り よう 肩 か た に 担 か つい だ 。「- 一 すぐ で 戻 も で る か ら な ,」 


俺 は 駆 か ける 。 早く 行か な いと 。 ア サイ ラム 。 早く た どり つい 
て 、 引 きか えさ な いと 。 


友 色 の 道 を 俺 は 走っ て ゆく 。 こ の 友 色 の 道 以 外 は 、 ど こも か し こ 
も 死に よっ て 黒く 塗 ぬ りつ ぶさ れ て いる 。 か まわ ず 俺 は ひ た 走 る 。 
死 が 俺 を つか まえ よう と する 。 俺 の 足 ど り は 次 し 第 だ い に 重 く な 
る 。 重く た っ て いい 。 ど れ だ け 重 く な っ て も 、 俺 は 行く 。 死 よ 、 無 
数 の 死 よ 、 で きる も の な ら 俺 を 捕 と ら え て みろ 。 で きっ こない しい 。 俺 
は 行か な きゃ な ら な いん だ 。 何 が あろ うと 、 走 れ な けれ ば 歩い て 、 
歩け な けれ ば 遠 は っ て で も 、 俺 は 進む 。 

「 も う 、 遅 お そい の に .…………. ? コ 

行く 手 に 影 か げ が 立ち ふさ が る 。 


女 の 形 を し た 影 に 、 俺 は 見 下る され て いる 。 俺 は と っ くに 腹 遠 い 
に な っ て いる 。 こ うす る し か な い 。 重 い 。 ひ どく 重い 。 


「 その 痛 に 、 診 に 、 死 を 負っ て いる の だ か ら 、 重 く て 当然 で す 」 
UE 貴様 、 リ ルコ か ,」 


「 必ず 後悔 する こと に な る と 土 っ た わ 」 


俺 は 顔 を 横 に 向け て 診 の ほう を 見 る 。 黒い 。 真っ黒 だ 。 何 だ 、 こ 
れ は 。 マ リア 。 マ リア じゃ な い 。 逆 側 の 診 に 目 を や る 。 黒い 。 や っ 
ぱり 真っ 黒 じ ゃ な いか 。 ど うし た ん だ 、 サ フィ ニア 。 ど うつし ちまっ 
0 だら 


「 だ か ら 、 も うつ 遅い の よ 」 
「 嘘 つう そ だ 」 


黒い 、 真 っ 黒い 死 が 、 俺 が 衣 に 担い で いた 、 そ し て 背中 に 負っ て 
いた 死 が 、 溶 と け て 広がっ て ゆく 。 


「 嘘 だ 」 

こん な こと っ て ある か 。 あ っ て いい の か 。 俺 は 死 を 引き と め よ う 
と する 。 行 く な 。 行 か な いで くれ 。 指 の 合間 か ら 流 れ 落 ち て ゆく そ 
れ を 、 な ん と か し て か き 集 め よ うと する 。 

「 嘘 だ .……. !」 

どこ に も 行く な 。 こ こ に いて くれ 。 

俺 を 一 人 に し な いで くれ 。 

俺 を 助け て くれ 。 

「 頼 た の お か ら .… ぼ … !」 

決し て 届か な い 遠 く へ と 、 手 を の ば し た 。 

目 を 開け る と 、 息 が 止ま りか けた 。 


頭 を 振 ふ っ て 身 を 起こ し た 。 あ あ 、- 一 そう か 。 そ うだ 。 ア サイ ラ 
ム 。 


モリ ー・ リ ッ プ ス ・ ア サイ ラム の 、 夕 ゆう 闇 や み が 迫 せま る 中 庭 
だ 。 芝 生 し ば ふ の 上 に 寝 ね 転 こ ろ ん だ こと は 覚え て いる 。 そ の まま 
眠 ね むっ て いた の か が 。 


放 ほ うり だ し た よう に 軸 い て あっ た 大 た い 合 けん を 手 に と ろう と 
し た 。 


すぐ 隣 と な り に 一 人 の 男 が 片 か た 膝 ひ ざ を 立て て 腰 こ し か け て い 
る こと に 気づい て 、 手 を 引っ こめ た 。 


1 何 を し に きた ,」 

「 と くに 用 事 が ある わけ で は な いけ れ ど ね ,」 純白 の 布 を 目 ま 深 ぶ か 
に か ぶっ た 男 は 、 右 手 の よ うな 左手 で 草 を つま ん で 離 は な し た 。 

「 用 が な けれ ば 会 い に き て は いけ な いか い 」 


「 どう し ろ と か 何 を する な と か 、 俺 が 吉 っ た と ころ で 、 お 前 は 聞く 
の か 」 


「 是 ぜ 疾 ひ を よく 考え た 上 で 、 装 断 さ せ て も ら う こと に な る と 思う 
よ 」 


「 人 目 が ある 」 

「 見 る と いい 」 男 は 左手 の よう な 右手 を 持ち あげ 、 中 庭 の 真ん中 あ 
た り で ボー ル 遊 びに 興じ て いる 三 人 の 子供 を 人 差し 指 で 示 し た 。 

「 こ こ に は 君 の 他 ほ か 、 あ の よう に 無垢 く な 者 た ち し か いな い )。 
彼ら 、 彼 女 ら は 、 お むやみ に 僕 を あや し ん だ けり 、 恐 お それ た り は し な 
いい だろ うつ 」 

きつ うだ か な 」 

「 荒 あれ て いる ね 」 男 の 眼 ま な 差 ざ し は 気 き 遺 づ か わし げ だ っ た 。 
まる で 人 の よう だ 。「 疲 つか れ て いる の だ ね 。 す り 減 っ て いる の 
だ 。 君 は うな され て いた よ 。 悪 い 夢 で も 見 て いた の か い 」 


「 何 し ろ 、 家 を 吹っ飛ば され た ん で な ,」 彼 は 髪 か み を 驚 わ し づか み 
に し て 、 顔 を し か め た 。 「 夢見 が いい わけ が な い 」 


「 多 事 多 難 だ ね 」 


「 上 か ら 見 下ろ し て る お 前 に そん な ふつう に 吉 わ れる と 、 腹 が 立た ん 
で も な い 」 


「 僕 は ほとん ど 地 上 に いる の だ よ 」 
「 ソ オル 」 
「 何 か な 」 


「 お 前 は 何 を 人 在 た くら ん で る ん だ 。 俺 に 何 を させ た い 。 何 が 望み 
だ 」 


「 僕 の 望み な ど 革 さ 細 さ いな こと に すぎ な いよ 」 科 ワ 衝 ン え ダ る 
リ 星 ン 神 グ , ソ オ ル は 目 を 細め て そっ と 穏 お だ や か に 笑っ た 。 「 僕 
は 彼女 に 会 いた い 。 た だ それ だ け だ 」 

「 信じ ろ っ て 吉 つ の か ,」 

「 君 が 痢 断 すれ ば いい 、 友 よ 」 


「 よせ 」 彼 は 大 剣 の 柄 つ か を 握 に ぎり し め て 歯 噛 み し た 。 「 一 戯 ざ 
れ 吉 ご と は や め ろ 」 


「 どう し た ん だ い 。 い くら な ん で も 様子 が お か し いね 。 も し 、 僕 が 
君 に あげ た その 容 い れ 物 が 、 も う 保 も ち そ うに な い の な ら 


「 そ れ が お 前 の 狙い か ? 」 

「 代 わり を 作っ て あげ て も いい の だ よ ? 」 

「 ごまかす な 、 ソ オル 」 

「 ごまかし て な どい な いよ 。 考 えて みて ほし い 。 僕 は あの 獄 ご く の 
獄 で 君 を 見 つけ 、 君 の 求め に 応じ て 君 を 救い 、 そ の た め に 君 に 仮 か 
けり 初 そ め と は いえ 肉体 を 所 あたえ 、 肉 を 守る 鎧 よろ い を 上 え 、 急 や 
い ば を 旧 え た 。 僕 は 一 度 た り と も 君 の 願わ ぬこ と を 押し つけ た こと 
は な いよ 」 


「 そ れ が お 為 た め ご か し だ と いう ん だ 。 お 前 は 利用 価値 が ある か ら 
俺 を 助け た 。 そ うだ ろう 


「 友 人 と し て 吉 っ て お こう 。 僕 は 何 も 君 に 強 愛し た り は し な い ,」 
「 そ うす る 必要 が な いか ら じ ゃ な い の か が 」 

「 君 は 君 の 思う と お り に する と いい よ 、 デ ィ オ ロッ ト 」 

「 喜 われ な く て も - 一 」 


不意 に ボー ル が 転がっ て き て 、 彼 は 口 を つぐ ん だ 。 大 剣 を 芝生 に 
置き 、 ボ ー ル を 拾っ て 隣 を 見 る と 、 す で に ソ オ ル は 影 か げ も 形 も な 


コ 


か っ た 。 か わ さ れ た か 。 


三 人 の 子供 が お ず お ず と 近づい て きた 。 ア サイ ラム に は 病人 や 怪 
け 我 が 人 が 入院 し て いる だ け で は な く 、 身 寄り の な い 子 供 た ち も 収 
容 さ れ て いる 。 三 人 は モリ ー・ リ ッ プ ス が 引き と っ て 育て て いる 孤 
こ 児 じ だ だ る ろ つ 。 


彼 は ボー ル を 軽く 放っ て や っ た 。「 も う 暗 い ぞ 」 


「 ま だ 見 える も ん ! 」 一 番 背 の 高い 少女 が 、 ボ ー ル を 受け と る な り 
日 を 大 と が ら せ た 。「 ボ ー ル が 見 える うつ ち は 、 暗 く な いん だ か ら 、 
大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぷ ぶな ん だ よ 「! 」 


「 そ うか 」 彼 は 知ら ず に 笑っ て いた 。「 だ が 、 怒 お こら れる ん じゃ 
な い の か 」 


「 平気 ! 」 少女 は 勢い よく 中 き びす を 返し 、 二 人 の 少年 を 引き 連れ 
て 駆 か け だ し た 。 


その 途 と 端 た ん に 、 中 庭 に 面 し て いる 棟 と うつ の 通 用 口 か ら 女 の 医 
術士 が 出 て き て 、 三 人 に 向かっ て 声 を 張り あげ た 。「- 一 こら ! エ 
ラン ジェ ー ル ! アド リー! ジョ ー ン ! あな た た ち 、 い いか げ 
ん に し な さい ! 」 


若い 女 だ っ た 。 一 いつ 瞬 し ゆん 、 ベ アト リー チェ か と 思っ た が 、 
別 大 だ っ た 。 


アサ イラ ム に は 大 勢 の 医術 士 や 、 そ の 路 が いる 。 彼 ら が いな けれ 
ば 、 救 われ る こと の な い 者 た ち が た くさ ん いる 。 一文 の 価値 も な い 
な ん て 、 ど うし て 吉 え る .………… 2 


女医 術士 に 叱 し か られ て 通用 口 へ と 向かう 子供 た ち を 見 送り な が 
ら 、 彼 は 立ち あがっ た 。 自分 の 足 で 歩い て いる くせ に 、 ど こ へ 行こ 
うと し て いる の か 、 し ば らく の 間 わ か ら な か っ た 。 眠 っ て ば か り い 
る 。 今 の 今 ま で 寝 ね て いた 。 そ れ な の に 、 も う 意 識 に 薄 う すい 詩 も 
や が か か っ て いる 。 


保ち そつ に な い の な ら 、 か 。 限界 な の か 。 お そら く 、 そ うな の だ 
ろう 。 代 わり を 作っ て あげ て も いい と 吉 う つの な ら 、 い っ そ 頼 た の ん 
だ ら ど うだ 。 な ぜ 拒 こ ば む お ? 疑っ て いる の か 。 信用 し て は いな 
い 。 そ れ は 間 ま 違 ち が いな い 。 き っ と 何 か 魂 こん 胆 た ん が ある は ず 
だ 。 今 の 自分 に は た ぶん 、 そ の 企み を 打ち 破る だ け の 力 が な い 。 力 


欲 ほ つ す る な ら 、 取 り 戻 も で すし か な い 。 そ の た め に は 、 結 局 


N 


彼 は 髪の毛 を 引っ か きま わし て 、 荒 あら く 息 を つい た 。 足 が 止 
まっ て いた 。 こ こ は ど こ だ ろ う 。 右手 に は 落ち か か る 陽 ひ が 微か す 
か に 射 さ し こめ 窓 が 、 左 手 に は 部 屋 が 並ん な で いる 。 病 び よ う 棟 と う 
か 。 見 覚え が ある 。 は っ きり と は 覚え て いな い 。 暖 あい 昧 まい だ 。 


ふと 、 こ れ も 夢 な の か も し れ な いと 思っ た 。 窓 越 ご し の 暮れ な ず 
お 空 が 迫 せ まり くる よう で 、 頭 上 か ら は 半永久 灯 の 白い 光 が 降 り そ 
そい で いる 。 そ れ で いて 、 明 る くも 感じ な い 。 裕 を 侵 お か し つつ あ 
る 聞 や み が 黒 い 死 で は な いと 、 ど うし て 断 吉 で きる だ ろう 。 こ れ は 
夢 の つ づき な の か も し れ な い 。 本 当 は 何もかも 失わ れ て し まっ て い 
て 、 彼 は 夢 の 中 に いる の か も し れ な い 。 


そん な 夢 な ら 、 早 く 覚 め て ほし しい )。 


夢 で も いい か ら 、 見 つづ け て いた い 。 


目 が 覚め た ら 、 俺 は ベッ ド に 寝 て いる 。 出 会 っ た 者 た ち 。 別 れ た 
者 た ち 。 死 ん で いっ た 者 た ち 。 こ の 手 で 毅 し た 者 た ち 。 通 りす ぎ て 
いっ た 事 々 。 こ の 胸 を えぐ っ た 一 つ 一 つ 。 手 で ふれ た ぬく も り は 、 
や が て つめ た く な っ た 。 す べ て 夢 だ っ た 。 最初 か ら 何 も な か っ た 。 
な か っ た の だ か ら 、 失 うこ と も な い 。 い や だ 。 


そん な こと は な いと 、 誰 だ れ か 吉 っ て くれ 。 
彼 は ドア の ノブ に 手 を か けた 。 


ドア を 開け る と 、 ベ ッ ド に 寝 て いた 女 が 跳 は ね あがる よう に 身体 
か ら だ を 起こ し た 。 


「 あ .… せ … あ .………… あ .………… ュ 」 サ フィ ニア は 目 を 見 開い て 口 を ば くば くさ 
せ た 。 最 初 は 蒼 そ うつ 白 は く と いっ て も いい くら い だ っ た 顔 に 赤み が 
さして 、 あっ と いう 間 に 真 っ 赤 に な っ た 。 『 3 だ ええ 


「 ど うし た 」 彼 は 自分 の 声 を 他人 の 声 の よう に 聞い た 。 自 分 が どん 
な 表情 を 浮 つ うか べ て いる の か も よく わか ら な い 。「 ま だ 調子 は よく 
な いん だ ろう つう 。 寝 て いろ 」 


9 あい で ん な で れ は ほど 、 今 。 ま 、 マリ 


だ ち が 。 きき で る MV て 、 所 の ュ 」 サ フィ ニア は 下 を 向い て 布 
ふ 団 と ん を ぎゅ っ と つか ん だ 。「.…… ちょ 、 ち ょ っ と 前 まで 、 い た 
ん で すけ ど 6 あの .…… の ho トマ ドク シ 、 に ,, 会 い 


「 そう な の か ,」 


ベッ ド の そば に 椅 い 子 す が 置い て ある 。 ち ゃ ん と 目 に 入っ て いた 
の に 、 彼 は ベッ ド に 腰 こ し か けた 。 何 か 別 の 意思 が 働い て いて 、 こ 
の 身体 を 動か し て いる か の よう だ 。 


「 入れ 違い に な っ た ん だ ろう な ,」 


者 で つ の oe で ま 。 8。 の の ! 」 サ フィ ニア は 上 顔 を 上 げ て 、 
022 3 あの 、 あ の .………. そ 、 そ 
0 bb は SS で すか が ? あま り 、 体 
調 が .…… 02 2 


「 ああ 。 も う 若 く な いし な 」 


,、 サ フィ ニア は 諸 だ まり こみ 、 、 そ の あと で 野 ら せる よう な 二 司 
Ki し を つ りあ げた 。「 す まん 」 


中 うっ 、 し LUUU え 、 二 が あ な な ュ 」 サ フィ ニア は 布団 を つか 
お だ け で は 足り な く な っ た の か 、 手 た 繰 ぐ で ざり よせ は じ め た 。「.……. 
ど 、 ど うし て .…… 謝 る ん で すか .………… 謝 る よう な こと は 、 何 も な い 


2 の つが 

NRY は い .… せ …. 
2 の 5 江 な 』 
ge は い .……. | 


「 身体 は どう だ 」 


「 それ だ 。 は い 」 


1 0 ご 、 ご めん な さい .……… ! あの .………. わた し 、 根 暗 と 
いつ うか.… 際 い ん 気 き で ..………. 話題 と か 、 思 いつ か な く て .……… Ks 
ま ら な い 人 間 .…… 0 まま よ ボ れ ね ご めん な さい .……… W 


「 べつ に 、 何 か 喋 し や べ れ と 要求 し て こる わけ じゃ な い ぞ 」 


1 いえ .…『…… で も う 、 う つら や まし いん で す .……… 世間 話 と か 、 
何で も いい の で す が .……… こう 、 自 然 に 、 無 理 な く .……… お 喋り を し 
で 、。 笑っ ら だ り と が か が .。.… そう いう こと が で きる 人 は 、 す ご いな っ 


「 い や - 一 」 彼 は 布団 の 上 か ら 彼 女 の 足 を 軽く さす る つも り だ っ た の 
か も し れ な い 。 と ころ が 、 布 団 は 彼女 に 手繰 り よ せら れ て いて 、 華 
き や 秦 し や な 素足 が あら わ に な っ て いた 。 


彼 の 手 は ひん や り し た 彼女 の 足 に ふれ て 、 引 っ こめ る こと も つか 
まえ る こと も で きず 、 た だ その まま で いる し か な か っ た 。 


彼女 と 目 が あっ た 。 彼女 は お し ろ 、 ぽ か ん と し て いる よう だ っ 


に o 


彼 も ほとん ど 呆 ぼう 然 ぜ ん と し て 、 靖 ひ 唆 すい 色 の 瞳 ひ と み を 見 
つめ て いた 。「 一 あ 一 ..... 」 


手 を 動か そう と する と 指 が 動い て 、 彼 女 が 身 を 震 ふる わせ た 。 そ 


の 拍 ひ よう 子 し に 手 が 浮 いた 。 空 くつ を つか ん だ 手 に は 、 体 温 も 感 
か ん 触 し よく も 残っ て は いな か っ た 。 


彼 は 目 を そら し て 、 ぶ らぶ ら と 手 を 振 ふ っ た 。「.……… すま ん 」 


「 わ ざと じゃ な いん だ 」 
op ap 人 な ん で すか 、.……. ? コ 
「 あ あ 」 


な ん と な く 沈 ちん 黙 も く が つづ きそう な 気 が し て 、 豆 葉 を 探し 
た 。 あ の 女 の 件 を 記 き きた くも あっ た が 、 今 ここ で その 名 を 和 口 に 出 
し た く は な い 。 何 か が 噴 ふ き あ が っ て き て 、 身 も 心 も 破 は 裂 れ つ し 
て し まい そう だ 。 


「 あの. ュ 」 サ フィ ニア は 両 り よう 膝 ひ ざ を 立て て 背中 を 丸め た 。 
ee マリ ア か ら 、 さ っ き 聞 いて .… ぼ わた し 、 あ まり は っ きり と 
は 、 覚 えて な いん で す が .… ぼ …… た だ 、 ま る で 記 き 憶 お くに な いわ け 
じゃ な く て 、 漠 ば く 然 ぜん と は .…… ぼ …. 思 い だ そ うと すれ ば 、 ぼ ぽん や り 
と 、 思 い だ せ な くも な いん で すけ ど .…… 四 

彼 は 奥歯 を 噛 か みあ わせ た 。 あ の 女 の こ と か 。 『 何だ 」 


Li の jot 2 笠 粘 2 呪 じ ゆ 文 も ん を 詠 え い 唱 し よう し な いで 、 
魔 ま 術 じ ゆ つ を 使っ た みた い !.……… IL 」 


「 何 だ と ?」 

100 た し か に 、 吉 われ て みれ ば 、 そ うか も し れ な い 、 と .…… それ 
を 願っ た と いつ うか.……… そう いう 覚え は 、 あ る ん で すけ ど .………… 人 
信じ られ な く て .…… せ … 『 

「 詠唱 放棄 アリ アレ ナン ス か 」 

半 m と  y 間 0 で す よ ね ,」 

「 お 前 ほど 詳 く わし く は な い だ ろ うつ が - 一 そん な 芸当 は 、 一 部 の 魔 導 


王 に し か で き な か っ た は ず だ 。 魔 術士 と し て は 、 と ん で も な い 領 域 
な ん じゃ な いか ,」 


「 です から .…… 信 じ ら れ な く て .………… で す が 、 マ リア が 嘘 う そ を つく 
は ず は な いし .……… 四 


本 人 が 吉 つよ うに 、 に わか に は 信じ > が た い が 、 それ が 事実 だ と す 
れ ば 納 な つ 得 と く が いく 。 


あの 女 は か な り 有 人 能 な 魔術 士 で 、 し か も 超越 者 オー バリ スト だ 。 
魔術 の 起源 は 超越 者 オー バ の 業 ラ ー ツ だ か ら 、 先 祖 返 り の よう な も 
の で 、 天 性 の 魔術 士 だ と も 吉 え る だ ろう 。 現在 生存 し て いる 魔 術士 
の うち 、 五 本 の 指 に 入る か どう か は 微 び 妙 み よう だ が 、 十 指 に は た 
ぶん 入る 。 た だ の 魔術 士 で は な いか ら 、 力 以上 に 厄 や つ 介 か い だ 。 
家 が 奇 き 襲 し ゆう され て 、 NB 人 の 死者 も 出 な か っ た こと 
は 、 奇 き 跡 せ きだ と も 思え 

わざ と か 。 意図 的 に 見 み 逃 の が し た の か 。 

そう 考え る こと も で きる が 、 旋 唱 放棄 アリ アレ ナン ス な ど と いう 
離 は な れ 業 わざ が 実現 し た の だ と し た ら 、 あ の 女 が 手こずっ て 逃 に 
げ だ し た の だ と し て も 、 あ な が ち 不 思 議 で は な い 。 

ee 本 当 だ と .…… 思い ます か .… ? 」 サ フィ ニア は ちら り と 彼 を 
「 そう だ な 」 彼 は 少し だ け 笑 っ た 。「 お 前 な らち 、 で き て も お か し く 
は な い 」 

1 本 当 の 、 本 当 に ..……… ぼ … そう 思い ます か .……… ?」 

「 ああ 。 お 前 に は オ 能 が ある 。 有 努力 だ っ て し て る だ ろう 」』 


「 努 力 は .…… あ た り ま え 、 な ん で す .…… ま だ 、 ぜ ん ぜん .………. 足 けり ま 


「 で も 、 他 の や つ に は で き な い こと が 、 お 前 に は で きた ん だ 」 
1 実は .…… 四 サフ ィ ニ 6 の EMI 5 


「 触 し よく 媒 ば いも な い の に か ,」 


「 無 触媒 で 、 魔 術 の .…… 準 備 か ら 発 動 ま で を 、 擬 ざ 似 じ 的 に 再現 す 
92 と いう 訓練 法 が .……… こ の 訓練 法 で 成功 し た か ら と いっ て .……… 
実際 に 、 そ の 魔術 が 行使 で きる と いう わけ で は 、 あ り ま せん け 

ど .…… た だ 、 訓 練 で 、 で き な い も の は .……… 実 地 で は 、 絶 対 に 使え な 


「 や っ て みた が 、 で き な か っ た ん だ な ,」 


can は い .………」 サ フィ ニア は 眉 み 間 け ん に 角 し わ を 寄せ て 、 唇 く 
生ま べ の は 邊 け 3 正直 .…… どう や れ ば いい の か .……… 
で きる の か .…… 見 当 も つき ませ ん .…… 四 


「 焦 あ せる こと は な いん じゃ な いか 」 


「 何 か 、 あ る は ず な ん で す 」 めずらし く は っ きり と し た 声 こ わ 音 ね 
だ うた 。 サフ ィ ニ ア は 右手 で 握 に ぎり 華 こ ぶし を 作っ て うな すい 
3 一 度 、 で きた ん で すか ら .……. 必ず 、 で きる 。 何 か を 、 忘 
れ て いる の か .……『… 決定 的 な 、 何 か を ..………. それ と も 、 あ の と き は 、 何 
か が 違 ち が っ た の か .……… だ と し た ら 、 そ の 違い は 、 何 な の か .……… 考 
えれ ば 、 わ か る は ず だ と .……『…… 思い ませ ん か が か? だ っ て 、 自 分 の こと 
な ん で すか ら .……… 『 


「 そう か も し れん な ,」 


al その 、 は ず な ん で す .… ぼ …… 入 り 口 か らし て 、 ず れ て いる の か 
も .……… 様 式 に 、 と ら わ れ す ぎ て いて .…………… 様 式 は 、 壁 か べ を 乗り 越 こ 
える た め に ある も の だ けど .…… この 考え 方 自体 が 、 そ も そ も 、 
に な の か も し れ な い .…… 乗り 越え な いと いけ な い 、 そ う 思 


サフ ィ ニ ア は 小声 で 咳 つ ぶ や き な が ら 、 必 死に 考え こん で いる 。 
こう な る と も う 、 彼 の 存在 も 眼中 に な い だ ろ うつ 。 


魔術 士 は 、 素 質 と 適切 な 指導 に 加え て 、 異 様 な まで の 集中 力 が な 
けれ ば 大 成 し な い 。 名 高い 内 せん 光 こ う の 魔 女 マ チル ダ に 見 こま れ 
て 、 そ の 手ほどき を 受け 、 こ の と お り 魔 術 の 世界 に 没 ば ぼ つ 入 に ゆう 
し て し まえ る サフ ィ ニ ア は 、 そ の すべ て を 間 違 いな く 兼 か ね 備え て 
いる 。 


た だ 、 魔 術士 と し て は 異 賢 だ 。 


サフ ィ ニ ア は 力 を 追求 て いる が 、 そ れ を 己 お の れ の た めで は な 
く 、 仲 間 の た め に 使 お つう と し て いる 。 も っ と 吉 え ば 、 仲 間 た ち を 守 
る た め に 、 助 ける た め に 、 よ り 大 き な 力 を 求め て いる 。 


な ん で お 前 は 一 お 前 だ け じ ゃ な い 、 お 前 た ち は 、 そ うな ん だ 。 


影 ひ び げ は も と より 、 あ の 尊大 を 絵 に 描か いた よう な ジャ ン ・ 
ジャ ッ ク ・ ド ・ ジ ョ ー カ ー で すら 、 ク ロー ディ ア に 命 の 半分 を 分 け 
岳 あたえ て いる 。 そ の 半分 の 命 さ え 、 友 の た め に は 平然 と 捨て よう 
と する 。 他 ほか の や つら は 吉 わ ず も が な だ 。 た だ 一 人 の 人 間 が 生き 
て 死ぬ だ け で も 簡単 じゃ な い は ず な の に 、 そ の 上 あれ も これ も 背負 
お うと し て 、 潰 つが ぶれ させ は すま いと 支え あう っ 。 


一 文 の 価値 も な いな ん て 、 吉 わせ る も の か 。 あ ぁ 一 、 

胸 が 締 し め つ けら れる 。 よ く で きた 飾 か が ざり 物 み た いな 心臓 が 鈍 
に ぶ く 次 う ずく 。 俺 は 失う 。 確 実に 失う 。 こ ん な あたり まえ の こと 
が 、 ず っ と わか っ て いな か っ た な ん て 。 笑 っ て くれ 。 い っ そ 笑 い 物 
に され た ほう が まし だ 。 お 前 た ち が 目 を 閉じ て 、 二 度 と 開か な い !。 
そん な こと が あっ て いい! の か 。 い いわ けが な いじ ゃ な いか 。 

いや だ 、 と 俺 は 思っ て いる 。 聞 きわ け の な い 僚 が 鬼 き みた い だ 。 

彼 の 右手 が サフ ィ ニ ア に 向かっ て の び て い た 。 指先 が 銀色 の 髪 か 
み に ふ れる 前 に 、 慌 あ わ て て 引き 戻 も ど し た 。 本当に 、 自 分 で も 滑 
こつ 稽 け い に 思 うほ ど 、 彼 は 慌て ふた めい て いた 。 


サフ ィ ニ ア が こっ ち を 向い て 目 を し ば た た か せ た 。 「.… 選 う 
Js まじ た が ?」 


向い 0 」 彼 は 首 を 横 に 振 ふ っ た 。「 な ん で も な い 」 
俺 は ひど く 弱 っ て いる 。 
きっ と 、 も う 長 く は 保 た な い 。 


九 巡 月 二 番 日 七 時 五 十 一 分 


「ー と っ 、 た っ 、 て っ 、 と っ 、 た っ 、 た 、 大 変 や ああ ああ ああ ああ 
ああ ああ ああ あ .……… 1」 


ー い つ 匹 びき の 漢 お と こ が 駆 か け て いた 。 漢 は か な り 前 か ら 走 り 
ど お し だ っ た 。 先刻 まで は た だ ひたすら 足 で 地 を 跡 け り 、 腕 うっ で を 
振っ て 身体 か ら だ を 前 進 さ せる こと に 全力 を そそ いで いた の だ が 、 
行く 手 に 目的 地 が 見 えた 途 と 端 た ん 、 漢 は 叫 さ けん だ 。 漢 は 漢 で あ 
る か ら 漢 と し て 、 叫 ば ず に は いら れ な か っ た 。 


「 た 、 大 変っ ! 大 変 ! た い ヘ っ - 一 た 、 大 変 ! へ 、 変 態 ! 
ちゃ つ わ ボ ケ ェ ッ .…… 1 」 


た だ 叫ぶ だ け で は な く 、 治 の 中 の 漢 と し て は ボケ の 一 つく らい は 
か まさ な いと 気 が す まな か っ た 。 どれ だ け 切 せつ 迫 ば くし て いよ う 
と 、 余 よ 裕 ゆ う を か まし て ボケ を ぶち か まし て みせ る の が 漢 の 嗜 た 
し な み と い う も の だ 。 お むしろ 、 状 じ よ う 況 きよ う が 緊 きん 人 迫 ば くし 
て いれ ば 緊迫 し て いる ほど 、 豪 ご う 快 か い に ボ ケ を か まし て こま す 
の が 漢 の 心意気 と いう も の だ と 漢 は 心得 て いた 。 


「 大 変 ! た 、 大 変っ 一 な ん や て ! タイ ヘー ン ッ ! 大 変 や ああ 
ああ ああ ああ あ .…… !」 


モリ ー・ リ ッ プ ス ・ ア サイ ラム の し 門 を 警護 し て いる 秩 ち つ 序 じ よ 
の 番 人 の 隊 士 た ち が 、 漢 を 見 て モト ロー ル 刀 を 抜 ぬ こう か 抜く まい 
か 條 し ゆん 巡 じ ゆん し て いる 。 治 は 内 心 で (わし や 、 わ し 、 わ し や 
が な 、 ジ ブン ら も 新米 の 新 顔 の ド 新 人 や な いん や さか い 、 わ し が ナ 
ニモ ン か くら い は トー ゼン 知っ と ん の や ろ 、 知 らん と は 吉 わ せ へ ん 
で え ) みた いな こと を 思い な が ら も 、 何 せ 漢 な の で そん な こと は お 
く び に も 出さ ず に 突 と つ 進 し ん し た 。 


「 た ああ あ ! いい い UUU い UI へ ん っ ! や ああ ああ ああ ああ ああ 
ああ ああ ああ ああ .……… ! 」 


あたり まえ の こと だ が 、 結局 、 隊 士 た ち は 刀 を 抜か ず に 漢 を 通し 
た 。 


漢 は アサ イラ ム に 駆け こん で 正面 名 げん 関 か ん に 突入 し 、 ま だ 朝 
八 時 前 だ と いう つの に 外来 の 患 か ん 者 じ や た ち が ひ し めく 待合 室 や 受 
付 カ ウン ター 等 々 が ある A 棟 と つう を 、 光 の 速 さ で ( ちゅ うつ たら 、 
ちょ ぉ ー っ ぴり 大 お お 胡 げ 装 さ や けど 、 ま あえ え や うろ ) 走り 抜け 
= 


「 大変 や で ええ ! 大 変 な ん や ! 大 変 や っ ちゅ うつ と ん の や る ろ 
が ! 大 変 や ああ ああ .…… 1 」 


A 棟 を 抜け れ ば 病棟 だ 。 漢 は さら に 速度 を 上 げ て 、 つ い に 光 の 速 
さ を 超 こえ た 。 


限界 は 、 だ が 、 ま だ まだ 先 だ 。 限界 の 向こう 側 を 目指 そう と し た 
漢 の 視界 に 、 横 合い か ら 飛 び こ ん で くる 者 が あっ た 。 


「 廊 ろ つ 下 か は .…… ! 」 


女性 用 ナー ス ・ 医 術士 帳 キ ヤツ プ が 脱 ぬ げ て 飛び 、 金 きん 髪 ば つ 
が な び い た 。 


彼女 は すっ と 身 を 沈 し ず め て 、 す ら り と し た 脚 あ し を 前 に 出し 
た 。 


E 赴 る な 、。、。、。 1! 」 

何 の 前 か と いえ ば 、 漢 の 前 に 。 
つば はお うつ し 1? 」 

漢 は 常人 の 七 百 七 十 七 倍 を 誇 ほ こる 漢 的 超 ち よう 絶 ぜ つ 反 射 神経 
を 駆 く 使 し し て 彼女 の お 御 み 足 あ し を か わ そ うと し た が 、 和 驚 きよ う 
天 て ん 動 どう 地 ち の 漢 お と こ 力 ぢ な から を も っ て し て も 、 そ れ は 上 果 た 
せな い 夢 だ っ た の か 。 
どっ - 一 」 

治 の 身体 が いっ そ 華 か 玉 れ い に 和 宙 に 舞 ま っ た 。 

1 eo 2 ! ュ 


そし て 、 ほ と ん ど 礁 お 々 お し いま で に 回 転 し た 。 


漢 は 漢 ら し く 床 ゆか に 尻 し り を 打ち つけ 、 背 中 を ぶつ け て 目 か ら 
火花 を 散ら し 、 後 頭 部 を 強打 し て 口 か ら 稲 いな 妻 ず ま を 吐 は いた 。 
漢 一 匹 、 全 身 の 穴 と いつ 穴 か ら 漢 の 生 い き 土 り よう が 、 魂 た まし い 
が 、 白 い 煙 け お り の よう お 物体 と な っ て 吹 ふ きだ し た 。 


10 へ ろ は ろ へ る ろ .… ぼ … ほろ へ ろ ふ れ ほ る ろ る .………… へ ろ ふ れ ほ ろ ひ 

れ .……. ひ れ - 一 ヒレ ッ !? 」 漢 は 漢 に ふさ わし い 勢 いで 跳 と び 起 きた 。 
「ー だ ぁ ぁ あぁ れ に ヒレ が つい と ん の じゃ あ ! ヒレ な ん か つい と ら 
ん わい っ 。 つい と っ て た まる か いっ 。 わ し は ヒト 科 の オォ オォ ! 治 の 


中 の 漢 じ や ああ ああ ああ ああ アァ アァ アツ.… 1」 
「 や か まし いっ ! 」 
「 べつ 」 


クリ イー ン な ヒッ ト や で 。 


漢 の 意識 が 天 て ん 井 じ よう を 突 つ き 破 っ て 空 の 彼方 か な た へ と 飛 
ひ 翔 し よう し た 。 そ うし て 星 に ぶち あたっ て 戻っ て きた ら 、 漢 の 肉 
体 は 堂々 た る 大 の 字 に な っ て 寝 ね て いた 。 


SS きい! た .…†…. きい た で .……. ナァ ー イ ス ・ パ ンチ や ..……… 」 漢 は 右 
手 の 親 指 を 立て て 、 渋 し ぶ い 笑え み を 浮 う つう か べ て みせ た 。「- 一 ええ 
モン 持っ と る や な いか 、 ベ アト リー チェ ッ ! 」 
「 拳 こぶ し で は 殴 な ぐっ て な い 、 平 手 で すっ 」 
「 お お 。 せ や っ た の か ぁ ー い 。 そ の わり に は ガツ ン ッ .……『… と きた の 
う 。 お 一 ほほ ほほ 。 痛 、 痛 、 痛 、 痛 .………. っ て 」 漢 は 螺 ら 旋 せ ん を 措 


えがい て 狐 も う 然 ぜ ん と 起き あがっ た 。「- 一 ん な こと や っ と る 場合 
ちゃ うわ ! も の ご っ つ 大 変 な ん や て ! ホン マ に ! 」 


「 大 変 だ ろう つと 何だ ろう と 、 そ ん な に 大 お お 騒 さ わ ぎ し な いで も ら 
えま すか ? ここ を どこ だ と 思っ て る ん で す ? 」 

「 い や いや いや 、 た と え こ こ が ど こ で あろ つと も や な 、 こ れ が 騒が 
ん で いら れる か い ッ ! 」 

漢 に 突き 刺さ さる ベア トリ ー チ ェ の 視線 は 凍 い て つく ほど に つめ 
た い 。「 い っ た い 何 が あっ た っ て いつ ん で すか 」 


「 そ れ や 、 そ れ や が な 、 せ や か ら あ れ や 、 あ の う 、 何 や 、 せ 、 せ っ 


」 


「 邪 じ や 魔 ま な の で 、 あ な た の 存在 ご と 処分 し ます よ ? 」 
『 プ ォ ー ウ ツリ 処分 ツウ !| ノ ォ ーッ ツリ!」 

「 じゃ あ 、 せ め て 人 間 の 吉 葉 を 喋 し や べ っ て くだ さい 」 
漢 は ビビ ッ と 敬礼 し た 。「 善 処 ツ ! 」 

「…… そ うい う の は いら な い の で 」 


「 了 リ り よ う 解 か いや ! ほん な ら 、 い っ く で ぇ ! 発表 し まぁ ー 
す ッ ! 」 


「 そ うい う の も いら な い の で 」 


「 カッ カ し た ら あ か ん て 」 
「 誰 だ れ の せい だ と 思っ て る ん で すか ? 」 
ト わ ね わ じ や! 三 カ ツ ! 。。。 すま ん っ ! すん ま へ ん ! わか っ 


た 、 わ か っ た わ ! わか っ た か ら 、 殴 らん と いて くれ ! な ? 
な ? な ?」 


「 殴 られ た く な い の な ら - 一 」 

「 せ 、 せ 、 せ せ せ 、 せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ 
せ せ せ せ せ せ 戦争 や っ ! 」 

に 2 」 


「 戦争 が 勃 ぼ つ 発 ば つ し ぶん ば ら ば ぁ っ ! 」 漢 は 口 の 周り を 思い き 
け 採 も みほ ぐし た 。「『- 一 い 、 吉 えて へ ん っ 、 こ の わし が 、 わ し と も 
あろ う 者 が 、 吉 えて へ ん っ ! まあ 、 そ ん くら いい 一大事 っ ちゅ う 
わ ッ け や ! な ん し ろ 、 戦 争 な ん や か ら な .………… 1 」 


「 戦 争っ て .… せ …. 」 ベ アト リー チェ は 眉 ま ゆ 根 ね を 寄せ て 腕 う で 組 ぐ 
み を し 、 わ ず か に 首 を 傾 か た むけ た 。「 どこ か 大 手 の ク ラン 同士 
が 、 抗 こう 争 そ つ で も 始め た ん で すか ? 」 

「 そ ん な ん ちゃ つう て .…… ぼ …… ! あの な ! 」 漢 は 生 な ま 貴 つば を 飲み こ 
ん だ 。 し っ か し 一 、 


あれ や の つう つ 、 え っ らい 別 べ つ 如 び ぴん は ん に 育ち よっ た も ん や の 
う 。 初 め て 会 うた と き は よう 玉 か じ ら れ へ ん くら い 青 すぎ て 、 も う 
捨て て まう し か な い 上 果実 っ ちゅ うつ 感じ や っ た の に - 一 っ て 、 何 を 考え 
と ん の や 、 わ し ! わし に は ! アー ニャ ちゃ ん っ ちゅ うつ 人 が お る 
ん や か ら ! 他 ほ か の オナ ゴ は 一 い ッ 切 さ い ッ ! 眼中 に な いっ 
ちゅ つう つね ん ! 一 ホン マ の ホン マ に ホン マ や で ?2 ちゅ つか 、 そ な 
いな こと ゆう と る 場合 や ッ ! な い ッ .……. ! キリ ッ ! キリ 
リッ ! キラ ン ッ .…… ! 


「 一 ラフ レシ ア 第 三 帝 て い 国 こく が ! 帝国 軍 が 、 攻 せめ て きよ る 


同日 八 時 七 分 


ララ ウル シア が ,,、。 !? 」 


開い た 口 が ふさ が ら な いと は この こと だ 。 だ っ て 、 意 味 が わか ら 
な い 。 


マリ アロ ー ズ は ラフ レシ ア 第 三 帝 国 に いた こと が ある 。 だ か ら 、 
風聞 や ー い つ 般 ば ん 常識 より も いく ら か まし な 程度 に は あの 国 の こ 
と を 知っ て いる し 、 下 接 間接 を 問わ な けれ ば 、 年 が ら 年 中 どこ か で 
戦争 を や っ て いて 、 そ の 状態 が 建国 以来 、 ず っ と 継 け い 続 ぞ くし て 
いる こと も 承知 し て いる 。 先日 、 長 年 最大 の 仮想 敵 と いつ か 標的 
だ っ た オー クリ ッ ド 首長 国 の 首都 を つい に 陥 お と し いれ た らし いか 
ら 、 そ の 平定 が すめ ば 、 ま た 新しい 獲 え 物 も の に 狙 ね らい を つけ て 
策動 し た り 、 兵 を 動か し た り し は じ め る だ ろう 。 そ の 触 し よく 手 し 
ゆ は 十 中 八 九 、 中 部 ミツ ド 諸 国 域 ラ ンズ に 向かっ て 伸 の ば され る は 
ます だ 。 

帝国 は 東 へ 、 東 へ と 膨 ば う 張 ちよ うし て ゆく 。 

な ぜ な ら 、 北 に は サン ラン ド 無 統治 王国 が あっ て 、 魔 導 王 時 代 の 
遺物 に し て 現役 の 兵器 で ある 魔 導 捧 た ち に 守ら れ て いる か ぎり 、 そ 
の 国境 が 破 ら れる こと は 決し て な いか ら だ 。 


帝国 は 過去 、 何 度 も サン ラン ド に 挑 い どん だ が 、 そ の た びに 果 あ 
つ 気 け な く 退け られ た 。 と うと う 懲 こり た の か 、 こ こし ば らく は サ 


ン ラ ンド に 侵し ん 攻 こ うし て くる 気配 すら な か っ た の だ 。 


10 紅 etPR 待っ て 。 ち ょ っ と 頭 の 中 、 整 理 す る か ら 。 つ ん ..……. 
マリ アロ ー ズ は 胸 に 手 を あて て 深呼吸 を し 、 物 置 を 見 まわ し た 。 


物 費 と いっ て も 、 窓 が あっ て 、 寝 し ん 台 だ いも 備え られ て いる 。 
も と も と 部 品 状態 まで 搬 は ん 人 に ゆ つ され た 大 型 機械 の 組み 立て に 使 
われ る 別 べ つ 棟 む お ね で 、 端 は し の ほう に 予備 の 部 品 が 置い て あっ た 
り も する けれ ど 、 た いて い が ら ん と し て いる か ら 、 仮 の 住ま いと し 
て モリ ー が 貸し て くれ た 。 


マリ アロ ー ズ も 昨日 の 晩 か ら こ の 物置 に 移っ て 、 今 は トマ トク 
ン 、 ル ー シ ー、 そ し て き ゅ ー の 四 人 ( ? ) で 使っ て いる 。 


ベッ ド は 一 応 、 五 つ 置 いて あっ て 、 三 つ は 空 か ら だ 。 体力 が 余っ 

て いる ルー シー は 走り に 行っ て いて 、 き ゅ ー は 隅 す みっ こ で ベア ト 
リー チェ が 調達 し て き て くれ た 道具 を 使い 、 編 み 物 を し て いる 。 寝 
ね て いる の は トマ トク ン だ け だ 。 マ リア ロー ズ は ベッ ド を 椅 い 子 す 
代わ り に し て いる 。 


まだ 貧血 や 不整脈 な どの 症 し よう 状 じ よう が ある サフ ィ ニ ア と 、 
左足 の 怪 け 我 が を 抱か か えて いる ピン パー ネル 、 意識 が 戻 も どら な 
い 八 ニー メリ ー は 病室 だ 。 ユ リカ は ハニ ー に 付き 流 そ っ て いる 。 カ 
タリ は アサ イラ ム の 空気 が だ 肌 は だ に あわ な いよ う で 、 昨 夜 遅 お そく 
自分 ) の 貸 宿 に 帰っ た 。 人 の は ず ぎ だ っ た : 


見 た と ころ 、 カ タリ の 顔 は むく み 気 味 で 少し 脂 あ ぶら が 浮 う いて 
いる し 、 目 の 下 に つう っ すら と 隈 くま が で き て いる 。 明 ひ げ も 若 じ や 
つ 千 か ん の びている か ら 、 結 局 、 帰 ら ず に 朝 ま で どこ か で 飲ん で い 
て 、 そ の まま アサ イラ ム に 戻っ て きた の か も し れ な い 。 ち ょ っ と 酒 
臭く さい し 。 


「 え えと .……… も し か し て 、 酔 よっ ぱら っ て る ? 」 

「 酔 う て へ ん わっ ! 」 

「 や 、 で も さ 」 

「 ホ ンマ な ん や て ! 第 一 報 が 届い た の ん が 、 何 時 や っ た か な .……… 


と も か く 、 わ し が 聞い た の は 五 時 前 や っ た 。 フ ァ ル コー ネ の お っ さ 
ん ら と 飲ん どっ て - 一 」 


「 あ あ 。 ロ ドリ ゴ ・ フ ァ ル コー ネ ? 鉄 の 心臓 アイ ア ー ツ 協会 
ソサ エ テ イ の 」 


「 せ や ! ほぼ ほ い で 、 わ し も お っ さん も 、 そ ん な ん デマ や ろ 、 あ りえ 
へ ん や ん と 思う ね や ん か 。 そ ら そ うつ や で 。 な ん せ 、 帝 国 は オー ク 
リッ ド の 首都 を 攻略 し た ば っ か し や 。 そ れ は それ で 大 ニュ ー ス や 
し 、 お っ さん ら と も その 件 で だ いぶ 盛り あがっ て た ん や けど も 、 昨 
日 の 今日 っ ちゅ うか 、 オ ー ク リッ ド 侵 攻 は まだ 終わ っ と らん 。 制 圧 
が 完 か ん 了 り よう する まで に は 、 ま だ まだ 山 あ り 谷 あ りや ろ 。 そ な 
いな 状態 で 、 こ っ ち に まで 兵 を 向け よる な ん て 、 常 識 的 に 考え られ 
へ ん ! し か 一 もっ! 帝国 軍 は 無傷 で 国境 を 突 と つっ 破 ば し た らし 
いっ ちゅ う 話 な ん や ! 
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「 せ や ! 普 ふ 通 つ うに 考え た ら な ! せ や か ら ゆ うつ と る や ろ ! 
わし も お っ さん も 最初 は よう 信じ られ へ ん か っ た ん や ! た だ ー 
し ッ ! こっ か ら が 二流 以下 と 一 流 の 違 ち が いや ! 」 カ タリ は ニヤ 
リ と 笑っ て みせ た 。 愉 か つ 好 こう を つけ て いる つも りな の か も し れ 
な いけ れ ど 、 ま っ た く 似 合っ て いな い 。「- 一 オノ レ の 枠 わ くに と ら 
われ と っ た ら 、 超 ちよ う ド 級 の お 宝 は ゲッ ト で け へ ん ! 容易 に 付 
じ ら れ る こと も 、 そ うた や すく は 信じ られ へ ん こと も 、 な ん も か も 
疑う つこ と か ら 始 め る ん や ! お 宝 ゲ ッ ト 以 外 に も 有用 な 、 こ れ は 思 
考 と 行動 の 大 原則 や で ! 」 


「 ま あ 、 た し か に 、 そ うい う 心 が けっ て 大 事 な の か も 。 き み は と も 
か く 、 フ ァ ル コー ネ さ ん が そう し て て 、 あ れ だ け の 実績 あげ て る っ 
て いつ な ら 、 か な り けり 説得 力 ある し 」 


「 う っ さい わ 、 一 喜多 い が な ! - 一 と に も か くに も そ な い な わけ 
で 、 わ し と お っ さん ら は た だ ち に 情報 を 確か く 認 に ん する た め に 八 
方 手 を 尽 つ くし た ん や ! そし た ら ま あ 、 同 じ 話 が あっ ち で も こっ 
ち で も 、 出 て くる わ 出 て くる わ .……… ! せ や けど 、 ま だ ほっ と ー ん 
ど 誰 だ れ も 本 気 に は し と らん か っ た ! た だ 、 目 端 が 利き きよ る 商 
人 連中 は 別 や ! や つら は 情報 網 も う も 持っ と る し 、 一 部 で は も う 
動き が 出 は じ め と る ! 」 


「 動き っ て 」 


「 エル デン か ら 逃 に げ だ す た め の 、 準 備 の 準備 っ ちゅ うと ころ や ろ 
な 、 今 の と ころ は ! も っ と も 、 こ うい うつ の ん は 、 誰 か が 走り だ し 


た 途 と 端 た ん 、 ド カッ と き て ガー ッ と な っ た り し よる か ら 、 も うど 
な いな っ て も お か し な い 状 じ よ う 況 きよ う や で ! 」 


「『「 け ど 、 送 げ る っ て 直っ た っ て さ ..………. ュ 」 マ リア ロー ズ は 頭 を 抱え 
た 。「- 一 て ゆう か 、 国 境 が 破 ら れ た っ て だ け で 、 帝 て い 国 こく 軍 が 
エル デン まで くる か どう か は .………… エル デン に は 魔 導 兵 だ っ て た くさ 
ん いる し - 一 あ 、 で も 、 国 境 に も いる ん だ よね 、 そ れ な の に 、 な ん 
CGNoese 」 


「 は っ きり し た こと は わか らん の や けど も な 。 真 し ん 偽 ぎ の 程 ほ ど 
も 定 さ だ か や な いし 。 た だ - 一 」 カ タリ は 声 を 落と し て 表情 を 険しく 
し た 。 「 帝 国軍 に 、 あ の " 関 光 の スパ ー ク ル 魔 女 ウ イツ チ , マチ ル 
ダ が 荷 か 担 た ん し と る っ ちゅ う 噂 うわ さ が あ る ん や 。 マ チル ダ が 、 
キン グ ・ グ ッ ダ ー の 魔 ま 術 じ ゆ つ を 打ち 破っ て 、 魔 導 兵 を 無力 化し 
た ん や な いか 。 そ な いな こと も 、 ま こと し や か に 語ら れ と る 」 


八 時 二 十 分 


「 お 、 お 姉 様 が .……. 12 」 


事 が 事 だ け に 、 い の 一 番 に 知ら せな いわ け に は ゆか な く て 、 情 報 
収集 だ か 何だ か の た め に ふた た び 旅 立っ た カタ リ と は 別 行動 を と 
り 、 病 室 に 急行 し て 話し た ら 案 の 定 、 サ フィ ニア は 目 を 証 む いて 仰 
ぎ よ う 天 て ん し た 。 


「ー ま あ 、 絶 対 確実 っ て いつ わけ じゃ な いん だ けど ね 。 そ うい う 噂 
が ある みた いで 」 


1 っ お 姉 様 が 、 ラ フレ シア に .……… どう し て .……… で も 、 お 姉 様 の 
だ が 5 何 を 考え て 、 何 を し て も .………… お か し く は な いけ 
し その 力 が あれ ば 、 気 ま ぐれ に .………… 世界 を 滅 ほ ろ ぼ し た けり も 、 
し か ね な いし .………… や っ て し まっ た あと に .………… 何 も な く な っ て し まっ 
て 、 つ ま ら な いと か 、 そ ん な こと を 吉 っ て .………… 弟 で 子 し に 八 つ 当 た 
け ) と か .…『… いか に も 、 し そう な 人 で は ある し .…… W 


「 ど 、 ど ん な 人 な の 、 マ チル ダ っ て .…….… 」 
『 一青 で 、 吉 えば .………. ュ 」 サ フィ ニア は こく けり と うな ずい た 。「 一 天 


真 .……… 六 ら ん 漫 まん 。 欲 し いも の は 、 正 直 に 欲 ほ つ し て 、 な ん と し 
て も .…… つ つかみ と る 。 行 きた いと ころ が あれ ば .………. 何 が あっ て も 、 
必ず 行く 。 そ の た め に 、 時 ち ゆう 踏 ち よ す る こと は .……. な い 。 思 い 
つい た こと は .……… 何 で も 、 実 行 に 移す 。 お 姉 様 は .……. そ うい う 人 」 


「 つま り 一 超 わ が まま ..…… ?」 


「 超 .……. 超 .…… 超 .…… 超 、 超 、 超 .……. 超 超 超 超 超 超 超 超 超 超 超 超 超 
超 超 超 超 .… わ が まま 」 


「 し か も 、 最 強 と か 最上 と か 最高 と か 吉 わ れ て る 魔術 士 で 一 最悪 だ 


ol lp od 本 ュ 」 サ フィ ニア は 右手 を 左手 で 握 に ぎり し め 、 ひ どく せ 
つ な く て 美しい 泣き 笑い みた いな 表情 を 浮か べた 。「 だ か ら こ そ 、 
お 姉 様 の 愛情 は .……. まっ すぐ で 、 大 きく て 、 激 し く て .……… ー 朗 で 
二 お 姉 様 に 愛さ れ た 者 は .……… 決 し て 、 忘 れ ら れ な い 。 あ の 人 
Ni 嫌 き らい に な ん か 、 な れ な い !。 お 姉 様 は 、 ど こま で も 魔術 土 
2 そし て た ぶん 、 人 間 で も ある か ら 。 自 分 自身 の 、 の 何 
ー つ 、 否 定 し な い 。 気高く て 、 突 つき 抜 ぬ け て いて .……『…. こ が れ ず 
に は 、 い られ な い 。 ど ん な に 目指 し て も .……『……. 還 き を 3 に 生け 
お 姉 様 は .……… わた し の 目標 な の 」 


Se MA eS ちょ っ と っ て いう 
0 目 像 で き な い ん だ けど ee 


「 僕 と し て は 、 明 ら か に サフ ィ ニ ア の ほう が 百 万 倍 以上 、 好 まし い 
けど ね ? だ っ て 、 そ ん な 人 と うま く や れ る と は 思え な いし 。 や り 
た くも な いし 


も し 、 会 っ た ら .。. ュ 」 サ フィ ニア は 目 め 許 も と を ゆる め た 。 
ua お 姉 様 は 、 き っ と .……… マ リア の こと を 、 気 に 入る と 思 つ 」 


「 や 、 や め て よ 。 気 に 入ら れ た り し た ら 、 怖 こわ いっ て ば 。 そ の 手 


の 人 っ て 、 だ いた い 気 に 入っ た 相手 に は ろく な こと し な いん だ か 
ら 」 


サフ ィ ニ ア の 拓く ちび る が その 名 を 紡 つ お い だ 瞬 し ゆん 間 か ん 、 


病室 の 温度 が 一 気 に 二 度 か 三 度 くら い 下 が っ た よう に 感じ た 。 気 の 
せい だ ろ つ か 。 い や 、 き っ と 違う つ 。 


ベッ ド で 上 半身 だ け 起 こし て いる サフ ィ ニ ア の 身体 か ら だ か ら 、 
何 か 目 に は 見 えな い 流 れ の よう な も の が 放散 され て いる 。 そ れ が 
きっ と 室 気 を 冷や し て いる の だ 。 


2 閉 LO の 2 回 三 あ 2 "隠者 ハー ミツ ト , 。 あ の 人 は .…… お 
姉 様 と 、 同 じ 師 に 見 い だ さ れ て 、 育 て られ た ..……… ぼ … 吉 っ て みれ ば .………. 
姉 計 の よう な も の 。 知 ら な か っ た けど .………… お 姉 様 は .…… 自分 の こ 
は 、 ほ と ん ど お っ し ゃ ら な いか ら .…… で も 、 何 の 繋 つ な が けり も な い 
と は 、 考 え づ らい .……. 」 


「 それ は - 一 そう か も ね ,」 


「 あ の 人 は .……… 八 ニー メリ ー を 始末 し よう と し た .……. " 周 腸 の ス 
カー レツ ト 経 山羊 スケ ー プ ゴー ト ,, の 隠者 ハー ミツ ト ,, と し て 。 
わた し た ちの 、 こ と は .……… お そら く 、 つ いで に すぎ な く て .……… 動機 
は 、 私 し 急 え ん 」 コ 


「 あ の さ 」 マ リア ロー ズ は ベッ ド の 端 は し に 腰 こ し か け て 、 布 必 団 
と ん を つか ん だ 。「『- こ の 際 だ か ら 、 吉 っ ちゃ っ て いい ! か な 。 僕 が 
考え て る こと 」 

Se 何で も 、 話 し て 」 

「 じゃあ 、 吉 つけ ど - 一 ほっ と 、 あ の リル コ っ て 人 、 ト マト に 振 ふ ら 
れ た ん だ と 思う ん だ よね 。 それ で 、Z 00 に いら れ な く な っ て 、 逆 
さか 恨 つ ら み し て る ん じゃ な いか な 。 や 、 ま あ 、 な ん か 、 そ ん な 簡 
単 な こ と じゃ な く て 、 本 当 は も っ と 込み 入っ て る の か も し れ な いけ 
ど 、 よ うす る に そう いう こと な ん じゃ な いか な っ て 」 


お だ し は ュ 」 サ フィ ニア の 手 が 布 団 を まさ ぐる よう に 動い 
CO わた し の 、 考 え は .…… 四 


「 う ん 」 マ リア ロー ズ は サフ ィ ニ ア の 指 を そっ と 握っ た 。 


和 Pt あの 人 は .………… トマ トク ン の 、 恋 こい 人 びと だ っ た ん じゃ な い 
か と RCCCPD 思っ て た 」 


「 そ っ か 」 マ リア ロー ズ は 手 に 力 を こめ た 。 


痛い - 一 ん だ ろう な ぁ 。 
好き な 人 の 、 そ うい つこ と を 考え る の っ て 。 


僕 に は よく わか ら な いけ ど さ 、 で も 、 痛 いよ ね 、 絶 対 。 胸 が 、 そ 
の 奥 の ほ う が 、 心 が 、 痛 く て た ま ら な いよ ね 。 


ga 実際 、 会 っ た ら 020 すご くき れい な 、 人 だ し .………. わ た し な ん 
か と 、 違 ちがっ て .… ぼ … 大 人 っ ぽく て .………. わ た し だ っ て 、 子 供 じ ゃ な 
い の に .…… で も 、 ぜ ん ぜん 違う し 。 わ た し .…… 色 気 、 な いし 。 た ぶ ぶ 
ん .……… 男 の 人 は .…… ああ いう 女 の 人 に 、 好 か れ た ら .…… な ん て いつ 


「 そん な こと な いっ て ,」 


「 あれ 、 ど っ か ら ど う 見 て も 悪女 だ よ ? 系 っ て いつ か 、 完 全 に 
悪女 だ よ ? 吉 い 意味 で 魔 ま 術 じ ゆ つ 土 し 的 で さ 。 性 格 と か も そう 
NSIM 

通じ ゃ な く た っ て 、 か な り 引 くっ て 。 そ れ に さ 、 き れい っ て いっ 
た ら 、 サフ ィ ニ ア の ほう が ずっ と きれ い だ よ 」 


サフ ィ ニ ア は うつ お むい て 、 無 吉 で 首 を 左右 に 振っ た 。 


「 僕 は ほん と に そう 思う けど ね 。 僕 が 思っ て も っ て 感じ は する け 
ど 、 何 だ ろ 。 あれ が 復 ふ く 讐 し ゆう だ と し た ら さ 、 て ゆう か 、- 一 あ 
の 人 が 帰っ て き て 、 あ な た が た の 亡 な き 骸 が ら を 見 た ら ど ん な 顔 を 
する か し ら 」 マ リア ロー ズ は わざ と 似 て いな い 口 くち 真 ま 似 ね を し 
た 。「- 一 と か 喜 っ て た し 、 復讐 な ん だ ろう けど 、 あ あい うこ と 考え 
る の っ て も う 、 人 と し て ダメ で し ょ 。 超 最低 S UC K だ よ 。 ト マト 
が あん な 女 と .… っ て いう の は さ 。 僕 は ちょ っ と 、 考 えら れ な いん 
だ よね 。 ぬ ぼーっと し て る けど 、 あ 、 ご めん ね ? こん な 吉 い 方 し 
て 。 で も 、 そ こま で 見 る 目 が な いと は 思え な いよ 。 あ 、 こ の 吉 い 方 
も まず いか な 」 


「 う つん 」 サ フィ ニア は マリ アロ ー ズ の 手 を 握り か え し て 微笑 ほほ 
えん 7 だ っ と わた し も 、 あ の 人 は な いっ て 思わ な くも な いし 、 そ 
う 思 いた い .…… だ けど 、 ト マト クン は 大 きい 人 だ か ら .……. どん な 相 
手 で も 、 平 気 で 受け 容 い れ て し まう ん じゃ な いか っ て .………… あの 人 
が 、 ZOO に いた こと は 、 間 違い な いん だ し .……『…. W 


「 うーん.……… 結局 、 推 測 だ か ら ね え 。 い っ その こと 、 き いち ゃ え 
ば いい ん だ よね 。 本 人 に 。 ず ば っ と さ 。 サ フィ ニア は 無理 だ ろう か 
ら 、 僕 が 確か め た っ て いい し 」 


0 知る の が 、 怖 こわ いっ て いつ の も 、 あ っ て .………… 」 

「 あ ー。 そ っ か 。 そ うだ よね 。 知 ら な いつ ち は 漠 ば く 然 ぜん と し て 
て 、 な ん か こう 、 自 分 の 気持 ち 次 し 第 だ いみ た いな と ころ も ある だ 
ろ つ けど 、 答 え が 出 ちゃ っ た ら 事 実に な っ て 、 動 か し が た く な る わ 
尿 正 


財 フ ルー 2 Ss あく まで 、 過 去 の こと だ 
に 0 DD、 こと に こだわ る の も 、 ど うな の か な っ 


て 、 思っ た だ たり も し て ,….. 23 邊 芝 つど し で わた だし いや な 
女 だ な っ て 218828 」 


「 い や あ 、 で も 、 気 に は な る ん じゃ な い ? や っ ぱり 。 は っ きり し 

な いっ て いう の が ね 。 余計 さ 。 僕 だ っ て 、 な ん か 気 に な る も ん 。 僕 

は た だ 気 に な る だ け で も 、 サ フィ ニア の 場合 は それ じゃ すま な いで 
ょ 。 自然 だ と 思う けど 」 


2 く な ら 、 自 分 で 計 く 。 な ん か 、 マ リア に ..……… そ ん な こと さ 
が 悪い し 」 


「 悪 くる は な いっ て 。 吉 っ た と お り 、 僕 も 気 に は な っ て る ん だ し 。 て 
ゆ つ か まあ 、 い ろ い ろ ね 。 は っ きり させ と か な いと な 、 と か .…… 四 
マリ アロ ー ズ は 一 度 下 を 向い て 、 上 うわ 目 め 遺 づ か いで サフ ィ ニ ア 
の 瞳 ひ と み を 覗 の ぞい た 。 こと 。 いろいろ 、 さ 。 も し 
か し た ら 、 さ っ き の - 一 あの 女 の こ と に も 何 か 関 係 が ある の か も し れ 
な いし 、 と に か く .…… いろ いろ 、 関 か か わっ て きそう な 感じ が する 
ん だ よね 」 


0 クン 時 8 」 詩 ひ 肉 す い 色 の 両 り よう 眼 め に 、 瞬 し ゆん 間 
か ん 、 深 い 光 が 射 さ し た 。 「 魔 導 王 を .………… 真 接 、 知 っ て いる ん じゃ 
な いか と 、 思 つ 」 


「 う ん 」 マ リア ロー ズ は 大 くち びる を 引き 結ん で か ら 、 静 か に 息 を 
吐 は いた 。 0 そつ うだ ね 」 


[つつ あ 」 


0 jsy/ = ュ 」 サ フィ ニア は 目 を 伏 ふ せ た 。 「 一 人 で .….…. 担 か か え こ 
ん で いる な ら .…… どう に か 、 で きる な ら .., 。 どう に か 、 したい 。 何 
Go し た い 。 そ れ は 、 た ぶん .……. み ん な 、 同 じ 気 持ち だ と 思う 


「 そ うだ ね 」 マ リア ロー ズ は 上 顔 を し か め て 低く 喰う な っ た 。「- 一 そ 
うな ん だ よね え 。 し ょ いこ も うと する な と か 、 僕 に は 吉 う けど さ 。 
じゃ あ 、 自 分 は どう な の っ て 話 。 一 人 で 何で も か ん で も 持っ ちゃ お 
うと し て さ 。 こ っ ち だ っ て 、 手 伝 う くら い の こ と は で きる ん だ よ 
トマ ト は 他 ひ 人 と に 頼 た よっ た り 甘 えた りす る の が 、 す っ ご い 下 手 
な ん だ よね 」 


0 マリ ア が 吉 う と 、 な ん だ か .……. 四 


「 や 、 僕 は か な けり 頼 っ て る っ て 。 み ん な に 頼り まく っ て る っ て 。 頼 
ら な いと 何 も で き な い し 」 


「 わ だ し も .,….. 頼 っ て る 。 マ リア に も .... ユリ カ に も .………… 他 ほか の 


「 持ち つ 持 た れつ っ て や つじ ゃ な い ?2 その へ ん は 。 ト マト は 、 で 
も 、 仕 事 の 割り 振 ふ !) と か は けっ こう つや る ん だ けど さ 、 何 2? こ 
55 気持 ちの 上 で ね 。 誰 だ れ か に 支え て も ら う っ て いつ の が 、 あ 
ん まり な いと 思う ん だ よね 。 だ けど 、 そ うい う の 、 ま っ た く 必 要 な 
いっ て こと じゃ な く て さ 。 き っ と 、 つ うつ まく で き な い ん じゃ な いか 
な 、 と か 」 


9 求め る こと が 、 上 手 に で き な い な ら .……… た と え 、 求 め ら れ な 
6 eS こっ ちか ら 、 支 える こと が で きた ら .… いい ん だ け 

「 積 極性 ? 」 

うぅ 」 サフ ィ ニ ア は 眉 ま ゆ を 八 の 字 に し て 情け な い 顔 を し 


い ) 


CC 


あま り に か わい いも の で 、 抱 だ き し め た く な っ た 。 


「 砕 く だ けち ゃ つう つっ て こと は た ぶん な いと 思う か ら 、 当たっ て みれ 
ば いい ん じゃ な い ? 」 


Nas そう いえ ば .…… ル ニー に .………. な ん て いう か .………. 既 き 成 せい 事 


実 を 作っ て し まっ た ら .………… みた いな こと を 、 吉 われ て 
「 き せい じじ つ ?2 ああ ー 一 」 


そっ ちの 方 面 に は は か な り 王 う と い ほ うだ と は 思う けれ ど 、 な ん と 
な くわ か る 。 い や 、 意 味 は ちゃ ん と わか っ て いる 。 わ か っ て は いる 
も の の 、 こ っ ちの 方 面 に 話題 が 及 お よぶ と 、 果 た し て つい て ゆけ る 
か どう か 。 や や 不安 だ 。 


「 ま あ 、 そ れ も 一 つの 手 か も し れ な いけ ど 。 あ っ ちか ら は きそう に 
な いし 、 た と えば ほら 、 寝 ね 込み を お そう .………. 的 な ? そう いう 
こと で も し な いと 、 そ れ は それ で 難し い の か な .… と か ?」 
eS 寝込み を .…… や っ ぱり 、 そ れ し か .…… 四 


「 く 、 企 くわ だ て ちゃ っ て る の .……. ? コ 


「 あ 。 だ よね え .…… ぼ あれ 、 心 配 だ よね 」 
Ng 人 ハル ニー も 、 ま だ .…… 意 識 が 戻 も で ら な いし .…… 四 
「 その 上 、 今 度 は 戦争 っ て .…… 四 


「 何 か が .…… ュ 」 サ フィ ニア の 表情 が 突 と つ 然 ぜん 、 う つろ に な っ 
た 。 そ の 視線 は 虚 こ 空 あき お ら な どこ か 一 点 を 凝 ぎ 
よう 視 し し て いる 。「.…… 大 き な 、 音 を 立て て ..……. 何 か が .……… す べ 
て が .……… 変 わろ うと し て いる .……… 四 


5 ズ は サフ ィ ニ ア の 手 を 強く 握っ た 。「- 一 サフ ィ ニ 
1 ? 」 サ フィ ニア は こっ ち に 向き な お っ て まばたき を し 、 す 


が る よう に マリ アロ ー ズ の 手 を つか みな が ら 請 を さわ っ た 。 
わた し 、 今 .……… 何 を .………. 四 


CC 


「 身体 か ら だ が .……!?」 


何だ ろう 。 走 っ て 、 走 っ て 、 走 り ま くっ て 、 今 の 今 ま で へ と へ と 
に 疲 つ か れき っ て いた 。 も うだ め だ 。 限界 だ 。 さ す が に 休ま な いと 
まず い 。 息 も まとも に で き て いな い 。 こ の まま だ と 倒 た お れる 。 も 
う 間 も な く ぶ っ 倒れ て し まう 。 あ あ 、 空 が 、 昼 下がり の 太陽 が 、 地 
面 が 、 ぜ ん ぶ 溶 と け あ っ て 、 何 も か も 何 が な ん だ か わか ら な く な っ 
て 、- 一 その 直後 、 突 然 、 全 身 の 血 液 が 熱く て つめ た い む 眉 じ ゆん 
する 強 き よう 烈 れ つ な 流 れ に な っ て 、 そ れ が 脳 の う 髄 ずい に まで 達 
し た 途 と 端 た ん 、 こ ぉ ー ん な に 小さ く 狭 せま く な っ て いた 視界 が 一 
気 に 数 十 合 、 い や 、 数 百倍 に 拡大 し た 。 


識 気 の 味 が 明確 に 感じ られ て 、 風 は まる で 心臓 の 鼓 こ 動 ど うつ の よ 
う で 、 ぽ くっ て も し か し て この 世界 の 主 あ る じ 的 て き な 何 か ? 支 
配 者 と な る べく し て 生ま れ た 者 ? そう と し か 思え な い ! 


だ っ て 、 身 体 が 軽い 、 軽 い 、 軽 い ! 羽 な ん か 生え て な い 、 そ れ 
は わか っ て る けど 、 で も 、 目 に は 見 えな い 細 つ ば さ が あ る と し か 思 
えな い ! 今 な ら 何 で も で きそう ! で き な い こと な ん て 何 も な 
い ! こう いう の っ て な ん て いつ の か な ALUHa! 全能 感 ? 万 
ば ん 能 の つう 主義 者 の 到 と う 達 た つ 点 ? 神 に な っ た 気分 ? 神 ! 
Yeahhhhhhhhh! た し か に 神 っ て 感じ ! 今 の ば く は 
神 ! だ か ら 、 ま だ まだ 走れ る ! どこ まで も 走っ て 行け る ! 必 
ず た どり つけ る ! 


気持 ちい いな ぁ 。 こ ん な に 気持 ちい いこ と が ある な ん て 。 ぼ ぽく は 
正 牌 、 ど うし よう も な く て た ま ら な く て 、 自 分 で 自分 を 慰 な ぐさ め 
まく っ た けり し て る けど 、 そ れ よ り ず ぅ 一 っ と イイ ! 最高 だ よ 最 
高 、 ト レヴ ィ ア ン だ よ ト レヴ ィ ア ン っ て 何 ? わっ か ん な ー い | ! 
わか ら な いけ ど そ ん な 感じ ! 気持 ち EEEEEEEEEEEEE 
EEEEEEEEEEEEEEEEE.……… ! 


ルー シー・ ア ッシュ カバ ー ド は 午後 の エル デン を 駆 か ける 駆け る 
駆け る 。 た し か に 気持 ちい いん だ けど 、 気 持ち よく な り た く て 走っ 
て る わけ じゃ な いん だ ! まあ 、 こ ん な に 気持 ちよ く な れる な ん て 
思っ て な か っ た し ! お し ろ 、 さ っ きま で 気分 は 最悪 だ っ た 。 お 馴 
な 染 じ み の 無 力 感 、 自 己 嫌 け ん 悪 お 、 ぼ ぽく は 未熟 で 力 が 足り な く て 
弱く て 、 も っ と ぼく が うま く や れ た ら 、 も っ と も っ と 考え て 効率 よ 
く 動 いて 効果 的 な 働き が で き て いた ら 、 あ ん な 大 お お 怪 け 我 が を し 
て いた ピン プ さ ん に 無理 を させ ず に すん で いた だ ろう し 、 そ し た ら 
左足 が も げ ち ゃ っ た り し な か っ た か も し れ な いし 、 ハ ニー さん の こ 


と だ っ て 助け られ た か も し れ な いし 、 途 中 で 気 を 失っ ちゃ つう な ん て 
失態 を 演じ な か っ た は ず だ し 、 マ リア さん と か サフ ィ ニ ア お 姉 様 が 
死に そう な 目 に 遭 あ いな が ら 戦っ て いた と き に 、 ぼ ぽ ぼく は の ん き に の 
び て た な ん て ほん と も う 、 考 える だ け で 頭 が パー ッ て 破 は 裂 れ つ し 
ちゃ いそ うだ し 、 と に か く 許 せな い ! 許せ な い ! 許せ な い ! 
許せ な い ! こん な 弱っ ちい 自分 が 、 ど うし た っ て 絶対 、 絶 対 、 絶 
対 、 許 せな い .…… せ …. ! 


わか けり ます か 。 誰 か わか っ て くれ ます か 。 わ か っ て くれ ませ ん 
か 。 


ぼく の 父 は あの S TX な ん で す 。 こ の エル デン で も 、 あ れ ほ ど 悪 
逆 非 道 の 限り を 尽 つ くし た 者 は いな いと 思わ れ て いた りす る 、 あ の 
S T X で す 。 悪 く て 、 ひ どく て 、 負 けち ゃ っ た けど や っ ぱり 強かっ 
た 、 あ の S T X な ん で す 。 


ぼく は S T X の 人 息 び むす 子 こ で すけ ど 、 お 母さん は いい 人 で し た 。 
善 恨 で 、 や さ し く て 、 美 し く て 、 い い 女 で し た 。 た ぶん 、 あ の 父 で 
も 愛し て し まっ た くら い 、 い いい \ 女 で し た 。 


そん な 父 と 母 を 持つ ば ぼく は 、 い い 人 に な けり た い 。 


奪う ば うつ よう に 愛す る こと し か で き な か っ た 父 と は 違 ち が う 。 信 
じ て 待つ こと し か で き な か っ た 母 と も 違う 。 大 切な 人 た ち を 、 大 好 
き な 人 た ち を 、 ぼ く は 守り た い 。 彼ら に 何 か を 所 あ た えた い 。 役 に 
立ち た い 。 喜 ん で も らい た い 。 彼ら の 不幸 せ す を と り の ぞ で きた い 。 幸 
せ に し た い 。 


そし て 、 そ し て 、 本 音 を 吉 い ます 。 
ぼく は 愛さ れ た い 。 


憎 に くま れ た く な い 。 恐 お それ られ た くも な い 。 大 事 に され た 
い 。 抱 だ き し め て も らい た い 。 包 みこ ん で も らい た い 。 大 だ い 丈 じ 
よう 夫 ぷ だ よ と 吉 っ て ほし い 。 大 丈夫 だ よ 、 ル ー シ ー。 き み は い い 
子 だ よ 。 が ん ば っ て る よ 。 よ く や っ て る 。 ち ゃ ん と わか っ て る よ 。 
認め て る よ 。 き み が 生 まれ て き て くれ て 、 嬉 つれ し いよ 。 き み に 会 
えて よかっ た よ 。 き み が 好 きだ よ 。 大 好き だ よ 、 ル ー シ ー。 


寂 さ び し い と き は 、 ぼ ぽく は 自分 に 向かっ て 、 そ ん な こと を 吉 っ て 
あげ ます 。 吉 えば 吉 う ほど 、 も っ と 寂し く な っ て 、 胸 が 潰 つぶ ぷれ そ 


うに な り ま す 。 ぼ ぽく っ て 、 か わい そう な や つ だ な 。 で も で も 、 ぼ く 
は 哀 あ われ まれ た く な い 。 ぼ く の こ と を 衣 れ だ と 思う の は 、 自 分 だ 
け で 十分 ! 喪 れ み じ ゃ な く て 、 ぼ ぽ ぼく は 愛 が 欲し !! ぼく の こと 
を 愛し て くだ さい ! その た め に は .………… ? 


その た め に は 、 強 く な ら な いと ! 


大 切な 人 、 全 員 を 守れ る くら い 、 強 く ! 誰 だ れ よ り も 強く な っ 
て 、 馬 お ご ら ず に 、 懐 ふと ころ が 深い 、 器 うつ わ の 大 きい 人 間 に な 
ら な いと ! 強く て 、 度 量 が 大 きく て 、 正 し い 人 間 に な っ て 、 い っ 
ぱい 、 い っ ぱい 、 あ ふれ る くら い に 愛 し た ら 、 ぼ ぽ ぼく は きっ と 、 愛 さ 
れる ! 


いつ も は 不安 が 九 割 、 期 待 が 一 割 だ けれ ど 、 今 は な ぜ か 確信 で き 
ちゃ っ て る 。 声 が 聞こ える 。 大 丈夫 、 大 丈夫 だ よ 、 ル ー シ ー。 大 丈 
大 祥 よ 、 ルー シー。 大 丈夫 だ よ 、 ルー シー。 大 丈夫 だ よ 、 ル ー 
シー。 大 丈夫 だ よ 、 ル ー シ ー。 ALUHa! マリ ア さ ん の 声 だ 
な ! ぼく 、 マ リア さん の こと 大 好き だ し ! 女の子 じゃ な く た っ 
て 関係 な い の に ! ぽく は そん な こと 気 に し な いん だ けど ! 八 
ニー さん も すてき だ けど ね ! 美人 だ し 、 か っ こい いし 、 そ れ か 
ら 、 あ の お っ ぱい に は や られ た な ! 微 び 妙 み よう に 無防備 な と こ 
ろ と か 、 な ん か も う や ば いよ ね ! 早く 目 を 覚まし て くれ る と いい 
ん だ けど .……… ! 


不安 な ん て 、 抱 いて た っ て 仕方 な いん だ 。 不 安 は ば ぼく を うつ むか 

せる だ け で 、 背 中 を 押し て は くれ な い 。 希望 と 確 人 千 だ けが 、 ば ぼく を 
走ら せる 。 飛ぶ よう に 、 走 ら せ て くれ る 。 す ご いよ 。 ぼ くっ て ば 速 
い 、 速 い 、 速 ぁ ー い 。 Ye a y………… ! 


こん な ふつ うに 走っ て いて も 、 ぼ ぽく の 意識 は バァ ーッ と 開か れ て い 
て 、 よ く 見 える し 、 よ く 聞 こえ る 。 ス ター ト 地 点 は 第 六 区 の モ 
リー・ リ ッ プ ス ・ ア サイ ラム で 、 第 六 区 を 巡 め ぐっ た あと 環 か ん 状 
じ よ う 通 どおり を 通っ て マキ シマ ム AM ド ラゴン ・ ス トリ ー ト を 北 
上 し て 北 ほ く 斗 と 門 へ 、 引 きか え し て 動物 園 事務 所 が ある 第 二 王 立 
銀行 を 一 回 り し て 南 へ 、 南 へ 、 南 へ 、 第 十 三 区 の 高層 寺院 と 高層 寺 
院 の 間 を 駆け 抜 ぬ け て 第 一 区 に 入っ て ひたすら ぐる ぐる し て 、 そ れ 
か ら 第 二 区 、 第 三 区 、 第 四 区 と 回 っ て 、 第 五 区 に 入っ た と ころ だ 。 
第 五 区 。 第 五 区 ! 第 五 区 .… せ …. ! いろ ん な お 店 が いっ ぱい 、 い っ 
ぱい あっ て 、 人 通り も 多い か ら 気 を つけ な いと ね ! 


で も 、 平 気 な ん だ 。 ぼ くに は 見 える 。 人 の 流れ が 。 そ れ だ け じ ゃ 


な い 。 誰 が こっ ち に 注意 し て いて 、 誰 が 注意 し て いな いか 。 一 人 一 
人 の 顔 が 見 える 。 視線 の 行く 先 が わ か る 。 口 の 動き が 見 える 。 話 し 
声 だ っ て 、 断 だ ん 片 べ ん 的 に だ けれ ど 、 聞 こえ る 。 こ ん な に 全力 疾 
し つ 走 そう し て いて も 、 ぽ ぼく に は ちゃ ん と わか る ん だ 。 


だ けど 、 ち ょ っ と 変 だ な 。 


疾走 し て いる ルー シー・ ア ッシュ カバ ー ド を 見 て 、 何 だ 何だ 、 と 
いう 顔 を する 者 、 ま た お か し いや つが いる よ 、 と で も いい た げ な 表 
情 を 浮 う か べ る 者 、 飛 び 退 の いて 、 危 ね え じ ゃ ね え か こ の クモ ソウ 
野 フ 郎 オ 、 と 悪態 を つく 者 、 指 さす 者 、 口 笛 を 吹 ふ く 者 、 拍 は く 手 
し ゆす る 者 、 声 せい 援 え ん を 送る 者 、 十 人 十 色 、 反 応 は さま ざま 
で 、 そ れ が また 気持 ちよ か っ た りす る 。 だ けど 、 ち ょ っ と 変 だ な 。 


ぼく を まる っ きり 無視 し て いる 人 、 け っ こう 多く な い ? 無視 っ 
て いう か 、 他 ほか の こと に 夢中 で 、 ぼ ぽく の こと な ん か そもそも 目 に 
入っ て な いっ て いう か 。 


街 が な ん だ か ざわ つい て いる ん だ な 。 


それ は 、 ぼ ぽ ぼく の せい じゃ な く て 、 原 因 は 他 に あっ て 。 も ちろ ん 、 
ぼく を 見 て 騒 さ わい で いる 人 も いる ん だ けれ ど 、 思 っ た より 多く な 
く て 。 た と えば 、 何 か 盛 せ い 大 だ いな パー ティ ー が 開か れ て いて 、 
催 も よ お し 物 な ん か も あっ て 、 み ん な それ に 熱中 し て いて 、 で も 、 
そっ ち に 関心 が な か っ た り 、 注 意 力 が 散 さ ん 温 ま ん だ っ た りす る 人 
も いく ら か は いて 。 ぼ ぽく は その パー ティ ー 会 場 に 乱入 し て 、 派 手 な 
こと を や ら か し て 注目 を 浴び よう と する ん だ けれ ど 、 喝 か つ 来 さい 
し て くれ る の は 、 そ うい う 一 部 の 人 た ち だ け で 。 も っ と こう 、 パ ー 
ティ ー を 人 台無し に し ちゃ うく らい の 騒 そ う 動 どう を 巻き 起こ す つ も 
り だ っ た ぼく に と っ て は 、 物 足り な く て 恥 は ず か し い 結 果 だ っ た けり 
し て 。 勝手 な 話 か も し れ な いけ れ ど 、 何 だ よ 、 み た い に 思 っ て 。 何 
だ よ 、 何 だ よ 、 ち ぇ っ 、 何 だ よ 。 こ れ じ ゃ あ 、 な ん か ぼく 、 た だ の 
痴 し れ 者 も の みた いじ ゃ な いか 。 い や まあ 、 そ うな の か も し れ な い 
は どき 。 


不 本 意 で は あっ た が 、 ル ー シ ー は 足 を ゆる め た 。 速度 を 落と す 
と 、 急 に 身体 か ら だ が 重く な っ て 、 全 身 を 濡 ぬ らし て いる 汗 あ せ に 
まで 重み を 感じ る よう に な っ た 。 


走る どこ ろか 歩く の も 億 お つ 却 くう と いう つか 、 つ らい 。 立 ち 止 ま 
る と 、 ひ と り で に 上 半身 が 前 に 傾 か た び い て 、 放 ほう っ て お いた ら 
SM 両手 で 両 り よう 膝 ひ ざ を 押さ える よう 

な 姿勢 に な っ て 、 な ん と か こら えた 。 つ っ わ わ わ わ 。 汗 が 滝 た き 。 
ぼ た ぼ た じゃ な い 、 ど ば ど ば 落ち て 、 あ っ と いう 間 に 水 た まり が で 
きた 。 


0 き 、 き っ と .……、 あ れ だ 。 な ん か 、 こ う .………… 人 ルイ に な っ て て 、 
お か し く な っ て .……、 そ れ で 、 あ ん な ふつ に.………… つ ええ ぇ 」 吐 は き 気 
けが し て 口 を 押さ える と 、 身 体 を 支え る 力 が 半減 し た せい で 、 よ る ろ 
の て し まっ だ 5 い だ め だ な あ 、 ぼ ぽく.… ご が な が も っ と 、 
コン トロ ー ル で きる よう に な ら な いと .…… 四 


た ま に 、 別 の 自分 が 自分 に 取っ て 代わ っ て 、 0 
まう そい つ を お さえ よう に も 、 そ の と き は 自分 が その 別 の 自分 
な っ て し まっ て いて 、 あ と で お か し か っ た と 気づく 。 当 由 の 
が あっ た りす る 。 そ の 別 の 自分 を 、 ル ー シ ー は 何より も 恐れ て い 
た 。 


お 父さん の 血 か も し れ な い 。 


そん な 考え 方 は た ぶん 、 責 任 転 て ん 嫁 か な の だ ろう 。 た と え 父 か 
PE ジ ク え い 響 きま よう し て いる の だ と し て も 、 ル ー 
ー は それ を 自分 自身 の も の と し て 引き 受け な けれ ば な ら な い の 

自分 で 制 せ い 御 ぎ よ し な いと いけ な い 。 その 方 法 を 見 つけ な い 
骨 間 1 わか っ て いる の に 、 ま た 乗っ と られ か けた 。 


PE あい つ は 、 0 た NAS 強い 。 ぼ ぽく は 、 あ いつ より 
b く た な ら な いと .…… 


呼吸 を 落ち つけ て 上 体 を 起こ し 、 手 の 甲 こう で 顔 の 汗 を ぬ ぐ っ 
た 。 


あたり を 見 まわ す と 、 さ っ きよ り も 視界 が 狭 せ まく て クリ ア じ ゃ 
な い 。 何 か 薄 う すい 膜 まく を 一 枚 通 し て 見 て いる か の よう だ 。 さ っ 
き は さえ て いた の に 。 ぜ ん ぶ 新 し ん 鮮 せ ん で 、 広 が り が 、 深 み が 
あっ て 、 色 や 形 の 一 つつ に 心 が 動か され た 。 


で も 、 あ の 状態 を 欲 ほ つ し た ら 、 あ いつ に の みこ まれ て し まい そ 
な 気 が する 。 


これ っ て 、 あ いつ の 手 な の か な .…… ? 


ルー シー は 拳 こ ぶし を きつ く 握 に ぎり か た め て うな ずい た 。「『 一 
騙 だ まさ れ な い .………. 負 け な い ぞ 」 


それ に し て も 、 や っ ぱり 街 が ちょ っ と 変 だ 。 


この あたり は 鉄 て つ 鎖 さ の 直 い こい 場 に ほど 近く て 、 行 き 交 か う 
人 の 流れ も それ な り !) に 激しい 。 い つも な ら そ の は ず な の だ が 、 人 は 
た し か に 多い の だ けれ ど 、 立 ち 止 まっ て 話し こん で いる 者 の 姿 が や 
け に 目立つ 。 


見 れ ば 、 先 ほど の ルー シー ほど の 勢い で は な い が 、 慌 あわ て た 様 
子 で 走っ て いる 者 や 、 道 行く 人 人 を つか まえ て 、 何 や ら 怒 ど 鳴 な っ て 
いる 者 も いる 。 こと から! 俺 は ずっ と 前 か ら 吉 っ て た ん だ っ 
て ! いつ か が 絶対 、 こ うな る っ て よ ! それ を 誰 だ れ も 聞 く 耳 持た 
ね え か ら 、 こ うな っ ちまっ た ん だ ろ ! も う 終 わり だ 、 終 わり ! 
覚え と け よ 、 終 わり だ か ら な .……… 1」 


42 顔 が 酒 焼け し て いる 
し 、 泥 で い 酔 すい し て いる だ け な の か も し れ な い 。 つ か まっ て いた 
人 も 、 知 りあ いと いう わけ で は な いよ う で 、 男 を 振り 払 は ら っ て 足 
早 選 行 で し まっ た 。 


の 背中 に 向かっ て 男 が 叫 さ けん だ 。 「 一 戦争 だ ! 本 物 の 軍隊 
が 攻 せ め て くる ん だ よ ! 俺 た ちの エル デン は お し まい だ 、 終 わる 
ん だ よ ! そり ゃ そう だ ! 人 間 い つか は 死ん じ 上 まう! こん な の 
が いつ まで も つづ くわ きゃ ね えん だ か ら な ! ヒ イ 八 八 八 八 八 八 
リル 1 」 


ルー シー は 眉 ま ゆ を ひそ め て 首 を ひね っ た 。 『 戦争 .………… ?」 


十 七 時 三 十 九 分 モリ ー・ リ ッ プ ス ・ ア サイ ラム 


目 を 開け る 前 に 、 熱 で も ある の か 、 と 思っ た 。 熱 。 だ が 、 熱 いわ 
け じ ゃ な い 。 錆 さび つい て いる か の よう に 、 ど こも か し こも 鈍 に 
ぶっ て いる 。 ロ ボッ ト で も ある まい し 。 ロ ボッ ト 。 あ っ た な 。 何 
か 、 そん な の が 。 あっ た ?2 いつ の こと だ ? 何 の 話 だ ee ? わ 
か ら な い 。 ど こ か に 、 そ れ は ある 。 そ こ に 手 を 突 つ っ こめ ば 、 お そ 
らく 思 !\ だ せる 。 そ こ ? どこ だ ? それ が わか ら な い 。 あ まり に 
も 時 間 が 経た ち す ぎ て 


だ か ら 、 俺 た ち は 刻 ん だ 。 あ の 通路 に 。 か ろう つじ て 記 き 憶 お くに 
引っ か か っ て いる 事 こ と 柄 が ら を 、 こ れ 以 上 、 忘 れ て し まわ な いよ 
うに 、 完 全 に 消え 去っ て し まわ な いよ うに 、 刻 みつ けた 。 た と え 
ば 、1914/06/28?2 1939/09/01?2 2001 
/09/11? 2052/10/09.………… 2? あっ て いる か どう 
か 、 自 信 は な い 。 年 月 日 の 並び に こだわ る や つが いた っ け 。 誰 だ っ 
た か 。 逆 が 普 ふ 通 つ うだ と か 、 何 だ と か 。 熱 いな 。 熱 い .…… ? 


そう じゃ な し いり!。 


上 肉 ま ぶ た を 無理 や り 押 し あげ る と 、 人 間 の 頭頂 部 らし きも の が 目 
に 飛び こん で きた 。 


本 ) の 身体 か ら だ は 右 み ぎ 腕 う で を 下 に し て 横向 き に な っ て い 
る 。 役 は ベッ ド の 上 で 寝 ね て いた 。 そ の 胸 む な 板 い た に 接し て は い 
な い が 顔 を 押し つけ る よう に し て 、 長 い 銀 ぎ ん 髪 ば つの 持ち 主 が 、 
や は り 身 体 を 横向 き に し て いる 。 


間 2 ュ 」 サ フィ ニア は 上 顔 を 上 げ よ うと し て や め 、 首 を 左右 に 
j う 8、 ai あ 、 あ 、 あ 、 あ ああ の ! こ 、 こ の 、 ま まで .……… も 
う 少 し 、 こ の まま で .…..… いさ せ て 、 く だ さい !.……… お 願い 、 で すか 


jp 」 彼 は 重い 瞭 を 何 度 か 開け 閉め の し て 、 あ く び を 噛 か み 殺 
し た 。 べ つ に いい の だ が 、 彼 は 膝 を 折っ つて いて 、 サ フィ ニア は それ 


に 身体 が ふれ な いよ うに し て いる らし く 、 腰 こし だ の 脚 あ し だ の を 
変 に 曲げ た 状態 で 固定 し て いる 。 どう 見 て も 楽 な 体勢 と は 思え な 
いい 。 


「 つ らく な い の か 」 


こう すれ ば - 一 」 彼 は 膝 を 伸 の ば し た 。 そ の 拍 ひ よう 子 し に 、 彼 の 
交 が サラ イィ ミ ア の 身体 に ふれ て し まっ た 。 「.…… ああ 、 す まん 」 


1 と 19 昌 時 ! 」 サ フィ ニア は 顔 を っ うつ むか せ た 。 銀 余 の よう な 
か み の 所 が 流 れ て 、 0 くし 
8 Seo い 、 い いん で す 、 ぜ ん ぜん .…… あの 、 と いつ か 、 

695 es す 。 す 、 すっ 、 す 少 し だ け ..,… W 


まこ 


1 す 、 少 し だ け .…… ぼ …… ュ 」 サ フィ ニア は 顔面 を 彼 の 胸 に こす りつ け 
2 こい 紀 つも ! いい 、 で すか .…『…. ? 」 


「 ああ 」 彼 は 頭 を 挿 か きた い 気分 だ っ た が 、 我 が 慢 ま ん し た 。「 ま 
し 2 いい ん じゃ な いか 」 


や あ 。。。 この まま .……… お 話し 、 さ せ て くだ さい 」 
「 話 2? 」 


「 何 の 話 だ 」 
19 co いろ いろ と .…… 『 


「 そう か 」 彼 は で きる だ け 身 体 を 動か さ な い よう に し て 、 部 屋 の 中 
を 見 まわ し た 。 


ベッ ド と 少量 の 荷物 、 あ と は 機材 だ か 何だ か の 部 品 が ある だ け な 
で 、 部 屋 と 呼ぶ に は 少々 帝 風 景 だ が 、 も と も と 物置 らし いか ら こ 
ん な も の だ ろう 。 物置 の わり に 窓 が あっ て 、 射 さ し こ お 光 は 赤く 色 
づい て いる 。 部 屋 に は 彼 と サフ ィ ニ ア し か いな いよ うだ 。 他 ほか の 
者 は と も か く 、 見 知ら ぬ 場 所 で 戸 と 惑 ま どう ば か り だ っ た 人 見 知り 


の 激しい き ゅ ー ま で いな いと は 。 
何 か 、 変 だ 。 

彼 目 身 も お か し い !。 

どう も 落ち つか な い の だ 。 


「 みた い だ な ,」 


「 お 昼 も 、 食 べ な いで .……… 竹 て 、 い た ん で す よ .…….. わか っ て ます 
か .… ぼ …… ? コ 


「 あ まり 、 腹 が へ ら な いん だ 」 


「…… 廊 べ な いと 、 だ めで す よ .……. 食 欲 が 、 な く て も .………. 食 べら れ 
そう な も の .………. わ た し 、 作 り ま すか ら .………」 


「 何で も 食え る ぞ 。 た だ 、 何 だ ろう な 。 食い気 より 、 眠 ね お 気 け の 
ほう が まさ っ て る ん だ 」 


「 疲 つか れ .……. だ け じ ゃ 、 な い .……. で す よ ね .……… 四 
「 そう か も な ,」 


ee で 守る こと が 、 あ うた だ ら ., 吉 っ て くだ さい 。 で き な い こと 
で も .……… 吉 っ て くだ さい 。 何 で も .………. 吉 っ て 、 ほ し いん で す 」 


「 何で も 、 か 」 

彼 は た め 息 を つい て 、 し ば らく の 間 、 黙 だ まっ て いた 。 

俺 は 何 か 考え て る の か 。 頭 の 中 が 泥 ど ろ 沼 ぬ まみ た い に 濁 に ご っ 
て いて 、 手 て 探さ ぐり で 進 び むし か な い 。 い くら か 進む こと は で きた 
と し て も 、 そ の 先 に 何 か が 見 つか る 保証 は な い 。 

「 い る だ け で いい 」 


サフ ィ ニ ア は ゆっ くり と 顔 を 上 げ て 彼 を 見 た 。「.……… いる 、 だ け 
で 2? 」 


「 ああ 」 彼 は 少し だ け 目 を 細め て サフ ィ ニ ア の 頭 を そっ と 所 な で 


か すか に 手 が 震 ふる えた 。 
力 を 入れ すぎ た ら 、 壊 こわ し て し まい そう な 気 が し た 。 
「 い る だ け で 、 俺 に は 十分 ) だ 」 


意外 と 、 一 素 す 早 ば や い 。 
サフ ィ ニ ア は 身体 を の びあ が ら せ て 、 目 を つぶ っ た 。 


彼 の 下 し た 大 くち びる に 一 いつ 瞬 し ゆん 、 ふ れ た だ け の 、 ほ の か 
な が 上 加 当 け だ うた だ た 。 

サフ ィ ニ ア は 自分 ) の し た こと に 驚 お どろ いた よう に 目 を 見 開い 
て 、 顔 を 真っ 赤 に 染め 、 彼 の 胸 に し が みつ いた 。 1 [ 思 S 
(Re ご めん な さい .…… 」 


ee 」 彼 は 髪の毛 を 引っ か きま わし た 。 「.…… 謝ら れ て も 


「 べつ に 、 殴 な ぐら れ た わけ じゃ な いん だ 」 


EE ある 意味 、 そ れ よ り 、 も っ と .…… な が あて いい うか が か. と ん で も 
な いこ と を 、 わ た し .…… じ で て で じ ま つ た だ 。、 よ つ うな, 四 


「 ま あ 、 荻 き は し た が 」 


3 いき な り じ ゃ 、 な か っ た ら .…… よかっ た で すか ..…… ?」 
「 そういう 意 味 じ ゃ な いん だ が 」 


12 ご めん な さい .……. 困 ら せ て .…… し まっ て 、 い ます ね .…… わ た 
GE も ュ 」 サ フィ ニア は 彼 の シャ ツ の 福 す そ あ た り を 握 に ぎ 
り し め た 。 「 いる だ け で いい 、 な ん て .……. 吉 わな いで くだ さい 。 
も っ と .………… で きる こと 、 あ る は ず で すか ら 。 わ た し だ け じ ゃ な く 
て 、 み ん な .…. トマ トク ン に 、 助 け て も ら っ て きた ぶん .…… どん な 
こと で も いい か ら .…… し た いん で す 。 支え に .…… な り た いん で す 」 


「 わ か っ た 」 彼 は サフ ィ ニ ア の 頭 に 手 を の ば そう と し て 、 途 と 中 ち 
ゆう で 引っ こめ た 。「 話 せる こと は 、 話 す 。 そ れ で いい! か 」 


サフ ィ ニ ア は 上 うわ 目 め 遺 づ か いで 彼 を 見 て 、 居 を 噛 か み し め 
た 。 そ れ で いい と は 思っ て いな いこ と くら い 、 彼 に も わか っ た 。 


九 巡 月 三 番 日 宏 時 三 分 


モリ ー・ リ ッ プ ス 以 下 、 ア サイ ラム の 医術 士 た ちの 間断 は 正しい 
ip 


八 ニ ー メ リー が 身体 か ら だ 中 に 負っ た 火傷 や けど は 、 一 部 皮下 組 
織 ま で 達し て いて 、 内 臓 も だ いぶ や られ て いた 。 命 に か か わる 損傷 
は 医術 士 た ち が 散 けん 命 め い の 努 力 で 早期 に 治 ち 癒 ゆ さ せ た が 、 継 
0 の 
6. も ー 秒 が 苦痛 で し か な い だ ろ う 。 意 識 レ ベル を 沙 と し て 牙 
こん 組 す いい 居 ほ を 保ち 、 特 と く 殊 し ゆな 技法 で 自然 治癒 力 を 劇 的 に 
高め て 回 復 を うな が し な が ら 、 それ を 決し て 妨 さ また げ な いよ うに 

治 ち 療 り よう を 進め て ゆく 。 こ の や り けり 方 は 、 一 見 悠 ゆ つ 長 ちよ うに 
も 思わ れる が 、 肉体 に か か る 負担 が 少な い 。 医術 式 は 万 ば ん 能 の っ 
で は な い の だ 。 完 か ん 璧 べき な 施 式 に 見 えて も 、 一 OO% 元 どおり 
に は な ら な い 。 そ うし た ご く ご く 細 か い 傷 、 目 立た な いずれ が 積み 
重 な れ ば 、 い つか は 大 き な ゆ が み と な る 。 ア サイ ラム の モリ ー・ 
リッ プス 式 と も 呼ぶ べき 独自 の 医術 式 は 、 徹 て つ 底 て いし て 患 か ん 
者 じ や 本 位 だ 。 


兄 省 わな いと いけ な いわ 」 ユ リカ は 人 ハニー メ リー の 左手 を 包む お よ 
うに 撫で さす りな が ら ひ と り ご ち た 。「 わた し は 思い あがっ て いた 
の か も し れ な い 。 し ゅ ば や く 、 手 て 際 ぎ わ よ く 治 し ゅ こと で 、 自 分 
の 技量 に 酔 よ っ て いた の か も 。 も ちろ ん 、 と に か く 速 し ゃ が 要求 

し ゃ れる 場合 も ある 。 で も 、 状 じ よ う 況 きよ うに よっ て 、 他 ほか の 
選 し えん 択 た く 肢 し だ っ て あり える ん だ わ 。 視野 が 狭し えま い の 
よ 。 育 し え が ち いし ゃ いか ら ? な ん て .……… 四 


誰 だ れ も 聞 いて いな いか ら 馬 ば 鹿 か な 冗 じ よう 談 だ ん を 吉 っ て 、 


落ち こん だ 気持 ち が 慰 な ぐさ め ら れる わけ で も な い 。 


疲れ て いる の だ ろ つ か 。 疲 ひ 労 ろ つ は 当然 ある だ ろう つ 。 ユ リカ 自 
身 は 治療 を 受け て すぐ 覚 か く 醒 せい し た が 、 そ れ か ら は アサ イラ ム 
の 医術 士 た ちの 治療 に 手 を 貸す と いう より も 邪 じ や 魔 ま し な いよ う 
に 観察 し て 、 少 し で も 何 か 学 びと ろう と 臣 や つ 起 き に な っ て いた 。 
彼ら の 医術 式 に は これ まで も 何 度 か 接し て きた の に 、 ど うし て も っ 
と 興味 を 持っ て 吸収 し よう と し な か っ た の だ ろう っ つ 。 


「 ここ で 一 か ら 和 勉強 し な お し た いく らい いい.… 四 


本 気 で モリ ー・ リ ッ プ ス 式 を 身 に つけ よう と 思っ た ら 、 実 際 そ れ 
くら いし な いと 無理 だ ろう 。 こ この 医術 式 は 何もかも が 違 ち が うつ 。 
し か も 、 絶 え ず 進歩 し つづ け て いる 。 


「 型 に は まっ て し まっ た ら 、 だ め な ん だ わ 。 考え方 を 柔 じ ゆう 軟 な 
ん に し な いと .……… 思 いか え し て みた ら 、 わ た し 、Z 00 で も じゅ っ 
と 同じ よう な こと し か し て な い 。 マ リア な ん て 、 ク ラン に 入っ た こ 
ろ と は じ ぇ えん じ ぇ ん 違う の に 」 


その マリ ア の お か げ も あっ て 、 自 分 も 変わ っ た - 一 と は 思う けれ 
ど 。 


マリ アロ ー ズ が いな けれ ば 、 き っ と 飛燕 フエ イヤ ン を 受け 容れ る 
こと は で き な か っ た だ ろう 。 何 か を 受け と る の は と て も へ た くそ な 
の に 、 あ の 子 は 惜 お し みな く 与 あたえ よう と する 。 一 いつ 緒 し よ に 
いる と 、 自 分 た ちの こと が 、 ZOO が 好き で た ま ら な いと いう 気持 
ち が 、 ひ し ひし と 伝わっ て くる 。 こ の 大 切な 時 間 が 一 分 で も 一 秒 で 
も 長く つづ け ば いい と 、 あ の 子 は 願っ て いる 。 それは 大 それ た 願い 
か も し れ な い 。 あ の 子 は た ぶん 、 そ う 思 っ て いる 。 


そん な こと な いわ 。 
そん な こと 、 絶 対 に な いん だ か ら 。 


この 毎日 が 当然 だ っ て 考え て も 、 ち っ と も お か し く な い の に 、 大 
事 に 、 大 切 に 、 刻 みつ ける よう に 、 あ な た は 一 歩 一 歩 、 歩 いて ゆく 
で し まつ 6 


だ か ら 、 わ た し は 思っ た の 。 自分 の 気持 ち を 裏切っ た り 隠 か くし 
た り 騙 だ まし た りす る の は 、 な ん て も っ た いな いこ と な ん だ ろう つっ 
2 で 3 


飛燕 が 好き な ら 、 好 きだ っ て 認め な いと いけ な い 。 素直 に な る の 
は 難し いけ れ ど 、 嘘 うそ を つき つづ ける より も 大 変 か し ら ? 本 当 
の こと を 吉 葉 に する 勇気 くら い 、 探 せ ば どこ か に ある ん じゃ な い 
の ? 探 そ うつ と し て こ な か っ た だ け な ん じゃ な い の ? 


一 本 音 。 
実は けっ こう 本 当 に 、 ア サイ ラム で 勉強 し た い 。 


も し ユリ カ が 本 心から 過 ん で 、 真 し ん 撃 し に 説明 し た ら 、 み ん な 
は きっ と 反対 し な い だ ろ うつ 。 


で も 、 今 は いろ いろ な こと が 起こ っ て いて 、 そ れ ど ころ で は な い 
か も し れ な いし!。 


「 平 へ い 穏 お ん 無事 に は 縁 え ん 遠 ど ご おい の か し ら 。 あ な た も し ょ う 
いう 人 生 を 歩ん で きた の よね 」 


いく ら 話 し か け て も 、 密 々 と 眠 ね お むっ て いる 八 ニ ー メ リー は も ち 
ろ ん 人 答え ない 。 


時 刻 は 日 付 が 変わ っ て 境 れ い 時 じ を 回 っ た あたり だ 。 あ と 一 時 間 
も すれ ば 、 ア サイ ラム の 医術 士 が や っ て き て ハル ハニー メリ ー に 施 式 を 
行う 。 そ れ ま で の 間 に 眠 く な っ て し まい そう な 気 が し た 。 

ユリ カ は 椅 い 子 す を 少し 前 に 進め て 、 人 ニー メリ ー の 身体 に ふれ 
な いよ うに 気 を つけ つつ 、 自 分 の 腕 つ うつ で を 枕 ま くら に し て ベッ ド に 
伏 ふ し た 。 短 時 間 う と うと する だ け で も だ いぶ 違う 。 目 を 閉じ た 
ら 、 病室 の ドア が 音 を 立て た 。 

何だ ろう 。 ア サイ ラム の 医術 士 で は な い は ず だ 。 ま だ 早い 。 


目 を 開け て 身体 を 起こ す と 、 ド ア が 開い て フー ド を 目 ま 深 ぶ か に 
被 か ぶっ た 男 が さっ と 素早 く 病 室 に 入っ て きた 。 


男 は 後ろ 手 に ドア を 閉め て 、 胸 を 張っ て みせ た 。 
「 じゃー ん 」 
「 一 飛燕 、 あ な た ..……… 」 ユ リカ は 額 を 押さ えた 。「 じゃ ー ん 、 じ ゃ 


が KU で し よう 、。 。 何 や っ て る の よ 。 だ めじ ゃ な い 。 も し 秩 ち ちゆ 
序 じ よ の 番 人 に 見 ちゅ か っ た り し た ら - 一 」 


「 わ ァ ー っ て る っ て ン な こと は 重々 」 飛燕 は 軽い 足 ど り で 歩い て き 
て ユリ カ の すぐ そば に し ゃ が み 、 二 カッ と 笑っ て みせ た 。「 そ ン で 
も ユリ イィ に 会 いた か っ た か ら よ ォ 。 つ い 和 妨 し の び こ ん で きち っ た 。 
アヒャ ヤッ ツ 」 


「 ア ヒ ャ ヤッ 、 じ ゃ な いわ よ 。 お 互 た が い に 不 必 可 か 侵し ん 、 不 ふ 千 
か ん 涼し よう っ て いう 暗 あ ん 黙 も く の 了 リ り よ う 解 か い を 守る こと 
で 、 な ん と か 揉 も め な いよ うに し て る ん じゃ な い 。 あ な た の 軽 け い 
率 し よ ち ゆ な 行こ う 為 い \ リ ー ひ と ちゅ の し ぇ えい で 、 し ょ れこ し ょ 戦 し 
えん 争 し よう に な っ て し まい か ね な い の よ ? 」 


「 ン な セッ キョ ー と か す ン な よ ォ 。 目 に クジ ラ と か 立て て よ ォ 。 ン 
> 」 飛燕 は 口 を 失 と が ら せ た 。「 オレ ァ 、 ど ォ ー し て も ユ 
リィ に 会 いた くっ て よ ォ 。 そ ン で きた ワケ だ ろ ォ 。 だ アァ ー っ て 
よ ォ 。 待ち 合わ せ し て た の に こ な か っ た か ら よ オォ 」 

: あ テー し しょ れ は ば は, ご めん な し ゃ いい 1」 

「 イ ヤ イ ヤ 、 そ の へ ん は い ン だ っ て 。 調 べた ら ジ ジョ ー は すぐ わ 
か っ た し 。 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぷっ ぽい の も ね 。 そ ん な 心配 と か は し 
て な か っ た けど さ ァ 。 や っ ぱ 顔 オ 見 た いじ ゃ ん ? 声 と か も 聞き た 
いじ ゃ ん ? 」 

1 半 2 も うつ 」 ユ リカ は 横 を 向い た 。 そ うし て ほっ べた を 膨 必 くら ま 
し た り し て 、 な ん て 大 人 げ な い の だ ろう 。 飛燕 の 前 だ と 、 つ いこ う 
な っ て し まう の だ 。「 知 り ま し えん っ 」 

「 イ ヤ イ ヤ 、 オ レア ァ ち ゃ ァ ー ん と 知っ て っ か ら ダ イジ ョ プ ブ よ 。 ユ 
リィ も 会 いた か っ た だ ろ 2 それ どこ ろ じ ゃ な か っ た か も し ン 

ね ェ ー け ど 、 一 秒 ぐ らい は 会 いた い 思 念 波 と か ビー ン っ て 飛ば し た 
よ な 2 な 2 な ?2 な ア ?」 

17 そり ゃ あ 、 一 一 秒 、 く らい は 」 


「 だ よ な だ よ な だ よ な ア ァ 。 つ ん つん つん つん うつ ん 。 ウ シャ シヤ シャ 
シャ ヤン シンヤ 」 


「 変 な 笑い 方 っ 」 
「 だ ァ ー っ て 嬉 つ れ し ィ ー ん だ も ん よ ォ 。 ウ ク ク ク ク ク ク ク 」 
「 静 し じ ゆ か に し て よね っ 。 .… せ … 怪 け 我 が 人 が いる 病 び よう 室 し ち 


ゆな ん だ か ら 」 


「 オ オッ 。 そ だ っ た ッ ,」 飛燕 は 両手 で 口 を ふさ いで 立ち あがり 、 腰 
こし を 屈 か が め て ハニ ー メ リー を じろじろ と 眺 な が め た 。 「.… つ 
か 、 誰 だ れ コ レ ? 」 


「 八 ニー メリ ー 」 ユ リカ は 顎 あ ご に 人 券 し 指 を あて て 首 を ひね っ 
た 。「.………… 新 人 人 しゃ ん 、 て いつ うつ こと に な る の か し ら 。 で も 、 し ょ うつ 
いつ わけ で も な い の よ ね 。 一 "ピンク ショット , っ て いう 人 、 知 っ 
て る 2? 」 


「 つ うん 。 機 術士 だ ろ 。 有 名 人 じゃ ん 。 生き て っ か どう か 、 わ っ か ん 
ね ェ ー っ ぽい けど 」 


ユリ カ は 頭 を 振 ふ っ た 。「.……. 亡 な く な っ た みた い 。 こ の 子 、 
し ょ の ピン クシ ョ ッ ト ,, の 娘 む お し ゆめ し ゃ ん な の 」 


( 昌 に 他 。 dge pc 9 時 」 飛燕 は 目 を まん 丸く し た 。「 っ た く 、 変 な の 
ば っ か 集まっ て く ン な ァ 、 ユ リィ イ ん トコ は よ ォ 。 S T X 野 や 郎 ろ う 
の ガッ キー だ の 、 ピ ンク シャ ッ タ ー の ムッ スィ ー だ の ,」 


「 ほ ん と に し ょ つう ね .……… 」 ユ リカ は ハル ニー メリ ー の 手 を そっ と 所 に 
ぎっ た 。「 と っ て も 頭 の いい 1 子 で .…… で も 、 父 親 も 、 育 て の 親 み た 
いな 人 も 亡くし て 、 今 まで し ゅ ご く 大 変 だ っ た の よ 。 じゅ っ と 一 人 
で が ん ば っ て きた あげ くに 、 今 度 は 自分 が こん な 目 に 遭 あ わし ゃ れ 
る な ん て 」 


「 悪 イー の ? 状態 っ つつ ウゥ ウー か 。 何 、 あ の ホラ 、 容 削 ? 」 


「 命 に 別 べ ちゆ 状 じ よう は な いわ 。 た だ 、 時 間 が か か り けり し ょ うな 
の 」 


「 あ りゃ りゃ りゃ 。 な ん ッ か アレ だ ろ 。 さ っ き 戦 争 と か ユリ イィ 吉 っ 
て た けど 、 そ れこ そ ラ フレ ェ ー ス イィ イア が ど ォ ー と か ゆっ て ん じゃ 
ん 、 今 。 シ な や ば め な トキ に いろ いろ あっ て 、 ま いる よ な ァ 。 ユ 
リ イ も 」 


「 飛 蒸 は どう な の ? 」 
「 あ ァ ー。 軍隊 関係 と か が エル デン まで くる か も っ て 話 ? ン ン 


aaas 」 飛燕 は 頭 の 後ろ る で 手 を 組み あわ せ て 辱 くち びる を ひん 曲げ 
た 。「 ま 、 モ チ の ロン で 情報 は 集め て ッ し 、 対 策 っ つか 考え て は い 


る けど ね 。 そ の へ ん は ジン が 中 心 に や っ て ッ け ど さ 。 オ レ ァ 、 ア 
レ 。 いろんな トコ 顔出し て 、 沙 ち つ か せ て みた いな 」 


「 じゃ あ 、 忙 いし よ が し いで し ょ う ? こん な と ころ に いる 暇 ひ ま 
な ん て 、 な いん じゃ な い の ?」 


「 ダ ー イ ジョ ビ だ っ て 。 キッチリ 合間 に き て ん だ か ら 。 オ レ も そん 
な さぼ っ た り けり と か し ね ェ ー っ て 。 ユリ イィ に 怒 お こら れる し 、 手 下 ど 
も アァ 、 か が か ァ アー し いい いい か ン な アァ 」 


「 し ょ れ な らい いけ ど 」 


「 け ど な ァ 。 マ ジ で く ン の か ど ォ ー か 知 シ ね ェ ー け ど 、 き た と し て 
どう する っ つ ゥ ウー の も ね ェ 。 他 ほ か に 行く トコ あっ た ら 、 そ も そ も 
エル デン き て ね ェ ー と か ゆー 話 だ し 。 闇 や み 市 いち な ん か も ォ ー、 
オレ ら の 家 み た いな カン ジ だ し よ ォ 。 捨て る っ て 選 せ ん 択 た く 肢 し 
な ん か あ ン の か よみ た いな 」 


「 た し か に 、 エ ルデン 以外 で は 、 わ た し た ちの 暮らし は 成り 立た な 
「 だろ オ ォ ? 困っ ちまう つよ な アァ .……… 」 飛燕 は 顔 を し か め て フー ド 越 
ご し に 頭 を 拉 か いた 。「 アア アア アァ ーッ 。 や め ッ 、 や め ッ 。 ン な 
こと 話し に きた ん じゃ ね ェ ー し 」 


「 べ ちゅ に いい の よ ? 飛燕 の 立場 だ と 、 愚 でぶ 癌 ち を 吉 え る よう な 
相手 も 、 し ょ うし ょ うい な いで し ょ う 」 

『 ン - こ や 。 ジ ン と か も いる し な 。 そ ォ ー で も ね ェ ー よ 。 て か 、 

そ ォ ー ゆ ー 問 題 じ ゃ ねェ ー の 。 オ レ は つま りな ん つ ゥ ー か 、 ユ リィ 
の 前 で は カッ コ つ けた い ワ ケ 。 装 よそ お うっ つ ゥ ウー ん じゃ な く て 、 
ヨ ユ ー で カッ コ つ けち ゃ っ た けり で きる くら い 、 ユ リィ イィ イ は オレ に パ 

ワー くれ ン だ よ 」 


ユリ カ は 類 ほ お に 手 を あて て 顔 を 半分 くら い 隠 か くし た 。 「.…… 
し ょ うい つこ と 、 面 と 向かっ て 吉 わ な いで 」 


「 な ん で ?」 
「 恥 は じゅ か し いか ら ,」 
「 テ レ テ レ さん だ も ん な ァ 。 ユリ イィ イ は 。 イ ザッ て トキ は な ん か 、 


ぜ ェ エー ん ぜん 違 ち が っ た り も す ッ けど よ オ ォ 」 
「 い じゃ っ て と きっ て 、 ど うい うと きのこ と を 吉 っ て る の ? 」 
「 イ ヤ イ ヤ イ ヤ 。 ソ レ は ほら 、 吉 わ ぬ が 腹 っ て ヤツ .… ?」 
「 腹 じゃ な く て 、 花 、 で し ょ う ! 」 
に 宅 だ っ つげ 」 
「 し ょ う よ 」 
「 な 、 ユ リィ 」 
「 は い ? 」 ユリ カ は 飛燕 の ほう に 顔 を 向け た 。 
べろ っ 、- 一 と 、 大 を 舐 な め ら れ た 。 


「 シ ィ ー ツ 」 飛燕 は いつ の 間 に か 手 て 袋 ぶ くろ を 外し て いた 。 人 差 
し 指 が ユリ カ の 計 に ふれ た 。 


軽く 、 噛 か ん で や っ た 。 
何 、 や っ て る の 、 わ た し 。 


飛燕 は 人 差し 指 を 引っ こめ て 、 ま た 、 ち ろり と 舌先 で ユリ カ の 大 
を 舐め た 。 く すぐ っ た く て 、 ユ リカ は 眉 ま ゆ を ひそ め 、 小 さく 息 を 
も らし た 。 


「 だ め 」 
「 じ ゃ ね ェ エー よ 」 


飛燕 は 三 度 、 四 度 、 ユ リカ の 大 に 自分 の それ を 押し あて た 。 舌 が 
の び て き た 瞬 し ゆん 間 か ん 、 ユ リカ は 口 を 開け て いた 。 迎 お むかえ 入 
れる どこ ろ が 飛燕 の 舌 を 吸っ て 、 自 分 の それ を 絡 か ら め た 。 音 が 
立っ て 、 気 に な っ た 。 そ ん な こと も 、 す ぐに 意識 か ら こ ぼれ た 。 互 
た が い の 顔 の 位置 を 入れ 替 か えな が ら 、 夢 中 に な っ て 口づけ を 交 か 
わし た 。 


どれ だ け そ うし て いた の か わか ら な い 。 も う 本 当 に だ め だ と 思っ 


た 。 こ ん な と ころ で 、 こ ん な 場所 で 、 何 し て る の よ 、 わ た し 。 病室 
な の に 。 だ けど 、 や め た く な い 。 離 は な れ た く な い 。 や め な いと い 
け な い 。 的 お さえ られ な く な っ て し まう か ら 、 上 自分 を 止め な いと 。 


飛 基 の ほう か ら 離 れ て くれ た 。 で も 、 す で に きつ く 抱 だ きす くめ 
られ た 。 


「 あ ァ アー。 あ ァ ー、 や っ べ 。 す っ げ ェ ー 好 き 。 好 きす ぎ て 、 ど うす 
けけ や い イ ー ん か ね っ て くら い 好 きだ よ 」 


ユリ カ は 飛燕 を ぎゅ うっ と 抱き か え し た 。「.… わた し も よ 。 あ 
な た が 好 し ゆき 」 


「 い よ ッ し ッ 」 飛燕 は ユリ カ の 両 り よう 診 か た に 手 を か け 、 自 分 自 
身 を 引き は が す よ うに し て 身 を 引い た 。 苦 し く て も 、 あ えて そう し 
て くれ た の だ と 、 ユ リカ は 理解 し て いた 。 
そう いう 男らしい と ころ も 、 好 き 。 
「 オ レ 、 帰 る な 。 見 つか る と アレ だ し よ ォ 。 それに 、 ユ リィ の 那 じ 


や 魔 ま と か も し た くも ね ェ ー し 。 ど ォ ー ゼ せ 三 十 分 こう や っ て た っ 
て 、 十 時 間 こ うし て た っ て 、 足 ン ね ェ ー ワ ケ だ し 」 


「 そ や っ て 寂 さ び し そ ォ ー な 顔 し て くれ ン の も 、 嬉 つれ し か っ た り 
す ッ けど よ ォ 。 心配 に な っ ちまう か ら 、 チ ラッ と で い ィ ー ん で 笑っ 
て くれ よ 」 

「 は い 」 

ユリ カ は 笑顔 を 浮 う か べ て みせ た 。 

あな た が 好き よ 。 

あな た の ぜん ぶ が 好き 。 

大 好き 。 


「 ン 」 飛 燕 は ユリ カ の 頭 を 撫 な で て 、 育 を 向け た 。「 じゃ 、 ま た 
な 」 


ユリ カ は 何 も 吉 えな か っ た 。 そ れ が た と えほん の 少し の 間 だ と し 
て も 、 別 れ の 吉 葉 な ん て 見 つか ら な い 。 


飛燕 が 行っ て し まっ て か ら 、 し ば らく 息 を 止め て いた こと に 気 づ 
いた 。 


吐 は きだ し て 、 吸 いこ みな が ら 、 か きむ し る よう に 胸 を 押さ え 


虫 の 知ら せ 、 と いう や つ だ ろう か 。 


急 に ば っ と 目 が 覚め て 、 一 瞬 も ぐず ぐず せ ず に ベッ ド か ら 稀 を 起 
こす と 、 物 叶 の ドア が 音 も な く 、 少 し ずつ 少し ずつ 開 こ うと し て い 
た 。 


明か り は つけ て いな い 。 暗い けれど 、 真 まっ 暗く ぐら 聞 や み で は な 
いか ら 、 ま あな ん と か 見 える 。 


トマ トク ン は 寝 ね て いる 。 ル ー シ ー も 熟 じ ゆく 睡 す いし て いる み 
た い だ 。 寝息 が 聞こ える 。 カ タリ は まだ 情報 収集 を し て いる よう 
で 、 た ま に ア サイ ラム に 顔 を 出し て も 、 す ぐ ど こ か へ 行っ て し ま 
う 。 サ フィ ニア は 病室 か ら こ っ ち に 移る と いう 話 も あっ た の だ が 、 
発熱 し た せい で と りや め に な っ た 。 ち ょ っ と だ け 聞 いた けれ ど 、 あ 
ん な こと を し て し まっ た の な ら 、 熱 が 出 て も し ょ う が な い だ ろ うつ 。 
うー ん 。 し っ か し 、 サ フィ ニア が ね え 。 つ うー ん 。 そ っ か そっ か 。 
うー ん 。 で も な あ 。 うーん 。 す ご いよ ね .….…。 


や れ 、 や っ て し まえ 、 行 け と 、 さ ん ざん 背中 を 押し て きた くせ 
に 、 本 当 に 踏 ふ み だ せ る と は あま り 思 っ て いな か っ た の か も し れ な 
い 。 正 走 、 か な り び っ くり し て いる 。 で 、 ど うな る の 、 こ れ か 
ら ? と か も 思う し ね 。 トマ ト は 平然 と し て る けど 。 な ん で 平然 と 
し て られ る わけ ? そう つい つも の な の か な 。 わ っ か ん な いな ぁ 。 て 
ゆ つ か 、 あ れ ? き ぎゅー は .………… ? 


ドア は 二 十 サ ンチ か 三 十 サ ンチ ほど 開い た と ころ で 、 動 き を 止め 


こ o 


その 決し て 広く は な い 隙 すき 間 ま か ら 、 何 者 か が 身体 か ら だ を 横 
に 向け て 物置 に 侵し ん 入 に ゆう し よう と し て いる 。 


ー い つ 切 さい 物音 を 立て な いや り 口 は まあ 、 そ れ な り に た いし た 
も の だ けれ ど 、 あ い に く こっ ち は 起 き て いて 、 そ の 場面 を こう し て 
ば っ ちり 有 目 も く 撃 げき し て いる 。 


し か も 、 夜 よ 更 ふけ の 招 か れ ざ る 客 を 、 た だ 見 て いる だ け で は な 
く て 、 待 ち 構え て いる 者 が も う 一 人 ( ? ) いた 。 


招 か れ ざ る 客 の 身体 が 、 す っ か りり 物置 に 入り きっ た 。 そ の 瞬間 
だ っ た 。 


ドア か ら 少 し 離れ た と ころ に 積ま れ て いる 機材 の 陰 か げに 、 

ー は 身 を ひそ め て いた の だ 。 そ こ か ら 地 を 遠 は う よ う な 低い 姿 
勢 で 飛び だ し て 、 招 か れ ざ る 馬 ば 鹿 か に 猛 も う 然 ぜん と 衣 お そい か 
か っ た 。 


馬鹿 は すぐ さま 穴 知 し て 飛び 退 の いた が 、 き ゅ ー は それ も 見 み 越 
こし て いた よう だ 。 追 いす が っ て 右 み ぎ 腕 うつ で を 一 いつ 関 せん 、 馬 
記 は これ を 左腕 で が っ ちり 受け 止め て 、 そ うか と 思っ た らき ゅ ー の 
右腕 を つか ん で 背負 う よ う に し て 投げ る 体 勢 に 入っ て いた 。 き ゅ ーー 
は 、 で も 、 自 分 ) か ら 飛 ん だ 。 その まま で ん ぐり 返し を し て 起き あ が 
けり 、 目 に も と ま ら め ぬ 連 馬鹿 も 防ぐ 、 受 け 流 す 、 逆 ぎ や く 襲 し ゆ 
うに 転じ て 、 TA また き ゅ ー が や り けり 返し 
て 、 馬 鹿 も 負け じ と 押し か えす 。 


物質 は 普 ふ 通 つ う の 部 屋 よ り ず っ と 広い 。 そ う は いっ て も 、 広 々 
と し て いる と いう ほど で は な いし 、 い つも だ いた い ト マト クン 邸 て 
0 の 手合 選 を 司 必 の 問う 5 二手 で 

少々 手 て 狭 ぜ まだ 。 そ れ な の に 、 両 者 は 限ら れ た スペ ー ス の 中 で ぞ 
ん ぶん に 動き まわ り 、 巧 た くみ に 自分 の 距 き よ 離 り を 作っ て 攻 こ う 
撃 げ き を 繰 く り だ し 、 ま た 防い で みせ て いる 。 見 事 と し か 吉 い よう 
が な い 。 で も さ 。 見事 だ か ら 何 ? それ が どう し た っ て の ? 


RS だ っ て 、 夜 な ん だ よ 。 夜 。 深夜 な ん だ か ら さ 。 当然 、 寝 て た 
し 。 ま だ まだ 眠 ね お むり た いし 。 完全 に 安 あ ん 眠 み ん 妨 ぼ う 害 が い だ 
し 。 何 な ん だ よ 、 い っ た い 。 い いか げん に し て よ .…… 四 


マリ アロ ー ズ は 寝 ね 癖 ぐせ が つい て いる 髪 か み の 毛 を 引っ か きま 
わし た 。 


RS !? 」 馬鹿 が き ゅ ー の 体 当 た り を 避 よ け そ こね て 吹 ふ っ 飛 
と ば され た 。 


93 で C ぜ ・ 6 ! 」 き ゅ ー は 、 で も 、 す ぐに は 追撃 し な いで 、 い っ た 
ん 重心 を 落と し 、 胸 の 前 で 両手 の 肉 球 を 外側 に 向け る 構え を と っ 
た 。 


馬鹿 は すぐ さま 体勢 を 立て な お し て 、 た ぶん 、 馬 鹿 の く せ に 馬鹿 
らし くも な く 一 瞬 、 迷 っ た の だ 。 そ の と き に は も うつ 、 き ゅ ー は 馬鹿 
に 詰 つ め よ っ て いた 。 消 えて 、 離 は な れ た 場所 に 現れ る か の よう な 
歩 法 。 馬 鹿 も 同じ こと を や っ て 、 き ゅ ー か ら 距 離 を と ろう つと し た 

が 、 き ゅ ー に と っ て は 想定 内 だ っ た よう だ 。 き ゅ ー も 消え て 現れ 、 
も の すご く 低 い 姿 勢 で 馬鹿 に 密着 し て 、 両 手 の 肉 球 を 馬鹿 の 腹 に 押 
し あて た 。 


ニー ダグ ツ 、 ブウ ! 」 馬鹿 の 身体 が 浮い た 。 そ の 直後 、 き ゅ ー は 
身体 を 縦 回 転 さ せ て 馬鹿 の 頭頂 に 部 か か と 落と し を 見 み 舞 まっ た 。 
馬鹿 は 打ち 落と され た 。「- ガ ッ .…… 1 」 


き ゅ ー は まだ 止ま ら な い 。 す くい あげ る よう な 蹴 けり 。 馬鹿 は 舞 
いあ が り 、 ま た き ゅ ー に 叩 た た き 沙 と され て 、 間 を 軸 か ず に また 打 
ちあ げ ら れ 、 さ ら に 突 つ き 落 と され た 。 


sa Pc PPP ルーシー の 声 が し た 。 


見 れ ば 、 い つか ら 目 覚め て いた の か 知ら な いけ れ ど 、 ル ー シ ー は 
ベッ ド の 上 で 女の子 座り を し て 、 き ゅ ー と 馬鹿 の 白熱 し た 勝負 に 熱 
い 眼 まな 差 ざ し を そそ いで いた 。 


「 い いい な ぁ 。 楽 し そつ うだ な ぁ 。 ぼ くも 混ざり た いな ぁ 。 で も 、 那 じ 
や 魔 ま に な っ ちゃ つか な ぁ 。 あ っ 。 反撃 ! うつわ っ .………… oe 
返し ちゃ つん で すか .……… !? わ わ わっ 、 ち ょ 、 ち ょ っ と 、 そ うく る 
ca に つう ひ や ゃ や っ 。 あ あっ 。 ろ っ 。 ば っ 。 こ ぉ ぁ ぉ 一 ふつ .…………. 1」 


な ん か も うつ 、 わ け の わか ら な い 奇 き 声 せい 発し まく っ て くる し 。 
こい つも 馬鹿 だ 。 と っ くに わか っ て た けど ね 。 


で ゆう か 、, ュ 」 マ リア ロー ズ は な ん と な く 枕 まく ら 元 も と に 軸 い 
て あっ た タオ ル で 燃 ほ お 被 か お り を し て 、 た め 息 を つい た 。 「 .…… 


いつ 終わ る の 、 こ れ ? いつ か 終わ る の ? ずっ と や っ て る つも 
けり ? や め て くれ な い ? 眠り た いん だ けど ..……… W 


ーー ウツ ! 」 馬鹿 が き ゅ ー の 攻撃 を 必死 に (馬鹿 は 馬鹿 な だ 
け に 、 戦 闘 だ け は 得意 な の で 信じ られ な いけ れ ど 、 少 な く と も マリ 
アロ ー ズ の 目 に は そう 見 える ) 抑 さ ば き な が ら 、 マ リア ロー ズ の ほ 
うに 視線 を 投げ て きた 。「- 一 ち 、 違 ちがう ん だ ヨ 、 マ リア ッ ! ボ 
ク に は キミ の ッ 、 ム ッ リ ! 安眠 を 妨 さ また げ 、 ク ッ ! 妨げ る つも 
り は 毛頭 ウ ウ ッ !? な く て た だ 、 ヌ ン ッ .…… ドコ 


「SYAAAAA! GAAAAA! GOOOOHH! SYA 
AAAAAAHHHH「!」 


ボボ ウツ 1 」 
馬鹿 が き ゅ ー に 突き 倒 た お され 、 組 み 伏 ふせ られ た 。 


これ は 、 だ けど 、 ち ょ っ と 本 当 に すご いか も し れ な い 。 馬鹿 は お 
そら く 試 合 モ ー ド で 、 き ゅ ー を 打ち 負かす 気 は あっ て も 、 倒 す つ も 
り は な い 。 変 に 手 を 抜き ちい た り し て いる わけ で は な く て も 、 や は り 
加減 を し て いる 。 そ れ に し て も 、 こ こま で き ゅ ー が 馬鹿 を 追い こむ お 
場面 は 、 こ れ ま で 見 た こと が な い 。 


「 す ご い ! すご いで す よ 、 き ゅ ー! 超 ち よう 強い じゃ な いで す 
JR ! 」 小 馬鹿 は 無邪気 に 喜ん で いる けれ ど 、 な ん だ か 変 だ 。 


馬鹿 も その あたり を 感じ て いる らし い 。 


10 どう し た ん だ しい !!? や け に 気合 1 が 入っ て いる じゃ な い 
か ! し か し 一 侵入 者 は ボク だ け じ ゃ な い 、 も う 一 人 いる っ て いう 
の に 、 そ っ ち は 見 み 逃 の が し て 、 ボ ク の こと は あく まで 許さ な いん 
だ ネ ! こう つい うと きく らい は 、 ち ょ っ と 配 は い 庵 り よ し て くれ て 
も いい と 思う の は 、 ボ ク の 甘え な の か い !? キミ な ら ば 、 そ れ く ら 
い は わか っ て くれ る と - 一 」 


「GAAAAA!I UOOOOOOOO000000000000 


O000N.… ぼ … ! 」 き さき ゅ ー は 馬鹿 の 両 り よう 居 か た を 押さ えつ け 
て 、 激 し く 揺 ゆ さ ぶっ た 。 
2 Seuss ! 」 馬鹿 は 苦く 問 も ん に 次 いで 疑問 の 声 を も ら し た 。 


ーー の 2 」 


マリ アロ ー ズ は 胸 を 押さ えた 。 何 だ ろう 。 き ゅ っ と 締 し め つ けら 
れ て 、 痛 い ほ ど だ 。 


も し か し て 、 き ゅ ー は 一 昔 い ら 立 だ っ て いる ? も どか し 
い .…… 


何 か 吉 お うと し て いて 、 伝え た く て 、 還 AE は 人 間 の 吉 葉 
に 昌和 き は LU れ 72 ら 0 富 く で た は な 


マリ アロ ー ズ の 勘 か ん 違い で な けれ ば 、 き ゅ ー は 今 、 た ぶん そう 
感じ て いる 。 


だ けど 、 き ゅ ー、 き み は 何 を 吉 い た い の .………… ? 

「 そ うか 」 

ひょっと し て 、 馬 ば 鹿 か に は わか っ た の か 。 

馬鹿 は 守 席 、 計 度 。 つ な ず し いり で みせ た 『。、、。 そう か 。 わ か っ 

た 。 わ か っ た ヨ 。- 一 キミ は 強く な り た いん だ ネ 。 も っ と 、 ず っ と 、 
強く 。 キミ の 仲間 一 友だち を 、 守 り た い の に 、 守 れ な か っ た 。 自分 
自身 の 力 不足 が 許せ な いん だ ネ 。 キ ミ は 慎 い きど お っ て いて 、 そ の 
気持 ち を うつ まく 吐 は きだ すこ と が で き な く て 、 つ らく て 、 誠 し いん 
だ ネ 」 


き ゅ ー は し ば らく じっと し て いた けれ ど 、 や が て こっ くり と 首 を 
縦 に 振 ふ っ た 。 


ルー シー が 「 ああ .…… ぼ … 」 と 咳 つ が や いて うな だ れ た 。 

マリ アロ ー ズ も 下 を 向い て し まい そう に な っ た 。 

き ゅ ー は けっ こう 強 き よう 烈 れ つ に 人 見 知り を する 質 た ち だ か 
ら 、 ア サイ ラム で は 居 い 心地 ご こち が よく な さそ うに し て いる 。 そ 


れ だ け だ と 思っ て いた 。 な ん て 辻 う 賠 か つ な の だ ろう つ 。 き ゅ ー も 傷 
つい て いた な ん て 、 考 えも し な か っ た 。 


KS SE 5 


き ゅ ー は や さ し い 子 だ 。 マ リア ロー ズ が 一 人 、 リ ビン グ で 落ち こ 


ん で いた りす る と 、 き ゅ ー は そっ と 近づい て き て そば に 座り 、 と き 
に 手招き し た 。 お いで と 吉 わ れ て 、 そ の うえ 無理 や り 抱 だ きよ せら 
れ な いと くっ つい た けり けり できない 騰 お く 病 び よ う 者 が 、 き ゅ ー に は い 
くら で も 甘え られ た 。 こ だ わり なく 甘え させ て くれ る 、 素 そ 朴 ぼく 
な や さ し さ に あふ れ て いる 。 そ ん な き ゅ ー が 、 傷 つ ! て いな いわ け 
が な い 。 


「 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ サ 」 馬鹿 は き ゅ ー の 腕 う で を どけ て 、 そ の 首 
筋 を 軽く 叩 \M た 。「 キ ミ は 強く な っ て いる 。 と いう か 、 一 段 、 ぐ っ 
と 強く な っ た 気 が す る ヨ 。 キ ミ の ひたむき な 思い が キミ を 強く し 
て .……… き っ と 、 こ れ か ら も そう な の サ 。 今 より 強く な っ た キミ が み 
ん な を 守る - 一 その 日 が いつ か 必ず や っ て くる ヨ 」 


「 く う 」 き ゅ ー は 力強く うな ずい て 、 馬 鹿 か ら 飛 び 離 は な れ た 。 


馬鹿 も 心得 た も の で 、 す ぐさ ま 跳 と び 起 きた 。「- 一 じゃ あ 、 や ろ 
つう つか? 」 


き ゅ ー は 首 を 振っ て 外 を 示し た 。 こ こ で は 狭 せ まい 、 と いつ わけ 
だ 。 ま あ 、 こ れ 以 上 、 中 で や られ る より は マシ だ けど さ 。 


「 フ ッ 。 し いい い だ ろ つう 」 
「 き ゆ ゅ つう つ ! 」 


「 あ 、 あ の ! 」 ルーシー が 人 本 手 し た 。「 ぼ 、 ぼ くも 加え て いた だ け 
な いで し ょ うか !? だ め な ら 、 観 戦 す る だ け で も いい の で 、 是 ぜ 非 
ひな ん と か .………… 1 」 


馬鹿 と き ゅ ー は 目 と 目 を 見 み 交 か わし た 。 二 人 の 間 に 吉 葉 は いら 
な いよ うだ 。 


馬鹿 は 指先 で 前 まえ 髪 が み を さっ と 払 は ら っ た 。「 勝 手 に する が 
し いい ヨ 」 


「 は 、 は いっ ! それ じゃ あ 、 勝 手 に させ て も らい ます .……… ! 」 小 
馬鹿 は 寝 し ん 台 だ いか ら 躍 お どり あがっ て 、 脇 わき に 立て か け て 
あっ た 朋 を 手 に と っ た 。 あ の 小 馬鹿 、 本 気 だ 。 


き ゅ ー が 物置 の 外 へ と 飛び だ し て ゆき 、 小 馬鹿 が それ を 追い か け 


こ o 


馬鹿 は 突 つつ だ つて 、 こっ ち に 顔 を 向け て いる 。 


あん な 馬鹿 野 や 郎 ろ る う の こと な ん て 見 た く な い の に 、 ど うし て か 
目 を 離せ な い 。 


言い か ら 、 表 情 は よく わか ら な か っ た 。 


マリ アロ ー ズ は 少し 顎 あ ご を 上 げ て 「 何だ よ 」 と 吉 お うと し た 。 
声 が 出 な か っ た 。 唇 くち びる が 岩 き ふ る えて いる 。 震え を 止め る た め 
に 、 歯 を 食い し ば ら な いと いけ な か っ た 。 


「 マ リア 」 ア ジア ン は 静か に 息 を つい た 。 「 一 何 は と も あれ 、 無 事 
で よかっ た ヨ 。 そ れ だ け は 喜 い た か っ た ん だ ,」 


「 つ うん 」 

自然 と 返事 を し て いた 。 

物 買 は 暗 \! は ず な の に 、 な ぜ だ か 瞬 し ゆん 間 か ん 、 聞 や み に 光 が 
射 さ し た か の よう に 、 あ いつ の 笑え 顔 が お が は っ きり と 見 えた 。 短 
い 、 と て も 短い 返事 に すぎ な か っ た の に 、 あ いつ は それ を 百 万 倍 以 
上 の 詩 葉 と し て 受け と っ た みた い に 、 笑 っ て みせ た 。 


あい つ は 背 を 向け て 歩き だ し 、 出 入口 の 手前 で 一 度 、 足 を 止め て 
振り 返っ た 。 


「 い つも 、 い つま で も 、 ボ ク は キミ を 愛し て る 」 
黙 だ まっ て いる と 、 あ いつ は 行っ て し まっ た 。 
ドア が 閉まっ て か ら 、 う な ずい た 。 
「 つ うん 」 

力 が 抜 ぬ け て 、 天 て ん 井 じ よう を 見 上 げた 。 


愚問 ち の 一 つ で も こぼし た い 気 分 だ けれ ど 、 口 を 動か す の も め 
ん どく さい )。 


寝 ね 転 こ ろ が ろう と し た ら 、「 大 丈夫 か 」 と 声 を か けら れ て 、 此 
お どろ いた 。 


KS の ーー な 全く トマ Eo 」 マ リア ロー ズ は 慌 あ わ 


て ふた めい て トマ トク ン の 寝台 の ほう に 目 を や っ た 。 トマ トク ン は 
寝台 に 身 を 模 た えた まま 、 肘 ひじ 述 ま くら で こち ら を 見 て いる よう 
だ っ た 。 「『ーー お 、 起き て た ん だ 2 5 20 ? 」 


「 う お む お 。 な ん だ か 、 や か まし か っ た か ら な 。 そ れ で 目 が 覚め た ..…… 
の か ?」 


「 や 、 記 きか れ て も 」 


「 お そら く 、 そ うな ん だ ろ つ な 」 ト マト クン は 大 き な あ く び を し 
圧 。 

「 ま だ 眠 ね おび いん で し ょ 。 寝 た ら ?」 

「 つむ 」 

曖 あ い 昧 まい な 返事 を 聞き な が ら 、 マ リア ロー ズ は 「 よい し ょ 」 
と 小さ な 声 を か け て 寝台 か ら 下 リ り 、 ト マト クン の 寝台 に 歩み よっ 
守 。 


な ん と な く ト マト クン の 額 に 手 を あて て みて か ら 、 熱 で も 出し て 
いな いか と 心配 だ っ た の だ と 気づい た 。 


熱く は な か っ た 。 

お し ろ 、 つ め た か っ た 。 
「 無 理 し ちゃ ダメ だ よ 」 
「 あ あ 」 


「 そ ん な ふう に 吉 っ て て も 、 い ざと な る と .……… だ か ら ね 。 ト マト 
は 」 


「 お 前 に 喜 わ れ た く は な いな 」 ト マト クン は 笑っ て 寝返り を 打っ 
人 Pe まあ 、 眠 いよ うな 気 も する か ら 、 寝 る 。 お 前 も 眠れ 」 


「 う ん 」 マ リア ロー ズ は さっ きま で トマ トク ン の 額 に ふれ て いた 右 
手 の 掌 て の ひら に 、 左 手 の 親 指 を 強く 押し つけ た 。 「.……… わか っ 
た 」 


つめ た か っ た 。 


つめ た すぎ た 。 
気 の せ い -ー 一 だ よね .…………. ? 


俺 は 夢 を 見 て いた の か 。 
違 ち が うつ 、 そ うじ ゃ な い 。 
あれ は 記 き 憶 お くだ 。 


た ぶん 、 目 覚め る か 目覚 め な いか 、 境界 線上 を 漂 た だ よっ て いた 
脳 の つう 裏 り に 、 ど こ か ら か 浮 う か びあ が っ て きた の だ ろ っ つう 。 


「 始ま る ん で す 」 

イア シッ タイ ドム ー ド は 、 ぞう 寺 っ て 引き 人 金 を 引い いた 。 
始ま る 。 

何 が 始ま る と いう の か 。 


目的 は わか ら な いで も な い 。 で も 、 そ の た め に 何 を し よう と し て 
いる .……. ? 


始ま る 。 
も うつ 始ま っ て いる の か 。 


同日 十 一 時 五 分 


「 一 晩 で 、 だ っ て よ 」「 そ れ ど ころ か 、 ほ と ん ど 一 瞬 だ っ た らし い 
ぜ 」「 一 瞬 っ て 」「 あ りえ ね え だ ろ 、 そ ん な の 」「 どう な っ て ん だ 
よ 」「 や ば くね ? 」「 魔 ま 術 じ ゆ つ だ っ て 、 魔 術 」「 あ の マチ ル ダ 
が や っ た と か 」「 い くら な ん で も 、 な あ ? 」「 あ りえ な くね ? 」 

「 で も 、 マ チル ダ だ か ら な 」「 知 ら な いく せ に 」「 誰 だ れ も 生 き 残 
ら な か っ た っ て 。 全 ぜん 滅 め つ し た らし いよ 」「 ど うつ や っ て ? 」 

「 街 が さ 」「 街 全体 が 、 あ っ と いう 間 に め ちゃ くち ゃ に な っ ちゃ っ 


た と か 」「 デ マ だ ろ 」「 い や 、 見 た や つが いる ん だ っ て 。 俺 の 友 だ 
ちの 友だち の 友だち が 」「 見 知ら ぬ 他 人 だ ろ 、 そ れ 」「 誰 か さ 、 確 
か め に 行っ て こい よ 」「 行 っ て こい 、 行 っ て こい 」「 お まえ が 人 行 
け 」「 どれ だ け か か る と 思っ て ん だ よ 。 散歩 が て ら 行 ける 嘘 きよ 離 
けり じゃ ね えん だ ぞ 」「 と に か く 、 壊 か い 滅 め つ し た こと は も う 間 違 
いね え だ ろ 」「 な ん で 間違い ね えん だ よ 」「 て いつ か 、 こ れ っ て や 
ば いん じゃ ね え の 」「 や ば いや ば い 」「 マジ で ここ まで 攻 せ め て き 
ちゃ うつ? 」「 時 間 の 問題 だ っ た けり し て 」「 マ ジ か 」「 お い お い 、 冗 
じ よ う 談 だ ん じゃ ね え ぞ で 」「 シ ャ レ に な けり まし ぇ えー ん 」「 い や 、 
笑っ て る 場合 じゃ な いっ て 」「 逃 に げた ほう が いい の か な 」「 つ っ 
て も 、 ど こ に 逃げ る ん だ よ 」「 て か 俺 、 も と も と 逃げ て ここ に きた 
ん すけ ど 」「 だ か ら さ 、 デ マ な ん じゃ ね え の ? 」「 デ マ だ っ て 、 デ 
マ 」「 デ マ だ よ な 」「 誰 か が 騙 だ まそ うと し て ん だ ろ 」「 そ うじ ゃ 
な か っ た ら ど うす ん だ よ 」「 どう する っ て 」「 エ ルデン も 二 に の 舞 
まい か ?2 」「 一 力 リ オ サ ー ク の ,」 


すでに 昨日 、 九 巡 じ ゆん 月 げ つ 二 番 日 の 夜 か ら 一 部 で は あや ふ や 
な 噂 うわ さと し て 嘱 さ さや か れ て いた らし い が 、 そ の 報 し ら せ が 
は っ きり し た 形 で 広まり だ し た の は 三 番 日 の 朝 か ら で 、 昼 前 に は ほ 
ぼ 確 定 的 な 事実 と し て 受け 止め て いる 者 も 少な く な か っ た 。 


カリ オ サ ー ク 、 壊 滅 。 


詳し よう 細 さ い は 不明 だ が 、 百 万 人 以上 の 人 口 を 抱か か えて いた 
魔術 と 官能 、 文 化学 芸 の 都市 カリ オ サ ー ク は 、 そ の 都市 園 け ん 全域 
が 完 か ん 診 ぶ 無き まで 破壊 され 、 住 民 は これ に 巻き こま れ て 大 半 が 
死亡 し た らし い 。 占 賃 で は な い 、 破 壊 だ 。 


これ が ラフ レシ ア 第 三 帝 て い 国 こく 軍 の 意図 に 基づく 行こ う 為 い 
の 結果 だ と し た ら 、 彼 ら は 征 せ い 服 ふく を 望ん で は いな いと いう こ 
と に な る 。 征服 と は 攻め て 従わ せる こと だ 。 街 を ぶち 壊 こ わし て し 
まい 、 そ こ に 住む 者 た ち を 皆 み な 級 ご ろ し に し て し まっ た ら 、 服 従 
も 何 も な い 、 略 りや く 春 だ つ さ え 難 し い だ ろ うつ 。 

帝国 は 何 を 考え て いる の か 。 た だ サン ラン ド 無 統治 王国 に 押し 
入っ て 、 街 々 を 踏 ふ みつ ぶす こと が 狙 ね らい な の か 。 そ ん な こと を 
し て 何 の 意味 が ある の か 。 と も あれ 、 も し そう だ と し た ら 、 カ リオ 
サー ク 以 外 も 同じ よう に 破壊 され る か も し れ な い )。 


この 首都 エル デン も モ 。 


サフ ィ ニ ア は 熱 が 引い て 、 物 置 に 移っ た 。 ユ リカ は 依 い 然 ぜ ん と 
し て ハニ ー メ リー に 付き 添 そ っ て いる けれ ど 、 あ と は ピン パー ネル 
も 、 ル ー シ ー も 、 き ゅ ー も 、 ト マト クン も 、 そ れ か ら カ タリ も 、 モ 
リー・ リ ッ プ ス ・ ア サイ ラム の 物置 に 集合 し て いる 。 


「 お 姉 様 の 、 古 代 呪 じ ゆ 式 し き 一 戦略 級 ス トラ テ ジ ツ ク ・ 魔 術 マ ジ 
ツク な ら .……… 都 市 を 一 つ 、 破 壊す る こと も 、 あ る い は .……… 可 能 か も 
し れ ま せん 。 た と え 、 お 姉 様 で も .…… た ぶん 、 お 一 人 で は 無理 

で .……… 多 く の 魔 術士 を 動員 し て 、 大 規模 な 儀 ぎ 式 し き を 執 と けり 行 
つ PCE そう いう 形態 に な る と は 、 思い ます が earereiexe 」 


や っ ぱし 、 マチ ル ダ の 仕 し 業 わ ざ な ん か の う .… ュ 」 カ タリ は 無 ぶ 
本 し よう 明 ひ げ が こび りつ いて いる 顎 あ ご を こす っ て 、 ふ うむ 、 と 
ほう な っ た 「 鹿 王 時 代 な らい ざ 知ら ず 、 必 術 エ が 世 せ 倫 そ く の 
権力 と 結び つく っ ちゅ う の ん は 、 常 識 的 に は ちぃ ー っ と 考え づら い 
ん や けど も 」 


0280 権力 に は .…… お 姉 様 は 、 関 心 が な いと 思い ます 。 そ うい う 人 
で は 9482 半 2 和 8Me6 きっ と .……… 何 か 、 別 の 目的 が ある の で は 


「 目 的 と か 、 ど う で も いい っ ちゃ あ 、 ど う で も いい ん だ けど ね 」 マ 
リア ロー ズ は な ん と な く 結 ん だ 髪 か み を さわ っ て 、 抱 えた 膝 ひ ざ に 
顎 を 押し つけ た 。「 一 問題 は 、 どうやら マ チル ダ が 間違い な く ラ フ 
レシ ア に 協力 し て る っ ぽ ぱい こと 。 そ れ か ら 、 そ の ラフ レシ ア が 、 エ 
ルデン に まで 押し よせ て くる の か どう か 。 き た ら 、 ど うな っ ちゃ う 


「 せ や な あ .……… 」 カ タリ は 首 を 曲げ て 膝 に 手 を つい た 。「 む うぅ ~- 


ほとん ど 不 眠 み ん 不 休 で 情報 収集 に いそ し ん で いた の で 、 さ す 
が に 疲 ひ 労 ろ う 困 こん 億 ば ぽい し て いる みた い だ 。 床 ゆか の 上 に あ ぐ 
ら を か いて 座っ て いる カタ リ は 、 上 王 だ まっ て いる と 具 ま ぶた が 落ち 
て し まう よう で 、 な ん と か それ に 抗 あ ら が お うと し て 、 魚 目 が 変 な 
半開き に な っ て いる 。 


FR きま が に 、 王 上 ルデン は,。。。。 ュ 」 サ フィ ニア は トマ トク ン が 横 に な っ 
て いる 寝 し ん 台 だ い の 隅 すみ っ こ に 腰 こ し か け て いる 。 あからさま 


に き よう 縮 し ゆく し て 身体 か ら だ を 縮 こ ま ら せ て は いる も の の 、 
すご い 」 進 歩 だ 。「。。。.. いく ら お 姉 様 で も 、 そ うつ 簡単 に は .………. い か な 
いと 思い ます が 。 規模 の 問題 より .… ここ は 、 普 ふ 通 つう の 街 と は 
違 ち が いま す 。 九頭竜 レガ シオ ス ・ 大 骨格 ノリ ・ イ ン の 上 に あっ 

て .……. そ の 下 の ア ンダ ー グ ラウ ンド は .……. 吉 っ て みれ ば 、 巨 きよ 大 
だ いな 空く う 洞 ど う の よ うな も の で すか ら .…… 四 


き ゅ ー は 物 買 の 隅っこ で 編み 物 を し て いて 、 ピ ン パ ー ネ ル は その 
膝 の 上 に 座ら され て いる 。 き ゅ ー が 自分 を 椅 い 子 す に する よう 、 自 
分 か ら ビ ピン パー ネル に うな が し た 。 脚 あ し が 痺 し びれ て し まわ な い 
の か 、 ち ょ っ ぴり 気がかり で は ある けれ ど 、 そ うと う 座 り 心 地 ご こ 
ち が よ さそ うだ 。 あ と 、 見 て いて 癒 い や され る 。 


の ん びり 癒さ れ て る 場合 で も な いん だ けど ね 。 


「 で も 、 さ 」 マ リア ロー ズ は 鼻 を すす っ た 。「 べつ に 、 必 ず 魔 術 で 
どう に か し な いと いけ な いっ て わけ じゃ な い だ ろ うつ し 。 か な り の 大 
軍 な ん で し ょ 。 ま と も に 攻め られ た っ て 、 き つい こと は きつ いん 
じゃ な い の .」 


「 魔 ま 導 ど つう 兵 が お る 」 カ タリ は 目 を 見 開い た が 、 す ぐに 半開き に 
戻 も どっ た 。「- 一 し ゃ あけ ど 、 国 境 が 突 と つ 破 ば され て も つた わけ 
や か ら な ぁ 。 魔 導 兵 も アテ に は な ら へ ん 。 エ ルデン の 城 じ よう 壁 へ 
き は ちょ っ と や そっ と で 破 ら れる よう な モン や な いし 、 物 資 は 豊富 
に ある 。 門 を 閉め て 玉 ろ う 城 じ よ うっ ちゅ うつ こと に な っ た ら 、 そ うつ 
た や すく は 落ち へ ん や ろ 。 普通 な ら 、 や 。 今 の 帝国 軍 は 、 普 通 や な 
し 1」 


「 何 や 、 ル ー シ ー」 


「 つ まり 、 あ れ で す よ ね 。 な ん て いう か 、 そ の うち エル デン が 戦場 
に な る か も し れ な い - 一 っ て いう こと 、 な ん で す よ ね 」 


「 ま あ 、 そ の 可能 性 は 少な く な い 。 大 中 小 で ゆ つ たら 、 大 - 一 っ ちゅ 
うこ と に な る や ろ な 。 そ う 考 え ざ る を えん 状 じ よう 況 きよ う や 」 


「 どの くら いで 、 こ こま で くる ん で すか ね 。 その ..…… ラフ レシ ア 
の 、 帝 国軍 ? 」 


「 うお 。 そ れ な ん や が 」 カ タリ は 床 に 指 で 何やら 書き は じ め た 。 


「 情報 に による と 、 や な 。 帝国 軍 が 国境 を 突破 し た ん が 、 八 巡 月 二 十 
八 番 日 。 ほ ん で 、 国 境 か ら 約 百 八 十 上 上 メー テル の カリ オ サ ー ク が 
壊 か い 滅 め つ さ せら れ よ っ た の ん が 、 九 巡 月 一 番 日 。 二 十 九 、 三 
十 、 一 。 三 日 の 間 に 百 八 十 キル を 移動 し た こと に な る ん や けど 、 ど 
う 考 えた っ て も 無理 や 。 軍隊 の 移動 は 、 時 間 が よう け か か けり よ る か 
ら な 。 せ い ぜ い 一 日 三 士 キル 、 こ れ で も そう と う 速 いで 。 ま あ 、 限 
度 や ろ 。 せ や か ら 、 カ リオ サー ク に つい て は 、 マ チル ダ が 単独 な い 

し 少数 の 部 下 を 引き 連れ て 急行 、 決 行 し た っ ちゅ う 具 合 に 考え る べ 
き や ろ つ な 」 


カタ リ が 吉 う に は 、 急 ぎ に 急 い だ と し て も 、 ニ 二 十 八 番 日 に 国境 を 
破っ た 帝国 軍 が カリ オ サ ー ク に 到 と う 達 た つ す る の は 、 そ の 日 後 
の 九 巡 じ ゆ ん 月 げ つ 四 番 日 一 よう する に 明日 、 そ し て 、 カ リオ サー 
ク か ら エ ルデン まで は 約 三 百 六 十 キ ル メ ー テ ル あ る か ら 、 さ ら に 十 
日 か か る は ず だ 。 


「 一 ほん な わけ や か ら 、 九 巡 月 十 六 番 日 」 カ タリ は 人 差し 指 を ピッ 
ご で た eo ま 、 こ の あたり や な 。 遅 お そく と も それ まで に 
は 、 わ し ら も 態度 を ハッ キリ 決め と か な あか ん っ ちゅ うこ と に な る 
や る ろ 」 


「 態度 を 決め る だ け じ ゃ ダメ で し ょ 」 マ リア ロー ズ は ちら り と トマ 
トク ン を 見 た 。 


トマ トク ン は 眠 ね お っ て は いな い 。 か すか に 目 を 開け て 、 な ん と 
か みん な の 話 を 聞い て いる よう だ 。 だ いぶ 眠 そ う で は ある けれ ど 。 


「 具体 的 に どう する か 決め て 、 行 動 し な いと 」 


「 せ や な .…… 」 カ タリ は た め 息 を つい た 。 や は り 、 と て つも な く 疲 
つか れ て いる の だ ろう 。 い つも 無 む 駄 だ に 生き の いい 半 魚 人 に し て 
は 、 あ まり に も 元気 が な さす ぎる 。 「 一 実際 、 抜 ぬけ 目 が な い 連 中 
は 、 も うつ 人 逃 に げ だ し は じ め と る 。 ゆ う て も 、 い ろ ん な 意味 で 身軽 や 
な いと 、 そ う も いか ん し な 。 今 の と ころ は まだ 、 念 の た め っ ち ゅ うっ 
こと で 一 時 退去 し と っ て も 、 す ぐに 戻っ て こら れる よう な ヤツ が ほ 
と ん ど や ろう けど も 」 


「 モ リー は 、 昨 日 か ら 対応 を 協議 し は じ め て る みた い 。 ま あ 、 ア サ 
イラ ム は それ こそ 、 身 軽 と は 吉 え な い ど ころ か .……… 施 し 設 せ つ は も 
ちろ ん 動か せな いし 、 人 ニー みた いな 状態 の 叫 か ん 者 じ や も いた り 
する か ら ね .…… 」 マ リア ロー ズ は 下 し た 大 くち びる を 噛 か ん だ 。 


モリ ー と は 今朝 、 会 っ た けれ ど 、 い つも どおり だ っ た 。 


何 が あっ て も 、 モ リー・ リ ッ プ ス は 、 モ リー だ け は 、 い つも ど お 
り で いな いと いけ な い 。 そ うじ ゃ な いと 、 ア サイ ラム に いる 者 た ち 
全員 が 動 ど う 揺 よう し て し まう 。 


糞 く そ 度 ど 胸 きよ う の 持 ち 主 で 、 常 人 と は 覚 か く 悟 ご が 違う と は 
いえ 、 い つい か な る と き で も 平然 と し て いる た め に 、 モ リー が どれ 
だ けが ん ば っ て いる か を 考え る と 、 息 が 苦し く な る 。 


「 一 難し いよ 。 す ご く 」 


「 さ ん ざん っ ぱら 駆 か けず けり まわ っ て 、 情 報 集 め ま く っ と る わし が 
ゆう の も な ん や けど な 。 正味 の 話 、 い まい ち 実 感 が わい て こ お へ ん 
ね ん 。 ホ ンマ に 帝 て い 国 こく 軍 が エル デン まで 攻 せ め て きよ る と は 
思っ て へ ん 自分 が どっ か に お る 。 い や 、 ど う 考 えた か て 、 こ の まま 
いっ た ら 確 実に くる は ず な ん や けど も な 」 


2 わた し た ち 、 だ け じ ゃ な く て .…… 他 の 人 た ち も .…、 そ れ が 正 
真 な 気持 ち .……. な の か も し れ な いで すね .…… 四 


「 そ うだ な ぁ 。 僕 も な ん か 、 近 い 感 じ は ある か も 。 こ の 国 っ て そう 
いう つの と は 無 む 縁 え ん だ っ た し 、 こ れ か ら も ずっ と そう だ っ て いう 
ふつ うに 、 自 然 と 思っ ちゃ っ て た ん だ ろう つね 。 いきなり けり 吉 わ れ て も 、 
みた いな 」 


「 イ ザ と ・ な っ た ら 」 ピ ン パ ー ネ ル は 左足 を 軽く 叩 た た いて みせ 
た 。「 ワ タ シ は 平気 で す 。 この まま デモ 動け る 。 だ か ら ・ 気 に し な 
いで くだ サイ 」 


ビン パー ネル の 復元 治 ち 療 り よう は まだ 地 な らし の 段階 で 、 本 格 
的 に は 始ま っ て いな い 。 完 か ん 了 り よう する まで 半年 か か る と いう 
話 だ か ら 、 そ れ ま で アサ イラ ム が 健在 で あっ て くれ な いと 困る 。 そ 
れ な の に 、 そ こま で 考え が 及 お よ ば な い ほ ど 、 ひ ょ っ と し た ら エ ル 
デン が 陥 か ん 落ち らく する か も し れ な いと いう 想像 に は 現実 感 が な い 
の だ 。 


「 お お むむ お むむ.……. ェ ュ ルーシー は 腕 つ で 組 ぐ み を し て 顔 を し か め た 。 
「 困 っ ちゃ いま し た ね 、 本 当 に 。 な ん で こん な こと に な っ ちゃ っ た 


「 あ あ ! あか ん ! 」 カ タリ は 弾 は じ か れ た よう に 立ち あがっ た 。 


「 こ こ で じ ぃ い ー っ と し と っ た ら 、 落 ち つ か ん く て 、 頭 が お か し ィ 
な っ て まい そう じゃ ! わし 、 も っ と 情報 集め て くる わ ! 」 


1 いい ん だ けど さ 。 シ ャ ワー 浴び た けり 、 呂 ひげ 剃 そ っ た りく ら 
い は し た ほう つが よく な い ? きみ 、 今 けっ こう ひど い 顔 し て る 

よ ? 正 赴 、 薄 うす 汚 ぎ た な いよ ?2 どっ か で クル チバ に 出くわし 
た ら 、 き っ と 嫌 き ら わ れ ち ゃ つよ ? 」 


「 ア ホ ダ ラ ァ ッ ! 余計 な お 世話 や っ ! こん な ん な っ て も う て 、 
ー ニ ャ ちゃん か て 夜 も よう 眠ら ん で 、 あ ちこ ち 動 きま わっ と る っ 
ちゅ うつ ね ん ! わし だ け 休 ん どれ る か いな っ ! 」 


PR そう いつ うつ こと.」 


「 そ うい つこ と や っ ! ほな 、 な ん か また わか っ た ら 、 戻 っ て くる 
さか いな ! 」 


カタ リ が 物置 か ら 出 て ゆく と 、 し ば らく の 間 、 誰 だ れ も 口 を 開 こ 
う 志 じじ な か っ た 。 


な ん だ か 重苦しい 空気 が た ちこ め て いる 。 


正確 に 吉 え ば 、 間 28SERS 
感じ て いる 重 さ も 苦し さも どこ か 空く う 虚 きよ で 、 本 物 ら し く な 
し 1。 


結局 、 本 当 だ と 信じ きれ て いな いか 、 事 の 重大 さ を 受 け 止め きれ 
て いな い の だ 。 


あま よう つと ュ 」 マ リア ロー ズ は 抱か か えて いた 膝 ひ ざ を 解き 放っ 
て 、 足 を 床 ゆ か に 下ろ し た 。 「 僕 も 外 に 行っ て みよ うか な 。 な ん 
か 、 実 際 ど う な っ て る の か 、 こ の 目 で 確か め た ほう が よさ そう だ 
し 」 


「 あ っ ! じゃ あ 、 ぼ ぽく も! 」 ル ー シ ー が こっ ち を 向い て 手 を あげ 
た 。 


is ええ と 、 わ た し は .……… ュ 」 サ フィ ニア は つつ むい た 。 


「 や 、 サ フィ ニア は ほら 、 病 や み 上 が り だ か ら さ 。 ま た 熱 と か 出 
ちゃ っ た ら 困 る か ら 」 


も し か する と 、 9 トク ン の そば に いた ほう が 、 発熱 の リス ク は 
高い か も し れ な い 。 そ う 思 わな くも な か っ た けれ ど 、 吉 わな いで お 
いた 。 


「 じ ゃ 」 マ リア ロー ズ は ピン パー ネル と き ゅ ー に 微笑 ほほ えみ か け 
た 。「 行 っ て くる ね 」 
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「 は イ 」 ビ ピン パー ネル は 目 め 許 も と を ゆる め た 。 無 意識 の 動作 な の 
か も し れ な い 、 そ の 手 が 左足 を さす っ て いる 。 少 し 胸 が 痛ん だ 。 


計ら ュ ト マト クン が むく けり と 上 半身 を 起こ し て 、 ま ば た き を し 
7 eo 何だ 。 カ タリ は どこ に 行っ た ん だ 」 


「 つむ .……… ュ 」 ト マト クン は 木 の 板 が 倒 た お れる よう に 、 ば ぱた ん と 絆 
し ん 台 だ い に 身 を 模 た えた 。 


ほん と 、 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶな の か な 、 こ の 人 。 
大 丈夫 一 な わけ な いよ ね 、 や っ ぱり 。 


同時 刻 マー ベラ ス ・ グ ッ ダ ー・ ス トリ ー ト 


ま 、 待 て 、 待 っ て くれ 、 待 て と 吉 っ て お ろ つ に 、 待 ち た まえ よ 、 
キキ ミダ チイ 、、。。。 6 


フラ ンク ・ ゴ ー ル ディ ング ・ レ イヴ ンズ クロ フト の 居 く ちび る は 
し か と 動い て いた 。 そ れ で ある の に も か か わら ず 、 吉 葉 が 声 に な ら 
な い 。 こ れ ま で 苦楽 を と も に し て き て 、 こ れ か ら も 一 いつ 緒 し よ に 
輝 か が や か し い 未 来 を 切り 開い て ゆく は ず だ っ た 愛す べき 仲間 、 同 
志 た ち に 向かっ て 甘 し の べた 手 は 、 泥 ど ろ 水 みず の よう な が 手 て 応 ご 
た え の 空 くつ う を つか ん で は 離 は な し 、 離 し て は つか ん で いる 。 


鳴 あ 呼 あ 、 貴 ああ 、 同 志 た ち は 彼 を 一 いつ 願 こ に だ に せ ず 、 足 早 に 


去っ て ゆく 。 し か も 十 一 名 、 彼 が 青雲 の 志 を 立て て 創設 し 、 手 塩 に 
か け て ここ まで 育て て きた クラ ン 創世 の 細 ジ エネ シス ウイ ング , 
の 全員 、 彼 を の ぞ く 総 員 が 一 人 の 例外 も な く 、 お そら く 全 家財 道具 
な の だ ろう 重い 荷物 を 背負 っ て 、 彼 を 置き 去り に し よう と し て い 

る 。 


同志 た ちの 行く 手 に は エル デン の 東門 が ある 。 シ ャ イニ ング グ 
ロー リー パレ ス か ら 発 し て 東門 へ と 至る マー ベラ ス ・ グ ッ ダ ー・ ス 
トリ ー ト は 、 エ ルデン か ら 出 て ゆこ うと し て いる 人 や 馬車 で ご っ た 
返し て いた 。 同志 た ちの 姿 は すぐ に 見 えな く な っ て し まっ た 。 ま さ 
か 、 ま さか 本 当 に 、 こ れ で お し まい だ と で も いつ の か ね .……… ? 


彼 が 頭 を 振 ふ る と 、 黄 金 の 見 か ぶ と に つけ て ある 金 の 飾 か ざり が 
じゃ ら じ ゃ らし ゃ ん し ゃ ん 音 を 立て た 。 彼 に は 信じ られ な か っ た 。 
どう し て も 値 じ られ ず に いた 。 


それ は た し か に 、 平 へ い 坦 た ん な 道のり で は な か っ た 。 彼 の 目 も 
く 論 る 見 み で は 、 と うに 巨 き よ 大 だ い ク ラン に 成長 し て いる は ず 
だ っ た が 、 構 成員 の 数 は 二 桁 け た に 届い た り 届 か な か っ た り 。 とき 
に は 激減 する こと も あり 、 急 き ゆ う 伸 し ん する こと は つい に な か っ 
た 。 ア ンダ ー グ ラウ ンド 探 た ん 索 さ く が 主たる 活動 内 容 だ っ た が 、 
常に 目覚 まし い 戦 果 を あげ て きた か と いえ ば 、 必 ず し も そう と は 吉 
いき れ な い 部 分 も な き に し も あら ず だ 。 そ れ は 彼 と て 認め ざる を え 
な いと ころ で は ある 。 ク ラン の 指導 者 、 統 と う 括 か つ 者 と し て 、 彼 
も 己 お の れ の 力 不足 を 反省 する に や ぶさ か で は な い 。 し か し 、 そ の 
あたり は 何 も 彼 だ け の 責任 に 帰す る も の で は な い は ず だ 。 や は り そ 
こ は 同 志 な の だ か ら 、 キ ミタ チ も 無関係 で は な い は ず で 、 診 か た 代 
が わり と いう つか 何と いつ か 、 つ まり この 私 だ け に 押し つけ る の は 違 
ちがう の で は な いか と いう か 何と いつ か 、 私 だ けが 悪い わけ で は な 
か ろう つ ?2 キミ タチ に も 省 か えり みて 改善 すべ き 点 は 多々 あっ た は 
ず で は な い の か ね .………. ? 


「 そ 、 そ うだ ッ ! 話し あお う ッ .……… ! 今 か ら で も 遅 お そく は な 
い ッ ! 話し あっ て 一 」 彼 は 絶句 し た 。 話 し あう .…… ? 


いっ た い 誰 と 話し あう と いう の だ ? 遅く な い ? 何 が ? も う 
同志 た ちの 背中 は 見 えな いと いう の に .…. ? 


追い か け よ うに も 、 こ の 人 ひと 混 ご み だ 。 強 ご う 引 \ ん に か きわ 
け て 進ん だ と し て も 、 簡 単に は 追い つけ まい 。 そ も そ も 、 そ の 力 が 
今 の 彼 に は な い 。 足 が 凌 な えて 、 一 歩 た り と も 進め そう に な い の 


、 
だ 。 


児 を 脱 ぬ いで 地面 に 還 た た きつ けた ら 、 拉 は ね て 通行 人 A の 足 に 
あたっ て その 通行 人 は こっ ち を 向い た 瞬 し ゆん 間 か ん 、 何 か 叫 さ 
け び な が ら 拳 こぶ し を 繰 く り だ し て きた 。 避 よ け ら れ な か っ た わけ 
で は な い 。 断 じ て 。 そ う で は な く 、 彼 は 甘んじ て 通行 和信 A の 拳 を 右 
みぎ 炉 ほお で 受け 止め た 。 悪 く な い パ ンチ だ っ た 。 彼 は 踏 ふ ん ば ろ 
うと し た が 踏ん ば りき れず 、 その 場 に 月 くず れ 落 ち た 。 四 つん 遠 ば 
い に な っ た 彼 を 、 通 行人 B が 「 どけ 」 と 蹴 け 飛 と ば し 、 通 行人 C が 
「 邪 じ や 魔 ま だ 」 と 跡 倒し た 。 通 行人 D は 彼 を 蹴り 転がし 、 通 行人 
E は 彼 を 蹴り 弾 は じい た 。 気 が つく と 彼 は 、 道 みち 端 ば た の さら に 
端 は し に 、 一 いつ 匹 び き の 名 も な き 脂 羽 鼻 ゴキ の ご と く へ ば りつ い 
Ci 


2 黄金 の よ つ うな 日 々 .…… だ っ た で は な いか ぁ .……… つら く と 
も .……… 苦 し く と も .……… さ し て いい いこ と が な く とも.…………. 黄 金 の よう 


な いか ぁ .… せ … 空 れ だ けけ ば 。。。。, メス 人 ダー と じ て 。、。 本 それ だ け 
6 私 財 を な げ つ っ て 、 私 は .……〔…. だ か ら 、 だ と いつ の か 

2 ? 生活 の た め .…『……… た だ それ だ け の た め に ..……… 今 ま で 、 私 に 
つい て きた と .…†… ? 私 の 夢 な ど .……… どう で も よかっ た と いう の か 
sao ? すべ て は 私 の .……………. 幻 げ ん 想 そ うに すぎ な か っ た と いう の 
が 48 ? キミ タチ を 仲間 と ..……… 友 と 思い 1.…… いつ の 日 か この 命 
果て る まで .……{…… と も に 歩む お の だ と .………… そう 考え て いた の は .……… た だ 
ー 人 、 私 だ け だ っ た と ..… せ …… ? それ が 真実 だ と いう つの か ね .………… 
1 ブン ルプ on) ククル プア ツ ソ ツリ" アシ 胡 ア ん イ へ へ ヘ へ 
へ へ .……. ヌメ ホホ ホホ .… 『 


認め ろ 。 認め が た く て も 認め る し か な い |、 W の る の だ: フラ ン 
ク ゝ ゴー ルディ ング レイ ヴ ン ズ ク ロ フト 、 ファ ニー*・ ラ フラ ンク 。 


彼ら は 私 に 内 緒 で 相談 し て いた 。 そ れ も 、 ご く ご く 短 期間 の うち 
に 意見 を 一 いつ 致 ち させ 、 私 に 短い 別れ を 告げ て 、 振 り 返 ら ず に 
行っ て し まっ た 。 と いう つこ と は 、 と いつ こと は 、 だ 。 


彼ら は も と か ら そ の つも り で いた と いう こと だ 。 彼 ら は クラ ン か 
ら 離 り 脱 だ つ す る 機会 を うか が っ て いた 。 私 一 人 を の け 者 に し て 、 
た ぶん 酒 を 本 くみ 交 か わし な が ら 私 を 昌 の の し っ た り 員 あざ 笑わ 
ら っ た り し な が ら 、 い つか 皆 み な で クラ ン を 辞 や め て や れ と 、 彼 ら 
は ずっ と 話し あっ て いた の だ 。 


誘 さ そい 入れ た 私 が 吉 う の も 何だ が 、 彼 ら は 侵入 者 クラ ツ カ ー と 
し て 優 ゆ うつ 秀 し ゆう だ っ た と は 喜 い が た い 。 半 は ん 端 ば 者 ば か り 
だ っ た 。 こ の まま 侵入 者 クラ ツ カ ー 暮 らし を つづ け て いて も 先 が な 
い 。 さ り と て 、 手 に 職 が ある わけ で も な く 、 帰 る 場所 も な い 。 な れ 
ば 、 皆 で 畑 で も 耕し て 自給 自足 の 生活 で も する か 。 あ る い は 、 そ ん 
な 夢 で も 描 え が いて いた の か も し れ な い 。 ち ん け な 夢 だ 。 ちっぽけ 
で 、 距 わ ら う べき だ 。 吐 は き 捨て る べき だ 。 漢 お と こ な ら .……… ! 


漢 な ら ! 年 ね ん 齢 れい 性 別 間 わ ず 、 漢 な ら ! 大 き な 夢 を 見 る 
べき だ 「! 実現 不可 能 と 思え る ほど 大 き な 夢 を ! ご ど でかい 夢 な く 
し て 、 何 の た め の 人 生か ッ ! 一 度 き り の 人 生 に 夢 を 見 つづ けず し 
て 、 他 ほか に 何 を 見 る と いう の か ッ ! この 目 が 光 を 失う まで 、 天 
を 覆 お お う 巨 大 な 夢 を まっ すぐ 見 すえ つづ ける ッ ! それ が 漢 の 生 
き 様 ざま と いう も の だ ッ .……… ! 


ey の の タ co フフ 。o ツバ アプ AA プラ ワ 
ブ , ル 八 八 八 八 …… | 


貴 い た くば 、 践 え 。 私 を "お フ か ア し 二 な ーー, フラ ンク と 呼ん だ 
者 た ちよ 。 私 は いく ら 忠 われ て も 平気 だ 。 へ っ ちゃ ら だ 。 私 の 夢 は 
折れ ぬ 。 曲 が ら ぬ 。 否 いな 、 た と え 折 れ 曲 が ろう と 、 私 は 進む 。 突 
つき 進む 。 漢 と し て 。 一 何処 い ず こ へ .…『…. ?2 


彼 は 身 を 起こ し 、 東 門 に 級 さ つ 色 と うつ し よう と し て いる 者 た ち を 
眺 な が め る 。 あ さま し い 。 


実に 、 あ さま し い 。 み じ め だ 。 


弱き 者 た ちよ 。 力 で は な い 。 腕 わ ん 力 り よく で は 、 武 力 で は な 
い 。 知 能 で も な い 。 心 が 弱い 。 キ ミタ チ は 騰 お く 病 び よ う で 情け な 
い 、 喪 あわ れ で 甘 し い 、 双 虫 毛虫 た ち だ 。 通 行人 A ? 通行 人 
B? C? D? ELHFLHG? 仲間 ? 同志 ? 違う 。 違 アー 


トー トー 


う 。 違 アー つう 。 違 アー つう 。 彼 ら は 違う つ 。 
た だ の 逃 と う 亡 ぼう 者 だ 。 


戦わ お ず し て 敗れ て いる 、 寂 さび し き 軟 な ん 弱 じ や く 者 、 と る に た 
ら な い 敗 残 者 た ち だ 。 


「 一 私 は 」 彼 は すっ く と 立ち あがっ た 。「 私 は 、 違 う ッ .…… 1 」 
誰 だ れ も 、 誰 一 人 と し て 、 彼 に 一 いち 莉 べ つ す らく れ な い 。 彼 は 


独り だ 。 


それ が どう し た と いう の だ 。 彼 は 実質 、 独 り だ っ た の だ 。 仲間 
の 、 同 志 の 皮 を 被 か ぶっ た 寄生 生物 ども と の 楽し い 思い 出 な ど 、 こ 
こ で 、 今 この 瞬間 、 す べ て 捨て て し まえ 。 


彼 の 涙 る い 腺 せ ん が 一 瞬 、 緩 ゆる みそ うに な る 。 し か し 、 彼 は こ 
ら え る 。 涙 な み だ は いら め ぬ 。 


夢 を 描き 抱い だ く 者 に ふさ わし い 表 情 、 そ れ は あく まで 笑え 顔 が 
お で ある 。 笑 え 。 


笑え ! 


た と え 万 ば ん 人 に ん に 貴 わ れ よ うと も 、 彼 は 燥 さん 々 さん と 輝 か 
が や く 大 陽 の よう に 、 強 く 、 高 く 、 寛 ひろ く 、 底 そこ 抜 ぬ け に 明る 
く 、 笑 わ ね ば な ら め ぬ 。 笑え .……. ! 


「 そ こ な エ ルデン 市 民 諸 君 ! も は や 、 元 、 と つけ る べき な の か も 
し れ な い が 、 私 の 声 が 聞こ える だ ろう つか ! お そら く 聞 こえ て いな 
か ろう つう ! キミ タチ は 逃 に げ る の に 必死 だ ! 尻尾 し つぼ を 巻い て 
逃げ る キミ タチ に 、 私 の 吉 葉 が 届く だ ろう つと は 思っ て いな い ! そ 
れ で も いい ! ! 一 向 か ま わな い ! 私 は 壁 か べ に 向かっ て で も 叫び 
つづ ける こと が で きる ! な ぜ か !? それ は 、 私 が 夢見 る 漢 だ か ら 
だ ッ ! あえ て 吉 わ せ て も ら お うつ ッ ! 私 は ツ ! キミ タチ の よう 
な 立ち 向かう つこ と を 知ら ぬ チ キチ キ 騰 チ 病 キ 者 ン シ ど も と は モノ が 違 
う の だ よ ッ ! モノ が ッ ! ダン チ だ ッ ! 段 だ ん 違 ち が い ッ ! 
違い すぎ ー る ッ ツリ! 理由 を 知り た いか ッ !? 知り た く な く て も 教え 
て 進 ぜ よう ! 今 、 も し か する と 、 こ の サン ラン ド 無 統治 王国 は 、 
エル デン は 、 未 み 曽 ぞ 有 つの 危機 に 瀬 ひ ん し つつ ある の か も し れ な 
い ッ ! 何やら その よう な 情報 が 流 る 布 ふ し て いる し 、 そ うい っ た 
気配 が 漂 た だ よっ て いる こと は 間違い な い ッ ! そし て 、 キ ミタ チ 
は 人 逃げ よう と し て いる ツ ! いっ た い ど こ へ 逃げ る と いう の か 、 私 
は 知ら な いし 知り た くも な い 、 ど うつ で も いい 話 だ が 、 と に か く キ ミ 
タチ は 逃げ る ッ ! あえ て 詩 わ せ て も ら お う ッ ! 孔 は ず か し く は 
な い の か ね !? その 行こ う 為 い 、 我 先 に 逃げ よう と いう その 姿勢 、 
恥 は じ だ と は 思わ ん の か ね !? キミ タチ は この 最果て の 街 、 エ ル デ 
ン で の み 許 され た エル デン の 民 た み で は な い の か ね !? この 街 だ か 
ら こ そ 、 キ ミタ チ は 人 生 を 様々 に 誠 お う 歌 か で きた の で は な か っ た 
の か ね !? この 街 こ そ が キミ タチ の 理想 卿 だ っ た の で は な いか 

ね !? それ を 捨て て 、 キ ミタ チ は どこ へ 行こ うと いう の だ ッ ! 私 


は ッ ! 私 は 、 私 は 、 私 は ッ ! 逃げ た りな ど し な い ッ ! 偽 い つ 
わり だ っ た か も し れ な いと は いえ 、 黄 金 の 日 々 を を も た らし て くれ た 
この 街 を 、 私 は 見 捨て な い 、 裏 切ら な い 、 私 は この 街 を 愛し て いる 
か ら だ ッ ! そう ! 私 は 愛し て いる 、 こ の 街 を ツ ! この エル デ 
ン こ そ が 私 の 故郷 で あり 、 終 つい の 棲 す み 家 か で あー る ッ ツ ! いい 
だ ろう 、 キ ミタ チ は 逃げ た まえ ! どこ へ な り と も 行き た まえ ! 
二度と 帰っ て くる な ッ ! キミ タチ の 顔 な ど 見 た くも な い ッ ! 反 
へ 吐 ど が 出る ッ ! ペッ ペッ ペッ ! だ が し か し 、 私 は 逃げ ん 
ぞ ッ ! 何 が あっ て も 逃げ る も の か ッ ! ラフ レシ ア 第 三 帝 て い 国 
こく 、 何 する も の ぞ ッ ! くる な ら こ い 、 返 けり 討っ うち に し て くれ 
る ッ ! 私 は キン グ ・ グ ッ ダ ー に な ど 頼 た よら ん ぞ ッ ! 魔 ま 導 ど 
う 兵 な ん ぞ ア テ に な る も の か ッ ! 私 が ッ ! この 手 で ! 愛す る 
故郷 、 私 の エル デン を 守る の だ ッ ! そう だ ッ ! 私 は 戦う ッ ! 
帝国 軍 が 押し よせ て きた な ら 、 刀 折れ 矢 尽 つ きる まで 、 血 の 一 いつ 
滴 て き に な る まで 、 私 は 戦う ラッ ! エル デン を 守り 、 必 ず や 救っ て 
みせ る ッ ! 私 は 英 え い 雄 ゆう に な る ッ ! 私 は 私 の 名 を 歴史 に 刻 
みこ む ッ ! 聞こ えな く て も 聞け ッ ! 諸君 ッ ! 私 は 今 ここ に 
宣 吉 す る ッ ! エル デン 自由 軍 、 略 りや く 稼 し よう EFA の 誕生 
を ッ ! エル デン を 愛す る 者 よ 、 自 由 を こよ な く 愛 する 者 よ 、 愛 す 
る エル デン と 自由 の た め に 喜び 惜 お し まず 命 を 捨て る 真 の 勇者 よ 、 
集 つ ど え 、 我 が も と に ッ ! 私 、 こ の フラ ンク ・ ゴ ー ル ディ ン 
グ ・ レ イヴ ンズ クロ フト こそ が 、 エ ルデン の 救い 主 、 エ ルデン 自由 
軍 総 そう 帥 すい で ある ッ .……… 1 」 


十 二 時 四 十 分 トワ イラ イト ・ ド レッ ドス ター ズ ・ ス ト 
リー ト 


と りあ え ず 第 六 区 に ある アサ イラ ム か ら 一 番 近 い 西 門 の ほう へ 
行っ て みた ら 、 と ん で も な いこ と に な っ て いた 。 


エル デン の 中 心 に 鎮 ち ん 座 ざ し て いる シャ イニ ング グロ ー リ ー パ 
レス か ら 西 門 へ と つづ く ト ワイ ライ ト ・ ド レッ ドス ター ズ ・ ス ト 
リー ト は 馬車 、 人 、 馬 車 、 人 、 馬 車 、 人 に 埋 つ め つ くさ れ 、 し か も 
十 台 以上 を 巻き こ お 玉 突き 事故 が あっ た らし く 、 横 転 し た り ひ っ く 
り 返 っ た り し て いる 馬車 も 多数 あっ て 、 そ れ ら の 車体 と 馬 の 死体 、 
散乱 し た 積み 荷 が 通行 の 妨 さ また げに な っ て いた 。 


どう 考え て も 、 ま ず は 事故 車両 等 々 を 搬 て つ 去 きよ し な いと 、 混 
雑 の 度合 い が ど ん どん 増し て ゆく だ け だ 。 で も 、 そ ん な ふう に 冷静 
な 痢 断 を 下 し て 、 周 り の 人 々 に 協力 を 呼び か けた りす る 者 は 誰 も い 
な い 。 本 当 は そう し た ほう が いい ん だ よ な あ 、 て いう つか そう し な 
きゃ まず いん だ けど 、 み た い に 思 っ て いる 者 は きっ と いる だ ろう 
が 、 何 し ろ こ こ は エ ルデン だ 。 見 知ら ぬ 他 人 と 手 と 手 を と りあ っ て 
何 か し よ うな ん て 、 常 識 を 知ら な い 阿 あ 末 ほう の 発想 だ し 、 阿 条 に 
は だ いた い 阿 条 に ふさ わし い ! 未 路 が 用 意 さ れる 。 余計 な こと は 考え 
な いこ と だ 。 見 れ ば 、 横 よこ 倒 だ お し に な っ て いる 馬車 に 入り こん 
で 、 堂 々 と 盗め ぬ す み を 働い て いる 者 も いた りす る 。 死 な な く て も 、 
動け な く な る よう な 傷 を 負え ば 、 身 ぐる み 刻 は が れる の が エル デン 
の 洗い だ 。 隙 すき を 見 せ た ら 、 絶 対 に や られ る 。 自分 の こと を 、 自 
分 自身 の こと だ け を 考え ろ 。 


その 結果 、 エ ルデン の 中 で は マキ シマ ム AM ド ラゴン ・ ス トリ ー 
ト 、 環 か ん 状 じ よう 通 ど お り に つづ いて 広い トワ イラ イト ・ ド レッ 
ドス ター ズ ・ ス トリ ー ト が 、 ほ と ん ど 通 行 不能 の 状態 に 陥 お ちい っ 
て し まっ て いる の だ が 、 一 度 こ つう な る と な か な か 収拾 が つか な い だ 
ろう 。 

西門 は 遥 は る か 遠く に あっ て 、 べ つ に 行く 予定 は な いけ れ ど 、 た 


と え そ の つも り で が ん ば っ た と し て も 、 た どり つけ そう な 気 が し な 
し 1。 


1 て ゆう つか 、 ル ー シ ー、 ど こ 行 っ た ん だ よ 。 さ っ きま で 、 隣 と 
な り に いた の に ..……… 『 


マリ アロ ー ズ は ぶつ ぶつ 吉 い な が ら 細 い 道 に 入っ て 、 よ う や く 一 
息 つ いた 。 


顔 と いう か この 髪 か み を さら す と ろく な こと に な ら な か っ た りす 
る の で 、 用 心 の た め に フー ド を 被っ て いた か ら 、 時 く て た ま ら な 
い 。 フ ー ド を 外し 、 ボ ディ スー ツ の ゆる め ら れる 箇 か 所 し よ を ゆる 
め て 風 を 送っ て も 、 気 休め 程度 だ 。 ベ ルト の 小物 入れ か ら タ オル を 
出し て 顔 や 首 の 汗 あ せ を ぬ ぐ っ て みた と ころ で 、 あ と か ら あ と か ら 
噴 ふ きだ し て き て 、 ま っ た くき り が な い )。 


「 こ れ っ て 、 西 門 以 外 の 門 も 似 た よう な こと に な っ て た けり けり す る の か 
な 。 門 を 通ら な いで 出入 りす る 方 法 っ て 、 た し か な い は ず だ し 、 だ 
ご どじ し た ちら . 逃 に げ る に し て も 、 地 味 に か な り 大 変 な ん じゃ な い 
の .…… ひ …… 2 ココ 


た と えば 今 、 エ ルデン か ら 離 り 脱 だ つ す る と し た ら 、 八 ニー メ 
リー や ピン パー ネル は 馬車 に 乗せ る 必要 が ある だ ろう 。 何 の か の 
喜 っ て 、 徒 歩 な ら ど うに か な り そ う な 気 も する けれ ど 、 馬 車 は か な 
り 上 厳し そう だ 。 よ うす る に 、 出 る に 出 ら れ な い 、 と いつ こと か が 。 


「 な ん か さ .…『……… ュ 」 マ リア ロー ズ は 細い 通り か ら さ ら に 細い 路地 に 足 
を 踏 ふ み 入 れ て 、 た め 人 息 を つい た 。「 踏 ん だ けり 跳 け っ た り っ て いつ 
か 。 ろ く な こと な いよ ね 。 家 も な く な っ ちゃ っ た し 。 それで 、 こ う 
だ も ん 。 愚 ぐ 痴 ちっ て も し ょ う が な いけ ど さ 。 ど うに も な ら な い 
し 。 で も 、 ほ ん っ と に 、 ど うに も な ら な く な い .………. ? 」 


仲間 た ちと 一 いつ 緒 し よ に いる と き は 、 も うち ょ っ と 前 向き で い 
られ る 。 

どん な に ひど い 状 じ よ う 況 きよ う で も 、 た ぶん 、 き っ と 、 な ん と 
か な る よね 2? 今 ま で だ っ て 、 け っ こつ 危な い 目 に 遭 あ っ て きた 
し 。 いろいろ 乗り 越 こ えて きた ん だ し 。 


で も 、 一 人 に な る と 、 ダ メ だ 。 つ い 下 を 向い て し まっ て 、 身 体 か 
ら だ に 力 が 入ら な く な る 。 
マリ アロ ー 貞和 S 狭 せ ま 
、 細 長い 空 を 見 上 げた 。「.…… カリ オ サ ー ク 、 か .……… 
あの や さ し い 魔術 士 は 無事 だ ろ つ か 。 


すぐ に 頭 を 振 ふ り 、 打 ち 消し て 、「 マ リア 」 と 名 を 呼ば れ た 瞬 し 
ゆん 間 か ん 、 必 要 以 上 に 驚 お どろ きつ うろ た えた 自分 を あや し ん だ 。 


な ん か まる で 、 こ っ そり 悪い こと を し て いて 、 そ の 場面 を 見 られ 
ちゃ っ た 、 み た いな - 一 これ っ て 何 ? し まっ た 、 ま ずっ た 、 し く 
で この 痛み は 一 固 悪 


ィ じ ・・・・・・ 


マリ アロ ー ズ は 声 の し た ほう に 向き な お りな が ら 、 フ ー ド を 被 か 
9 の だ す な 、 何 ? 
「 マ リア 」 馬 ば 鹿 か は 耐 た え か ね た よう に 、 し まい こむ お よう に も う 


一 度 、 そ う 呼 ぶ と 、 ゆ っ くり と 路地 の 奥 か ら 歩 いて きた 。「- 一 マリ 
ア 。 こ ん な と ころ に いる と は ネ 。 様子 を 見 に きた の か い 」 


「 ま あ .… ぼ …… ね 」 マ リア ロー ズ は ちょ っ と 迷っ た けれ ど 、 フ ー ド を 


と っ た 。 だ っ て 、 な ん か が 過 か 剰 じ よう 反応 っ て いつ か 。 変 で し ょ よ 。 
普 ふ 通 つ うに し て れ ば いい 話 だ し 「ー す ご いこ と に な っ ちゃ っ て 
る か ら さ 。 き み の と こも 、 あれ な ん じゃ な い の 。 大 変 な ん じゃ な 
い ? Z00 う ちよ り は ずっ と 大 所 帯 だ し 」 
ガン 」 馬鹿 は 眉 ま ゆ を ひそ め て うつ めい た 。 
ひょっと し て 、 迷 っ て る ? 悩 な や ん で た りす る .………… の 
あたり まえ か 。 悩ま な いわ けが な いり 。 


馬鹿 は 馬鹿 だ けれ ど 、 昼 飯 時 ラン チタ イム っ て いう 、 ち ょ っ と 変 
わっ て は いる も の の 有名 な 、 一 部 で は 有力 だ と も 見 な され て いる ク 
ラン の 、 頭 希 マ スタ ー な ん だ か ら 。 


『 導 な こと 、。。。 計 き いて も いい の か な 。 き み の と こ は 、 ど うす る 
の 2? 」 


「 だ いた い 、 ネ 。 決 め て は いる ヨ 」 
「 そ つう の な ん だ 」 
「 い いずれ に し て も 、 ボ ク が 決断 する 。 そ れ だ け は 間 ま 違 ち が いな い 


ネ 」 

を つが: 

「 あ り が た いこ と に 、 と に か くみ ん な 、 ボ ク の こと が 大 好き だ か ら 
サ 」 馬鹿 は 冗 じ よう 談 だ ん めか し て 笑っ て みせ た 。 「 全員 、 ボ ク の 


吉 う と お り に し て くれ る と 思う ヨ 。 そ こ は こ れ っ ぽ っ ち も 疑 っ て な 
いん だ 」 


「 じゃ あ 、 な お さら だ ね 」 

「 何 が だ い ? 」 

「 な お さら 、 重 いね 。 責任 」 

「 た いし た こと は な い ヨ 」 

「 無 理 し ちゃ っ て 」 

な ぜ だ か 腹 が 立っ て 仕方 な か っ た 。 で も 、 腹 を 立て て いる な ん て 


知ら れ た く な い 。 平静 を 装 よ そお っ て いる と 、 馬 鹿 は マリ アロ ー ズ 
の 隣 で 似 た よう な 体勢 に な っ て 、 細 長い 空 を 仰 あ お い だ 。 


「 無理 は 、 し て な い 。 こ れ は 嘘 うそ じゃ な く て 、 本 当 な ん だ 」 
「 だ っ た ら 、 無 理 じ や ゃ なく て 、 何 を し て る の ,」 
「 さ あ .…… 何だ ろう ネ 。 ボ ク に も よく わか ら な い 」 
「 重 く て 、 つ らい ん だ っ た ら 、 い っ そ や めちゃ えば いい ん だ よ 。 で 
も 、 そ ん な こと で き な い ん で し ょ 。 だ っ た ら 、 や る し か な いじ ゃ な 
いか 」 
「 あ あ .……… 」 馬鹿 は こっ ち に 向け た 顔 を ほこ ろば せ た 。 

ほら 志 だ も た よう に | 
「 ま さ し く 、 そ れ か な 。 正直 .… ひ …… ネ 。 た し か に 、 た ま に 重 か っ た り 
も する ん だ けど サ 。 放 ほう 棄 き する 気 は さら さら な いか ら 、 無 理 を 
し て いる と は これ っ ぽ っ ち も 思わ な い 。 き っ と 、 そ うい うこ と な ん 
だ 」 


「 あ っ そ 」 マ リア ロー ズ は 人 鼻 を 鳴ら し た 。「 そ れ は それ は 、 ご ち そ 
9 きま ら 


「 え ?」 
ge な ん で も な い 」 

僕 は 、 ど うか し て る 。 

だ っ て 、 こ ん な に 昔 り ら 々 いら し て さ 。 い っ た い 、 何 が 気にいら 
な いん だ か 。 馬鹿 の 存在 自体 ? そう か も 。 こ いつ が いな く な っ 
ちゃ えば 、 こ ん な 思い を し な く て すむ お 。 そ れ は 間違い な い 。 

いな く な る 。 

消え る 。 

二度と 会 わな い 。 


一 二 度 と 、 会 えな し 1。 


や ば し 1。 
いき な り 視 界 が ゆがん だ 。 


マリ アロ ー ズ は 慌 あ わ て て し ゃ が みこ み 、 両 手 で 顔 を 覆 お お っ 
た 。 


「 ど どど 、 ど うし た ん だ い 、 マ リア .…… 1? 」 


「 な 、 な ん で も な いっ 。 な ん で も な いか ら っ 。 ち ょ っ と あの 、 め 、 
目 に ゴミ が 入っ た だ け で 」 


「 目 に ゴミ が ぁ っ .……… !? それ は 大 変じ や な いか ! 見 せ て くれ 、 
ボク が ー- 一 」 


「 い いら な いか ら ! さわ ら な いで ! 近 よ る な ! どっ か 行っ ちゃ 
え !」 


kt MM や 、 でも. 


「 平気 だ が か ら っ ! ちょ っ と ゴミ が 入っ た くら いで 、 ど うに か な る 
わけ な いし ! 大 お お 親 げ 装 さ すぎ て 、 わ ざと らし いん だ よ 「! 」 


「 そ 、 そ ん な つも けり は - 一 」 

「 な く て も 、 き も いか ら ! は っ きり 喜 つ っ て! ああ 、 や だ や だ や 
だ や だ や だ 、 鳥 と り 肌 は だ が ..……. 離 は な れ て ! 離れ ろ っ た ら ! 
お 5 る 。 !」 


や だ 。 本 当 に 、 や だ 。 こ ん な の 、 や だ 。 い や すぎ て 、 た ま ら な 
し 1。 


指 と 指 の 合間 か ら 見 て みる と 、 あ いつ は 適切 な 距離 を と っ て 、 お 
ろ お ろ し て いる 。 


昔 は も っ と 強 ご う 引 \ ん な と ころ も あっ た 。 た ま に 、 ど さく さ に 
紛 ま ぎれ て 変 な こと を し よう と し た り も し た し 。 い つか ら だ ろう 。 


や さ し く な っ た 。 用 心 深 く な っ た 。 慎 し ん 重 ち よう に な っ た 。 


適切 な 距離 を と る よう に な っ た 。 


それ が 不満 な お わけ じゃ な い 。 そ ん な こと 、 な い 。 た だ 、- 一 つら い 
ん だ よ 。 


や さ し く し な いで よ 。 僕 の こと 、 そ ん な に 大 事 に し な いで よ 。 僕 


は 応 こ た えら れ な いん だ よ 。 そ ん な 資格 、 な いん だ よ 。 大 事 に し て 
も ら え る よう な 人 間 じ ゃ な いん だ よ 。 そ れ に 、 僕 は ひど いじ ゃ な い 
か 。 ず っ と ひど か っ た じゃ な いか 。 き み の 仲間 た ち み た い に 、 き み 
の そば に いる わけ で も 、 き み を 支え る わけ で も 、 き み を どこ まで も 
信じ て いる わけ で も な い 。 結局 、 僕 は 合 じ て な いん だ よ 。 こ ん な 僕 
を 受け 容 い れ て も ら え る と は 思っ て な いん だ よ 。 僕 は 居 こ わい ん だ 
よ 。 怖く て た ま ら な いん だ よ 。 そ の こと さえ 吉 え な いん だ よ 。 き み 
に は 吉 え な いん だ よ 。 こ れ っ て よう する に 、 き み を 信じ て な いっ て 
こと で し ょ ? 違う つ ?2 違わ な いで し ょ ?2 ああ 一 、 


そっ か 。 そ うな ん だ 。 
馬 ぱ 鹿 か みた い だ よ 。 
て ゆう か 、 馬 鹿 だ よ 。 
よう や く 気 づい た 。 気 づい ちゃ っ た よ 。 


マリ アロ ー ズ は 顔 を 覆っ た まま 立ち あがっ た 。 そ れ か ら 手 を どけ 
て 、 二 度 、 深 呼吸 を し た 。 


呼吸 を 整え て 、 僕 は 何 を 吉 お うと し て いた の か な 。 わ か ら な い 。 
ぜん ぜん 、 わ か ら な い 。 


どう し よう と し て いた の か な 。 わ か ら な い 。 ま る で 、 わ か ら な 
し 1。 


どう し た い の か な 。 

わか ら な い )。 

そう じゃ な い 。 

どう に も で き な い 。 ど うし よう も な いん だ 。 

こう すれ ば いい の か も し れ な い 、 こ の 道 を 歩い て ゆけ ば 光 が 射 さ 
し こん で くる か も し れ な い 、 楽 し い 明日 あし た が 待っ て いる か も し 
れ な いな ん て 、 ま っ た く 思 えな いり 。 

お び え て いる よう な あい つの 上 顔 を 見 て 、 笑 っ て みた 。 

少し 笑う だ け で 、 こ ん な に も 苦し い |。 


「 元気 で ね 」 


あい つが 表情 を 変え る と ころ な ん て 、 目 ま の 当たり に し た く な 
7 つの: だ 


育 を 向け て 、 歩 きだ し た 。 
To デー ョ 


あい つ は 僕 の 名 前 を 呼ば うと し た の か な 。 そ れ と も 、 待 っ て ほし 
いと 呼び 止め よう と し た の か な 。 ど っ ち だ っ て いい しい!。 どっ ち に し て 
も 、 聞 きた く な い !。 


耳 を ふさ いで 駆 か け だ し た 。 追 いか け て こない で 、 と 願い な が 
ら 。 そう 強く 願え ば 、 あ いつ は きっ と 追い か け て こない だ ろう 。 追 
いか け て き て は くれ な い だ ろ うつ 。 痛 いよ 。 


苦し いよ 。 助 ろ つ 骨 こ つが 四 き し ん で いる 。 い っ た い 何 が 心臓 と 
肺 を 驚 わ し づか み に し て いる の だ ろう 。 そ ん な に 締 し め つ け な い で 
よ 。 息 が で き な い 。 止 まっ て し まう 。 だ けれ ど 、 足 は 止ま ら な い 。 
振 ふ けり 返 り た か っ た 。 そ ん な こと 、 で き な い 。 あ いつ は も う 遠 くに 
いる 。 遠 く 、 小 さく な っ た あい つの 姿 を 目 に し た ら 、 た ぶん どう に 
か な っ て し まっ うつ 。 


僕 は ね 。 受 け 容 れ て も らい た か っ た ん だ 。 き み に 受 け 容 れ て も ら 
いた か っ た ん だ よ 。 も し か し た ら 、 誰 だ れ よ り も 、 き み に 。 そ れ が 
お そら く 、 僕 の 本 音 だ っ た ん だ よ 。 で も ね 。 怖い ん だ よ 。 た ぶん 無 
理 だ っ て 思う か ら 、 怖 いん だ よ 。 そ ん な こと 、 な い 。 受け 容れ て く 
れる か も し れ な い 。 き っ と 受け 容れ て くれ る 。 そ う 思 う の が 、 怖 い 
ん だ よ 。 保証 な ん て な いか ら 、 怖 いん だ よ 。 期待 すれ ば する ほど 、 
怖い ん だ よ 。 信じ る こと も 、 信 じ ら れ ず に いる こと も 、 怖 いん だ 
よ 。 大 切な 仲間 が いて 、 そ の 人 た ち に 大 事 に 、 大 事 に され て いる 、 
そん な きみ を 見 て いる と 、 つ らい ん だ よ 。 悔 くやし いよ うな 気 も す 
る し 、 な ん だ か 寂 さ び し か っ た り も する し 、 そ ん な ふう に 感じ る 自 
分 が 醍 み に くく 思え て いや だ し 、 僕 な ん て いら な いん じゃ な いか と 

思う し 、 だ っ て 、 き み に は すてき な 仲間 が 大 勢い る ん だ か ら 、 僕 
な ん て 必要 な い 、 い な い ほ うがい いっ て 思う し 、 だ か ら 、 受 け 容 れ 
て も ら え な く た っ て いい ! い 、 そ ん な こと を 望 お の が そもそも 間 ま 違 ち 
が っ て いて 、 こ れ で し いい 1 ん だ っ て 、 そ の ほう が 楽 だ っ て 、 考 えて し 
まう 。 


で も 、 胸 が 痛く て 苦し く て 、 も うど うし よう も な いん だ よ 。 


十 五 時 十 七 分 マク スペ イン ・ ス トリ ー ト 


一 し か し 、 ひ どい な 」 


男 は か つて 神 し ん 合 け ん , と 呼ば れ て いた 。 今 、 そ の 名 は 返上 
し て いる 。 男 は 自ら を 神剣 , と 呼ぶ 者 を 決し て 赦 ゆ る さ な い 。 男 
は 一 度 、 く た ば り 一 否 い な 、 み じ め に 、 あ えな く 敗 死 し 、 蘇 そ 生 せ 
いし た あと 、 神剣 , で は な く な っ た 。 そ う で は な く 、 も と も と 
"神剣 , な ど で は な か っ た の だ 。 男 は た だ の シャ ッ ト ・ グ レヒ ャ に 
立ち 戻 も で り 、 神 な ら ぬ 人 の 剣 を 磨 み が く 日 々 を 送っ て きた 。 


独 ひ と り 立て た 甘 ち か い が あ る 。 
私 は 二度と 、 鎧 よろ い を 着 な い 。 


秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 に お いて 、 隠 お ん 密 み つ 活 動 中 の 無名 隊 隊 士 
を の ぞ け ば 、 純血 の ビ ピ ユア プラ ツ ド 司祭 プリ ー ス ト ,, の プロ ヴィ 
デン ス ・ シ リー ズ を 身 に つけ ず 任 務 に あたる 者 は 、 現 在 、 シ ャ ッ 
ト ・ グ レヒ ャ た だ 一 人 だ 。 


グレ ヒ ャ は 濃 の う 紺 こん の 平 服 を 和 映 に まとい 、 ロ ー リ ー・ ア ギャ 
ンス タ 作 「『 淫 麻 浪 漫 イ ン ヴ イロ ー マ ン 」 と サ 八 ・ リ ドル 作 「 敬 べつ 
甲 こ うつ 」 の 二 振 り を 帯び た だ け の 姿 で 、 常 に 彼 が 率い る 八 番 突 と つ 
撃 げ き 隊 の 先頭 に 立つ 。 


リヴ ァ イ ス 事変 か ら の ち 、 八 番 突撃 隊 の 損 そ ん 耗 も う 率 は 低い ど 
ころ か ゼロ だ 。 隊 士 は 一 人 も 、 一 筋 の 手 傷 も 負っ て いな い 。 隊 士 が 
英 と 及 を 交え る こと は めった に な い の だ か ら 、 当 然 だ 。 斬 きる べき 
敵 は 皆 み な 、 シ ャ ッ ト ・ グ レヒ ャ が 斬る 。 隊 士 た ち が 不 満 を 抱い だ 
いて いる こと は グレ ヒ ャ も 承知 し て いる が 、 処 し ん 本 し や くし よう 
と は 思わ な い 。 


斬り た けれ ば 、 グ レヒ ャ より 搾 は や く 駆 け て 、 疾 と く 刀 を 春 は し 
ら せ れ ば いい 。 そ れ が で きめ ぬ の な ら 、 無 能 、 た だ た だ 無能 。 無 能 者 
は 指 を くわ えて 血 の 匂 に お いで も 順 か いで いれ ば いい |。 


シャ ッ ト ・ グ レヒ ャ を 、 悪 あつ 鬼 き 、 と 恐 お それ る 者 が いる 。 人 
斬り の 候 お ん 霊 り よう に 取り 混 つ か れ た 、 人 の 皮 を 被 か ぶっ て いる 
書 學 だ と 


否定 は し な い が 、 グ レヒ ャ と て 秩序 の 番 人 の 一 員 だ 。 義 を 差し 置 
いて 、 見 境 な く 斬 る こと は し な い 。 


首都 エル デン 南 門 ま で 約 一 ・ 五 キル メー テル の 地点 で 立ち 往生 し 
て いる グレ ヒ ャ の 手 は 、 刀 の 柄 つ か に か か っ て すら いな か っ た 。 八 
番 突 撃隊 の 隣 と な り に は 、 シ ャ ル ロ ッ ト ・ リ ン デ の 十 二 番 遊撃 隊 も 
展開 し て いる が 、 同 じ よ うに ひと か た まり に な っ て た だ 突 つ っ 立 
た っ て いる 。 他 ほか に 何 が で きる と いう の か 。 


「 我 々 に 交通 整理 で も し ろ と .…… ?」 


笑う 気 に も な れ な い 。 シ ャ イニ ング グロ ー リ ー パ レス か ら 南 門 ま 
で を 貫 つ ら ぬ く マ クス ペイ ン ・ ス トリ ー ト は 、 さ な が ら 人 、 馬 、 車 
の ご っ た 煮 に を 流し こん だ 水路 の よう だ 。 水 な ら 多 少 濁 に ご り よ ど 
ん で いて も 流れ る だ ろう つが 、 人 間 だ の 馬 だ の 馬車 だ の で は そう も ゆ 
か な い 。 皆 、 エ ルデン の 外 へ 、 外 へ と 向かっ て いる の だ が 、 物 の 見 
事 に 渋 じ ゆう 滞 た いし て いる 。 改 善 の 兆 き ざし は 見 えな い 。 


「 どう し ます 、 リ ン デ 隊長 
羽根 付き の 見 か ぶ と で 完全 に 素 す 顔 が お を 隠 か くし て いる リン デ 

は 一 いつ 瞬 し ゆん 、 こ ちら を 向い た だ け で 、 つ ん と も すん と も 答え 
な い 。 南 門 付近 の 秩序 維 い 持 じ が 我々 に 与 あ た えら れ た 任務 な の だ 
か ら 、 球 も く 々 も く と 従う つの み と い っ た 態度 だ 。 惚 ほれ た 男 以 外 に 
は と こと ん 愛 あ い 想 そ が 悪い 。 

「 他 も 似 た よう な も の 、 な の で し ょ うな 」 ア ポロ ー ン ・ ギ フカ 隊長 
補 が 、 グ レヒ ャ の すぐ 後ろ る で た め 息 を つい た 。「- 一 し か し 、 あ る い 
は 、 南 門 は まだ まし な 部 類 か も し れ ま せん 」 

「 ラ フレ シア は 南 か ら 押 し よせ て くる 。 だ か ら で す か 」 

「 ええ 。 心 情 と し て 、 他 の 方 角 に 逃 に げた く な る も の で し ょ う 」 

「 裏 を 拉 か いて 、 と いう こと も あり ます よ 」 

「 それ で 、 こ れ だ け の 数 が 集まっ て いる の で は あり ませ ん か 」 


「 で も 、 ど う で し ょ う ね 。 そ こま で 深く 考え て いる 者 が 多い と は 思 
えま せん が 」 


「 隊長 な ら ば 、 ど うな さい ます 」 


「 私 ? 私 が 逃げ る わけ な いで し ょ う 」 グ レヒ ャ は 淫魔 浪 漫 の 柄 を 
叩 た た いた 。「 くだ ら な いこ と を 吉 う ん だ な 。 あ あ 、 で も 、 そ つう で 
すね 。 どう せな ら 、 南 門 か ら 外 に 出 て 、 敵 を 待ち 構え ます よ 。 帝 て 
い 国 こく 軍 は 三 十 万 以上 で し た っ け ? 彼ら に どん な 大 義 が ある の 
か 知り ませ ん けど 、 私 た ち に と っ て は た だ の 悪 あ く 天 ら つ な 侵 し ん 
略 り や く 者 だ 。 義 を 乱す 悪党 バス ター ども だ 。 皆 毅 し に し た っ て 、 
総長 も 文句 は 吉 わ な いで し ょ う 。 む し ろ 、 姜 ほめ て くれ る ん じゃ な 
いか な 。 そ うだ 、 そ うだ 。 こ れ は 名 案 だ と 思い ませ ん か 、 ギ フカ く 
ん 。 帝国 軍 は どう 考え て も 義 の 敵 で す よ 。 我 々 は 義 に よっ て これ を 
除 か ね ば な り ま せん よ 。 だ っ て 、 カ リオ サー ク を 破 は 壊 か いし た と 
いつ ん だ か ら 。 ひ どい 話 じ ゃ な いで すか 。 女 子供 も 無 び 結 じ 砺 ひ に 
虐 ぎ や く 毅 さ つ し た と いう こと な ん で すか ら 。 エ ルデン で も 、 絶対 
に 同じ こと を し ます よ 。 こ れ は 見 み 逃 の が せま せん ね 。 そ う で し ょ 
う 、 ギ フカ くん ? 」 


1 は あ 。 そ れ は 、 ま あ 」 


「 ま あ 、 じ ゃ あり ませ ん よ 、 ギ フカ くん 。 君 は それ で も 秩序 の 番 人 
で すか 。 悪 そ く 斬 ざん で す よ 、 悪 即 斬 。 わ か る で し ょ う 。 帝 国軍 
は 討 う た な いと いけ な いな 。 つ ん 。 そ うだ 。 何しろ 、 三 十 万 以上 で 
すか ら ね 。 斬 っ て も 斬っ て も 終わ ら な いと 思う な 。 それ だ け 数 が い 
れ ば 、 中 に は 骨 の ある 相手 も いる だ ろうし 。 本当 は 、 雑 ざ 魚 こ に は 
興味 が な いん で すけ ど ね 。 そ こ は 、 ほ ら 、 私 は 秩序 の 番 人 で すか 
ら 。 仕事 は 仕事 と し て 、 ち ゃ ん と や り ま す よ 。 ど ん な に 歯ごたえ の 
な い 相 手 で も 、 義 を 乱す 者 な ら ば 斬り ます よ 。 義務 で すか ら ね 。 義 
務 を 果たし た つえ 、 倒 た お し 甲 が 斐 い の ある 相手 と や りあ えた ら 、 
私 に と っ て は 重 ち よう 畳 じ よう だ な 。 そ の 意味 で 、 三 十 万 と いつ 数 
は 魅 み カリ よく で す よ 。 い くら な ん で も 、 三 十 万 も いた ら 、 何 人 か 
は も の すご い 手 て 練 だ れ が 紛 ま ぎれ て いる は ず だ 。 宝探し だ な 。 と 
も あれ 、 総 長 に 進 吉 し よう 。 我 々 は 義 の 旗 を 掲 か か げ て 振 ふ り 、 そ 
の 旗下 で 義 の 大 敵 、 悪 逆 道 の ラフ レシ ア 第 三 帝 国軍 を 討つ べき 
だ 。 我 々 が や ら ず し て 誰 だ れ が や る 。 キ ング ・ グ ッ ダ ー な ど あ て に 
な り ま せん か ら ね 。 エ ルデン を 守る た め に 身 命 を な げ う っ て 剣 け ん 
を 振る つと し た ら 、 我 々 秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 だ け で す よ 。 そ うつ う で 
し ょ う 、 ギ フカ くん 」 


「 え え 、 そ れ は .…… です が - 一 」 


「 君 の 意見 は どう で も いい ん で す 。 要 は 、 総 長 が どう 思わ れる か 、 
な ん だ 。 あ の 御 お 方 か た は ああ 見 えて 理想 家 だ が 、 一 方 で と に か く 
責任 感 が 強い 現実 主義 者 で も ある 。 勝ち目 の な い 戦い くさ は し た が 
ら な い 。 否 いや 応 お うな く 戦 わざ る を えな い 状 じ よ う 況 きよ うに 持 
ちこ め ば い いん だ ろう な 。 どう すれ ば いい か 。 問題 は そこ だ な 」 
思案 し な が ら も 、 グ レヒ ャ は 数 分 間 に 一 歩 程度 の 速度 で 進む 人 や 
馬車 の 流れ に 目 を 配っ て いた 。 か つて 神剣 , と 呼ば れ た 男 は 、 常 
人 離 ば な れ し た 視力 の 持ち 主 で も ある 。 わ ざわ ざ グ レヒ ャ の 目 が 届 
く 範 は ん 囲い で 悪事 を 働い た の だ か ら 、 そ れ 相 応 の 覚 か く 悟 ご が あ 
る と 見 な さ ざ る を えな い 。 


グレ ヒ ャ は わずか に 膝 ひ ざ を 曲げ て 、 次 の 瞬 し ゆん 間 か ん 、 跳 と 
ん だ 。 


何人 か 踏 ふ み 台 に し て 、 彼 ら 、 彼 女 ら の 肩 か た や 頭 の 上 を 走る 愉 
か つ 好 こう に な っ た が 、 義 の た め だ 。 死ぬ わけ で は な いし 、 そ の 程 
度 は 動か ん 弁 べ ん し て も ら つ し か な い 。 

二 秒 後 、 グ レヒ ャ は 一 人 の 男 の 両 診 を 足場 に し て 直立 し て いた 。 


「 盗人 ぬ す つと 


「 先刻 、 前 の 者 か ら 拘 す っ た 財 さ い 布 ふ を 、 今 すぐ 懐 ふ と ころ か ら 
出し て 返し て さしあげ ろ 」 


「 何だ 。 上 自ら 犯 お か し た 悪事 を 認め な いん で すか 。 やむをえない 
な 」 グ レヒ ャ は 淫 麻 浪 温 イ ン ヴ イロ ー マ ン を 抜 ぬ く な り 、 逆 手 に 持 
ちな お し て 男 の 頭 頂 に 突き 入れ た 。「 一 死 し て 償 つ ぐ な え 」 
る レ の 昌明 」 男 は 白目 を 呈 お いて 、 ふ ら つ き は じ め た 。 


その 前 に 、 グ レヒ ヤ は また 四 、 五 人 の 誠 の 上 を 伝い 歩い て 、 も と 
の 場所 に 戻 も どっ た 。 


8 た 、 隊 恨 。:、。。 ュ 」 ア ポロ ー ン ・ ギ フカ は 暑苦しい 顔 に 大 量 の 汗 


あせ を か いて いた 。 
「 何で すか 。 見 苦し い 」 


「 馬 ば 鹿 か が 多く て 困り ます ね 」 グ レヒ ャ は 淫 麻 浪漫 を 則 さ や に 収 
め て 、 シ ャ ル ロ ッ ト ・ リ ン デ に ちら り と 視線 を 送っ た 。 


リン デ は 不動 。 け ちな 拘 ス 換 り が くだ ら め ぬ 死 に 様 を さら し た 一 帯 
で 、 よ う や く 慈 鳴 だ の 何だ の が 起こ り は じ め た が 、 どこ 吹 ふ く 風 と 
いっ た 様子 だ 。 気 に くわ な い 女 だ が 、 和 し や く 子 し 定規 な 小心 者 の 
ギフ カ く ん より は ずっ と いい 。 そ れ が 義 を 守る た め な ら 、 彼 女 は 三 
十 万 の 帝国 軍 に も 騰 お くせ ず 立 ち 向かう だ ろう 。 


リン デ 以 外 に も 、 秩 序 の 番 人 に は そう し た 剣士 が 幾 い く 人 も い 
る 。 敵 に も 味方 に も 、 そ の よう な 戦士 だ けが いれ ば いい 。 互 た が い 
に 際限 な く 斬 きり あえ ば 、 弱 者 は 滅 め つ し て 強者 の み が 残 る だ ろ 
う 。 グ レヒ ャ が も し 最後 の 一 人 と な れ ば 、 必 た た び 神剣 , を 名 乗 
る の も いい 。 そ の と き に は 、 こ の 剣 に 神 が 宿 っ て いる は ず だ 。 否 い 
な 、 彼 こそ が すなわち 剣 神 と な っ て いる は ず だ 。 


グレ ヒ ャ は 淫 麻 浪漫 の 柄 つ か を 撫 な で て 、 ひ っ そり と 笑っ た 。 
「 楽 し み だ な 」 


十 七 時 四 十 三 分 第 八 区 


その 店 は ク ァ ラ ナド の 外れ の 外れ 、 第 八 区 に ある 。 


龍 り ゆう 州 し ゆう 風 の 建築 と いう こと に な る の だ ろう が 、 何 も か 
も が 調子 外れ だ 。 柱 や 梁 は り は 鮮 あ ざ や か すぎ る 朱 し ゆ 色 いろ で 、 
床 ゆ か や 壁 か べ は 光 こ う 沢 た く の あ る 黒 、 天 て ん 井 じ よう に は 華 は 
な や か な 色 し き 彩 さい で あま り 趣 し ゆ 味 みか がい いと は 思え な い 絵 が 
描 え が か れ て いる 。 あ ちこ ち に 施 ほ どこ され た 金メッキ の 飾 か が ざり 
は 毒々 し い ほ ど だ 。 も は や 龍 州 風 で も 何で も な い 。 そう 思 うつ 反面 、 
実は こん な も の だ っ た の か も し れ な いと 思い も する 。 こ ん な 夕刻 で 
は な く 、 店 が 通常 営業 し て いる 夜 に 訪れ れ ば 、 今 は どこ か 白 け て 感 
じ ら れ る 外観 、 内 装 も 、 そ れ な り に 見 える の か も し れ な い 。 


店 の 奥まっ た 一 室 で 顔 を つき あわ せ て いる 者 た ち は 全 員 、 龍 州 人 
だ 。 元 龍 州 人 と いう べき な の か も し れ な い が 、 龍 州 か ら こ の 最果て 
の 街 に 流れ つい た 者 た ち は 、 ど うい うつ わけ か あの 遠い 故郷 を 捨て き 
れず に いる 。 


郷土 愛 か 、 愛 あい 惜 せ きか 。 単に 粘 ね ん 着 ち や く 質 し つ で 執 し ゆ 
う 念 ね ん 深い だ け か も し れ な い 。 彼 も 己 お の れ の 濁 か わい た 心 の う 
ち に 底 深 い 泥 どろ 沼 ぬ ま の 存在 を 感じ る こと が ある 。 島国 の や た ら 
と 湿 し つ 気 け の 多い 長雨 の 季節 が 、 質 う つ 陶 と うし い 執 着 を 育 は ぐ 
く お の か 。 そ うか と 思え ば 、 彼 の 隣 と な り に 座っ て いる 男 の よ う 
に 、 明 朗 快活 の 権 ご ん 化 げ の ご と き 者 を 生む 気まぐれ も 見 せる 。 


俺 は 懐 な つか し ん で いる の か 。 二度と は 帰れ ぬ 郷 里 を 夢 に 見 る こ 
と さえ 稀 ま れ に も な いと いう つの に 。 


痢 王 ジ ン ワ ン は 色眼鏡 サン グラ ス を 押し あげ て 、 卓 た く を 囲ん で 
いる 龍 州 人 た ち を 見 まわ し た 。「 一 つま り 、 現 時 点 で 、 牧 効 子 フン 
ヘー ジ と し て 一 いつ 致 ち し た 行動 を と る 合意 に は 達し て いな い 。 陸 
統 ル ー ト ン 、 辛 卿 シン ハイ 、 禁 子 党 ジ ン シ ー ダ ン 、 忠 死 連 ダン シリ 
アン 、 笛吹 子 ジ チ ユ イシ ー も 同じ 、 と いう わけ だ な ,」 


「 付け 加え れ ば 」 と 卓 を 太い 指 で 叩 た た いた 老人 は 、 七 十 の 坂 を と 
うに 超 こ えて いる は ず だ が 、 鋭 する どい 双 そ う 眼 が ん に は 壮 そ う 年 
ね ん の 眼光 が 宿っ て いる 。 


頭 順 の や や 後ろ で 結 ゆ っ て ある 白 は く 髪 は つが その 名 の 由来 な の 
か 。 無 数 の 刀 傷 めい た 鍛 し わが 刻ま れ て いな が ら 、 や け に 張り の あ 
る 肌 は だ の 質感 も 、 老 人 を 化物 じみ て 見 せる の に 一 役 買 っ て いる 。 


白 午 人 バイ バ オ グ オン 。 
動 公 バ オグ オン 、 と も 呼ば れ て いる 。 


現存 する 龍 州 人 の クラ ン と し て は 最 古 の 部 類 に 入る だ ろう つ 客 効 子 
フン ヘー ジ は 、 伝 統 的 に 複数 の 老 頭 ラオ トウ に 統制 され て いて 、 そ 
の 活動 償 域 は 広く 、 深 く 、 内 部 の 者 で すら そう た や すく は 実態 を 把 
は 握 あ く で き な い と いう 。 こ の 老人 は 最 有 力 の 老 頭 と 見 な され て お 
り 、 本 人 は その 評価 を 否定 する こと も 育 こ う 定 て いす る こと も な い 
が 、 暫 効 子 フン ヘー ジ の 代表 者 と 思っ て まず 間 ま 違 ち が いな か ろ 


ー 


つ 。 


「 名 に し 負う つ 龍 州 連 合 も 、 未 いま だ 削 度 を お 決め に な っ て お られ 
ぬ 。 そ う 考 えて よろ し か ろう な ,」 


「 ま ァ ー ね 」 飛燕 フ エイ ヤン は 頭 の 後ろ る で 手 を 組ん で 首 を 左右 に 曲 
げ て みせ た 。「 と りあ え ず 、 今 ン と こ は そ ォ ー 思 っ て くれ て か まわ 
ね ェ ー よ 」 


「 ま あ 、 当 然 と 申せ ば 、 当 然 」 釣 公 は 大 くち びる の 端 は し を ゆがめ 
た 。「 搭 て て 適 に げ る に は 、 あ まり に 多く の も の を 、 我 ら は この 地 
で 擁 よ うし て し まっ て お る 。 儀 わ し の ご と き 老 い 先 短い 老 骨 は 何 物 
も 惜 お し く は な い が 、 事 は 儀 一 人 の 問題 で は な い の で な 」 


「 い ッ や ァ ー。 ア ンタ アァ 、 あ と 二 十 年 くら い は 平気 で 生き そ ォ ー だ 
けど な 。 オ レ が 見 た カン ジ だ と 。 つ っ て も 、 そ ォ ー ゆ ー ジ ジィ に か 
ぎっ て 突 と つ 然 ぜん ポッ クリ 逝 い っ た りす ン だ けど よ ォ 。 キャ 八 八 
八 八 八 八 八 」 


110p は 8 際 」 郁 公 は 目 を 細め 、 口 くち 許 も と を ゆる め た 。 を 見 る 
よう な 眼 ま な 差 ざ し と 吉 っ た ら 吉 いす ぎ か も し れ な い が 、 他 ほか に 
適切 な 表現 が 思い つか な い 。 こ の 老 ろ う 猪 か い の 極 き わ み に 達し て 
いる よう な 御 ご 仁 じ ん に 、 そ ん な 表情 を 浮 う か べ さ せる 。 飛燕 な ら 
で は だ 。 人 徳 と 称し よう し て も いい か も し れ な し いり 。 


「 とりあえず よ ォ 」 飛燕 は 大 を べろ り と 舐 な め た 。「 利害 と か 何と 
か ゆっ て ら ン ね エー っ ぽい だ ろ 。 の っ ぴき な ら ね エー 異常 事態 っ て 
ワケ だ し 、 今 後 ソ レゾ レ が ど ォ ー す る に し て も 情報 交 こ う 換 か ん だ 
け は 密 に し て こ ォ ー ぜ 。 ゆ っ て も オレ ら ァ 、 同 じ 龍 州 人 だ し よ オ 。 
お 手 々 つない で ラン ラン ラン っ つ ゥ ウー よう に は いか な く て も 、 最 低 
ライ ン の 協力 関係 ? その へ ん は 維 い 持 じ し て よ ォ 。 共存 共栄 と は 
ゆ わ ね ェ ー け ど 、 ま ず は 生き 残ら ね ェ ー と な 。 そ ン く らい シビ ア な 
状 じ よう 況 きよ うだ っ た りす る っ て 認 に ん 識 し き ? その へ ん は 共 
有 ほ し て よ オ ォ 。 甘い 考え だ け は 捨て ち ま ォ ー ぜ 」 


「 お 説 の と お り 」 欧 公 は 眉 ま ゆ 根 ね を 寄せ て か すか に うつ な ずい た 。 
「 楽観 は で きぬ 情勢 だ 。 た と え エ ルデン か ら 退 去 し た と ころ で 、 国 
内 に と ど ま る か ぎり 、 一 時 し の ぎ に し か な ら ぬ や も し れ ぬ 。 さ り と 
て 東 の トレ イン 公国 、 ベ ルド リッ ド 王 国 、 エ ー メ ン 大 君 国 、 ア セ チ 
ナ 法 国 は 、 す で に 難民 流入 を 和敬 けい 戒 か いし て 国境 地帯 に 軍 を 展開 
し て いる と の 情報 も あり 、 南 は ラフ レシ ア 、 北 は クラ イド の 大 山脈 
を 越 こ え ね ば モト ロー リィ に は 入り こめ ぬ 。 ジ ェ ー ド リ あ た り に 逃 
の が れ 、 海 路 で い ず こ か へ 向かう か 。 し か し 、 彼 か の 帝 て い 国 こく 


は 巨 き よ 大 だ いな 海軍 を も 有 し て お る で な ,」 


痢 王 は 色眼鏡 サン グラ ス に 指 を か け 、 そ っ と 離 は な し た 。 「 帝 国 
が 本 気 な ら 、 俺 た ち に 逃 に げ 場 は な い 」 


「 こ ちら も 本 気 に な れ ば 、 手 は あろ う 。 だ が 、 身 一 つ で 逃げ る こと 
も 覚 か く 悟 ご せ ね ば な ら め ぬ 」 


次 の 心 腹 アイ アン バー ツ 協 会 ペソ サエ テイ の ロドリゴ ・ ファ ルコ ー 


「 彼 の 財宝 を 満 ま ん 載 さ いし た 高速 馬車 の 列 は 、 人 目 に つく こと も 
ほとん ど な か っ た と いう 。 ま る で 周 し ゆう 到 と うに 準備 し て いた か 
の よう だ 」 


「 赤子 同盟 ベイ ビー ユニ オン も 近々 脱 だ つ 出 し ゆ つ する らし い !」 


「 ギ ャ ヤ プ ・ ド ・ レ エ は お そら く 割 れ よ うつ 。 も と より 一 枚 岩 で は な い 
の で な 」 


「 俺 た ち は 同 志 じ ゃ な い 」 誕 王 は 色眼鏡 サン グラ ス を 外し て 卓 に 革 
いた 。「 一 だ が 、 誰 だ れ も 彼 も 龍 州 で 居場所 を 失い 、 何 の 因果 か こ 
の 街 に 行き つい た 。 飛燕 が 吉 っ た よう に 、 生き 残る た め に は 協力 す 
る べき だ 。 何 を どう 決断 する に せよ 、 と も に 道 を 歩く こと が あれ 
ば 、 行 き 倒 だ お れる 前 に 届か た を 貸し あう 程度 の こと は する 。 目 の 
前 に 敵 が いれ ば 、 目 配 せ し て 挟 は さ み 撃 つう ち に する 。 少なくとも 、 
俺 た ち 龍 州 連 合 は そう する つも り だ ,」 


「 苑 児 バオア ー」 多 公 は 後ろ に 控 ひ か えて いた 男 を 振 ふ り 返 っ た 。 

それ が 、 苑 ひ よう の 子 と いう 名 の と お り 印 公 の 秘蔵 っ 子 で 、 後 こう 
継 け い 者 し や と 目 さ れ て いる 男 だ と いつ こと は 莉 王 も 知っ て いる 。 

だ が 、 有 万事 控 え め で 、 抑 公 の 陰 か げに 隠 か くれ て 表 に 出 て こよ うと 
せ ず 、 今 も 従者 の よう に 振る 舞 ま っ て いた 。 そ の 実 、 見 か け よ り 老 
いて いる 抑 公 の 実務 は 、 ほ と ん ど 才 児 が 処理 し て いる と も 吉 わ れ て 
いる 。 い ずれ に し て も 、 動 公 ほ どの 人 物 が 信 を 置き 、 重 用 し て いる 
の だ か ら 、 無能 な 男 で ある は ず が な しい し)。 


欧 児 は いっ た ん 部 屋 か ら 辞 し 、 黒 い 盆 ぼ ん を 持っ て すぐ に 戻 も 
どっ て きた 。 盆 の 上 に は 白い 酒 さ か 瓶 び ん と 杯 さか ず き が ある 。 大 
き な 杯 だ 。 苑 児 は 一 礼 し て 盆 を 卓 に 置く と 、 ま た 名 公 の 後ろ に 控え 
た 。 


「 ナ ニナ ニ ? 何 す る ワケ ? 」 飛燕 が 目 を 丸く し て 身 を 乗り だ し 
旋 。 


「 儀 は 古い 人 間 で す 。 こ こ に お 集まり の 方 々 は 皆 み な 、 儀 より ずい 
ぶん お 若い 。 旧 ふる き し き た り ゆ え 、 お 笑い に な る や も し れ め ぬ が 
一 」 名 公 は 杯 に 酒 を 満た す と 、 懐 ふと ころ か ら 小 肪 を と り だ し て 、 
その 力 は 先 さ き を 親指 に あて た 。 「 戯 た わ お むれ と 思っ て も ら っ て も 
よい 。 し か し 、 新 か 様 よ うな 折 に こそ 、 戯 れ も 必 要 と 存 ずる 」 


苑 公 は 親指 か ら 血 を 数 すう 滴 て き 、 杯 の 中 に し ぼり 落と し て 、 剤 
土 を 見 た 。 


「 や ろう 」 莉 王 は 作 さ く 為 いで は な くわ ず か に 笑い 、 印 公 に 條 な 
ら っ て 己 の 血 を 杯 に 落と し た 。 


「 よ っ し 。 オ ー レ も ッ と 飛燕 も 手 て 袋 ぶ くろ を 外し て 杯 の 酒 に 血 
を 流し こみ 、- 一 や や 多 す ぎる 量 で は あっ た が 、 居 並ぶ 他 の 者 た ち 、 
電 効 子 フ ン ヘ ー ジ の 老 頭 ラオ トウ で ある 無双 帳 ウ ー シ ヤ ン フ アン 、 
同じ く 猟 狐 フ エイ フエ イ 、 問 人 メン バー、 際 統 ル ー ト ン 頭 目 トウ 
ムー の 顔 礼 ヤ ン リ ー、 辛 シ ン バ ハイ を 束ね る 獅子 店 シー ジー タン 、 
禁 子 党 ジン シー ダン の 党首 ダン シヨ ウ で ある 七 威 チ ー ウ エイ 、 貴 死 
連 ダ ン シ リ アン の 過 鳳 皿 岐 フエ ン フ アン シキ 、 筆 吹 子 ジ チ ユ イシ ー 
の 民 漠 君 ミ ン モ ー ジ ユン も 、 次 々 と 彼ら の 血 を 杯 に 吸わ せ た 。 


透 と つう 明 めい だ っ た 酒 は 紅 酒 ホン ジウ と 化し て 、 龍 州 人 た ち は そ 
れ を 一 日 ずつ すす っ た 。 


こん な こと を し た と ころ で 、 何 が 変わ る わけ で も な い 。 彼ら を 縄 
し ば る も の は 何 も な い 。 だ か ら こ そ 、 彼 ら は この エル デン に 居 つ く 
こと が で きた の だ 。 そ し て 、 こ れ か ら あ る 者 は 去り 、 あ る 者 は あく 
まで し が みつ く の だ ろう 。 一 いつ 杯 ば ぱい の 紅 酒 が 彼ら の 対 断 に 及 お 
よ ぼ す 影 えい 響き よう は 、 お そら く 皆 か い 無 む に 近い 。 

「 和 我ら は し ぶ と い 」 多 公 は 刀 傷 の よう な 角 を ゆがめ 、 ふ ふてぶてしい 
笑え み を 刻ん だ 。「 それ だ け は 確か で あろ う 。 諸兄 も 賛同 し て いた 
だ ける と 思 ぐ 考 こ うす る が 、 如 何 い か ん 」 


ーー 同 「 是 シー、 是 シー 」 と 唱和 し て 、 誰 か ら と も な く 笑 い 声 が 起 
た だ 。 


動 分 は あえ て 約定 を も うけ ず 、 誰 も その こと に ふれ な か っ た 。 ま 


さ し く 形 だ け の 戯れ だ 。 そ れ で いい しり 。 

何 に せよ 取り 決め を し よう と すれ ば 、 論 争 は 避 さ けら れ な い 。 エ 
ルデン で は まず 通用 し な い が 、 暖 あい 昧 まい さ の 中 に 機 き 微 び を 察 
し て 融 ゆ う 通 ず う し あう 文化 が 龍 州 に は ある 。 彼ら は 龍 州 人 で 、 そ 
れ を 忘れ て いな か っ た の だ 。 


店 を あと に し て 、 飛 燕 と 二 人 人 に な っ た 。 も ちろ ん 供 の 者 は いる 
が 、 距 きよ 離 り を あけ て 前 後 左右 を 目立た な いよ うに 歩い て いる 。 
不要 と いえ ば 不要 な の だ 。 二 人 と も 、 自 分 の 身 く らい は 自分 で どう 
に で も で きる 。 お む お しろ 、 そ ば を うろ ちょ ろ さ れる と 、 か えっ て 邪 じ 
や 魔 ま だ 。 


eg 06 ジン 」 
「 何だ 」 


0 」 飛 世 は そう 吉 っ た きり 黙 だ まり こん で 、 な か な か 
口 を 開 こ うと し な い 。 


莉 王 は 色眼鏡 サン グラ ス の 位置 を 直し 、 重 ね て 問う た 。「 何だ 」 
「 テ メ ェ ー は アレ だ 。 ア レ 。 ア レ だ よ 」 飛燕 を すす っ た 。 

「 風 か 邪 ぜ で も ひい て いる の か ,」 

「 ヤ 、 ひ ィ ー て ね エー っ て 。 そ オー じゃ な く て よ ォ 。 だ ッ か ら さ アァ 


「 だ か ら 、 何 だ 」 
「 こ っ か ら 出 て っ て く ン ね ェ エー か な アァ 」 

.… 意 味 が わか ら な い 」 
「 悪 イ 。 ち ゃ ん と 説明 す ッ か ら よ 。 え ーッ と 、 な ん つ ゥ ウー か よう す 
る に .………… ほら 、 オ レ ァ 、 み ん な の 様子 と か 見 て まわ っ て ン じ ゃ ん 。 
抑 お さえ 効か す ? 的 な 。 あ る 意味 、 オ マエ よっ か オレ の ほ ォ ー が 
空気 ? 的 な の 、 肌 は だ で 感じ て た りす る ワケ じゃ ん 」 


「 それ は そう だ ろう な 」 


ので 思っ つた ん だ けど よう ュ 
「 あ あ 」 
「 無理 だ わ 」 


「 ある 程度 、 年 くっ て る ヤツ と か は い ィ ー ん だ わ 。 あ と 、 腹 了 据 す 
わり まく っ て る ヤツ 。 オ レ ら に 惚 ほ れ 抜 ぬ いて や が る 大 タイ ブ プ 。 こ 
の へ ん は い ィ ー ん だ よ 。 け ど さ ァ 。 オ レ ら も いい か げん で か く な っ 
て 、 い ろ ォ ー ん な ヤツ が いる ワケ じゃ ん 。 目 隠し し て 突 つっ 走 ば 
し っ て も 自分 は す ッ 転ば ね ェ エー と か 思っ て る ガキ みて ぇ えー な ヤツ と 
か も 、 大 勢い た りす る ワケ じゃ ん 。 と りあ ァ ー え ず 、 こ こ に い 
りゃ ァ ー 食 いっ ぱ ぐ れ ね エー か な ァ ー と か 思っ て 、 ア ホ み て ぇ ー に 
余 よ 裕 ゆ うぷ ぶっ こい て る ヤツ と か も いる ワケ じゃ ん 」 


「 ま あな 」 


「 ソ レ が 悪 イ ー っ て ゆっ て る ワケ じゃ ね ェ ー ん だ よ 。 数 が 増え 
けけ ゃ アー、 ど ォ ー し た っ て 粒 つ が ぶ ぞ ろ い っ て ワケ に ゃ ァ ー い か 

ね ェ ー ん だ し 。 そ の へ ん 許容 で き ね エー と 、 組 織 は で か く な れ 

ね ェ ー ん だ ろう つう し 。 ア ホ だ っ た リク ソ だ っ た り ボ ケ だ っ た り し て 
も 、 オ レ は それ な り に か わい ィ ー ワ ケ 。 な ん つ ゥ ー の 2? 使え 

ね ェ ー ヤ ツ が い ッ か ら 、 使 える ヤツ が いる ん だ ろ つ なァ ー 的 な 。 全 
員 使 えた ら 、 使 える ヤツ が フツ ー っ て こと に な っ て 、 そ し た ら 使 え 
る も 使え ね エー も ね エー ワケ じゃ ん 。 わ か る ? オレ の 吉 っ て る コ 
ト 」 


「 理解 は し て いる 」 


「 だ か ら 、 ヤ ツ ら も 必要 な ん だ よ な 。 使え ね エー ヤツ に も な ん ッ か 
こう 、 テ キト ー に や ら せ た けり し て さ 。 お 恭 濁 に ご す 的 な ? いる ッ 
て こと が 重要 な ワケ だ か ら さ 。 そ りゃ ァ ー、 使 える よう に な っ て く 
れ た ほ ォ ー が い イ ィ イー ワケ だ し 、 イ ロイ ロ 吉 っ た リ ケ ツ 叩 た た いた けり 
は す ッ けど 、 な れ な く て も まァ ー、 食 い モ ン に 困ら ね エ ェ ー 程 度 の 生 
活 は させ て や っ て さ 。 そ ォ ー ゆ つの っ て 、 厚 みっ つ ゥ ー の か 

ね ェ ー。 そ ん な カン ジ に な る と 思う ん だ よね 。 組織 の ね 。 オ レ は 

ね 」 


「 立派 な 考え だ 」 


「 テ メ エ 」 飛燕 は 痢 王 の 脇 わ き 腹 ば ら を 軽く 叩い た 。「 ン だ よ 。 馬 
ば 鹿 か に し て ン の か よ 」 


「 い や 」 莉 王 は 色眼鏡 サン グラ ス の 奥 で 目 を 伏 ふ せ 、 そ っ と た め 息 
を つい た 。 「 本音 だ 」 


「 そ っ か アァ アー? 」 

「 あ あ 」 

「 ン な らい イー ん だ けど よ オ ォ 」 

「 お 前 は 変わ っ た 」 

「 ど ォ ー だ か な アァ 」 

「 お そら く 、 女 の お か げ だ ,」 

「 あ アー.… 」 飛燕 は 鼻 の 頭 を 拉 か いた 。「 ソ レ は な ァ ー。 あ る か 
も 。 ユ リィ 見 て た ら さ ァ 。 人 間 、 強 つ ェ ー だ け じ ゃ ダメ な ん だ 

な ァ ー っ て な 。 強 エー と 、 ぶ ちか まし て や っ つけ て 踏 ふ みつ ぶし 
ちゃ っ た り 容 易 に で きる ワケ じゃ ん ?2 けど さ ァ 。 気 に いら ね ェ ー 
か ら っ て ぶっ 潰 つ ぶし て 、 ン な こと や っ て て 何 が 残 ン シ の か っ て 話 で 
さ ァ 。 強 エー だ け じ ゃ ァ ー な ん つ ゥ ウー か.……… お む な し ィ ー ん だ よ 

な ァ 。 け ど さ ァ 。 強 エー っ て コト で で きる コト は 増え る ワケ じゃ 
ん 。 強く な り て エー っ て オレ ァ や っ ぱ 思 っ て る けど 、 何 2? その 強 
さ 利用 し て 2 で きる コト も いっ ぱい あっ た りす る ん だ よ な ァ 。 ユ 
リィ イ は 強 エ ー ん だ けど 、 目 的 が あ ン だ よ 。 そ の た め に 強く な けり た 
が っ て る 。 そ ォ ー ゆ うつ の も か っ こよ くね ? 」 

「 あ れ は し いい! 女 だ 」 

「 や ら ね ェ ー ぞ ? 」 

「 わ か っ て いる 」 

「 で 、 だ 。 話 は 戻 シ だ けど 」 

「 俺 に 出 て いけ と ? 」 


| 


「 どう し て だ 」 

「 簡単 に ゆめ ゥ ー と だ な アァ 」 飛 燕 は 右手 の 手刀 を 左手 の 掌 て の ひら に 
叩き つけ て みせ た 。 「 割れ る 前 に 割る っ つ ウ ゥ ウー コト 。 了 効 子 フン 
ヘー ジ な ん か も カナ リ の 大 所 帯 だ な けど よ ォ 。 ア ッ コ と ウチ は まる っ 
き し 違 ちがう だ ろ 。 歴史 ? と か 体制 と か イロ イロ 。 は っ き し ゆ っ 
て ウチ に 八 ガ ネ の 団結 は 期待 で き ね ェ ー よ 。 一 部 を の ぞい て 、 な 。 
カチ カチ の 部 分 も あッ けど 、 や ァ アー ら け エ ェ エー 部 分 も ある 。 この まま 
だ と その や ァ ー ら け エ ェ ー 部 分 が 像 さけ て 、 バ ラバ ラ に な っ ちまう 」 

「 俺 は その や わら か い 部 分 を 引き 連れ て 、 エ ルデン を 出る 」 

「 オ レ は 筋金入り の 連中 と 一 いつ 緒 し よ に 残る 」 

「 そ し て 、 俺 は どう すれ ば いい 1」 


「 ま ず は ケ メ ッ ク と か 、 そ の あたり か な ァ 。 ジ ェ ー ド リ で も い ィ ー 
けど な 」 


「 小 な り と は いえ 第 二 の 導 や み 市 いち を 作る 、 か 」 

「 わ ッ か ん ね エー けど 、 た ぶん 、 な .……『… オレ も 結局 、 あ と 追う コト 
に な る と 思う ん だ わ 。 だ っ た ら 最 初 ツ か ら 一 緒 に 行け っ て 話 な ん だ 
けど よ オ ォ 」 

「 闇市 を 捨て る の は 惜 お し い 」 

「 万 が 一 も ある し な アァ 」 

「 あ の 場所 は 俺 た ちの 城 だ 」 


「 奪う ば いと っ て 、 整 備 し て 、 作 りな お し て 。 手 間 ア か か っ た よ 
な アァ 、 実 際 」 


「 城 で 討つ ち 死に を 遂 と げ る つも りか 」 

「 ソ レ は ね ェ エー よ 。 オ レ は 死な ね ェ ー し 、 死 に た か ね エー も ん 」 
「 女 も いる 」 

「 つ ん +」 

即 そ く 答 と うし た 飛燕 が 、 黒 く 色 の つい た レン ズ 越 ご し で も いや 


に まぶし か っ た 。 
ES ZOO あの クラ ン は どう な ん だ 」 


「 さ アァ ー ね 。 今 、 ア サイ ラム に い ッ か ら 、 ア ッ チ に あわ せ て 行動 す 
ン じ ゃ ね ェ エー か な ァ 。 も と も と 関係 深 エ ー し な 」 


「 お 前 は どう する 」 
の Ce な GR 
「 い ざと な っ た ら 、 女 と 手下 ども 、 ど っ ち を と る ,」 
「 どっ ち も 、 だ よ 」 
思わ ず 笑 っ て し まっ た 。「 一 欲張り な や つ だ 」 
「 そ の た め に オレ ァ 、 も っ と も っ と 強く な り て エー ん だ よ 」 


「 わ か っ た 、 飛 燕 」 誠 王 は 飛燕 の 肩 か た を つか ん だ 。「 そう し よ 
う 」 
「 頼 た の ん だ ぜ 、 ジ ン 」 飛 燕 は 莉 王 の 腰 こ し を さす っ た 。「 テ 
メ ェ エー は LU し 1 相棒 だ 」 

と ん だ 不意 討ち だ っ た 。 


今 ほ ど 色 眼鏡 サン グラ ス を し て いて よかっ た と 思っ た こと は な 
いい 。 


お か げ で 、 開 きか けた 口 を 無理 や けり 閉じ る だ け で 表情 を 消す こと 
が で きた 。 

0 と MR ? 」 飛燕 は 莉 王 の 顔 を 見 上 げ て の ぞ き こん で きた 。「 な 
ん ッ か 、 顔 赤く ね .……. ?」 


痢 王 は わずか に 首 を 曲げ て か ら 前 に 向き な お っ た 。「 夕 ゆう 陽 ひ 
の せい だ ろう 」 


同時 刻 鉄 鎖 の 政 い 場 


彼女 に は 年 の 離 は な れ た 兄 が いる 。 兄 と は も う 長 らく 会 っ て いな 
し 1。 


当時 、 彼 女 は まだ 幼く 、 兄 は も う 大 人 だ っ た 。 兄 は 軍人 で 、 遠 く 
の 戦場 へ と 向かお うと し て いた 。 


や さ し い 兄 で は な か っ た 。 つめ た くも な か っ た 。 兄 は 幼 お さ な 児 
ご に も 「 貴 様 は 何者 な の だ 」 と 問い か ける よう な 人 だ っ た 。 実際 、 
吉 葉 に は し な く て も 、 青 み を 帯び た 暗 ひ と み は い つも 彼女 の 存在 の 
奥底 を 見 すえ て いた 。 「 貴様 は 何者 な の だ 」「 貴様 は 何 を 求め て い 
る 」「 貴様 は 何 を 訴 つ つた えよ うと し て いる 」「 貴様 は な ぜ そ れ を 
口 に し な い 」「 貴様 は どこ に いる 。 貴様 が 立っ て いる その 場所 は ど 
こ だ 」「 貴 様 は な ぜ 求 め て 泣き 叫 さ け ぶ だ け で 行動 し よう と し な 
い 」「 な ぜ そ の 小さ な 手 を の ば し て 、 そ れ を つか も うと し な い !」 


彼女 は 兄 が 怖 こ わか っ た 。 恐 お そろ し か っ た が 、 慕 し た わし か っ 


に o 


あの 日 、 彼 女 は 初め て 兄 に 向かっ て 両手 を の ば し た 。 兄 は 初め て 
彼女 を 抱 だ いて くれ た 。 


欲 ほ つ す る も の が ある の な ら ば 、 歩 いて 、 近 づい て 、 つ か まえ 
て 、 手 た 繰 ぐ ざり よ せな けれ ば な ら な い 。 そ の こと を 彼女 は 学ん だ 。 
兄 が 教え て くれ た 。 


彼女 は まだ 幼く 、 兄 の こと な ど よ く 知 り も し な か っ た 。 そ れ で も 
兄 は 彼女 の 誇 ほ こり だ っ た 。 


その 兄 が 、 彼 女 の 家 を 没 ぼ つ 落 らく させ た 。 彼女 は 幼かっ た の 
で 、 詳 くわ し い 事 情 を 知ら な い が 、 そ う 聞 か され た 。 何 も か も 、 行 
方 ゆく え を くら まし た 兄 の せい だ と 。 


真 し ん 偽 ぎ の 程 ほ ど は 不明 だ が 、 事 実 、 デ ュ パ ン 家 は 所 賃 の カリ 
エー ル を と りあ げ ら れ 、 伯 は く 上 し や く の 位 と と も に 、 皇 こう 帝 て 
いか ら 拝 伏し た ラス ペー ド の 名 を 到 は く 礁 だ つ さ れ た 。 一 族 郎 ろう 


党 と う は 落ち ぶれ て 離散 さ ん し た 。 


彼女 は 最初 、 母 に 手 を 引か れ て 各地 を 転々 と し て いた が 、 や が て 
彼女 が 母 の 手 を 引く よう に な っ た 。 そ の うち 母 が 死に 、 彼 女 は 身軽 
に な っ た 。 


彼女 は 生き た 。 和 生き た か っ た か ら 、 生 きた 。 生き る た め に で きる 
こと は 何で も し た 。 欲 し いも の が あれ ば 、 手 を の ば し た 。 拒 こ ば み 
た けれ ば 、 衣 お そい か か っ て くる 手 を 援 は ね の けた 。 


彼女 は と き に 自分 自身 の 表面 に に び ぴり つい て いる 女 を 使い 、 女 に 
飽 あ き て 、 女 を 捨て た 。 余 人 に 奇 き 矯 き よう だ と 思わ れ よ うと 、 彼 
女 は 己 お の が 谷 す る 衣服 を 身 に まとい 、 髪 か み を 短く 切っ た 。 付 け 
影 ひ げ を つけ た 。 知 り た いこ と が あれ ば 学ん だ 。 興味 を 引か れる も 
の が あれ ば 騰 お くせ ず 飛 び つ いた 。 


彼女 は 戦場 を 歩き 、 戦 記 を 読み 、 戦 史 を 漁 あ さっ た 。 武術 を 身 に 
つけ る と いう より は 研究 し た 。 酒 を た し な み 、 絵 画 や 彫 ち よう 刻 こ 
く を 鎧 か ん 賞 し よう し て 、 気 が つく と 兄 を 思っ て いた 。 


彼女 は 気づい た 。 知 ら ず に 彼女 は 兄 を 追っ て いた 。 神童 の 名 を ほ 
し いま ま に し て 、 あ り と あら ゆる 学問 、 芸術 に 造 で ぞう 語 けい が 深 
NN 逸 い つ 材 ざい 中 の 逸材 と し て 軍人 に な っ た 。 そ し て 、 あ る 日 、 
鍋 こ つ 然 ぜん と 姿 を 消し た 。 兄 の 影 か げ を 彼女 は 追っ て いた 。 彼女 
は 兄 を 求め て いた 。 


追い きれ ぬ 、 い くら 手 を の ば し た と ころ で 届か な い 兄 の 影 を 憎 に 
くみ 、 恨 うら み 、 酒 に 湧 お ば れ 、 潰 つぶ れ た 彼女 は 、 一 人 の 取り 立 
て 屋 に 介 か い 抱 ほう され た 。 


取り 立て 屋 に 、 兄 と いつ より 父 の 匂 に お い を 喫 か いで 、 彼 女 は た 
ぶん 初め て 恋 こい を し た 。 成 じ よ う 就 じ ゆ な ど 願 いも し な い 恋 だ っ 
た 。 取り立て 屋 に は 愛す る 女 が いて 、 彼 女 は 女 を 愛す る 取り 立て 屋 

欲し いと は 思わ ず 、 乱 暴 に 手 を の ば す よ り 静 か に 見 て いた か っ 
た 。 


情 に 厚い 取り 立て 屋 に は 友 が 多かっ た 。 彼ら 、 彼 女 ら は 皆 み な 、 
それ ぞ れ に 興味 深い 男 た ち 、 女 た ち だ っ た 。 取 り 立 て 屋 は 友 ら を 置 
き 去 り に し て 先 に 行っ た が 、 愛 する 女 と の 間 に 二 人 の 娘 む すめ を 残 
し た 。 油断 する と 彼女 の 付け 叫 を 后 は ご うと する 取り 立て 屋 の 娘 た 
ち を 、 彼 女 は 心底 か ら 愛 いと し く 思 っ た 。 取り立て 屋 が 愛し た 女 


は 、 お そら く 彼 女 の 真 情 に 気づい て いた が 、 何 も 吉 わ な か っ た 。 そ 
うつ いう 女 だ か ら こ そ 、 取 けり 立て 屋 は 愛 し た 。 


彼女 は ここ に 骨 を 埋 つ うめ て も よかっ た 。 し か し 、 夕 暮れ の 路 み ち 
に 落ち る 自身 の 長い 影 が 兄 の 影 と 重なっ て 、 忘 れ て いな い 、 忘 れる 
こと な ど で き は し な いと 自覚 する た びに 、 彼 女 は 口 味 を つま ん で 失 
と が ら せ た 。 


彼女 の 中 に は 衝 し よう 動 ど つが あっ た 。 そ れ は これ まで た び た び 
彼女 を 破 は 壊 か いし よう と し 、 同 時 に 彼女 の 足 を 前 へ 前 へ と 進め て 
くれ た 。 


この と ころ 、 彼女 は 折 に 触れ て 考え て いた 。 自 分 に と っ て 、 も 
は や 影 で し か な い 兄 と は 何 な の か 。 第 五 区 、 鉄 て つ 鎖 さ の 乾 い こい 
場 の 公園 前 で 足 を 止め 、 地 面 を 汚 よ ご す 影 に ステ ッ キ を 突 つ き 立 て 
て 、 砕 くだ け 散 らち な い 影 を 忌 い いま 々 いま し く 思 っ た 。 


これ は 兄 の 影 で は な い 、 私 の 影 だ 。 


「 皆さん 、 終 わり で す ..……… ! 」 薄 うす 汚 ぎ た な い 身 な り の 男 が 、 公 
園 の 隅 す み で ゆがん だ 看板 を 振 ふ けり まわ し な が ら 叩 ん で いる 。「 エ 
ルデン は 終わ り ま す ! エル デン が 終わ る と いう つこ と は 、 す な わ ち 
自由 が 終わ り 、 死 ぬ と いう こと で あり ます ! 自由 が 死ぬ と いう つこ 
と は 、 世 界 が 滅 ほ ろ び る と いう こと で あり ます ! そう で す 、 世 界 
は 間もなく 滅び る の で す ! 滅び る の で す ! 滅び る で す ! 滅び 
ます ! さあ 、 ご ー い つ 緒 し よ に 滅び まし ょ う ! さあ .…… 1 」 


誰 だ れ も い か れ た 男 の 吉 葉 に な ど 耳 を 貸さ な い 。 吉 われ ず と も 、 
滅び る か どう か は 別 と し て 、 い ずれ ラフ レシ ア 第 三 帝国 軍 が エル デ 
ン ま で 押し よせ て くる の で は な いか と いう 噂 うわ さ は 、 五 歳 の 子供 
で も 耳 に し て いる は ず だ 。 


超 ち よう 大 規模 な 魔 ま 術 じ ゆ つ に よっ て 、 カ リオ サー ク は 徹 て つ 
底 て い 的 に 破壊 され た ら し い 。 帝国 軍 は すでに 魔 導 兵 を 無力 化し て 
国境 を 突 と つ 破 ぱし て いる か ら 、 エ ルデン の 防衛 に あたっ て いる 魔 
導 兵 に も 過 か 剰 じ よう な 期待 は で き な い だ ろう 。 常識 的 に 考え れ 
ば 、 帝 国軍 は 近い 特 来 、 エ ルデン 攻 こ う 略 りや くに と りか か る 。 わ 
か りき っ た こと な の に 、 一 も 二 も な く 逃 に げ だ そう と する 者 も いれ 
ば 、 市 場 で の ん き に 買い 物 を し て いる 者 も いて 、 あ の 男 の よ うに 乱 
心して 滅び を 説く 者 も いれ ば 、 彼 女 の よ うに ぶら ぶら と 散歩 を し て 
いる 者 も いる 。 


も し か する と 今 の エル デン は 、 彼女 が 知る 範 は ん 囲い に お いて 、 
も っ と も 混 こ ん 沖 と ん と し て いる か も し れ な いし!。 


何 か が 大 きく 変わ る 。 何 か と いう より も 、 す べ て が 。 


その 気配 が 街中 に 充 じ ゆう 満 ま ん し て いて 、 ず いぶ ん 前 か ら 彼 女 
の 胸 を 双 さ わが せ て いた 。 


も と も と 、 と て も じっと し て は いら れず 、 貸 し 宿 の 部 屋 を あと に 
し て 、 用 も な い の に 街中 へ と 繰 く り だ し た の だ 。 


いか れ て いる わり に 控 ひ か え め な 男 と は 違 ち が い 、 や た ら と 派手 
な 金 び か 男 が 公園 の ど 真 ん 中 で 何やら わめい て いる 。「 一 誰か ! 
誰か いな いと いう つの か ね ッ ! この 私 と と も に 、 エ ルデン を 、 自 由 
の 象 し よう 微 ち よう た る この エル デン を 、 我 々 の 父 な る 母 な る 故郷 
エル デン を 守る べく 立ち あ が ろ うと いう 者 が 、 一 人 も いな いと いう 
の か ね ッ !? こ オ オオ オ の 、 恥 は じ 知 し ら ず ども が アア アァ アァ アッ ! 
それ で も エル デニ アン か アァ アア ァ アア アァ アッツ .… せ …… ! 喝 か つ 、 喝 、 

カ ア ア アア ー ツ ツ ッ ツ ッ ツ ッ ! そん な こっ ちゃ あい か ん よ 、 キ ミタ 
チイ イイ イイ ! ここ は いっ ちょ 漢 お と こ を 見 せる と きだ よ ッ ! 
治 の 見 せ 所 だ よ ッ ! ちな み に 、 女 性 も 大 だ い 歓 か ん 迎 げ い ! 老 
いた る 者 、 幼 き 者 、 病 を えた る 者 、 誰 で も けっ こう ! 必要 な も の 
は た だ ッ ! 戦う 意志 ! 決意 ! 勇気 ! 元気 ! そう 、 元 気 だ 
よ 、 ウ ア 八 八 ハ 人 ハ 八 八 人 ハッ! 元気 が あれ ば 何で も で きる わけ だ 
よ ッ ! 元気 が な いと 、 朝 食 の トウ ゥ ウー スト に バァ タ ァ ー を 塗 ぬ る こ 
と すら 億 お つ 却 くつ うだ っ た りす る わけ だ か ら ね えッ ! いや 、 そ ん 
な こと は どう で も いい の だ が 、 と に か く 誰 か ッ ! 誰か いな い の か 
ね ェ ッ !? 私 と と も に 戦 お うと いう 気 き 概 が い の あ る 者 は いな い の 
か ね ェ ッ !? 我 が エ ルデン 自由 軍 E F A は 、 元 気 な 老若 男女 を 常時 
募集 し ゆう 中 ちゆ うつ な わけ だ よ ! まあ 、 元 気 が な く て も よろ し 
い ッ ! 私 、EFA 総 そう 帥 すい た る フラ ンク ・ ゴ ー ル ディ ング ・ 
レイ ヴ ン ズ ク ロ フト 、 通 つう 稼 し よう “お フ か ア し 二 な ー,, フラ ン 
ク は ね え 、 こ こ は 一 つ 二 つ 、 堅 か た 苦く る し いこ と は 吉 わ ん こと に 
し よう か な ッ ! 正直 、 誰 で も いい ッ ! この 際 、 人 間 で な く た っ 
て か まわ な いよ ! 誰か ッ ! 頼 た の む ! 頼み ます ッ .………… 1 」 


ゴー ルディ ング ・ レ イヴ ンズ クロ フト と か いう 名 は 初耳 だ が 、 
ファ ニー・ フ ラン ク な ら ば 知っ て いる 。 あ くま で 知っ て いる だ け だ 
が 、 た し か "創世 の 細 ジ エネ シス ウイ ング , と いう 、 名 前 だ けた い 
そう で 規模 は 小さ い ク ラン の マス ター だ 。 そ の は ず な の だ が 、 エ ル 
デン 自由 軍 E F A と は 何だ ろう つ 。 


「 どう か ッッ ッッ ツ .………… ! 」 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク は いき な り けり 跳 と び 
あがり 、 何 か 液体 を 撤 ま き 散 らち し な が ら 回 転 し て 着地 し た 。 


両 り よう 膝 ひ ざ 、 両 手 を 地面 に つい て いる 。 
土下座 だ 。 
泣い て いる の か 。 鼻 は な 汁 じ る も 垂らし て いる 。 


「 こ の ファ ニー・ フ ラン クッ ! 伏 ふ し て お 願い する ッ ! どう か 
何と ぞ ッ ! 私 と 一 緒 に 戦っ て ほし い ッ ! エル デン を 守る 、 そ の 
た め に ッ ! エル デン 自由 軍 E F A は 参加 者 大 、 大 、 大 、 大 、 大 募 
集中 な の だ ッ ! し か も 、 今 すぐ に ッ ! キミ タチ の 力 を この 私 に 
貸し て ほし い ッ ! 一 人 で も いい 、 二 人 で も いい 、 お 誘 さ そい あわ 
せ の 上 、EFA! EFA! EFA ッ ツ ! EFA に 、 き た れ 、 ろ る 
つう に ゃ くに ゃ ん に ょ っ 一 否 U い な ッ ! ろう ッ ツ ! に ゃ く ッ ! な 
ん ツ ! に ょ ッッ ッ ! メル シィ ー・ プ リ イ イ イイ イイ 

ズ ッ .……… 1 」 


演技 に し て は 真 に 迫 せ まり すぎ て いる 。 さ す が に この パフ ォ ー マ 
ンス は 効い た 。 何 人 も が ファ ニー・ フ ラン ク の ほう を 見 て 立ち 止 
まっ た が 、 驚 お どろ いて いる か 、 お も し ろ が っ て いる だ け だ ろう つ 。 
彼女 は 、 だ が 、 必 ず し も そう で は な か っ た 。 


あの みっ と も な い 男 に 哲 器 が ある と は と て も 思え な い 。 き っ と 何 
ら か の 理由 で 自 暴 自 じ 棄 き に な り 、 か の ご と き 醒 し ゆう 態 た い を さ 
らし て いる の だ ろう 。 そ れ く らい の こと は 見 た だ け で わか る 。 


に も か か わら ず 、 彼 女 は ステ ッ キ の 握 に ぎり に 左手 を 置き 、 右 手 
で 付け 影 ひ げ を し ご き な が ら 、 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク を 凝 ぎ よう 視 し 
じ つ づ けた だ 。 


九 巡 月 四 番 日 一 時 七 分 モリ ー・ リ ッ プ ス ・ ア サイ ラム 


病室 の ドア を 開け る と 、 黒 い 肌 は だ の ウィ ルネ ム ・ ジ ャ ッ タ ー 医 
士 と ベア トリ ー チ ェ 、 そ れ に 数 名 の 医術 士 の 姿 が 目 に 飛び こん で き 
た 。 八 ニー メリ ー の ベッ ド は 人 ひと 垣 が き の 向こう に あっ て 見 えな 
い 。 病 室 へ と 足 を 踏 ふ み 入 れ た マリ アロ ー ズ に 、 ほ ん の 少し だ け 遅 


お くれ て ユリ カ が つづ き 、 間 も な く サ フィ ニア と ルー シー も 駆 か け 
こん で きた 。 


「 どう な ん で すか .…… ? 」 マ リア ロー ズ は ジャ ッ タ ー 医 士 に 記 き き 
な が ら 、 医 術士 た ち を 辻 う 回 か いし て ベッ ド に 近づい た 。 


「 ああ 、 意 識 が 戻 も で っ た 。 と いう より 、 目 を 覚まし て し まっ た 、 
と いう 感じ な ん だ が 」 


「 体力 、 回 復 力 が わた し た ちの 予想 を 超 エ こえ て いた ん だ 」 ベ アト 
リー チェ の 表情 は 険しい 。 


マリ アロ ー ズ は ユリ カ と 庵 か た を 寄せ あっ て ベッ ド に と りつ い 
た 。 何 度 も 見 み 舞 まっ て いる か ら 、 容 態 は 知っ て いる 。 身 体 か ら だ 
の 中 も ひど か っ た けれ ど 、 体 表 の 前 面 に 負っ た 火傷 や けど が 深刻 
で 、 ふ だ ん は 全身 包帯 だ な ら け だ 。 今 は 、 で も 、 治 ち 療 り よ う の 最 中 
だ っ た らし く 、 腕 うつ で や 足 の 包帯 は に り の ぞ か れ て 、 無 残 に 損傷 し 
た 皮 ひ 劇 ふ が あら わ に な っ て いる 。 頭 部 は 目 と 鼻 、 口 、 耳 だ けが 色 
帯 の 隙 す き 間 ま か ら の ぞい て いる 状態 だ 。 た だ 、 今 まで と は 違っ 
て 、 目 が 開い て いる 。 


「 八 ニ ー 
「 八 ニー し ゃ ん 」 


や は り 包 帯 の 合間 か ら の ぞい て いる 大 くち びる が 動 !\ て 、 か すれ 
症 店 電信 ほ だ し た だ あぁ ああ 」 


サフ ィ ニ ア が マリ アロ ー ズ と ユリ カ の 間 に 割 りこ ん で き て 、 ル ー 
シー は ユリ カ の 隣 と な り で ベッ ド の フレ ー ム に か じ け りつ いた 。 


べ ベアトリーチェ が そっ と ハニ ー メ リー の 手 を 握っ た 。「 喋 し や べ 
ら な い ほ うつ が いい !」 


AN ん 」 八 ニー メリ ー は か すか に 首 を 横 に 振 . ふ っ た 。 「.…… へ い 
ベア トリ ー チ ェ は ジャ ッ タ ー 医 土 と 目 を 見 み 交 か わし た 。 ジャッ 


ター 医 士 は 小さ くう な ずい て 、 八 ニー メリ ー の 腕 や 足 に 布 を あて が 
い は じ め た 。 


2 」 八 ニー メリ ー は か ぼ そ い 笑い 声 を 立て た 。「.…f… 落ち こむ 
な ぁ .……… さす が に .……… 」 


「 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぷよ 」 ユ リカ は 強い 笑え 顔 が お を 浮 う か べ て み 
せ た 。 「 心 配 し な いで 。 ア サ し や イラ ム の 医 い 術 じ ゆめ ちゆ 士 し し ゃ 
ん た ちの 腕 は 確か だ か ら 。 し ゅ っ か り も と どおり に し て くれ る わ 」 


「 そ の と お り だ 」 ベ アト リー チェ は ハル ニー メ リー の 手の甲 こう を 指 
で 軽く 叩 た た いた 。「 わ た し た ち に 任せ て お け 」 


So あり が と .……… て いう か .…………」 人 ハニー メリ ー は 、 は あ 、 と 息 を 
ば じ た 。 1 死ん だ か と .…… 思 っ た 。 な ん か .…… 最 後 、 思 っ た 
の が .………. も う 、 だ め だ な っ て .………、 そ し た ら 、 生 き て る みた い だ 
し .……. な か な か 、 死 な な い .……… も の な ん だ .……. す ご いね .…… 生 き て 


ドア が また 開い て 、 松 まつ 葉 ば 杖 づ え を つい て いる ピン パー ネル 
と トマ トク ン が 病室 に 入っ て きた 。 閉 じ な い ド ア か ら 、 き ゅ ー が お 
そる お そる 顔 だ け 出 し て いる 。 


「 は い は い 、 ご めん な さい 」 き ゅ ー を 軽く 押し の け て 、 乱 みだれ 髪 
が み を 引っ か きま わし な が ら モ リー が 姿 を 現し た 。 も ちろ ん 火 は つ 
け て いな いけ れ ど 、 煙 草 た ば こ を くわ えて いる 。 目 が えら く 充 じ ゆ 
う 血 けつ し て いる し 、 化 け 粧 し よう も 落ち か け て いて 、 明 ら か に こ 
こし ば らく 眠 ね むっ て いま せん と いっ た 様子 だ 。 


モリ ー は マリ アロ ー ズ を 一 いち 芝 べ つ し て 、 疲 つか れ た 微 び 笑 し 
よう を 投げ て よこ し て か ら 、 医 術士 た ちの 誠 か た 越 ご し に ハニ ー メ 
リー を 見 た 。「- 一 で 、 ど うな の ? 」 

ジャ ッ タ ー は 手 を 止め ず に 眉 た くま し い 診 を すく め た 。「 強 きよ 
う 各 じん と し か 吉 い よう が な いで すね 」 


「 も つう つ ち ょ っ と ペー ス 上 げ て も よかっ た の か し ら ね え 」 モ リー は 手 
を の ば し て 人 ハニー メリ ー の 胸 び な 元 も と に 指 を ふれ させ 、 目 を つ 

ぶっ た 。「『- 一 うん 。 よさ そう ね 。 以後 、A WC に 移行 、E M F A、 
強度 プラ ス 1 ・ 5。 と りあ え ず 、 そ れ で ,」 


「 了 和解 ライ ク 」 ジ ャ ッ タ ー が 短く 答え る と 、 ベ アト リー チェ が バイ 
ンダ ー の カル テ に 素 す 早 ば や く 何 か 書き こん だ 。 


「 も つう 大 丈夫 よ 」 モ リー は 人 ニー メリ ー の 類 ほ お を 軽く さす っ た 。 


「 安心 な さい 。 わ た し た ち が 治 すか ら 。 信じ てい いわ 。 て か 、 舘 じ 
な さい 。- 一 ジャ ッ タ ー、 リ ー チ ェ 、 あ と お 願い ね 」 


それ だ け 吉 い 残 し て 、 モ リー は 行っ て し まっ た 。 た だ で さえ 常時 
多 た 忙 ば ぽう な の に 、 状 じ よ う 況 きよ う が 状 況 だ か ら 、 眠 る どこ ろか 
本 当 に 息 を つく 間 も な い の だ 。 倒 た お れ ち ゃ わな いと いい ん だ け 
の 。 


ジャ ッ タ ー 医 士 と ベア トリ ー チ ェ 以 外 の 医術 士 た ち が ひ と まず 退 
出し て 、 ト マト クン と ピン パー ネル 、 き ゅ ー も ベッ ド を 囲ん だ 。 


まあ ao ュ 」 ト マト クン は と て つも な く 眠 そう で 、 何 が か ろう じ て 
その 具 ま ぶた を 持ち あげ て いる の か 知り た いく らい だ 。「 よかっ た 
な 、 パ リー ボリ ー」 


マリ アロ ー ズ は すか さ ず トマ トク ン の 脇 わ き 腹 ば ら に 肘 ひ じ 打 ち 
を 見 舞っ た 。「 八 ニー メリ ー」 


「 お 。 す まん 」 


を つら た ん で すか つう 、 !?」 ル ー シ ー が 慌 あ わ て て 身 を 乗り 
だ し た 。 


SA いや .……、 お 、 お も し ろく て .…… 笑 いた いん だ けど .…… 笑 つう 
0 お よろ だ 、 つら し 四 


サフ ィ ニ ア が ほっ と し た よう に た め 息 を つい て 、 そ の 居 を ユリ カ 
が ご し ご し 撫 な で た 。 

ふと 、 き ゅ ー が 思い だ し た よう に ピン パー ネル の 手 か ら 松 葉 杖 を 
奪う ば い 、 自 分 に も た れ か か る よう 仕 し 種 ぐ で さ で 示し た 。 た ぶん 、 
と に か く 仲 間 に 頼 た よら れ た く て 仕方 な い 気分 な の だ ろう 。 ピン 
パー ネル は 吉 わ れ た と お り に し た 。「 あり が トウ , 

5 く ュ 


ea あれ .…… ? 」 八 ニー メリ ー は ほとん ど 頭 を 動か さ ず 、 目 の 動 
きだ け で 病室 の 中 を 見 まわ し た 。 「 .…… ー 人 、 足 りな い .……. 四 


「 カ タリ は 、 元 気 よ 」 ユ リカ が 間 か ん 髪 は つ を 容 い れず ハニ ー メ 

リー に 笑い か けた 。 「 元気 し ゅ ざ て 、 ち ょ っ と 迷 め い 惑 わく な くら 
い 。 今 は 外し よ と に 出 て る けど 、 し ょ の うち 帰っ て くる ん じゃ な い 
か し ら 」 


ハニ ー メ リー に し て みれ ば 、 責任 を 感じ ざる を えな い だ ろ う 。 も 
し か し た ら 、 心 情 的 に は 自分 の 怪 け 我 が より も つら いか も し れ な 
い 。 マ リア ロー ズ は 請 を 噛 か ん だ 。 こ ん な と き に 、 何 を どう 吉 っ て 
あげ れ ば いい の か 。 


10 あの .……… 」 八 ニー メリ ー は ビ ピン パー ネル の ほう に 視線 を 向け 
て 、 結 局 、 自 分 か ら そ の こと に ふれ た 。 「.…… AE どう か し た の 
か な っ て .……… や だ な 、 あ た し .… どう か し た に 、 決 まっ て る の 


「 コ レ は 」 ピ ン パ ー ネ ル は 目 め 許 も と を ゆる め た 。「 名 めい 善 よ の 
負傷 デス 。- 一 よう や く 使 えま シタ 。 覚 えた ・ 計 葉 」 


「 ワ タ シ は 平気 デス 。 ア ナタ は アナ タ の 怪我 ・ 治 し て くだ サイ 。 
し っ か けり リト 」 


ee 物 。、 人 やほ Ua。 」 八 ニー メリ ー は 目 を つぶ り 、 歯 を 食い し 
2 た o こん な と き で 、 あ れ だ けど .………… あたし 、 好 きだ 
5 あな た の こと 。 ピ ン パ ー ネ ル .…… あたし 、 あ な た の こと 、 好 
き に な っ ちゃ っ た 。 最初 か ら .……. ちょ っ と し いい 1 か も っ て 、 思 っ て た 
隊 だ 2 『 


「 お お っ と お ぉ .…… ュ 」 ル ー シ ー は 赤い 眼 め を 皮 み は っ て 顔面 を こわ ば 
ら せ た 。 


ほん と に 、 お お っ と - だ よ 。 いきなり 何 吉 い だ す ん だ よ 、 目 覚め 
た 途 と 端 た ん に 、 こ の 子 は いっ た い 。 び っ くり だ よ 。 告白 だ よ 。 突 
と つ 然 ぜん だ よ 。 唐 と う 突 と つ す ぎる よ 。 や 、 気 に 入っ て る っ ぽい 
の は 知っ て た けど 。 そ うい う 問 題 じ ゃ な いと 思う ん だ よね 。 じゃ 
あ 、 ど うい う 問 題 な の か っ て 記 きか れる と 、 返 答 に 訪 き ゆう し ちゃ 
つけ ど さ 。 


すご いよ 。 病室 の 室 気 。 み ん な 固まっ て る よ 。 か っ ちか ち だ よ 。 


ど な い し て くれ よん ね ん っ て 感じ だ よ 。 怖 こわ いよ 、 こ の 子 。 あ り 
えな いよ 。 


ビン パー ネル な ん て 、 め ずら し すぎ る 反応 示し ちゃ っ て る よ 。 眉 
まゆ を 八 の 字 に し て 口 を 潰 つ ぶれ た 其 ひ し 形 が た に 開け て る ピン 
パー ネル な ん て 、 今 まで か つて 見 た こと な いよ 。 た ぶん 、 こ の 先 も 
見 られ な いよ 。 貴重 すぎ る よ 。 


し al よけれ ば .…. それ で も ハル ニー メ リー と きた ら 、 お か まい な 
PP あめ だ し と ど 、 セ ックス, し て くだ さい .……… あ 、 も ちろ 
ん .………. 動 ける よう に な っ た ら 、 だ けど .……… ぼ … で も 、 傷 きず 跡 あ と と か 
残っ ちゃ つか も し れ な いし .……… だ め 、 か な .…… 四 


「 い や 、 時 間 さ え か け れ ば 、 傷 は すべ て 消せ る と 思う が .……. 」 ベ ア 
トリ ー チ ェ の フォ ロー が 適切 な の か どう か 、 も は や 誰 だれ に も 間断 
が つか な い )。 
DSi な ん だ ..………/ すご いん だ ね 」 八 ニー メリ ー は 、 す で に きれ 
い に 治 ち 療 り よう され て いる 右手 で 胸 を 押さ えた 。「.…… Eo 返 
事 は .… ぼ … 2 」 


「 返 ・ 事 .…… 」 ピ ン パ ー ネ ル は 我 に 返っ た よう に 、 何 度 も まばたき 


グイ 


の 


@。 
⑤) 


マリ アロ ー ズ は 固 か た 嘩 ず を の ん で ピン パー ネル を 見 守っ た 。 
療 っ て 、 さ 。 


だ っ て 、 だ っ て 、 こ れ っ て - 一 この 返事 っ て 、 そ の 、 何 ? 好き で 
す つ き あ っ て くだ さい じゃ な く て 、 あ の 、 な ん て いつ うつ か 、 そ うい うつ 
行こ う 為 いそ の も の を し よう っ て いう 誘 さ そい に 対す る 答え な わけ 


ニ ニー ーー ュー ニー ュー ニー 


や 、 や 、 や っ ちゃ つう つっ て こと ? だ よね ? こん な の あり ?2 公開 
は まず く な い ? せめ て 三公 開 が よく な い ?2 二 人 き り けり の と き と 
か 。 と か っ て より 、 二 人 きり の と きじ ゃ な いと ダメ で し ょ 。 ダメ 
だ 95O ほ 


ピン パー ネル は 小さ く 咳 せき 払 ば らい を し た 。「.… せ …. 考え て ・ お 
き マ ス 」 


だ よね ぇ 。 


な ん か こう 、 人 ハニ ー も 療養 中 だ っ た りす る し 、 き っ ぱり 断る の も 
あれ だ し 、 と りあ え ず 保留 みた いな 。 妥 だ 当 と うだ よね 。 そ れ 以 外 
な いよ ね 。 考 えて みた ら 。 う ん 。 と りあ え ず は 、 ね 。 ま だ いい よ 
ね 。 保留 で も 。 こ の ケー ス は 。 で も 、 僕 の 場合 は 、 も うい いか げ 
ん っ て 感じ だ し 。 そ ん な に 短く も な いし 。 け っ こう 長い し ね 。 だ け 
2 


元気 で ね 。 


あれ っ て も し か し て 、 微 び 妙 上 みよう じゃ な か っ た .……… ? 自分 的 
に は あれ っ きり みた いな 、 そ ん な つも り だ っ た ん だ けど 、 ち ゃ ん と 
通じ た の か な 。 地味 に 、 て ゆう か わり と 、 そ ん な に は っ きり し た 吉 
葉 で も な い - 一 か も ? あい つも あい つ で 、 鈍 に ぶ い と ころ も あっ た 
!) す る し 。 鈍 どん 感 か ん か っ て いう の も 、 ち ょ っ と 違 ち が うつ ん だ け 
ど 。 変 に ポジ ティ ブ だ っ た けり も する し 。 そ の わり に は 、 い まい ち 押 
し が 弱い ん だ けど 。 や 、 弱 く て いい ん だ けど さ 。 強かっ た ら 困 る 
し 。 


通じ て な か っ た り し て 。 


その 可能 性 も 一 どう な の か な 。 な くも な い .……. ? それ っ て どう 
な の 、 僕 に と っ て は 。 ど うっ て 。 ど うつ な ん だ ろ 。 どう なん で すか 
ね 。 わ か ん な いけ ど 、 も うつ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ 
ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ 
ああ ああ ああ ああ ああ 。 


思考 の 波 に の みこ まれ て し まっ た せい で 、 ピン パー ネル の 返答 に 
対し て 人 ハニー メ リー が 何 を 喜 っ た の か 、 ま っ た く 記 き 憶 お くに な 
い 。 気 が つい た ら 、 ア サイ ラム の 医術 士 た ちと 入れ 替 か わり に 病室 
か ら 出 る 流れ に な っ て いた 。 


「 マ リア ロー ズ ? 」 


居 か た に 手 を 置か れ て 、 び っ くり し て そっ ちの ほう を 見 た 。「- 一 
えっ 。 な 、 何 ? どう し た の 、 リ ー チ ェ 」 


「 こ っ ちの 台詞 せり ふ だ ぞ 、 そ れ は 」 ベ アト リー チェ は マリ アロ ー 
ズ の 邊 を 軽く つま ん だ 。「 どう し た ん だ ? な ん だ か が 上の空 だ っ た 
みた い だ け ど 」 


Sa そ 、 そ お ? まあ 、 ほ ら .……… 夜 遅 お そい し ね ? 寝 ね て て 、 
起こ され た し 。 そ れ で 、 か な ? 」 


「 そ うな の か ? 」 


「 う ん 、- 一 あ 、 先 に 行っ て て 」 マ リア ロー ズ は こっ ち を つか が っ て 
いた サフ ィ ニ ア や ルー シー ら を うつ な が し て か ら 、 ベ アト リー チェ の 
くす ん だ 金 き ん 髪 ば ぱつ を 指 で 松 す いた 。「.…『…. な ん で も な いよ 。 ほ 
ん と に 。 リ ー チ ェ こ そ 、 疲 つか れ て る ん じゃ な い ?2 モリ ー が あん 
な に 忙 U い そ が し いっ て こと は 、 リ ー チ ェ も 同じ くら い 寝 て な いで 
し ょ 」 


「 わ た し は 平気 だ 。 母 様 よ り ず っ と 若い か ら な 」 
「 い い の ? そん な こと 喜 っ て 。 聞 いたら お こる よ 、 モ リー 


「 だ っ て 、 事 実 じ ゃ な いか 。 母 様 に は も っ と 自覚 し て ほし いん だ 。 
いく ら 人 並み 外れ て いて も 、 人 間 な ん だ か ら 限 度 と いう つも の が あ 
る 」 


「 た し か に 、 今 は か な りき つ そ うだ ね .… ぼ … ノ 。 あん な に 疲れ 前 面 に 押 
し だ し まく っ て る モリ ー っ て 、 ち ょ っ と 見 た こと な いか も 」 


「 や お を えな いけ ど な .… ュ 」 ベ アト リー チェ は た め 息 を つい て 、 マ 
リア ロー ズ の 耳たぶ を さわ っ た 。 い つ だ っ た か 教え て も ら っ た 話 だ 
けれ ど 、 な ん で も 幼い ころ の ベア トリ ー チ ェ は 大 の 耳たぶ 好き だ っ 
た よう で 、 今 で も た ま に 、 寝 て 起き る と 自分 の 耳たぶ を つか ん で い 
る こと が あっ た りす る らし い 。「- 一 あ 。 す まな い 」 


「 や 、 し WU! け ど .… せ … や っ ぱり だ いぶ 疲れ て る ? 」 


「 か も な 」 ベ アト リー チェ は 類 ぼ お を ほぼ ほんのり 赤らめ て 、 自 や 棄 け 
に な っ た よう に マリ アロ ー ズ の 耳たぶ を いじ りつ づけ た 。「.… 


上 天 の お 気持 ち を 考え る と 、 正 赴 、 つ らい 。 体力 的 に は 問題 な く て 

も 、 精 神 的 に な 。 母 様 も た ぶん 、 そ うな ん じゃ な いか と 思う 。 ど ん 
な に 頼 た の ん で も 、 重 い 和 荷物 を 診 代 わり させ て は くれ な いん だ 、 母 
様 は 」 


「 性格 だ し ね 。 こ れ ば っ か り は 。 そ うい うと ころ が な いと 、 モ リー 
じゃ な いっ て 気 も し な く は な いし さ 」 


「 愚 ぐ 痴 ち だ な 。 こ ん な こと を 話し た か っ た わけ じゃ な い の に ,」 


「 い いよ 。 リーチ ェ の 愚痴 な ら 、 い くら で も 聞く か ら 。- 一 あと 、 耳 
も 、 好 き な だ けさ わっ て いい よ ? 」 


「 そ ん な こと を 吉 っ た ら 、 容 よう 赦し や し な い ぞ 」 
「 だ か ら 、 い いっ て ば 」 


「 よー し .……… 」 ベ アト リー チェ は 目 を 閉じ て 、 ひ と し きり マリ ア 
ロー ズ の 耳たぶ を も て あそん で か ら 、 一 つう な ずい た 。「- 一 いし ! 耳 
た ぶ だ な 。 上 物 だ 」 
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「 う ん 。 あ あ 、 で も 、 本 当 に こん な こと を し て いる 場合 じゃ な いん 
だ 」 


「 ま あ 、 そ れ も あ る ん だ が - 一 」 ベ アト リー チェ は マリ アロ ー ズ の 耳 
た ぶ を 名 残 な ご り 惜 お し そう に 手放し た 。 「 母 様 が 指示 し た EMF 
A と は 、 緊 きん 急 き ゆ う 措 そ 置 ちと し て の 応急 処置 、 と いう 意味 
だ 。 上 具体 的 に 吉 う と 、 今 まで の 治療 を つづ けれ ば 、 動 ける よう に な 
る まで 、 ま だ まだ 時 間 が か か る 。 こ れ を 大 お お 幅 は ば に 短縮 し て 、 
で きる だ け 早 く 動 ける か 、 動 か せる よう に する 


マリ アロ ー ズ は 目 を 伏 ふ せ て 、 さ っ きま で ベア トリ ー チ ェ に いじ 
くり まわ され て いた 耳たぶ を つま ん だ 。 


「 わ た し た ち は 、 移 動 す る こと に な る か も し れ な い 」 


半ば 覚 か く 悟 ご は し て いた 。 情勢 か らし て 、 い ずれ その と き が き 
て も お か し く な い 。 た だ 、 ア サイ ラム は 事情 が 特 と く 殊 し ゆ だ か 
ら 、 移 動 は すなわち 大 移動 に な る 。 

「 い よい よ 準 備 が 始ま る っ て こと だ ね 」 


「 始ま っ た 、 と 吉 っ た ほ つ が いい か も し れ な い 。 こ うつ な っ た ら 早 い 
ぞ 、 き っ と 。 母 様 の こと だ か ら な 」 


「 だ ろう つね 」 マ リア ロー ズ は ベア トリ ー チ ェ の 診 を そっ と 叩 た た い 
た 。 「 僕 も 一 僕たち も 、 で きる だ け の こと は する よ 」 


ベア トリ ー チ ェ は マリ アロ ー ズ の 手 を つか まえ て 握 に ぎり 、 静 か 
に 微笑 ほほ えん だ 。 「 頼む 
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闇 や み を 、 暗 闇 を 、 男 が 、 女 が 走る 。 
男 に 、 女 に 、 獣 け も の た ち が 追 いす が る 。 


「 は い は い は ぁ ー い 」「 だ めで す よ ぁ ぉ ーー。 逃 に が し ませ ん よ ぁ ぉ ー」 
「 は い は い は ぁ ー い 」 


獣 た ち は 人 語 を 喋 し や べ る 。 

人 間 の 姿 を し て いる 。 

だ が 、 彼 ら は 獣 だ 。 

獣 た ち は 男 を 、 女 を 突 つき 倒 た お し 、 群 が っ て 、 荷 物 を 奪う ば 
う 。 衣類 を 劉 は ぎ と り 、 隠 か くし 持っ て いた 硬 こ う 貨 か を と りあ げ 
て 、 一 頭 の 獣 が 硬貨 の 数 を か ぞ え て いる うち に 、 別 の 獣 が 男 を 撲 ば 


く 毅 さ つ し 、 女 に の し か か る 。 男 も 、 女 も 、 慈 鳴 を あげ て 、 人 間 の 
吉 葉 で 助け を 求め 、 慈 じ 慈 ひ を 乙 こ う 。 し か し 、 獣 た ちの 耳 に は 届 


か な い 。 獣 は 人 間 の 吉 葉 に な ど 耳 を 貸さ な い 。 獣 た ち は 裸 は だ か に 
な っ た 男 を し て 、 裸 ら 身 し ん の 女 を 代わ る 代わ る 犯 お か し 、 用 済 
み に な っ た ら 皿 の 根 を 止め る 。 


「 戦利 ひぃ ー ん 」「 分 けろ よ ち ゃ ん と 」「 つ る せ え 」「 死 ね 」 
「 あ 、 分 けろ っ て 」 


一 頭 の 獣 が 別 の 獣 に 飛び か か っ て 、 戦 利 品 と や ら を ひっ た くろ うつ 
と する 。 獣 た ち は 獣 同士 で 採 も みあ い 、 殴 な ぐり あい 、 興 奮 し きっ 
て 、 つ い に 毅 し あう っ 。 


「 欲 、 拉 か きす ぎ な ん だ よ 」「 なあ 」「 し か し 夜 は まだ まだ これ か 
ら で す 」「 な あ 」 


獣 た ち は 第 二 区 か ら 第 三 区 を 縄 な わ 張 ば り と 決め 、 細 い 通 りや 路 
地 を 通り 抜 ぬ け て 門 を 目指 し て いる らし い 獲 え 物 も の を 見 つけ る 
と 、 こ れ に 狙 ね らい を つけ る 。 


獣 は 、 彼 ら だ け で は な い 。 他 ほか に も いる 。 大 勢い る 。 出 自 は さ 
ま ざ ま だ が 、 ほ ん の 少し 前 まで 、 彼 ら の 大 半 は 悪党 バス ター で は 
あっ て も 、 獣 で は な か っ た 。 何 か が 彼ら を 獣 に 変え た 。 あ る い は 、 
彼ら の 中 の 獣 を 目覚 め さ せ た 。 


「 は い は い は ぁ ー い | 」「 だ めで す よ ぁ ぉ ー。 逃がし ませ ん よ ぉ 一 
「 は い は い は ぁ ー い 」 


内 5 暗がり の 路 み ち に 一 人 の 女 を 見 つけ て 、 こ れ を 獲物 と 

ん 識 し き し た 。 手 て 提 さ げ 籠 か ご し か 持っ て いな い 、 薄 つ す 着 

、 軽 装 の 女 で 、 追 い 嘱 ぎの 対象 と し て は 、 お そら くう まみ が 少 
9 わか っ て いて 、 獣 た ち は 女 を 追い か ける 。 


「 や る ぞ ー 」「 俺 いち ば ー ん 」「 俺 に ば ー ん 」「 つ っ こむ ぞ ー 
「 穴 が あれ ば 入れ た い 季 節 、 な ん ちゃ っ て 」「 は い は い は ぁ ー い 」 
「 逃 げん な 逃げ ん な ー 」「 逃 げた っ て 無 む 駄 だ ぁ ー 」「 は い は い 
は ぁ ー い 」「 わ ん ちゃ ん わん ちゃ ん 」「 か わい い メ ス 大 ちゃ ん 」 

「 や ら せ ろ よー 

獣 は 彼ら だ 。 し か し 、 彼 ら は 獲物 を 犬 と 呼び 、 自 分 た ちの 行こ う 
為 い を 犬 狩り スト レイ ツ オ , と 称し よう し て 悦 え つ に 入っ て い 
る 。 だ が 、 彼 ら こ そ 獣 だ 。 


彼ら は 人 間 世 界 の 都合 、 状 じ よ う 況 きよ うな ど 気 に し な い 。 な ぜ 


人 間 た ち が 街 か ら 逃 げ だ そう と し て いる の か 、 彼 ら は 考え な い 。 た 
だ 、 彼 ら の 前 に 獲物 が いる 。 金目 の 物 を 持ち 歩い て 、 そ の せい で 動 
き が 鈍 に ぶっ て いる 、 馬 ば 鹿 か な 獲物 が 。 い つも は 用 心 に 用 心 を 重 
ね て 、 人 通り が な い 道 な ど 決 し て 歩か な い の に 、 今 は 龍 お そっ て く 
れ と 吉 わ ん ば か り に その へ ん を うろ つい て いる 、 無 防備 な 獲物 が 。 
目 の 前 に 獲物 を ぶら 下げ られ た ら 、 獣 た ち は 我 が 慢 まん で き な し !。 
何 が どう し て こう な っ て いる の か 。 そ ん な の 知っ た こと か 。 糞 くそ 
食 く ら え だ 。 明 日 あし た は 明日 の 風 が 吹 ふ く 。 風 な ん ぞ 吹 か な く 

た っ て か まう も の か 。 風 が 食え る か 、 つ まい の か 、 や れる の か よ 、 
入れ る 穴 つ いて ん の か よ 、 そ れ っ て 気持 ちい い ? ね え ? 気持 ち 
いい の ? どう な の ? 


「 はい は い は ぁ ー い 」「 俺 、 俺 、 チ e% ポ し ゃ ぶら せ た い 」「 か まれ 
る ぞ ー 」「 そ れ で も し ゃ ぶら せ た い 」「 俺 は じゃ あぁ 後ろ の 穴 で い 
い 」「 や り た い 」「 や り た い 」「 や り た い 」「 や けり た ーー い 」「 待 て 
よ 、 メ ス 大 ちゃ ー ん 」「 待 っ て くれ よー 」「 はいはい は ぁ ー い !」 


獣 た ち は 女 を 追う っ 。 女 は た ぶん 、 若 い 。 少 女 に すら 見 える 。 そ れ 
で 余計 に 、 獣 た ち は 欲 情 し て いる 。 獣 た ち は 見境 な い が 、 好 み が な 
いわ け で は な い 。 獣 た ち は 今 夜 、 も う 何 人 も の 女 を 犯し た 。 ど れ も 
ろく な も の で は な か っ た 。 あ の 女 は 若い 、 若 すぎ る か も し れ な い 
が 、 き っ と 上 物 だ 。 ひ ら ひ ら の ワン ピー ス な ん か 着 て 、 帽 ぼう 子 し 
な ん ぞ 被 か ぶっ て や が る 。 普 ふ 通 つう の 女 だ 。 そ うつ いう の が 、 一 番 
いい 。 そ うい う 女 を めちゃ くち ゃ に する の が 、 最 高 に いい!。 

と ころ が 、 女 は けっ こう 足 が 速 い 。 一向に 獣 た ちと の 距 き よ 離 り 


が 縮 ま ら な い 。 そ れ ど ころ か 、 少 し ずつ で は ある が 、 離 は な され つ 
つ あ る 。 

「 ち ょ っ と ちょ っ と ちょ っ と 、 本 気 で 逃げ る な よー 」「 こ っ ち 、 息 
切れ ちゃ うっ て 」「 な ん だ よ な ん だ よ な ん だ よー 」「 は あ は あ は あ 
は あ 」「 そ ろ そ ろ つ らい そろ そろ つら い 、 俺 、 腹 痛い 、 腹 」 「 逃 が 
すか ぁ ー」「 は あ は あ は あ は あ は あ 」 


女 は 、 だ が 、 止 まる わけ も な く 、 足 を ゆる めも し な い 。 獣 た ち が 
人 間 の ふり を し て 、 人 間 の 吉 葉 で いく ら 叫 さけ ん で も 無駄 だ 。 


細い 、 暗 が り の 道 を 、 女 は 駆 か け 抜 ける 。 
第 二 区 か ら 第 一 区 へ 。 この先 だ 。 も うす ぐ く 第 一 区 だ 。 


女 は と うと う 第 一 区 に 足 を 踏 ふ み 入 れ た 。 


その 途 と 端 た ん 、 女 は 道 を 横切る ろう と し て いた 男 と ぶつ か っ た 。 
「 寺 や つ 」「 一 ひよ っ .…… 1? 」 


逃 の が し か け て 、 転 が っ て きた 幸運 に 、 獣 た ち が 喜 び 勇 ん だ 。 獲 
物 が 一 いつ 匹 び き 増え て 、 そ の 獲物 が も と か ら の 獲物 の 逃 と う 走 そ 
う を 阻 そ 止 し し て くれ た の だ か ら 、 投 げ て も いな い 、 ど こ か ら が 飛 
ん で きた 石 が 二 羽 の 鳥 を 打ち 落と し た よう な も の だ 。 獣 た ち は 勢 い 
づき 、 思 い 思 い の 奇 き 声 せい を 発し な が ら 、 や や 装 な え か け て いた 
足 に 力 を こめ た 。 


女 は 、 だ が 、 弾 は じき 飛ば され る こと も 、 逆 に 男 を 突き 飛ば すこ 
と も な か っ た 。 男 は と っ さ に 女 を 抱 だ き と め て いた 。「- 一 アー ニャ 
ちゃ ん や な いか .… ぼ ……!? 」「 あ な た 、 ど うし て 一 」 


に 2ー 雪 ア ラ ニル ュー アー ニセ 0 アー ニセ リド アー ニセ) 
アー ニ 良 リア ーー 


獣 け も の た ち は 駆け な が ら 、 女 の 名 前 らし い 「 ア ー ニ ャ 」 を 連呼 
し て 、 路 き ば を 剣 む く 代 わり に 得 物 を 抜い た 。 


「 話 は あと や ! 」 男 は 女 を 背 に 記 か ば い 、 腰 こし に 吊 つ る し て あっ 
た 族 お の を 両手 に 握 に ぎり けり しめ た 。 「 ー ニ ャ ちゃ ん に 手 ぇ 出 そ 
うと し くさ り よ っ て 、 ジ ブン ら 、 覚 か く 悟 ご は で き と ん の や ろ 
な 1!」 


「 ア ー ニ ャ ! 」「 や り た い ! 」「 ア ー ニ ャ ! 」「 や らら せろ! 」 


r ァ ー ニ En トメ ーー や Wa 
「 話 が 通じ ん の か い 、 ク ッ ソ ボケ ども ぁ ぉ ぁ り ツ .…… ! 」 


男 は 一 人 で 、 獣 は 五 頭 も いる 。 獣 た ち は 微 み 塵 じん も 恐 お それ を 
感じ て いな い 。 路 代わ り の 得 物 が 男 を 引き 裂 さ き 、 ず た ず た に する 
こと を 疑っ て いな い 。 そ の 逆 の 結果 な ど 、 獣 た ち に は 想像 で き な 
い 。 想像 は 獣 の 習性 で は な い 。 し か も 、 彼 ら は 本 物 の 獣 よ り 慎 し ん 
重 ち よう さ に 欠け 、 本 能 に 磨 み が き 抜か れ た 無駄 の な い 知性 を 持た 
ず 、 た だ 欲望 に 振 ふ り ま わ さ れ て いる だ け の 、 所 し よ 診 せん は 紛 ま 
が い 物 で し か な い 。 実 の と ころ 、 彼 ら は 獣 で すら な い 。 


「 我流 - 一 


男 は 獣 で も 、 紛 い 物 で も な い 。 両手 に 握り し め て いる 二 本 の 変形 
族 は 、 野 や 獣 じ ゆう の 牙 で は な い 。 紛い 物 た ちの 呼吸 、 動 き が ば ら 
ば ら で あ る こと に 、 男 は 気づい て いる 。 タ イミ ング も 、 速 度 も 、 位 
置 取 り も 、 何 も か も 、 一 いつ 致 ち し て も いな けれ ば 、 意 図 的 に 乱 さ 
れ て も いな い 。 


男 は 飛び だ し 、 一 人 目 の 紛い 物 を すれ 違 ち が いざ ま に 斬 きり 伏 人 ふ 
せ て 、 そ の 王 後 、 二 人 目 の 紛い 物 を 蹴 け 倒 た お し 、 三 人 目 の 紛 い 物 
の ど た ま を か ち 割 っ て か ら 二 人 目 に と ど め を 刺さ し て 、 四 人 目 の 紛 
い 物 の 右 み ぎ 腕 つう で を 斬り 落と し な が ら 五 人 目 の 紛い 物 の 左腕 を 叩 
た た き 斬 っ た 。 そ うし て 一 回 転 、 四 人 目 と 五 人 目 の 首 を 同時 に 斬り 
飛ば し 、 血 ち 飛 涼し ぶ き を 浴び る 前 に 跳 と び 退 の いた と き に は も 
う 、 紛 い 物 は きれ い に 一 いつ 掃 そ うさ れ て いた 。 


「 一 飛 と ぶ 鳥 と り 浮 う き 島 し ま 疾 し つ 風 ぷう 烈 れ つ 斬 さん ン ン ン ン 
。。 」 男 一 否 い な 、 漢 お と こ は 、 両 手 の 話 を 血 ち 振 ぶ る いし て 、 
首 を ひね っ た 。 「 .……. 長い か 。 長 すぎ か 。 技 わざ 名 の めい 。 い や 、 そ 
つう いう 問題 や あら へ ん 気 も .…… どう も し っ くり こ お へ ん な 。 お むむ お お 


NN どう し て 」 アーニャ ・ ク ル チ バ は 大 くち びる を 噛 か ん で うつ 
お いた 。「 な ぜ 、 こ ん な と ころ に 」 


「 腐 フッ .……… 。 正 走 に ゆう で 」 漢 は 振り 向い て 南 か た を すく め た 。 

「 偶 ぐつ 然 ぜ ん や 。 こ な いな と き は な 。 ま ず は 情報 や ろ 。 で きる だ 
け ぎ ょ うさ ん 、 正 確 な 情報 集め る た め に 、 あ っ ちこ っ ち 駆 けず り ま 
わっ と っ て な 。 さ っ きま で ク ァ ラ ナド に お っ た ん や けど 、 そ の 帰 

けり っ ちゅ うつわ け や 。 ア ー ニ ャ ちゃ ん は 、 一 仕事 中 か 。 思 ぐ で 問 も ん や 
な 」 

「 助け て くれ な ん て 、 頼 た の ん で いま せん よ 。 ち ゃ ん と 、 逃 に げき 
れ た ん で す 」 


「 ほん で も 、 わ し は 黙 だ まっ て 見 と られ へ ん 
「 余 計 な お 世話 な ん だ か ら 」 


「 そう や と し て も 、 指 イィ くわ えて 見 と る な ん て 、 わ し に は で け へ 
ん 」 


cd が ーー 


「 惚 ほ れ と る か ら や ,」 漢 は 会 心 の 決め 顔 を 作っ て みせ た 、 し か し 


N 


常 夜 衝 は だ いぶ 遠く に ある きり で 、 あ た けり は 暗い 。 お まけ に 、 
アー ニャ は 治 か ら 五 メー テル くら いい 離れ て いる 。 暗 視 鏡 で も 装着 し 
な いか ぎり 、 表 情 な ど 見 分 けら れる わけ が な い 。 と いつ か 、 そ れ 以 
前 の 問題 だ 。 ア ー ニ ャ は 下 を 向い て いる 。 


漢 は そん な こと に も 気づか ず 、 必 死 で 慣れ な い 決 め 顔 を 維 い 持 じ 
し つつ 、 吉 葉 を 重ね た 。 「 惚れ 抜 ぬ いと る か ら や 」 


「…… 馬 ば 鹿 か じゃ な い の 」 ア ー ニ ャ は 握り し め た 拳 こぶ し を 自分 
の 服 も も に 押し つけ た 。「 似 合わ な い 。 ぜ ん ぜん 、 似 合わ な いん だ 
か ら 。 そ うい う 台 詞 せ り ふ も 、 何 も か も 。 愉 か つ 好 こう つけ れ ば つ 
ける ほど 、 愉 好 悪 い 。 す っ ご く ! 性 好 悪い ん だ か ら っ .… 1 」 


漢 は よろ めき か け 、 胸 を 手 で 押さ え そ うに な っ た が 、 な ん と か こ 
ら え た 。 な 、 な 、 な 、 な ん の これ し き 、 や で え 。 よ く あ る こと や な 
いか 。 こ ん くら い 、 尼 へ の 忌 の も へ じ や 。 ち ゃ うか 。 忌 の カッ パッ 
パ や 。 ん? これ も ちゃ つか ? 何で も ええ わ 。 


と も か く 、 あ れ や 。 


アー ニャ ちゃ ん は 素 す 赴 な お に な れ へ ん だ け で 、 本 心から ゆう と 
る わけ ちゃ う 。 そ ら そ う や ろ 。 こ の わし が 性 好 悪 いて 一 愉 好 悪 .… 
いや 、 わ し が 愉 好 ええ か どう か っ ちゅ うた ら 、 そ ら 微 び 妙 みよ うっ 
ちゅ うた ら 微 妙 か も し れ へ ん けど も 、 そ の た め に 努力 は し と ん の や 
けど も 、 問 題 は ソコ や な く て や な 、 漢 は いか な る と きも 耐 た えて ナ 
ン ボ っ ちゅ うこ と や ! ババ ビー ン と な ッ ! ガッ シー ン と や 
CR ! 


「 愉 好 悪 うり た っ て ええ 」 漢 は も は や 決め 顔 を 月 くず そう に も 貼 は り 
つい た よう に 微動 だ に せ ず 、 声 を 発する た びに 口 の 周り の 筋肉 が ギ 
シギ シ 変 な 音 を 立て た 。 泣 きた か っ た が 、 一 いつ 滴 て き の 涙 な み だ 
も 出 て こ な か っ た 。「 愉 好 つ ける の ん が 目的 や な いわ け や か ら 
AN 1 」 


「 じゃ あ 、 何 な の .… せ … 1?」 


「 愛 や ッ ! 愛し と ん ね ん ! アー ニャ ちゃ ん 、 ジ ブン の こと 
を ッ ! 」 


「 気持 ち 悪 いっ ! 」 


「 で ほ ぉ っ 」 と 思わ ず 口 に し て し まっ た が 、 漢 は すぐ に 態勢 を 立て 
な お し た 。 立 て な お し た つも り だ 。 し っ か し 、 ア ー ニ ャ ちゃ ん 、 手 
て 強 ご わい な ん ちゅ うつ モン や な いで し か し 。 つ き あ い 深 ふ こ うつ な る 
ご と に 、 ど ん ッ ど ん 舌 ぜ つ 鐘 ぼう 鋭 す る どう な っ て き と る よう 
5 2? も し か し て 、S や っ た けり し て 2? 稀 ま れ に 見 る 、 ド S 
や つた だ り し て 。、 !? 否 い や アッ ! アー ニャ ちゃ ん は た だ 、 

ちょ っ ぴぃ ー リ 照れ 屋 さ ん な だ け や ァ ッ .……… ! 一 た ぶん 。 


「 き 、 気 持ち 悪 ろ て も な あ ! わし は や め へ ん で え ! 何 が あろ う 
と 、 ア ー ニ ャ ちゃ ん を 愛す る こと を 、 や め た けり せ え へ ん .…… a 


「 し つこ いっ ! 」 

「 ご ふつ 」 

「 粘 ね ん 着 ち や く 質 し つ ! 変質 者 ! 
記 還 の 


「 変 態 ! 頭 、 ど うか し て る ん じゃ な いで すか っ !? 見 る か ら に お 
か し いけ ど ! 」 
「 ぎ べ っ 」 


「 わ た し の こと な ん か 放っ て お いて 、 治 ち 療 り よう に 専念 し て くだ 
さい ! きっ と 生ま れつ き で 慢 ま ん 性 せい 的 な 異常 だ か ら 、 一 生 治 
ら な いと 思う けど ! | 


「 な ご ら っ 」 
「 だ っ て 、 変 ! 変 す ぎる ! 完全 な 異常 者 ! わた し な ん か を 


コ 


「 わ た し な ん か 、 て ! そ 、 そ な いな 吉 い 方 すん な や っ ! 卑 ひ 下 
げ し た ら あ か ん ! 」 


「 そうね! わた し が わた し を 届 お と し め た ら 、 わ た し な ん か の こ 
と が 好き な あな た も 、 同 時 に 低く な る ! それ 以上 、 低 く な り よ う 
が ある な ら 、 見 て みた いけ ど ! 


「 き っ つう ぅ 一 う 」 漢 は 両手 で を 右 の 類 ほ お を 挟 は さん だ 。 「 つっ 
(ゆあ 三 つ の きらく うー 


「 す ぐ そ う や っ て 、 お ちゃ ら け て ! 人 が 真 し ん 剣 け ん に 話し て る 
の に ! 人 間 性 に 欠け つ 陥 か ん が ある と し か 思え な い ! 」 


1 ほ い 。 ソ ノ ト オリ デス 」 


「 反省 し て みせ て も 、 す ぐ 忘 れ て けろ っ と し て る し ! 記 き 憧 おく 
力 が な いん で し ょ う !?」 


ee ほ い 。 物 覚 エ ノ 悪 サ 八 折り 紙 付 キ デ ス 」 


「 だから.……… だ か ら ! こう や っ て わた し が ひど い 吉 葉 を ぶつ け て 
も 、 あ な た は .……… 1 」 


1 和香 アー ニャ ちゃ ん 」 

「 あな た は ..………… ! 」 ア ー ニ ャ は 目 の 周り を ご し ご し こす っ た 。「 あ 
な だ は: 。。。 ! と っ て も 馬 の の し けり 甲 が 斐 い が あり すぎ て 、 お か げ 
で 、 わ た し は 隠 か くれ て いた 自分 の 本 ほん 性 し よう に 気づい て - 一 
じゃ な く て 」 

い 拓 ss ? 今 、 な ん や お か し な こと を .……… 『 

「 詩 っ て な し 1 ! 」 

RE ほ い 。 ソ ノ ト オリ デス , 

「 あ な た は 、 あ な た は ..……… ! お 魚 み た いな 顔 し て る くせ に ! 」 

F 委 ご らん わ 。。。、。 」 

「 は あっ !?」 


0 申 シ 訳 ア リマ セン 。 口 ガ 滑 すべ リマ シタ 。 コ ノロ ガ コ ノロ ガ 
コノ ロ ガ コ ノロ ガ コ ノロ ガ 」 


「 毎度 、 毎 度 、 冗 じ よ う 談 だ ん も 滑り まく っ て る けど 、 あ な た 
| 0 了 時 ! 」 


1 ソノ ト オ リ デス 」 


「 あ な た は ! あな た は 、 こ ん な わた し で も - 一 」 


「 そ 、 そ っ 、 そ 、 そ ぉ ー ら そう や で !? いっ た ん 愛し ちゃ っ た ん だ 
ぜ ベ イ ビ ー!? な ん や この 詩 こ と 葉 ば 遣 づ か い 、 え えと ええ と - 一 せ 
や 、 い っ た ん 愛し て も うた ん や か ら な ッ ! 治 お と こ は 節 を 曲げ た 
けり は よう せん ! 愛し た 女 は 愛し て 、 愛 し て 、 愛 し 抜く ッ ! どん 
な アー ニャ ちゃ ん で も 、 ア ー ニ ャ ちゃ ん は アー ニャ ちゃ ん や ! 
ぜ ぇ えー ん ぶ ひ っ くる め て 、 ア ー ニ ャ ちや ゃ ん や ! 受け 止め る が な 、 
受け 容 い れる が な 、 ど ぉ ー ん と こい や で ッ ! わし は ッ ! 一 いつ 
切 さ い の 誇 こ 張 ちよ うな く 断 吉 し た る わ ッ ! アー ニャ ちゃ ん の 何 
も か も が 愛 いと お し い ー て た ま ら ん ッ ! アー ニャ ちゃ ん の 全身 
が 、 全 ココ ロ が 、 言 葉 の 一 つ ー つ 、 髪 か み の 毛 、 爪 つめ の 垢 あ か ま 
で 、 愛 し と る っ ちゅ う ね ん ッ .………… 1」 


ま 放 の 志和 舘 1 う 、。 。 1 」 


さす が に この タイ ミン グ で この 一 吉 は 効い た 。 治 は 今度 こそ ぶっ 
倒 た お れ そ うに な っ た が 、 そ の 前 に アー ニャ が ぶつ か っ て きた 。 


違 ち が うつ 。 
し が みつ か れ た 。 


アー ニャ は 漢 を 強く 、 き つく 抱 だ き し め て 、 漢 の 胸 に 顔 を 埋 う ず 
0 だ 。 oi ひど いこ と 、 た くさ ん 吉 っ て 、 ご めん な さい 」 


「 も 、 無 問題 モー マン タイ 」 


「 な ん で 龍 州 語 な の ? どう し て そこ まで 頭 の 出来 が 残念 な の ? 
お 魚 に 似 て る か ら ? それ と も 、 死 ぬ の ? ね え 、 脳 の う 細 さい 胞 
ぼう つが 今にも 死に 絶え そう だ か ら 、 そ ん な に 間 の 抜 ぬ けた こと し か 
吉 え な い の ? 死ん じゃ う の ? ご めん な さい 、 死 な な いで ..…『…… 死 
た が も) で づ う / 1 」 


「 し 、 死 な ん て っ ! わし は 死な ん っ 。 死 ん だ り せ え へ ん か ら 、 


「 好 き 」 


徹 て つ 底 て い 的 に 叩 た た き 落 と され て ぶち の め さ れ 、 実 は 心 の ほ 
う が 若 じ や つ 千 か ん 死に 絶え そう つう に な っ て いた と ころ に 、 こ の 短 
い 、 単 純 な 、 誠 解 の し よう な い 吉 葉 は 沢 し みた 。 見 る 間 に 沢 みわ 


た っ て 、 漢 を 幸福 の 絶頂 へ と 導い た 。 
「 カ タリ さん 。 好 きよ 。 ご めん な さい 。 好 き な の 」 
「 わ 、 わ し も -」』 


「 吉 わ な いで 。 あ な た の 発音 は 美しく な いか ら 。 吉 葉 が 汚 よ ご れる 
か ら 、 今 は 何 も 吉 わな いで 」 


「 ス 、 ス ピ バ セン 」 
「 た だ 、 抱 いて いて 。 も う 少 し だ け 、 こ の まま で -」 


漢 は 吉 わ れ た と お り 、 愛 する 女 の 身 体 か ら だ を 力いっぱい 抱き す 
くめ た 。 


ホン マ 、 思 うた より 難 な ん 儀 ぎ な 子 ぉ や けど 、 吉 葉 の 鞭 む ち は も 
の っ そい きっ つい けど も 、 し か も 激化 の 一 いつ 途 と を た どっ と る よ 
うな 気 も する ん や けど も 、 わ し は ほれ 、 マ リア ロー ズ あ た り に 鍛 き 
た えら れ と る し 、 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ や し 、 お むしろ 癖 くせ に な っ て 
ー は な い 、 な い 、 そ れ は な いわ 、 せ や けど 、 ち ょ ぴっ と だ け 快 感 
ー で は な い 、 な い 、 そ れ も な いけ ども 、 好 き や 。 アーニャ ちゃ ん 。 
黙 だ まっ と れ っ ち ゅ うつ 命令 や か ら 口 に は 出さ へ ん けど も 、 わ し 、 ジ 
ブン の こと が お むっ ちゃ 好き や 。 一 等 好き や 。 何 が な ん で も 、 大 好き 
や 。 


同日 四 時 四 十 二分 マキ シマ ム AM ド ラゴン ・ ス トリ ー ト 


朝焼け に 染め られ た マキ シマ ム AM ド ラゴン ・ ス トリ ー ト を 、 一 
台 の 馬車 が 疾 し つ 駆 くし て いる 。 


まっ すぐ ひ た 走 る と いう わけ に は ゆか な い 。 エ ルデン で も っ と も 
広い この 大 通り も 、 生 き て いる 人 間 と 死ん だ 人 間 、 馬 車 、 そ の 残 ざ 
ん 骸 が い 、 馬 の 死体 で ご っ た 返し て いる 。 北 進 し て 北 ほ く 斗 と 門 に 
近づけ ば 近づく ほど 混在 の 度合 い は いや 増し に 増し 、 や が て は 完全 
に 行き 詰 づ まる だ ろう 。 


馬車 の 乗客 も 御 ぎ よ 者 し や も そん な こと は 予想 し て いる が 、 列 の 


最 さ い 後 こう 尾 び に 並ば な けれ ば 、 い つま で た っ て も エル デン の 外 
に は 出 ら れ な い 。 他 に 方 法 が な い の だ 。 で あれ ば 、 帝 て い 国 こく 軍 
が 押し よせ て くる と いう 南 の 反対 、 し か も 、 最 大 の 道 みち 幅 は ば を 
誇 ほ こる マキ シマ ム AM ド ラゴン ・ ス トリ ー ト を 突 つ っ 切 き っ て 北 
斗 門 か ら 出る ルー ト を 選 せ ん 択 た くす る 以外 な いで は な いか 。 当 
然 、 同 じ よ うに 考え る 者 も 多い だ ろう が 、 そ れ で も この ルー ト が 最 
善 の は ず だ 。 


御 者 の オイ ゲン ・ “クコ, ・ リ バー ス は その 熟 績 し た 腕 う で 前 ま 
え を 買わ れ て 、 サ ドモ ン 元 男 だ ん 上 し や く と や ら に 應 や と われ た 。 


クコ は 「 走 り 屋 」 と 称し よう され る 鹿 わ れ 御 者 の 一 人 で 、 車 体 の 
振 し ん 動 ど う を 感じ な が ら 馬 を 御 し 、 最 大 限 の 速度 を 体感 する こと 
の み を 喜び と し て いる 。 ふ だ ん は 大 陸 南 北 横断 道 や 大 陸 東 西 縦断 道 
を 休み な く 突 っ 走っ て いる の だ が 、 た また ま エ ルデン で 仕事 が 途 切 
れ て 酒 さ け 浸 び た けり の 休 き ゆう 暇 か を と っ て いた と ころ 、 今 回 の 騒 
さわ ぎ が 起き た 。 ク コ に と っ て エル デン は 、 割 の いい 仕事 を 見 つけ 
や すい 街 で は ある も の の 、 そ れ 以 上 で も それ 以下 で も な い 。 戦争 に 
な り そ う だ か ら 、 さ っ さと 抜け だ し て 遠く へ 行き た い が 、 徒歩 は ご 
めん だ 。 ど つう せな ら 馬 車 に 乗る より 走ら せ た い 。 そ ん な わけ で 急 き 
ゆう 恒 き よ 雇 い 主 を 探し 、 二 時 間 で 見 つけ た 。 


それ か ら 一 晩 で 準備 を 整え 、 今 朝 出発 し た の だ が 、 ト レイ ン 公 国 
0 工 こう 房 ば う 製 四 頭 立て の まだ 新しい 馬車 は 悪く な 
馬 も そこ そこ の 良司 が そろ えら れ て いる 。 た だ 、 こ う も 路面 の 
汰 や まう 33 き まう が 0 に で 、 同 5 が を どり 記 し に 
まっ た く 楽 し く な い !。 


「 し か も 、 そ の うち 止ま ら な きゃ な ら ね えん だ ろ .……… ュ ク コ は 噛 か 
み 煙 革 た ば こ を くち ゃ くち ゃ や けり な が ら 、 胡 ご 麻 ま 塩 し お の 昧 ひ げ 
が こび りつ いた 赤黒 い 顔 を ゆがめ た 。「 馬 車 が 止ま っ て どう すん 
だ 。 馬 車 は 走る も ん だ で ぞ 、 ち くし ょ う 。 こ ん な 仕事 、 受 ける ん じゃ 
あな か っ た な 。 ど の 馬車 も 同じ か 。 同 じ な ん だ ろう けど よ 。 ま あか 、 
0 ょ く 気 に は な れ ね え し 、 し ょ う が ね えん だ 。 ま じ で 。 つ う 

、 俺 の 尻 し り の 皮 が な ん で 分 厚い と 思っ て や が る 。 御 者 席 に 座り 
時 IP ああ 、 や っ て らん ね え 。 そ も そ も 、 こ ん 
な と き に こん な 街 に いた の が 運 の 尽 つ きっ て や つ だ よ な 。 天下 の ク 
コ 様 と も あろ う 者 が - 一 」 


クコ は 仲間 内 で は 「 垂れ 流し 野 や 郎 ろ う 」 と いう あり が た く な い 
異名 で 呼ば れる こと も ある 。 馬車 を 操 あ や つっ て いる 間 、 ほ と ん ど 


ずっ と 、 絶 え 間 な く 何 か 咳 つ が や きつ づけ て いる せい だ 。 


その クコ が 口 を つぐ ん だ 。 喋 し や べ っ て いる 場合 で は な く な っ た 
か ら だ 。 


重い 破 は 壊 か い 的 な 音 が し た 。 車体 の 側面 か 。 不 規則 で 不快 な 振 
動 が クコ の 尻 を 直 ち よ く 撃 げき し た 。 ク コ は と っ さ に 歯 を 食い し 
ば っ て 手 た 綱 づ な を 引い た 。 ま ずい と 感じ て すぐ に ゆる め た が 、 だ 
め だ 。 車輪 か 。 左 の 前 輪 が 何 か を 噛ん で いる 。 回 ら な い 。 止 まっ て 
いる 。 


クコ は ふた た び 手 綱 を 引き 絞 し ば っ た が 、 す で に 馬車 は 左側 に 曲 
が りな が ら 傾 か た お むき つつ あっ た 。 ド 、 ド ド 、 ド ドド 、 ド ド と 実 き 
人 箱 形 の 座席 で 雇い 主 
た ち が 半 鳴 を あげ て いる 。 ク コ は 、 で も 、 無 吉 だ 。 上 の 歯 と 下 の 歯 
を きっ ちり 噛み あわ せ て 、 前 方 と 左右 に 視線 を 巡 め ぐら せな が ら 、 
さす が に 落ち つい て は いら れ な い が 、 こ れ は 横転 する 、 と 痢 断 し て 
いた 。 も う 二 十 五 年 も の 間 、 馬 車 を 走ら せ て いる か ら 、 事 故 は 何 度 
も 経験 し て いる 。 こ いつ は だ め だ 。 間 違い な い 。 転 ぶ 。 


こん な と き 、 御 者 席 の 造り が ちゃ ち だ と 、 御 者 は 真っ 先 に 放り だ 
され て 、 地 面 に 叩き つけ られ る か 、 馬 か 車体 に 踏 ふ み 潰 つぶ され 
る 。 さいわい!、 こ の 馬車 は 高速 仕様 で 、 な か な か 上 等 だ 。 御 者 の 身 
体 を 御 者 席 に し っ か り と 固定 で きる 安全 留め 具 が 備わっ て いる 。 
ちゃ ん と 備わっ て いる の に 、 容 き ゆう 届く つ だ か ら と 安全 留め 具 を 
装着 し な い 間 ま 抜 あ ぬけ は 長生 き で き な い 。 走 っ て いる か ぎり 、 確 率 
が 低く て も 事故 は つき も の だ し 、 い つか 必ず 遭 あ うと 考え な けれ ば 
いけ な し り 。 


クコ は 間抜け で は な い 。 も う 手 綱 を 握 に ぎっ て いて も 無 む 駄 だ 
だ 。 手 放し て 、 両 腕 で 頭 を 抱か か え 、 で きる だ け 身 を 縮 ま せ る 。 用 
意 は で きた 。 で きた 、 と 思っ た 途 と 端 た ん 、 恐 きよ う 怖 ふ は 消し 飛 
人 ぶ 。 さあ 、 くる ぞ 。 ーー ヽ o 


ウリ ウッ TOSP 当 


噛み し め た 歯 が ガ タ ガ タ 鳴っ て 、 喉 の どの 奥 か ら 声 が も れ た 。 ク 
コ は 我 知 ら ず 目 を つぶ っ て いた 。 ひ どく 揺 ゆ さぶ られ た 覚え は ある 
の だ が 、 一 いつ 瞬 し ゆん だ っ た 。 腰 こし だ の 背中 だ の 胸 だ の 首 だ 
の 、 ど こも か し こも 痛い と いう より 痺 し びれ て いる 。 力 が 入ら な 
1。 た ぶん 、 馬 車 は 横 よ こ 倒 だ お し に な っ て いて 、 ク コ の 身体 は 安 


全 留 め 具 が な けれ ば 落っ こち て いる 。 留め 具 に 固定 され て いる 箇 か 
所 し よ が す さま じい 痛み を 発し は じ め た 。 


クコ は 目 を 開け た 。 首 を 動か す と 、 抜 け こ て し まい そう な 感じ で 、 
こい つ は や ば いと 思っ た 。 お そら く 、 首 の 筋 が いっ て いる 。 それで 
も 眼球 を 動か し て 周り の 様子 を うか が うと 、 誰 だ れ か が 馬車 に 近 づ 
いて くる 。 救助 か 。 


ここ は エル デン だ 。 つ いて ね え 。 ぼ や こう と し た ら 、 水 色 の 髪 か 
み を 逆 立 て た ご つい 男 が クコ の そば に し ゃ が ん で 、 首 を 傾 か し げ 
Pe 


「 お ー い 。 大 丈夫 か ぁ ー? 」 


エル デン な ん だ けど な 。 こ の くそ っ た れ な 街 に も 、 た ま に は 親切 
な や つが いた りす る の か 。 信じ られ な い が 、 信 じ よ うと し た の だ ろ 
つか ぃ 


クコ は 口 を 開い た 。「 ああ .…… 四 
「 知 ら ね ぇ 一 よ 」 


クコ が 最後 に 聞い た 人 間 の 声 が それ だ っ た 。 水色 髪 の 男 は 笑え 顔 
が お で 立ち あがり な が ら 、 ク コ の 喉 の ど 頸 く び に 薄切り 共 ス ライ ス 
アツ クス を 叩 た た きこ ん だ 。 


こう つや っ て 走り 屋 、 垂れ 流し 野郎 の クコ を 級 し た 水色 右 ほ の 男 は 、 

D T E と いう 名 の クラ ン に 所 属し て いて 、 仲 間 か ら は ハネ モン , 

と 呼ば れ て いた 。 D T E は いわ ゆる 悪党 バス ター た ちの クラ ン で 、 
他国 で いえ ば 犯 因 結 社 と いう こと に な る の だ ろう が 、 法 が 存在 し な 
いこ の 国 で は 犯 晶 も 糞 く そ も な い 。 八 ネモ ン は D 1 E の 若衆 頭 ヤ ン 
グマ ン の 一 人 だ 。 D T E は 空中 分 解 し か け て いる が 、 生 き の い い 若 
衆 頭 ヤ セン グマ ン た ちはや る 気 の あ る 気 の \ い や つら を と り ま と め 
て 、 ギ ャ プ ・ ド ・ レ エ や 平面 爆弾 フラ ツ ト ボ ン バ パー、 カ ラナ ビス 、 
ベス 公 と いっ た クラ ン の 若手 連中 と 連れ ん 携 け いし 、 強盗 団 品 
バー ツ , を 結成 し て 、 荒 あら 々 あら し くき わ め て 生産 的 な 血 湧 わき 
肉 虫 お どる 活動 に 精 を 出し は じ め て いた 。 


八 ネ モン が 率い る 強盗 団 ロ バー ツ "ピーナッツ 17 ブ ルー ス ,, は 現 
在 の と ころ 総勢 二 十 八 名 、D T E と カラ ナビ ス 、 ベ ス 公 の 混成 部 隊 


で 、 と りあ え ず 金持ち の 馬車 を 専門 に 狙 ね ら っ ち ゃ お うか な ど と 考 
えて いる と ころ だ 。 


NN 。 」 八 ネ モン は 喉 に か らん だ た ん を 御 ぎ よ 者 し や の 生 
首 に 吐 は きか けた 。「 べ っ 」 


そう し て 薄切り 春 ス ライ ス ア ツク ス を 診 か た に 担 か つぎ あげ 、 横 
倒し に な っ た 馬車 に 群がっ て いる 陽気 な 手下 ども を 眺 な が め な が ら 
「 ラ イラ イラ イラ イ 」 叫 さけ ん で いる と 、 あ ー 俺 生き て る っ て 感じ 
が する 。 八 ネモ ン は 馬 ば 鹿 か じゃ な い の で 、 ラ フレ シア が 攻 せ め て 
き て エル デン も 陥 か ん 落ち らく する か も し れ な く て 、 そ れ っ て ちょ っ 
と や ば いか も し れ な いと いう つこ と は ちゃ ん と 理解 し て いた が 、 だ か 
ら と いっ て この 大 混乱 、 混 こん 沖 と ん と し た 状 じ よう 況 きよ う 下 か 
は いま だ か つて な い 稼 か せ ぎ 時 だ し 、 今 を 逃 の が し た ら こ ん な 機会 
は 二度と 巡っ て こない だ ろ つ し 、 そ ん な チャ ンス を 逃す な ん て 正気 
の 沙 さ 汰 た じゃ な いし 、 仮 に エル デン が 帝 て い 国 こく に 占 せん 領 り 
よう され た と し て も 、 そ うな っ た ら そ うな っ た で 稼ぎ よう は ある と 
思っ て いた 。 ま だ 若く て 猛 た け 々 だ けし い 狼 お お か みみ た いな 八 ネ 
モン は 自信 に あふ れ て いた 。 二 十 六 年 生き て き て 、 何 度 も 危な い 橋 
を 渡 わ た っ て きた し 、 こ の 先 も 必ず な ん と か な る 。 だ いた い 俺 っ て 
どん な 抗争 で いり で も 死に そう つ な 怪 け 我 が と か し た こと ね ぇ ー し 、 
で も ビビ リ な わけ じゃ な く て 戦 や る と きゃ 最前 線 だ し 、 そ れ な の に 
ヤバ イ 傷 一 回 も 負っ た こと ね ー っ て こと は そう と うな 強 運 の 持ち 主 
で 、 そ ん な 俺 の 前 ぜん 途 と は まぶし く て 目 と か 開け て らん ね ー く ら 
い 明 る すぎ る に 決ま っ て ん だ っ つ 一 の 。 


5 ライ タラ イ 。 ライ ライ ライ ラー, ライ ライ ライ ライ ,。 ライ 
ライ ライ ラー 」 八 ネモ ン は 叫び な が ら 跳 と び は ね 、 身 体 か ら だ を く 
ね ら せ て 踊 お どり 狂 く る っ た 。 も っ と 下 し た っ 端 ば の ころ は 春 う 

ば っ た り 義 は ぎ と っ た りす る 作業 も 自分 で や っ た が 、 今 は その へ ん 
は 手下 ども の 仕事 だ と 心得 て いる 。 金 だ の 何だ の は 、 手 下 ど も か ら 
あと で 懲 ち よう 収 し ゆう すれ ば いしい !。 


八 ネ モン は 荒 事 担当 だ 。 た と えば 、 さ っ き 走 行 中 の 馬車 の 車輪 め 
が け て 頑 が ん 丈 じ よう な 鉄製 の ぶっ と い 投 な げ 槍 や り を ぶち こん だ 
の は ハネ モン だ し 、 も し 腕 う で 利き き の 護 衛 で も いれ ば 、 八 ネモ ン 
は 率 そ つ 先 せん し て そい つ を 片付け よう と する だ ろう し 、 そ うい う 
勇姿 を 見 せつ け て いれ ば 、 手 下 ど も は 喜ん で 収穫 の 何 割か を ハネ モ 
ン に 差し だ す だ ろ うつ 。 つ まり 、 俺 は みん な を 喜ば せ て や っ て ん だ 
よ 。 こ れ は 喜び の ダン ス な わけ よ 。 喜び に 満ち あふ れ た 男 な わけ 
よ 。 俺 っ て 最高 。 


ドラ イラ イラ イラ ヌイ 。 ライ ライ ライ ラー。 ライ ライ ライ ライ 。 ライ 
ラー 」 八 ネモ ン は 唐 と う 突 と つ に 口 を つぐ ん で 、 歓 か ん 喜 き の ダ ン 
ス を 中 断 し た 。 何 ? 野性 の 甚 か ん ?2 て や つ ? 違 ちがう ? 違 
うか 。 た だ 単に 、 視 界 に 入っ た だ け だ 。 


それ は 最初 、 光 と し て ハネ モン に 認 に ん 識 し き さ れ た 。 


銀色 の 輝 か が や き は 、 自 由 を 愛し て 自由 を 韻 お うつ 歌 か し て いる 生 
きつ 粋 すい の エル デン 市 民 に 、 い つ だ っ て 反感 、 憎 ぞう 悪 お 、 警 け 
い 戒 か い 、 そ し て 恐怖 を 催 も よ お させ る 。 し か し 、 八 ネ モン は そん 
じ ょ そ こら の 弱気 ベイ ベー ども と は モノ が 違う の で 、 銀 色 の ボケ ナ 
ス ど も を 恐 お それ た リ り し な い 。 や つら と は 何 度 か や りあ っ た こと が 
ある し 、 同 どう 墓 は いや 手下 ども が 何人 も 終 や られ た が 、 八 ネモ ン 
は 深 ふ か 傷 で を 負わ され た こと すら な いか ら 、 意 外 と た いし た こと 
ね ー ん じゃ ね ー の と 思っ て いる 。 


「 き た ぞ で きた ぞ き た ぞ で お いで な すっ た ぞ ぉ こら ! や る ぞ や る ぞ 野 
や 郎 ろ うつ どもっ! 迎 げ い 撃 げき 準備 迎撃 準備 っ ! 」 八 ネモ ン は 血 
走っ た 目 で 銀色 の 一 団 を 明 に ら み つけ た まま 、 薄 切り 共 ス ライ ス ア 
ツク ス を 頭上 で 振 ふ り ま わし た 。「- 一 や が っ た き や が っ た 、 ク ソ 
秩 ち つ 序 じ よ の クソ 番 人 ども が よ ぉ おぉ お .…… ひ … 1」 


の HH 
準備 を 整え た か 、 こと は 気 に し て いな か っ た 。 八 ネモ ン の 戦 
せん 韻 と う 哲 3 科 加 こけ 生 生生 で わる うら に ちり 
けり 戦 っ て 、 や ば く な っ た ら 一 目 散 に 逃 に げ る 。 小 難し いこ と を 考え 
る や つ は 馬鹿 だ 。 馬 鹿 は た いて い 死 ぬ 。 


ジイ ライ ライ ララ ライ ライ ライ ララ ライ ライ ライ ライ ララ ライ ラ 
イ 」 八 ネモ ン は 薄切り 共 ス ライ ス ア ツク ス を ひっ さげ て 駆 か け だ し 
た 。 番 人 ども は すでに 隊 た い 伯 ご を 組ん で こっ ち へ 向かっ て き て い 
る 。 あい つら は 見 た 目 時 代 錯 さ く 誠 ご の 鎧 よろ い 見 か ぶ と に 身 を 色 
ん で 証 た て まで 持っ て いる し 、 し か も それ が や た ら と 高 性 能 と き て 
いる か ら 、 そ う 簡 単に は 級 せ な い 。 自 分 は 死に に くい と わか っ て い 
る も の だ か ら 威 い 張 ば っ て いら れる 、 卑 ひ び 尽き よう で 下げ 劣 れ つ な 
ケツ 毛 に も 劣 お と る 箇 毛 未満 の クソ な の だ と 八 ネ ネモ ン は 思っ て い 

る 。 あ ん な や つら に この 俺 が 殺 と られ る わけ ね ー ん だ よ 。 つ 一 か 、 
あい つら の 隊列 の 一 番 前 と いつ か 、 隊 列 を 無視 し て 一 人 だ け お ちゃ 
くち ゃ に こっ ち め が け て 突 つ っ 走 ば し っ て くる 、 あ の 妙 み よう な 顔 
面 か ら 頭 頂部 まで を 覆 お お う 面 の よう な も の を つけ て いる 番 人 は 、 
一 あれ っ て も し か し て 、 あ れ か 。 


死神 を 模 し た 面 。 

秩序 の 番 人 二 代目 総長 に し て 現 総長 代理 "死神, 維 ラ 叉 サ か 。 
「 ラ イラ イラ ララ イ 俺 俺 俺 の ! ライ ララ ライ ライ 俺 の 獲 え 物 も 
の ! ララ ライ ララ ライ 俺 俺 俺 の ライ ララ ライ ライ 俺 の 獲 
物 .……. ! 」 八 ネモ ン は 歌い な が ら こ の 感覚 は 何 か に 似 て いる と 思っ 
た 。 あ れ だ 、 あ れ 。 二 時 間 く らい 焦 じ らし た 未 に 射精 する 、 そ の 寸 
前 の 感じ 。 あ れ に そっ くり だ 。 出 る 。 出 る 。 出 る 。 出 ちまう つ 。 い っ 


ちまう 。 く る ぞ 。 死神 が 。 行く ぞ 。 俺 が 。 ハネ モン 様 が 。 も う 
ちよ 3O0 の だ ら つつ ひつ びび 0。 つの は MVUSN UN MI ペ テ ウ 


ソン ! 」 八 下 モ ン は 薄切り 訪 ス ライ ス ア ツク ス を 斜 な な 
め に 振り あげ よう と し た 。 


どう いう わけ か 、 目 の 前 に 死神 の 面 が ある 。 

本 当 に 、 す ぐ 目 と 人 鼻 の 先 に 。 

1 ?」 

だ っ て 嘘 きよ 離 り 一 も っ と 遠く 近 す ぎ な わけ いき な り そ ん 


た に 人 つ デ ネ 


八 ネ モン は 振り 返っ た 。 

衝 し よう 繋げ き が あっ た 。 

俺 が いる 。 

首 か ら 上 が な い 。 

わけ わか ん ね ー。 

血 み た い の と か 、 噴 ふき だ し て る し 。 

だ いた い 、 俺 の 首 か ら 上 、 ど こ 行 っ た ん だ よ 。 ぁ ーー、 
これ か 。 

意識 が 遠のい た 。 急 速 に 。 落 ちる 。 どこ か へ 落ち て ゆく 。 


逃げ な き や 。 


だ め だ 。 や べ え 。 逃 げ な いと 。 


勝て っ こね え 。 あ ん な の 。 知 ら な か っ た 。 こ ん な に 強い な ん て 。 
逃げ な いと 。 


だ けど 俺 も う 
首 だ け 一 


「 忌 忌 忌 忌 忌 忌 忌 忌 忌 忌 忌 忌 忌 忌 忌 忌 忌 」 八 ネモ ン の 素 っ 首 を 叩 た 

た き 斬 きっ て その 脇 わ き を 駆け 抜 ぬ けた 死神 は 、 面 の 奥 で 無意識 に 
低い 中 うな り 声 を も らし な が ら 、 も う 次 の 標的 に 狙 ね らい を 定め て 
いた 。 


その 手 に 握 に ぎら れ た る は 、 あ また の 鍛 か 冶 じ 土 が 目指 し て いま 
だ 到 と う 達 た つ し え め ぬ 高 い 高 い 境地 に いる 刀鍛冶 "人 人 な ら デ ス ヒ ざ 
る 者 ユー マン ,。 ツ ギ ・ イ デル の 作 と され る 大 刀 「 夢 お 天 て ん 全 ぜ ん 
ー い つ 」。 有 刀身 も 失 こ し ら え も きわ め て 無骨 、 無 愛想 だ が 、 人 斬り 
の 目 に は た だ その た め だ け に 鍛 き た えら れ 、 生 み だ さ れ た 有 刀 だ と い 
うこ と は 一 目 瞭 り よ う 然 ぜん だ 。 正確 な 作 年 は 不明 だ が 、 明 ら か に 
古 刀 の 部 類 に 入る 。 そ れ に も か か わら ず 、 欠 けず 、 折 れず 、 曲 が ら 
ず 、 乱 れず 、 狂 くる わ ず 、 ひ た すら 斬れ る 。 


ある 日 、 死 神 自ら 作っ た 義 に 育 そ むく 者 た ちの 血 だ まり の 中 に 、 
抜き 身 の 夢 天 全 一 が 転がっ て いた 。 死神 は 魅 み 人 いら れ て これ を 捨 
いあ げ 、 以 後 、 愛 刀 の 一 振り と な っ た 。 


「 弓 忌 忌 史 忌避 忌 忌避 忌避 避 忌 忌避 忌避 忌避 忌避 忌避 忌 避 


ィ じ ハッ ド ハイビ ハッ ハイビ ハ ソル じ ハ ソ じ ハビ ハ ソ / じ ハル じ ハッ ハイド ハ イド ビ ハ イハ ソイ じ ハイ じ ハ ソ / じ ハ ソ じ ハビ ハ ソ ハイド ハッ ハイド ハ イド ビ ハ ソイ じ ハ ソ ビバ ソ じ ハ / じ ハハ 


員 


死神 の 前 に 立ち ふさ が る 者 な どい な か っ た 。 敵 は 早く も 完全 に 浮 
うき 足 あし 立 だ っ て いた 。 し か し 、 死 神 が 容 よう 赦し や する わけ も 
な い 。 そ の 理由 が な い 。 


悪 肥 そ く 斬 ざん 、 悪 な れ ば 即 す な わ ち これ を 斬る 。 こ れ が 我ら の 
義 で あ る 。 


我ら は 義 に よっ て 悪 を 斬る 。 
義 に 育 く 者 を 斬る 。 
我ら を 阻 は ば お 者 を 斬る 。 


斬る 。 斬る 。 斬る 。 
我 は 義 の 死神 で ある 。 
死神 は 及 お よび 腰 ご し で か か っ て こよ うと し た 悪 二名 の 首 を 刈 か 


り と っ て 、 逃 げ 腰 に な っ て いた 悪 一 名 の 両 り よう 腕 う で を 斬り 落と 
し 、 蛋 きび す を 返し た 悪 一 名 の 首 を 後ろ か ら 斬 り 飛 ば し た 。 


死神 は 飛ん だ 。 

飛ぶ よう に 借 は し っ た 。 

斬っ た 。 

吹 ふ き 渡 わた る 風 の ご と く 斬 っ た 。 


悪 九 名 を 斬っ た と き 、 残 り の 悪 が 動き を 止め た 。 悪 だ け で は な 
い 。 行 き 交 か つう 人 々 も 足 を 止め て 息 を の ん だ 。 


死神 は 夢 天 全 一 を 中 室 に 突き 立て て 、 今 さら 命じ た 。「 一 こ と 
ご と く 毅 せ 」 


「 応 」 「 応 」 「 応 」 「 応 」 「 応 」 「 応 」 「 応 」 「 応 」 「 応 」 「 応 」 
「 応 」 「 応 」 「 応 」 「 応 」 


よう や く 死 神 に 追い つい た 隊 士 た ち が 、 声 を そろ えて 応 こ た えな 
が ら 馬 車 の 周辺 に いる 悪 ど も に 襲 お そい か か っ て いっ た 。 


「 くだら ん.」 死神 は 低く 、 低 く 咳 つぶ や いた 。「 痴 し れ 者 も の ども 
が 。 し か し 王 


死神 は 北 に 視線 を 投げ か けた 。 こ の マキ シマ ム AM ド ラゴン ・ ス 
トリ ー ト の 果て に は 北 ほ く 斗 と 門 が ある 。 門 一 帯 は 人 、 馬 、 車 が 押 
し あい へ し あい し て いて 圧死 する 者 多数 、 死 し 骸 が い は 間もなく め 
ちゃ くち ゃ に な る 有 様 と の こと だ か ら 、 悪 事 を 働か ん と する 悪 ど も 
も 近づく こと が で き な い だ ろう 。 そ し て 、 そ れ は 秩 ち つ 序 じ よ の 番 
人 に し て も 同じ こと だ 。 


強盗 団 ロ バー ツ だ か 何だ か 知ら な い が 、 痴 れ 者 ども が 騒 さ わ ぎ だ 
せ ば 、 我 ら 秩 序 の 番 人 が 黙 だ ま ら せる 。 可 か 及 き ゆう 的 て き 速 すみ 
や か に 。 手 の 届く 寺 は ん 囲い な ら ば 。 


届か な けれ ば どう する 。 手 が 足り な けれ ば どう する 。 


「 俺 は 考え ぬ 」 死神 は 奥歯 を 噛 か ん だ 。 「 ヨハ ン 、 貴様 の 仕事 だ 。 
どう に か し ろ 」 


ニニ 十 四 分 銀 の 砦 


一 そう か 」 ヨ ハン ・ サ ン ラ イズ は 執 し つ 務 お 机 に 視線 を 落と し 
て 、 右 手 の 中 指 で 眼鏡 めがね を 押し あげ た 。 「 モ リー・ リ ッ プ ス は 
決断 し た の だ な 」 


「 え え 」 丈 瑠 フ ォ ー ル 副長 は 目 を 伏 ふ せ て うなずき 、 書 類 の 束 を 執 

務 机 に 買い た 。「 朝一 番 で 報 し ら せ が きま し た 。 す で に 仮 の 支 し 援 
えん 計画 、 実 じ つ 施 し に あたっ て の 問題 点 、 そ の 対策 等 は まとめ て 
あり ます 。 た だ 、 状 じ よ う 況 きよ う の 推 移 が 急 で 、 錯 さく 続 そう し 
て いて 、 確 定 で きる 奈 件 が 決し て 多い と は 吉 え な い 。 どれ だ け 準 備 
し て も 万 全 に は な ら な いで し ょ うし 、 上 臨機 応変 に 対処 せ ざ る を えな 
いわ ね 」 


「 我 々 が も っ と も 留意 すべ き 点 は - 一 」 ヨ ハン は 書類 を 手 に と り 、 玉 
瑠 の 隣 と な り に 立っ て いる マシ ュー・ シ ュ ナ イデ ル 會 長 、 二 人 の 後 
ろ に 並ん で いる 無名 隊 の 隊長 た ち を 撫 な で 斬り に する よう に 見 た 。 
「 人 的 資源 の 集中 だ 。 果たさ ね ば な ら な い 目 的 は 数 多い が 、 優 先 順 
位 を つけ 、 切 けり 捨て る べき は 切り 捨て 、 可 能 な か ぎり 縫 より あわ せ 
る 」 


ー 同 、 押 し 毅 し た 声 で 応じ て うな ずい た 。 


ヨハ ン は 椅 い 子 す の 育 も た れ に 体重 を か け て 上 盟 め い 目 も くし た 。 
「 一 断 すべ きこ と は 私 が 装 断 する 。 三 十分 くれ 。 い や .……… 二 十分 
で いい !。 球 瑠 副長 


「 は い 」 


に 球 瑠 と 目 が あっ た 。 顔色 が すぐ れ な 
少し や つれ て いる 。 疲 ひ 労 ろ つ は も ちろ ん ある だ ろう が 、 そ れ 
だ け で は ある まし , 


「 個人 的 な 用 件 が ある 。 残 っ て くれ な いか 。 時間 は と ら せ な い 」 

「 わ か り ま し た 」 

他 ほ か の 者 た ち が 退 室 し て 、 二 人 だ けが 残っ た 。 

ヨハ ン は 椅子 か ら 立 ちあ が っ て 執務 机 を 離 は な れ 、 客 人 を 応接 す 
る た め に 設 し つら えた ソフ ァ ー に 腰 を 下ろ し た 。 式 瑠 も 無 吉 で 隣 に 
座っ た 。 

わずか に 腕 を 動か し た だ け で ふれ あう 距 き よ 離 り だ っ た 。 た っ た 
それ だ け の 距離 が 遠かっ た 日 々 を 思う ほど の ゆとり も な い 。 い まだ 
に 飛び 越 こ えな けれ ば な ら な い 気 分 に させ られ る 。 だ が 、 飛 び 越 え 
られ る 。 

ヨハ ン は 右手 を の ば し て 玉 瑠 の 圧 手 を 握っ た 。 

昌 つ け て し まわ ぬ よ うに 、 そ っ と 。 

「 体調 は どう だ 」 

「 悪 く な いわ 」 琉 瑠 は 微笑 ほほ えん で ヨハ ン の 手 を 握り か え し た 。 
強く 。 


「 君 の こと だ 。 無理 を する な と 吉 っ て も 無 む お 駄 だ だ と は 思っ て い 
る 」 


「 え え 、 そ う ね 。 多少 無理 は し て し まう か も 。 あ な た ほど じゃ な い 
に し て も 。 け れ ど 、 無 革 は し な い 」 


「 そ うし て くれ , 


「 まだ 一 」 残 瑠 は うつ お いて 、 右 手 を 腹部 に あて た 。 「 まだ わか ら 
な い の よ 。 今 の 段階 で ば どう な る か ,」 


「 説 明 を 受け た 。 理 和解 は し て いる つも り だ 」 
「 大変 な と きだ し 、 気 き 遺 づか い は 無用 だ か ら 」 


「 そん な わけ に は いか な い 」 ヨ ハン は 右手 に 力 を こめ た 。 「 不 可能 
だ 」 


| 

「 ああ 」 

「 嬉 つれ し い の よ 。 本当 に 。 で も - 一 」 

「 すま ない が 、 こ の 件 に 関し て 君 の 意向 を 流 く お つもり は な い 。 お 
AM  / 


「 わた し が 知っ て いる の は 、 あ な た が 意志 の 強い 人 だ と いう こと 
よ 」 


「 大事 に し て くれ ,」 

「 気 を つけ る わ , 

「 大事 に させ て くれ ,」 

AE そん な こと を 吉 わ れ て 、 拒 こ ば め る わけ 、 な いじ ゃ な い ,」 


「 拒 まな く て いい 。 拒 ませ は し な い 。 う な ずく 以外 の 返事 は いら な 
し !」 


「 じゃ あ 、 こ れ は ? 」 


天 璃 は 素 す 早 ば や く ヨ ハン の 唇 くち びる に 自分 の それ を 押し つ 
け 、 す ぐに 離し た 。 


数 秒 、 見 つめ あっ た 。 


ヨル ハン は 左手 で ぎこちなく 眼鏡 の 位置 を 直し た 。「.…… 了 り よう っ 
解 か いと 受け と っ て お く 」 


球 璃 は 小さ く 吹 ふき だ し た 。 

「 何だ 。 な ぜ 笑 う 」 

お の も 

「 と くに お か し な こと は 吉 っ て いな い は ず だ が ね 」 
だ の だ け ざき 


「 そう だ ろう 」 ヨ ルン は 眉 ま ゆ 根 ね を 寄せ か け て 、 こ ら え た 。 


傍 し ゆん 巡 じ ゆん の あと に 手 放 そ うと し た 玉 瑠 の 左手 に 引き と め 
られ た 。 


「…… も うつ 少し だ け 。 あ と 五 秒 で いい か ら 」 
政 か が 鳴く よう な 声 だ っ た 。 

「 七 秒 だ 」 

声 に は 出さ ず 、 ゆ っ くり と 数 えた 。 


還っ 時 ュ ヨ ハン は 短い た め 息 を つい た 。 「 五 秒 
「 六 秒 」 と 区 瑠 が 吉 っ た 。 


道 み ち 端 ば た で 血 ち 塗 ま みれ の 男 に 馬乗り に な っ て いる 男 が 両 り 
よう 腕 つ で を 振 ふ けり あげ て 叫 ほ えた と ころ に 、 別 の 男 が 後ろ か ら 飛 
び 跳 げ り を か まし た 。 そ の すぐ そば で 酒 さ か 瓶 び ぴん を 抱か か えた 半 
は ん 裸 ら の 女 が 眠 ね むり こけ て いる 。 せいぜい 十 二 、 三 歳 の 子供 た 
ち が 叩 さけ ん だ けり 奇 き 声 せい を 発し た り し な が ら 殴 な ぐり あい 、 蹴 
けり あっ て いて 、 制 止 する 者 が いな い の は エル デン な の で 当然 か も し 


0 0 また 
目 に つく . そう で な く て も すご い 人 出 な の に 、 荷物 の 量 の せい で 一 
人 一 人 が 占 し め る 空間 が 大 きく て 、 そ の 結果 、 道 が 狭 せ ば め ら れ 
る 。 ぶつ か る 者 た ちがい る 。 押 し の け よ うと し て 文句 を つけ られ 、 
吉 い か え し た り 手 を 出し た り し て 、 採 も め 事 ご と を 起こ す 者 た ち が 
いる 。 ぶ ぷ ぶち まけ られ た 荷物 に 群がる 貧し い 子 供 た ち が 蹴 飛ば され 、 
意地 汚 き た な い 大 人 ども が 人 金目 の 物 を か き 集め る 。 街頭 で 声 を 張り 
あげ 、 自 由 の 終 し ゆう 門 え ん 、 世 界 の 滅 め つ 亡 ぽう を 唱え る 醍 よ っ 
ぱら いた ち は 、 誰 だ れ が 呼ん だ か 空 談 士 チ テ ヤ ツタ ー と 移し よう され 
て いる らし い !。 女 と 見 れ ば すがり つい て 、 笑 いな が ら 、 あ る い は 渓 
な み だ な が ら に 「 頼 た の お や ら せ ろ 、 一 回 で いい か ら や ら せ て く 
れ 、 ち ょ っ と で いい か ら 先 っ ぽ だ け で いい か ら 入 れ さ せ て くれ 」 と 
か 何と か 頼み こん で いる 男 た ち は 、 い っ た い ど うい うつ も りな の だ 
ろう 。 や り た けれ ば と っ つか まえ て 暗がり に 連れ こん で 暴行 する の 
が エル デン 流 だ か ら 、 今 まで ああ いう 連中 に は お 目 に か か っ た こと 
が な い 。 全裸 で そこ ら を うろ つい て 、 女 に 飛び つい て は 肘 ひ じ 鉄 て 
つ を お 見 み 舞 まい され て いる 男 た ち も け っ こう つい て 、 あ あい つ 手 合 
い は それ ほど めずらし くも な い が - 一 いや 、 そ う で も な いか 。 夜 の 
2 る Sp 
た に 見 か け な い 光景 だ 。 し か も 、 数 が 多 まる で ああ いう 馬 ば 鹿 
がけ 全 呈 まま る の iR い の よう に に の まり に お 
すぎ る 。 多 いと いえ ば 、 顧 か えり み ら れ る こと の な いしい 死体 の 数 も 多 
SUS ITI SI 
ん で し まっ て いる みた い だ 。 誰 も 彼 も 、 と いっ た ら 吉 いい 過ぎ か 。 
く 見 れ ば 、 い つも と 同じ よう に 暮らし て いる 人 々 も 決し て 少 時 
な い 。 で も 、 そ れ は それ で どう な の か な 。 十 人 十 色 で 、 形 な ん て ろ 
くす っ ぽ 定 まっ て いな い の か も し れ な く て も 、 も し 僕ら に 日 常 と い 
う も の が ある と し た ら 、 も うす ぐ 、 そ う 遠 く な いう ち に 、 そ れ が 壊 
こわ され て 、 失 われ て し まう 。 そ の 可能 性 を 突 つ きつ けら れ て いる 
の に ふだん どおり で いる の も 、 変 と 吉 え ば 変 だ 。 ま あ 、 門 の ほう は 
し っ ちゃ か めっちゃ か に な っ て いて 、 街 の 外 に 出 よ うに も 出 ら れ な 
いわ け だ か ら 、 た だ 投げ 遺 や り に な っ て いる だ け の 人 も 、 き っ と そ 
れ な けり に いた りす る ん だ ろう けど 。 


と に か く 、 こ ん な エル デン は 初め て だ 。 
不安 、 焦 し よう 燥 そう 、 慎 いき どおり 、 狂 きよ う 気 き 、 諦 あき ら 


め 、 開 き 胡 りり の よう な 平 へ い 穏 お ん が 入り 交じり 、 充 じ ゆ う 満 まん 
し て 、 噴 ふき だ すこ と も で きず に 渦 う ず 巻 まい て いる 。 


まま ど いな が 。 な ん が 。 」 マ リア ロー ズ は 休み な く あ た り に 目 を 配 
りな が ら 、 フ ー ド を 少し 引き 下ろ し た 。 


こん な と き な の で 、 い つも 以上 に 警 け い 戒 か いし な いと いけ な 
い 。 そ う 思 う 一 方 、 み ん な 自分 の こと で 手 一 いつ 杯 ば いで 、 他 人 の 
こと な ん か 考え て いら れ な い だ ろ つ し 、 す っ か り 染 し みつ いて いる 
自 箱 の た め の 用 心 だ け あ れ ば 、 そ れ ほ ど ひ どい 目 に は 遭 あ わな いよ 
うな 気 も する 。 た だ 、 こ うな る と も う 、 い つ な ん どき 何 が 起こ っ て 
も 不思議 じゃ な いか ら 、 次 の 瞬 し ゆん 間 か ん 、 何 か 想像 も つか な い 
よう な 事態 に 巻き こま れる か も し れ な い 。 て ゆう つか 、 あ る 意味 、 そ 
うな っ て る ん だ けど ね 。 戦争 と か 、 わ け わ か ん な いし 。 


と も あれ 、 ア サイ ラム で じっと し て いて も 、 今 の と ころ は で きる 
こと な ん て 一 つも な い 。 外 に 出 て 、 街 の 状 じ よう 況 きよ う を 肌 は だ 
で 感じ て 、 つ いで に 可能 な ら 買 い 出し で も し て お こう 。 い つも こう 
いう とき に も っ と も 力 に な っ て くれ る ピン パー ネル は 、 左 足 の 傷 日 
を 完全 に , ふ さい で 、 義 足 を 装着 する 処置 を 受け て いる と ころ だ か 
ら 、 ル ー シ ー に つき あわ せる こと に し た 。 ま あ 、 何 か 頼め ば 飼い 大 
みた い に 尻 尾 し つぼ を 振っ て 大 喜び し て 、 断 る と いう こと を 絶対 に 
し な い 子 だ 。 ル ー シ ー は 大 張 リ きり だ っ た 。 


一 な の に 、 な ん で すぐ は ぐれ る ん だ よ 、 あ の 子 は も う 。 どっ か お 
か し いん じゃ な い の 。 や 、 お か し いっ ちゃ あ 、 わ り と お か し いん だ 


た ぶん 、 通 りす が り の か わい いし! 女の子 に で も 見 と れ て いる うち 
に 、 離 は な れ て し まっ た の だ ろう つう 。 そ ん な 冗 じ よう 談 だ ん みた いな 
こと を 、 平 気 で し で か す 。 そ れ も 、 け っ こう 頻 ひ ん 繋 ば ん に 。 


「 お も し ろ い ん だ けど ね 。 ど ん な こと で も 、 並 じゃ な いっ て の は 
さ 。 や っ ぱり 興味 深く は ある よ 。 自分 に とっ て あん まり 害 に な ら な 
けれ ば 、 だ けど 。 迷 めい 惑わ く は こう お っ て な いし 。 そ ん な に は 。 
が ん ば っ て る し ね 。 あ の 子 は あの 子 で .…… 四 


一 人 きけ り で いる と 、 ど うし て も 独り 吉 が 多く な る 。 癖 くせ な の だ 
ろう 。 そ うと う 小 さい 声 で 喋 し や べ っ て いる し 、 口 だ っ て ほとん ど 
動か し て いな いか ら 、 い か れ た や つ だ と 思わ れる こと は な い は ず 
だ で も ーー ベ 


「 や な 、 癖 .…… ん ? 」 マ リア ロー ズ は 足 を 止め て 、 何 度 か まばたき 


僕 、 ど うし て 立ち 止ま っ て る の か な 。 


頭 で は そん な こと を 考え て いた が 、 身 体 か ら だ は 勝手 に 動い て い 
リ 

マリ アロ ー ズ は 跳 と び 退 の いた 。 

くる 。 

何 か が 、 落 ち て くる .…… 2 

マリ アロ ー ズ は ベン テン ・ カ フェ に 程 ほ ど 近い 通り の 端 は し の ほ 
う を - 一 と いっ て も 、 通 り に 面 し た 建物 か ら は 一 メー テル 以上 離れ た 
場所 を 足早 に 歩い て いた 。 

た ぶん 、 近 く の 建 物 の 窓 か 、 屋 根 の 上 か ら だ 。 

それ は 落下 し て きた 。 

わ 、 人 だ よ 、 と 思っ た 。 見 えた か ら だ 。 は っ きり と 見 た 。 奇 き 妙 
みよ うな 沙 ち 方 だ っ た 。 そ いつ は 頭 を 下 に 向け て 、 両 り よ う 腕 うつ で 
を 広げ 、 揃 そろ えた 両 り よう 脚 あ し を ぴん と の ば し て いた 。 そ し 
て 、 見 み 間 ま 違 ち が え で な けれ ば 、 地 面 を 見 すえ て 笑え み を 浮 つ か 
べ て いた 。 


その まま 、 そ いつ は 地面 に 衝 し よう 突 と つ し た 。 お そら く 、 顔 面 
か ら 。 


割れ た り 潰 つ ぶれ た りす る 音 が し て 、 い ろ い ろ な も の が 飛び 散 
けり 、 そ いつ は 一 秒 間 く らい 、 両 腕 を 広げ て 脚 を の ば し た 姿勢 を 維 い 
持 じ し て いた 。 


そう し て 、 脚 を 開き な が ら 倒 た お れ た 。 と いう つか 、 倒 れ か か っ て 
きた 。 


こっ ち へ 。 
嘘 う そ 。 
何 そ れ 。 だ め だ め 。 な し な し 。 や め て よ 。 や め て っ て ば 。 目 を 見 


開い て 愚 ぐ 痴 ち りつ つ 、 マ リア ロー ズ は さら に 跳び 退 す さっ た 。 そ 
れ で 沙 下 者 か ら は 逃 の が れ ら れ た が 、 後 ろ を 歩い て いた 誰か に ぶつ 


か っ て 「 うぅ うお いっ ! 」 と キレ られ た 。 丘 は 明らか に こち ら に ある か 
ら 、 一 吉 謝 っ て 飛び 離れ よう と し た ら 、 ま た 頭上 か ら 何 か が 迫 せ 
まっ て きた 。 振 ふり 仰 あ お ぐ と 、 何 か も 糞 く そ も な い 。 


人 間 だ 。 


や っ ぱり 両 腕 を 広げ て いる 。 よ けら れ な い 。 い や 、 一 間 か ん 一 い 
つ 髪 ば つ 、 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ ぷ ぶ だ っ た 。 


第 二 の 落 下 者 は 、 マ リア ロー ズ の 爪 つ ま 先 さき 三 士 サン チ ほ どの 
場所 に 顔 か ら 突 っ こん だ 。 か な けり 近かっ た 。 お か げ で 浴び た く な い 
も の を 多少 浴び る 羽目 に な っ て し まっ た 。 マ リア ロー ズ は 中 うつ めい 
ep ko 『 


四 、 五 メー テル 前 方 に いた 男 を 、 第 三 の 落 下 者 が 長 ち よく 撃 げき 
し た 。 ガ ツン グ シ ャ ッ と な っ て 二 人 が 倒れ る と 、 第 四 の 落下 者 が そ 
の すぐ そば の 地面 に 激 げ き 突 と つ し て 、 矢 や 継 つ ぎ 早 ば や に 第 五 、 
第 六 の 落下 者 が 何人 か の 通り が か り を 巻き 添 ぞ えにし た 。 な 、 な 、 
何 こ れ 何 これ 何 こ れ 。 何 な の 。 


「 て ゆ つ か 、 ちょ っ PPE どの | と 、 待っ て 一 また 上 PECEPD ? 


見 上 げた と き に は も う 、 そ うと う 接 近 し て いた 。 至近 嘘 きよ 離 り 
と いっ て も いい |。 そい つも 両 腕 を 広げ て いて 、 た ぶん 両脚 を 揃え て 
ぴん と の ば し て いる 。 目 と 目 が あっ た 。 


そい つ は 四 十 年 配 の 痩 や せこ けた 男 で 、 楽 し そう に 笑っ て いた 。 

よ け ら れ そ うに な し |。 無理 だ 。 こ れ は ど つ や っ て も 間に合わ な い 
か も .……… ?2 それ で も マリ アロ ー ズ は 横 っ 跳び し た 。 そ の 下 前 だ っ 
守 。 


「 あ ああ ああ ああ ああ AAAAAAAAAAAAAAAAAHHH 
HHHHHHHH.……!」 


声 が 聞こ えた 。 どこ か あや うく 底 知 れ な い 、 突 つき 抜 ぬ けた も の 
を 感じ させ る 声 だ っ た 。 マ リア ロー ズ は その 声 の 主 を 知っ て いた 。 


「KAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAHHHHHHHH 
HHHHHHHH.…… 1 」 


な ん て 跳 ち よう っ 躍 や く 力 だ ろう 。 


声 の 主 は 第 七 の 落下 者 に ド ズ ガ ゴン ッ と 飛び 蹴 げ り を 食らわ し 
て 、 吹 ふっ 飛ば し た 。 


第 七 の 落下 者 は 建物 の 外 が い 壁 へ き に H 叩 た た きつ けら れ 、 声 の 主 
は マリ アロ ー ズ か ら ニ メー テル くら い 離 れ た と ころ に 着地 し た 。 


の 吉 届 つ ok | 、 央 次 内 で す が , 9 


Le 」 マ リア ロー ズ は つう つ な ず きか け て や め 、 も う 一 度 、 上 を 
見 た 。 ち ょ うど 屋上 か ら ま た 別 の 男 が 飛び 降り よう と し て いる と こ 
ろだ っ た 。 一 人 じゃ な い 。 三 人 、 い や 、 四 人 か 。 何 が な ん だ か さっ 
ぱり だ けれ ど 、 ど う や ら 身 投げ 志望 者 の 集団 が あの 建物 の 屋根 の 上 
に 集まっ て 、 み ん な で 仲よく 投身 自殺 を 遂 と げ よ うと し て いる 、 そ 
ん な わけ の わか ら な い 現 場 に 居 あ わせ て し まっ た らし い 。 マ リア 

ロー ズ は 駆 か け だ し た 。 巻 きこ まれ な いよ うに 、 ま ず は 建物 か ら 距 
離 を と ら な いと 。「- 一 ルー シー ! こっ ち .……… 1 」 


「 ぬ えつ !2 あ 、 は いつ .…... 1 」 


お か つく こと に 、 ル ー シ ー は 一 いつ 瞬 し ゆん で マリ アロ ー ズ に 追 
いつ いた 。 と ん で も な い | 瞬発 力 、 ふ ざけ た 加速 力 だ 。 二 人 は 並 走 し 
て 道 を 挟 は さん で 逆 側 の 建物 の そば まで 行っ た 。 振 けり 返る と 、 ど つう 
や ら 身 投げ 志望 者 た ち は 全 員 、 本 ほん 懐か い を 遂げ た 模様 だ 。 例 の 
建物 の 上 に 人 ひと 影 か げ は な か っ た 。 


「 何 な ん で すか ね 、 あ れ ..…… ェ ュ ル ー シ ー は 引き つっ た 笑み を 浮か べ 
て いる 。「 な ん か 、 は ぐれ ちゃ っ て 、 探 し て て 、 見 つけ た と 思っ た 
ら 、 マ リア さん めがけ て 飛ん で く 人 が いて .……… W 


「 や 、 僕 めがけ て っ て こと は な いん だ ろう けど .…… 」 マ リア ロー ズ 
は た め 息 を つい て 、 貴 つ ば を の みこ ん だ 。「.… あの 人 だ け じ ゃ な 
いし 。 何 人 も いた し 。 て ゆう か .……… 何 な ん だ ろ ね 」 


身投げ 志望 者 た ち が 選 ん だ 建物 は 、 窓 の 数 を か ぞ え た か ぎり で は 
七 階 建て だ 。 あ の 高 さ だ と 、 足 か ら 沙 ち た ら 即 そく 死 し し な いか も 
し れ な い が 、 あ ん な ふう に 頭 か ら 、 と いう か 顔面 か ら 落 ち た ら ま ず 
死ぬ 。 交 そ 生 せ いも 不可 能 だ 。 彼 ら は 死に た く て 飛び 降り た の だ ろ 
うし 、 勝 手 に 死ね る ば いい けれ ど 、 人 巻き 添え に され た 人 た ち は 気 の 毒 
きわ まり な い 。 自分 も そつ な りか けた の だ 。 


通り は 騒 そ う 然 ぜ ん と し て いる 。 そ れ は そう だ ろう 。 い くら エル 


デン で も 、 一 人 や 二 人 な ら と も か く 、 あ れ だ け の 人 数 が 次 々 と 同じ 
建物 か ら 飛 び 降 り る な ん て 、 そ う あ る こと じゃ な い 。 も し か し た 
ら 、 前 例 が な いか も し れ な い 。 少なくとも 、 マ リア ロー ズ は 聞い た 
こと が な い 。 


「 自殺 一 っ つて いつ や つ な ん で し ょ うか 。 ひ ょ っ と し て ,」 


東 あ 、 だ な ん じゃ な い ? 死に た く な きゃ 、 あ あい う 飛 び 
降り 方 は し な い だ ろ うし 。 そ の 前 に 、 飛 び 降 りな い だ ろ うし 」 


「『 け ど 、 な ん か 」 ル ー シ ー は 両 腕 を 広げ て 、 ぴ びょん と 跳 は ね て みせ 
た 。「 こう や っ て 、 飛 び 降 り る っ て いう か 、 飛 ぼう と し て た よう に 
見 えた ん で すけ ど 」 


「 や 、 だ っ て 飛べ な いで し ょ 。 鳥 じゃ な いん だ か ら 」 


「 だ よ 」 
「 わ け 、 わ か ん な いで すね 。 変 で す よ ね 。 す ご く 。 街中 が 」 


「 だ いぶ ね 。 こ うい うと きだ し 、 し ょ う が な いっ て いう か 、 こ ん な 
も の な の か も 、 だ けど 。 な ん て いう か 、 も と も と 破れ か ぶれ 気味 な 
人 と か も 、 わ り と 多かっ た りす る し ね 。 こ ん な ふつ に な る と 、 精 神 
的 な バラ ンス と か 一 気 に 月 くず れ ち ゃ っ て 、 突 飛 な こと し た りす 
の の か な ? よく わか ん な いけ ど さ 」 


「 死 ん じゃ や つく らい な ら 、 も っ と いろ いろ や れる こと あり そつ う だけ 
ど な ぁ .……… ェ ュ ル ー シ ー は 口 を 失 と が ら せ て 、 飛 べ ず に 墜 つ い 落 らく 
し た 鳥 な ら ぬ 者 た ちの 死 し 骸 が い を 眺 な が め て いる 。 


「 いろいろ 、 ね .……. 


そう か も し れ な いけ れ ど 、 た と えば 自分 が 、 仲 間 も 友人 も いな い 
鳴か ず 飛 ば ず の 侵入 者 クラ ツ カ ー だ っ た ら ど うだ ろう 。 


エル デン か ら 出 る の も 容易 で は な い 。 脱 だ つ 出 し ゆ つ する こと が 
で きた と し て も 、 帰 る こと の で きる 故郷 も 、 十 分 な 鞭 た くわ えも 、 
手 に 職 も な く 、 先 の 展望 が な い 。 し か も 、 も と か ら 日 々 の 暮らし も 
つら い だ け 、 み た いな 状態 で こん な 事態 に 直面 し た ら 、 も う 死 ん で 
し まっ た ほう が まし だ と いう 気分 に な る か も し れ な い 。 そ し て 、 エ 


ルデン に は そん な 境 き よう 負 ぐ うに ある 者 た ち が ご まん と いる だ ろ 
う 。 マ リア ロー ズ だ っ て 、 ZOO に 入る まで は 、 ひ と り ぼ っ ちの 三 
流 侵 入 者 クラ ツ カ ー だ っ た の だ 。 

今 は 違 ち が うつ 。 

だ か ら 、 必 死に な る こと も で きる 。 

守り た いも の が 、 捨 て られ な いも の が た くさ ん ある か ら だ 。 

「 ル ー シ ー」 

「 は し 1? 」 

「 さ っ き 、 助 か っ た よ 。 あ り が と 」 
いた 。「 い や あそん な ぼく は べつ に 。 も と は と いえ ば 、 ぼ く が は で ぐ 
れ た の が あれ だ し 、 た いし た こと は し て な いっ て いう か 。 ぜ ん ぜ 
ん 、 ね え ?2 まだ まだ で す よ 、 ぼ く な ん か 。 も っ と み な さん の 力 
に な れる よう に 、 強 く な り た いん で すけ ど 。 で きる だ け 早 く 」 


「 き み は が ん ば っ て る よ 」 マ リア ロー ズ は ルー シー の 診 か た を 軽く 
叩 た た いた 。 


し っ か し 、 の び た な ぁ 。 
背 。 
ビ ピ キ ッ と きた 。 


そん な 自分 が うっ と うし く て 、 マ リア ロー ズ は 無理 や り 笑 え 顔 が 
お を 浮 つ か べた 。 


「 みん な そう 思っ て る し さ 。 ちゃ ん と 認め て る か ら 、 あ ん まり 焦 あ 
せっ ちゃ だ め だ よ 」 


「 そ 、 そ うつ です かぁ ? つう つ ふ ぶ ふふふ 。 そ う で すか ね ぇ 。 そ うだ と いい 
ん で すけ ど 。 体 力 は つい て きた な っ て 、 思 うん で すけ ど ね ,」 


「 つ うん 。 体 力 は か な りお か し い レ ベル 」 
「 お か し いな ん て 、 照 れ ち ゃ うつ な ぁ 。 自分 で 吉 つ の も な ん で すけ 


ど 、 け っ こう 動け る よう に も な っ て きた よう な 気 が す る ん で す よ 
ね ぇ 。 ま だ まだ 無 む 駄 だ が 多い ん で すけ ど 」 


「 で き て る で き て る 」 
「 ほん と で すか ぁ ? 」 
「 ほん と ほん と 」 


「 実 は 、 語 けん も 地味 に 上 達し て きた ん じゃ な いか な っ て 。 い や 、 
も ちろ ん ちょ っ と だ け 、 で すけ ど ね ? 素人 し ろう と に 毛 が 生 えて 
きた か な っ て 感じ だ と は 思う ん で すけ ど ,」 


「 そ ん な こと な いそ ん な こと な い 」 
「 で すか ね え .…『……… 2 」 


「 う ん 」 マ リア ロー ズ は 笑い 顔 の まま 、 気 が つい た ら ル ー シ ー の 頭 
を ぼ か り と や っ て いた 。 


「 あ だ っ !? 」 ル ー シ ー は 叱 し か られ た 子犬 みた い に 身 を 縮め た 。 
ニン 閉じ > 生 を な 、 なんで.)。。 ?」 


「 な ん で も な いな ん で も な い 」 マ リア ロー ズ は 深呼吸 を し た 。「『「 一 
つん 。 な ん で も な い 」 


落ち つけ 、 落 ち つ け 。 ル ー シ ー は まっ す ぐ な 子 で 、 ひ た すら 素 す 
る 邊 な お で 、 ち ょ っ と 無神経 で 、 微 び 妙 みよ うに つ ざ い だ け で 、 悪 気 
は これ っ ぽ ぱっ ち も な いん だ か ら 。 急 成長 し て いる の は 事実 だ し 、 そ 
れ 自 体 は 当然 いい こと だ し 、 正 直 、 し つ 始 と し て し まい た く な る 
けれ ど 、 て ゆう か し て る けど 、 先 せん 墓 ば いと し て 、 年 長者 と し 
て 、 も っ と 余 よ 裕 ゆ う を 持っ て - い られ る よう な 度量 の 広い 人 間 
だ っ た ら 、 こ ん な に 苦労 し て な いっ て ば 。 


今 に 始 まっ た こと じゃ な いけ れ ど 、 ず っ と こう だ し 、 そ う 簡 単に 
は 変わ れ そ うに な い 。 で も 、 い ちい ち み みっ ちく て 、 や に な っ ちゃ 
うな 。 そ れ ど ころ じゃ な いっ て いう の に 。 

ルー シー に 助け られ た の が 、 そ ん な に ショ ッ ク だ っ た .… ? 


否定 は で き な い 。 そ りゃ あ ね 。 あ の まま だ っ た ら 、 た ぶん けっ こ 
う や ば か っ た し 。 大 お お 怪 け 我 が す る の は 間違い な か っ た だ ろう 


し 。 下手 し た ら 、 死 ん で た か も し れ な いし 。 そ うい うつ 危機 を 回 か い 
避 ひ で き な か っ た っ て いう の が ね 。 人 が 落ち て くる な ん て まっ た く 
想定 外 で 、 予 知能 力 で も な いか ぎり 予想 で きる わけ が な いか ら 、 仕 
方 な いん だ けど 。 な お か つ 、 助 けら れ ち ゃ っ て さ 。 

より に も よっ て 、 ル ー シ ー に 。 

な ん で ルー シー な ん だ よ 、 み た いな 。 

じゃ あ 、 誰 だ れ だ っ た らい いん だ よっ て 話 だ けど 。 

マリ アロ ー ズ は あたり に 視線 を 巡 め ぐら せ た 。 

今 、 僕 、 何 を 探 そ うと し た ん だ ろ .……… 2 

「 あ の 」 ル ー シ ー が 顔 を の で ぞ き こん で きた 。「 マ リア さん .…… ?」 
「 え ?2 何 ?2」 

「 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぷ ぶ で すか ? 」 

「 な 、 何 が 2 どう し て ?.」 

「 え っ と 、 な ん か その ..…… ェ ュ ルーシー は 目 を 伏 ふ せ て 口 ご も っ た 。 
「 泣 きそう つっ て いつ か 、 そ ん な ふう に 見 えた の で - あ 、 ご 、 ご めん 
な さい っ 、 た だ 、 あ くま で 、 ぼ く の 目 に は な ん と な くそ う 見 えた っ 
て いつ だ け な ん で すけ ど 」 


マリ アロ ー ズ は 右手 の 人 差し 指 と 中 指 で 、 ル ー シ ー に 目 め 潰 つ ぶ 
し を お 見 み 舞 まい し た 。 「 節 穴 発見 


「 ぎ や ゃ っ 」 ル ー シ ー は 両手 で 目 を 覆 お お っ て うず くま っ た 。「.……. 
し 1、 痛い 。 本 気 で 痛かっ た で す 。 今 も 痛い! で す 1 | 

「 変 な こと 吉 つ うつ か ら で し ょ 2? 自 じ 業 ご う 自 得 だ よ 。 泣 くわ け な い 
し 」 

1 ご 、 ご めん な さい 。 本 当 に 、 ご めん な さい 。 も うし ませ ん 。 
許し て くだ さい .………… 」 

「 ど うし よっ か な ぁ 」 マ リア ロー ズ は に や に や し な が ら 、 鈍 に ぶ く 
療 うず いて いる 胸 を さり げ な くさ すっ た 。 き っ と も う 、 あ いつ に 助 


けら れる こと も な いん だ 。 


そう か も し れ な い 、 と 思っ て いる 自分 も 、 そ ん な は ず な い 、 
思っ て いる 上 自分 も いる 。 


めん どく さい か ら ど うだ っ て いい よう な 気 も する けれ ど 、 ど う で 
も いい ん だ っ た ら こ ん な こと 考え な きゃ いい ん だ よ 。 や に な っ ちゃ 
うつ な 。 そ れ ど ころ じゃ な いっ て いう の に 。 


十 四 時 四 十 二 分 nebula 


ダリ エロ は も と も と 左右 非 対 た い 称 し よう で ゆがん で いる 顔 を さ 
ら に いっ そう ゆがめ 、 世 界 中 で も っ と も 苦い 虫 を 噛 か み 潰し た よう 
な 顔 を し て 、 厨 ちゆ う 房 ば うか ら 勝 手 に 持ち だ し た オト ミ 秘 蔵 の 酒 
を ちび ちび 飲 や っ て いる 。 さぞかし 機 き 嫌 げ ん が 悪い の だ ろう 。 上 
機嫌 お むこ と の ほう が 圧 あ つ 倒 と う 的 に 少な い 。 


類 ほ お 杖 づ え を つい て 、 ど こ か 遠く へ 目 を や っ て いる ベティ も モ 、 
な ん だ か び ぴり びり し て いる 。 体調 が よく な い の か と も 思っ た が 、 ど 
う や ら そ う で は な く て 、 何 か 気 に か か る こと が ある よう だ 。 お そら 
く 、 て い 国 こく 軍 に 荷 か 担 た ん し て いる らし い 関 せん 光 こ う の 魔 
ま 女 じ よ 絡 が ら み だ ろう 。 ほ と ん ど 口 に し な い が 、 師 と 数 名 の 同門 
の 魔術 士 と の 関係 は 、 ベ ティ に と っ て 刺さ さっ た まま 抜 ぬ け な い 琶 
と げ な の だ 。 


リキ エル は 椅 い 子 す に 座っ て じっと し て いる の か と 思い き や 、 実 
は 腰 こ し が 浮い て いて 、 片 手 の 小指 だ け で 体重 を 支え て いる 。 


その 他 ほ か に も 、 ア ル バ ー ト 、 シ ュ ト レー ハウ ゼン 、 ヘ ンド リ 
ク 、 ド ル ゲ イ 、 寂 星 ジ ヤク セイ 、 ヨ グ ・ フ ロー ヨ ・ メ イド ルフ ・ サ 
イケ ング レン マイ セル ヒ 、 ナ ツ コ 、 ヴ ィ ク トリ ア 、 ミ シー リャ 、 自 
妙 シ ロタ エ が 、 何 を する で も な くそ こ か し この 席 に 散ら ば っ て いる 
階 の 定食 屋 は 、 どこ と な く 色 あせ た 午後 の 重 っ た る い 空 所 

包ま れ て 、 疲 つか れ た よう に 静か だ 。 


朝 か ら 建 物 の 外 が い 壁 へ き を キャ ン バ ス に し て 不思議 な 絵 を 描か 
きま くっ て いた 巨 き よ 匠 し よう , ボン ド が 、 そ っ と 店 に 入っ て き 
て 床 ゆ か に 何 か 描き は じ め た 。 追 いか け て きた ボ ダ ダ グ は 、 少 し 離 


は な れ た と ころ に し ゃ が ん で ボン ド の 仕事 を 眺 な が め る 構え だ 。 唯 
ゆい 一 いつ の 従業 員 で 、 オ トミ が いな い 今 、 身 体 か ら だ を 張っ て 店 
を 守ら な けれ ば な ら な い は ず の カツ ヲ は 、 カ ウン ター に 伏し て 財 い 
びき を か いて いる 。 

「 今 に ここ 全体 が ゲー ジ ツ 作品 に な っ ちまう な 」 ダ リエ ロ は 、 必 
ん 、 と 鼻 を 鳴ら し て グラ ス を 振 ふ っ た 。「 ババ ア が 帰っ て き や が っ 
た ら 、 連 帯 責 任 で 何やら され る か わか っ た も ん じゃ ね ぇ 」 


ベティ が 燃 杖 を 外 し て ダリ エロ に 一 いち 堅 べ つ を くれ 、 何 か 吉 い 
か け て 口 を 閉じ た 。 そ れ か ら 、 ダ リエ ロ を 員 あ ざけ る と いう より は 
自 じ 哨 ち よう する よう に 笑っ て みせ た 。「 そう ね ,」 


リキ エル の 身体 が め っ く り と 上 下 し は じ め た 。 た だ 体重 を 支え て 
いる だ け で は 飽 あ きた ら な く な っ て きた の だ ろう っ 。 


一 と も か く 」 ア ジア ン は 向かい の 椅子 に 腰かけ て まっ すぐ こち ら 
を 見 つめ て いる 女 と 目 を あわ せ た 。 ' キミ の 意思 は わか っ た ヨ 」 


彼女 に は ずっ と き きた いこ と が 一 つ だ け あ っ た 。 


男物 の 服 を 着 た り 、 付 け 明 ひ げ を つけ た り し て いる の は まあ い 
し 1。 


「 で きれ ば - で いい けど 、 一 つ 教 えて くれ な いか 」 


ジャ ン ・ ス タン バッ ク は 付け 影 を つま ん で 微笑 ほほ えん だ 。 「 何 
な り と 」 


「 キ ミ は いつ も 手 て 袋 ぶ くろ を つけ て いる ネ 。 で も 、 片 手 だ け だ 」 

「 い いか に も 」 

「 ど ちら か 一 方 じゃ な い 。 右 手 だ け の と き と 、 左 手 だ け の と き が あ 
る 。 会 うた びに 違 ち が うつ よう な 気 が す る ん だ けど 、 ボ ク の 思い 違い 
か な 」 

「 し U!\ え 。 お っ し ゃ る と お りり です,」 


Sc よく 見 て や が る な 」 ダ リエ ロ が 小さ く 忠 つぶ や いて 舌打ち を 
生 「 気色 悪い 奴 や つ だ 」 


ベティ は 肩 か た を すく め た 。「 気 づい て な か っ た わ 。 い つも 右手 
だ け だ と 思っ て た ,」 


「 それ は 、 何 か 意味 が ある の か いい ? 」 

「 バ ラン ス の 問題 で す 」 ジ ャ ン ・ ス タン バッ ク は すっ と 両手 を 持ち 
あげ て みせ た 。 「 私 は 女 で す が 、 男 を 装 よ そお うこ と で バラ ンス を 
と っ て いる 。 私 は 右 利 きき で す が 、 と き に 左利き を 意識 する こと で 
バラ ンス を と る の で す 」 

アジ アン は 顎 あ ご を 軽く つま ん で うな ずい た 。「 な る ほど ネ 」 

の いや 、 普 ふ 通 つう に 意味 わか ん ね ぇ だ ろ 」 

「 う る さい わ よ 、 ダ リエ ロ 。 大 事 な 話 を し て る ん じゃ な い 」 

「 黙 だ まれ 、 ベ ティ 。 て め ぇ だ っ て くっ ちゃ べ っ て る だ ろう が 」 

「 あ た し は あん た みた い に 邪 じ や 魔 ま は し な いも の 」 

「 俺 の 邪魔 を し や が っ て る の は どこ の どい つ だ 」 

「 誰 ? どこ に いる の ? 」 

「 物 の 見 事 に て め ぇ だ よ 」 

「 だ けり ゅ り ぇ えろ 一 っ! 」 


「 が 一 つ 。 ミ シー リヤ 、 て め ぇ え 、 く っ つい て くん じゃ ね ぇ え ! あっ 
ちぃ ー ん だ よ 、 ボ ケ が ! 」 


「 だ けり ゅ り ぇ えろ 一 。 らっこ らっこ 一 」 
「 つ っ せ ぇ ! 殴 な ぐら れ ね ぇ えつ ち に どっ か 行け! 」 


「 あら 。 そ ん な に つめ た くす る こと な いじ ゃ な い 。 み ん な が 見 て な 
いと こ で は や さ し く し て や っ て る ん だ か ら 」 


「 だ 、 誰 だ れ が っ - 一 」 
「 ら っ こ ー。 だ り ゅ り ぇ えろ 一 。 らっこ 一 」 


し okio ! マジ う ぜ ぇ ! 消す ぞ 、 ど けっ ! 」 


「 子 供 が で きた けり し た ら 、 あ ん た 、 意 外 と いい お 父さん に な る わ 
よ 。 て いう か 、 一 人 か 二 人 い ない の ? いて も お か し く な さそ うだ 
了 き 3 


「 い ね ぇ よ ! 僚 が 鬼 き な ん ざ 作 っ て た まる か ! くだ ら ね ぇ こと 
ぬか し や が っ て 、 到 は ら ま され て ぇ の か ! 」 


「 ああ ーー 」 ベ ティ は 見 えな いも の を 手 で 払 は ら う 仕 し 種 ぐ さ を し 
た 。 「 あたし 、 無 理 


「 はぁ? 」 

「 ほ ら 。 遇 体 、 い ろ い ろ い じ っ ち ゃ っ て る か ら 。 機能 的 に 無理 。 あ 
ん まり 知ら れ て な い 事 実 か も し れ な いけ ど 、 魔 術士 な むら め ずら し く 
な い の よ ? 」 

「 そ いつ ぁ .……… ュ 」 ダ リエ ロ は 何 度 引 き 離 し て も し が みつ いて くる ミ 
シー リャ に 絡み つか れ た まま 、 グ ラス を 傾 か た おけ た 。 「 面 めん 倒 
どう じゃ な く て いい な 。 角 學 な ん ざ 、 ろ く な も ん じゃ ね ぇ 」 


ジャ ン ・ ス タン バッ ク は ダリ エロ と ベティ を 視界 に I め て 、 か す 
か に 目 を 細め て いる 。 


「 キ ミ は 」 と 声 を か ける と 、 す ぐさ ま 「 はい 」 と 答え が 返っ て き 
た 。 


感情 的 に な っ て いる わけ で も な く 、 感 情 を 抽 お さえ て いる 様子 も 
な い 。 緊 きん 張 ち よう も 感じ られ な い 。 ど ちら か と いえ ば 、 穏 お だ 
や か に 満ち 足り て いる 。 自分 の 観察 眼 が あて に な る と も 思え な い 
が 、 そ ん な ふう に 見 える 。 

「 昼飯 時 ウチ を 抜 ぬ け て 、 ど うつ する つも りな の か な ,」 

「 考 え が あ り ま す ,」 

「 や る べき こと が ある の か い 」 

「UUUU え 。 や り た いこ と が ある の で す ,」 

「 ここ で は で き な い ? 」 

ジャ ン ・ ス タン バッ ク は 失 と が ら せ た 付け 影 の 先 せ ん 端 た ん を 指 


で いじ りな が ら 、 ざ っ と 店 内 を 見 まわ し た 。「 は い ,」 
アジ アン は 小さ く 息 を つい た 。「 わ か っ た ヨ ,」 


ジャ ン ・ ス タン バッ ク は 無 吉 で 椅 い 子 す か ら 立 ちあ が り 、 テ ー プ ブ 
ル に 立て か け て いた ステ ッ キ を 手 に と っ て 一 礼 し た 。 


壁 か ベ べ に も た れ て 立っ て いた ヨ グ が 、 黒 くろ 縁 ぶ ちの 眼鏡 めがね 
を 押し あげ た 。「 ご 武運 を 」 


ジャ ン ・ ス タン バッ ク は 虚 き よ を 突 つ か れ た よう に 一 いつ 瞬 し ゆ 
ん 、 目 を 劇 みか は っ た が 、 す ぐに 表情 を 消し て 背 を 向け た 。 「 感謝 し 
ます 」 


そつ うし て 彼女 は 行っ て し まっ た 。 


「 し か し 、 よ - 一 」 ダ リエ ロ は ミ シ ー リ ャ に 髪 か み の 毛 を 引っ ぱら れ 
な が ら 、 大 く ちび る の 右 み ぎ 端 は し と 左目 を つり あげ た 。 「 結局 、 
最後 まで 謎 な ぞ な 奴 だ っ た な 。 ク ラニ ィ の 塵 層 ゴ ミク ズ 野 や 郎 ろ う 
に 惚 ほ れ て た っ て こと 以外 は さっ ぱり だ ぜ ,」 


「 え っ 」 ア ジア ン は テー ブル に 手 を つい て 身 を 乗り だ し た 。「 ク ラ 


「 え っ 」 ベ ティ は アジ アン を まじ まじ と 見 た 。「 あん た 、 ま さか 知 
ら な か っ た の .…… ? 負 じ よう 談 だ ん で し ょ ? 」 


「 超 ちよ う 見 え 見 え だ っ た ん で すけ どぉ .…… 」 示 あき れ 顔 の ナツ コ 
の 隣 と な り で 、 ヴ ィ ク トリ ア が 大 き な 身 体 か ら だ を 無理 や り 縮 こま 
ら せ て いる 。 「.….. わた だ じ .。/、. 知 つて で いた か が か も. .。。 四 


他 の 連中 も 、 全 員 で は な い に し ろ 、 大 半 が うな ずい た けり 苦 く 笑 し 
よう し た り し て いる 。 


oo ュ 」 ダ リエ ロ は ミ シ ー リ ャ の 手首 を 握 に ぎっ て 髪 の 
毛 か ら 引 き 呈 は が し た 。「 変 な と こ は 見 て や が っ て 、 鋭 する で ぇ ん 
だ か 鈍 に ぶ い ん だ か わか ら ね ぇ な 、 て め ぇ は 。 つ うか 、 単 に そっ ち 
方 面 が か らき し な の か ,」 


「 そ 、 そ ん な こと は な い ヨ 」 ア ジア ン は そっ ぱ ぽ を 向い た 。「 そ ん な 
こと は な い 」 


「 だ っ た ら 、 ど も っ た り 二 回 も 吉 っ た りす る ん じゃ ね ぇ 」 


「 や め な さい よ 、 ダ リエ ロ 。 か わい そう じゃ な い 。 ず お子様 な ん だ か 
ら 」 


「 ま ぁ 、 そ うだ な 。 角 喝 を いじ め た っ て な 」 


黙れ と 吉 つ の は 逆 効果 だ ろ つ 。 稚 ち 押せ つ な 挑 ちよ う 発 は つ に 
乗っ て た まる も の か 。 そ ん な 気分 で も な い 。 


一 元気 で ね 。 


あの 一 吉 が 、 人 し ゆん 巡 じ ゆん の 果て に 何 か を 吹 っ き っ た よう な 
表情 が 、 重 く の し か か っ て いる 。 


強い 拒 き よ 絶 ぜ つ で も 、 明 確 な 決別 で も な か っ た 。 だ か ら こ そ 余 
計 に 真実 味 を 感じ た 。 


正 邊 、 嫌 きら われ て は いな いと 思っ て いた 。 今 も そう 思っ て い 
る 。 と いう か 、 思 いた い 。 信 じたい 。 と は いえ 、 嫌 われ て いな いか 
ら 何 の 問題 も な い 、 と いつ わけ に は ゆか な い 。 簡単 で は な い の だ 。 
まま な ら な い )。 


昼飯 時 ラン チタ イム の 仲間 た ち も 、 そ れ ぞ れ 込 み 入 っ た 事情 を 抱 
か か えて いる 。 そ の せい で 、 進 みた い 道 が 見 えて いて も 、 い ろ い ろ 
あっ て な か な か そちら に は 行け な い 。 ま っ すぐ 歩い て ゆく こと が 、 
どう し て も で き な い 。 そ うい つこ と だ っ て ある 。 そ ん な 生き 方 し か 
で き な い 者 も いる 。 


や り た いこ と が ある 、 と ジャ ン ・ ス タン バッ ク は 吉 っ て いた 。 

彼女 は 行き た い 道 を 進む つも り だ 。 突 き 進 ん で ほし いと 思う 。 そ 
の た め に ここ か ら 飛 び だ さ な け れ ば な ら な い の な ら 、 そ うす れ ば い 
い 。 そ うす る べき だ 。 と も に 歩 お こと は で き な く て も 、 幸 運 を 祈 い 
の る こと くら い は で きる 。 


キミ が 離 は な れ た いと 本 心から 願っ て いる の な ら 、 身 を 切る ほど 
つら く て も 、 ボ ク は 耐 た えな いと いけ な い 。 耐え られ る 。 


画 え られ な い 。 
画 え られ る 。 


画 え られ な い 。 
画 え られ る 。 
画 え られ な い 。 


耐え られ る 。 耐え られ る 。 耐え られ る 。 耐え られ る 。 耐え られ 
る 。 耐え られ る 。 耐え られ る 。 


環 え られ な く て も 、 耐 えな いと いけ な い )。 

キミ の た め に .……… ! 

突 と つ 然 ぜん 、 天 て ん 井 じ よう を 叩 た た く 音 が し た 。 椅子 上 の 小 
指 立て 伏 ふ せ で は 満足 で き な く な っ た の か 、 リキエル が 逆立ち の 体 
勢 に な っ て 巨 き よ 体 た い を 持ち あげ た 結果 、 天 井 を 足 で 跡 け っ て し 
まだ の 由 : 

「 何 や っ て ん だ よ 、 て め え ぇ .… せ ……. 『 

「 鍛 た ん 錬 れ ん し て いる ,」 

1 し 『 

「 必要 な こと だ 」 

「 年 々 ガタ イ よ く な りや が っ て 。 汗 あせ くせ ぇ し 、 き も いん だ よ 」 
「 限界 な ど 、 存 在 し な い 」 


「 話 が 通じ ね え 。 わ か っ て る けど よ 。- 一 お い 、 大 衝 」 ダ リエ ロ は 叩 
きつ ける よう に グラ ス を テー ブル に 置い て 、 げ っ ぷ を し た 。 


ベティ は 顔 を し か め た 。 " 汚 き た な いわ ね え 」 


「 か ま と と ぶる ん じゃ ね ぇ 」 ダ リエ ロロ は 首 を ひね っ た 。「- 一 いや 、 
か ま と と っ つっ た ら 、 か ま と と か ,」 


「 ど つい う 意 味 よ ! さ れ た いわ け !?」 
ダリ エロ は 顔 を 赤らめ て いる ベティ を 無視 し て アジ アン を 上 に ら 


みつ けた 。 「 そろ そろ 決め や が れ 。 そ いつ は て め ぇ が や ら な きゃ な 
ら ね ぇ こと だ ぞ ,」 


「 吉 われ る まで も な い サ 」 アジ アン は 一 心 不 乱 に 絵筆 を 走ら せ て 、 
床 ゆ か を ゲー ジ ツ 作品 に 変え よう と し て いる ボン ド を 見 や っ た 。 

「 ボ ク ら に と っ て 必要 不可 欠 な も の は 、 こ の 衝 じ ゃ な い 。 場所 じゃ 
な い 。 ボ ク ら が いる と ころ こそ が 、 す な わ ち 昼飯 時 ラン チタ イム 
だ 。- 一 ころ あい を 見 計ら っ て 、 エ ルデン を 離 り 脱 だ つ す る ヨ 」 


十 八 時 八 分 アン ルッ ク の 野 


暴れ 馬 の 一 群 が 、 汗 を 、 嘩 だ 液 え き を 撤 ま き 散 らし て 、 夕 ゆう 間 
ま 暮 ぐれ の 緑野 を まっ し ぐら に 駆 か ける 。 さ な が ら 怒 ど 溝 と うだ 。 
いっ た い ど こ を 目指 し て いる の か 。 向かう 方 角 は 北西 、 ひ た すら 北 
西 だ 。 


不意 に 、 一 頭 の 馬 が 血 の 混じっ た 泡 あ わ を 吹 ふ き な が ら 、 脚 あし 

を 折っ て つん の めった 。 他 ほ か の 馬 た ち は か まわ ず 走 る 。 仲間 の こ 
と な ど 気 に し て は いら れ な い 。 彼ら は と に か く 駆 け ね ば な ら な い 。 
駆け つづ け ね ば な ら な い 。 どこ を 目指 し て いる の か 。 彼 ら も そん な 
こと は 知ら な い 。 わ か ら な い 。 も し 考え る 能力 が あっ た と し て も 、 
考え る ゆとり が な い )。 


彼ら は 突 つ き 動 か され て いる 。 恐 きよ う 怖 ふ に 。 
支配 され て いる 。 完全 に 。 

彼ら は 追い 立て られ て いた 。 彼 ら の すぐ 後ろ に それ は 迫 せ まっ て 
いる 。 吉 うつ な れ ば 怪 か い 物 ぶつ だ 。 彼 ら は その 怪物 の 聞こ えな い 足 
音 を 聞い て いる 。 上 息づかい を 感じ て いる 。 近 い 。 至近 嘘 きよ 離 り 
だ 。 今 に も 踏み つぶ され て し まう 。 も う 半 分 潰 つ が され か け て い 
る 。 


また 一頭 の 馬 が 脱 だ つ 落 らく し よう と し て いた 。 先頭 の 馬 だ 。 

その 育 の 上 に 人 間 の 姿 が あっ た 。 

男 だ 。 顔 の 上 半分 を 覆 お お う ゴ ー グ ル を か け て いる 。 頭頂 部 に 一 
ひと 房 ふ さと 、 あ と は 耳 と 耳 を 撃つ な ぐ よ うに し て 残っ て いる 髪 か 


み の 毛 は 真っ 白 だ 。 白 と 黒 の 小 こ 袖 そ で を 身 に つけ 、 は だ けさ せ た 
徐 え り に 右 み ぎ 腕 う で を 突っ こん で 、 左 手 は 被 た も と の 中 に 収め て 


いる 。 一 ひと 振 ふ り の 長大 な 刀 を 育 に 負っ て いる が 、 どう 見 て も 若 
く は な い 。 老 人 だ 。 


野生 の 、 当 然 の こと な が ら 、 裸 は だ か 馬 う ま の 群れ だ 。 較 くら な 
ど つ け て いな いし 、 馬 た ち は 全 力 活 し つ 走 そつ し て いる 。 ま た が っ 
て 乗る の も 難し い 。 そ れ な の に 、 男 は 立っ て いる 。 


馬の背 で 、 一 房 の 白 は く 髪 は つと 小袖 の 裾 す そ を な び か せ て 、 年 
老い た 男 が 、 一 本 の 棒 の よう に 、 事 も な げに 直 立 し て いる 。 


常人 な ら 、 い や 、 常 人 で な く と も 目 を 疑う 光景 だ 。 老 人 は あく ま 
で 平然 と し て いる 。 そ の こと が 問題 な の で は な く 、 あ ん な ふう に 
立っ て いら れる わけ が な い 。 現象 と し て あり えな い 。 


そう は いっ て も 、 馬 が 前 の め り に な っ て は 、 さ し も の 老人 も その 
まま で いる わけ に は ゆか な か っ た よう だ 。 


馬 が 前 まえ 脚 あ し を 折る 寸前 に 、 老 人 は 跳 と ん だ 。 


隣 と な り の 馬の背 に 飛び 移る と 、 一 いつ 瞬 し ゆん 前 まで と 何ら 変 
わら な い 和 王立 不動 の 姿勢 に 戻 も どっ た 。 


果たし て 、 馬 た ち は 気 づい て いる だ ろう か 。 彼ら を 休み な く 走 ら 
せ て いる 恐怖 の 主 は 、 老 人 だ と いう こと に 。 老 人 は 泰 た い 然 ぜん 自 
じ 若 じ や く と し て 微 び 動 ど うだ に し て いな いよ うに 見 える が 、 馬 た 
ち を 威 い 庄 あ つ し つづ け て いる 。 


考 人 に と っ て は 造作 も な か っ た 。 練 けり こみ 、 磨 みがき あげ 、 高 め 
て きた 老人 の 刀 を 抜 ぬ くま で も な い 。 た だ ほん の 少 し 、 こ の わき あ 
が る 熱情 を 抑 お さえ きら ず に も ら せ ば いし り 。 


思う だ け で いい |。 


わざ わざ 思い だ そう と する まで も な く 、 こ びり つい て いる 。 ま る 
* 頭 の 裏側 に 貼 は りつ いて いる か の よう だ 。 あの 春の 日 が 。 


紛 ま が うこ と な き 春 で あり な が ら 、 春 の 匂 に お いな ど 微 み 塵 じん 
も し な い 、 あ れ は 地 の 底 だ っ た 。 地 下 だ っ た 。 ア ンダ ー グ ラウ ン 
ド 。 六 人 で 潜 も ぐっ た 。 老 人 は まだ 若かっ た 。 向 こう 見 ず な 一 匹 び 
き の 僚 が 鬼 き だ っ た 。D13 下 層 ダ ー ナ ムレ ー ン 。 町 昌 と か げ 人 の 上 巣 


そう 窟 く つ に いる は ず の な い 費 に え の 園 その の 住人 が 猛 も う 威 い を 
ふる っ て いた 。 六 本 腕 う で 、 三 ツ 首 、 全身 に 無数 の 大 く て 長い 人 針 が 
刺さ さり まく っ て いる "苦く 喪 も 津 つ , が 、 堕 品 品 品 堕 品 品 品 堕 品 
品 品 其 品 品 品 叩 さ け び な が ら 町 坦 人 ども を 忠 じ ゆう 嗣 り ん し て 、 喰 
くら っ て は 吐 は きだ し 、 嘱 お う 吐 と し て は 食い 散ら か し て いた 。 常 
識 的 に 考え れ ば 逃 に げ る べき だ っ た 。 怖 お じ 気 け づ く 者 も いた 。 逃 
げ だ そう と する 者 も 。 尻 し り を 叩い て 立ち 向かっ た 。 無 む 斉 ぼう 
だ っ た 。 愚 お ろか な 若い 侵入 者 クラ ツ カ ー た ち は 呆 あつ 気 け な く 死 
ん で いっ た 。 殺さ れ た 。 食わ れ た 。 若き 日 の 老人 だ けが 残っ た 。 そ 
ん な 負け 方 な ん て 想像 し た こと も な か っ た 。 死 を 意識 し た こと も な 
か っ た 。 自分 ゞ は 死な な いと さえ 思っ て いた 。 勘 か ん 違 ち が い だ っ 
た 。 恐 お そろ し く て 身体 か ら だ が すく ん だ 。 小便 を も ら し た 。 助 け 
て くれ 、 と は 吉 わ な か っ た 。 吉 っ て も 無 む 駄 だ だ っ た 。 費 の 園 の 住 
人 に 人 間 の 吉 葉 な ん か 通じ る わけ が な い !。 苦 杏 津 は 赤黒 い 決 な み だ 
流し て 堕 品 品 品 基 品 品 品 時 西 品 中 時 品 亜 品 叫び な が ら 、 若 き 日 の 
老人 を 、 一 匹 の 僚 鬼 を 、 六 本 の 腕 で つか まえ た 。 丸 か じ り に され る 
十 前 だ っ た 。 


紅 あ か い 疾 風 が 吹い た 。 
苦 喪 津 の 六 本 腕 は その すべ て が 断ち 斬 き られ て いた 。 


人 だ と は 思わ な か っ た 。 人 の 形 を し て いた が 、 明 ら か に 違っ た 。 
まっ た く 別 の も の だ っ た 。 そ れ で いて 人 と 称し よう する し か な か っ 
た 。 そ の 紅 あ か い 人 は 美しかっ た 。 た だ た だ きれ い だ と 感じ 入っ 
て 、 見 と れ た 。 心 を 奪う ば われ て 、 返 し て くれ と も 思わ な か っ た 。 
あれ 以来 、 こ の 心 は 奪わ れ た まま だ 。 


「 気 配 を 感じ て き て みれ ば 」 と 紅い 人 は 女 の 声 で 咳 つ ぶ や いた の 
だ 。「 この 程度 の 相手 か 


頭頂 か ら 中 か か と まで の 丈 た け は ニニ メー テル 七 サ ンチ 。 そ の 全身 
は 
と く 殊 し ゆ 鋼 の 複合 材 製 だ と いつ うつ が 、 そ ん な 素材 を 知る 者 が この 世 
に 幾 い く 人 いる の か 。 当時 、 若 か っ た 老人 も むろ ん 、 知 ら な か っ 

た 。 苦労 に 苦労 を 重ね て 、 し か し 、 ほ と ん ど そ れ を 苦労 と は 感じ ず 
に 探さ ぐっ た 。 彼女 は 自ら の 手 で 自分 自身 を 創 つ くり あげ て きた 。 
明確 な 証し よう 拠 こ を 握 に ぎっ て いる わけ で は な い が 、 そ う 確 信 し 

て いる 。 身 体つき は 女性 の それ だ 。 人 間 の 女 を 土台 ベー ス に し て 、 
闘 と う 争 そつ 、 戦 闘 向 け に 特 化 さ せる た め 、 調 整 に 調整 を 繰 く りか 
え し て 、 で き あ が っ た 形状 と 吉 う べき か 。 と は いえ 胸 に ふく ら み が 


あり 、 腰 こし は 細く て 、 手 足 が 長 い 。 疾 常に 長い 。 ど の よう な 機構 
に よる も の か 、 そ の 両 腕 に 収納 され て いる 双 そ う 刀 と う は 、 彼女 の 
手 に よる も の で は な しい!。 刀身 に 刻ま れ て いる 銘 め い は 細 ノ 現 
滅 , 。 神 し ん 霊 れ い ジ ャ ニス ・ イ デル と 悪魔 大 公 グ ラン ヴ エ リオ ン 
アー マン の 息 お むす 子 こ で ある と いう 、 半 神 半 は ん 魔 ま の "見 捨て フ 
オー られ 子 セ イカ ン ,, ヨ ヴ ィ ・ イ デル が 単 た ん 為 い 生 せ い 殖 し よく 
で 残し た 子 の 未 ま つ 氷 え い "鍛冶 喝 マ ツ ド スミ ス ,, シ ニ ・ イ デル が 
鍛 き た えた る 、 ア ル テ ィ メ ッ ト ブ レイ ド ・ "ギャラクシー, ・ ダ ブ 
ルオ ー セ ブン ティ ー エ イト ・ メ タル デス 。 


目 も く 撃 げき 談 は 数 知れ ず 。 人 の 口 く ち 端 は に は の ぼれ ど 、 実在 
を 信じ る 者 は 多く な か っ た 。 


それ で も いつ し か 彼女 は 人 々 に " 剣 け ん 聖 せ い , と 呼ば れる よう 
に な っ て いた 。 


また の 名 を 血 を ヴ ア 求め ン ・ ヴ る 者 ラド , あく ま X で 不詳 L 。 
さら に は 地獄 送 モ ー タ ルリ の 赤 レ ツ ド 。 。 


その 合 は 仮 借 な く 昔 か 烈 れ つ に し て 華 か 麗 れ い 、 ど こま で も 鮮 せ 
ん 烈 れ つ で 、 途 と 方 ほう も な く 美 し か っ た 。 


若く 未熟 で 無謀 な だ けが 取り 柄 え の 僚 史 は 、 せ つ 那 な で 彼女 に 
魅 み 人 いら れ た 。 それ 以来 、 彼 女 を 追い か け 、 見 失 えば 捜 さがし 求 
め た 。 そ の 行為 自体 が 心身 の 鍛 た ん 錬 れ ん に な る と いう 意識 は 皆 か 
い 無 お だ っ た 。 気 が つけ ば 、 乳 臭く さい 向こう 見 ず な 侵入 者 クラ ツ 
カー で は な く な っ て いた 。 一 度 、 彼 女 を 捕 ほ 捉 そく すれ ば 、 最 低 で 
も 三 十 分 、 長 けれ ば 半日 、 張 りつ いて いら れる よう に な っ た 。 


彼女 を 見 つめ た 。 ア ンダ ー グ ラウ ンド の 異 界 生物 フリ ー ク ス ど も 
を 相手 に 剣 を 振る う 彼 女 を 見 つめ つづ ける こと で 、 何 か を 身 に つけ 
よう 、 極 きわ め よ う 。 そ ん な こと は 考え も よら な か っ た 。 


た だ 憧 あ こ が れ て いた 。 恋 こい 焦 こ が れ て いた 。 惚 ほれ 惚 ば ぼれ し 
て いた 。 た と えよ うつ も な く 幸 福 だ っ た 。 


知ら ず に 剣 を 握っ て 、 異 界 生 物 フ リー クス ども を 斬っ て いた 。 妨 
さま た げに な れ ば 人 も 斬っ た 。 知 ら ず に 彼女 の 技 を 模 も 令 ほ うし て 
いた 。 し か し 、 彼 女 と 自分 と で は 体形 も 背 り よ 力 り よ くも 、 何 も か 
も が 違う 。 自 然 と 修正 し 、 変 へ ん 更 こ う を 加え て いた 。 


いつ の 間 に か 、 彼 女 を 追い まわ し つづ ける 彼女 の 信 し ん 奉 ぼ う 者 
が 、 剣 聖 と 並び 和 さ れる よう に な っ て いた 。 お そら く 地 上 の 誰 だ れ 
より も 彼女 を 知る が ゆえ に 、 彼 女 と の 圧 あ つ 倒 と う 的 な 、 断 絶 よ り 
も 広く 大 きく 深い 差 を 理解 し て いる 者 に と っ て 、 そ れ は 耐 た え が た 
か っ た 。 自 分 は 剣 陳 に 比 ひ 衣 け ん する 剣客 な ど で は 決し て な い 。 あ 
くま で 剣 聖 を 爺 あ おぎ 見 る 青 二 オ で し か な い 。 そ れ で いつ し か 剣 聖 
の 競 で 子 し を 自 じ 称し よう する よう に な っ た 。 


親 な ど 知 ら な い 。 
物心 が つい た ら エ ルデン を うろ つい て いた 。 


誰が 名 付け た の だ ろう 。 覚 えて いな い 。 た だ 、 糞 上 ふん尿 に よう 上 臭 
い 深 は な 垂 た れ 小 こ 僧 ぞ う の 時 分 か ら 、 バ ラッ ド 、 と 呼ば れ て いた 
の で 、 そ れ が 名 だ っ た 。 バ ラッ ド の 剣 筋 は 炎 ほ お むら が 走る が ご と し 
と 語る 虚 う つけ 者 が いて 、 "燃え る 剣 バ ー ニ ング , バラ ッ ド と 秋 さ 
れ た 。 望 ん だ わけ で も な い の に 名 が 高まる と 、 勘 違い を し た 腕 う で 
自 じ 慢 ま ん の 馬 ば 鹿 か ども が 次 々 と 襲 お そい か か っ て き て 、 蹴 け 散 
ちら せ ば 跡 散 らち す ほ ど 名 が 知れ 渡 わ た っ た 。 


剣 の 腕 を 見 こん で 、 仕 事 を も ちか け て くる 者 が いた 。 際限 な く 降 
る 雨 の よう に 金 が 入っ て きた 。 入っ て きた 先 か ら 使 っ た 。 女 が 群れ 
を な し て 寄っ て きた 。 敵 が 増え た 。 剣 聖 を 知る 者 に と っ て は 敵 で は 
な か っ た 。 


強い い 、 と 初め て 思っ た 。 


自分 は 強い 。 有 う つ 頂 ちよ う 天 て ん に な っ た 。 初め て 剣 聖 に 挑 い ど 
ん だ 。 な すす べ な く 右 みぎ 腕 う で と を ひだ り 脚 あし を 斬り 飛ば され 
た 。 級 され は し な か っ た 。 バ ー ニ ング ・ バ ラッ ド は 血 だ まり の 中 で 
あえ ぎ な が ら 問 うた 。 ど うし て 。 な せ ぜ 自分 は 生き て いる 。 な に ゆえ 
自分 を 級 さ な い の か 。 


剣 昌 は 素 す 顔 が お を さら し て 答え た 。「 お 前 は まだ 使え る よう に 
な る 」 と 。 吉 葉 で は な い 。 剣 了 時 の 目 が そう 語っ て いた 。 彼 は 剣 聖 を 
知る 者 だ 。 た ち ど こ ろ に 合点 が いっ た 。 


語 聖 に は も う 敵 が いな い 。 敵 と 見 な せる ほど の 相手 が いな い 。 剣 
聖 は 常に 歯ごたえ の ある 相手 を 求め て いる 。 今 の 彼 は そう で は な 
い 。 た だ 、 そ つう な る 見 込み は ある 。 も っ と 、 も っ と 強く 、 強 く な れ 
ば 、 剣 聖 の 役に立て る 。 


「 師 よ 。 師 よ 。 師 よ 」 バー ニン グ ・ バ ラッ ド は 片 か た 類 ほ お に 笑え 
み を 刻ん だ 。「 一 お 慕 し た い 申 し て お り ま す ぞ 」 


暴れ 馬 の 一 群 が 、 大 量 の 汁 あ せ を 、 嘩 だ 液 え き を 撤 ま き 散 らし な 
が ら 、 沙 ちか か る 陽 ひ に 暗く 燃え る アン ルッ ク の 緑野 を 、 ひ た 駆 か 
け に 駆け る 。 


向かう 方 角 は 北西 。 
目指 す は 、 エ ルデン 。 


二 十 三 時 五 分 第 九 区 


な ん で 生き て る ん だ ろう 、 と 思う 。 どう し て 生ま れ た ん だ ろう 、 
と 思 つ 。 


彼 は 背 が 低い 。 そ れ ほ ど た く さん 食べ て いる わけ で は な い の だ 
が 、 ど うい うわ け か 年 々 太っ て き て いる 。 胴 どう 長 な が 短 足 で 、 猪 
い 首 く び で 、 頭 が や た ら と で か い 。 体形 も 悪い が 、 館 さめ 肌 は だ で 
乾 か ん 癖 せん だ ら け だ か ら 、 見 る に た えな いと 自分 で も 思う 。 顔 は 
さら に ひど い 。 を 右 の 目 は や け に 離 は な れ て いて 高 さ まで 違 ち が う 


ら さ き 色 いろ の 大 くち びる が 、 嫌い や みな ほど 分 厚く 膨 ふ くれ て い 
る 。 大 きす ぎる 丸 っ 鼻 の 両側 に 思い きり 張 リ だ し た 小鼻 に は 、 ど う 
か 自己 主張 し て くれ る な と 頼 た の みた い ほ ど だ 。 針金 み た いな 髪 か 
み の 毛 の まばら な 生え 具合 も 、 鏡 に 映し て 見 て いる と 気持 ち 悪 く て 
寒気 が し て くる 。 濃 こい 友 色 の 瞳 ひ と み に は どう つや っ て も 感情 や 知 
性 の 光 が 宿 ら な く て 、 我 な が ら 生 き て いる 人 間 の も の と は どう し て 
も 思え な い )。 


こん な 生き 物 が 生き て いて も いい の か 。 許 され る の か 。 


見 た 目 だ け で は な い 。 性 格 も ね じ 曲 が っ て いる 。 と に か く 卑 び 屈 
くつ で 意地 汚 き た な く て 、 卑 ひ 居 き よう に な れ な い の は た だ 単に 頭 
が 悪い せい だ 。 ず る く 立 ち ま わ り た く て も 、 そ うす る た め の 覚 が 
な い 。 ど ん な 人 間 で も 、 た いて い は あら ゆる 意味 で 自分 より 上 等 だ 
か ら 、 競 っ た り 争 っ た りす る だ け 無 び 駄 だ だ 。 こ ん な 上 自分 で は 何 を 
や っ て も うま く ゆ く は ず が な い 。 自分 ご と き が 明日 あし た 、 天 気 に 
な れ と 祈 い の っ た ら 、 き っ と 雨 が 降る だ ろう 。 期 待 は 禁物 だ 。 逆 効 
果 だ し 、 他 人 の 迷 め い 惑 わく に な る 。 


下層 に も 下層 が あっ て 、 底 辺 の 底辺 に は へ ば りつ いて いら れる 隙 
すき 間 ま くら いあ る も の だ 。 腐 くさ っ た 食い 残し や 、 そ の 食べ か 
すく らい に は あり つけ る 。 そ うし て 彼 は 生き な が ら え て きた 。 

な ん で 生き て る ん だ ろう つう 。 


と り た て て 生き て いた いわ け で は な い が 、 死 ぬ の は な ん と な く 怖 


こわ い の で 、 生 き て いる 。 
どう し て 生ま れ た ん だ ろう 。 
交 い 彼 を 捨て た 母親 と 、 顔 も 知ら な い 父 親 の せい だ 。 


由 は え に な れ な い 昭 うじ 虫 お し みた い に 、 掃 は き 溜 だ め の 街 の 片 
か た 隅 す み を 遠 は い ず り 回 っ て いた 十 四 歳 の 彼 の 診 か た を 叩 た た い 
て 、「 生 き て さえ いり ゃ あ 、 き っ と な ん か いい こと ある さ 、 な あ 」 
と 吉 っ て 笑っ た 老 ろ う 苑 や は 、 拾 っ た 五 ダ ラー 緑 銅貨 を 嬉 き 々 き と 
し て 仲間 に 見 せ び ら か し 、 腕 ずく で 奪う ば われ た 拍 ひ よう 子 し に 転 
ん で 頭 を 打っ て く た ば っ た 。 


いし 1! こと な ん て 、 あ る わけ な いと 思っ て いた 。 


で も 、 や っ ぱり 何 か あ っ て ほし いと 、 心 の どこ か で 願っ て いた の 
か も し れ な いし!。 


「 ぼ 、 ボ ンド ! トト ! 口 口 | ちゃ 、 ち ゃ ん と いる よ な !? い 
る な !? へ 、 返 事 く らい し ろ っ て ! 返事 だ ぞ ! 返事 ! で 、 で 
き ね え の か よ ! い 、 い いけ ど よ ! 」 


ボ ダ ダ グ は 巨 き よ 匠 し よう , ボン ド と 占う つら な い 師 し , ト 
ト 、 骨 女 , ロロ の お 守り を 命じ られ た 。 


痩 や せっ ぽち の ボン ド は ほとん ど 絵 を 描か く こ と し か 頭 に な い 
し 、 褐 か つ 色 し よく の 肌 を し た 子供 みた いな トト は 心霊 体 ア プラ マ 
を 用 いた 占い し か 能 が な い 。 が り が けり の 魔 ま 術 じ ゆ つ 土 口 口 は 百 十 
七 本 の 棒 を 使う 占い に 取り 湖 つ か れ て いる 。 


三 人 と も 他人 と 意思 の 疎 そ 通 つ う を は か る の が 苦手 で 、 ボ ンド に 
至っ て は 吉 葉 を 発する こと も めった に な い 。 厄 や つ 介 か いと いえ ば 
厄介 な 連中 だ が 、 そ も そ も 他 者 に あま り 関 心 が な いか ら 、 ボ ダダ グ 
の 本 し ゆう 悪 あ く さ に も 無 む 頓 と ん 着 ち や くだ 。 お か げ で 、 劣 れつ 
等 と う 感 を 刺し 激 げ き さ れ な く て すむ し 、 彼 ら の や っ て いる こと を 
眺 な が め て いて も いや な 顔 を され な い の で 、 ボ ダダ ゲ グ に と っ て は 
けっ こう つき あい や すい )。 


だ か ら 、 ダ リエ ロ は ボ ダ ダ ゲ グ に 任せ た の だ ろう 。 ダ リエ ロ に し て 
みれ ば 、 役 立た ず に 面 め ん 倒 ど うつ を 押し つけ た だ け な の か も し れ な 
い が 、 ボ ダダ グ は 嬉 つ うれ し か っ た 。 こ ん な 自分 に も や る こと が ある 
な ん て 、 値 じ ら れ な い ほ ど 幸 せ だ 。 ダ リエ ロ は 口 が 悪い し 、 乱 暴 だ 


し 、 遠 く か ら 見 る だ け で 冷や 汗 が 出 て くる ほど お っ か な く て 大 だ い 
嫌 き らい だ が 、 感 謝 し て いる 。 


1 だ 、 だ けど よ 、 お れ 、 だ 、 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ か な .……. ふ 、 
不安 だ な 一 っ て 、 お いっ 、 ボ ンド 、 ど 、 ど こ 行 くん だ よ ! 」 ボ ダダ 
グ は ふら ふら どこ か が へ 行こ うと し た ボン ド の 補 え けり 首 く び を つか ん 
で 引き 戻 も で し た 。 「 だ 、 だ め だ っ て ! RS ボン 

ド ! わか っ た か が かよ! わか ん ね え か .……… 


トト と ロロ は 今 の と ころ じっと し て いる が 、 ボ ンド と 同じ くい つ 
突 と つ折 び ぴよ う 子 し も な い 行 動 を と る か わか ら な い の で 、 片 時 も 目 
を 離せ な い 。 マ ー ベ ラス ・ グ ッ ダ ー・ ス トリ ー ト へ と 通じ る この 小 
道 に は 、 ボ ダダ グ た ちの 他 に も 、 雷 切 ラ イキ リ 、 祝 花 ノ リカ 、 寂 ジ 
ヤク 星 セ イ 、 ア ン ガ ル セ ン 、 レ イジ 兄妹 きよ うだ い 、 白 妙 シ ロタ 
エエ 、 ミ ョ ー チ が 配置 され て いる が 、 皆 みな 、 そ れ ぞ れ 役 割 が ある 。 
いざ と な れ ば 、 人 お と こ 気 ぎ に あ ふれ て いる 雷 切 あたり は ボ ダ ダ グ 
を 助け て くれ る か も し れ な い が 、 で きる だ け 手 を 炉 わ ずら わせ た く 
な い 。 


Rg お 、 お れ が や ら ね えと な 。 こ 、 こ れ く らい の こと は や ら ね え 
上 お れ 、 い る 意味 ね えも ん な 。 も 、 も と も と 、 お れ な ん か 、 い ね 
え ほ う が いい ん だ し .……… W 


自分 の 醍 悪 さ が 見 る 者 に 否 い や 応 お うな く 嫌 けん 悪 お を 催 も よ お 
させ 、 と き に は 怒 い か けり さえ 喚 か ん 起き する こと を 、 ボ ダダ グ ゲ は 身 
を も っ て 知っ て いる 。 気持 ち 悪 く て 目 め 障 ざ わり だ と いう 理由 で 区 
な ぐら れ 、 跳 けら れ 、 小 石 や 何 か の 破片 を ぶつ けら れる こと な ど 
し ょ っ ちゅ うだ っ た し 、 慣 れ て いた 。 そ れ で も ボ ダ ダ グ は 顔 を 隠 か 
くさ な か っ た 。 


うじ て だ づ う 。 


当時 は 考え た こと も な か っ た が 、 た ぶん 、 そ うし た ら 本 当 に 誰 だ 
れ も ボ ダダ グ に 注意 を 払 は ら わ な く な っ て 、 死 ぬ よ り 寂 さび し いか 
ら だ 。 


あの と きも 、 通 り が か り の 酔 よっ 払 ば らい に いき な り 飛 び 跳 り を 
食 く ぐら わ さ れ 、 何 だ か ん だ と 時 の の し られ な が ら 、 ぼ ぽ ぼこぼこ に され 
た 。 相 手 は た し か 三 人 だ っ た と 思う が 、 は っ きり と は 覚え て いな 
い 。 と に か く 、 今 は も うい な い 取 り 立 て 屋 が そい つら に 一 声 か け 
た 。 「 よう 、 何 し て る ん だ 」 


そい つら は 送 上 し 、 身 の 程 ほ ど 知 ら ず に も 取り 立て 屋 を ふく め た 
数 名 に 殴り か か ろう と し て 、 あ っ と いう 間 に 返 り 討 うち に 遭 あ っ 
た 。 取 り 立て 屋 は ボ ダ ダ グ を 助け 起こ し 、「 な ん だ か よく わか らん 
が 、 気 を つけ ろ よ 」 と 吉 っ て 去 ろ うと し た 。 ボ ダダ グ は うな ず き な 
が ら 、 取 り 立 て 屋 で は な く て 別 の 男 に 見 人 っ て いた 。 


きれ いな 女 は いく ら で も いる が 、 呆 ぼう 然 ぜ ん と し て し まう ほど 
きれ いな 男 を 目 に し た の は 生ま れ て 初め て だ っ た 。 


顔 形 が 整っ て いる だ け で は な い 。 も し 世の中 に 一 千 億 ダラ ー の 宝 
石 が ある と し て も 、 あ の 薄 う す 青 あお 色 の 浴 す みき っ た 睡 に は 太 た 
月 ち 打 ち で き な い だ ろう つ 。 あ ん な 目 を し て る っ て こと は 、 心 の 中 ま 
で きっ と めちゃ くち ゃ きれ いな ん だ ろ つ な 。 そ ん な こと を 考え て い 
た ら 、 男 が こっ ち を 見 て いる こと に 気づい て 、 ボ ダダ グ は 大 お お 層 
あわ て で 目 を そら し た 。 や べ え 、 と 思っ た 。 お れ な ん か が 見 た ら 、 
あの 瞳 が 曇 く も っ ちまう ぞ 。 お れ は 生ま れつ きも の すご く 本 み に く 
いか ら 、 き れい な も の みん な 、 汚 よ ご し ちまう 。 も っ た いね え 。 


その と き 男 が 「 くる か いい ! 」 と 吉 っ た の だ 。 


男 の 連 れ が 男 に 何 か 文句 を つけ た 。 そ れ に 対す る 男 の 返事 を 、 
は っ きり と ボ ダ ダ グ は 覚え て いる 。「 だ っ て 、 つ いて きた そう に し 
て いる よう に 見 えた か ら サ 。 何 か 問 題 が ある の か い ? 」 


た し か 取り 立て 屋 が 笑い だ し て 、 ボ ダダ グ の 蛋 を 抱 だ いた 。「 よ 
し 、 わ か っ た 。 何せ 、 我 ら が 大 属 の 仰 お お せ だ か ら な 。 お 前 さん 、 
飲め る な らち ょ っ と つき あえ 。 飲め な きゃ まあ 、 氷 水 で も ちび ちび 
飲 や っ て りゃ いい さ 」 


どこ か の 店 に 連れ て ゆか れ 、 男 の 隣 と な り の 席 に 座ら され て 、 酒 
の 味 を 初め て 知っ た 。 男 の 連れ の 中 に は ボ ダ ダ グ の 容姿 に つい て さ 
ん ざん こき お ろ す 者 も いた が 、 殴 られ た り 跳 られ た りす る こと は な 
か っ た 。 そ の 日 は 朝方 に 店 を 出 て 、 男 た ちと 別れ た 。 


それ 以来 、 ボ ダダ グ は 男 を 捜 さ が し つづ けた 。 三 度 、 あ と を つけ 

て 、 た ぶん 、 男 に は 気づか れ て いた 。 四 度目 の 尾 び 行 こう の 最 中 さ 
な か 、 男 を 見 失っ た と 思っ た ら 、 ど うつ いう わけ か す ぐ そ ば に いた 。 
男 は あの 薄 青 色 の 瞳 で まっ すぐ ボ ダ ダ グ を 見 すえ て 吉 っ た 。「 ボク 
ら の 仲間 に な る か い 」 


仲間 っ て 、 何 な ん だ ろ つ な 。 


まあ 、 お れ に と っ て は 、 す べ て だ な 。 ぜ ん ぶ 、 だ よ な 。 他 ほ か に 
は 何 も い ら ね えっ て より 、 何 も ね え し な 。 


だ か ら 、 お れ み た いな の は 、 本 当 は いね え ほ う が いい と 思う ん だ 
けど よ 、 で も 、 お れ に は 他 に 何 も ね え わ け だ か ら 、 昼 ク 飯 ラ 時 ン の 
た め に ああ し ろ こ うし ろ っ て 吉 わ れ た ら 、 そ りゃ あ 、 や る よ な 。 何 
だ っ て 、 や る よ 。 や っ て や る よ 。 死ね っ て いつ な ら 、 今 、 こ こ で 、 
すぐ 死ぬ よ 。 


そん な こと 、 ア ジア ン は 吉 わ ね え け ど な 。 吉 われ な く て も 、 そ う 
し た ほう が いい な ら 、 お れ 、 や る よ 。 いつでも 死ぬ よ 。 だ っ て 、 お 
れ 、 幸 せ だ か ら な 。 は っ きり 吉 っ て 、 お れ は 不細工 で 能 な し で 生き 
て る 価値 も ね え け ど 、 仲 間 が いて 、 一 人 じゃ な く て 、 幸 せ だ か ら 
な 。 こ ん な クズ 以下 の クズ が 、 誰 より も 幸せ な ん だ か ら な 。 お れ は 
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ろ 。 思 い 残 すこ と な ん て 、 ひ と っ つも ね えも ん な 。 


ー ボ ンド ! だ か ら よ 、 お 、 お まえ は 離 は な れる な っ て ! ト 
KX 口 口 ! だ 、 だ め だ っ て 、 占 つ ら な いと か し て る 場合 じゃ ね え 
ん だ か ら な ! ちょ っ と 我 が 慢 まん し て 、 お と な し くし て ろ 「! 」 


昼飯 時 ラン チタ イム は エル デン か ら 脱 だ つ 出 し ゆ つ し よう と し て 
いる 。 どう も ラフ レシ ア 第 三 帝 て い 国 こく が 攻 せ め て くる らし い の 
で 、 絶 対 に 狙 ね ら わ れる 首都 に いた ら 危 な い 。 と りあ え ず エル デン 
を 出 て 、 仲 間 の 一 人 の ドル ゲイ が 以前 、 頭 を 張っ て いた 山 さん 賊 ぞ 
く の 砦 と り で に 身 を 寄せ る か 、 先 方 が 受け 容 い れ て くれ な い ) 場 合 
民 、。 乗 づ どっ で し まう 予定 だ 。 


と は いえ 、 エ ルデン を 離れ よう と し て いる 者 は 多い 。 と て つも な 
く 、 多 い 。 


現在 、 エ ルデン で も っ と も 人 口 密度 が 高い の は 、 四 つ あ る 門 の 付 
ea それ か ら 二 つ あ る 王立 銀行 の 周辺 だ 。 銀行 に 預け て ある 金 を 
下ろ し て 、 エ ルデン か ら 抜 ぬけ だ す 。 誰 も が そう し た いと 思っ て い 
る か ら 、 銀 行 の 窓口 は 数 寺 人 待ち で 常時 乱 ら ん 闘 と う 状 態 だ と いう 
し 、 門 は ほぼ 完全 に つっ か えて いる 。 金 は 資産 家 の リ ー・ ブ ラッ ク 
や クラ ラ あ た り が そう と うな 額 の 現金 を 持っ て いる し 、 戦 争 に な っ 
た ら そ れ ど ころ で は な いか ら ひ と まず あき ら め る と し て も 、 門 を 通 
ら な いと 外 に は 出 ら れ な い 。 普 ふ 通 つう の 方 法 で は 、 ど つや っ て も 
門 を 通る こと は で きそう に な いし!。 


「 そろ そろ だ 」 前 の ほう に いる 宇 切 が 野 太い 声 を 出し た 。「 進む 
ぞ 」 


ボ ダ ダ グ を ふく め た 昼飯 時 ラン チタ イム の 一 隊 は 、 ひ と か た まり 
に な っ て 小道 を 進ん だ 。 門 へ と 繋 つ な が る 四 つ の 大 通り と 、 そ の 大 
通り に 流れ こむ 通り は 今や どこ も 混み あっ て いる か ら 、 こ の 細い 小 
道 を 制圧 し て マー ベラ ス ・ グ ッ ダ ー・ ス トリ ー ト に 近づく の も 一 苦 
労 だ っ た 。 と いっ て も 、 ボ ダダ グ は ボン ド 、 ト ト 、 ロ ロロ の 面 めん 倒 
どう を 見 て いた だ け だ 。 楽 を し て いて 申し 訳 な い が 、 ボ ダダ グ に で 
きる こと は この 程度 が 関の山 な の で 、 し ょ う が な い 。 ち な み に 、 人 
が 少な め の 通り を 占い で いく つか 見 つけ た の は 、 ト ト と ロロ の 手 て 
柄 が ら だ 。 二 人 も ちゃ ん と 役に立っ て いる 。 


「 ボ ンド は 、 絵 が うめ え し な .… っ て 、 そ 、 そ っ ち じ ゃ ね えっ て 
ば 、 ポ シド こつ ち だ こっ ち 。 そ 、 そっ ち 行 っ た ら 、 戻 も どっ ち 
まつ だ ろ 。 トト 、 品 ロロ は き 、 き て る な 、 よ し .…… 四 


お つる まぐ マー バラ スズ グッ ダ ニッ スト リー トド だ 。 


隊列 の 先頭 に 立っ て いる アン ガル セン が 足 を 止め た 。 ア ン ガ ル セ 
ン の 向こう に は 壁 か べ が ある 。 壁 と いっ て も 、 向 か っ て 右 、 東 へ 東 
へ と 移動 し よう つと し て いる の だ ろう が 、 ほ と ん ど 進 ん で いな い 、 人 
間 た ちの 壁 だ 。 祝 花 が 雷 切 の 背中 を つつ いた 。 「 時 間 」 


「 おう 」 宇 切 は 半分 だ け 振 ふ り 向 き 、 た くま し い 腕 つ で で 祝 花 を 抱 
きよ せ て アン ガル セン の 横 に 進み で た 。 白妙 と ミ ョ ー チ が 、 ア ン ガ 
ル セ ン と 雷 切 、 祝 花 の 後ろ に つい て 、 ボ ダダ グ と ボン ド 、 ト ト 、 ロ 
口 、 寂 星 、 レ イジ 兄妹 きよ うだ いも 、 ぎ ゅ うつ ぎゅう 詰 づ め に な る ま 
で 互 た が い の 距 きよ 離 り を 狭 せ ば め た 。 


「 始ま っ ちまう ぞ 、 お い 」 アン ガル セン は 真ん中 分 け の 金 きん 髪 ば 
つ を か き あ げ て 、 何 度 も 鼻 を 鳴ら し た 。 「 準備 だ 、 準 備 。 準 備 し ろ 
よ 、 く そっ た れ ど も 。 ま ず は あれ 、 心 の 準備 な 


気 ど り 屋 で ずる 賢 が し こい が 、 ア ン ガ ル セ ン は けっ こう 小心 だ 。 
声 が ちょ っ と 震 ふ る えて いる し 、 か な けり 緊 き ん 張 ち よう し て いて 、 
怖 お じ 気 け づ いて さえ いる の か も し れ な い 。 ボ ダダ グ も 意 い 気 く 地 
じ な し だ が 、 今 は まる っ きり 恐 お それ て いな か っ た 。 だ っ て 、 心 配 
する こと な ん て ね え だ ろ 。 つ まく いく に 決ま っ て ん じゃ ね え か よ 。 
むし ろ 、 楽 し みな くら い だ け ど な 。 お れ は 、 わ くわ くし て る けど 
な 。 


今 か 今 か と 心待ち に し て いた その 瞬 し ゆん 間 か ん は 、 す ぐに や っ 
て きた 。 


この 通り は 暗い が 、 マ ー ベ ラス ・ グ ッ ダ ー・ ス トリ ー ト に は 街路 
灯 が 設置 され て いる の で 、 い くら か が 明るい 。 


その マー ベラ ス ・ グ ッ ダ ー・ ス トリ ー ト の 上 空 一 と いっ て も 地上 
か ら 五 、 太 メー テル の 低空 を 、 何 か 黒い 影 か げ が も の すご い 速 度 で 
飛ん で いっ た 。 


「 お お ぉ っ .…… ! 」 ボ ダダ グ は 目 を 見 開き 、 白 妙 と ミ ョ ー チ を 押し 
の け て アン ガル セン と 二 切 の 間 に 割 りこ ん だ 。 東 の ほう を 見 る と 、 
ちょ うど 黒い 影 が 急 旋 せ ん 回 か いし た と ころ だ っ た 。 マ ー ベ ラス ・ 
グッ ダー・ ス トリ ー ト を 埋 う つめ つく し て いる 人 々 も 、 黒 い 影 の 存在 
に 気づい た よう だ 。 


人 R 粒 | リ /= 生 粒 9 RPC 75」「 で か い ぞ ! 」「 夜 な の に 」「 何 だ よ 」 
「 お い 、 あ れ - 一 」 


黒い 影 を 見 上 げ る 者 が いる 。 指 さす 者 が いる 。 その間 も 黒い 影 は 
彼ら の 頭上 を 飛び 交 う 。 黒 い 影 は ー つ な の に 、 と て つも な く 速 いせ 
いで 、 乱 れ 飛 ん で いる よう に 見 える の だ 。 実際 に は それ ほど 接近 し 
て いな く て も 、 ぶ つか っ て きそう な 気 が し て 、 悲 鳴 を あげ る 者 が い 
る 。 伏 ふせ る 者 が いる 。 伏 せよ うと し た 者 に 突 つ き 倒 た お され る 者 
が いる 。 昼間 な ら 、 常 人 並み の 視力 で も 黒い 影 の 形 を な ん と か 視 し 
認 に ん で きた か も し れ な い が 、 今 は 夜 一 そろ そろ 深夜 だ 。 街 路灯 程 
度 の 明か り で は 、 そ れ が 黒い こと 、 田 つ ば さら し きも の を 備え て い 
る こと 、 そ こら で 見 か ける 鳥 よ り は だ いぶ 大 きい こと くら いし か わ 
か ら な い 。 人 々 は 正体 不明 の 黒い 影 に 驚 お どろ き 、 居 お び え 、 恐 れ 
ee 


「 ば 、 化 物 だ .………… ! 」 と 誰 だ れ か が 叫 さ けん だ 。 あ りえ な いこ と で 
は な い 。 こ こ は エ ルデン だ 。 過去 に は あの S TI X が 巨人 族 ギ ガン ト 
や 半 鬼 人 人 ハーフ オ ー ガ と いっ た 異形 の 者 ども を 率い て 暴れ まわ っ た 
こと も ある し 、 巨 きよ 大 だ いな ギ ニ ェ ス 大 亜 あ 鳥 ちよ た うつ が エル デン 
の 空 を 飛ん だ こと も ある 。 本来 、 ア ンダ ー グ ラウ ンド か ら 出 て くる 
は ず の な い 上 異 界 生 物 フ リー クス ども が 、 地 上 で 狐 も う 威 い を 振る う 
と いう 事件 も あっ た 。 エ ルデン で は 何 が 起こ っ て も お か し く は な い 
の だ 。 た だ で さえ と ん で も な いこ と に な っ て いる の に 、 こ の 上 さら 
に 由 々 し き 事 態 が 発生 し た と し て も 、 和 驚 くに 値 あ た いし な い 。 悪 い 
こと は だ いた い 重 な る も の だ 。 泣き っ 面 つ ら に 蜂 は ち ど こ ろか 、 泣 


き べ そ を か いて いた ら 八 や つ 裂 ざき に され か ね な い 。 何しろ 、 こ こ 
は エル デン な の だ 。 


「 た 、 助 け て くれ ! 」「 人 逃 に げろ .…….…… !」「 押 す な 」「 どけ! 」 
「 痛い 痛い 痛い 痛い .…… 1 」 


や ば そう な と き は 二 つ に 一 つ だ 。 知 らん ぷり を 決め こむ か 、 一 目 
散 に 逃げ だ すか 。 こ の 状 じ よう 況 きよ う で は 逃げ る し か な い が 、 こ 
う 混 みあ っ て いる と 、 逃 げ よ うに も 逃げ られ な い 。 黒 い 影 が 高度 を 
上 げ 下 げ し な が ら マ ー ベ ラス ・ グ ッ ダ ー・ ス トリ ー ト の 上 を 飛び ま 
わっ て 、 混 乱 に 拍 は く 車 し や を か けた 。 進 び こ と は で き な い 、 戻 ろ 
うに も 戻れ な い 、 と に か く マ ー ベ ラス ・ グ ゲ グッ ダー・ ス トリ ー ト か ら 
離れ た い 。 横道 だ 。 

横道 に 逃げ こめ 。 

ボ ダ ダ グ た ちがい る 通り に も 大 勢 が 殺さ つ 到 と うし て きた 。 押 し 
よせ て くる 青 前 だ っ た 。 

黒い 影 が 空中 で 急 に 静止 し た 。 

ずっ と 黒い 影 を 目 で 追っ て いた ボ ダ ダ グ に は 、 は っ きり と 見 え 
た 。 す げ え 。 

すげ えな 。 す げ え よ 。 す ご すぎ だ ろ 、 ア ジア ン 。 

だ っ て 、 羽 が 生え て いる 。 黒 い 細 だ 。 

アジ アン は 黒い 仮面 を つけ て いる 。 顔 は 見 えな い 。 で も 、 や っ ぱ 
けり き れい だ 。 と て つも な くき れい だ 。 あ あい つの 、 美 し いっ て いう 
ん だ ろ 。 お れ な ん か が 日 に 出 し た ら 、 美 し いっ て 吉 葉 が 汚 き た な く 
な っ ちまい そう だ け ど 。 


「 耳 、 ふ さげ ! 」 と 十 切 が 怒 ど 鳴 な っ た 。 

アジ アン が 右手 で 泣き 叫ぶ 短 た ん 剣 け ん を 抜 ぬ いて 、 左 手の甲 こ 
うに 突き 刺さ し た 。 け っ こう 距離 が ある の で 、 さ す が に 聞こ えな 
か っ た が 、 き っ と こう 咳 つぶ や いた こと だ ろう 。 

キミ よ 、 泣 き 叫 べ 。- 一 「scream, baby. 」 と 。 

ae ュ 」 ボ ダダ グ は 目 を し ば た た か せ た 。 ア ジア ン に 見 と れ て い 


て 、 耳 を ふさ ぐ の を 忘れ て いた 。 そ れ な の に 、 ふ さ が れ て いる 。 自 
分 の 手 で は な い 。 後 ろか ら -- ボ ンド か 。 


百 の 、 千 の 、 万 の 、 そ れ 以 上 の 、 切 り 膨 く よ う な 、 揺 か き 乱す 、 
ご ちゃ 混ぜ に する よう な 、 打ち 砕く だ こう つと する 、 款 し み の 、 恐 き 
よう 怖 ふ の 、 苦 痛 の 、 絶 望 の 叫び 声 が 、 降 り そ そ いで きた 、 撤 まき 
散ら され た 、 省 さ く 任 れ つ し た 。 そ れ は 音 と いう つよ り も 威力 だ っ 
た 。 ほ と ん どの 者 は し ゃ が お か 座り こむ か 伏 す か し て 頭 を 抱か か え 
た が 、 そ うす る こと で 耐 た えよ うと し て いる の で は な い 。 他 ほ か に 
は どう し よう も な い の だ 。 


ボン ド が 両 耳 を ふさ いで くれ て いる の で 、 ボ ダダ グ は それ で も い 
くら か まし だ 。 そ う は いっ て も 、 脳 が 、 身 体 か ら だ の 中 心 が 、 奥 の 
ほう が 激しく 揺 ゆ さぶ られ て 、 涙 な み だ が 勝手 に あふ れ て くる 。 こ 
の 声 を 聞い た の は 、 こ れ が 初め て で は な い 。 聞く たび に 、 ボ ダダ グ 
は 謝り た く な る 。 ご めん な さい 、 ご めん な さい 、 ご めん な さい 。 本 
当 に ご めん な さい 。 何 も か も ご めん な さい 。 生 まれ て き て ご めん な 
さい 。 ま だ 息 を し て いて ご めん な さい 。 ボ ダダ グ が お か し い の か 。 
違 ち が つう 。 実際 、 マ ー ベ ラス ・ グ ッ ダ ー・ ス トリ ー ト で この 圧 あ つ 
倒 と う 的 な 泣き 叫ぶ 声 を 聞い て いる 者 た ちの 中 に も 、 手 を あわ せ た 
け 頭 を 下げ た りり し て 、 深 な が ら に 謝 四 し て いる 男女 の 姿 が ちら ほら 
見 受け られ る 。 の た うち 回 る 者 も いる 。 喉 の ど を か きむ し っ て いる 
者 も いる 。 自分 で 自分 の 首 を 絞 し め て いる 者 も いる 。 た だ た だ 紹 こ 
まっ て 固 え て いる 者 も いる 。 


悔 か い 展 こん と 恐怖 と 狂 き よう 気 き と 絶 宣 の 上 に 、 を 皇 が ら 血 を 
流し て 、 黒 い 細 を 生やし た アジ アン が 君臨 し て いる 。 


この 世 の も の と は 思え な し 1。 
残 ざ ん 酷 こ く で 、 ど こま で も や さ し い 、 神 さま みた い だ 。 


「 行 く ぞ ! 」 雷 切 が 祝 花 を 抱か か えて 走り だ し 、 ア ン ガ ル セ ン が 、 
ミ ョ ー チ が 、 白 妙 が つづ いた 。 


ぼ ぽ ぼんやり し て いた ら 、 レ イジ 妹 に サハ ・ リ ドル 作 「 道 徳 刀 」 の 柄 
つか で ど つ か れ た 。「 ヤ イ この 腐 く され 大 福 早く 行け 邪 じ や 魔 ま 
だ っ つの GTHA!」 


レイ ジ 兄 と レイ ジ 妹 の 二 人 は 、 正 真正 し よう 銘 め い の 毅 し 屋 だ 。 
仲間 の 息の根 は 止め な い が 、 半 級 し くら い に は 平気 で する か も し れ 


な い 。 


ボ ダ ダ グ は 慌 あ わ て て 駆 か け だ そう と し て 、 ボ ンド の こと を 思い 
だ し 、 大 慌て で 振 必 けり 返 っ た 。 


ボン ド は 涙 と 鼻水 と 嘩 だ 液 え き を 垂れ 流し て 白目 を 后 む き 、 泡 あ 
わ を 吹 ふ いて いた 。 ボ ダダ グ は ボン ド に 耳 を ふさ いで も ら っ た が 、 
代わ り に ボン ド は あの 泣き 叫ぶ 声 を まとも に 聞い た の だ 。 胸 が ぐ 
わっ と 熱く な っ た 。 


「 お 、 お まえ 、 人 バカ だ な ! お 、 お れ な ん か の た め に .……… ! 」 ボ ダ 
ダグ は し ゃ が みこ ん で いた トト と ロロ を 急い で 立た せ 、 ボ ンド を 背 
負っ た 。 ボ ンド は 痩 や せこ け て いる の で 軽い 。 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ 
だ 。 行 ける 。 と いう つか 、 行 か な いと いけ な い 。 


祝 花 を 抱 だ いた 雷 切 と アン ガル セン は 人 々 を 押し の け 、 た ま に 牙 
ふみ 越 こ えて 、 ど ん どん 東 へ 東 へ と 向かっ て いる 。 ミ ョ ー チ と 白妙 
も 遅 お くれ ず に つづ いて いる 。 


少し 離 は な れ た 場所 で 、 リ ー・ プ ラッ ク 、 リ ョ ー ヨ ルカ 、 シ ャ マ 
二 、 オ ー ノ 、 ド ル ゲ イ ら 、 ダ リエ ロ 組 の 連中 が 大 暴れ し て いる の が 
見 えた 。 だ 、 だ 、 大 丈夫 か な 、 あ いつ ら 。 や りす ぎ ね えと いい け 
ど 。 


「 ボ ダダ グ 」 と 後ろ か ら 声 を か けら れ た 。 寂 星 ど だ 。 ち ょ っ と 皮肉 っ 
ぽく て 冷静 な 男 だ が 、 レ イジ 兄妹 きま よう だい ほど で は な い に し て 
も 、 怒 お こら せる と けっ こう 怖 こ わい 。 


「 ト ト 、 口 口 ! つ 、 つ いて くる ん だ ぞ ..……. ! 」 ボ ダダ グ は 走り だ 
し て 、 う ずく まっ て いる 男 の 診 か た に 足 を か け 、 誰 か の 背負 い 袋 ぶ 
くろ を 踏み つけ て 、 東 を 目指 し た 。 昼 飯 時 ラン チタ イム と その 関係 
者 若 じ や つ 千 か ん 名 は 、 東 門 か ら エ ルデン を 出る 。 一 人 た り と も 欠 
け て は な ら な い 。 ア ジア ン が 率 し お 。 見 知ら ぬ 他 人 の 心配 な ん か し 
て る 場合 じゃ ね えん だ 。 お れ は お れ の や る こと 、 や ら ね えと .……… ! 


同時 刻 許 維 


小さ な ろ う 獄 ご く の 外 は ずい ぶん と 騒 そ う 々 ぞう し い 。 何 が 起 


こっ て いる の か 。 正確 に 知る すべ は な い が 、 宇 獄 は マー ベラ ス ・ 
グッ ダー・ ス トリ ー ト と 環 か ん 状 じ よう 通 ど お り が 交わ る 場所 に 
あっ て 、 そ の 唯 ゆ い ー い つの 囚 し ゆう 人 じん で ある 彼 は 、 し ば らく 
前 か ら 東 門 へ と 向かう 大 勢 の 男女 の 姿 、 そ し て 多数 の 馬車 を 目 に し 
て いた 。 ど うつ や ら 人 々 は 、 こ の エル デン か ら 逃 に げ だ そう と し て い 
る よ つ づつ だ, 


エル デン で 何 か が 起こ っ て いる の か 。 そ れ と も 、 エ ルデン の 人 外 
で 、 な の か 。 


そう か と 思え ば 、 つ い 先 刻 か ら 人 の 流れ が 逆流 し は じ め た 。 東門 
方 面 か ら 環状 通 へ 、 あ る い は エル デン 中 心 部 へ 。 彼 ら 、 彼 女 ら は 混 
乱 し て いて 、 処 き よう 慌 こう に 陥 お ちい っ て さえ いる よう だ っ た 。 
中 に は 覧 か ん 獄 ご く を 乗り 越え て ゆく 者 も いた 。 


「 どう も .…… よ く な い 予 感 が する ね え .…… 四 


腸 は ら わ た が 己 お の れ の 意思 と は 関 か か わり な く 暮 し ゆん 動 ど う 
し て いる 。 そ ん な 感覚 が 彼 の 精神 の 表面 に さざ波 を 立て て いる 。 


「 こ ん な 夜 に は ..…… せ …. 2 さて .… 何 も 思 い だ せ や 
し な いし 、 何 一 つ 浮 うか ば な いよ .……. KA 」 


いずれ に し て も 踏み と ど ま る だ けさ 、 と 彼 は 忠 い た 。 
それ が 暫 ち か い だ 。 相 手 の な い 匠 い だ 。 


省 み と ど ま る だ け の 彼 を 省 か えり みる 者 は も は や 皆 か い 無 む に 近 
く 、 彼 に は 価値 な ど な い 。 


無 価値 で あ る こと が 恐 き よ う 怖 ふ だ ラジ た 。 無視 され た く な か っ 
た 。 注目 を 浴び た か っ た 。 簡単 に 吉 っ て し まえ ば 、 よ うす る に そう 
いつ うこ と だ 。 変 わっ て いな い 、 と 彼 は 思う 。 こ うな る 人 遥 は る か 前 か 
ら 、 幼 い 子 供 の ころ か ら 、 彼 は そう だ っ た 。 ば ぼく を みて よ ! ぼく 
の は な し を きい て よ ! ぼく を みとめ て よ ! SOS! メー 
デー! メー デー! た すけ て ! た すけ て ! 


きみ の 中 に 、 ぼ ぽ ぼく は いま すか 。 ぼ ぽ ぼく は ここ に いる よ 。 み と め て 
よ 。 つ けい れ て よ 。 


いつ だ っ て 他人 の 目 を 気 に し て いた 。 司 お び え て いる こと を 知ら 
れ た く な く て 、 虚 きよ 勢 せ い を 張っ て いた 。 ば ぼく は こわ く な ん か 、 


な い ぞ 。 気 が 弱 いく せ に 、 ふ て ぶ て し いふ けり を し て 、 そ れ が 板 に つ 
いて し まえ ば 、 泣 き 虫 を 踏み に じ っ て も 心 が 痛 ん だ し な い 。 自 分 
が 踏ま れ た と き に 、 思 い だ す 。 あ いつ 、 あ の と き 、 き っ と 、 い た 
が の ら だ ん る つが 。 


だ か ら ど うし た っ て ん だ 。 ぼ ぽく の 知っ た こと じゃ な い 。 弱虫 の 、 
泣き 虫 の 、 あ いつ が 悪い 。 そ うだ ろう ? 違う ? 違わ な い だ ろ 
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な ん て こと は な い 。 あ り ぶ ふれ た 、 ど こ に で も いる - い や 、 あ の と 
き は 、 あ の 国 に は 、 0 1 才 E 半 75 本 当 に な ん て こ 
と は な い 、 ぼ く 。 遠い 、 遠 遥か な 昔 。 シブヤ ・ イ チル 。 渋谷 一 
流 。 名 前 が よく な か っ た 。 所 いち る 、 じ ゃ な く て 、 い ち 
! け ) ゅ つ 。 そう 読ま れる に 決ま っ て いる 。 変 な 名 前 、 つ ける な よ 。 名 
前 ? つけ た ? 誰 だ れ が ? 名 付け 親 。 誰 だ っ た っ け 。 そ う 、 親 
だ 。 親 。 父 さん 。 母 さん 2 パパ ? ママ ? 覚え て な いな 。 パパ 
も 、 ママ も モ 、 思い だ せな し !。 和 志 は ず まだ 。 絶対 に いた は ず な ん だ け 
ど 、 わ か ら な いよ 。 


息 お そる し いこ と が 起き た ん だ 。 と っ て も 、 も の すご 53 邊 ろ し 
いこ と が 。 た くさ ん 、 た くさ ん 、 起 きた ん だ 。 そ し て 、 も っ と ひど 
いこ と が 起き よう と し て いた 。 み ん な その こと で 頭 が いっ ぱい で 、 
その 話 ば か !) し て いた 。 どこ で も 、 か し こ で も 。 世 界 は 昼間 で も す 
こぶ る 暗かっ た 。 世 界 を あたため て 、 す べ て の エネ ルギー 源 に な っ 
て いる は ず の 日 ひ 射 ざし より も 暗い も の が 、 重 く 、 重 く 、 世 界 に の 
し か か っ て 、 覆 お お い 尽 つく し て いた 。 


も うそ れ が 誰か な ん て 覚え て いな いけ ど 、 と に か く 誰 か が こん な 
こと を 話し て くれ た ん だ 。 LUU 1! かい 、 こ れ は みん な 、 き み の せ い 
じゃ な い 。 ぼ ぽ ぼく のせ いで も な い 。 一 つ ー つ は 族 か が や っ た こと か も 
し れ な く て 、 そ の 誰か の せい か も し れ な い 。 で も 、 誰 も 、 結 局 、 誰 
も 、 こ うつ な る こと を 止め られ な か っ た 。 本 当 は わか っ て いた 、 こ う 
な る ん じゃ な いか っ て 、 い つこ うな っ て も お か し く な いっ て 、 警 告 
し て いた 。 そ ん な ふう に 吉 う や つも 大 勢い た 。 た と えば シー オー 
ツー と 。 温 暖 化 は さか ん に 貴 け ん 伝 で ん され て 、 事実 、 気 温 は 上 が 
りつ づけ た し 、 あ る と き を 境 に 、 主 要 な 穀物 を ふく お む お あり と あら ゆ 
る 種類 の 作物 が 、 そ こら じゅ う で 不作 に 見 み 舞 まわ れる よう に な っ 
た 。 毎年 、 毎 年 だ 。 食 し よく 糧 り よう 難 な むん が ひっ きり な し に や っ 
て き て 、 つ い に は 恒 こ う 常 じ よ う 化 し た 。 温 暖 化 だ け じ ゃ な い 。 拝 
は い 出 し ゆ つ され る 膨 ぼ う 大 だ いな シー オー ツー が 海 に 吸収 され る 
こと に よっ て 、 二 千 百 年 まで に 海水 の ペー ハー が 七 ・ 八 まで 下がる 


と いう 予測 が 今世紀 の 初め に は 出さ れ て いた 。 そ れ な の に 、 耳 を 貸 
す 者 は 少な か っ た し 、 実 際 に は その 倍 以 上 の 速度 で 酸性 化 が 進ん 
だ 。 急 激 す ぎる 酸性 化 は 生物 の 大 量 絶 ぜ つ 滅 め つ を 招い て 、 生 熊 系 
へ の 大 きす ぎる 影 え い 響 きよ う は ぼく ら に も 当然 、 及 お よ ば な いわ 
けが な か っ た 。 数 々 の 危機 を 乗り 越え る た め の 技 術 革新 は 格差 を 是 
ぜ 正 せい する どこ ろか 拡大 し て 、 虚 きよ 飾 し よく や お 為 た め ご か し 
や ご ま か し が 后 は ぎ と られ 、 諾 つる わし い 善 意 も 吹 ふ き 飛 ば され 
た 。 こ うし て 搾 さ く 取 し ゆ に よっ て 成り 立っ て いる 構造 が 誰 の 目 に 
も 明らか に な る と 、 主 義 主 張 も 宗教 も 、 何 も か も が 奪う ば いと る た 
め の 手 段 と し て 堂々 と 利用 され る よう に な っ た し 、 そ の こと を 了 駅 は 
じ る 前 に まず サバ イ バ ル し な きゃ いけ な い 。 だ いた い 、 問 題 は た く 
さん 、 た くさ ん 、 あ りす ぎる ほど あっ て 、 複雑 に 入り 組み 、 関 係 し 
あっ て 、 こ ん が ら か っ て いて 、 ど つや っ た っ て 解き ほ ぐ せ そう に な 
か っ た 。 先行 き は 不 必 透 と う 明 めい どこ ろか 暗かっ た 。 み ん な 不安 
だ っ た 。 不安 は 自制 心 を 叩 た た き 壊 こわ し て 、 愚 お ろか で 豆 あ われ 
な 煽 せん 動 ど つう 者 と その 追従 者 を 大 量 に 生み だ し た 。 理 性 を 失わ 
ず 、 ど うに か し よう と する や つ だ っ て いた 。 上 真 し ん 剣 け ん に 討論 
る 者 、 迅 じん 速 そ くに 行動 する 者 、 分 か ら ず 屋 と 争う 者 、 打 開 す る 
た め に 手段 を 選ば な い 者 も いた 。 だ けど 、 誰 も 、 結 局 、 誰 に も 、 こ 
つう な る こと を 止め られ な か っ た 。 止まら な か っ た 。 遅 お そ か っ た ん 
だ 。 遅 すぎ た 。 手 て 遅 お くれ だ っ た 。 だ か ら 、 こ れ は みん な の せい 
だ 。 き み の せ い だ 。 ぼ く の せ い だ 。 誰 か 一 人 一 人 の せい だ 。 み ん な 
の せい だ 。 こ うな る こと を 、 み ん な が 選ん だ ん だ 。 


ぼく に は よく わか ら な か っ た な 。 何 を 吉 っ て る ん だ よっ て 感じ 

だ っ た 。 み ん な の せい ? そん な の 馬 ば 鹿 か げ て る 。 だ っ て 、 ぼ ぽく 
は 何 も し て な い 。 そ ん な こと に は これ っ ぽ っ ち も 手 を 貸し て な い )。 
物心 が つい た ころ に は 、 も うつ こう だ っ た ん だ か ら 。 ぼ くに 何 か で き 
た と は 思え な い 。 ぼ くに は 責任 な ん か な い 。 ぼ く は 一 俺 は た だ 、 暗 
い 、 暗 い 世 界 が た ま ら な くい や で 、 誰 も 俺 を 見 て くれ な い の が いや 
で 、 た ま ら な く な る と いつ も 歌 を うた っ て いた 。 声 を 張り あげ て 、 
歌 ば か りう た っ て いた 。 それだけ だ っ た 。 


現実 感 り アリ テイ ー な ん て な か っ た よ 。 


ひど いこ と だ ら け で 、 何 が 起こ っ て も めずらし く な く て 、 ど うし 
よう も な いこ と に 慣れ きっ て いて 、 慣 れる し か な く て 、 こ れ が ぜん 
ぶ 嘘 うら そ じゃ な く て 本 当 な ら 、 救 が な い 。 そ うさ 。 救 いな ん て な 
い 。 救 い だ と 信じ た 、 す べ て が まや か し だ っ た 。 そ ん な も の は な 
か っ た ん だ 。 


運 が 悪かっ た よ な 、 と 誰か が 吉 っ た 。 不幸 な 時 代 に 生ま れつ いた 
ん だ よ 。 も っ と ま し な と き に 生ま れ た か っ た な 。 


「…… で も 、 俺 は 生き て る 」 

彼 は 笑っ た 。 

か すれ た 笑い 声 し か 出 な か っ た 。 お か し か っ た 。 

「 ず いぶ ん と まあ .……. 長 い 時 間 が か か っ た も の さ .… ぼ …」 


彼 は 狭 せ まい 生 ろ う 獄 ご く の 中 で 大 の 字 に な っ て 横 に な っ て い 
る 。 天 て ん 井 じ よう の 高 さ は ー メ ー テ ル ほ ど だ 。 か つて は 両手 の 甲 
こう 、 十 本 の 手指 、 両 り よ う 肘 ひじ 、 両 り よ う 診 か た 、 腹 部 、 両 り 
よう 脚 あ し の 付け 根 、 両 り よ う 膝 ひざ 、 左 右 の 足首 に 杭 く い を 打ち 
こま れ 、 十 七 の 柳 か せ を 飲 は め ら れ て いて 、 ほ と ん ど 微 び 動 どう だ 
に で き な か っ た が 、 今 は その 気 に な れ ば 腕 う で や 脚 は 動か せる 。 自 
ら 望 ん で 定 獄 に 入っ て か ら こ れ ま で の 間 に 、 大 勢 が 鉄 格 ご う 子 し の 
隙 す き 間 ま か ら 槍 や り だ の 何だ の で 彼 の 肉体 を 思う さま に 傷つけ 
た 。 強酸 の 液体 を ぶっ か けら れ た こと も ある 。 油 を ひっ か けら れ 、 
火 を つけ られ た こと も 。 そ うし て 痛ん で は 再生 する うち に 、 ほ と ん 
どの 杭 や 杉 が 彼 の 身体 か ら だ か ら 抜 ぬけ 、 外 れ て し まっ た 。 動き ま 
わる こと は で き な い に し て も 、 体 勢 を 変え る こと くら い は で きる だ 
ろう 。 し か し 、 彼 は 動か な い 。 動 か ず に いる 、 ひ どく 、 こ れ 以 上 な 
い ほ ど 限 定 さ れ た 、 こ こ が 彼 の 世界 だ 。 


で も 、 生 き て る 。 
1 旨い み と ど まる さ 。 何 が あろ うと 、 ね え .……… 『 

彼 は し ば らく の 間 、 鉄 格子 を 叩い た 者 の 存在 に 気づか な か っ た 。 
や が て その 何者 か が 屈 か が ん で 鉄格子 の 隙間 か ら 顔 を の ぞ か せ 
た 。 彼 は 胸 を 突 つ か れ て 息 が 止ま りか けた 。 何者 か は 頭 ず 巾 き ん を 
被 か ぶっ て 顔 を 隠 か くし て いた が 、 す ぐに 誰 だ れ か わか っ た 。 彼女 
だ と 思い は し た も の の 、 に わか に は 信じ られ な か っ た 。 こ れ は 夢 な 
の で は な いか 。 都合 の いい 夢 く らい 見 て も お か し く な い 。 そ れ が 今 
まで な か っ た こと の ほう つが 、 む し ろ 異 常 だ 。 

「 何 か - 一 」 


取り 澄 す まそ うと し て いる 自分 に 気づい て 、 自 じ 哨 ちよ うし な が 


ら も いく ぶん 落ち つき を 取り 戻 も どす こと が で きた 。 彼 は 首 を 振 
ふっ た 。 頭 が 錆 さ び た 鉄 の か た まり みた い に 重 か っ た 。 


「 会 えて 嬉 つ れ し い よ 」 


as あま り 時 間 が な い 。 手 短 に 吉 つ う 」 彼女 は そっ と た め 息 を つい 
た 。「 ラ フレ シア 上 第 三 帝 て い 国 こく の 軍隊 が 攻 せ め て くる 。 カ リオ 
サー ク は 壊 か い 滅 め つ し た 。 帝 国軍 は エル デン に まで 押し よせ て く 
る だ ろう 。 わ た し は アサ イラ ム の みん な と 一 いつ 緒 し よ に エル デン 
を 離 は な れる 」 


「 ラ フレ シア が .……… 」 
ジュ ジ か 。 


そう と し か 思え な い 。 き っ と や つが 人 和 余 を 引い て いる 。 だ が 、 な 
ぜ 。 何 の た め に 。 こ こ は グ ッ ダ ー の 国 だ 。 ど うし て ジュ ジ が グッ 
ダー の 国 を 攻め る ? 何 の 必 要 が あっ て ? 


所 し よ 座 せん 、 彼 は 政 か 帳 や の 外 だ 。 推測 し よう に も 、 手 が か り 
に な る 情報 が 少な い 。 た だ 、 ジ ュ ジ は 何 か 企 た くら ん で いる 。 そ れ 
は 間 ま 違 ち が いな い 。 ジ ュ ジ 、 ジ ュ ジ 、 ジ ュ ジ 、 い つも ジュ ジ が 何 
だ か ん だ と 策 さ く 斉 ぼう を 巡 め ぐら し て いる 。 彼 が 吉 え た 義理 で も 
な い が 、 も は や 人 の 形 す ら と ど め て いな い 、 生 き て いる の か どう か 
さえ 定か で は な いあ の 男 が 。 


1 そう か い 。 エ ルデン を 。 そ うだ ね 。 そ の ほう が いい 。 モ 
リー・ リ ッ プ ス 。 彼女 は 聡 そ う 明 めい で 強い し 、 き っ と 大 だ い 丈 じ 
よう 夫 ぶ だ ろう が 、 気 を つけ て 行く ん だ よ 。 で きる だ け 遠 く へ 逃 に 
げ る と いい !」 

「 吉 われ る まで も な し 1」 

「 あ な た も 強い 人 だ か ら ね 。 し か も 、 誰 か を 守る た め に 、 ど こま で 
も 強く な れる 。 だ けど ね 。 無茶 は いけ な いよ 。 世 の 中 に は 、 あ な た 
の 想像 を 遥 は る か に 超 こ える よう な 、 と ん で も な い 力 を 持っ た や つ 
も いる 」 

「 大 丈夫 だ 。 味 方 に も そつ いう 者 は いる か ら 」 


「 秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 と 行動 を と も に する ん だ ね 。 い いこ と だ よ 。 
ヨル ハル ン ・ サ ン ラ イズ な ら 、 自 分 自身 の 命 と 引き 替 か えにし て も 、 あ 


な た た ち を 守る だ ろう つう ,」 

「Z フ OO も いる 」 

「 も っ と 安心 だ 」 

「 だ いふ ぶ 腐 ふ 食 し よく し て いる な 」 彼女 は 宇 獄 の 鉄格子 に 掌 て の ひ 
ら を 押し つけ た 。 誰が 手入れ を する わけ で も な いか ら 、 鉄 格子 が そ 
うと う 傷 \ た ん で いる こと は 彼 も 知っ て いた が 、 力 を 加え れ ば 揺 ゆ 
れる ほど だ と は 思っ て いな か っ た 。 

2 人 早く 行っ た ほう つが いい 。 時間 が な いん だ ろう 。 正直 、 ね 

と 人 あな た に は 、 こ こ に いて ほし く な い 。 だ っ て さ 、 ひ どく 臭 に 
お うつ はず だ よ 。 俺 は も う 、 麻 ま 痺 ひ し ちまっ て 、 ほ と ん ど 感 じ な い 
けど ね 。 鉄 格子 に も 、 さ わら な いで も らい た いん だ 」 

「 わ た し は 医術 士 だ ぞ 。 ま だ 見 習い だ けど な , 

「 行 っ て くれ 。 お 願い だ よ 」 

「STX」 

その 名 で は な く 、 遠 い 昔 に 捨て 去っ た 、 捨 て 去る し か な か っ た 名 
で 呼ん で ほし いな ど と 一 いつ 瞬 し ゆん で も 思っ た 自分 は 、 こ の 期 ご 
に 及 お よん で 甘ったれ て いる の だ ろ っ つ 。 

cas 何だ い 」 


「 わた し は お 前 と 話 を し に きた わけ で も 、 別 れ の 挨 あ い 拶 さ つ を し 
に きた わけ で も な い 」 


「 じゃ あー- 一 」 


何 を 、 と 尋 た ず ね る より も 早く 、 彼 女 は 一 歩 下がっ て モト ロー ル 
月 を 抜い た 。 


充 じ ゆう 溢 い つ し て 、 放 散 さ れず に と どまり な が ら 、 今 に も あふ 
れ そ うな 気 の よ うな も の が 、 彼 に も 感じ られ る ほど だ っ た 。 


「 ッ . せ …… ! 」 彼女 は 声 に な ら な い 気 合い を 発し て モト ロー ル 有 刀 を 振 
る っ た 。 


内 ひらめい た 。 ち ゃ ん と は 見 えな か っ た 。 な ん て 疾 は や い 。 
彼女 は 刀 を 輔 さや に 収め る と 、 鉄 格子 を つか ん で 引い た 。 抜け 


だ 。 
斬 き っ た と いう の か 。 


「 自 分 自身 で 選べ 」 彼 女 は 腰 こ し の 後ろ か ら 何 か を と り だ し て 、 宇 
ろう 獄 ご く の 中 に 放 ほ うっ た 。 


それ は 彼 の 腹 に あたっ て 、 床 ゆか に 転げ 落ち た 。 短 刀 だ っ た 。 


「 前 に も 吉 っ た な 。 わ た し は お 前 を 許さ な い 。 で も 、 今 の お 前 は 信 
じ ら れ る 。 どう し て か 、 そ う 思 うん だ 」 


去り ゆく 彼女 の 後ろ 姿 を 目 で 追い な が ら 、 彼 は 短刀 の 柄 つ か に 指 
を 遠 は わせ た 。 指 は 思う よう に 曲がら ず 、 徐 ば ぼ 補 ろ 布 き れ を 何 重 に 
も 巻き つけ て ある か の よう に 感覚 は 鈍 に ぶ が か っ た 。 そ れ で も 、 動 い 
7 だ 。 


九 巡 月 五 番 日 四 時 七 分 エー メン 大 君 国 モス カ 高 原 


「 し っ か し 、 つ ま ら ん の つう.…… 四 


赤 や 黄 、 青 で 縁 ふ ち ど ら れ た 目 が 伏せ られ て 、 小 さ な 花 びら の 
ます ちび る が す ぼ ま り 、 は あの MP くり と 膨 避 くら ん だ 。 
た - 頭 が 、 、 華 き や 秦 時 有 CD だ いま の に の 
を ぶら ぶら させ る 動き に あわ せ て 、 か すか に 揺れ て いる 。 


姫 ひ め は 忠実 な 従者 の 診 か た の 上 に いる 。 姫 は 姫 で ある が ゆえ 
に 、 め っ た な こと で は 自分 の 足 で 歩い \ い たり し な い の だ 。 だ っ て 、 め 
ん どく さい か ら 。 


度 宰 禁 マ トウ ー ヤ 吉 れ い 国 こ く の 根 幹 を な す 寺 典 を に な うつ 霊 れ い 

軸 と し て 生 を 受け 、 物 心 が つ く 前 か ら 上 厳し い 訓 練 を 受け て いた 姫 
同時 に 国 の 宝 と し て これ 以上 な い ほ ど 丁 て い 重 ちよ うに 扱 あ つ 

か われ た 。 持 法 を 修め て 位 ぎ 式 し き を と どこ お りな く 行 いさ えす れ 


ば 、 ど ん な 我 わ が 依 ま まで も 通る の が 寺 姫 の 立場 だ っ た 。 


問題 は 、 多 く の 人 間 は 気 が 利 きか な いこ と だ 。 た ま に い くら か 使 
える 人 間 が いて も 、 う っ か り 壊 こわ し て し まっ た り 、 物 の 弾 は ずみ 
で 尊 し て し まっ た り 、 そ の うち 老い て 性 能 が 低下 し て し まっ た りす 
る 。 つ まる と ころ 、 た い が い の 人 間 は 役立た ず な の だ 。 


だ か ら 姫 は 、 自 分 の 有 要求 を ちゃ ん と 満た す 従者 を 自ら の 手 で 作る 
居民 した 。 


霊 姫 は 、 端 た ん 的 て き に 吉 え ば 超越 者 オー バリ スト だ 。 


霊 法 と は 、 古 代 の 実証 主義 魔 ま 術 じ ゆ つ に 基づく 生体 工学 の 知識 
を 利用 し て 、 超 越 者 オー バリ スト が 死体 を 操 あ や つる た め の 全 手法 
と 、 霊 典 と 呼ば れる 各種 儀式 の 詳し よう 細 さ いな 手順 一 式 だ 。 


麻 宰 奉 寺 国 で は 、 死 者 を 葬 ほ うお むら ず に 保存 する 。 霊 姫 の 役目 
は 、 で きる だ け 生 前 に 近い 姿 を 保っ た 死体 を 操っ て 、 霊 典 を 執 と り 
行う こと だ 。 霊 典 に よっ て 、 死 者 が 死な な い 特 別 な 国 を 演出 し 、 年 
中 深い 邑 き り に 包ま れ て いる 国土 を 、 神 秘 と 胃 い 怖 / ふ に よっ て 守護 
する 。 よ うす る に 霊 姫 は 、 制 度 化 され た 恭 番 劇 で 国民 を た ぶら か す 
た め の 装 置 で 、 霊 国 は 偉い 大 だ い に し て 深 し ん 淵 え ん な 霊力 に 守ら 
れ て いる 、 ゆ え に 外 敵 を 寄せ つけ な い の だ と 多く の 国民 は 信じ て い 
る が 、 実 情 は 違う 。 幸 か 不幸 か 天然 の 要害 で あり 、 特 筆 す べき 資源 
も 産業 も な く 、 耕 地 も 少な い 、 閉 へ い 鎖 さ 的 で 旧態 依 い 然 ぜ ん と し 
た 霊 国 は 、 隣 りん 国 ご くに 軽視 され る どこ ろか 、 ほ と ん ど と 無視 さ れ 
て いる 。 た だ それ だ け の こと だ 。 


姫 は 様式 化 さ れ す ぎ て 陳 ち ん 腐 ぶ 化し て いた 霊 法 に 革新 を も た ら 
し 、 死 し 霊 り よ う 術 を 完成 させ た 。 


霊 法 は 所 座 、 定 め ら れ た と お り に 死体 を 動か すこ と し か し な い 。 
死 寺 術 は その 次 元 に と ど ま ら ず 、 恨 し か ば ね を 姫 の 簡単 な 命 念 に 従 
う 自 じ 動 どう 骸 お むく ろ に 変え る こと も 、 少 し 手間 を か けれ ば 、 姫 に 
絶対 服従 する 無 お 命 み よう 衛 え 土 じ に 仕立 て る こと も で きる 。 


死霊 術 さ え あ れ ば 、 生 き て いる 者 より 死者 の ほう が 遥 は る か に 、 
圧 あ つ 倒 と う 的 に 、 絶 対 的 に 役に立つ 。 


姫 は お 付き の 者 た ち を 気 位 に 次 々 と ぶち 級 し て 、 有 用 な 死体 に し 
て や っ た 。 包 は 向 お むかう 者 、 類 わずらわし い 者 は 全員 、 殺 し て 手 て 
駒 ご ま に し た 。 そ ん な こと を し て いる うち に 、 安 っ ぽい 恐 きよ う 怖 


ふ や 逆 さか 恨 つ ら み で 結び つい た 愚 ぐ 鈍 ど ん きわ まり な い 阿 あ 呆 ほ 
うな 連中 が 決起 し て 姫 を 討 ラ と うと し た の で 、 馬 ば 鹿 か 馬 ば 鹿 か し 
く な っ て 姫 は 霊 国 を 捨て た 。 愚 ぐ 劣 れつ な 阿呆 ども は 姫 の 乱心 、 悪 
行 、 そ し て その 死 を 貴 け ん 伝 で ん し た が 、 死 を 自在 に 操っ て 死 を 最 
愛 の 忘 こい 人 びと と し て いる この 阿 ア 磨 マ 李 り 姫 さま が 、 あ の 程度 
で 死ぬ わけ な い だ ろ が 。 ば ー か 。 ば ー か 。 ば ー か 。 


EM ど 、、 つ ま ら ん 。 四 


姫 は お 気に入り の 無 命 衛士 、 身 の 丈 た け ニ メー テル 三 十 七 サン 
チ 、 体 重 二 百 五 十 キ ル グ ラ ハ ルム を 超 こ える 島 ウ 大 ダイ 男 ナ ン の 肩 に 
乗っ て 、 暁 あか つき 前 まえ の モス カナ 高原 を の ん びり と 散策 し て い 
Fa 内 


この 高原 の 半分 は 、 サ ン ラ ンド 無 統治 王国 と 国境 を 接する エー メ 
ン 大 た い 君 くん 国 こ く の 領 土 だ 。 東 に 目 を 向け れ ば 、 大 君 国軍 の 野 
営 地 を 望 お こと が で きる 。 ま だ 夜 が 明け て いな い の で 、 大 君 国軍 の 
加 図 な 見 張り ども は 姫 を 見 つけ られ な い だ ろ うつ が 、 か わい く て 強く 
て 偉 え らい 姫 に は 丸見え だ 。 


「 医 情 に つま らん 。 時 間 は まだ 早い けど 、 も う 我 が 慢 ま ん し な く て 
も よ か ろ ? そもそも 、 な ん で わら わが あの クソ に ゃ ん この 吉 つ うこ 
と な ん ぞ 聞 か な いと な らん の だ 。 む し ろ 、 ク ソ に ゃ ん の ほう こそ 、 
わら わ の 吉 う こと を 聞く べき で あろ つが 。 そ れ が 筋 と いつ も の で は 
な い ! か .…. ? コ 


咳 つ ぶ や いて いる うち に 、 だ ん だ ん 腹 が 立っ て きた 。 


だ いた い 、 前 代 未 み 聞 も ん の お も し ろ い こと が 待っ て いる と いつ 
か ら 、 仕 方 な くい ろ い ろ る と 頼 た の まれ て や っ た 。 た だ それ だ け の こ 
と で 、 吉 われ た と お り に し て や る 義理 な ん か 、 本 来 ど こ に も 、 こ 
れ っ ぽ っ ち も あ り は し な い の だ 。 姫 は 力強く うな ずい た 。 


「 う ん 。 や っ ぱり 、 わ ら わ は 好き に する 。 我慢 は 身体 か ら だ に よく 
な いし 。 わ ら わ は けっ こう 健康 志向 だ か ら の 。 死体 は 好き だ けど 、 
死ぬ の は いや だ か ら 。 死 ん で し まっ た ら 、 死体 で 遊べ な いか ら の ,」 
姫 は 大 君 国軍 の 野営 地 を 指さし た 。「 一 行く ぞ 、 鳥 ウ 大 ダイ 男 ナ 
ジジ] 


島 ウ 大 ダイ 男 ナ オン は 返事 を し な か っ た 。 一 応 、 う ー と か あー と か 
中 つう めく こと くら い は で きる の だ が 、 あ まり に 耳 み み 障 ざわ りな 棟 


みにくい 声 な の で 、 上 うわ 顎 あ ご と 下顎 を きっ ちり 留め 金 で 固定 し 
た 上 、 鋼 鉄 の マス ク を 装着 させ て いる 。 そ の 他 、 い ろ い ろ な 部 分 を 
改造 し まく っ て 、 生 き て いる ウス ノロ ども より だ いぶ 使え る よう に 
し た 。 即 そく 席 せ き で 量産 可能 な 自動 骸 と 違い 、 無 命 衛士 は 姫 の 作 
品 で 、 使 い 捨 て に する に は ちょ っ ぴり 惜 お し い 玩 具 お も ちや だ 。 


最高 傑 け つ 作 さく の 鳥 ウ 大 ダイ 男 ナ ン に は 及 お よ ば な い に し て 
も 、 そ ん な 無 命 衛 土 た ち が 、 モ スカ 高原 の そこ か し こ で 、 地 の 底 か 
ら 造 い だ し 、 あ る い は 樹 上 か ら 飛 び 降 り た 。 


総勢 百 七 十 四 人 。 姫 が 手塩 に か け て 作り あげ た 無 命 衛士 た ち は 、 
万 の 軍 を 向こう に 回 し て も 決し て ひ る まな い 。 戦力 的 に は 生き た 
千 人 の 兵隊 と 互 ご 角 か く と いっ た と ころ だ ろう 。 た だ し 、 無 命 衛士 
に 命 を 奪う ば われ た 者 は 、 た だ ち に 姫 が 自動 骨 に し て し まう 。 自 動 
骸 は 無 命 衛士 の 足 あ し 許 も と に も 及ば な い 鈍 どん 重 じ ゆう な 兵士 だ 
が 、 何 物 も 恐 お それ ず 、 た め ら わ ず 、 か つて の 仲間 に 襲 お そい か か 
る 。 そ の 気 に な れ ば 、 姫 は 十 万 以上 の 死体 を 同時 に 操る こと が 可能 
0 


姫 が 率い る 無 命 軍団 に 敵 は いな い 。 
無敵 だ 。 


「 待 っ て お れ よ 、 阿 呆 ど も 」 姫 は 舌 な め ず り し た 。「 わら わが 液 う 
ぬら ぜ ー ん ぶ ぷ 死 体 に 変え て 、 い っ ぱい も て あそん で や る か ら の 」 


同日 五 時 サン ラン ド 無 統治 王国 首都 エル デン 環状 通 


重苦しい 雲 に 押し 潰 つ ぶさ れ ま いと し て 、 東 の 彼方 か な た の 空 が 
燃え 立っ て いる 。 


シャ ル ロ ッ ト ・ リ ン デ は 見 か ぶ と の 面 め ん 類 ぼ お を 下ろ し 、 エ ル 
デン 南 門 へ と 至る マク スペ イン ・ ス トリ ー ト を ほとん ど 埋 うめ つく 
し て いる 市 民 の 群れ に 金属 で 鎧 よろ われ た 顔 を 向け た 。 ヨ ハン ・ サ 
ン ラ イズ 総長 率い る 一 番 総 長 直 属 隊 、 二 番 親衛 隊 以 下 、 秩 ち つ 序 じ 
よ の 番 人 突 と つ 撃 げき 、 遊 撃 諸 隊 は 、 マ クス ペイ ン ・ ス トリ ー ト と 
交わ る 環 か ん 状 じ よう 通 ど お り で 隊 た い 伯 ご を 組み 、 脱 だ つ 出 し ゆ 
つ 市 民 た ち を 静か に 、 つ め た く 上 に ら み つけ て いる 。 持 て る か ぎり 


の 荷物 を 持ち 、 な ん と か 少 し で も 門 に 近づこ うと し て 果たせ ず に い 
る 脱出 市 民 た ち は 、 誰 だ れ も 彼 も 不安 げ だ 。 中 に は 銀 の 軍団 を ちら 
ちら 見 て 近く の 者 と 何やら 嘱 さ さや き あ っ た り 、 人 矯 ぶ 辱 じ よく の 仕 
し 種 ぐ で さ を し て みた り 、 遠 く か ら 倒 ば 声 せ い を 投げ つけ て きた りす 
る 者 も いる 。 彼 ら は 何 か が 起こ る の で は な いか と 恐れ て いて 、 そ の 
危 き 恨 ぐ は 正 し い 。 


秩序 の 番 人 は た だ 市 民 を 威 い 中 か くす る た め だ け に 仰ぎ よう 々 ぎ 
よう し く 整 列 し た り は し な い 。 我 が 団 の 行こ う 為 い に は 常に 明確 な 
目的 が 設定 され て いる 。 市 民 た ち も そ の こと を 知っ て いる は ず だ 。 
我々 は 行動 し よう と し て いる 。 こ こ で 誰が ん 首 く び を 並べ て 、 そ れ 
で お 終 し まい で は 断じて な い 。 


202 」 と リン デ の 隣 と な り で 巨 き よ 治 か ん の 同志 が 中 うな っ 
た 。 突 撃隊 と 遊撃 隊 は 交互 に 配置 され て いる 。 リ ン デ の 十 二 番 遊撃 
隊 の を は 六 番 突撃 隊 だ 。 巨漢 は その 六 番 突撃 隊 を 束ね て いる 。 銀色 
の 甲 か つ 青 ちゆ う を 拓 む け ば 、 程 ほど よく 体毛 に 覆 お お われ て 薄 う 
すく 脂 し 肪 ぼう が の っ た 眉 た くま し い 肉 体 が 、 見 を 脱 ぬ げ ば 、 銘 ど 
う 猛 も うに し て どこ か 愛 あ い 婚 きよ う の あ る 熊 く ま の よう な 器 ひげ 
面 づ ら が 現れ る は ず だ 。 


「 気 が 進ま な い の で すか 、 ワ ー ノ ン 隊 長 」 リ ン デ が 小声 に も 満た な 
い 小 声 で 問う と 、 巨 漢 は か すか に 身 じ ろ ぎ し た 。 


「 そ ん な こと は 」 
「 当然 で す 」 


ラッ ド ・ ワ ー ノ ン は 根っから の 閣 と う 土 し だ 。 剛 ご う 真 ちよ く の 
士 で 、 勇 猛 果 か 敢 か ん を 絵 に 描か いた よう な 戦士 だ 。 鈍 感 な 怖 こ わ 
いも の 知ら ず で は な く 、 恐 怖 を ね じ 伏 ふせ る すべ を 知っ て いる 男 の 
中 の 男 だ 。 義 の た め と あら ば 、 親 兄弟 で あっ て も 涙 な み だ を の ん で 
手 に か ける か も し れ な い が 、 そ の 分 厚い 胸 び な 板 い た の 奥 で 大 量 の 
血 を 流し 、 洗 われ る こと の な い 傷 日 を 担 か か えて また 語 け ん を 振 ふ 
る つ だ ろう 心根 の や さ し い 男 だ 。 そ れ だ け に 、 こ の 任務 は ワー ノン 
に と っ て つら い は ず だ 。 どれ だ けつ らく と も 、 や れ と 吉 わ れれ ば や 
る 。 そ れ が 男 と いう も の だ 。 


し っ か りな さい 、 ワ ー ノ ン 。 


リン デ は 胸 の 禅 うち で 叶 い た 。 お お か た 脱出 市 民 の 中 に 幼児 を 抱 
いだく 母親 や まだ 幼い 子供 が いる の を 見 て 、 気 が 凌 な え か け た の だ 
ろう 。 人目 が な けれ ば 尻 し り を 叩 た た いて いる と ころ だ が 、 そ の よ 
つう な と こ ろ も ワー ノン の 美 点 で は ある 。 長所 で あり 、 欠 点 に も な り 
うる 甘 さ だ か ら 、 自 分 が 補っ て や ら ね ば と 思う 。 自 分 は どこ まで も 
乾 情 に な れる 。 義 の た め な ら ば 、 そ し て 愛す る 男 の た め な ら ば 、 
シャ ル ロ ッ ト ・ リ ン デ は 何もかも 斬 き けり 捨て られ る し 、 我 が 身 も 魂 
た まし いさ えも 捨て 去る こと が で きる 。 自分 は そう いう 女 だ 。 


ひと り 氏 を 被 か ぶら ず 素 す 顔 が お を さら し て いる 総長 が 、 二 歩 前 
に 進ん で 隊列 か ら 離 は な れ 、 脱 出 市 民 た ち を 上 へ い 上 げ いし た 。 


「 秩 序 の 番 人 総長 ヨハ ン ・ サ ン ラ イズ で ある 」 


あ た け の 脱出 市 民 た ち が 一 いつ 斉 せ い に 口 を つぐ ん で 総長 の ほう 
に 視線 を 向け た 。 


瞬 し ゆん 間 か ん 、 時 間 が 停止 し た か の よう だ っ た 。 


「 こ れ よ り 暫 ざん 時 じ 、 道 を 室 あ け て も ら う 。 な お 、 抗 あら が う 者 
は 排 は い 除 じ よ す る 。 ど うか 心して も らい た い 」 


ヨハ ルン ・ サ ン ラ イズ の 声量 は 十分 豊か で 、 よ く 通 る 。 し か し 感情 
を うつ か が わせ な い 、 ど こま で も 沙 ち つき は ら っ た 声 こ わ 音 ね だ 。 


「 よ っ て 私 、 ヨ ハン ・ サ ン ラ イズ が 、 秩 序 の 番 人 総長 と し て 、 以 下 
の 行動 を 君 ら に 強く 推す い 奨 し よう する も の で ある 。 即 そつ 刻 こ 
く 、 退 去 せ よ 。 我 ら は 行く 手 に 立ち ふさ が る 者 に 容 よ う 落 し や は し 
な い 。 繰 くり 返す 。 即 刻 、 退 去 せ よ 。 さ も な くば 、 強制 的 な 手段 で 
も っ て 排除 する 。 命 の 保証 は し な い 」 


一 人 の 男 が 「 や べ え ぞ .………… ! 」 と 叩 さ けん で 駆 か け だ そう と し 
た 。 何 し ろ 混 こみ あっ て いる か ら 駆 け よ うつ に も 駆け られ な い の だ 
が 、 男 に 押さ れ て 何人 か が 隣 の 者 を 押し 、 そ の 者 た ち が さ ら に 近く 
の 者 た ち を 押し た 。「 痛 っ - 一 」「 う つう わ 」「 ち ょ っ 、 待 っ 一 」「 何 
> 」「 お お あっ 」 


それ で も 、 程 な く 秩序 の 番 人 の 前 に いく ば く か の 補 間 が で きた 。 
マク スペ イン ・ ス トリ ー ト は た し か に 南 門 を 目指 す 脱 出 市 民 で あふ 
れ か えっ て いた が 、 他 ほか の 三 つ の 大 通り 一 北 ほ く 斗 と 門 へ と つづ 
く マ キシ マム AM ドラ ゴン ・ ス トリ ー ト 、 東 門 へ と 至る マー ベラ 


ス ・ グ ッ ダ ー・ ス トリ ー ト 、 西 門 で 終わ る トワ イラ イト ・ ド レッ ド 
スタ ー ズ ・ ス トリ ー ト - で は 、 こ う は いか な か っ た に 違 ち が いな 
い 。 マ クス ペイ ン ・ ス トリ ー ト は 他 と 比べ て いく ら か すい て いた 。 
これ に は 大 き な 原 因 が 二 つ あ っ た 。 


ー つ は 、 昨 夜 、 マ ー ベ ラス ・ グ ッ ダ ー・ ス トリ ー ト に 正体 不明 の 
飛 ひ 翔 し よう 生物 が 出現 、 詰 つめ か け て いた 脱出 市 民 が その 姿 や 鳴 
き 声 に 驚 お どろ き 、 恐 きよ う 慌 こう に 陥 お ちい っ て 、 散 り 散 り に な 
る 騒 さ わ ぎ が 起こ っ た 。 こ れ は あく まで 一 時 的 な 現象 に すぎ な か っ 
た が 、 そ の 後 、 で きた 空く う 隙 げき を 埋め る よう に 脱出 市 民 た ち が 
大 拳 し て 衣 さ うつ 到 と う 、 マー ベラ ス ・ グ ゲッ ダ ー・ ス トリ ー ト は また だ 
た く 間 に も っ と も 人 口 密度 が 高い 大 通り に 成り 果て て し まっ た 。 


ニニ つ 目 は 、 ラ フレ シア 第 三 帝 て い 国 こく 軍 が も う 間 近 に 人 迫 せ まっ 

て いる と いう 流 吉 飛 語 が 飛び 交 か い 、 急 速 に 広まっ て 、 南 に 逃 に げ 
る の は 危険 だ と 考え る 者 が 以前 に も まし て いっ そう 増え て いた 。 そ 
れ で 、 南 門 は 脱出 市 民 の 間 で 不 人 気 と な っ て いた の だ が 、 現 在 、 エ 
ルデン か ら 出 る 者 は いて も 、 外 か ら 入 っ て くる 者 は 皆 か い 無 む だ 。 
これ で は 帝国 軍 の 動向 な ど 把 は 握 あ く で きる は ず も な い 。 流 吉 飛 語 
は まさ し く 根 も 葉 も な い 噂 うわ さ に すぎ ず 、 そ の 出所 は 何 を 隠 か く 
そう 秩序 の 番 人 無名 隊 だ 。 


つま り 、 情 報 操作 に よる 脱出 市 民 の 誘 ゆ う 導 どう も 計画 の 一 部 
で 、 こ れ に マー ベラ ス ・ グ ッ ダ ー・ ス トリ ー ト の 双 そ う 動 ど うと い 
う 偶 ぐう 然 ぜ ん が 重なっ た 。 


風向 き は 悪 く な い 。 
総長 が 右手 を 挙げ た 。 「 総員 、 盾 た て 構え 


「 盾 構え ! 」 リ ン デ を ふく め た 各 隊 隊長 が 唱和 し な が ら 盾 を 前 方 に 
差し 向け る と 、 全 隊 士 が ほぼ 一 糸 乱れ ず こ れ に 信 な ら っ た 。 


「 再 度 、 繰 り 返 す 」 総長 の 冷 れ い 淡 た ん すぎ る 声 が 脱 だ つ 出 し ゆ つ 
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1 レ 全 の ッ ! 」ー 番 総長 直属 隊 隊 長 補 コ ン ラ ッ ド ・ ア シャ ー が 
中 は える と つづ いて 総長 を の ぞ く 全 隊 士 が 声 を あげ た 。 と ョ 


斉 マテ マテ マテ マテ マテ マテ 
人 
マテ マテ マテ マテ マテ マテ マテ 
「 音 !」「 斉 1 」「 斉 !」「 斉 !」「 斉 !」「 斉 !」「 斉 ! 


員 = 間 訂 半 誤 Wi 

潮 が 引く よう に 、 と は いえ 押し あっ た り 突 つき 倒 た お し た り 転 て 
ん 倒 と うし た り 踏 ふみ 越 こ えた !) し な が ら 、 脱 出 市 民 た ち が 我 先 に 
秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 か ら 遠 ざ ご か っ て ゆく 。「 一 何 な ん だ よい っ た 
い ! 」「 ふ ざけ て ん じゃ ね え ぞ 、 超 最低 S UCK」「 こ れ だ か ら 番 
人 は よ ぉ ! 」「 し いしい! で で っ 、 踏 む な ! 」「 や め ろ っ て 、 痛 えっ つっ て 
ん だ ろ .……… ! 」「 助 け て 」「 ど こ に いる の 、 ジ ョ ニー!? 」「 押 す な 
よ !」「 死 ぬっ て 死ぬ っ て 」「 人 逃げ る ろ る 」「 く る ぞ 」「 や べ 」「 や 
べら で ょ 時 く テ テリ 


「 秩 序 の 番 人 」 総長 が 右手 を 振り お ろ し た 。 「 前 進 を 開始 せよ 」 


「 応 !」「 応 !」「 応 !」「 応 !」「 応 !」「 応 1!」「 応 !」 
「 応 !」「 応 !」「 応 !」「 応 !」「 応 !」「 応 1!」「 応 !」 
「 応 !」「 応 1!」「 応 !」「 応 !」「 応 !」「 応 1!」 


ーー きだ あう 、 1 」 


秩序 の 番 人 が 一 歩 進む 間 に 、 脱 出 市 民 た ち は 二 歩も 三歩 も 下がっ 
た 、 最 初 の つう ち は 。 長 く は つづ か な か っ た 。 マ クス ペイ ン ・ ス ト 

リー ト の 混雑 具合 が 他 よ り ま し で 、 環 か ん 状 じ よう 通 ど お り と 接し 
て いる この あたり は 南 門 へ と 向かう 列 の 最 さ い 後 こ う 尾 び か ら 遠 く 
な いと は いっ て も 、 小 回 り の きか な いしい 馬車 や 荷車 が 多数 混じっ て い 
る せい も あっ て 、 人 波 は 流れ る 水 の よ うに は 動か な い 。 み る みる うつ 
ち に 秩序 の 番 人 と 脱出 市 民 た ちと の 嘘 き よ 離 り が 狭 せ ば まっ て ゆ 

く 。 驚き よう 憎 が く と 恐 き よう 怖 区 に 引き つっ た 男 た ちの 、 女 た ち 
の 顔 が よく 見 える 。 彼 ら 、 彼 女 ら の 足 ど り は 乱れ て いる 。 リ ン デ は 
隣 と な り の ワー ノン を 一 いち 芝 べ つ し て 、 素 顔 を さら し た まま 圧 も 
刀 も 構え ず 最 前 列 に 立っ て 着 々 と 足 を 進め る 総長 に 視線 を 向け た 。 
ヨハ ルン ・ サ ン ラ イズ な ら ば 、 盾 な ど 使 わ ず 自 ら の 手 で 王 接 脱出 市 民 
を 押し の け て 道 を 切り 開く だ ろう 。 仮 に 血 を 流さ ね ば な ら な いと し 
た ら 、 ま ず 自 身 が 率 そ つ 先 せん し て それ を 行う だ ろう 。 そ し て 、 守 
護 隊 や 警 け い 選 ら 隊 の 隊 士 た ちな ら ば 、 あ る い は それ で も 多少 は 途 
し ゆん 巡 じ ゆん する か も し れ な い が 、 総長 直属 隊 、 親 衛 隊 、 突 と つ 
撃 げ き 隊 、 遊 撃隊 の 隊 士 た ち に か ぎっ て 迷い は すま い 。 少 な く と 

も 、 リ ン デ は 懲 み 塵 じん も 迷わ な い 。 自分 の 部 下 に は 決し て 迷わ せ 
な い 。 


行く 手 で 一 人 の 男 が 尻 し り 餅 も ち を つい て 、 す ぐさ ま 起 き あ が ろ 
うと し て いる 。 男 は や た ら と 大 き な 背 負い 袋 ぶ くろ を 背負 っ て 、 還 


か ば ん を 三 つ も 四 つ も 誠 か た に 掛か け て いた 。 あ れ で は ろく に 動け 
まい 。 辻 う 圏 か つ な の だ 。 リ ン デ は 足 を ゆる め る こと も 速め る こと 
も し な か っ た 。 軽く 歯 を 食い し ば っ て 、 し か し 決し て 力 ま ず に 、 層 
あわ て ふた めい て こち ら に 背 を 向け た 男 の 背 負い 袋 に 持 を ぶち あて 
た 。 男 は 悲鳴 を あげ て つん の めった 。「 ど へ っ 」 と で も いう よう 
な 、 ま っ た く 気 構え の で き て いな い 者 が 出す 、 あ まり に 無様 な 声 
だ っ た 。 男 の くせ に 情け な い 。 


「 退 の けい .……… ! 」 頭 に の ぼり か けた 血 を 怒 ど 声 せ い ー つ で 急降下 
させ 、 リ ン デ は さら に 足 を 前 へ と 進め た 。 大 荷物 の 男 は 電 を 捨て て 
問 ほ う 々 ほう の 体 て いで 人 逃げ よう と し て いる 。 そ うだ 、 懸 けん 命 め 
い に 逃 げろ る 、 と は 思う まい 。 ひ と た び こ の 道 を 選ん だ か ら に は 、 男 
を 踏み に じ っ て で も 我ら は 進ま ね ば な ら な い 。 総長 は びろ ん の こ 
と 、 リ ン デ ら 各 隊 隊 長 が 率先 し て その 意志 を 表明 し な けれ ば な ら な 
。 


「 どけ と 吉 っ て いる の だ .……… ! 」 ワ ー ノ ン が 叫 え て 、 鈍 どん くさ い 
脱出 市 民 の 一 人 を 盾 の 一 撃 で 吹 ふ き 飛 ば し た 。 き っ と 上 玉 か ぶ と の 奥 
で 中 ひ げ 面 づら を 真っ 赤 に 染め て し か め て いる こと だ ろう 。 意外と 
つぶ ら な 目 は 血 走 っ て いる だ ろう 。 脱出 市 民 に 対し て で は な い 、 命 
信 を 下 し た 総長 に で も な い 、 自 分 自身 へ の 慣 い きど お り が 炎 ほ の お 
と な っ て その 身 を 焦 こ が し て いる こと だ ろう 。 リ ン デ は 少し も つら 
く な い が 、 ワ ー ノ ン の 苦く 家 ち ゆう を 思う と 胸 が 起き し お 。 今 は す 
べ て 忘れ て 猪 い の し し 武 む 者 し や に な りな さい 、 ワ ー ノ ン 。 吉 わ れ 
ず と も 彼女 の 男 は そう する だ ろう 。 


実質 的 に は コン ラッ ド ・ ア シャ ー 隊 長 補 に 統率 され て いる 一 番 総 
長 直 属 隊 は 、 総 長 の 手足 だ 。 昔 か 烈 れ つき わ ま りな い 小 弘 ら 幣 せ 


つ ,, 李 イ 童 ド ウ 曇 アン の 二 番 親衛 隊 は 遠 え ん 慮 り よ 会 え 釈 し や く 容 
よう 赦し や ー い つ 切 さい な い 。 こ の 二 隊 と 巧 た くみ に 連動 し て 、 小 
こ 柄 が ら な チェ ス ・ ピ ー ド 率い る 七 番 突撃 隊 は いつ も どおり 迅 じ ん 
速 そ て くに し て 着実 に 突き 進み 、 脱 出 市 民 た ち を 駆 く 逐 ち くし て ゆ 

く 。 そ の 隣 に ジョ ー ビ ー・ カ ラマ ー の 十 一 番 遊撃 隊 を 配置 し た 総 

の 鹿 断 は 完全 に 正しい 。 " 夜 の 遊撃 手 , の 異名 を と る カラ マー は 女 
全 ぜ ん 上 般 ば ぱん に 甘 す ぎる 。 や つの 部 下 も そう だ 。 い ちい ち 女 を 大 目 
に 見 て いた ら 任 務 の 遂 す い 行こ う は お ぼ ば つか な い 。 真 ま 面 じ 目 め 

で 、 そ れ で いて 堅 か た 物 ぶ つ で は な い 、 た だ し きわ め て 上 忠実 な チェ 
ス ・ ピ ー ド が 目 を 光ら せ て いる の で 、 色 し き 魔 ま の カラ マー も そう 
そう 愚 お ろか な 真 ま 公 ね は で き な い だ ろう つう 。 見 た 目 は 伊 だ 達 て 男 お 
と こ だ が 、 そ の 本 ほん 性 し よう は 戦 せ ん 闘 と う 馬 ば 鹿 か で し か な い 


デー トニ ッ ヒ ・ ボ ル ボ ン ゾ ル の カ 番 突撃 隊 、 天 性 の 楽天 的 な 武人 で 
ある 太 雷 子 タ カイ ダイ シー の 十 番 遊撃 隊 は 問題 な い 。 多 少 気 が か りな 
の は シャ ッ ト ・ グ レヒ ャ の 八 番 突 撃隊 だ 。 八 番 突撃 隊 は グレ ヒ ャ の 
突出 し た 個 の 力 に 依 い 存 そ ん し すぎ て いる 。 と いう より 、 グ レヒ ャ 
が 己 お の れ を 抽 よ く 制 せい で きず に 突っ 走っ て 、 隊 士 た ち は な すす 
べ な く 引 きず られ て いる よう に 見 える 。 


も と も と 性 格 に 問題 の ある 男 だ っ た が 、 神 し ん 合 け ん , の 二 つ 
名 を 自ら 捨て て 以来 、 グ レヒ ャ は と み に 何 か を 踏み 外し つづ け て い 
る 。 も っ と 明確 に 、 常 じ よ う 軌 き を 人 逸 い つ し て いる と 言っ て も い 
い 。 あ の 男 は 危 あ や うい 。 も し リン デ に その 権利 が ある の な ら 、 グ 
レヒ ャ に 隊 一 つ 任せ て は お か な い 。 総長 は な ぜ あ の 男 を 放置 し て い 
る の か 。 何 か 考え が ある の か 。 あ の 壊 こ われ た 男 を 使い こなす 自信 
が ある の か 。 だ が 、 今 は 亡 な き 初 代 で あれ ば 、 楽 々 と 使っ て みせ た 
だ ろう つと も 思え る 。 


「 は い は い は い は い 、 ど いて くだ さい どい て くだ さい どい て くだ さ 
い 」 グ レヒ ャ は 一 応 盾 を 持っ て いる だ け で 用 い ず 、 脱 出 市 民 た ち を 
次 々 と 蹴 け 倒し て 駆 か け て ゆく 。 銀色 に 輝 か が や く 鎧 よろ いで は な 
く て 、 濃 の う 紺 こん の 平 服 を 身 に つけ て いる の は あの 男 だ け だ 。 あ 
げ く の 果て に 、 総 長 が 先頭 に 立っ て 示し て いる 最前 線 を 越え よう と 
し て いる 。 リ ン デ は の ろ の ろ と 後退 し よう と し て で きず に いる 脱出 
市 民 を 盾 で 押し な が ら 歯 は 噛 が み し た 。 や は りあ の 男 は 我 が 慢 まん 
な ら な い 。 思わ ず 痛 つう 時 ば し そう に な っ た 。 そ の 前 に 総長 が 研 と 
ぎ 澄 すま し た 妃 や い ば の ご と き 鋭 する どい 声 を 発し た 。「- 一 シャ ッ 
ト ・ グ レヒ ャ ! 」 


グレ ヒ ャ は わずか に 身 を 震 ふ る わせ て 足 を 止め た 。 そ れ か ら 総 
を ちら り と 見 て 露 ろ 骨 こつ に 舌打ち を し 、 い か に も 嫌い や 々 いや な 
が ら と いっ た 様子 で 他 の 隊 に 足並み を そろ えた 。 何 だ 、 あ の 態度 
は 。 許 し が た い が 、 馬 鹿 者 に 腹 を 立て て いる 場合 で は な い 。 


0 ! 」 ワ ー ノ ン が 一 人 の 脱 だ つ 出 し ゆ つ 市 民 を 突 つき 倒 た 
お し た 。 年 老い た 男 だ っ た 。 男 は 地面 に 顔 を 打ち つけ て 派手 に 出血 
し た 。 ワ ー ノ ン は 男 を また いで 前 進 す る 。 隊 士 の 誰 だ れ か が 男 を 踏 
ふみ つけ 、 跡 け 飛 と ば すか も し れ な い 。 あ の 老い た 男 は 命 を 落と す 
か も し れ な い が 、 考 える な 。 考 えて は だ め 、 ワ ー ノ ン 。 私 は 考え な 
い 。 痛 お 心 が あ る の な ら 鋼 は が ね に くる ん で し まえ ば いい 。 我 々 は 
鋼 と 化 せ ば いい 。 そこ に 義 は ある の か 。 問 われ て も 鋼 は 答え な い 。 


「 こ の まん ま 、 な ぁ ー ん も 起こ らん か っ た ら え えん や けど な 」 と 間 
ま 抜 ぬけ 魚 が 小 声 で 咳 つ ぶ や いた 。 


モリ ー・ リ ッ プ ス ・ ア サイ ラム の 職員 、 入 院 患 か ん 者 じ や 、 子 供 
た ち だ け で は な い 。 ア サイ ラム 関係 者 以外 に も 秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 
と 関 か か わり の 深い 者 た ち が 大 勢 、 総 長 代 理 の 維 ラ 叉 サ 、 丈 瑠 フ 
オー ル 副 長 、 マ シュ ー・ シ ュ ナ イデ ル 副 長 の 直属 隊 、 加 守護 隊 、 警 
選 隊 、 それから 無名 隊 に 守ら れ て 移動 し て いる 。 


ZO0 は 秩序 の 番 人 後 備 隊 に 協力 する 形 で 、 ア サイ ラム の 入院 串 
者 や 子供 た ちの 移送 、 引率 を 手伝っ て いる 。 と いっ て も 、 ユ リカ は 
医術 士 と し て 患者 の 世話 に 手 を 貸し て いる けれ ど 、 あ と は トマ トク 
ン が 五 歳 児 と 六 歳 喝 を 両 り よう 肩 か た に の せ て 、 き ゅ ー が 三 歳 の 子 
供 二 人 を 背負 っ て いる くら いで 、 義 足 を 装着 し た ビ ピン パー ネル は 平 
然 と 歩い て いる し 、 ど うに か 自力 で 歩行 で きる と ころ まで 回 復 し た 
ーー と いう より 、 無 理 や り 回 復 さ せら れ た 人 ル ハニー メ リー の 面 め ん 倒 ど 
う を 見 る くら い の こ と し か 、 今 の と ころ は や る こと が な い 。 


マリ アロ ー ズ は 横目 で 馬鹿 魚 を 明 に ら み つけ た 。 「.……. そう いう 
こと 吉 わ な いで くれ る ? 」 


「 な ん で や ね ん 。 わ し は た だ 、 誰 も が 抱い だ いと っ て も お か し な 
い 、 ご く ご く 一 般 的 な 叶 け 念 ね ん を 口 に し た だ け や な いか 」 


「 き み が 吉 葉 に する と 、 な ぁ ー ん か が 現実 に は な っ ちゃ いそ うな 気 が し 
て や な ん だ よね .… 四 


ルー シー が 元気 よく 挙手 し た 。「 ぼ ぽく も 同感 で す ! 」 
「 ま 、 そ れ 以 前 の 問題 と し て 、 き み の 存 在 自 体 、 け っ こう つや だ っ た 
りす る ん だ けど さ 」 


「 え っ ほほ ほ 。 ま た また ず ぅ 一 いぶ ん な ゆ わ れ よ う や な 。 わ し や な 
か っ た ら 、 メ タク ソ に 傷つい と る と ころ や で 。 い や いや ? わし か 
て 傷つく 心 く らい 持ち あわ せ と る っ ちゅ うつ ね ん 、 人 間 な ん や か ら 


「 何 や 。 み ん な し て 、 疑 わし い 目 え で 見 よっ て 。 今 の 台詞 せり ふ の 
どこ に 疑う 余地 が あん ね ん 」 


「 あ えて 吉 え ば ・ ぜ ん ぶ デ ス 」 


「 ぜ ん ぶ か いっ 。 そ こ は 一 部 に し と け や っ 。 し と いた っ て くれ 
や っ 。 頼 た の びわ 、 ホ ンマ 。 な ? わし と ジブ プン ら の 仲 や な い 
が の らら ? ュ 


に Ss 下手 に 、 出 られ て も .…… 気 持ち 悪い だ け .………. な ん で す 


に ザー フワ イー ニア 。 サー フイ アウ 。 今 の の は グッ と きだ で うっ 。 
な ん や 知ら ん けど も 、 グ ササ ッ と な 。 突き 刺さ さり よっ た で っ 」 


「 て いつ か 、 カ タリ さん 、 さ っ きか ら か な りつ る さい で す 
よっ 2 コ 


「 お っ と と と と と 。 お っ と っ と 。 四 六 時 中 や か まし い ル ー シ ー に ゆ 
われ て も うつ た ら 、 も うし まい や が な 。 終 わり や っ 。 わ し の 青春 
は ぁ っ 。 終 わっ て も うつ た わぁ ぁ ぁ あぁ ぁ ー」』 


「 そこ っ! 」 と 、 銀 色 に 輝く 胸 当 て を つけ た 救護 剣士 が 、 モ トロ ー 
ル 刀 の 切っ 先 を 半 魚 人 に 向け た 。「 い いか げん 黙 だ ま ら な いと 、 そ 
の ふざけ た 素 っ 首 を 叩 た た き 落 と し ます 


「 え 、 え らい すん ま へ ん .……… 」 腐 くさ れ 半 魚 人 は 首 を すく め て 反省 
する ふけ り を し て みせ た けれ ど 、 す ぐに 本 性 を 現し た 。「- 一 て 、 ふ ざ 
けた 首 っ て 何 じ ゃ ぁ あい ! そ な い な ふう に さら ぁ ー っ て けなす や り 
口 、 な っ か な か や の う 、 に ょ ほぼ ほぼ ほほ ほぼ ほ 、 な ん ちゅ うつ て な 、 感 心 し 
と る 場合 ちゃ うわ ボ ぐ ゎ っ 」 


「 ご めん ね 、 リ ー チ ェ 」 マ リア ロー ズ は 後頭 部 へ の 一 いち 撃 げ き で 
超 ち よう 馬 ば 鹿 か 半 魚 人 を 黙ら せ て か ら 、 手 を あわ せ て ベア トリ ー 
チェ に 謝っ た 。「 こ の ろく で な し に は 死ん で 償 つ ぐ な わせ る か ら 」 


「 是 ぜ 括 ひ そう し て くれ 」 


「 埋 うめ ず 二 ・ 燃 や し ま シ ョ ウ 」 


ea は 、 一 科 か 所 し よじ ゃ な く て .……… 何 箇所 か に 、 ば ら ま か な 
いと .……. で の お 科 い 。 『 


「 あ は は 。 な ん か 、 カ タリ さん っ て 、 友 か ら で も 交 よ み が え っ て き 
そう で す も ん ね 」 


「 蘇る か いっ 。 い っ くら 不死 興 な トコ が チャ ー モ ボイン ツ な わし で 
も 、 放 に な っ て も うた ら ど も な らん が な ! 」 


「 チ ャ ー モ ポイ ン ツ っ て 何 ? 」 


ハニ ー メ リー は 包帯 だ なら け の 身体 か ら だ で 無理 や り リボ ディ スー ツ 
を 着込み 、 顔 に は 火傷 や けど 隠 か くし の マス ク を つけ て いる 。 そ う 
と う 痛 々 し い 姿 だ し 、 痛 み も 実際 ある は ず だ か ら 、 つ らく な いわ け 
が な い 。 そ れ な の に 、 口 数 こそ 少な いも の の 、 遅 お くれ ず に つい て 
き て いる 。 


「 お 、 お ふっ !? 」 塵 ゴミ 魚 は 大 お お 親 げ 装 さ に 魚 顔 を し か め た 。 

「 そ 、 そ ら 、 チ ャ ー モ ポイ ン ツ ちゅ うた ら ア レ や ろ 。 こう 、 チ ャ ー 
ゆう て な 、 モ ッ ! ボイン の ツー て 、 あ か ん な この 線 は これ 以上 は 
きっ つい わ ご めん ちょ い 」 


「 単なる 吉 い 間 ま 違 ち が いで す よ ね ! 」 


「 う っ さい わ 、 ル ー シ ー、 ジ ブン そ な い な 傷口 に 粗 あ ら 塩 じ お ゴ ッ 
シゴ ッ シ 塗 ぬり こむ お よう な 真 ま 似 ね し て 何 が 楽し いね ん 。 し か も 大 
事 な 心 や さ し い 先 せ ん 墓 ば い 相 手 に や な 」 


八 ニ ー は 「 ふふふ 」 と 小さ な 笑い 声 を も ら し た 途 と 端 た ん 、 お な か 
の あたり を 押さ えた 。「- 一 いっ た た 。 笑 うと ちょ っ と 響 ひ びく け 
ど 、 笑 いた い 気 分 。 ど うし よ 。 あ 、 心 配 は し な いで ね 。 わ り と 大 だ 
い 丈 じ よ う 夫 ぶ だ か ら 」 


マリ アロ ー ズ は た め 息 を つい た 。 「 正直 、 大 丈夫 そう に は 見 えな 
いん だ けど ね .…… 四 


「 そ ? で も 、 ほ ん と な ん だ けど 。 起 き て 動け る っ て だ け で 、 あ た 
し 的 に は すご く 助 か る 。 あ と は も う 、 よ く な る し か な いわ け だ し 」 


「 前 向き な や っ ちゃ な ぁ 。 ま っ 、 後 ろ ぉ ー 向 いと る より は 、 


ず ぅ 一 っ と ええ な っ 」 


「 あ な た は 少し ・ 前 ば か り で な ク ・ た ま に 後 ろ る モ 見 た ほう が いい デ 
ス 」 


「 お ぉ 、 ゆ うつ た な 、 ピ ー ン プ 。 ゆ うた な ?2 ゆう た な ?2 ゆう て も 
うた な ?2 せ や っ た ら わ し 、 こ れ か らし ば らく の 間 、 後 る ろ 向 き で 歩 
いた っ た る か が から な ?2 ええ ん や な 2? 」 


「 え っ らい つめ た い 吉 い 方 や の う 、 サ フィ ニア 。 心 まで 冷え て まつ 
わ 。 さ ぶっ 。 さぶ っ! あ 、 さ ぶっ .……{…. 1! コ 


「 は い は い は い は い 」 


「 は い は 一 回 で ええ や ん 2? ええ と こ 二 回 や ろ ? 四 回 は ちび ー っ 
と 多 す ぎ や し 、 し か も 矢 や 継 つ ぎ 早 す ぎ や で 、 マ ァ ー リ アロ ォ ー 
X ョ 


「 そ の イン ト ネ ー シ ョ ン 、 す っ ご い お むか つく か ら や め て ? 」 
「 し て や っ た りや っ 」 


「 で も 、 考 えて みた ら カ タリ さん の 場合 、 前 向き で も 後ろ 向き で 
も 、 目 は 槽 の ほう に つい て る ん で 、 け っ こう アレ で す よ ね 」 


「 ア レ っ て 何 じ ゃ いっ 。 そ ん な ジブ ン 、 目 ぇ が 横 に つい と る て 魚や 
ある まい し 。 こ う 見 えて 人 間 な ん や で わし 。 な ん や 。 嘘 うそ や な い 
わい 。 れ っ き と し た 人 間 や っ ちゅ う の 。 な ん で こん な 必死 に な っ て 
こない な こと 主張 せな あか ん の や 、 だ いた い ,」 


「 て ゆう か さ 一 」 マ リア ロー ズ は ずい ぶん 長い 間 、 一 吉 も 発し て な 
い ト マ トク ン の 様子 を 横目 で うか が っ て みた 。 まさ か と 思っ た けれ 
やう ば りつ (| 寝 ね た まま 歩い て る 人 が いる ん で すけ 
だ 』 


「 そ や っ て 話 そ らし て な 。 わ し を ナイ ガ シ ロ に し よう と し て な 」 カ 
タリ は トマ トク ン を ちら っ と 見 て 、 さ ら に 一 いち 菅 べ つ し 、 も う 一 
度 見 な お し て か ら 、 目 の 玉 が 飛び だ し そう な 勢い で 半 魚 眼 を 見 開い 
た 。「『 一 っ て 、 ホ ンマ や な いか ーー いっ! 」 


トマ トク ン は 右 み ぎ 診 か た に 六 歳 の 女の子 を 、 左 衣 に 五 歳 の 男 の 
子 を の せ て いる 。 二 人 は 診 に また が っ て トマ トク ン の 頭 に し が みつ 
いて いる の で 、 落 ちる 心配 は な さそ うだ 。 トマ トク ン が 転 て ん 倒 と 
うし た り し な けれ ば 。 


目 を つぶ っ て 、 野 いび き に 近い 寝息 まで 立て て いる の に 、 あ れ で 
な ぜ ち ゃ ん と 歩く こと が で き て し まっ て いる の だ ろう 。 ち ょ っ と 、 
じゃ な く て 、 か な り 値 じ ら れ な い 。 

その 隣 と な り で 三 歳 の 女の子 二 人 を 背負 っ て いる き ゅ ー は 、 人 見 
知り を する 質 た ちな の で 最初 は 緊 き ん 張 ち よう し て いた よう だ けれ 
ど 、 だ いふ 慣れ た よう だ 。 こ の 子 な ら 平 気 だ ろう と ベア トリ ー チ ェ 
が 選び 抜 ぬ いた 二 人 だ か ら 、 人 ひと 懐 な つこ いな が ら も お と な し 
い 。 た し か 、 ジ ェ ニ ー と 璃 梨 リー リー と いっ た か 。 彼女 た ち は す っ 
か りき ゅ ー が 気に入っ た よう で 、 真 っ 白い 毛 に 半分 埋まっ て じっと 
し て いる 。 ま あ 、 あ の も ふ ふ 毛 の すばらし し いい 心地 ここ ちよ さ に は 、 天 
下 御 ご 免 め ん の 悪 逆 医道 な 腐れ 外 げ 道 ど うつ で も 心 が と ろ ん と ろ ん に 
な っ ちゃ うと 思う けど ね 。 

「 き ゅ ー。 いつ から 寝 て る の 、 そ の 人 .……… 」 

「 き ゅ つ 」 き ゅ ー は 両手 を 広げ て みせ た 。 

1 そっ か 。 け っ こう 前 か ら 寝 た まま 歩い て た ん だ ね 」 

「 くつ 」 

1 じ p り D 財 時 起こ さ な い ほう が .………. MNOC す よれ ね ?2」 


「 や 、 そ れ は どう な ん だ ろ 。 普 ふ 通 つう こう いう 場合 、 起 こし と い 
た ほう が 無難 な ん じゃ な い ? 」 


「 で も 、 気 の 毒 か な っ て ..……. と りあ え ず 、 問 題 な いみ た い だ 


「 そ ら ジ ブン 、 な ん ぼ ば な ん で も 過 保 護 す ぎ や で 」 
ニン が | 
トマ トク ン の 目 が いき な り けり カッ と 見 開か れ た 。 
何 が 起こ る の か と 思っ て 即 そ く 座 ざ に 身 構え た ら 、 ト マト クン は 


目 を づつ 葉 つた 。 エ 、。。。、 ぞ る つか 」 

「 な 、 何 、 ぞ る つか っ て .………… 」 

『 さ .……… さあ .…『… ? 何で し ょ う ..….…. ?」 

人 」 八 ニー は また お な か を 押さ えた 。「 ぞ 、 ぞ る つか 。 
ぞ る つか だ っ て 。 何 そ れ 。 痛い 痛い 。 く ふ ふふふ 。 だ め 。 な ん か ツボ 
に 入っ ちゃ っ た 。 つ くく くく .… せ …… 」 

「 だ 、 大 丈夫 で すか っ 、 ハ ニー さん .……… 1? 」 


「 大 丈夫 、 大 丈夫 。 て いう か 、 ぞ る つか 。 い た た た 。 く くく 
く 


「 わ た し に は 、 わ か ら な いけ ど .…… ぶ ぷっ.…… 0 四 


「 や ば いで す よ 、 マ リア さん 。 な ん か 、 謎 な ぞ の ぞ る つか が 伝染 し 
つつ あり ます よ 。 で も 、 ぞ る つか っ て .…… ぼ … く ぶ ぷっ 。 ぞ る つか .……… 」 


「 ジ ブン ら な ぁ 。 そ ん な ん どこ が お も ろ い ね ん 。 ぞ る つか ぞ で る つか 
ゆう て 」 

「 ぞ る つか 」 と ピン パー ネル が 無 表情 で 咳 つ が ぶ や いた 瞬 し ゆん 間 か 
ん 、 カ タリ の 魚 面 が 一 気 に 月 ほう 壊 か いし て 、 す ぼ め た 魚 口 か ら 魚 
液 的 な も の を 「 ブ ーッ 」 と 噴 ふ ん 出し ゆ つ させ た 。 


『ー で ぼっ 、 ぶ ぼら っ 、 ぞ 、 ぞ る つか っ 、 ぼ へ っ 、 ぐ へ っ 、 ど わ は 
は は は っ 、 ぞ る つか っ ,」 


「 ち ょ 、 ち ょ っ と ぉ 、 う は は 、 カ タリ さん 、 や 、 や め 、 ぷ は は 、 や 
め て くだ さい よ も う 、 ぞ る つか っ 、 く ひひ ひひ ひ 」 


1 ぞ る つか .……… 2 くに 5 ぞ る つか .……… ce 25 5 


「 ど 、 ど うし よ 、 あ た し 、 い た た 、 う ふ ふ 、 ぞ る つか 、 や ば 、 い た 


た た 、 く く く CK 」 


「 や 、 と くに 笑え な いよ ね .……. 2 だ っ て 、 ぞ る つか で し ょ ? 僕 
は 平気 だ し -」 マ リア ロー ズ は あたり を 見 まわ し て みた 。 トマ トク 
ン は 寝 な が ら 歩 いて いる し 、 き ゅ ー は きょとん と し て いる けれ ど 、 
ZOO の 面々 だ け じ ゃ な い 。 そば に いる 子供 や 職員 、 大 人 の 患 か ん 
者 じ や た ち 、 そ れ に 秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 後 備 隊 の 隊 士 の 中 に も 、 笑 
い 声 を 立て て いる 者 、 衣 を 震 ふ る わせ て 笑い を こら えて いる 者 が 
けっ こう いる 。 不 自然 な は ほど きつ く 大 くち びる を 引き 結ん で いる ピ 
ン パ ー ネ ル も 、 ひ ょ っ と し て 我 が 慢 まん し て いる の だ ろう か 。 て 
と は 何 ? お か し く な い 僕 が お か し い の か な ? で も 、 ぞ る つか 、 
ね え 。 ぞ る つか 。 ぞ る つか 。 べ つ に お も し ろく な いと 思う ん だ け 
ど 、 み ん な の 笑い 顔 を 見 て いる うち に 、 な ん だ か 腹筋 が パ る ぷる し 
て きた 。 


「 ん くっ - 一 」 マ リア ロー ズ は 思わ ず 手 で 口 を 押さ えた 。 い や いや い 
や いや 。 僕 は 笑わ な いか ら ね ? 引き ずら れ て 笑っ た ら 負 けた 気分 
に な り ぞ うだ し じ し 。 『 く 、 く くく くく く で ぐ .。。。 四 


「 お 前 た ち 」 
ひ や っ と し て 声 の ほう を 見 る と 、 ベ アト リー チェ の 両目 が 逆 三角 
形 に な っ て いた 。 
「 う る さい と 吉 っ て いる の が 聞こ えな い の か ..……… ? コ 
笑っ て いた 全員 が 一 いつ 斉 せ すい に 口 を つぐ で ん で 頭 を 下げ た 。 


ka ご めん な さい 」「… すみ ませ ん で し た .…… ES 30 の 
ん 」「 す ん ま へ ん .…… ュ 」「 ご めん な さい で し た っ 」「 も うし ま セ 


と て つも な い 迫 は く 力 けり よく だ っ た 。 も の っ すご く 怖 こわ か っ 
た 。 お か げ で 何 の 罪 も な いき ゅ ー ま で 層 し よう 然 ぜ ん と し て いる 。 
本 気 で 反省 し て いる みん な の 気持 ち が 通じ た の か も し れ な い 。 ベ ア 
トリ ー チ ェ が うな ずい て 顔 を 前 に 向け る と 、 途 と 端 た ん に 張り つめ 
まく っ て いた 補 気 が め る ん だ 。 ベ アト リー チェ の 怒 い か り が 一 帯 の 
大 気 に 何 ら か の 影 え い 紋 き よう を 己 あ た えて いた と いつ こと だ る ろ 
つう 。 状 る べし 。 


それ に し て も 、 周 囲 に 目 を 配り な が ら 馬 ば 鹿 か 話 が で き て し まう 


ほど 平 へ い 穏 お ん 無事 すぎ て 、 ア ホ ア ホ 半 魚 人 な ら ず と も 何 か 起 こ 
る ん じゃ な いか と 警 け い 戒 か いし て し まう 。 一 方 で 、 困 難 が 待っ て 
いる と し た ら こ の 先 の は ず だ し 、 今 か ら 必要 以上 に 身構え て いて も 
し ょ う が な いと も 思う 。 


秩序 の 番 人 に 先導 、 警 護 さ れ て 、 ア サイ ラム 関係 者 以下 の 一 団 は 
第 三 区 の 比 ひ 較 か く 的 て き 広 い 街 路 を 選ん で 進ん で いる 。 新旧 大 小 
様々 の 集合 住宅 が 建ち 並ん で いる 第 三 区 は 、 ま だ 朝 早 いか ら と いう 
だ け で は た ぶん な く て 、 す で に 避 ひ 難 な ん し た り けり 避難 し よう と し て 
いた りす る 住民 が 多い の だ ろう 、 閑 か ん 散 さ ん と し て いる 。 第 三 区 
と いえ ば nebula が マス ク ペ イン ・ ス トリ ー ト の 東側 に あっ て 、 で 
も 、 こ こ は 西 側 な の で 、 け っ こう 遠い 。 ど う で も いい ん だ けど 。 昼 
飯 時 ラン チタ イム は どう し て いる の だ ろう 。 本当に どう で も いい ん 
だ けど 。 


大 勢 の 体 た 【 1 臭 し ゆう に 混 じ つて 、 均 ほ こ ) の 匂 に お し ! が する 。 
建物 の 合間 か ら 突 つき 刺さ す よ うな 朝日 が 射 さ し こん で き て 、 マ リ 
アロ ー ズ は わずか に 目 を 細め た 。 


も の すご い 速 度 で 物事 が 進行 し て いる わり に 、 け っ こう 冷静 だ と 
: 
2 つ 。 


ヨル ハン ・ サ ン ラ イズ 率い る 先行 隊 は 、 す で に 環 か ん 状 じ よう 通 か 
ら マ クス ペイ ン ・ ス トリ ー ト に 突 ミ と つ 入 に ゆう し て 、 後続 隊 の た め 
に 脱 だ つ 出 し ゆ つ 市 民 を 追い 散ら ち し て くれ て いる は ず だ 。 も ちろ ん 
混乱 は 生じ て いる に 違 ち が いな いし 、 怪 け 我 が 人 も 、 ひ ょ っ と し た 
ら 死 者 すら 出 て いる か も し れ な い 。 そ れ も 覚 か く 悟 ご の 上 で 、 ア サ 
イラ ム 関 係 者 ら を と に か く 全 員 無 事 に エル デン か ら 離 り 脱 だ つ さ せ 
る 。 秩序 の 番 人 は この 計画 を や り 抜 ぬ くだ ろう 。 ヨ ハン ・ サ ン ラ イ 
ズ 。 あ の 男 の こ と は や っ ぱり どう も 好き に な れ な いけ れ ど 、 意 志 の 
強 さ は 尋 じ ん 常 じ よう じゃ な いし 、 値 し ん 頼ら い に 値 あたい する 人 
間 で は ある 。 少なくとも 、 何 も か も 守 ろ うと し て 、 そ の 結果 、 一 
大 事 な も の まで 失っ て し まう よう な 思 ぐ を 犯 お か すこ と は な い 。 つ 
らい 役回り を 下 の 者 に 引き 受け させ る よう な 厚 顔 無 お 恥 ち で も な 
い 。 眉 まゆ ー つ 動か さ ず に 率 そ つ 先 せん し て 自ら 手 を 汚 よ ご すこ と 
を 胡 い と わな い 、 べ つ に 平気 な わけ で は な いく せ に 冷 れ い 酷 こく 上 
情 を 装 よ そお うこ と が 上 手 な か わい げ の な い 男 だ 。 そ うつ いう と ころ 
が 余計 に お か つく ん だ けど さ 。 


間もなく 環状 通 に 出る 。 本 当 に も つう 間 も な くだ 。 


「 ふう 一 つ 」 と カタ リ が 強く 息 を 吐 は いた 。 


マリ アロ ー ズ は 義足 を つけ て いる ピン パー ネル と 傷 だ ら け の 八 
ニー を ちら り と 見 て 、 そ れ か ら ト マト クン に 視線 を 向け た 。 ト マト 
クン は 薄 つ す 目 め を 開け て いた 。 


後続 隊 の 先頭 は すでに 環状 通 に 入っ て いる 。 


環状 通 に は 東 か ら 西 へ 、 つ まり マク スペ イン ・ ス トリ ー ト か ら 遠 
ざか る ほう つ へ と 向かう 人 の 流れ が あっ た 。 誰 だ れ も 彼 も 大 荷物 を 
持っ て いる 。 脱出 市 民 だ 。 後続 隊 は そう し た 脱出 市 民 た ち に は 見 向 
きも せ ず に 東進 する 。 


「 だ いぶ 片 づ い て る みた い だ な 」 上 背 が ある か ら 遠 くま で 見 える ト 
マト クン が 低く 咳 い た 。 


「 気 を 引き 締 し め て 」 吉 っ て すぐ 、 吉 わ ず も が な の こと だ と 思っ た 
けれ ど 、 い い 具 合 に 緊 き ん 張 ち よう し て いる 証し よう 拠 こ だ 。 軽 く 
舐 な め た 大 も 乾 か わ いて いる 。 自分 の 状態 と し て は そう 悪く な い - 一 
思う 。 


「 盾 た て 構え い 」 総長 代理 の 殺 叉 が 叫 さ け ぶ と 、「 応 」 の 返事 と と 
も に 、 後 備 隊 を の ぞ く 番 人 た ち が 携 た ず さ え て いた 盾 を 構え て 防 ぼ 
う 御 ぎ よ を 固め た 。 


ベア トリ ー チ ェ は 近く に いる けれ ど 、 モ リー は ずっ と 前 の ほう に 
いる か ら 、 マ リア ロー ズ の 位置 か ら だ と 見 えな い 。 


一 度 、 情 を 少し 湿 し め ら せ て 、 わ ず か に 顎 あ ご を 引い た 。 


後続 隊 が 右 へ 右 へ と 曲がっ て ゆく 。 も うこ こ は マ クス ペイ ン ・ ス 
トリ ー ト だ 。 そ うい えば 、 マ クス ペイ ン っ て - マ リア ロー ズ は トマ 
トク ン を 横目 で 見 て 、 す ぐ 前 に 向き な お っ た 。 今 は いい や 。 あ と で 
いし 1。 


遠く 、 ず っ と 前 方 か ら 、 悲 鳴 や 怒 ど 号 ご うみ た いな も の が 聞こ え 
る 。 で も 、 そ れ 以 外 に これ と いっ た 変化 は な い 。 と 思っ た ら 、 舗 ほ 
装 そ うさ れ た 地面 に べったり と 血 ち 棚 の り が つい て いた 。 折 れ た 歯 
と お ぼ し きも の が 落ち て いた り も する 。 ア サイ ラム の 子供 が 、 脱 出 
市 民 の 落と し 物 な の だ ろう 背負 い 袋 ぶ く ろ を 踏 ふ み 越 こ えよ うと し 
て し くじ り 、 後 備 隊 の 番 人 に 支え られ た 。 う し ろ め た い 思 い が ま っ 
た く な いと は 吉 え な い 。 で も 、 僕 ら は 運命 に 遇 を 任せ て じっと し て 


いる 方 法 を 選ば な か っ た 。 他 ほか の 人 た ち を 、 そ れ が 敵 だ ろう と 敵 
じゃ な か ろう つと 、 と に か く 目 の 前 の 誰か を 押し の け て 道 を 切り 開く 
こと に 決め た の だ か ら 、 こ うな る こと は 目 に 見 えて いた 。 今 さら 気 
き 後 お くれ し た り た め ら っ た けり し て も し ょ う が な い 。 そ ん な こと は 
許さ れ な い 。 


マリ アロ ー ズ は 短く 三 度 、 息 を 吐 \ て か ら 、 深 く 吸 いこ ん だ 。 と 
けり あえ ず 、 先行 隊 は うつ まく やっ て いる 。 そ れ は 間違い な い 。 


不意 に ピン パー ネル が 後ろ を 向い た 。 そ の 直後 だ っ た 。 


「 敵 て き 英 し ゆう ! 後衛 、 迎 げ い 撃 げ き 用 意 っ .…… ! 」 女 性 の 声 
が し た 。 後 続 隊 の 後衛 で 指揮 を と っ て いる 玉 瑠 副長 だ 。 


「 敵 っ て - 一 」 マ リア ロー ズ は 足 を 止め ず に 振 ふ けり 返っ て 、 ぴ ょ ん 
ぴょ ん 跳 は ね た 。 だ め だ 。 見 えな い 。 超 最低 S UC K。 


に ees ュ 」 ト マト クン は 両 り よう 肩 か た に の っ て いる 子供 を 手 で 
押さ えて 振り 向い た 。 


「 止ま る な ! 」 殺 叉 が 声 を 張り あげ た 。 「 迎撃 は 後衛 に 任せ る ! 
前 衛 及 お よび 中 衛 は 微 び 速 そく で 前 進 継 けい 続く ! 」 


そう 吉 わ れ て も 、 実 戦 慣 れ し て いる 秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 と 違っ 
て 、 ア サイ ラム の 患 か ん 者 じ や や 子供 た ち 、 他 の 避難 者 た ち は 素人 
し ろう と だ 。 途 端 に 足並み が 乱れ に 乱れ た 。 中 に は 担 た ん 架 か で 運 
ば れ て いる 患者 も いる か ら 、 歩 調 が あわ な く な る と ぶつ か っ た り 転 
びそ うに な っ た りす る 者 も いた 。 


「 落 ち つ け ! 」「 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ ぷ ぶ だ ! 」「 き みた ちの こと は 
我々 が 守る ! 」「 慌 あわ て る こと は な い ! 」 


番 人 の 声 、 声 、 声 が 飛び 交 か っ て 、 素 人 集団 が 落ち つき を 取り 戻 
も どす 前 に 、 後 衛 は 反転 し て いた 。 マ リア ロー ズ は ここ に いて 何 を 
し て いる わけ で も な いし 、 お むず むず し て 仕方 な いけ れ ど 、 好 き 勝 手 
に 動い た ら 邪 じ や 魔 ま に な る だ け だ 。 何 を し て いる わけ で も な い の 
な ら 、 何 か で きる こと は ある わけ だ か ら 、 せ め て 自分 に で きそう な 
こと くら い は や ら な いと 。 


「 大 丈夫 だ か ら ! ね !」 マ リア ロー ズ は そば で きょろきょろ し て 
いた 子供 の 診 を 抱 だ く よ う に し て 歩か せ た 。 敵 っ て 何だ ろう 。 誰 な 
ん だ ろう 。 気 に な る 。 だ けど 、 見 えな いし 。 


「 や つら 、 強盗 団 ロ バー ツ ,, と か ゆう と る で ! 」 カ タリ は 好 こ う 
奇 き 心 し ん を 隠 か くそ うと も せ ず 、 つ ま 先 立ち を し て 後ろ 歩き を し 
て いる 。「 DTE や と か ギャ プ ・ ド ・ レ エ 、 平 面 爆弾 フラ ツ ト ボ ン 
バー、 カ ラナ ビス 、 ベ ス 公 あたり の 若手 連中 が 結成 し よっ た 略 り や 
く 奪 だ つ 集 団 や な ! 秩序 の 番 人 に 挑 い どん で きよ る と は ええ 度胸 
や な いか ! 」 


「 な ん で きみ 、 そ ん な に 嬉 つ れ し そ うな の .……… 四 


「 誰が 嬉し が っ と ん ね ん 。 ち ょ ぉ ー っ と ば っ か し 和 皿 湧 わき 肉 躍 お 
どっ と る だ け や ん か 。 か ー っ 。 わ し も 迎撃 し た いわ っ 「! 」 


Es 、 ほ く お 1 」 


「 お お 。 ル ー シ ー。 ジ ブン も か い 。 な ん や か ん や ゆう て 、 す っ か り 
一 人 前 の 漢 お と こ や の う 」 


「 先 へ へ べ へ 。 そ ぞ そう で すか 、.…., ? で も 、 な ん か こう 、 迎 黄 っ て いう 吉 
葉 っ て 、 と きめ くも の が あり ます よね .」 


「 漢 の 証 あ か し や で 」 


「 て ゆう か さ 」 マ リア ロー ズ は トマ トク ン を 見 上 げた 。 「 問題 な さ 
ELG2 


「 う つむ 」 ト マト クン は 五 歳児 と 六 歳 児 に 髪 か みや ら 耳 や ら を 引っ ぱ 
られ な が ら 、 片 方 の 眉 ま ゆ を つり あげ た 。 「 後ろ は 平気 な ん じゃ な 
いか 」 

「 後 ろ は - 一 っ て .……… W 

「 き ゅ つ ! 」 き ゅ ー が 鋭 す る どい 声 を 発し て 東 の ほう を 見 た 。 そ れ 
と ほぼ 同時 に 、 ピ ン パ ー ネ ル が 腰 こ し を 低く し て 西 に 目 を や っ た 。 
「 一 挟 は さ み 撃 つう ち デ ス .……『… W 


マク スペ イン ・ ス トリ ー ト の 東 も 西 も 第 七 区 だ が 、 趣 お も お き は 


だ いぶ 違 ち が う 。 東側 は 機 術 工場 や 各種 工 こ う 房 ば うな ど が 乱立 し 
て いる 第 八 区 と ほとん ど 変 わら な いし 、 西 側 に は 瓦 が 秦 れ き を 寄せ 
集め て 建て た よう な めちゃ くち ゃ な 建物 が 隙 す き 間 まな く 密 集 し て 
いる 。 


背 せ 伸 の び を し て も マリ アロ ー ズ に は や っ ぱり 見 えな い の だ けれ 
ど 、 背 後 の み な ら ず 、 ど つや ら そ の 東 と 西 か ら も 敵 は さ つ 到 と う 
し て こよ うと し て いる らし い 。 い や 、 見 えた 。 西 の ほう だ 。 朽 くち 
か け て いる と し か 思え な い 残 ざん 骸 が い の 集 積 物 み た いな 建物 の 窓 
か ら 、 ス トラ イプ の ボディ スー ツ を 着 た 和 静 は げ 頭 あ た ま の 男 が 飛び 
降り た 。 ラ イム 色 と レ モン 色 の スト ライ プ は 、 た し か ベス 公 と いつ 
悪党 クラ ン の シン ボル カラ ー だ 。 あ まり 大 きい クラ ン で は な いけ れ 
ど 、 色 合い 的 に けっ こう 目立つ か ら 覚 えて いる 。 後 ろ と 左右 か ら 貞 
お そ わ れ て 、 後 続 隊 の 足 は 完全 に 止ま っ て し まっ た 。 


「 ウ ケ ケ ケ ケ ッ 」 半 魚 人 が 不 ふ 愉 ゆ 快 か いき わ ま りな い 奇 き 声 せ い 
を 発し た 。「 挟み 撃ち っ ちゅ うつ の ん も 、 な か な か ええ 響 ひ びき や 


AN 2 」 


「 同感 で すっ ! 」 ル ー シ ー は も う モ トロ ー ル 有 刀 を 抜 ぬ こう と し て い 


oO 


「 あたし 、 自 分 の こと くら い は 自分 で な ん と か で きる か ら 」 八 ニー 
は 左手 で 腰 の ケー ス を まさ ぐっ た 。 あ の 中 に は 拳 けん 銃 じ ゆう 、 リ 
トル ジョ ニー が 収め られ て いる 。 


ピン パー ネル も 肉 し 雄 ゆ う 一 対 つ い の 短 た ん 剣 け ん を ぶら 下げ る 
よう に 握 に ぎっ て いる し 、 き ゅ ー も 全身 の 毛 を 少し だ け 逆 立て て 上 臨 


戦 態勢 だ 。 
「 サ フィ ニア 、 遠 いけ ど 狙 ね ら え る ? 」 


尋 た ず ね る と 、 サ フィ ニア は 右手 だ け で 杖 つ え の 下 か 端 た ん を 所 
!) し め 、 そ の 先端 を 西 の ほ う へ と 差し 向け た 。 い つ 精 神 集中 チ ヤ ネ 
リン グ に 入っ て 準備 を 終え た の か まっ た くわ か ら な い 。 日 ひ 頃 ご ろ 
の 修練 の 成果 な の か 、 そ れ だ け じ ゃ な い 天 て ん 弁 ぶ の オ の 発 は つ 露 
ろ な の か 、 何 か きっ か けが ある ご と に 、 サ フィ ニア は 確実 に 進歩 し 
て いる 。 


「 爆 償 Mexes 埋 來 礼 


杖 の 先 か ら 放 た れ た 幾 い く 奈 じ よ う も の 雷 か みな り は 、 二 十 メ ー 
テル 以上 離 は な れ て いる 西 の 建物 一 その 窓 か ら 飛 び だ し て こよ うと 
し て いた ベス 公 の 男 た ち 四 、 五 人 を 直 ち よ く 撃 げき し て 吹 ふ っ 飛 と 
ば し た 。 相手 は ベス 公 だ け じ ゃ な い 。 カ タリ の 計 葉 を 信じ れ ば 、D 
TE や ギャ ブ プ ・ ド ・ レ エ と いっ た 名 の 知れ た 悪党 クラ ン や 、 そ れ よ 
り は 若 じ や つ 干 か ん マイ ナー な 平面 爆弾 フラ ツ ッ ト ボン バー、 カ ラナ 
ビス の 連中 も いる よう だ 。 け っ こう な 頭数 を そろ えて いる みた い だ 
か ら 、 四 、 五 人 の 損失 自体 が 形勢 に 決定 的 な 影 え い 響 きよ う を 及ぼ 
すこ と は な い だ ろ う が 、 西 方 面 の 敵 が 一 いつ 瞬 し ゆん 、 居 ひる ん 
だ 。 そ の 間 に 、 意 表 を 衝 つ か れ て 多少 動 ど う 揺 よう し て いた 秩序 の 
番 人 が すっ か り 態 勢 を 立て な お し た 。 東 の ほう は 、 し か し 、 い くら 
か 押さ れ 気 味 だ 。 


「ー ト マト 、 き ゅ ー、 ピ ン パ ー ネ ル 、 ハ ニー は 残っ て ! 僕 と カタ 
リ 、 ル ー シ ー、 そ れ か ら サ フィ ニア は 東 に ! 行く よ !」 


マリ アロ ー ズ は 返事 を 聞か ず に アサ イラ ム の 患者 や ら 子 供 や ら 職 
員 や ら を か きわ け て 東 へ と 向かお うと し た 。 


な ん で 上 の ほう つ を 見 た の か 、 そ の と き は わか ら な か っ た 。 


と に か く 何 か に 突 つ き 動 か され て 振 ふ り 仰 あお ぐ と 、 山 な り の 軌 
き 道 どう を 描 え が いて 一 三 つ か 四 つ の 何 か 丸い 物体 が 飛ん で くる 。 


マリ アロ ー ズ は と っ さ に 腰 に 手 を の ば し た が 、 そ こ に 吊 つ る され 
て いる は ず の 小型 強 園 ベイ ビー フ ア イ ア は 有 崩 ほ う 壊 か いし た トマ ト 
クン 邸 て いと 運命 を と も に し た 。 だ いた い 、 撃 ち 落 と す な ん て 無理 
だ 。 一 つじ ゃ な い 、 複 数 だ し 、 も う 遅 お そし いり 。 


物体 は 子供 た ちや 職員 ら が 集まっ て いる あたり に 落ち た 。 心 臓 が 
握り 潰 つ が ぶさ れる か と 思っ た 。 で も 、 予想 に 反し て 、 ぼ ふっ 、 み た 
いな 軽く て 鈍 に ぶ い 音 が し た 。 物体 は どう や ら 何 か 粉 状 の も の を 詰 
つめ た 袋 ふ くろ か 何 か だ っ た らし い 。 そ れ が 破れ 、 中 身 が 飛散 し 
て 、 近 くに いた 者 た ち が 咳 せき こん だ けり くし ゃ み を し た リリ し な が 
ら 、 叫 さけ ん だ けり も が いた り けり し は じ め た 。 


「 な っ 、 何 な ん で すか 、 あ れ .…… 1? 」 
「 胡 ここ 李 し よう つや ん か ..…… 1 」 
「 て ゆう つか 、 ま だ くる ん だ けど .…… た の 4 寺 0 トッ ーー 


マリ アロ ー ズ は サフ ィ ニ ア を 抱 だ きよ せ て 、 飛 ん で くる 丸い 物体 
を か わ そ うと し た 。 そ れ で まとも に 食らう 事態 だ け は な ん と か さけ 
られ た が 、 物 体 は そう 離れ て いな い 地 面 に 落ち て 、 胡 机 ら し い 粉 を 
ぶち まけ た 。 そ の 寸前 に 目 を つぶ っ て 息 を 止め た 。 そ の つも り だ っ 
た 。 ち ょ っ と だ け 遅 か っ た の か 。 ま すず 鼻 に 刺し 激 げ き が き て 、 次 に 
演 な み だ が あふ れ て きた 。 息 が で き な く て 口 を 開け て し まい 、 吸 い 
こん だ 粉 が 喉 の ど を 刺さ し て 、 咳 せき だ か くし ゃ み だ か わか ら な い 
も の が 止め ど な く 出 た 。 目 を 開け られ な い 。 何 も 見 えな い 。 だ け 
ご 、 婦 プ フィ ニア も 、 力 タリ も 、 ルー シー も 、 羽 だ よう な 有 様 だ そ 
れ は わか る 。 胡 机 。 ま ぎれ も な く 胡 李 だ 。 吉 うな れ ば 、 胡 概 爆 ば く 
弾 だ ん 。 お そら く 、 紙 で 胡 相 を 包み 、 紀 ひも で 縛 し ば っ て 口 を 閉じ 
た だ け の も の だ ろう っ う 。 


そう か 。 わ か っ た 。 建物 の 屋上 だ 。 何 か を ぐる ぐる 回 し て いる 男 
が いた 。 そ れ を 見 て 、 あ いつ は 何 か 投 げ よ うと し て いる と 、 瞬 間 的 
に 草 断 し た 。 き っ と あれ は 簡単 な 投石 機 だ っ た の だ ろう つう 。 そ うし て 
上 を 見 る と 、 胡 概 爆弾 が 飛ん で きた 。 そ うい うこ と だ っ た ん だ 。 く 
そ 。 超 最低 S UC K。 胡 李 は わり と 安く な か っ た けり する けど 、 こ ん 
な 単純 すぎ る 武器 と も 呼べ な いよ うな も の に まん ま と し て や られ る 
な ん て 。 誰 だ れ で も 考え つき そう で 、 た や すく 作れ そう なの に 、 な 
ぜ か 今 ま で 一 度 も お 目 に か か っ た こと は な い 。 そ し て 、 効 果 は 絶大 
だ 。 


「 え ほっ 、 ぐ し ゅ っ 、 こ ほっ 、 か は っ 、 さ 、 サ フィ 、 あ くっ 、 ニ 
ア 、 だ 、 だ いじ ょ 、 ぶ し ゅ ん 、 だ いじ ょ 、 べ ぐし っ 」 


1 1 ふし ゅ ん 、 じ ょ 、 く し ゅ ん 、.…/… ひし ゅ ん 」 


目 も 上 も きか な い の で 、 ど つ な っ て し まっ て いる の か 、 は っ きり 
と は わか ら な い 。 で も 、 間 ま 違 ちがい な く 大 混乱 に 陥 お ちい っ て い 
る は ず だ 。 括 戦 せ ん 闘 と う 員 は も ちろ ん 番 人 た ち だ っ て 、 完 全 武 装 
し て いて も 目 だ の 口 だ の 鼻 だ の は 無防備 に 近い か ら 、 こ れ は きい て 
いる だ ろう つう 。 ま ずい 。 ま ずい っ て ば 。 ま ずい よ 。 や 、 冷静 に 。 冷静 
に な ら な いと 。 一 時 的 に は 押し こま れる 展開 に な る か も し れ な いけ 
れ ど 、 絶 対 に 持ち こたえ られ る 。 秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 は そん な に や 
わ じ ゃ な いしい |。 


「 く っ そ 、 け ど 見 えな いし 、 く し ゅ ん 、 鼻 と か 喉 と か ぐし ゅ ん 、 も 
う 頭 に くる な あ .……… ! 」 


マリ アロ ー ズ は 左手 で 口 と 鼻 を 覆 お お っ て まばたき を 繰 く りか え 
し た 。 う ん 。 ぼ や け て る けど 、 何 も 見 えな いっ て こと は な い 。 サ 
フィ ニア は すぐ 後ろ に いて 、 魔 ま 術 じ ゆ つ 土 衣 の 袖 そ で で 目 の ま わ 
り を ぬ ぐ っ て いる 。 カ タリ と ルー シー は な ぜ か 抱き あっ て いた 。 見 
よう に よっ て は 、 抱 ぼう 擁 よ うし あっ て 号泣 し て いる よう に も 見 え 
な く は な い 。 何 や っ て る ん だ か 。 


『 カ タリ ! ルー シー! も っ か り し て !」 


「ー へ ぐし ゅ お ん ら っ ! ぼ 、 ボ ケ ェ ッ ! わし は し っ か り し と 
る っ ちゅ つう つげ し ゅ ん っ ! 」 


「 ご 、 ご べ ん だ さい っ ! へ き し っ ! 」 


「 さ あ 、 く し ゅ ん っ 、 行 っ て 行っ て 、 ぶ し っ 」 マ リア ロー ズ は サ 

フィ ニア の 手 を 引き な が ら カ タリ と ルー シー を 跳 け けり 進 ませ 、 と ろ 
くさ い 二 人 に 腹 が 立っ て 追い 抜い た 。 番 人 た ち は 動 か ず に 持た て を 
並べ て 壁 か べ を 作り 、 防 戦 に 徹 て つ し て いる よう だ 。 さ す が 、 と 吉 
うべ きだ ろう 。 現状 で は ああ や っ て 凌 し の ぐ の が お そら く 最 善 だ 。 
目 が 痛い 、 痛 い 、 痛 いけ どか まう も の か 。 子供 は 邪 じ や 魔 ま で も 突 
き 飛 ば し て し まわ な いよ うに 。 大 人 は ちょ っ と 失礼 し て どい て も 

ら っ て 。 胡 概 爆 弾 は まだ 降り そそ ぎ つ づ け て いる 。 敵 は 何ら か の 備 
え を し て いる の か 。 ま あ 、 ゴ ー グ ル と マス ク を 着用 すれ ば いい わけ 
だ か ら 、 そ れ く らい の 用 意 は し て いる の か も し れ な い 。 こ ちら に 背 
を 向け て いる 番 人 の 列 に 近づい て ゆく と 、 案 の 定 だ っ た 。 番 人 た ち 
めがけ て 突っ か か っ て くる 敵 は 全員 、 防 毒 防 ぼ う 塵 じん マス ク や 

ゴー グル 、 各 種 マ スク な ど を つけ て いる よう だ 。 


0 二天 1! 」 
0 わた し は 、 く し ゅ ん 、 へ 、 平 気 だ か ら .…『…. 1 」 


マリ アロ ー ズ は サフ ィ ニ ア の 手 を 放し て 、 ベ ルト の ホル ダー か ら 
小 こ 瓶 び ぴん を 抜き と っ た 。 家 が あん な こと に な っ て 、 在 庫 も 製作 す 
る た め の 器 具 も ぜん ぶ 失 っ た か ら 、 も う 六 つ し か 残っ て いな い 。 こ 
ん な こと に な っ て し まっ た の で 補 ほ 充 じ ゆう で きる あて も な いし 、 
あま り 使 いた く は な いけ れ ど 、 え て し て こう いう と き に けち る と 後 
こう 悔 か いす る 羽目 に な っ た けり する も の だ 。 で も 、 や っ ぱり も っ た 
いな いか ら 、 一 個 だ け 。 


マリ アロ ー ズ が 投じ た ハー レム ・ ゴ ー ド ン 人 入り の 小瓶 は 、 番 人 た 


ちの 列 に 押し よせ て き て いる 敵 の 後方 で 爆発 し た 。 至 近 距 きよ 離 けり 
で 食 く ぐら わな けれ ば 死ぬ こと は な い 程 度 の 威力 リ り よ くだ が 、 関 せ 
ん 光 こ う や 音 、 煙 けむ り は けっ こう 派手 だ 。 敵 が 目 に 見 えて うろ た 
えた 。 


US 、 劇 王 ジー ! 」 
「 ほ い 寺 た っ ! 」「 行 っ て きま ぁ ー す っ .…†…… 1! 」 


カタ リ と ルー シー が 番 人 た ちの 間 を すり 抜け て 敵 に 突っ こん で 
いっ た 。 た っ た 二 人 と は いえ 、 そ の 突 と つ 進 し ん 力 は 半 は ん 端 ば 
じゃ な し !。 


「 ず ら ず ら ず ら ず ら ず ら ず ら ァ アァ ッ .……… 0 9 間 和 = 聞 芝 > 到 > ま っ 
aaaahhhh.…………… 1! 」 


けし か けら れ た と き の カ タリ と ルー シー は 首 ど う 猛 も うな 獣 け も 
の だ 。 ル ー シ ー は 戦い と な る と 視野 が 狭 き よ う 容 さく し て し まう 欠 
点 を 抱か か えて いて 、 目 の 前 に いる 敵 し か 見 えな く な る 傾け い 向 こ 
う が あ る けれ ど 、 カ タリ は 半 魚 人 な けり に 経験 豊富 だ し 、 目 が 離 は な 
れ て いる か ら 見 み 渡 わた せる 革 は ん 囲い も そこ そこ 広い 。 見 た 目 に 
反 し て 老 ろ う 猫 か いな と ころ も あっ た りす る 。 向 こう 見 ず な ルー 
シー を それ と な く 援 えん 護 ご し つつ 、 複 数 の 敵 を 効率 的 に 傷つけ て 
戦闘 能力 を 奪う ば っ た り 損 そこ な わせ た リリ と いっ た 芸当 も で きる か 
ら 、 一 足す ーー が 二 ど ころ か 三 に も 四 に も な る 組み あわ せ だ 。 当然 、 
四 だ ろう が 五 だ ろう が 、 数 は 相手 の ほう が 多い わけ で 、 カ タリ と 
ルー シー の 快 か い 進 し ん 撃 げ き が いつ まで も つづ く こ と は な い 。 と 
いつ か 、 い つま で も つづ ける 必要 は な い の だ 。 流れ が 少し で も こち 
ら に 傾 か た お いた と ころ で 、 地 力 で は 人 遥 は る か に まさ る 秩序 の 番 人 
が 攻 こ う 勢 せい に 転じ われ ば 、 一 気 に 勝負 を 決め て し まえ る だ ろう っ う 。 


「 十 九 番 警 けい 選 ら 隊 前 へ 出 え 一 っ … ! 」「 十 五 番 守護 隊 遅 お く 
れ を と る な ッ .…… ! 」 
2 ! 」 マ リア ロー ズ は うな ずい た 。 だ けど まだ 気 を 抜い 


ちゃ いけ な い 。 強盗 団 ロ バー ツ は た し か に 秩序 の 番 人 に 押し まく ら 
れ て いる 。 胡 概 爆弾 の 雨 も や ん だ 。 負 け 戦 いく さ に は な ら な い 。 そ 
れ は も う 十 中 八 九 、 間 違い な いと 思っ て も いい だ ろう 。 た だ 、 計 を 
並べ て 前 進 す る 番 人 た ち は さ な が ら 鋼 は が ね の 壁 の よう だ が 、 そ れ 
は あく まで 比 ひ 路 ゆ に すぎ な く て 、 実 際 に は 番 人 と 番 人 の 間 に 空 

う 隙 げき が な いわ け じ ゃ な い 。 どう や ら 敵 に も 無 む 手 て っ 法 ぽ うな 


いか れ た や つが いる みた いで 、 そ の 隙 す き 間 ま を 通り 抜け て くる 者 
が た ま に い た りす る 。 こ っ ち に は 守ら な いと いけ な い 人 た ちがい る 
ん だ か ら 、 一 人 た けり と も 通し ちゃ ダメ な の に ..…… ! 


マリ アロ ー ズ は 右手 で ANGRA ロ ンド 09 を 、 左 手 で ANGRA 
レク イエ ム 04 を 抜い た 。 番 人 の 間 を 抜け て きた や つ 一 赤ら顔 が 妙 み 
よう に 細長 く て 、 緑 色 に 染め た 髪 か み の 毛 は 頭 の て っ ぺん 以外 、 剃 
そっ て ある 。 ニ ンジ ン ..……… 2? 一 度 そ う 思 っ て し まう と も う ニ ンジ 
ン に し か 見 えな い 。 ニ ンジ ン 男 は 錠 な た みた いな 合 け ん を 両手 に 一 
本 ずつ 持っ て いる 。 放 っ て お いた ら 、 職 員 や 子供 が ニン ジン 男 の 毒 
どく 牙 が に か か る か も し れ な い 。 マ リア ロー ズ は 「 ふっ.…… か 人 
息 を つめ て ニン ジン 男 に 迫 せ まっ た 。 正直 、 ち ょ っ と 怖 こ わか っ 

た 。 だ っ て 、 ニ ンジ ン 男 の 顔色 も 顔つき も 明らか に 異常 だ 。 い っ 

ちゃ っ て る 。 顔 が や た ら と 細長 く 見 える の は 筋肉 が すご いか ら だ 

し 、 背 も 高い 。 百 八 十 以 上 ある 。 か な り 力 が ある だ ろう 。 そ の 管 り 
よ 力 り よ く を 効果 的 に 使わ れ た ら や ば い 。 マ リア ロー ズ は 祈 い の っ 
た 。 ど うか が 馬 ば 鹿 か で あり ます よう に 。 果 た し て ニン ジン 男 は 「 ケ 
ヒヤ ツ .……… ! 」 と 両 り よう 眼 め を 見 開き 、 左 右 か ら 挟 は さ み こ お む よ 
うに 錠 を 繰り だ し て きた 。 何 の ひね り も な い 。 や っ た 。 馬鹿 だ 。 助 
か っ た 。 マ リア ロー ズ は 限界 まで 体勢 を 低く し て 錠 の 下 を くぐり 、 

ニン ジン 男 の 懐 ふと ころ に 入り こん だ 。 そ うし て 身体 か ら だ を ね じ 
りな が ら 右 手 の ロ ンド を や つの 吾 あ ご 下 へ 、 左 手 の レ クイ エム を 為 
尾 み ぞ お ちあ た り に ぶっ 刺さ し て や っ た 。「 ウ ヘッ 。 ウ ハハ ッ 」 ニ 
ンジ ン 男 は 笑っ た 。 薬 ヤク で も キメ て いる の か 。 だ と し た ら 危 険 

だ 。 マ リア ロー ズ は ニン ジン 男 を 突 つ き 倒 た お し な が ら 跳 と び 下 

が っ た 。 ニ ンジ ン 男 は 後ろ へ 倒れ こみ な が ら 錠 で 斬 き りつ け て こよ 
うと し た が 、 か すり も し な か っ た 。 


「 は 、 八 ネ モン 、 八 下 モ ン の 仙 か た きだ オラ ァ ッ .…… ! 工 
ヘッ ! ウ ヒ 八 八 ハ ッ ! 」 ニ ンジ ン 男 は 腹 か ら 、 そ し て 喉 の どか ら 
血 を 噴 ふ ん 出し ゆ つ させ 、 わ け の わか ら な いこ と を わ め き な が ら 、 
倒れ た まま 錠 を 振 ふ り ま わし て いる 。 そ の うち 起き あがっ て きそう 
だ し 、 危 な いっ た ら な い 。 


ED ! 」 マ リア ロー ズ は 右 み ぎ 膝 ひざ を 思い きり 曲げ て を ひ 
だ り 脚 あし を の ば し 、 地 面 す れ す れ に ロン ド を 振っ て ニン ジン 男 の 
ニン ジン みた いな 頭 に 叩 た た きこ ん だ 。 側 頭 部 か ら 頭 頂 ま で ザッ ク 
リ や られ る と 、 さ す が の ニン ジン 男 も お と な し く な っ た 。 ま っ た 

く 、 何 な ん だ よ 。 冗 じ よ う 談 だ ん じゃ な いっ て の 。 そ ん な こと を 思 
いな が ら 前 に 向き な お る と 、 ラ イム 色 と レ モン 色 の ボディ スー ツ を 


着 た ベス 公 の 若い 男 が 下 と げ だ ら け の こ ん 棒 ぼ ば う を 振り か ざし て 
肉 に く 薄 は くし て いた 。 や ば 。 よ け な い と 。 動く よ り 早 く 、 マ リア 
ロー ズ の 斜 な な め 後 ろか ら 何 か が 飛び だ し て きた 。 何 か 、 じ ゃ な 
い 。 サ フィ ニア だ 。 

サフ ィ ニ ア は 杖 つ え で ベス 公 の 横 っ 面 を ぶん 殴 な で っ た 。「『「- 一 え 
し 05 1!」 


ベス 公 は 頭 か ら 地 面 に 突っ こみ 、 和 白目 を 呈 お むい て ぐっ た り し た 。 
「 あ 、 あ り が と 、 サ フィ ニア 」 
5 選 つ だ し まし で 1 」 


細い わり に 、 そ の 気 に な っ た ら け っ こう 力 あ っ た りす る ん だ よ 
な ぁ 。 ま あ 、 魔 ま 術 じ ゆめ つ 士 だ し ね 。 いろいろ 見 た 目 ど お り じ ゃ な 
く て あたり まえ な ん だ けど 、 そ ん な こと は どう で も よく て 、 よ く な 
い の は この 状 じ よう 況 きよ うだ 。 秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 が 圧 あ つ 倒 と 
う 的 に 有利 で 、 大 た い 勢 せい は 変わ らち ない だ ろう つが 、 こ の まま だ と 
導 戦 せん 闘 と う 員 に 死傷 者 が 出 て し まい か ね な い 。 そ うな っ た と し 
て も 、 た ぶん 少数 に と ど ま る は ず だ 。 許容 する し か な い の か も し れ 
な い 。 た だ 、 一 人 で も 犠 ぎ 牲 せい 者 し や が 出 た ら 、 秩 序 の 番 人 に 
と っ て は 失敗 に 等 し い 。 そ れ は Z OO に と っ て も 同じ だ 。 


な ん と か し た いけ れ ど 、 個 人 の 力 で どう に か で きる よう な こと で 
も な い 。 力 が 抜 ぬ ける 。 無力 感 と いう や つ だ 。 そ れ で も 気合 い を 和信 
れ な お し て 、 自 分 に で きる こと を や る し か な い 。 


そう し よう と し た ら 、 わ ああ ああ ああ 、 お お お お お お お 、 と いう 
よう な 、 な ん だ か ちょ っ と や け く そっ ぽい 忠 か ん 声 せ い が 轟 と どろ 
き 渡 わた っ た 。 


秩序 の 番 人 じゃ な い 。 じゃ あ 誰 だ れ ? 敵 ? 強盗 団 ロ バー 
ウツ ? 違 ち が つう 。 そ うじ ゃ な い 。 


世 E 導 ま か 選民. ルコ 「 人 世 AT 『 旧 F よ 上) て EE 
「EFA!」「EFA!」 


北 の ほ うか ら だ 。 人 の 群れ が 口 々 に E F A を 連呼 し な が ら 駆 か け 
て くる 。 脱 だ つ 出 し ゆ つ 市 民 で は な さそ うだ 。 荷物 を 背負 っ た けり 担 


か つい だ り し て いな いし 、 手 に 手 に 剣 だ の 族 お の だ の 梶 棒 だ の を 

持っ て いる 。 て ん で ん ば ら ば ら で は ある も の の 、 武 装 し て いる 。 男 
も いれ ば 、 女 も いる 。 中 年 も いれ ば 、 ま だ 若い どこ ろか 子供 も い 

る 。 老 人 も いる 。 何 だ ろう 。 あ の 集団 は 。 E F A.… し 人 アン ルン スソ) 
名 前 ? 聞き 覚え は な い 。 だ けど 、 け っ こう な 人 数 だ 。 け っ こう と 
いつ か 、 か な り と いっ た ほう つが いい か も し れ な いしい)。 


び ぴったり し た ボディ スー ツ を 着 て いて 、 突 き で た 腹 が は ち き れ そ 
うな 中 年 男 が 、 ベ ス 公 の 男 を 剣 の 平 で 殴り 倒し た 。 白 髪 し ら が の 老 
人 が 先 を 内 と が ら せ た 木 の 棒 を モヒカン 男 の 土 手 っ 腹 に 突き 刺し 、 
四 十 年 配 の 小太り の 女 が フラ イ パ バン で 和 到 は げ 頭 あ た ま の 男 を ガッ ツ 
リ 殴 お う 打 だ し た 。 な ん だ か よく わか ら な いけ れ ど 、 土 気 は 妙 に 高 
いよ うだ し 、 や っ ぱり 数 が 多い 。 そ れ に 、 こ ん な 加勢 は 強 姿 団 品 
バー ツ に と っ て 想定 外 だ っ た だ ろう 。 加勢 。 そ う 。 これ は 加勢 だ 。 
で も 、 も ちろ ん 、 こ っ ち だ っ て 予想 し て いな か っ た 。 て ゆう つか 
何 ? ほん と に 何 な の .…………. ? 


SE まま 上 世 交信 作 交 1 PVMI AU * 注 六 ) 
9【 、 導 ま a 


どこ か で 聞い た こと が ある よう な 気 が し な くも な い 、 変 に 響 ひび 
き の い いい 声 が 降っ て きた 。 


マク スペ イン ・ ス トリ ー ト に 面 し て いる 建物 の 屋上 だ 。 


金 び か の 悪 あ く 趣 し ゆ 味 み この 上 な い 鎧 よろ い 児 か ぶ と を 身 に ま 
と っ た 男 が 、 大 き な 旗 を 振っ て いる 。 


地 が 黄色 で 、 四 よ 隅 すみ に 赤い ライ ン が 入っ て いて 、 同 じ く 赤 で 
大 陽 を 意 い 匠 し よう 化し た も の らし い 紋 も ん 様 よ う が 描 え が か れ て 
いる 旗 だ 。 


「E ツ ! F ツ ! A ッ ツ ! E ッ ツ ! F ッ ! A ッ ! E ッ ! 
F ッ ! A ッ .………… ! 秩序 の 番 人 諸君 ーッ ! どう つか 安心 し て くれ 
た ま ー え ! 我々 タッ! エル デン 自由 軍 通 つう 称し よう EFA 
が アァ アァ ハア ァ アッ! 義 に よっ て 助 す け 大 だ 刀 ち いた ァ ー す ッ ! 不 届 
き 者 に 正義 の 鉄 て つ 西 つ \ い を オオ オオ ッ ! 下す で ぞ オォ オォ ウッ ! 


そ ォ ー れ ッ 、EF A ッ .……… !」 
「EFA!」「『「EFAI」「EFA!I」「『「EFA!I」「EFAI」 
「EFA!」「『EFAI!」 


誰 も 彼 も 黄色 い 布 を 腕 う で や 頭 に 巻い て いて 、 そ の 中 に は 侵入 者 
クラ ツ カ ー ら し い 者 の 姿 も 見 受け られ る 。 生生 0 の は か と 
と し か 思え な いよ うな 者 も 多い 。 と いつ か 、 素 人 の ほう が 多 
だ 。 そ れ に も か か わら ず 、 セオ イギー 
の 軍団 は 強盗 団 ロ バー ツ を 圧倒 し つつ ある 。 


まあ 、 も と も と 秩序 の 番 人 が 優勢 だ っ た わけ で 、 E F A は それ に 
便乗 し た よう な も の だ 。 戦 闘 に 参加 する タイ ミン グ が よかっ た 。 絶 
人 2 陸 2 に さして 大 お お 親 げ 凌 さ で は な いか も し れ な 

。 偶 ぐう 然 ぜ ん か 。 時機 を うか が っ て 、 こ こ ぞ と いう と き に 介 か 
IKE は に き に 由 盾 の 人 以 の 人 の つ な 人 の だ 
ろう 。 指揮 官 っ て 一 まさ か 、 あ の 金 び か 男 が ..……. 


「 て ゆう か 、 あ れ .……. あの ファ ニー・ フ ラン ク じ ゃ .……… 『 

「 我 こそ は ァ ッ ! 」 と 金 び か 男 が 絶 ぜ つ 呆 き よう し た 。「 フ 

ラ ァ アァ アァ ンク ッ ! ゴー ルディ ン ッ グッ ! 

レモ エエ 正直 正 正 正 下 エ 正 王 下 エ 生 エイ の ウ ウ ウ ウ ウシ ズ タ ロ ラウ ツ 
ee 1 」 


「 私 は アー ッ ! 一 介 の エル デン 市 民 に すぎ な い 、 だ が し か ァ ー 
し ッ ! この エル デン を 誰 よ り も 愛す る 者 で ある こと は 断 吉 で 
き イ ィ イー る ツ !  EFA ツ !」 


A!I」「『「EFA!I」「EFA!I」「『EFA!」 


「 我 々 E モ FA は ァ ー ッ ! 自由 の 象 し よう 徴 ち よう エル デン を こよ 
な く 愛 し イー ッ ! これ を 守ら ん と する 者 た ち が 手 と 手 を と りあ っ 
て 一 いつ 致 ち 団結 し イィ ーッ ! この 未 み 浪 ぞ 有 う の 危機 か ら 我々 の 
愛す る 自由 の 象徴 た る エル デン を 守る べく 立ち あがっ た 勇者 の 軍団 
で あり 我々 EFA は ァ ー ッ ! 」 


12 何 回 同じ こと 吉 う ん だ よ 」 


「 長年 この エル デン に お いて 意欲 的 な 活動 を 積極 的 また 持続 的 に 
行っ て きた 秩序 の 番 人 諸君 に 敬意 を 表し イィ ー ッ 」 


「 な ん か 上 か ら 目 線 だ し .…… 四 


「 た と え そ れ が 笑 し よう 止 し キ せ ん 万 ば ん 我々 の 愛す る 自由 の 象徴 
エル デン か ら の 逃 と う 亡 ぽう が 目 的 で あっ た と し て エー 
も オォ ーッ ! 我々 は この た び 諸 君 が 標 ひよ う 棒 ぼ うし 大 得意 と し て 
いる 義 に よっ て エー ッ ! 我々 EFA が 助太刀 する こと を EFA 総 
そう 帥 すい た る フラ ンク ・ ゴ ー ル ディ ング ・ レ イヴ ンズ クロ フト の 
名 に お いて 宣 吉 する も の で あ ァ アー る ツ ! EFA ッ !」 


「EFA!」「EFA!I」「EFA!I」「『EFA!」「EFA!」 
「EFA!」「『EFAI!」 


「 さ あ EF A の 勇 ゆ う 壮 そう 勇 ゆ う 敢 か ん 勇 ゆ う 気 き 凛 り ん 々 りん 
た る 勇士 た ちよ オー ッ ! どう つか も う 一 ひと 踏 ふ ん 張り 、 も う 一 働 
き し て くれ た まえ ッ ! 勝利 は すぐ そこ だ ッ ! 私 も 行く ぞ オ オォ 


0 ! 」 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク (だ と 思う 。 ほ ば ぼ 確 実に ) は 建物 
の 屋上 か ら 飛 び 降 り よ うと し て 、 そ の 寸前 で ビタ ッ と 止ま っ た 。 
人 Ph ! な か な か に ッ ! 高い ッ ! 生半可 で は な い 


な 、 こ れ は ッ ! フー ッ ! 八 ア ーッ ! か 、 覚 か く 悟 ご を 決め ね 
ば ッ ! 覚悟 オ ホ ッ .………… 1? 」 


ファ ニー・ フ ラン ク ( まあ 間 ま 違 ち が いな い だ ろ う ) は だ いぶ た 
め ら っ て いた みた い だ が 、 い き な り 蹴 け り 落 と され た 。 


二階 建て だ か ら 、 落 っ こち て も よほど の こと が な いか ぎり けり 死に は 
し な い 。 そ うつ は いっ て も 、 後 ろか ら 背 中 を 蹴っ て 落と す の は ちょ っ 
ぴり 鬼 お に と いえ ば 上 鬼 だ 。 そ ん な 所 業 に 及 お よん だ の は 、 旗 を 振 ふ 
る ファ ニー・ フ ラン ク の 後ろ に 立っ て いた 一 人 の 男 だ っ た 。 黒 くろ 
髪 か み で 口 く ち 影 ひげ を 生やし 、 か ちっ と し た 帽 ぼ う 子 し を 被 か 
ぷっ て 、 柄 が ら 物 も の の 丈 た けが 長く て た っ ぷり し た 東方 風 の 衣 こ 
ろ も を 身 に つけ 、 渋 し ぶ い 将 か が や き を 放つ ステ ッ キ を 持っ て い 
る 。 顔 が や け に 小さ く て 診 か た 幅 は ば が 狭 せ まい し 、 愉 か つ 好 こう 
も ちょ っ と 変 だ し 、 な ん と も ちぐはぐ な EH 象 の 男 だ けれ ど 、 ど こ か 
で 見 た こと が ある よう な 、 な いよ うな 。 


「 一 ヌ オ オ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オ 
オオ オオ オオ ン .…… せ ト .!」 


SS E 男 に 跡 り 落と され て し まっ た ファ ニー・ フ ラン ク 
空中 で 大 い に 、 無 お 駄 だ に あがき まく っ た あげ く 、 両 足 で ビッ 
ター ン と 着地 し て か ら 五 秒間 く らい は 全身 を 震 ふ る わせ て いた 。 あ 
あ 。 つ ん 。 痛い ね 。 あれ は 痛い よ 。 骨 と か 折れ て て も お か し く な い 
し 。 で も 、 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク は 根 こ ん 性 じ よ う を 見 せ た 。 


「 ム 、 ム 八 八 八 人 ハア ァ アッ .……… ! 私 は 平気 だ よ 、 キ ミイ .……{… (区 ツ 
ピン し て お る よ 、 フ ムー ン 。 何しろ 私 は エル デン 自由 軍 ツ 、EFA 
の 総 ツ ! 帥 ツ ッ ! な の だ か ら ね え ! 偉 え らい わけ だ よ 、 強 いわ 
け だ よ 、 頼 た の も し いわ け だ よ 、 さ あさ あさ あッ ! 」 フ ァ ニ ー・ フ 
ラン ク は また 旗 を 振り は じ め た 。「EFA ッ ツ ! EFA ッ ! EF 
ALH ツ .… せ …… 1 」 


「EFA!」「『「EFA!I」「EFA!I」「『「EFA!」「EFAI」 
「EFA!」「『EFAI!」 


と りあ え ず 、 な ん か 盛り あがっ て る みた い だ し 、 強盗 団 ロ バー ツ 
は 掃 そ う 討 と うさ れつ つ あ る し 、 い いか 。 


番 人 た ちの 壁 か べ を 抜 ぬ け て くる 者 も 、 見 た 男 は ん 囲い で は も う 
いな いよ うだ 。 


eo 助かっ た .…… の だし ? 」 
「 な の か な ? 」 マ リア リー ズ は ロン ド と レク イエ ム を 革 さや に 収め 


な が ら サ フィ ニア に 向き な お っ た 。 サ フィ ニア の 杖 つ え の 先 せ ん 端 
た ん 部 に 血 が こび ぴり つい て いる 。「.…… ふ こう か ? 」 


「 マ アー リア ロー ズ ッ ! サフ ィ ニ ア ! な ん と も あら へ ん な !?」 
カタ リ が ば た ば た と 駆 か け 戻 も で っ て きた 。 ル ー シ ー も いる 。 心 配 
し て いな か っ た けれ ど 、 二 人 と も 無事 ら しい 。 

「 ま あ 、 僕 ら は な ん と も あら へ ん けど .…… 四 

「 よかっ た で す ! お 二 人 と も 、 な ん と も あら へ ん で ! 」 

Ra ずい ぶん が ん ば っ た っ ぱい ね 、 ル ー シ ー」 

「 え へ へ 」 と 照れ 笑い を し て みせ た ルー シー は 、 血 ち 塗 まみ れ で 大 
変 な こと に な っ て いる 。 傷 を 負っ て いる 様子 は な いか ら 、 ぜ ん ぶ 返 
り 血 だ 。 凄 せい 惨 さ ん すぎ る 。 


「 し っ か し びっ くら こい た の う ! エル デン 自由 軍 、 話 に は ちこ っ 
と 聞い と っ た けど も - 一 」 


1 カタ リ さ ん 、 ご 存じ .………. な ん で すか .…… ?」 


「 そら 知っ と る が な 。 わ し を 誰 だ れ や 思 と る ん 、 サ フィ ニア 。 わ し 
や で 、 わ し 。 情報 と 宮 の つ く こ と で 、 わ し の 知ら ん こと な ん か イッ 
コ も な い が な 。 ち ょ っ と し た 全 知 全能 や で 」 


「 あれ っ て 、 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク だ よね ? 」 
「 ツッコ め や 、 そ こ は 。 軽 うこ く で ええ か ら ツ ッ コ ん で くれ 


「 あれ っ て 、 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク だ よね ? 」 


「 さ っ くけ リス ルー し て まっ た く 同 じ テ ンション で 二 回 同じ こと 直 き 
く て ど な い や ね ん っ 。 胸 が 痛い わっ 。 ま あ 、 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク や 
けど も 」 


「 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク っ て - 一 」 ル ー シ ー が 顔 を 引き つら せ た 。 
「 “創世 の 細 ジ エネ シス ウイ ング , の .…… あっ 。 そ 、 そ うい えば 、 
あの 変 な 愉 好 .…… 1 」 


「 で も さ 、 あ の 人 た ち 、 "創世 の 細 ジ エネ シス ウイ ング , で は 明 ら 
か に な いよ ね ? 」 


「 見 て の と お りや ろ 。 ファニー・ フ ラン ク が 街頭 で 人 集め し と っ 
た っ ちゅ うつ の ん は 、 わ し も 聞い と っ た ん や 。 は か ば か し く な いら し 
いと も な 。 ま あ 、 そ ら そ う や ろう けど も 。 そ の は ず や っ て ん けど 


コ 


「 い っ た い ど な いな 手 品 、 使 いよ っ た ん や 」 
「 手 品 師 っ て 柄 が ら じ ゃ な さそ うな 男 だ っ た けど ね ,」 


「 で すけ ど 、 詐 さ 人 骸 ぎ 師 し っ ぱい 人 で は あり まし た よ ? ぼく も 馳 
だ まさ れ た し .…… 『 


「 よ し よし よ ォ ー し レッ! 」 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク が 高笑い を し た 。 

「 グ ゲ グッジョブ グッ ジョ オォ ー ブ か し き エ ルデン 自由 軍 E F A の ど え 
け ゃ あ 勇 者 た ちよ ! キミ タチ は 十分 に 働 1 い た ッ ! 立派 な 人 ハタ ラ 
イー ター た ち だ ッ ! も うつ いい ぞ 、 本 当 に よく や っ た ッ ! 私 は キ 


ミタ チ を 誇 ほ こり に 思う ッ ! す ン ば らし い ッ ! それ で ッ !? 我 
が 軍師 ジャ ン ・ ス タン バッ ク 卿 きよ う よ 次 は どう すれ ば ッ !? ふむ お 
ふむ お む 了 リ よ う 解 か いし た 、 キ ミ は まさ し く 我 々 の 頭脳 だ ね え 、 し て 
や っ た り けり だ よ キ ミィ 、 い だ っ 、 け 、 跳 ら な いで くれ た まえ よ 痛 い 
じゃ な いか 、 わ か っ た ッ ! わか っ た か ら ッ ! ささ 、 皆 みな の 
衆 、 こ れ 以 上 、 軍 師 ど の に 叱 し か られ て は た ま ら ん の で 、 整 
列 ツ ッ ! セイ レー ツ ッ ! 我々 EFA は 秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 の 後方 
に 位置 し 、 彼 ら の エル デン 脱 だ つ 出 し ゆ つ を 支 し 援 え ん する ッ ! 
秩序 の 番 人 諸君 は せい ぜ い 思 に 着る よ オ ォ オー に ッ ! ちな み に こ の 行 
動 は 、 諸 君 が ア サイ ラム の か 弱き 者 た ち を 守る た め に 動 !\ て いる か 
ら こ そ だ ッ ! 諸君 が た だ の チキ チキ 騰 チ 病 キ 者 シン な ら ば 、 我 々 と 
し て も 援助 し た り は し な い ッ ! 我々 は これ を エル デン 的 自由 意思 
に も と づい て 行う も の で ある ッ ! 我々 は エル デン 自由 軍 ッ ! 誇 
け 高 き E F A で あー る ツ .… ! あ そ ォ ー れ 、EFA ッ ツ !」 


「EFA!I」「EFA!I」「EFA!I」「『「EFA!」「EFAI」 
「『「EFA!」「『EFAI!」 


『 フ ラン クッ ! 」「 フ ァ ニ ーッ ! 」「 フ ラン クッ ! 」「 フ ァ ニ ー・ 
フラ ンク ッ 「! 」 


「 ヌ フフ フフ ッ ! よし た まえ キミ タチ ィ 、 私 な ど よ りあ る 意味 、 
きみ た ちこ そ が 真 の 勇者 な の だ か ら EFA ッ !」 

「EFA!」「『EFAI!」 
1 」 


『 到 王 . 大 り 」 * 世 下 A 1 


TE 次 よ ュ EAA) ェ ュ T 世 FIA! ュ 


「 整 列 ッ ! セイ レー ツ ッ !  EFA ッ ツ !」 


し 且 妥 農 呈 あ 世 導 上 + TEE 欠 世に 上 選 AI 
「EFA!」「EFA!」 


「 し LUUU ぞ オツ ! いい 整列 ッ ! も の すご い 整 列 具合 だ ッ ! 
ま ッ ! さ ッ ! に ッ ! グレ イト ッ ! グレ イ テ ス ト ・ ヒ ッ 
ツ ッ ! キミ タチ は 最高 だ アー ッ ! EFA ッ .……… 1 」 


中 昌 E 人 3 公 志 光 上 紀 所 0 02AU0 昌 EAA 』 
「EFA!」「EFA!」 


「EFA っ ! 」 と カタ リ が 拳 こぶ し を 振り あげ て 唱和 し た 。 
2 何 や っ て る わけ ,」 


「 を を っ 。 つ 、 つ い 、 や な 。 な ん や こう 、 楽 し そう つや っ た も ん や か 
ら .…… 四 


「 た し か に 、 活 気 は あり ます よね .………。 ま あ 、 ぼ くも あの 人 の ノリ 
に 乗せ られ ちゃ っ て 、 え らい 目 に 適 あ っ た ん で すけ ど .…… 四 


「E F A、 ね え .….. ュ 」 マ リア ロー ズ は 旗 を 振 ふ っ て いる 金 び ぴか の 

ファ ニー・ フ ラン ク を 見 や っ た 。 いつの間に か 、 そ の 後ろ に 例 の 口 
くち 影 ひ げ 男 が 立っ て いる 。 そ うい えば さっ き 、 フ ァ ニ ー・ フ ラン 
ク が あの 口 絹 男 に お 伺う つか が い を 立て て 、 尻 し りな ど を 跳 け られ な 
が ら も 何 か 耳 打ち され て いた 。 ファニー・ フ ラン ク は 文字 通り の 旗 
振り 役 に す ぎ な く て 、 実 際 に どう する か 決め て いる の は あの 口 明 男 
だ と いう こと か 。 軍師 、 と か 呼ん で いた 。 た し か 、 ジ ャ ン ・ ス タン 
バッ ク っ て - 一 マリ アロ ー ズ は 目 を 見 開い た 。「.…… あ 」 


サフ ィ ニ ア が 眉 ま ゆ を ひそ め た 。 「.… どう し た の 、 マ リ 


DC 


「 ジ ャ ン ・ ス タン バッ ク 。 あ の 人 、 昼 飯 時 ラン チタ イム だ よ 。 な ん 
の が の ガ ラ ンク が 0 が だ ?」 


同時 刻 マグ ルー の 緑野 


振り 返っ て 北西 に 目 を や っ て も 、 エ ルデン は も う 見 えな い 。 タ ッ 
ト の 森 ま で あと 少し だ 。 


見 た 目 は 老人 だ が 、 お そら く 初 老 に も な っ て いな い 男 が 昼飯 時 ラ 
ンチ タイ ム と その 関係 者 若 じ や つ 千 か ん 名 を 先導 し て いる 。 男 は 杖 
を 使う よう に 右手 に 持っ た 棒 で 地面 を 突 つ いて 歩く 。 男 の 左手 は 指 
が 五 本 と も 失わ れ て いる 。 そ の 理由 を 知る 者 は いな い 。 傾 ぬえ 流 
式 戦 せん 同 と う 術 を 体得 し て いて 、 エ ルデン に くる 前 は 山 さん 賊 ぞ 
く を や っ て いた 。 仲間 が 知っ て いる 男 の 和 経歴 と いっ た ら 、 せ い ぜ い 
その 程度 だ 。 ふ だ ん は 家 か 黙 も く で 、 酒 が 入る と 陽気 に な っ て よく 
喋 し や べ る が 、 自 分 の こと は 語 ろ うと し な い )。 


ドル ゲイ は アジ アン を 級 そ うと し て 何 度 か 失敗 し 、 最 後に は 返り 
討 う ち に 遭っ て お き な が ら 、 騰 お く 面 めん も な く 昼 飯 時 ラン チタ イ 
ム へ の 加入 を 願っ て 認め られ た 。 そ も そ も な ぜ ア ジア ン の 命 を 狙 ね 


ら っ て いた の か 。 き っ と 腕 う で 前 まえ を 見 込ま れ て 何者 か に 頼 た の 
まれ た の だ ろう が 、 依 い 頼 らい 人 は 今 も っ て 不明 だ 。 級 し 屋 の レイ 
ジ 兄 妹 き よう だ いと 同じ よう な 経 け い 緯 いで 、 そ ん な 連中 を こだわ 
けり な く 受 け 容 いれ て し まう あたり が この クラ ン ら し いと ころ だ ろ 
う 。 し か も 、 か つて 自分 に 害 意 を 持っ て いた 男 に あっ さり 道 案内 を 
任せ て し まう の が 、 我 ら が 昼飯 時 ラン チタ イム の 頭 希 マス ター アジ 
アン の 長所 で あり 、 危 あや うい と ころ で も ある 。 


内 心 で は 暑 け 念 ね ん を 抱い だ いて いる 者 も けっ こう いる は ず だ 
が 、 ア ジア ン の 決定 に 送ら うく らい な ら 、 と っ くに 昼飯 時 ラン チタ 
イム を 抜 ぬ け て いる 。 


盲 も う 信 し ん し て いる わけ で は な い 。 ア ジア ン が そう 詩 う の な 
ら 、 ま あし ょ うつ が な い 、 何 か 悪い 結果 に な っ た ら 、 そ の と き は その 
と きだ 。 な ん と か すれ ば いい 。 皆 そ ん な ふう に 思っ て いる 。 


ホン ト 、 ど うし よう も な いや つら な ん だ か ら 。 


ベティ は ドル ゲイ の 少し 後ろ を 歩い て いる アジ アン の 後ろ 姿 を 見 
つめ て 、 小 さく 、 小 さく 、 た め 息 を つい た 。 


アジ アン は ジョ ゼ を 診 か た 車 ぐ で る まし て 、 ユ ー リ イィ を 抱 だ いて い 
る 。 亡 な き 友 の 娘 む すめ た ち は ア ジア ン に よく 懐 な つい て いて 、 一 
度 く っ つく と 離 は な れ た が ら な い 。 上 の ジョ ゼ は 活発 で 、 下 の ユー 
リィ は お と な し い 子 だ が 、 幼 いな が ら も 吾 ひ よう 々 ひよ うと し て い 
る と ころ が あっ て 、 少 々 の こと で は 動じ な い 。 顔 は 二 人 と も 父親 で 
は な く 母 親 似 だ ろう つ 。 

ベティ の 隣 と な り を 歩い て いる リリ ア は 、 依 は か な く 咲 さい て 
散っ て し まい そう な 花 を 思わ せる 女 だ っ た の に 、 い つの 間 に か すっ 
か り 眉 た くま し く な っ た 。 見 た 目 は 初め て 会 っ た と きか ら た いし て 
変わ っ て いな い の に 、 そ う 見 える 。 


も つう ク ラニ ィ に 救 わ れ て 、 守 られ て いた ころ の リリ ア で は な い の 
だ 。 


リリ ア と 二 人 の 娘 は 、 そ こ に いる だ け で 周り の 者 を 元気 づけ 、 勇 
気づけ る 。 


彼女 た ちの 存在 は 大 きい 。 
「 で も 、 こ れ で いい の か し ら ね 。 ア ジア ン は 」 リ リア が 嘱 さ さや く 


よう に 咳 つ が ぶ や いた 。 
「LUU し っ て 、 何 が ? 」 
「 あ な た は わか っ て いる で し ょ う 、 ベ ティ 」 


答え ず に いる こと が 育 こ う 定 て い に な る と わか っ て いて も 、 返 事 
を する 気 に は な れ な か っ た 。 だ っ て 、 あ た し が 日 を 出す 筋合い じゃ 
な いも の 。 あ いつ が 決め て 、 そ の と お り に し て る ん だ か ら 、 い いん 
で お つて 選 れ で 。 

ベティ と リリ ア の すぐ 後ろ を 歩い て いる ダリ エロ が 人 鼻 を 鳴ら し 
た 。「 残 ざん 酷 こ く な こと 吉 つ うん じゃ ね ぇ えよ 、 リ リア 。 て め ぇ こそ 
わか っ て や が る ん だ ろ 。 何 だ ? あれ だ 、 よ うす る に 、 そ いつ の 気 
持ち っ て や つ を よ 。 乙 お と 女 め 心 ご ころ っ て 吉 っ た ほう が いい ! 

か ?」 


ベティ は 舌打ち を し 、 振 り 向 きか け て や め た 。「 どう し て も 長生 
き し た く な いみ た いね 」 

「 べつ に 早死 に し た く は ね ぇ が 、 寺 も う 友 ろく し て まで 命 っ て や つ 
に し が みつ くつ も り は ね ぇ よ 。 た だ 、 バ バア に な っ た て め ぇ の 面 つ 
ら は 、 く た ば る 前 に 瞭 まぶた の 裏側 に 焼き つけ て お き て ぇ 気 も する 
な 」 


「 無理 な ん じゃ な い ? あん た の 悪 運 が そん な に つづ く と は 思え な 
いし 」 


「 憎 に くま れ っ 子 こ 世 に は ば か る っ て 吉 葉 を 知ら ね ぇ の か , 
「 そ の 自覚 は ある の ね 」 


「 貴 けん 嘩 か し な い の 」 リ リア は くす くす 笑っ た 。 「 仲 が いい の を 
見 せつ けた いな ら 、 も うつ 十分 よ 」 


に だ 2 ディ 5 衣 だ れ が )。 1 」 


ベティ は ダリ エロ と 顔 を 見 あわ せ て 、 す ぐに そっ ぱ ぽ を 向い た 。 
1 変 な こと 吉 わ な いで くれ る 2? 詳解 を 招き か ね な いわ 


「 あら 。 冗 じ よ う 談 だ ん よ ? 」 


「 わ か っ て る わ よ 。 冗談 で も や め て っ て 、 あ た し は 吉 っ て る の 。 気 
色 悪 いか ら 」 


「 お い 、 ベ ティ 、 て め ぇ 、 気 色 悪 いと は ご 換 あ い 拶 さ つ だ な 」 


「 じ ゃ あ 、 あ ん た は 気色 悪く な い の ?2 ああ 、 も し か し て 、 あ た し 
に 気 が あ っ た り し て ?」 

「 あ る わけ ね ぇ だ ろ つ が ! 気色 悪い こと ぬか し て ん じゃ ね ぇ 
SS ! 」 

奇 き 遇 ぐつ ね 。 意 見 が 一 いつ 致 ち し た わ 」 
「 そ うだ な ! て め ぇ みて ぇ な ニセ 乳 女 と 同意 見 っ て の は 気 に く わ 
ね ぇ が な ! 」 
「 ニ セ じ ゃ な いわ よ ! 中 身 は ちゃ ん と ある ん だ か ら 「! 」 

寄せ 集め の 鳥 う 合 ご う の 衆 だ ろう が ! 」 


「 ふむ 」 皆 みな か ら 少 し 離れ て 、 二 本 の 大 た い 語 けん を ゆっ くり と 
振 ふ り ま わし な が ら 歩 いて いた リキ エル が 、 手 を 止め て 仮面 の 顔 を 
こち ら に 向け た 。「 そ の 心 は ? 」 


「 ハッ 。 い くら 押さ えつ け て て も 、 い っ た ん 拉 た が が 外れ りゃ あみ あ 散 
り 散 り に な っ て 雲 散 唆 お 消し よう し ちまう だ ろう が 」 


「 うま いこ と を 吉 つ も の だ 」 


「 な に 感心 し て ん の よ 、 リキ エル ! 」 ベ ティ は 用 立ち に 住 せ て 大 お 
お 股 ま た で ずん ずん 進み 、 前 を 行く アジ アン の 腕 を 引っ つか ん で 強 
ご う 引 いん に 振り 返ら せ た 。「- 一 アジ アン ! 」 


アジ アン は 目 を し ば た た か せ た 。「.……. 何だ ヨ 、 載 や ぶ か ら 棒 
に 」 


ジョ ゼ と ユー リィ も 、 つ ぶら な 瞳 ひ と み で ベティ を 見 つめ て い 
る 。 ク ラニ ィ の 娘 だ し 、 か わい く な いと は 吉 わ な い 。 で も 、 苦 手 な 
の よ 、 子 供 っ て 。 こ ん な 眼 ま な 差 ざ し を 向け られ た ら 、 嘘 うそ が つ 
け な い じゃ な しい)。 


「 あん た 、 こ の まま で いい の ? 」 


「 知 ら な か っ た な 。 キ ミ は ボク の 決断 に 異 給 が あっ た の か い ?2 そ 
れ な ら 、 今 か ら で も 吉 っ て くれ 。 間 くだ け は 導 か せ て も ら う ヨ 」 


「 そ うじ ゃ な い 」 
「 だ っ た ら - 一 」 
「 あ ん た は 後 こ う 悔 か いし な い ? 本 当 に 3?」 


「 悔 くい る よう な 選 せ ん 択 た く は し な い サ 。 も つう 二 度 と ネ 。 それ は 
キミ だ っ て 理解 し て くれ て いる と 思っ て いた ん だ が 、 違 ちがっ た の 
か な 」 


「 ごまかさ な いで よ 。 あ ん た の 心 の 一 部 は まだ エル デン に 残っ て る 
ん じゃ な い の っ て 、 あ た し は 吉 っ て る の 」 


「 ボ ク の 心 は ちゃ ん と ここ に ある ヨ 、 ベ ティ 」 


「 そ う 。 あ ん た は 、 あ た し の - 一 あたし た ちの 目 が 節 穴 だ と 思っ て る 
わけ ね .」 


MSeazes ュ 」 ア ジア ン は 目 を 伏 ふ せよ うと し て 、 な ん と か こら えた 
よう だ 。「 な ん で キミ が そん な こと を 吉 う の か 、 ボ ク に は よく わか 
ら な いけ ど - 一 」 


「 お い 、 大 和 閣 」 ダ リエ ロ が 進み で て き て 、 た だ で さえ いび つ な 顔 を 
さら に いっ そう ゆがめ て みせ た 。「 くだ ら ね ぇ ご 託 た く は いい 。 時 
間 の 無駄 だ だ か ら な 。 一 つ だ け 正 直 に 答え ろ 。 て め ぇ は 後ろ 髪 が 
み を 引か れ て や が る ん だ ろう 。 エ ルデン に や り 残 し た こと が ある ん 
じゃ ね ぇ の か 。 俺 た ち は そ うつ 思っ て る ん だ よ 。 違 うつ の か 。 違 わ ね ぇ 
の か 。 ど っ ち だ 。 は っ きり し や が れ 、 塵 層 ゴ ミク ズ 野 や 郎 ろ う 」 


ジア ン は 何 か 吉 いか け て 、 口 を つぐ ん だ 。 
その 胸 に 抱 だ か れ て いる ユー リィ が 小さ な 手 で アジ アン の 吾 あ ご 
人 ANEAN ET 肩 か た 車 ぐ で る まさ れ て いる ジョ ゼ が 髪 を 引っ 


ぱっ て 、 整 いす ぎ て いる 顔 を 斜 な な め 上 か ら の ぞ き こん だ 。「 ど っ 
ちな の ?」 


「 は っ きり し た ほう つが いい いよ? 」 


「 角 が 鬼 き の 吉 う と お り だ ぞ 。- 一 こっ ち に き や が れ 、 錠 鬼 ど も 」 
「 や ー だ 。 ダ リエ ロ 嫌 きら い 」 
「 き りゃ や いっ,」 


「 嘘 」 ジ ョ ゼ は に こっ と 笑い 、 ダ リエ ロ に 向かっ て 両手 を の ば し 
た 。 コ ユー リィ も 姉 に 條 な ら っ た 。 


0 ュ 」 ダ リエ ロ は ひっ た くる よう に し て ジョ ゼ と ユー リィ を 
両 り よう 腕 つ で に 抱か か えた 。 


「 ア ジア ン 」 リ リア は そっ と 微笑 ほほ えん だ 。「 わ た し た ち は 大 だ 
い 丈 じ よ う 夫 ぶよ 。 行 き な さ い 」 


ベティ は わずか に 大 く ちび る を 噛 か ん だ 。 行 っ た ら ど う 、 で も 、 
行っ た ほう が いい 、 で も な く 、 行 き な さ い 。 口調 は や わら か で も 命 
念 だ 。 本 当 は ベティ か ダリ エロ 、 リ キ エ ル の うち の 誰か が そう 吉 っ 
て や る べき だ っ た 。 ク ラニ ィ と ロー ガン は も うい な い の だ か ら 。 で 
も 、 で き な か っ た か ら 、 リ リア が 吉 っ て くれ た 。 た ぶん 、 ク ラニ ィ 
の 代わ り に 。 も し く は 、 あ た し の 代わ り に 。 


あたし が 吉 う つべ きだ っ た 。 ア ジア ン に は クラ ニ ィ の よう な 存在 が 
必要 な の だ か ら 。 わ か っ て いる の に 、 そ の 役割 を 演じ る こと が で き 
ず に いる 。 


Sg で も 」 ア ジア ン は うつ お むい た 。 


「 そ う や っ て 迷い や が っ て る 時 点 で な 」 ダ リエ ロ は 地面 を 蹴 け っ 
た 。 「 ここ に いる 資格 は て め え に は ね ぇ ん だ よ 」 


「 ん な こと な いで し ょ ー が ぁ っ ! 」 色 ボ ケ ギ は ん 端 ば 医術 士 ナツ コ 
の 声 が 飛ん で き て 、 そ の 姉 の ヴィ クト リア が 「.… 全う で ま 
お ! 」 と 彼女 に し て は 力いっぱい 同意 し た 。 


「 だ いた い 、 ダ リエ ロ ! お 前 が 決め る な ! 」 カ イ は 明け の モー ニ 
ング 明星 ・ ス ター を 振り か ざし て いる 。 今にも 投げ つけ て きそう な 
勢い だ 。 そ れ に 「 ま っ た く で すわ ! 」 と 高利 人 筐 し ロー ン シ ヤ ー 

ク , クラ ラ が つづ く と 、 人 並み 以上 に 濃 こ い 胃 ひげ が そろ そろ 無 ぶ 
精 し よう 路 ひ げ の 域 を 超 こ えて 大 変 な こと に な っ て いる チェ リー が 


「 本 当 に そう だ よ ! その と お り だ よ ! 」 と 野 太 い 声 を あげ た 。 本 
人 曰 い わく 性 別 を 間違え て 生ま れ て きた らし い の で 、 女 の 服 を 着 て 
いる の は と も か く 、 見 る 者 を 恐 き よう 怖 ふ させ る ほど 見 苦し いか 
ら 、 化 け 粧 し よう は いっ そ 沙 と し て し まっ た ほう が いい 。 そ ん な こ 
と を 吉 っ た ら 、 外 見 に 反し て ナイ ー ブ な 彼女 は さぞ か し 傷つく だ ろ 
つ 。 


「 つ せ ぇ えッ! 」 ダ リエ ロ は 後ろ の ナツ コ た ち を 上 に ら み つけ 、 前 に 
向き な お っ て ふた た び 地 面 を 蹴り つけ た 。「 い いい か ら 、 と っ と と 
行っ ちまえ ! そん な 気 の 抜 ぬ けた 間抜け 面 づ ら ァ 拝 ま され る の は 
糞 く そ 迷 めい 惑わ く 以外 の 何 物 で も ね ぇ し 、 て め ぇ ご と き が いな く 
た っ て 、 俺 は これ っ ぽ っ ち も 困ら ね ぇ えん だ よ ! だ か ら 、 さ っ さと 
行っ て 、 用 を すま せ て - 一 そう し た ら 、 帰 っ て くり ゃ いい だ け の 話 だ 
ろ つ が ! 」 


アジ アン は か すか に 眉 ま ゆ 根 ね を 寄せ て 、 ほ ん の 少し だ け 右 みぎ 
類 ほ お を 引き つら せ た 。 「 .… ダリ モモ 日 


「 そ うい うつ 顔つき が みっ と も ね ぇ っ て 吉 っ て ん だ よ ! 」 


この 馬 ば 鹿 か が 吉 っ た と お りり 」 ベ ティ は 腕組み を し 、 顎 を し ゃ 
くっ て ダリ エロ を 示し た 。 「 ち た し た ちの こと は 包 に し な いて 0 
ん だ か ら 。 あと は どう に で も な る わ 」 


「 だ けど ーー」 


「 何 が あっ た の か は 知ら な い 。 べ つ に 知り た くも な いわ よ 。 で も 
ね 、 あ ん た は 行き た い の ? 行き た く な い の ? どっち? 


1 ここ で 、 ボ ク に 吉 え と いう の か ,」 


「 そ う よ 。 こ こ で 吉 い な さい 。 ま さか 、 わ か っ て な いわ け じ ゃ な い 
で し ょ う ? あん た が 自分 の 口 で 吉 え ば 、 不 満 だ ろ つ が むか つこ う 
が 、 送 り だ さ な い や つ な ん て 一 人 も いな い 。 み ん な の 厚意 に あり が 
た く 甘 えな さい っ て 吉 っ て る の よ 」 


「 フ ッ .……… ュ 」 ア ジア ン は 下 を 向い て 小さ く 笑 っ た 。 


な ぜ 笑 っ た !) し た の か 。 笑 いた く て 笑っ た わけ じゃ な い 。 ど うす 
る こと も で き な く て 、 思 わ ず 笑 っ て し まっ た の だ ろう っ う 。 


アン の 両手 が きつ く 握 に ぎり か た め ら れ て いる 。 


全員 が 固 か た 嘩 ず を の ん で 彼ら 、 彼 女 ら の 頭 人 鎖 マ スタ ー を 見 守っ 
て いた 。 


こん な 状 じ よう 況 きよ う を 作っ て し まっ た の は ベティ だ 。 ち ょ っ 
と 酷 こ く か も し れ な い 。 で も 、 こ れ く らい の こと が 乗り 越 こ えら れ 
な いで どう する の よ 。 に UE 
te あん た が 一 歩 、 足 を 前 に 踏 ふ み だ せ ば 、 み ん な 

剃 中 を 押し て くれ る ん だ か ら 。 それ くら い の こ と は し な さい は よ 。 


アジ アン は ゆっ くり と 深呼吸 を し て 、 顔 を 上 げた 。 


つめ た く て 、 そ れ な の に あたたか く て 、 遠 く 感じ られ る の に 手 を 
の ば せ ば 届き そう で 、 す ぐに 消え て な く な り そ う だ けれ ど 揺 ゆら が 
な い 、 朝 の 光 に 次 に じん で 溶 と け そ うつ な 、 で も 、 輸 り ん 郭 か く が ど 
こま で も は っ きり と し て いる 、 そ ん な 笑え 顔 が お は 卑 ひ 居 き よう 
だ 


「 行 く ヨ 。 行 っ て 、 キ ミ た ち が ど こ に いて も 、 飛 ん で 帰っ て くる ,」 


ベティ は 苦く 笑 し よう し て みせ た 。 こ ん な 笑い 方 し か で き な い 上 自 
分 が 滑 こ つ 和 精 け い に 思 えた 。 「 文 字 ど お り っ て わけ ? 」 


「 ああ 」 


「 どう せ だ っ た ら よ 」 ダ リエ ロ は ジョ ゼ と ユー リィ を 抱 だ いた ま 
ま 、 器 用 に 衣 を すく め た 。 「 行き も 飛ん で っ た ら ど うだ 」 


「 そ うし よう 」 ア ジア ン は 少し 背筋 を の ば し て 顎 を 引い た 。「- 一 タ 
ナ ト ゥ ス ,」 


背 か ら 黒 衣 を 突 つ き 破 っ て 闇 や み 色 の 細 つ ば さ が 現 れる 瞬 し 
0 間 邊 に の きど こま ー 生 忘れ られ な い だ ろ 
う 。 そ れ は た し か に 不可 思 議 で 、 異 常 で 、 異 様 な 現象 で ある は ず な 
の に 、 な ぜ か 当然 の よう に 感じ られ る 。 この 男 が 黒い 細 を 持っ て い 
る と いう 事実 に 違い 和 わ 感 か ん を 覚え る 人 間 が 、 い っ た い ど れ だ け 
いる だ ろう つ 。 あ っ て あたり まえ で 、 な し 1 ほ つ が お し ろ お か し し そ 
う 考 えて し まい た く な る ほど 、 黒 ずく め の ア ジア ン が 漆 し つ 黒 こく 
の 細 を 育 負っ て いる 姿 は 自然 だ 。 


「 か ぁ ー っ こい 一 」 ジ ョ ゼ は 目 を 輝 か が や か せ て 、 ユ ー リ ィ は 


きゃ や っ きゃ と 笑っ た 。 
し 人 昌 8 大 物 に な る わ 、 こ の 子 た ち 」 


「 疑う 余地 が ある の か よ ? 」 ダ リエ ロ が ニ ィ ッ と 右 類 と 居 の を ひだ 
けり 端 は し を ゆがめ て 、 す ぐに ペッ と 貴 つ ば を 吐 は いた 。 親 で も な い 
の に 親 馬 鹿 ぶ り を 発揮 する な ん て 柄 が ら で も な い 、 と は 思わ な い 。 
ジョ ゼ と ユー リィ の 誕生 日 に は 、 こ っ そり 二 人 の 枕 ま くら 元 も と に 
贈 お くり 物 も の を 置い て 去る よう な 男 だ 。 贈 り 物 に は いつ も メッ 

セー ジ カ ー ド が 添 そえ て ある 。 今 は 空 の 彼方 か な た に いる 友人 の 筆 
ひつ 跡 せ き に 似せ た 右上 が り の 字 で 、 ジ ョ ゼ へ 、 ま た は ユー リィ 

へ 、 ク ラニ ィ 、 と だ け 書 か れ た 白い メッ セー ジ カ ー ド が 。 柄 じゃ な 
い の に 素 知ら ぬ 顔 で そう つい うこ と で きち ゃ うつ あたり が 、 ホ ント に 気 
持ち 悪い の よ 。 


「 お い 、 ニ ニセ 乳 」 

「…… 返 事 を する か ら つ け あ が る の よね ,」 

「 て め ぇ も 行け 」 

「 は い ?」 

「 あの 野 や 郎 ろ うつ に つい て 行っ て や れ っ て 喜 っ て ん だ よ 」 
だ か ちら 。,,。 は 」 


「 吉 っ と く が 、 俺 は て め え ら ほ ど お め で た くね ぇ か ら な 。 俺 ら の 糞 
大 閣 に は 手 た 綱 づ な を 締 し め る 役 が 必要 だ と 思っ て る 」 


「 くそ た いし ょ う ! くそ た いし ょ う ! 」 ジ ョ ゼ は 嬉 つ うれ し そう に 
アジ アン を 指さし た 。 ユ ー リ ィ に いた っ て は 「 く そ ! くそ !」 と 
だ け 繰 くり か え し て いる 。 


1 ダリ エロ 。 キ ミ が ボク を どう 呼 ぼ うと か まわ な いけ ど 、 ジ ョ 
ゼ と ユー リィ に お か し な こと を 吹 ふ きこ お の は や め て くれ な いか ,」 
「 お 断り だ 。 て め ぇ えがい ね ぇ 間 、 百 通り の 超 最低 S UC K な 呼び 方 
を ジョ ゼ と ユー リィ に 教え こん で や る 。 い や な ら 、 せ い ぜ い 早く 

帰っ て き や が れ ,」 


「 喜 われ な く て も 、 そ の つも り サ , 


「 どう だ か な 。 俺 は て め ぇ を 信用 し ね ぇ 。 ベ ティ 、 て め ぇ は 保険 
だ 」 


ベティ は 、 で も .………. と 喜 い そう に な っ て 、 吉 葉 を の みこ ん だ 。 ア 
ジア ン の 二 に の 舞 ま い を 演じ る な ん て 冗 じ よう 談 だ ん じゃ な い 。 


あたし が いな く て も 、 昼 飯 時 うち の 連中 は うま く や る 。 山 さん 賊 
ぞ く の 砦 と り で を 奪う ば いと る くら い の こ と は 、 ダ リエ ロ 組 と 角 し 
屋 の レイ ジ 兄 妹 き よう だ いあ た けり が いれ ば 、 た や すく や り と げ て し 
まう だ ろう 。 非 戦 せ ん 闘 と う 員 が いる か ら 、 守 る 場合 は 多少 面 めん 
倒 ど うだ が 、 攻 せめ る だ け な ら 戦闘 区 域 の 外 に 配置 し て お け ば い 
し 1。 


行き た いか ? 行き た く な い の か ? 


正 走 、 ギ 々 、 だ 。 行 っ た ら 行 っ た で 、 見 た く な いも の を 見 せら れ 
た り 、 間 きた く な いこ と を 聞か され る か も し れ な い 。 


で も 、 そ ば に いて や り た い 。 何 か あっ た と き 、 手 を 貸し て あげ ら 
れる よう に 。 


「 一 わか っ た わ 。 頼 た より な い 頭 人 希 マ スタ ー の お 守 も り は 働 せ て 」 
女性 陣 じ ん か ら 抗 こう 議 ぎの 声 や 恨 つ うら み 節 が 飛ん で きた が 、 ベ べ ベ 
ティ は 面 つ ら の 度 一 枚 で 受け 流し て 薄 う す 青 あお 色 の 瞳 ひ と み を 
まっ すぐ 見 すえ た 。 
ね え 、 知 っ て いる ? 


あたし は あな た の こと が 好き な の よ 。 で も 、 あ な た が 欲し いん 
じゃ な い 。 手 に 入れ た いな ん て 思わ な い 。 


た だ あな た が 好き な の 。 
アジ アン は 右 み ぎ 腕 つう で を ベティ に 向かっ て 差し だ し た 。「 つか 
まっ て 」 


誘 さ そ わ れ る よう に 足 を 前 に 進め る と 、 ベ ティ の 身体 か ら だ は ア 
ジア ン の 右腕 に 損 か ら め と られ 、 抱 きよ せら れ た 。 


「 じゃ あ 、 行 っ て くる ヨ 」 


声 が 、 す ぐ そ ば で 、 至 近 嘘 きよ 離 り で 、 耳 みみ 許 も と で 聞こ え 
て 、 思 わ ず 身 を すく め て し まっ た 。 


闇 色 の 細 が 羽ばたく と 、 途 と 端 た ん に 上 じ よ う 昇 し よう が 始ま っ 
た 。 


あたし は あな た が 好き な だ け な の に 。 
「 気 を つけ て 、 な ん て - 一 キミ に 吉 う の は 野 や 暮 ぼ だ ろう ネ 」 


うな ずく こと し か で き な い の が 六 し や く で 、 自 分 た ち を 見 上 げ て 
いる ダリ エロ に 叩 さ けん だ 。「 ありがと .… せ … 1」 


「 阿 あ 条 ほう ッ !」 


即 そ く 座 ざ に 怒 ど 鳴 な り 返 され て 、 ま っ た くだ と 思っ た 。 今 の あ 
た し は 阿呆 呼ば わり され て も し ょ う が な い )。 


「 速度 を 上 げ る ヨ .…… ! 」 
だ っ て 、 そ ん な に 急ぐ で こと な いじ ゃ な い 、 な ん て 思っ て 、 腹 を 立 


て た けり し て いる 。 あ げ く の 果て に 、 ベ ティ は 胸 の うち で 忠 つ ぶ や い 
た 。 ご めん ね 、 ダ リエ ロ 。 


丘 時 三 十 三 分 マク スペ ベイン ・ ス トリ ー ト 


きら めく 銀色 の 鎧 よろ い 児 か ぶ と に 身 を 包ん だ 秩 ち つ 序 じ よ の 番 
人 た ち が 、 ア サイ ラム 関係 者 等 の 避 ひ 難 な ん 者 を 完全 に 取り 囲ん 
で 、 南 門 に 色 と う 達 た つ し よう と し て いる 。 


強盗 団 ロ バー ツ は 一 いつ 掃 そ うさ れ た 。 脱 だ つ 出 し ゆ つ 市 民 の 数 
も 激減 し て 、 も うほ と ん ど 前 進 の 障害 に は な ら な いし 、 妨 さま た げ 
に さえ な ら な けれ ば 、 秩 序 の 番 人 も 手 て 荒 あ ら な 真 ま 仏 ね を し た り 
は し な い 。 横 よこ 倒 だ お し に な っ て いる 馬車 は 邪 じ や 魔 ま だ が 、 こ 
れ は いち いち 撤 て つ 去 きよ する わけ に も ゆか な い の で 、 よ け て 進む 
し か な い )。 


マリ アロ ー ズ は 歩き な が ら 振 ふり 向い て 、 ぴ ょ ん と 跳 は ね た 。 
「 ま だ つい て き て る ね 、 あ の 人 た ち .… 四 


「 エ ルデン 自由 軍 ..…… ひ … パ ュ ル ー シ ー は 渋 じ ゆう 面 め ん を 作っ て いる 。 
ちょ ー っ と 前 まで マリ アロ ー ズ より 身長 が 低かっ た の に 、 今 は カタ 
リ と 同じ くら いあ っ て 、 か な ー リ むか つく 。 


「 秩序 の 番 人 は 警 け い 戒 か が いし つつ 、 徹 て つ 底 て いし て 無視 する 構 
えみ た いや な 」 


「 せ め て 、 頭 が まとも な ら ね 。 少 な く と も 現時 点 で は 、 得 体 が 知れ 
な い 連 中 と し か 認 に ん 識 し き し よ う が な いよ 」 


「 せ や な あ 。 ま あ 、 急 に 路 き ば ぁ 剣 お いて 豚 お そい か か っ て きた り 
せ え へ ん か っ た ら 、 盾 た て くら い に は な っ て くれ よる や ろう けど 
も 」 


「 て ゆう か さ 、 短 期間 一 だ よね ? た ぶん 。 短 い 間 に 、 あ れ ほ ど 
いっ ぱい 人 を 集め られ る も の な の か な ,」 


「 普 ふ 通 つう に 考え た ら 無 理 や ろ け ど な 。 状 じ よ う 況 きよ う が 異 淀 
や か ら の う 。 不 可能 と は 吉 い 切れ へ ん 。 ゆ うつ て も 実際 、 お る わけ や 
し 。 あ と な 、 あ の ファ ニー・ フ ラン ク っ ちゅ う 男 は 、 地 味 に そう と 
うな 資産 家 ら し いで 」 


2 際 押 1 そう いえ ば 、 あ の 人 、 や た ら と お 金 が か か っ て そう な 愉 か つ 
好 こ うし て ます よね 」 


「 あれ は メッ キ な ん じゃ な い の 。 さ す が に 。 で も 、 へ え .………. そ ん な 
に お 金持ち な ん だ 」 


「 え ? そお 2 嘘 つ うそ 2 そん な こと な いと 思う けど 。 だ いた 
い 、 こ の 期 ご に 及 お よん で 、 ね え ? お 金 お 金 吉 っ て る 場合 で も な 
いし 2 あー。 だ けど 預金 どう な る ん だ ろ 。 手 持ち は いく ら も な い 
し さ 。 つ うー ん 。 や め 。 や め っ 。 考 え だ す と 鬱 う つつ に な っ ちゃ うつ し 
ね 。 こ れ ば っ か り は 。 お 金 の こと は ね 。 う ん 」 

「 お 金 ・ お 金 ・ 吉 っ て マス 」 

「 気 の せい じゃ な い ? 幻 げ ん 聴 ち た よ た つう だ よ 、 き っ と 。 疲 つか れ て 
る ん じゃ な い の 、 ピ ン パ ー ネ ル 。 肩 か た と か 貸し た げ よ うか ? いい 
ら な い ?2 そ 。 あ 、 そ うい えば ハル ニー も な ん か ずい ぶん お と な し い 
けど 、 大 だ い 丈 じじ よう 夫 応 ? 」 

「 つ うつ ん 。 ち ょ っ と 痛い けど 。 痛 み 止 め が 切 れ て きた の か も 」 

「 え っ 」 

「 あ た し 、 楽 の 効き が 全 ぜ ん 般 ば ん 的 に よく な く て ,」 

「 ち ょ 、 ち ょ っ と 、 リ ー チ ェ ! 八 ニ ー が 痛む っ て ! 」 


カカ さん に .………. 『 

程 ほ ど な く ユリ カ が き て くれ て 、 手 早く ハニ ー に 鎮 ち ん 痛 つ う 剤 
ざい を 注射 し た 。「 効き は じ め る まで 、 し ゅ こし 時 間 が か か る わ 
よ 。 しょ れ ま で 我 が 慢 まん し て 
「 平気 。 も と も と 耐 た えら れる レベ ル の 痛み だ し 


「 無理 は し ちゃ だ め 。 大 丈夫 な ちゅ も り で も 、 確 か く 実 じ ち ゆ に 消 
し よう 和 耗 も うつし ゅ る も の な ん だ か ら 」 


「 そ っ か 。 そう だ ね 。 わ か っ た 。 気 を つけ る 」 


「 ちゅ ら か っ た ら 、 誰 だ れ か に 吉 つ の よ 。 自 分 一 人 で な ん と か し よ 
つう な ん て 思わ な いで 」 


「 くう 」 と き ゅ ー が うな ずい て みせ た 。 


「 せ や で っ ! 人 は 一 人 で は 生き られ へ ん か ら な っ ! グ ヌ ッ ? 
わし は ど な い や て ?2 そら わし か て 同じ や ん ? な ん で わし だ け 区 
別 さ れ な あか ん ね ん ! わし か て な ! 人 間 の 端 は し くれ や ね ん 
か ッ ! いや いや !? 端くれ や な く て ド 真 ん 中 や っ ちゅ うつ ねん ! 
これ で も な あ ! バリ バリ 人 間 や ね ん ぞ ! 嘘 ち あ ゃ うつ うつわ! ホン マ 
PC ! 」 


「 見 苦し い デ ス 」 
「 そ れ は ぼく も ちょ っ と 思い まし た ! 」 
「 つ っ さい わっ 。 余計 に 泣い て まつ や ろ っ 」 


「 泣 く の は 勝手 に すれ ば いい けど 、 う る さい の は どう 考え て も 圧 あ 
つ 倒 と う 的 に きみ の ほう だ か ら 、 球 だ まっ て くれ な い ? それ と 
も 、 上 黙ら せ て ほし い の ? 」 


1 が 」 突 と つ 然 ぜん 、 ト マト クン が 目線 を 上 げ て 匂 に お い を 史 
か で ぐ よ うな 仕 し 種 ぐ ご さ を し た 。 Z OO の 面々 は 、 そ れ が あま り よ く 
な いこ と が 起こ る 前 兆 だ と 知っ て いる 。 緊 き ん 張 ち よう が 走っ た 。 


「 き ゅ う ! 」 最初 に 気づい た の は き ゅ ー で 、 間 を 置か ず に ピン パー 
ネル が 前 方 を 指さし て 叫 さ けん だ 。 「 門 ガ .… せ … 1 」 


目 を こす っ て 確認 し た い 。 見 み 間 ま 違 ちがい じゃ な い の か 。 そ う 
思い た いけ れ ど 、 一 度 の まばたき で そん な 楽観 は 消え 失せ た 。 


門 だ 。 南 門 が 閉まり は じ め て いる 。 エ ルデン の 門 は 巻き あげ 式 と 
左右 開き の 二 重 構造 で 、 今 は ふだん 巻き あげ られ て いる 第 一 遮 し や 
断 だ ん 謀 と びら が 徐 じ よ 々 じ よ に 下り て いる と ころ だ 。 ふ だ ん と い 
うか 、 エ ルデン の し 門 は 常時 開け 放 た れ て いる 。 た し か 、 七 年 に 一 度 
だ っ た か 。 六 巡 じ ゆん 月 げ つ の 三 十 番 日 か ら 七 巡 月 の 一 番 日 に か け 
て 、 四 つの 門 が 順次 閉め られ 、 す ぐに 開け られ る 。 作動 点検 らし い 


と か な ん と か 。 そ ん な イベ ント が ある 。 マ リア ロー ズ は 話 に 聞い た 
こと が ある だ け で 、 あいにく 下 接 目 に し た こと は な か っ た 。 め ずら 
し いこ と も ある も の だ 。 い や 、 感 か ん 慌 が い に 陵 ふけ っ て る 場合 
じゃ な いし 。 だ っ て 、 僕 ら は あの 門 か ら 出 よう と し て る わけ で 。 閉 
まっ ちゃ っ た ら 、 出 られ な いし 。 


「 て ゆう か - 一 な ん で 閉まる ん だ よ .…… ?」 


に わか に 秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 の 動き が 慌 あ わた だ し く な っ た 。 
「 急 げ ! 」「 駆 か け 足 ! 駆け あー し ッ !」 


どう し て 。 何 が 起こ っ て いる の か 。 考 えた っ て 、 は っ きり し た 答 
えな ん か 出る わけ が な い 。 マ リア ロー ズ は すぐ そば で きょろきょろ 
し て いた 子供 を 抱か か え あ げた 。「 急 が な いと .…『… 1 カタ リ 、 
ルー シー、 八 ニー を ガー ド し て ! ハニー は 転ば な いよ うに ! 」 


『 届 る も お 了 ア \ ュ 『 和 っ う ! よわ か っ た だ 、 


「 は ぐれ ちゃ だ め よ .…… ! 」ZOO の 中 で は ユリ カ が 先頭 に 立っ 

た 。 ユ リカ に マリ アロ ー ズ 、 サ フィ ニア 、 ピ ン パ ー ネ ル が 従っ て 、 

カタ リ と ルー シー と 八 ニ ー、 そ し て 子供 を 担い で いる トマ トク ン と 
き ゅ ー が つづ く 愉 好 だ 。 門 は どん どん 下り て くる し 、 気 が 急 せ いて 
全力 疾 し つ 走 そう し た く な る けれ ど 、 こ の 人 数 だ し 、 み ん な 条件 も 
ば ら ば ら な の で 、 い き な り 速度 を 上 げ る の は な か な か 難し い 。 で 

も 、 と りあ え ず で きる だ け 急 ぐし か な い 。 門 が 完全 に 閉ざさ れ て し 
まえ ば 、 帝 て い 国 こく 軍 も 簡単 に は エル デン に 攻 せ め 入 る こと は で 
き な い だ ろう 。 そ う 思 いた いと ころ だ が 、 わ か ら な い !。 魔 ま 導 どう 
兵 に 守ら れ て いる サン ラン ド の 国境 を 軽々 と 突破 し て の けた らし い 
帝国 軍 に は 、 あ の マチ ル ダ が 和 か 担 た ん し て いる と いう 。 魔術 は 恐 
お そろ し い 。 真 の 魔術 士 が 使う 本 物 の 魔術 は 途 と 方 ほう も な い 。 帝 
国軍 に エル デン が 包囲 され て 籠る ろう 城 じ よう 戦 な ん て こと に な っ た 
ら 、 ど つ な る の か 。 国境 の 魔 導 兵 を 無力 化し た と お ば ぼ しき マチ ル ダ 
の 手 に か か れ ば 、 エ ルデン の 防備 を 担 に な っ て いる 魔 導 兵 も 同じ よ 
うに 無用 の 長物 と 化す か も し れ な い 。 魔 導 兵 が 動か な く な っ た ら 、 

誰が エル デン を 防衛 する の か 。 こ の 国 に は 軍隊 が な い 。 戦 わな けれ 
ば 角 さ れる 。 そ ん な 状況 に な っ た ら 、 自 分 の 身 は 自分 で 守る し か な 
い 。 仮 に エル デン 自由 軍 と や ら が 義勇 軍 気 どり で 徹 て つ 底 て い 抗 こ 
う 戦 せん し た と し て も 、 相 手 は 数 万 、 十 万 、 ひ ょ っ と し た ら 数 十 万 
と いう 規模 の 正規 軍 だ 。 相 手 に な ら な い 。 悪 わる 足 あ 失 が きす ら で 
き な い だ ろう 。 命 が 惜 お し けれ ば 逃 に げ る し か な い 。 思う よう に 走 
れ な く て も 、 昔 いら 々 いら し て も 、 息 が 切れ て も 、 少 し で も 前 へ 、 


ーー ーー 


人 へ 、 人 へ 。 
南 門 は も う 半 分 近く 閉まっ て いる 。 


だ が 、 秩 序 の 番 人 の 先行 隊 は そろ そろ 門 の 下 に 差し か か っ て いる 
は ず だ 。 


ーー だ め だ ! 」「 敵 ! 」「 帝 国軍 が いる ! 」「 す ぐ そ こ だ ! 」「『 迫 
培 ま ので いる で 1 」 


洋 は じ け る よう に 前 の ほう か ら 未 鳴 に 近い 声 が 次 々 と 飛 ん で き 
て 、 旨 みな の 足 が 凍 こおり つい た みた い に 止 まっ た 。 


「 そ ん な 一 」 マ リア ロー ズ は 絶句 し た 。 
「 あ りえ へ ん や ろ る ! ナン ボ な ん で も 早 す ぎ や .…… ! 」 


「 引 き 返 せ ! 」 と 番 人 た ち が 叫 び は じ め た 。 そ の 前 に ヨハ ン ・ サ ン 
ライ ズ の "後退 し ろ ! 」 と いう 声 が 聞こ えた よう な 気 も する けれ 
ど 、 正 走 、 自 信 が な い 。 あ と ず さ り を する 者 が いた 。 踊 きび す を 返 
す 者 も いた 。 そろそろ と 歩き だ す 者 も いれ ば 、 い き な り 駆け だ す 者 
も いた 。 押 され て 転ぶ 者 が いれ ば 、 助 け 起 こす 者 も いて 、 そ の 作業 
を 邪 じ や 魔 ま され て 怒 ど 鳴 な る 者 が いた 。 マ リア ロー ズ は 、 ま ず 
いっ て まず いっ て 、 と 思い な が らち ら 子供 を 抱 だ いて いる 腕 う で に 力 を 
こめ 、 仲 間 た ちの 様子 を 確か く 認 に ん し た 。 ユ リカ は 「 落 ちち ゅ い 
て ! 」 と 周り の 者 た ち に 声 を か け て いる 。 カ タリ と ルー シー は 二 人 
が か り で ハニ ー を 守っ て いた 。 ピン パー ネル は 大 だ い 丈 じ よ う 夫 点 
そう だ 。 き ゅ ー が それ と な く ピ ン パ ー ネ ル を 記 か ば っ て いる 。 サ 
フィ ニア は トマ トク ン に ぴっ た けり くっ つい て いた 。 と いう か 、 ト マ 
トク ン が サフ ィ ニ ア を 抱き よせ て いる よう に も 見 える 。 ベ アト リー 
チェ は ちょ っ と ずつ 下がり な が ら 、 矢 や 継 つ ぎ 早 に 指示 を 飛ば し ま 
くっ て いた 。 モ リー は わか ら な い !。 大 丈夫 だ と は 思う けど 。 て ゆう 
か 、 ひ どい よ 。 こ れ は ひど い 。 引き返す に し て も 、 も っ と うま く で 
き な か っ た の か 。 無 性 し よう に 腹 が 立っ て 仕方 な いけ れ ど 、 こ ん 
な と きこ そ 人 冷静 に な ら な いと いけ な い 。 誰 だ れ も 彼 も 頭 に 血 が 上 っ 
て いる の だ 。 そ の 結果 、 こ ん な こと に な っ て し まっ て いる 。 


よく 見 れ ば 、 秩 序 の 番 人 の 後退 速度 は それ ほど 速く な い 。 せ い ぜ 
い 早 足 よ り 少 し 速い くら い だ 。 番 人 の 多く は パニ ッ ク に 陥 お ちい っ 
て は いな い 。 確実 、 着 実に 、 着 々 と 、 慌 て ず 、 焦 あせ ら ず に 下がり 
つづ けれ ば いい の だ 。 そ の うち みん な 落ち つき を と り も どす 。 実 


祭 、 そ つう なり つつ ある けれ ど 、 状 況 は 落ち つく こと な く 変 化し つづ 
け て いる 。 カ タリ が 叫ん だ 。 「 魔 導 兵 や .… 1 」 


多数 の 魔 導 兵 た ち が 、 マ クス ペイ ン ・ ス トリ ー ト の 端 は し の ほう 
一 秩序 の 番 人 の 外側 を 通っ て 南下 し て ゆく 。 歩兵 型 だ け じ ゃ な い 。 
騎 き 兵 へ い 型 の 魔 導 兵 も いる 。 い や 、 そ れ だ け じ ゃ な い 。 


「 ア レ 」 ピ ビン パー ネル が 指さし た 。 「 魔 導 兵 で は あり ま セ ン 」 


た し か に 、 指 揮 官 役 と 見 な され て いる 騎兵 型 魔 導 兵 の 姿 も ある 。 
で も 、 そ れ に 混じっ て 、 星 空 を 写し た よう な 長 衣 で 全身 を 覆 お お 
い 、 メ タリ ッ ク プ ブル ー の 仮面 を つけ 、 馬 を 駆っ て いる あい つら は 絶 
対 に 魔 導 兵 じゃ な い 。 騎兵 型 の 魔 導 兵 は 馬 も また 魔 導 兵 だ が 、 連 中 
は 違う 。 や つら の 乗馬 は 、 仮 面 と に 同じ メタ リッ ク ブ ルー の 馬 鎧 よろ 
いこ そつ け て いる も の の 、 正 真正 し よう 銘 め い 、 生 身 の 馬 だ 。 


「 ス ペー ス ・ フ ァ ン グ だ 」 ト マト クン が 低く 喰う な る よう に 吉 っ 
計 。 


「 お お ぅ っ! 噂 うわ さ に は 聞い と っ た けど も 、 あ れ が スペ ー ス ・ 
ファ ング な ん か い .………. 1! 」 


「 な 、 何 な ん で すか 、 カ タリ さん 、 そ の スペ ルス ハン グ っ 


「 ス ペー ス ・ フ ァ ン グ ! キン グ ・ グ ッ ダ ー の 近衛 騎士 団 や ! 
シャ イニ ング グロ ー リ ー パ レス 内 の 警備 を 担当 し と る らし いか ら 人 
目 に ふれ る こと は な い 、 せ や か ら 実 在 も あや し まれ と っ た ん や けど 
お = っ 


スペ ー ス ・ フ ァ ン グ の 騎士 た ち は 、 一 様 に 圧 手 だ け で 手 た 綱 づ な 
を 操 あ や つり 、 右 手 に は 長大 な 黒々 と し た 槍 や り を 持っ て いる 。 数 
は 騎士 型 の 魔 導 兵 より も 多い けれ ど 、 歩 兵 型 の 魔 導 兵 よ り は ずっ と 
少な い 。 歩兵 型 の 魔 導 兵 は 見 た と ころ 数 百 で 、 刻 一 刻 と 増え つづ け 
て いる 。 騎士 と 騎士 型 魔 導 兵 を あわ せ て も 、 そ の 十分 の 一 に 満た な 
い だ ろ う 。 と は いえ 、 騎 士 と 騎士 型 の ほう が 歩兵 型 よ り も 足 が 速 
い 。 騎士 と 騎士 型 に 歩兵 型 が 率い られ て いる 。 そ ん な ふう に 見 え 
る 。 


「 迎 げ い 繋げ き に 出る の か な 」 マ リア ロー ズ は 忠 つ ぶ や き な が ら 抱 


いて いた 子供 を 地面 に 下ろ し た 。 もう 手 を 引い て 歩い て や れ ば 危険 
は な さそ うだ 。 


騎士 と 騎士 型 が 、 そ し て 歩兵 型 の 魔 導 兵 た ち が 、 次 々 と 秩 ち つ 序 
じ よ の 番 人 や 避 ひ 難 な ん 者 た ちと すれ 違い 、 閉 じ か け て いる 南 門 へ 
と 向かっ て ゆく 。 


「 後退 や め っ ! 」「 止 まれ ! 」「 止 まれ っ .… せ … ! 」 番 人 が そう 呼ば 
わり は じ め る と 、 避 難 者 た ち が ば ら ば ら と 足 を 止め た 。 立 ち 止 まる 
と 全員 、 振 ふり 向く か 回 れ 右 を する か し て 、 南 の ほう に 目 を 向け 
7 


_ 南 門 は すでに 三 分 の 二 ほ ど 閉 まっ て いる が 、 まだ 騎馬 で も 楽々 と 

通り 抜 ぬ けら れる だ ろう 。 た また ま 近 くに 横転 し て いる 馬車 が あっ 
夫 の で DU ご ス 日 衝 を DC た 作り フ の に 人 
馬車 の 車体 に よじ 登っ て 門 の あたり に 目 を 疾 こ らし た 。 出 て ゆく 。 
騎士 型 を ふく め た 魔 ま 導 ど つう 兵 が 、 続 々 と 。 ス ペー ス ・ フ ァ ン グ の 
騎士 た ち も 、 槍 を 並べ て 門 の 外 へ 飛び だ し て ゆこ うと し て いた 。 


魔 兵 た ち は 今 この 瞬 し ゆん 間 か ん も 南 門 へ と 向かっ て いる 。 
ルデン 中 か ら 集 まっ て き て いる の だ ろう か 。 た くさ ん いる と 思っ 

は いた けれ ど 、 こ ん な に いた の か 。 中 あ然 ぜん と し て し まう ほど の 
数 だ 。 


番 人 た ち も 、 避 難 者 た ち も 、 荒 あら い 息 を つい て いた けり 、 咳 せき 
を し た り 、 隣 と な り の 者 と 嘱 さ さや き あ っ た けり 、 あ あ 、 と か 、 お 
お 、 と か 声 を あげ た りす る くら いで 、 ほ と ん ど 日 を 開 こ うと し な 
し 1。 


南 門 は 間もなく 巻き あげ 式 の 第 一 遮 し や 断 だ ん 謀 と びら が 完全 に 
閉じ て し まう だ ろう 。 そ うな れ ば 、 左 右 開き の 第 二 密 閉 尾 が 閉じ 
て 、 完 全 に 封 ふ う 人 さ され る 。 こ れ は 推測 だ けれ ど 、 た ぶん 南 門 だ 
け じ ゃ な い 。 北 ほぼ く 斗 と 門 、 東 門 、 西 門 も 、 同 じ よ うに 閉鎖 され つ 
つ あ る は ず だ 。 


も う エ ルデン か ら は 出 ら れ な い 。 
失敗 だ 。 


「 エ ルデン 自由 軍 ツ ッッ ッッ .……… ! 」 北 の ほう で ファ ニー・ フ ラン ク 
が 高らか に 叫 さ けん だ 。 


無駄 だ に いい 声 で 、 妙 みよ うに よく 響 ひ びく も の だ か ら 、 余 計 
に か ちん と くる 。 


「 我 々 は アァ ハッ ! エル デン を ッ ! エル デン を 守る ぞ ッ ! 愛 
する エル デン を ッ ! 前 進 、 前 進 、 大 前 進 だ ッ ! さあ ッ 、 魔 導 兵 
諸君 に つづ く の だ ッ ! そ ォ ー れ ッ 、EFA ッ !」 


皿 E 活 才 か て 世 浴 .La や O 明 よび ュ 7 紀 に ) 攻 放 a 
上 b も 情 昌 / 放 0i 


秩序 の 番 人 後衛 隊 の 後ろ に 位置 し て いた エル デン 自由 軍 が 、 魔 導 
兵 た ち に 従う 愉 か つ 好 こう で 動き は じ め た 。 今 か ら 行 っ た と ころ 
で 、 南 門 に 到 と う 着 ちや くし た ころ に は すでに 第 一 遮断 崖 が 閉まり 
きっ て いる だ ろう 。 そ う で な く て も 意味 が ある と は 思え な い が 、 ま 
あ 勝 手 に すれ ば いい 。 と いう か 、 エ ルデン 自由 軍 な ん か に か まっ て 
いる 場合 じゃ な い )。 


逃 に げ ら れ な く な っ た 僕たち は 、 い っ た い ど うす れ ば .…… 


秩序 の 番 人 が 沈 ち ん 黙 も くし て いる 。 ヨ ハン ・ サ ン ラ イズ も 考え 

あぐね て いる と いう こと だ ろう 。 責め る 気 に は な れ な い 。 こ の 事態 
は 想定 外 だ 。 モ リー の 決断 は 十分 早かっ た し 、 秩 序 の 番 人 も 迅 じ ん 
速 そ くに 行動 し た 。 帝 て い 国 こく 軍 が 脇 わ き 目 めも ふら ず に 進軍 し 
た と し て 、 エ ルデン に 来 ら い 衣 し ゆう する の は 九 巡 じ ゆ ん 月 げ つ 十 
六 番 日 だ と 見 られ て いた 。 軍隊 の 規模 か ら す る と それ が 最速 で 、 十 
日 以上 も 短縮 で きる は ず が な い 。 あ りえ な い 、 あ っ て いい は ず の な 
いこ と が 、 し か し 、 現 実に 起き て し まっ た の だ 。 


「 可 能 性 が 、 あ る と し た ら .… ュ 」 カ タリ は いつ に な く 深 刻 な 表情 
だ 。 「 足 の 速い 騎兵 の み の 急 進 速度 一 いわ ゆる 突進 ラ ツ シ ユ っ ちゅ 
う 行 軍 速 度 や っ た ら 、 一 日 八 十 キル メー テル と も ゆ わ れ と る 。 こ れ 
や っ た ら 、 カ リオ サー ク か ら エ ルデン まで の 三 百 六 十 キ ル を 五 日 以 
内 で 走破 可能 や 。 せ や けど 、 歩 兵 と 分 断 さ れ て まう し 、 そ れ 以 上 に 
補給 の 問題 が ある 。 食 い モ ン も 、 水 も 、 人 間 だ け や な い 。 馬 の 分 も 
必要 な わけ や か ら 、 行 ける ん や っ た ら 行 っ た れ っ ち ゅ う 具 合 に は い 
か へ ん は ず な ん や 。 ム チャ クチ ャ や で 」 


「 ムチ ャ クチャ な の か も し れん な 」 ト マト クン は 両 り よう 診 か た に 
の せ て いた 子供 を 下ろ し た 。 


「 わ か らん 」 ト マト クン は サフ ィ ニ ア を ちら り と 見 て 、 眉 み 間 けん 
に 深い 縦 希 じ わ を 刻ん だ 。「 た だ 、 裏 で 余 を 引 \ て る の が や つ な 
ら 、 あ り と あら ゆる 犠 ぎ 牧 せ い を 無視 し て 事 を 運ぶ 。 人 が 何人 死 の 
うつ が 、 そ れ が 前 も っ て 予見 で きよ う が 、 姜 ちゆ う 踏 ちよ し た り し な 
い 。 英 味方 関係 な く 、 だ 」 


つい に 南 門 の 第 一 遮断 崖 が 重い 音 を 立て て 最後 まで 閉まっ た 。 間 
を 細 か ず 、 左 右 開 き の 第 二 密 閉 岩 も 動き は じ め た 。 


スペ ー ス ・ フ ァ ン グ 及 お よび 魔 導 兵 た ち は あ ら か た 外 に 出 た よう 
寺 


エル デン 自由 軍 が 南 門 付近 に 到達 する に は 、 ま だ 少し 時 間 が か か 
る だ ろ つ 。 


さっ きま で 重 苦 し く 空 を 覆 お お っ て いた 雲 が 薄 う すま り 、 散 り 散 
り に な っ て いる 。 上 空 は どう か 知ら な いけ れ ど 、 地 上 の 風 は 詳 いい 。 
ほとん ど 感 じ な い ほ ど だ 。 


何 の 予 光 も な か っ た 。 


ーッ ン 2 ! 」 ト マト クン が 怒 ど 号 ご う を 発し た 。「 散開 させ 
ろ ! 散開 し つつ 、 後 退 ! 今 す ぐだ ! 急げ .…… ! 」 


「 散開 ..…. ! 」 ヨ ハン ・ サ ン ラ イズ の 声 が 響き 渡っ た 。 そ の 王 後 
志 うだ 。 


揺 ゆ れ た 。 空気 が 。 地面 が 。 震 ふる えた 、 と いっ た ほう が 正しい 
か も し れ な い 。 何 、 こ れ 。 重い 、 低 い 、 正 体 不明 の 振 し ん 動 ど う が 
一 近づい て くる 。 正体 不明 ? 違 ち が うつ 。 す ぐに わか っ た 。 


南 門 だ 。 
そい つ は 、 南 門 の 上 か ら に ゅ っ と 顔 を 出 し た 。 


白 は く 髪 は つ で 色白 の 女 だ っ た 。 あえ て 吉 え ば 。 も ちろ ん 、 普 ふ 
通 つ つの 女 じ ゃ な い 。 あ た り ま え だ 。 何 し ろ で か い 。 南 門 の 上 か ら 
顔 ど ころ か 診 ま で 出 て いる 。 人 並み 外れ て 育 が 高い どこ ろ の 騒 さ わ 
ぎじ ゃ な い 。 そ れ に 、 女 の 顔 。 目 が 二 つ じ ゃ な い 。 額 に も う 一 つ あ 
SN ぜん ぶ で 三 つ だ 。 瞳 ひと み は ど こま で も 黒い 。 白 目 な ん か な 
。 赤い 大 くち びる が 変 に 小さ く て 、 鼻 は 細く 内 と が っ て いる 。 髪 
か み は 真っ 白 だ けれ ど 、 老女 の 顔立ち じゃ な い 。 ま だ 若 そ つ だ 。 で 


も 、 何 か 変 だ 。 202 何 か が も くそ モ 、 ぜん ぶ 変 な の だ が 、 髪 が 輩 う 
ご めい て いる 。 ? 違 つ 。 髪の毛 に し て は 一 本 一 本 が 大 すぎ る 。 
店 Se 2 御 邊 BC の あの ちの 和 た せん た 6 
は 手 み た い だ 。 


よく 見 る と 、 女 の 肌 は だ は 滑 な め ら か じゃ な い 。 細 か い 凹 お う 凸 
と つが ある 。 そ し て 、 や っ ぱり か すか に 協 う ご めい て いる 。 も し か 
し て 、 あ れ か 。 女 の 全身 が あの 髪 の EE 
の が 寄り 集まっ て で き て いた りす る の か 。 考 えす ぎ だ ろう か が 。 

も 、 そ う 思 えて し ょ う が な い 。 


本 逆 神 さか が み 女 御子 の め の み こ .………… ! 」 サ フィ ニア の 声 は 途 
半生 


「 何 や 、 ソ レ !? ソレ っ ちゅ うか 、 ア レ か .…… 1? 」 


0 間 に え の 園 そ の の 、 住 人 で す .………! 0 
還 で も 、 崇 た た り 神 と し て 恐 お それ られ て いる と いつ う .……… 


尼 線 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 
ま 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 


逆 神 女御 子 は 笑え み を 浮 う か べ な が ら 南 門 の 上 端 に 両手 を つい 
6 身体 か ら だ を 持ち あげ た 。 彼女 は 全 ぜ ん 裸 ら だ っ た 。 身体 の そ 
こ か し こ か ら 肌 や 髪 と 同じ 質感 の 管 み な た いな も の が 生え て いて 、 そ 
の 先 》 宙 は 手 み た いな 形 を し て いた 。 指 が た ぶん 五 本 あ っ て 、 に よ ぐ 
に ょ く 動 い \ て いる 。 尼 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 彼 
女 は 南 門 の 上 に よじ 登っ て 立ち あがっ た 。 な ん と いつ か 、 股 こ 間 か 
ん の ちょ っ と 名 状 し が た い 部 分 か ら 腕 わん 状 じ よう 管 が つう に ょ う 
に ょ 生え て いる 光景 が と て も 吉 葉 で は 表現 し づら い 感 じ で 、 さ り と 
て 目 を そら すこ と も で き な か っ た 。 そ の 名 状 し が た い 部 分 ) か ら 、 

じゃ な く て 、 あ くま で も 、 彼 女 か ら 、 だ 。 何 し ろ あ ん な に 大 きい 、 
と て も と て も 大 きい 彼女 が 、 首 都城 じ よ う 壁 へ き の 向 こう 側 か ら 現 
れ た の だ 。 も ちろ ん 、 彼 女 の よ うな 費 の 園 の 住人 が 、 螺 は えた か り 
姫 ひ め や 万 まん 眼 が ん 王 お うつ や 虐 ぎ や く 帝 て いい 鈴蘭 どく ろ よ り も お 
そら く 巨 きよ 大 だ いな 存在 が 、 何 の 脈 み か や く 絡 らく も な く 出 現す る 
わけ が な し いり!。 


避 ひ 難 な ん 者 た ち が わ っ と 喚 か ん 声 せ い を あげ た 。 飛び 退 の く 
者 。 あ と ず さ り する 者 。 しゃ が みこ お 者 。 走 り だ そう と する 者 。 エ 
ルデン 自由 軍 は 一 いつ 瞬 し ゆん の うち に 崩 く ずれ た 。 尼 紀 姓 姓 姓 
姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 
姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 


逆 神女 御子 は 顎 あご の 近く まで 膝 ひ ざ を 上 げ て 首都 城壁 を 踏 ふ み 
つけ た 。 尼 弥 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 踏 ん だ 。 尼 弥 
姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 踏 の たび に 世界 が 震え た 。 
だ が 、 城 壁 は びく と も し な い 。 さ す が エ ルデン の 城壁 だ 。 あ の 高 さ 
十 七 メー テル 、 基 底部 幅 は ば ニ 十 一 メー テル 、 上 部 幅 十 七 メ ー テ 
ル 、 ラ スト クロ ー ム メタ ル 製 の 城壁 は 魔 導 王 時 代 の 遺物 な の だ 。 そ 
うた や すく あれ が 「 た や すい 」 の 範 は ん 量 ちゆ うに 入る の か どう 
か は 意見 が 分 か れる と ころ だ ろう つが 、 と に か く あ れ だ け の 巨 き よ 体 
た い が 思 いっ きり 踏み つけ て も 壊 こ われ な い 。 それだけ の 耐 た い 久 
き ゆ う 性 を 誇 ほこ る 城壁 に エル デン は 守ら れ て いる 。 だ か ら と いっ 
て 安心 で きる わけ じゃ な しい!。 


尼 弥 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 
姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 


逆 神女 御子 は エル デン 市 街 を 見 まわ す よ うに 首 を 振 ふ っ た 。 嘘 う 
そ 。 く る ? きち ゃ う ? や め て よ 。 そ れ だ け は や め て っ て ば 。 
シャ レ に な ら な いっ て 。 無理 だ か ら 。 あ ん な の どう し よう も な いか 
ら 。 な すす べ な く ア レ だ か ら 。 逃 に げ よ うっ た っ て アレ だ し 。 至難 
の 業 わ ざ で 死な ん の は 至難 みた いな 。 思わず ダジャレ が 出 て きち ゃ 
うく らい の アレ だ し ! 


「 と りあ え ず に 、 逃 に 一 」 げ よう と し た ら 、 北 の ほう で 黒い 光 が 爆 
は 間 寺 。 で ば る 。。 1? 」 


「 費 の 園 の 反 光 アン チラ イト か 」 


トマ トク ン が 口 に し た アン チラ イト と いう 豆 葉 は 初 了 だ けれ ど 、 
今 まで 何 度 も 見 た こと が ある 。 費 の 園 の 住人 を 召喚 し た と き に 発生 
する 、 黒 い 光 。 こ の 世界 に は も ちろ ん 、 ど こ を 探し て も そん な 光 は 
な い 。 で も 、 殴 の 園 に は ある らし い 。 


マリ アロ ー ズ た ちがい る 場所 か ら は 百 メ ー テ ル 以 上 離 は な れ て い 


る だ ろう 。 マ クス ペイ ン ・ ス トリ ー ト の ど 真 ん 中 で 粒 さく 裂 れ つ し 
た 黒い 光 の 中 か ら 、 そ れ は せり あがっ て きた 。 


一 吉 で 吉 え ば 、 痩 や せ す ぎ だ 。 断食 に 絶食 を 重ね て 肉 が 落ち ま 
くっ て も 、 あ そこ まで 痩せ る こと は な い だ ろ うつ 。 そ れ く らい 痩せ て 
いる 。 め ちゃ くち ゃ 痩せ て いる だ け じ ゃ な く て 、 身 の 丈 た け に 比 し 
て 頭 や 胸 き よう 郭 か く や 腰 こし 骨 ぼ ね が 小さ すぎ な いか 。 手足 が や 
た ら と 長い 。 手 足 の 指 も 長い 。 長 す ぎる 。 姿勢 が きわ め て 悪く て 、 
猫 ね こ 背 ぜ に も ほど が ある 。 そ の せい で 手 が 地 面 に つき そう だ 。 乾 
か ん 燥 そう し きっ て いる よう に 見 える 褐 か つ 色 し よく の 皮 ひ 診 ふ の 
上 に 、 深 し ん 紅く 色 の 布 か 革 か わ 帯 みた いな も の を 巻き つけ まく っ 
て いる せい で 、 身 体 的 な 特 と く 徴 ちよ うつ か ら 性 別 を 麟 断 する こと は 
で き な い 。 布 か 革 帯 の 合間 か ら の ぞ く 双 そう 眼 が ん は 人 金剛石 ダ イヤ 
Mt 口 だ け は 妙 み よう に 大 き 

。 大口 を 開け て 、 そ いつ は 叩 さ けん だ 。 崩 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 : 


、 王 ュー ュー ニ ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー テト ュー ュー テー ュー ニ ュー ュー テー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー で 
* ゝ と っ っ デュ ティ ティ 左 克 左 左 左 、 左 左 左下 左 左 左 克 左下 - 左 左 ** 


7 コノ コノ ココ / コ / コ / コ / コ コノ ココ / コ / コ ココ フフ コッコ / コ ココ ココ ノコ / コ ココ / コ フ / コ 6o 


Se 僚 つ え の 忌 いみ 彦 ひ こ .……… ! 誰 だ れ が あん な も の 
on !?」 サ フィ ニア が 入 お どろ いて いる くら い だ か ら 、 こ っ ち に 
し て みれ ば 仰ぎ よう 天 て ん する だ け で は まっ た く 足 りな い 。 さ り と 
て 、 ぷ ぶっ た まげ る 以外 に で きる こと が ある わけ で も な い 。 


「 誰 か ・ 頭 ノ 上 に .…………. ! 」 目 の \! い ピン パー ネル が また わけ の わか 
ら な いこ と を 吉 っ た 。 頭 の 上 に ?2 頭 っ て 、 あ れ の ? 誰か ? て 
こさ は 大 ? 


魚 忌 彦 は 数 々 の 篇 き や 謎 な ぞ を 乗せ て 駆 か け だ し 、 そ うか と 思う 
と わずか 三歩 の 助走 で 跳 と ん だ 。 
月 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 〉 


ヽ ・ 王 ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ト 
* ヽ と っ デュ 、 左 で 


7 コ / コ ノコ / フ コノ ココ / コ ココ / コ フ / コ 6o 


何しろ と ん で も な く 身 体 が で か いか ら 、 す ご い 跳 ちよ う 躍 や く 力 
な の か どう か 、 そ の へ ん は な ん と も 吉 い が た い が 、 大 ジャ ンプ だ っ 
訪 。 


だ っ て 、 餅 忌 彦 は マリ アロ ー ズ た ちの 頭上 を 飛び 越 こ えて いっ た 
の だ 。 


その まま 、 南 門 へ 。 


鍼 忌 彦 は 南 門 の 上 に いる 逆 神 女御 子 に 飛び か か っ た 。 崩 汚 汚 汚 汚 


ィ / コ / コ / コ / コ / コ ココ / コ コッ ココ ココ / コ コッ ココ ココ / コ コッコ ココ ノコ / コ ココ / コ / 


* と と っ 


7 コノ / コ / コ / コ / コ o 


父 忌 彦 に 組み つか れ て 、 逆 神女 御子 は 後ろ の ほう に 倒 た お れ か か 
り そ う に な っ た 。 尼 紀 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 
姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 


見 れ ば 、 逆 神女 御子 の ほう が 一 回 り 、 い や 、 二 回 りほ ど 大 きい 。 
その お か げ な の か 、 逆 神女 御子 は こら えた 。 持 ちこ た えて 、 両 り よ 
う 腕 うつ で で 人 角 忌 彦 を 引き は が そう と し た 。 尼 将 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 
姓 。 尼 弥 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 尼 弧 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 餅 宮 
彦 も 必死 だ 。 思 いっ きり 口 を 開け て 、 逆 神女 御子 の 誠 か た に 噛 か み 
つい た 。 崩 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 。 尼 弧 姓 姓 姓 姓 
姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 尼 弥 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 


「 角 ぎ よ ぼ ほお うつ .……… 2 便り o | 8: 広 p5 本 電 1」 
ビル 全球 ! 」 


た だ た だ 惚 ほ うけ て いる 者 、 あ た ふた し て いる 者 も いる けれ ど 、 
カタ リ や ルー シー を は じ め と し て 、 餅 忌 彦 を 応 お う 援 えん し だ し た 
者 も いる 。 いし! の か な 。 応援 と か 。 で も 、 錠 忌 彦 が 現れ な けれ ば 、 
念 ご ろ マ リア ロー ズ た ち は べ し ゃ ん こ に な っ て いた か も し れ な い !。 
角 忌 彦 は 味方 だ 。 そ う 断 吉 す る こと は で き な い と し て も 、 逆 神女 御 
子 の 敵 だ と いつ こと は まず 間 ま 違 ち が いな い 。 


崩 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 。 僚 忌 彦 は 逆 神 
女御 子 の 右 み ぎ 診 か た の 肉 ( ? ) を 噛み ちぎ っ た 。 血 みた いな も の 
は 出 な か っ た 。 真 っ 白い 傷口 か ら は 、 別 の も の が あふ れる と いつ うつ よ 
け 飛 び だ し た 。 


腕 う っ で だ 。 腕 みた いな 管 が 導 ほ と ば し る よう に 出 て き て 、 餅 忌 彦 


、 王 ュー ニ ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー テニ ュー ュ テー ュー ュ トー ュー ュー ュー ュ ト ュー ュー ュー ュー テー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー* 
* ヽ と っ っ テッ ティ テ ュ ュ 左 、 左 左 左 左 克 左 左 左 左 左 左下 - 左 左 * 


7 コ / コ ノコ / コ ココ / コ / コ コッコ ココ フ / コ / コ ココ ココ / コ コッ ココ ココ / コ ココ / フ 6 


餅 忌 彦 は その 腕 状 管 を 両手 で 引っ つか ん だ 。 そ の 途 と 端 た ん 、 逆 
神女 御子 の 脇 わ き 腹 ば ら か ら 、 腰 こし の あたり か ら 、 そ し て 乳 ち 房 
ぶさ か ら 次 々 と 腕 状 管 が 突 つ きだ し て き て 、 餅 忌 彦 を 掲 か ら め と っ 


た 。 尼 区 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 崩 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 ? 


腕 わ ん 状 じ よう 管 は の びる 。 尼 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 ど ん どん の 
びる 。 尼 弥 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 


角 忌 彦 は 逆 神女 御子 か ら 引 き 離 され 、 遠 ざけ られ て ゆく 。 崩 汚 汚 


、 王 ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー テニ ュー テ ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュ トー ュー テ ュ ー テ ュー テ ュー ュー ュー ュー ュー ュ トー ュー < 
ゝ と っ ュ ティ ュ 、 左 左 克 左 克 左 克 左 左 左 克 克 克 直人 左 左 左 左 * 


ィ / コ / コ ノコ / コ / コ ココ フ / コ コッ ココ ココ フ / コ コッ ココ ココ / コ ココ / コ ココ フ / コ ココ / コ / 


*・ 王 ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー で 
* ヽ と っ と ュ デュ ティ ュ テ ュ 左 、 万 左 克 左 左 - 左 ・ 


7 コノ コノ ココ / コ / コ / コ / コ ココ ココ / フ コノ ココ / フ 6o 
「 舐 な め る な ぁ っ ! ババ アッ .……… トコ 


天 を 引き 用 さ く よ う な 声 だ っ た 。 何 者 だ ろ つ 。 男 じゃ な い 。 女 
だ 。 サ フィ ニア が すっ と ん きょう な 声 を あげ た 。「- 一 トモ 


僚 忌 彦 の 頭 の 上 あたり か ら 逆 神女 御子 の 顔面 めがけ て - 一 あれ は 何 
だ ろう 。 た と えて 吉 え ば 、 黒 い 稲 い な 妻 ず ま .…… ? そん な よう な 
も の が 放 た れ た 。 暗黒 の か みな り を 食らっ て 、 逆 神女 御子 の 顔 が 
三 分 の 一 くら い 吹 ふっ 飛び 、 繊 せん 維 い 状 の 白い も の が 大 量 に 撤 ま 
き 散 ら さ れ た 。 


et 召し よう 喚 か ん を 維 い 持 じ し つつ .……… 魔 ま 術 じ ゆ つ を 使う な 
ん て .…… 1! 」 


の つが 上 万 当 ラ て 一 
「 わ た し の 姉 で 子 し で す .…… 1 」 


そう いえ ば 、 そ ん な 人 が いる と いう 話 を 聞い た こと が ある よう 
な 、 な いよ うな 、 ど っ ち に し て も 、 マ チル ダ の 弟子 だ か ら と ん で も 
な い 魔 術士 な の だ ろう が 、 そ の トモ ヨ の 魔術 も さして 功 を 奏 さ な 
か っ た よう だ 。 逆 神女 御子 は 尼 弥 姓 姓 姓 姓 姓 姓 尼 弥 姓 姓 姓 姓 姓 姓 尼 
弥 姓 姓 姓 姓 姓 姓 尼 弥 姓 姓 姓 姓 姓 わ めき な が ら も 、 腕 状 管 で 僚 忌 彦 
を 締 し め つ けつ づけ て いる 。 腕 状 管 は も うつ の びな いよ うだ が 、 す で 
に 鍼 忌 彦 が いく ら あ が いて も 逆 神女 御子 に は 手 も 足 も 届か な い 。 か 
すり も し な いり 。 


わた し も 、 援 えん 護 ご し ます ..………… ぼ ! 」 サ フィ ニア は 魔術 士 衣 
2 生 きき の な 銀 ぎ ん 鎖 さ を と り だ し た 。 人 工 触 媒 ア ー 
テイ 魔道 具 フ アク ト 。 召喚 魔術 を 使 つ の か 。 「 .……… 場所 を 、 確保 し 
な が も 1 だ 1! 」 


cp ! 」 ト マト クン が 叫 ほ える と 、 空 気 が び り び り と 振 し ん 
動 ど うつ し た 。「 ここ か ら 離 れる! さっ さと どか ん や つ は 、 無 理 や 


り ど いて も ら う ぞ .… ! 」 


「 早 つ うら せ えっ ! 魔術 や ! ど で か いし 魔術 を 使 つ ん や で ! 巻き 添 
ぞ え 食い た な いや ろ っ ! 」「 しゃあ 、 離 れ て ! いし ょ い 

3 ! 」「 ど いて くだ さい っ ! お 願い し ます ..……… !」「 離 れ て 
くだ サイ ! 」「 き ゅ う ! くう ! きゅう .……… !」「 離 れ 

て 一 っ ! 離れ な いと 撃つ っ ちゃ うか も ? 」「 撃 つ な や っ ! 」「 冗 
じ よ う 談 だ ん だ っ て ば 」「 て ゆう か 、 ハ ニー は いい か ら ! 無理 し 
ちゃ ダメ だ っ て ば ! 僕ら も 離れ る よ ..………. 1」 


在 径 七 、 八 メー テル と いっ た と ころ だ ろう つか 。 だ いた いそ の くら 
い の 円 い 空き 地 が で きる と 、 サ フィ ニア は 人 工 触媒 アー テイ 魔道 具 
フ ア ク ト を 地面 に 放っ て 杖 つ え を 両手 で 握 に ぎり し め 、 精 神 集中 チ 
ヤ ネ リ ング に 入っ た 。 で も 、 間 に 合う の か 。 


逆 神女 御子 が あん ぐり 口 を 開け て 舌 を 突き だ し た 。 違 う 。 舌 な ん 
か じゃ な い 。 や っ ば ぱり 腕 状 管 だ 。 し か も 、 一 本 じゃ な いし 。 何 本 
も 。 そ れ ら が より あわ さっ て 、 先 っ ぽ を 舌 と が ら せ な が ら 、 少 し ず 
つ 少 し ずつ の びている 。 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 交 選 区 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 
弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 
交 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 尼 弥 。 


また 暗黒 の 稲妻 が 関 ひ ら め い て 、 腕 状 管 で で きた 槍 や り を 粉 ふ ん 
砕 さ いし た 。 す ぐに 新た な 腕 状 管 が 逆 神女 御子 の 品 内 か ら に ゅ っ と 
出 て き て 、 槍 を 形 づ く っ た 。 


槍 が 一 気 に の び て 、 角 忌 彦 の 喉 の ど に 突き 刺さ さっ た 。 餅 忌 彦 は 
ビク ン ッ と 全身 を 硬 こ う 真 ちよ くさ せ た あ と 、 身 体 か ら だ を バタ バ 
タ さ せ た 。 崩 汚 汚 汚 汚 汚 。 崩 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 。 崩 汚 汚 汚 。 崩 


、 王 ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー テニ ュー ュ テー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー テー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー < 
ゝ と っ 万 左 、 左 左 左 左 左 克 左下 左 克 夏 克 直正 - 克 人 左 左 左 * 


治 。 尼 丈 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 狂 姓 妊 姓 姓 姓 殺 姓 姓 姓 姓 姓 姓 
妊 姓 姓 姓 妊 姓 狂 姓 姓 姓 狂 姓 妊 姓 姓 姓 妊 姓 狂 姓 姓 姓 姓 。 


「 や 、 や られ ちゃ っ た .……… ? 」 マ リア ロー ズ は サフ ィ ニ ア の ほう へ 
視線 を 投げ た 。 サ フィ ニア は まだ 呪 じ ゆ 文 も ん の 詠 え い 唱 し よう も 
始め て いな い 。 南 門 に 目 を 戻 も どす と 、 逆 神女 御子 が 腕 状 管 を 駆 く 
使 し し て 角 忌 彦 を 放り 投げ よう と し て いた 。 鍼 忌 彦 は 自ら の 喉 を 貫 
つら ぬい て いる 槍 を 両手 で つか み 、 必 死に あら が っ て いる けれ ど 、 
果たし て いつ まで 持ち こたえ る こと が で きる か 。 


「 あか ん の か い .…… ! 」 カ タリ は 顔 を 真っ 赤 に し て 変形 草 お の を 構 


えた 。「 せ や けど な あ 、 た だ で は 死な へ ん - 一 で ぇ お .…!?」 
また だ 。 


黒い 光 が 、 南 門 に 向かっ て を 一 方 角 で いっ た ら 東 の ほう 、 首 都城 
じ よ う 壁 べき か ら そ う 遠 く な い 建 物 と 建物 の 合間 か ら あ ふれ た 。 


出 て くる 。 黒 い 光 の 中 か ら 。 す ご く 大 きく て 黒っぽい 、 ぼ ろば ぼろ 
の 時 幅 こう も り 傘 が さ み た いな - 一 で も 、 脚 あし が 生え て いる 。 細 
い 、 枯 か れ 木 の よう な 、 そ れ で いて 妙 み よう に 力 感 あ ふれ る 脚 が 。 
よく 見 れ ば 、 そ いつ は 腕 ら し きも の も 備え て いた 。 二 本 じゃ な い 。 
尼 こ ん 虫 ち ゆう の 肢 あ し みた いな 細長 \ い の が 、 六 本 。 傘 か さ の て っ 
べ ん か ら 突 きだ し て いる 球状 の 物体 は せ 、 も し か し て 頭 な の か 。 危 異 
異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 異 


プー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー 


傘 野 や 郎 ろ うつ は 建物 を 蹴 け り 砕 くだ いて 跳 と び 、 首 都城 壁 を 跡 っ 
て さら に 跳ん で 、 逆 神女 御子 に ガッ ツン と 飛び 蹴り を 食らわ せ た 。 


尼 弥 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 崩 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 : 
汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 。 逆 神女 御子 は 首都 城壁 の 向こう に 


吹っ飛ば され て 、 腕 状 管 に と ら わ れ て いる 錠 忌 彦 も 引っ ぱら れ て 
いっ た 。 


「 一 奇 あ や の 歪 い び 翔 つ ち 座 ま ろか .…… ! 」 ト マト クン が 吐 は き 捨 
て る よう に 吉 っ た 。 傘 野 郎 の 名 前 か 。 い ずれ に し て も 、 費 に え の 園 
その の 住人 だ と いう こと は 間 ま 違 ち が いな い 。 そ し て 、 奇 歪 次 鷹 は 
何者 か に 召し よう 喚 か ん され た の だ 。 何者 か っ て 一 誰 だ れ に ..… ? 


逆 神女 御子 に 追撃 ち を か ける つも りな の だ ろう 、 奇 相 暦 は 首 
異 。 尼 鹿 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 崩 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 7 


汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 。 危 異 異 異 異 異 異 異 。 崩 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 。 尼 


姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 奇 歪 央 麻 の 、 逆 神女 御子 の 、 餅 忌 彦 の お ぞ ま し 
い 、 三 者 三 様 の 声 が 混じり あい 、 重 な りあ っ て 響 ひ びき 渡 わ た っ て 
いる 。 あ っ ち で 何 が 行わ れ て いる の か 、 こ こ か ら で は 見 えな い 。 で 
も 、 か な けり ラフ で ダー ティ ー な ファ イト が 行わ れ て いる だ ろう こと 
は 容易 に 想像 が つく 。 喚 の 園 の 住人 同士 の ド ツ キ 合い は いつ だ っ て 
過激 すぎ る 。 


と に か く 、 奇 歪 凌 座 が 乱入 し て き て くれ た お か げ で 、 時 間 が で き 


た だ 。 


「 路 仙 為 SU 者 YO 恐 RE 恨 MT 憎 STMT 慈 STMTNT 平 伏 S 
AZARU 者 YO」 


サフ ィ ニ ア が 呪文 の 詠唱 を 開始 し た 。 


「 無闇 滅 多 矢 鯖 N 1 仙 為 S U 者 Y O 因 科 WO 背 負 WAZARU 者 Y 
O 液 失 U 物 MO 無 KU 得 RU 物 MO 無 ST 面 STTE 知 RU 事 MO 
無 KU 知 RAZARU 事 MO 無 S [永年 N エ 永 却 N 1 仙 為 SU 者 Y 
O 溢 殊 N T 慈 武 知 RAZU 哀 REMT 知 RAZU 固 知 R AZU 汐 真 
NT 仙 為 SU 害悪 也 災 厄 也 因 悪 也 」 


人 工 触媒 アー テイ 魔道 具 フ アク ト が 地面 に 描 え が く 円 か ら 黒 い 光 
が わき だ し て 、 あ ふれ た 。 赤 と も 青 と も 黄 と も 緑 と も つか な い 色 の 
文字 や ら 図 案 や ら が 、 次 々 と 現れ て は 駆 か け 巡 めぐ り 、 回 転 し て 、 
渦 う ず 巻 まい て いる 。 それ は 人 芽 触 嬢 アー テイ 魔道 具 フ ァ ク ト が 作 
り だ す 立 体 的 な 魔 ま 法 ほ う 円 一 吉 っ て みれ ば 、 魔 法 球 だ 。 宴 く らく 
重く 深い 響き を 帯び て いる サフ ィ ニア の 声 が ひと きわ 高まっ た 。 


「 液 此処 N エ 来 TARTTE 思 LNO 億 仙 WO 為 SE」 
きた 。 

黒い 光 の 直 中 か ら 、 そ れ は 躍 お どり で て きた 。 

本 当 に 元気 よく 、 ぽ ぼん っ - 一 と 、 飛 び だ し て きた の だ 。 


と ム 補 ム 補 ム ム ム 補 ム 補 ム ぜ ム 補 ム 補 ム 補 ム ず 


それ は 裕 中 で くる くる くる くる 回 っ て 、 向 か っ て 左 の マク スペ イ 
ン スト リー ト に 面 し て いる 建物 の 上 に 着地 し て ぶっ 潰 つ ぶし 、 す 
ぐさ ま 跳 ちよ う 躍 や くし て びょん びょん 跳 は ね な が ら 南 門 方 面 へ と 
突 つ き 進 ん で ゆく 。 呪文 か らし て 、 螺 は えた か り 姫 ひめ じゃ な さそ 
うだ と は 思っ て いた けれ ど 、 ち ょ っ と 予想 外 だ 。 何 な の 、 あ れ 。 黒 
ずん だ 
て みた ん で す が ど う で し ょ う 、 み た いな 、 た と えて 吉 え ば そん な 姿 
を し て いる 。 逆 神女 御子 は も ちろ ん 、 餅 忌 彦 や 奇 栓 凌 麻 と EL 上 べ て も 
に 大 き さ か ら す る と 、 若 干 頼 た より な 

。 た だ し 、 や た ら と 機 き 敏 び ん だ 。 も う 南 門 の 上 に 達し て いる 。 


杜 坪 な ぶ 坪 研 な 研 な 研 研 研 研 研 研 研 研 厄 厄 研 


坪 坪 な な な 研一 研 な な 研 研 研 研 一 万 。 
「 悪 あつ 塊 が い 丸 まる 、 ね .…… グ 」 


収束 し つつ ある 人 工 触媒 アー テイ 魔道 具 フ アク ト の 魔法 球 一 と い 
う よ り も 、 お そら くそ の そば に いる サフ ィ ニ ア に 歩み よっ て ゆく 者 
が いた 。 


マリ アロ ー ズ は 目 を 皮 み は っ た 。「- 一 ベティ .……. さん っ .………… !? 」 
な ん と な く 、 さ ん を 付け て し まっ た 。 


"垂れ ベ テ イ ・ ザ 目 の ・ ド ウル ー ベ ティ ビ ピング アイ ズ ,, は 表情 を 変 
え ず に ちら っ と マリ アロ ー ズ を 見 た だ け で 、 す ぐさ ま サ フィ ニア に 
向き な お っ て 癖 くせ の ある 髪 か み の 毛 を か き あ げた 。「 さす が に ま 
だ 、 召 喚 し な が ら 他 の こと は で き な い っ て わけ ? ま 、 そ こま で や 
られ ちゃ っ た ら 、 あ た し の 立場 が な いけ ど - 一 より に も よっ て あの お 
姉 様 が 相手 っ て こと に な る と 、 そ れ く らい は で き て くれ た ほう つが 、 
いく ら か 楽 っ て いえ ば 楽 な の よね 。 実際 の と ころ 。 トモ ヨ な ん か と 
共 き よう 闘 と うす る な ん て 、 あ た し と し て は 御 ご 免 め ん 被 こ つむ り 
た いし 


「ー ケ ッ 。 ご 挨 あ い 拶 さ つ だ な ぁ 、 ナ イチ チ ・ ベ ティ 子 」 


どこ か ら か 飛ん で き て 、 や は り 魔 法 球 の 近く に 降り 立っ た 。 そ ん 
な ふつ うに し か 思え な い 現 れ 方 を し た その 女 は 、 な ん と いつ か 、 か な 
り 不 ふ 衣 らち で 、 け し か ら ぬ 、 と ん で も な い 装 よそ お いと いう か 、 
そもそも 装い に な っ て な いで し ょ 、 そ れ 。 


SG ! 」 カ タリ が 魚 眼 を 飛び だ させ て 何 か い ろ い ろ な も の を 
噴 ふ きだ し て し まっ た の も 、 今 回 ば か り は 無理 も な い 。 ル ー シ ー に 
至っ て は 身 を 乗り だ し て 食い 入る よう に 女 を 見 つめ て いる けれ ど 、 
それ も まあ 、 し ょ う が な いと いえ ば し ょ う が な い だ ろ う 。 ル ー シ ー 
だ け じ ゃ な く て 、 そ うい う 人 は 他 ほ か に も 大 勢い る し 。 僕 だ っ て 思 
わ ず 見 ちゃ う よ 。 そ りゃ あつ い ガ ン 見 し ちゃ うっ て 。 だ っ て さ 。 


下 だ け だ 。 女 は ショ ー ツ し か 身 に つけ て いな い 。 や 、 眼 鏡 め が ね 
は か け て る けど 。 そ れ 以 外 に は 、 服 どこ ろか 下着 も つけ て な いん だ 
も ん 。 


し か も 、 も の すご い 大 き さ の 胸 だ 。 そ うと う 重 そう だ 。 深刻 な 記 
か た 凝 こ り を 引き 起こ し そう だ 。 あ れ は あれ で けっ こつ 大 変 そ う 


だ 。 そ れ を 、 女 は 惜 お し げ も な く 、 恥 は じ ら つ こと な く 、 堂 々 と さ 
らし て いる 。 


3 トモ ヨ 」 ベ ティ に し て は めずらし い 。 苦虫 を 噛 か みつ ぶし た 
よう な 顔 だ 。「 せめ て 何 か 着 な さい よ 。 こ の 色 し き 情 じ よ う 狂 きよ 
つ ョ 


「 着 て た ん だ けど な 。 汚 よごれ ちっ た ん だ よ 。 ん で 、 さ っ き 脱 ぬい 
だ 。 ま あい い だ ろ 。 サ ービス 、 サ ービス 。 くく くく くつ 」』 


「 あ ん た 、 そ ん な キャ ラ だ っ た .……『… 2 」 


「 相 変わ ら ず て め え は 考え が 甘く て 読み は 浅 え な ぁ 。 い いか 、 べ 
ティ 子 。 人 間 に は な 、 裏 と 表 っ て の が ある ん だ よ 」 


「 ま さか 、 あ ん た - 一 」 ベ ティ は 顔 を 引き つら せ た 。 


それ を 見 て 、 か ぎり な く 全 ぜん 裸 ら に 近い 半裸 女 が 腹 を 抱か か え 
生み た 。 つう つぐ ぐ くく で で ! その 顔 ! いい 表情 だ よ ! 
ざま ぁ ね えな ! マジ で ! あー お か し い 」 


り 二 の べつ に 区 お どろ いて な いわ 。 裏 と 表 ど ころ じゃ な いや つも 
知っ て る し 」 


「 踊り 羊 ダ ン シ ン グ シ ー プ , か 。 や つ に 会 っ た ん な ら 、 口 説 か れ 
た る ろ る 」 


「 や れ や れ だ 。 て め え みた い に 初 う 心 ぶ だ と 、 あ ん な の に も 引っ か 
II まっ た く よ 。 一応 、 昔 の よし み 

で 員 告 し と いて や る けど 、 あ の 野 や 郎 ろ うつ に は 気 を つけ ろ 。 使 え そ 
うな 女 の 魔 術士 見 つけ る た びに 口説 いて や が る ぞ 。 ち な み に 、 あ い 
つが あの ババ ア の こと 嫌 き らい な の は 、 思 いっ きり 振 ふ られ て 帝 さ 
れ か けた こと が ある か ら だ 」 


ay お 姉 様 を 」 


「 命知らず だ よ な 。 さ ぞ か し ひで え 目 に 遭 あっ た ん だ ろう さ , 裸 は 
だ か の 女 -ー 上 トモ ヨ は 、 眼 鏡 を 外し て その へ ん に 捨て 、 唇 くち びる の 
端 は し を 舌先 で べろ り と 舐 な め た 。 「 樋 た て 突 つ いて 負け た ら 、 何 
され る か わか っ た も ん じゃ ね え 」 


ベティ は 顎 あ ご を 少し 引い て 腰 こ し の 短 た ん 剣 け ん に 手 を か け 
た 。「 わか っ て る わ , 


サフ ィ ニ ア も か すか に つう な ずい た よう に 見 えた 。 


角 忌 彦 と 奇 歪 遇 麻 と 悪 塊 丸 が 首都 城 じ よう 壁 へ き を 跳 と び 越 こ 
え 、 乗 り 越 えて 、 こ ちら 側 に 戻 も どっ て きた 。 そ の 直後 、 逆 神女 御 
子 も ふた た び 首 都城 壁 の 上 に 跳び 乗っ て 姿 を 現し た 。 す ご い 。 や ば 
い 。 身 体 中 か ら 腕 わん 状 じ よう 管 を 生やし まく っ て いる 。 と て つも 
な い 数 だ 。 し か も 、 そ れ ら が うに ゅ うに ゅ と 暮 う ご め い て いる 。 だ 
いぶ 気持 ち 悪 い 。 う わ 怖 こ わっ - 一 と ば か りり に 、 鍼 忌 彦 は 右 の ほう 
へ 、 庁 歪 暦 と 悪 塊 丸 は 左 の ほう へ 逃 に げ よ うと し た が 、 腕 状 管 が 
ギュ ギュ ン ッ と の び て き て 彼ら を が っ ちり 捕 つ か まえ て し まっ た 。 
崩 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 汚 。 危 異 異 異 異 異 異 異 異 異 


坪 。 角 忌 彦 も 奇 歪 座 も 悪 塊 丸 も 当然 あがい た 。 暴れ る 彼ら 
を 、 逆 神女 御子 は 容 よ う 赦 し や な くぐる ん ぐる ん 振り まわ し た 。 尼 
線 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 
姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 
姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 


に 。 お s ! 」 マ リア ロー ズ に は も う 、 自 分 が つろ た えて い 
る の が 混乱 し て いる の か そう で も な い の か 、 よ くわ か ら な い 。 と り 
あえ ず 、 逆 神女 御子 が 腕 状 管 の 手 ( ? ) を 放し ( ? ) た ら 、 餅 忌 彦 
と 奇 歪 間 磨 と 悪 塊 丸 が そこ ら へ ん に 投げ 飛ば され て 、 こ の あたり に 
いる 人 間 た ち は 、 パ ニッ ク に 陥 お ちい っ て 逃げ 惑 ま どっ て いる 人 々 
も 、 た だ た だ 呆 ぼ ぽう 然 ぜ ん と 立ち つく し て いる 者 た ち も 、 ま ず 間 ま 
違 ち が いな く 甚 じん 大 だ いな 被 ひ 害 が い を 受け る だ ろう つう 。 そ うと う 
な 数 の 死者 が 出る は ず で 、 そ の 中 に 自分 や 仲間 た ちや 友だち が ふく 
まれ る 可能 性 も 否定 で き な い と いう つか 、 か な り 高 い だ ろ う 。 だ か 
ら っ て 、 僕 に 何 が で きる ん だ よ ? 何 も で き な い 。 で も 、 サ フィ ニ 
ア が 踏 ふ み と ど まっ て 戦っ て いる 。 ZOO の みん な も 動 こ つう と し な 
い 。 ベ アト リー チェ の 声 が 聞こ える 。 叱 し つ 距 た 激 げ き 励 れい する 
声 が 。 腹 を 決め る し か な い 。 わ か っ て る ん だ けど さ 。 


「 三 対 一 な ん だ か ら よ .……… ! 」 ト モヨ が 叩 さ け ぶ と 、 金 輸 際 ダイ 
エッ ト の 必要 は な い だ ろ う 角 忌 彦 の 痩 そ つ 身 し ん が さら に きゅっと 
締 し まっ て 、 腕 状 菅 か ら す る っ と 抜 ぬ けた 。 


「 だ か ら 何 だ っ て いう の .…… ! 」 ベ ティ が 怒 ど 鳴 な る と 、 奇 歪 次 鷹 
が 六 辛 こう も り 傘 が さ み た いな 身体 か ら だ を ザ バ ァ ッ と 広げ た 。 ど 


う や ら 胴 どう 体 た い の 上 に 幅 幅 の 羽 の よう な 皮 ひ 膜 まく を 羽織 る よ 
うに 被 か ぶっ て いて 、 そ れ で 上 門 幅 傘 み た い に 見 えて いた らし い 。 そ 
の 皮膜 めい た 部 分 が 空気 の 抵 て い 抗 こう を 受け て 膨 , ふ くら み 、 急 激 
に 減速 し た 。 回 転 の 軌 き 道 ど う も 乱れ 、 お か げ で 奇 歪 磨 は 悪 塊 丸 
と 激 げ き 突 と つ し た 。 奇 歪 凌 摩 は 弾 は じき か えさ れ て 、 悪 塊 丸 は 首 


ドム マム マム ム ム 補 ム 補 ム 補 ム ぜ ム 補 ム ヤ ム 補 ム 補 ム 補 ム 補 ム 補 ム で 


首都 城壁 上 に 着地 し た 人 魚 忌 彦 が 、 ト モヨ に 「 行 けっ .…… じ 二 還 
し か けら れ て 、 逆 神女 御子 に 襲 お そい か か っ た 。 逆 神女 御子 は すか 
さ ず 右手 で 自分 の 乳 ち 房 ぶさ か ら 生 えて いる 腕 状 管 を 引っ つか ん 
だ 。 そ の 腕 状 門 は 奇 歪 商 麻 に 巻き つい て いる 。 奇 歪 凌 麻 を 引き よせ 
て 盾 た て に する つも りか 。 で も 、 そ の 前 に 逆 神 女御 子 の 体勢 が 崩 く 
ずれ た 。 悪 塊 丸 だ 。 悪 塊 丸 が 両足 で 踏ん ば っ て 、 自 分 に 絡 か ら み つ 


ロコ ュー ュー ュー テニ ュー テー ュー テー テ ュー ュー ュー テニ ュー ニュー テニ ュー ュー ュー テニ ュー テニ ュー ュ テー ュー ュー ュー テニ ュー テ ュー ュー ュー ュー ュー ュー ュー で 
* 村 と っ ティティ て ュ ュ ティ テテ 左 克 左 左 左 左 左 左 左下 左下 克 左 左 - 左 * 左 * 


汚 汚 汚 汚 。 鍼 忌 彦 は 猛 も う 然 ぜん と 逆 神 女御 子 に と りす が り 、 指 を 
そろ えて 合 け ん 先 さ きみ た い に 和 内 と が ら せ た 両手 で その 身体 を ズ ッ 
サ ズ サ 滅 め つ 多 た 突 づ き に し た 。 尼 弥 姓 姓 姓 姓 。 尼 弥 姓 姓 姓 
。 尼 弥 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 逆 神女 御子 は 身 み 問 も だ え し な が 
ら 、 ど ん どん 、 も っ と も っ と 、 あ ちこ ちか ら 腕 状 管 を 生やし 、 餅 忌 
彦 を 拘 こ う 束 そく し て し まお うと し て いる の だ ろう が 、 奇 歪 凌 暦 が 
逆 神 女御 子 に し が みつ いて 邪 じ や 魔 ま し た 。 さ ら に 、 他 の 面々 と 比 
べ て 小 こ 柄 が ら な が ら 力 持ち らし い 悪 塊 丸 が 、 腕 状 管 を 引い て 引い 
て 引き まく っ た 。 


沙 ちる 。 
首都 城壁 の 上 か ら 、 逆 神女 御子 が 引き ずり 下ろ され よう と し て い 
る 


oO 


尼 線 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 
姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 。 


1 PT ! 」 サ フィ ニア が 声 に な ら な い 声 を も らし 


地 じ 響 ひ びき 。 


南 門 の 真ん前 に も つれ あう つよ うな 状態 で 落ち た 逆 神 女御 子 と 餅 忌 
彦 、 奇 歪 次 摩 に 、 悪 塊 丸 が 躍 お どり か か っ た 。 悪 塊 丸 は 深緑 色 の ま 
ん じゅ う 人 形 的 な 見 た 目 で 、 他 ほか の や つら と 比べ た ら ま あ 、 か わ 
いい と 吉 え な くも な か っ た りす る の に 、 蒙 云 坪 一 蒙 云 二 三 万 


る 凶 き よう 暴 ぼ うつ で 凶悪 だ 。 て ゆう つか 、 あ れ 、 英 味方 区 別 し な いで 
見 境 な く 殴 な ぐり まく っ て な い ? 気 の せ い - じ ゃ な いよ ね .……『…. 2 


書 塊 丸 は 殴る 、 殴 る 、 殴 る 。 逆 神女 御子 を 、 餅 忌 彦 を 、 奇 歪 時 鷹 
を 、 殴 り ま くる 。 尼 紀 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 姓 月 汚 汚 汚 汚 


異 。 泣 こう が 、 叫 ぼう が 、 抵 抗 し よう が 、 か まわ な い 。 殴 られ 、 挽 
ひき 潰 つ ぶさ れ 、 飛 び 散 る 費 に え の 園 その の 住人 た ちの 破片 が 、 大 
お お 粒 つ ぶ の 雨 み た い に そ ら じゅ うに 降り そそ いで 、 も う 大 変 な こ 
と に な っ て いる 。 よ く 見 れ ば 、 餅 忌 彦 と 奇 歪 凌 麻 が 二 人 ( ? ) が か 
けり で な ん と か 逆 神 女御 子 を 押さ えつ け 、 動 き を 計 ふ うじ て 、 悪 塊 丸 
が 徹 て つ 底 て い 的 に 打 だ 撃 げ き を 加え る 役 を 担当 し て いる 模様 な の 
だ が 、 書 塊 丸 の ま ん じゅ つう つめ いた 両 の 拳 が 逆 神女 御子 の みな ら ず 位 
忌 彦 と 奇 歪 凌 麻 を も めちゃ くち ゃ に し て いる の は 否定 し よう の な い 
厳然 た る 事実 だ 。 


RE 7 5 いい 、 7 が 、 7 ..75VS7SVS ソ ふい …… SVSVSVS/SV ふ 
7 ……. 」 サ フィ ニア は 眉 か た を 揺 ゆ らし て 一 笑っ て いる の だ ろう 
か 


。 いい! や 、 ま さか 。 そ ん な こと は な い だ ろ うつ 。 な い - 一 と 思う 。 な 


「 や っ ぱお っ か ね え や つ だ よ 、 こ の 娘 む すめ は .…… 」 ト モヨ が 果 あ 


きれ た よう に 吉 う と 、 ベ ティ が 即 そ く 座 ざさ に つう な ずい た 。「 ホン 
ト 。 性 格 出 て る わ 」 


そん な 、 性 格 出 て る っ て こと は な いと 思う ん だ けど 、 振 ふり 返っ 
て いろ いろ 考え て みる と 、 そ うい うと ころ が 微 み 塵 じん も な いか っ 
て いう と 、 地 味 に な き に し も あら ず の よう な 気 も する 。 


と も あれ サフ ィ ニ ア が 操 あ や つる 悪 塊 丸 は 、 ト モヨ の 餅 忌 彦 、 べ 
ティ の 奇 歪 昌 麻 ご と 、 逆 神女 御子 を ぶち の めす どこ ろか 、 ぶ っ 潰し 
て し まお うと し て いる 。 も ちろ ん 、 逆 神女 御子 も 無 抵抗 主義 を 貫 つ 
ら ぬ いて いる わけ じゃ な い 。 無数 の 腕 わ ん 状 じ よう 菅 が 蘭 まゆ みた 
い に 餅 忌 彦 、 奇 歪 凌 麻 、 悪 塊 丸 を 包み こも つと し て いる し 、 そ の 先 
せん 端 た ん は 主 に 悪 塊 丸 を ガッ スガ ス 刺 さ し ま くっ て いる 。 で も 、 
悪 塊 丸 は 止ま ら な い 。 緑色 の 体液 を 拡 ま き 散 らち し な が ら 、 逆 神女 御 
子 を ぶん 殴り つづ ける 。 そ の 靖 は 一 発 ご と に 重み を 、 勢 い を 、 威 い 
力 り よく を 増し て 、 た ぶん 逆 神女 御子 を 追い こん で いる 。 い っ た い 
誰 だ れ が 始め た の か 。 悪 塊 丸 が 拳 を 打ち 下ろ す た び に 声 が あがる 。 
「 え い !」「 そ れ ! 」「 え いや あ ! 」「 ど りゃ あ ! 」「 せ いや 
あ ! 」「 い えい ! 」「 だ あ ! 」 掛か け 声 は バラ バラ だ 。 で も 、 タ イ 
ミン グ だ け は あっ て いる 。「 一 や あ !」「 あ い !」「 せ い !」 

「 け や ゃ あ ! 」「 へ や あ ! 」「 ど お ! 」「 こ いや あ ! 」「 ど っ し ゃ 
あ !」「 せ りゃ あ ! 」「 う つう おい !」「 は い !」「 ど っ こい ! 」「 さ 
あ !」「 さ あ ! 」「 さ あ ! 」「 さ あ ! 」「 さ あ ! 」「 さ あ .…… 1 」 


も う 単 な る 掛け 声 じ ゃ な い 。 人々 の 期待 が 希望 が 願 纏 が こも っ て 
いる 。 や れ 。 や っ つけ ろ 。 や っ ちまえ 。 頼 た の お 。 お 願い だ か ら 。 


レム 補 ム ム ム ム 補 ム 補 ム 補 ム 補 ム 補 ム 補 ム 補 ム ム 補 ム 補 ム 補 ム ぜ ム ず 


振り お ろ さ れ た 悪 塊 丸 の 両手 が 逆 神女 御子 の 頭 部 を 完全 に 粉 ふ ん 
砕 さ いし た 瞬 し ゆん 間 か ん 、 そ の 真っ 白い 全身 が 急激 に 熱さ れ た 和牛 
乳 み た い に 爆 ば く 発 は つ し て 四散 し た 。 逆 神女 御子 だ け じ ゃ な いり 。 
その 爆発 に は 魚 忌 彦 も 奇 歪 麻 も 、 そ し て 悪 塊 丸 も 巻き こま れ た 。 
賛 の 園 の 住人 た ち は 仲よく 木 こ っ 端 ば 微 み 塵 じん に な り 、 ご ちゃ 混 
ぜ 状 態 で 飛び 散っ た 。 


「 我 々 の ッ .……. 1 」 
聞き 間 ま 違 ち が えよ うつ が な い 。 どこ に いる の か は わか ら な いけ れ 


ど 、 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク の 声 だ 。 


「 勝利 だ ウッ ! EFA ッ .…… グ … 1」 
「EFA!」「EFA!」「EFA!I」「EFA!I」「EFAI」 
「EFA!」「EFAI」 


「 い や いや いや .…… ュ 」 マ リア ロー ズ は 首 を 左右 に 振っ た 。 き み は 何 
も し て な いし 。 


最終 的 に 相 あ い 討 うち に な っ た と は いえ 、 見 事 に 逆 神 女御 子 を 打 
ち 倒 た お し て みせ た 三 人 の 魔 ま 術 じ ゆ つ 士 は 、 だ が 、 喜 び を 分 か ち 
あう どこ ろか 、 ま だ 張り つめ た 雰 ふん 囲い 気 き を 漂 た だ よわ せ て い 
る 。 


「 一 次 、 ね 」 ベ ティ は 腰 こ し の 短 た ん 語 け ん を 抜 ぬ いた 。 


「 あ ぁ ー 超 ちよ う 怖 こえ え 。 軽 く イ ッ ち まう か も 」 ト モヨ は 身 み 恩 
ぶる い を し た 。 ほ と ん ど 裸 は だ か だ か ら 寒 い の か 。 そ うい うわ け で 
も な さそ うだ 。 


「 伏 ふ せ て .…… ! 」 サ フィ ニア は 南 門 の ほう を 見 すえ た まま 叫 さけ 
ん だ 。 で も お そら く 、 マ リア ロー ズ た ち に 向け て 吉 っ た の だ と 思 
PR 電 ま す :。。。.。 ! 」 


ぐる で) 何 が か ? も し か し て 、 あ れ か 。 


マリ アロ ー ズ は 目 を 細め た 。 ま ぶし い 。 光 だ 。 南 門 の 底 あ た けり が 
光っ て いる 。 純白 の 光 だ 。 音 は し な い 。 何 の 音 も 。 無音 だ 。 光 が 
ゆっ くり と 、 底 部 か ら 南 門 を 侵し ん 食し よく し て ゆく 。 溶 と け て い 
る の か 。 わ か ら な い 。 と に か く 光 は 徐 じ よ 々 じ よ に 徐々 に 南 門 を 
食っ て ゆく 。 そ れ に 従っ て 当然 、 光 は 膨 / ふ くら み 、 強 まっ て - 一 も う 
と て も じゃ な いけ れ ど 直視 で き な い 。 無理 だ 。 こ れ 以 上 、 あ の 光 を 
まとも に 見 て いた ら 、 目 が 潰れ て し まう 。 で も 、 完 全 に 目 を 離 は な 
すこ と も で き な く て 、 マ リア ロー ズ は 両手 で ひさ し を 作り 、 限 界 ま 
で 目 を 細め に 細め た 。 風 が 吹 ふ きつ け て くる 。 音 の な い 風 が 。 伏 せ 
て 、 と いう サフ ィ ニ ア の 吉 葉 を 思い だ し た の は その と きだ っ た 。 さ 
!) と て 腹 は ら 達 ば い に な る 決心 も つか ず 、 し ゃ が ん で 膝 ひ ざ を つい 
た 。 そ の 間 も 光 は 南 門 を 侵 お か し つづ け て いて 、 一 瞬 た り と も 止ま 
る こと は な か っ た 。 た だ し 、 そ の 速度 は あく まで ゆっ くり だ 。 遅 お 
そく て も 着実 だ っ た 。 あ の 光 は た ぶん 、 南 門 を 破 は 壊 か いし て い 


る 。 光 が 引き 起こ し て いる と 思わ れる 風 は 、 静 か に 、 実 に 静か に 人 迫 
せま っ て き て 、 マ リア ロー ズ た ち を 押し 流 そ うつ と する 。 そ れ な の 
に 、 そ の 光景 を こう し て 目 ま の 当たり に し て いる の に も か か わら 
ず 、 実 感 が わか な い 。 や は り 音 が し な いか ら か 。 あ まり に も 静か す 
ぎる 。 


だ けれ ど 南 門 は も う 半 分 以上 、 す べ て を 洗い 流し て し まい そう な 
白く 清 せ い 浄 じ よう な 光 に の みこ まれ て いる 。 


0 白魔 術 


知ら ぬ 者 と て いな い " 関 光 の スパ ー ク ル 魔 女 ウ イツ チ , マチ ル ダ 
と いえ ば 、 白 魔術 だ 。 そ の 名 前 は 知っ て いて も 、 実 際 、 目 に し た こ 
と が ある 者 は 少な い だ ろ う 。 マ リア ロー ズ は な くも な い 。 サ フィ ニ 
ア は 有 要素 魔術 と 召し よう 喚 か ん 魔術 に 加え て 、 白 魔術 や その アレ ン 
ジ 版 を 使う りこ と が ある 。 た だ 、 あ れ は モノ が 違 ち が つう 。 お そら く 、 
あれ こそ が 本 物 の 白魔 術 な の だ ろう つ 。 


こん な こと を 思う な ん て 馬 ば 鹿 か だ 。 で も 、 す ご くき れい だ 。 
あの 光 に 魅 み 和信 い られ な い 者 が いる と し た ら 、 そ の 人 神経 を 疑う 。 
光 は 南 門 を 完全 に 食い 尽 つ くそ うと し て いる 。 


まだ 終わ っ て ほし く な いと 願っ て いる 自分 に 気づい て 、 こ れ が マ 
チル ダ の 力 な の か も し れ な いと 戯 た わけ た こと を 考え た 。 そ う 考 え 
て し まう ほど 圧 あ つ 倒 と う 的 だ っ た 。 あ ん な こと が で き て し まう 人 
間 が 存在 し て いい の か 。 何 か 間 違っ て いる 。 


南 門 は 光 と 化し て 音 も な く 消 え 去り 、 た ち ま ち の つう ち に 風 は や ん 


に o 


巨 き よ 大 だ いな 費 に え の 園 その の 住人 に さえ 壊 こ わ さ れ る こと が 
な か っ た 首都 城 じ よう 壁 へ き に 、 失 われ た 南 門 の 部 分 だ け 隙 すき 間 
ま が で きた 。 

隙間 の 向こう に は 、 か つて 人 が 住み つい て は 略 り や く 奪 だ つ 、 殺 
さ つ 病 けり くさ れ 、 い つ し か 無人 と な っ た エル デン の 前 庭 、 マ グル ー 
の 緑野 が 広がり 、 大 陸 西 縦断 道 が の びている 。 


マグ ルー の 緑野 に は 今 、 も うつ も うと 煙 け お り が 立っ て いた 。 


砂 さ 塵 じん な の か 。 そ れ と も 、 炎 ほ の お に よる 黒 こ く 煙 えん か 。 


マリ アロ ー ズ は 矢 も 持た て も た ま ら な く な っ て 、 横 転 し て いる 馬 
車 に よじ 登っ た 。 目 を 凝 こ らし て 見 る 前 か ら 動 どう 惨 き が し て い 
た 。 心 臓 、 や ば い 。 破 は 裂 れ つ し ちゃ いそ う 。 呼吸 も 浅く 、 速 く 
な っ た 。 何 だ よ 、 あ れ 。 騎 き 馬 ば ぱ ば 。 そ れ は わか る 。 南 方 で 咲 さく ラ 
フレ シア の 花 を 象 か た どっ た 帝 て い 国 こく 旗 を は た めか せ て 、 と て 
つも な い 数 の 騎馬 が 整列 し て いる 。 で も 、 あ れ は 一 馬車 ? 違う 。 
曳 ひ き 馬 が 見 あたら な いし 、 煙 を あげ て いる 。 馬車 で は な さそ うだ 
が 、 お そら く 車 だ 。 荷 車 と いう こと は な い だ ろ うつ か ら 、 何 ら か の 仕 
組み で 動く 戦車 に 違い な い 。 


「 秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 .……… ! 後 備 隊 を の ぞ く 全 隊 士 、 前 
Ne ! モリ ー・ リ ッ プス ! 急ぎ 退 良 た い 避 ひし て くだ さい ! 
AH SE 2。 ! 」 ヨ ハル ハン ・ サ ン ラ イズ の 指示 


奇 き 妙 み よう な 静 せ い 寂 じ や く を 引き さ く と 、 番 人 た ち は 我 に 
潮 う た よう に さだ いた 


「 こ こ は わ し ら も 前 え 出 た ほう が ええ ん ちゃ うか ..…… 1? 」 


「 前 に 出 て 一 」 マ リア ロー ズ は 吉 い か け て 口 を つ ぐん だ 。 前 に 出 

て 、 ど うす る ん だ よ 。 僕 は 今 、 そ う 吉 お うと し た 。 び びっ て る ん 

だ 。 そ りゃ そう で し ょ 。 戦 車 は よく わか ら な いけ れ ど 、 騎 馬 隊 だ け 
で も 手 に 余る 。 相手 は 軍隊 な の だ 。 


「 行 く で ! 」 ト マト クン が 大 た い 合 けん の 柄 つ か に 手 を か け て 歩 
だ し た 。 


「 ち ょ っ 一 」 マ リア ロー ズ は 馬車 か ら 飛 び 降 り た 。 


「EFA ツ ! 全 軍 前 進 ツ ッッ .…… ! 」 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク が ふ ざ 
けた こと を ぬか し て いる 。 き み ら み た いな 鳥 う 合 ご う の 押 が 出 て 
いっ た っ て 、 無 お む 駄 だ 死に する だ け だ っ て の 。 た と え E 「F A が 全 
員 、 秩 序 の 番 人 並み だ っ た と し て も 、 勝 て る と は 思え な いけ ど さ 。 


で も 、 ト マト クン が 行く 。 カ タリ が つづ く 。 ピン パー ネル も 。 
ルー シー は あっ と いう 間 に ピ ン パ ー ネ ル を 追い 抜い た 。 き ゅ ー が 子 
供 た ち を 下ろ し た 。 ユ リカ は 子供 た ち を 近く の 医術 士 に 託 た くし て 
駆 か け だ そう と し て いる 。 ハ ニー も つい て ゆく つも りら し い 。 サ 
フィ ニア は ベティ 、 トモ ヨ と 一 いつ 緒 し よ に 、 や は りな く な っ た 南 
門 の ほう へ と 向かう よう だ 。 何だ ろう つ 。 


僕 は 勇 ゆ う 敢 か ん じゃ な い 。 か な り 肛 お く 病 び よ う な ほう だ と 思 
う 。 自分 が いろ いろ な 意味 で 弱い と いう こと を よく 知っ て いる か 
ら 、 人 並み か それ 以上 に 用 心 深 く な ら ざ る を えな い 。 だ けど 、 そ れ 
に し て も 何 か 変 だ 。 こ ん な に 怖 こ わい な ん て 。 違う 。 怖い だ け じ ゃ 
な い 。 怖 いい の は いつ も の こと だ 。 だ か ら 、 僕 の 足 を すく ませ て いる 
の は た ぶん 、 恐 きよ う 怖 だ け じ ゃ な い 。 じゃ あ 、 何 が .……… 2 
「 リ ー チ ェ ! 気 を つけ て .………… 1! 」 

「 お まえ こそ .………… 1 」 

「 あ り が と ! 」 マ リア ロー ズ は 姜 い 縮 し ゆく し て いる 足 を 平手 で 叩 
た た いて 、 仲 間 た ち を 追っ た 。 誰 だ れ も 振 ふり 返っ て くれ な い 。 み 
ん な 前 だ け を 見 て いる 。 だ か ら ど うし た っ て いう ん だ よ 。 な ん で だ 
ろう 。 どう し て こん な に 落ち つか な いん だ ろう 。 変 だ よ 。 僕 が 変 な 
だ け か な 。 少 な く と も 、 状 じ よ う 況 きよ う は お か し い 。 明 ら か に ま 
と も じゃ な い 。 

「 き ゅ ー! 八 ニ ー を 背負 っ て あげ て ! 」 

の. ョ 


「 あ た し は わり と 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ だ けど 、 お 願い 。 わ 。 気 持ち 
よ す ぎ ! 」 


一 マリ ア 、 し ゅ こし 顔色 が 悪い わ よ 、 平 気 !? 
「 え 、 つ ん 、 て ゆう か そん な こと 吉 っ て る 場合 じゃ な いし ! 」 


「 腐 フ っ 腐っ 腐っ ! よっ し ゃ 、 ル ー シ ー、 わ し に つい て こい 
や ! 」 


「 は い 、 カ タリ さん っ ! 」 

「 先 走 る な っ て ば 、 馬 鹿 魚 .…… ! 一 あ 、 モ リー ! 」 
「 き み も 前 に 出る の !? ダメ よ 、 無 理 し ちゃ ! 

『 わ か っ て る ! モリ ー は 下がっ て ! 。 


マリ アロ ー ズ の 足 は 動 !\ て いる 。 話 すこ と も で き て いる 。 頭 だ っ 
て 働い て いる は ず だ 。 そ れ な の に 、 な ん だ か 鈍 に ぶ い 。 だ いた い |、 


後退 し て 、 モ リー た ち は ど こ へ 行け ば いい の か 。 帝国 軍 は お そら 

く 、 エ ルデン まで 数 百 メ ー テ ル の 地点 まで 迫っ て いる 。 連中 が 押し 
よせ て きた ら 、 ま ず 防 げ な い 。 マ チル ダ ま で いる の だ か ら 、 絶 対 に 
不可 能 だ 。 や っ ぱり 、 帝 国軍 が くる 前 に 逃 に げ る し か な か っ た 。 そ 
の 試み が 失敗 し た 。 お し まい だ 。 も う 終 わっ た 。 何 を し て も 無 む 駄 
だ だ 。 僕 は 絶望 し て る の か な 。 そ うか も し れ な い 。 で も 、 そ の わり 
に は や る べき こと を や っ て いる 。 意味 が な いか も し れ な いけ れ ど 、 
最善 を 尽 つ くそ うと し て いる 。 自 暴 自 じ 棄 き に な っ て いる の か 。 そ 
うい う 感 じ も し な い 。 何 だ ろう 。 こ の ちぐはぐ さ は 。 和 気持 ち 悪 い 。 


黄色 い 布 を 腕 う で や 頭 に 巻い て いる E F A の 連中 は 、 さ す が に 一 
いつ 致 ち 団結 で き て いる わけ で は な いよ う で 、 E F A を 連呼 し な が 
ら 南 門跡 あと めがけ て 突 つ っ こん で ゆく 者 も いれ ば 、 引 き 返 す 者 も 
いる 。 秩序 の 番 人 は 一 枚 岩 だ 。 E F A の 脱 だ つ 落 らく 組 を 押し の け 
て 、 番 人 た ち は 着 実に 突き 進ん で ゆく 。 ZO00 と ベティ 、 ト モヨ は 
その 隊列 に 加わ っ て 、 隊 士 た ち を か きわ けつ つ 最 前 列 を 目指 そう と 
し て いる らし い 。 ら し い 、 っ て 。 いけない 。 他 ひ 人 と 事 ご と じゃ な 
いん だ 。 マ リア ロー ズ は ベティ を ちら り と 見 た 。 ベ ティ が ここ に い 
る と いつ こと は 、 昼 飯 時 ラン チタ イム は エル デン に いる の か 。 も し 
そう だ と し た ら 一 首 を 振っ て 、 あ ああ あ 、 と 叫 さ け び た く な り 、 危 
あや つい と ころ で 押し 毅 し た 。 ダ メ だ 。 本 当 に ダメ だ 。 ぜ ん ぜん 集 
中 で き て いな い 。 何 に 集中 すれ ば いい の か わか ら な い 。 集中 し た っ 
て どう な る ん だ よ 。 どう に も な ら な く た っ て 、 何 も し な いわ け に は 
いか な いじ ゃ な いか 。 


「 エ ルデン を ォ ッ ! エル デン を 守る ぞ ォ オッ ! EFA ッ .……… 1」 
「EFA!」「『「EFA!」「『EFA!」「『EFA!」『EFA!」 
「EFA!」「EFAI!」 


E F A は も う 南 門跡 に 突 と つ 入 に ゆう し つつ ある よう だ 。 秩序 の 
番 人 は 少し 離 は な れ て その 後ろ に つい て いる 。 た ぶん 、 E F A が い 
つど うな っ て も 対処 で きる よう に 、 あ えて 距 き よ 離 り を 置い て いる 
の だ ろう 。 ヨ ハン ・ サ ン ラ イズ は 冷静 だ 。 お そら くど こま で も 冷静 
沈 ち ん 着 ち や くに 、 自 分 た ち を 犠 ぎ 牲 せい \ に し て で も 、 モ リー た ち 
が 逃げ る た め の 時 間 を 稼 か せ ご つう と し て いる 。 で も さ 。 秩序 の 番 人 
の お か げ で ここ か ら 離 れる こと が で きた と し て も 、 エ ルデン の 中 に 
いる か ぎり 、 モ リー た ち は 袋 ふく ろ の 展 ね ずみ な ん じゃ な い の ? 
考え て も 仕方 な い 。 そ うな ん だ けど 。 今 で きる こと を 精 せ い 一 いつ 
杯 ば いや る し か な い 。 そ の と お りな ん だ けど さ 。 


番 人 た ちの 前 進 速 度 は 早 歩き と 駆け 足 の 間 く らい だ か ら 、 そ う 速 
く な い 。 程 ほど な く 最 前 列 が 近づい て きた 。 秩序 の 番 人 と 違 ち が 
い 、 前 を 行く EF A は 足並み な が 乱れ まく っ て いて 、 ま ば ら だ っ た 
け 、 変 に 密集 し て いた けり する 。 そ れ に し て も 、 こ こ に 南 門 が あっ た 
な ん て 。 と て も 値 じ られ な い 。 地面 は 磨 み が いた よう に 滑 な め ら か 
だ し 、 首 都城 じ よ う 壁 へ き の 断 面 も 同じ で 、 最 初 か ら 何 も な か っ た 
か の よう だ 。 あ と は 城壁 の 厚 さ の 分 を 走り 抜 ぬ けれ ば 、 エ ルデン の 
外 へ と 踏 ふ み だ す こと に な る 。 その 寸前 に 、 トマ トク ン が ヨハ ン ・ 
サン ライ ズ と 診 か た を 並べ た 。 ヨ ハン が トマ トク ン を 一 いち 菅 べ つ 
し て 、 右 手 を あげ た 。 「 一 総員 止ま れ ..……… 1」 


秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 は 一 いつ 斉 せ い に 足 を 止め た 。 ま だ か ろう つじ 
て 全員 が エル デン の 中 に いる 。 E F A は 離 り 脱 だ つ 組 を の ぞい て 人 外 
だ 。 マ グル ー の 緑野 に は 魔 ま 導 ど う 兵 の 残 ざ ん 骸 が いや スペ ー ス ・ 
ファ ング の 騎 き 土 し た ちの 死骸 が 散ら ちら ば っ て いて 、 雄 色 の 大 陸 西 縦 
断 道 を 駆け て ゆく E F A の 老 ろ う 若 に や く 男 な ん 女 に よ は 、 ひ どく 
頼 た より な く 滑 こつ 稽 け い に 見 えた 。 


実際 、 馬 ば 鹿 か げ て いる 。 


彼ら の 行く 手 に 視線 を 向け て みる と いい 。 黒 こ く 煙 えん を 上 げ る 
大 き な 戦 車 が ずら り と 並ん で いて 、 戦 車 と 戦車 の 合間 を 騎馬 が 隙 す 
き 間 まな く 埋 うめ て いる 。 潤 つう すく 展開 し て いる の か も し れ な い 
が 、 戦 車 と 騎馬 の 列 は 数 百 メ ー テ ル 、 も し か し た ら そ れ 以 上 に わ 
た だ っ で いる の だ 。 


E F A を 連呼 する 声 が 次 し 第 だ い に し ぼ ん で ゆき 、 彼 ら 、 彼 女 ら 
の 足 も 鈍 っ て 、 つ い に は 止ま り だ し た 。 


最初 か ら 無 お 斉 ぼ う 以 外 の 何 物 で も な か っ た EF A の 進軍 が 完全 
に 停止 する まで 、 そ う 長 い 時 間 は か か ら な か っ た 。 


ーー ムツ 、。。 ! 。 ど 、 ど うし て し まっ た の だ 旨み な の 
爆 ウ ーッ !? こ 、 こ こま で き て ソ 、 ソ レ は ア 、 ア レ だ ぞ な 、 情 け な 
いと は お 、 お 、 お お ォ ー も わん か ね ッ !? わ 、 わ 、 わ ァ ー た し と し 
て は その つま り 何 だ ツ 、 フ ッ 、 フ ッ 、 フ アハ ルッ! そ ォ ー れ 、E 
F A ツ .… せ ……… 1 」 


ファ ニー・ フ ラン ク が 旗 を 振っ て も 、E F A の 連中 は 黙 だ まっ て 
うな だ れ て いる 。 あ と ず さ り し て いる 者 も 、 引 き 返 そう と し て いる 
者 も いた 。 き っ と 熱 に 浮 う か され た よう な 状態 で ここ まで き て 、 よ 


う や く 正 気 を 取り 戻 も で し た の だ ろう 。 自 じ 業 ご う 自得 だ し 、 気 の 
毒 だ と は 思わ な い 。 E F A も 僕ら も 、 こ れ か ら 待 ち 受 け て いる 運命 
は 似 た よう な も の だ ろう し 。 


「 秩 序 の 番 人 は 南 門跡 を 死守 する 」 ヨ ハン ・ サ ン ラ イズ が 宣 吉 する 
番 人 た ち は た め ら うこ と な く 「 応 」 と 答え た 。- 一 ああ 。 そ っ 
か 。 そ うい うこ と な ん だ 。 


ヨハ ルン を ふく め た 番 人 た ち は と っ くに 覚 か く 悟 ご を 決め て いる 。 
身 を 捨て る つも り で いる の だ 。 で も 、 僕 は た ぶん 違う 。 い ざと な っ 
た ら そ うす る し か な い の か も し れ な いけ れ ど 、 ま だ 何 か 他 ほか に 方 
法 が ある ん じゃ な いか と 思っ て いる 。 


よう する に 、 こ こ で 一 分 で も 一 秒 で も 敵 を 食い 止め る 、 そ の た め 
に 討 う ち 死に を 遂 と げ て 、 死 に 花 を 咲 さ か せる っ て こと で し ょ ? 
そり ゃ あか っ こい いか も し れ な いけ ど さ 。 終 わり よけれ ば すべ て よ 
し っ て いう 詩 葉 も ある し 、 有 刀 折 れ 矢 尽 つ きる まで 戦っ て 、 戦 いき っ 
て 果て る の は 、 死 に 方 と し て は 悪く な い 。 僕 は 、 僕 ら は 、 精 一 杯 
や っ た 。 こ れ 以 上 は 無理 だ っ た 。 そ ん な ふう に 自分 を 納得 させ る こ 
と も で きる だ ろう つう 。 だ けど 、 そ れ で いい の 2 みっ と も な く た っ 
て 、 も っ と あがい た ほう が いい ん じゃ な い ? ここ で 終わ り に し な 
いで 、 ち ょ っ と で も 最後 を 引き 延ばす た め に 全力 を 尽く すべ き な ん 
じゃ な い の ?2 モリ ー た ち を 助け た い の な ら 、 こ の 命 に どこ まで も 
し が みつ か な いと さ 。 そ し て 、 命 が ある か ぎり し つこ く 、 粘 ね ば り 
強く 戦う つ 。 戦 いつ づけ る 。 0 0 人 8407 玉 ぎ よく 砕 さ 
いな ん か し て る 場合 じゃ な いで し ょ .…… 


省 み だ し て 口 を 開 こ うと し た ら 、 出 鼻 を くじ か れ た 。 
「 否 ノン ! 」 


どう や ら E F A か ら 離 れ て 一 人 、 首 都城 壁 の 除 か げに 隠 か くれ て 
いた らし いい 。 


口 く ち 影 ひげ の 男 が まっ た く 頭 を 上 下さ せ ず に す た す た 歩い て き 


ご こ o 


ーー ジャン * スタ ン バ ッ ク 」 ベティ が 目 を 皮 み は っ た 。 「 あ な 


男 は ベティ に 目 礼 し て ヨハ ン ・ サ ン ラ イズ の 前 で 立ち 止ま る と 、 


口 明 を つま ん だ 。 


「 秩序 の 番 人 の 皆 み な 々 みな 様 さ ま に お か れ て は 、 た だ ち に お 退 ひ 
き に な る こと を 強く 勧 す すめ させ て いた だ く 」 


微 び 妙 み よう に 変 な 声 こ わ 音 ね だ 。 無理やり 低い 声 を 出し て いる 
の か も し れ な い 。 そ れ に 、 あ の 体形 。 も し か し て 、 男 じゃ な く て 一 
が 2 で も 、 だ と し た ら 、 な ん で 日 嘱 が .………. ? 


「 君 は た し か - 一 」 ヨ ハン は 昼飯 時 ラン チタ イム の 名 を 出 そ つ と し た 
の か も し れ な い 。 


ジャ ン ・ ス タン バッ ク は 頭 を 軽く 振 ふ っ て 、 そ れ を 制 し た 。「 捨 
て 石 と な る の は 我々 E F A の み で 十分 。 貴 公 ら 秩序 の 番 人 に は 犬 死 
に する より も 人 遥 は る か に 有用 な 生命 の 使い 途 み ちと いう も の が 必ず 
ある は ず だ , 


「 君 ら の よう な どこ の 馬の骨 と も わか ら ぬ 者 ども に 、 た と え 捨 て 石 
の 役目 で あろ うと 仕 せ られ る と 思 つ かね,」 


「 間 答 は 無益 どこ ろか 不利 益 。 今 ここ で 我ら が 何事 も な く 息 を し て 
いる こと すら 、 魔 女 の 気 まで れ に すぎ な い 。 そ う 考 えな い の だ と し 


た ら 、 秩 序 の 番 人 の 総長 も 評 鹿 倒 だ お れ の 頓 と ん 馬 ま 抜け 作 と 断 ず 
る 他 な いな 」 
「 総長 を 愚 ぐ 弄 ろ つ する か ..…『… ! 」 番 人 た ち が 騒 さわ ぎ は じ め た 


が 、 ヨ ハン は 涼 す ず し い 顔 を し て いる 。 度 肉 も 疾 難 も 中 傷も 余 よ 裕 
ゆう 細 し や く 々 し や く で 受け 流す 鉄 面 皮 に は 定評 の ある 男 だ 。 た 
だ 、 こ の まま ジャ ン ・ ス タン バッ ク の 申し 入れ を 黙 も く 毅 さ つ す る 
つも りな ら 、 マ リア ロー ズ と し て も 黙っ て は いら れ な い 。 


「 その 人 の 吉 う と お り 。 こ こ に いた っ て 意味 な いよ 」 


ヨハ ン が 振り 向い て 両 り よう 眼 め を すぼめ た 。 な 、 な ん で ジャ 
ン ・ ス タン バッ ク に は 無 表情 だ っ た の に 、 僕 の こと は 上 に ら お ん だ 
よ 。 不 公平 じゃ な い ? いい けど 。 そ うい うこ と な ら 受 け て 立つ 
し 。 


「 わか ん な いか な ? 最後 は みん な で お 手 々 つない で 景気 よく 派手 
に きれ いさ っ ぱり 死ん で 終わ り に し よう と か 、 そ ん な クソ くっ だ ら 
な い 自 己 満足 は や め た ほう が いい どこ ろか 絶対 や め る べき だ っ て 
喜 っ て る ん だ けど 。 え ? そん な つも り は な いっ て ? そお ? ほ 


ん と に そん な 気持 ち は こ れ っ ぱ っ ち も な いっ て 喜 い きれ る ? 酔 
よっ て る と まで は 吉 わ な いけ ど さ 。 そ うい うつ 空気 的 な も の は 感じ る 
ん だ けど ね 。 て ゆう つか 、 こ こ に 固まっ て じっと し て る の っ て 、 も し 
か し て いい 的 ま と な ん じゃ な い ? と りあ え ず 、 こ こ か ら は 離 は な 
れ た ほう が いい と 思う けど ね 。 そ れ と も 、 や っ ぱり ここ で 死ぬ の が 
目的 な の ? 違う よね ? 時 間 稼 か せ ぎ で し ょ ?2 だ っ た ら 、 死 ん 
じゃ ダメ だ よ 。 生 き な い と 。 一 人 で も 二 人 で も 三 人 で も 、 少 し で も 
多く 生き の び て 、 抵 て い 抗 こう し つづ け な い と 。 こ こ で 戦力 失っ て 
る 場合 じゃ な いよ 。 落 ち つ き は ら っ て る ふ ) し て 、 実 は 悲 ひ 壮 そ う 
な 決意 と か 胸 に 秘 ひ めちゃ っ た り し て さ 。 そ ん な の いら な いか ら 。 
そう じゃ な く て 僕ら に 今 、 必 要 な の は 負け な いこ と だ よ 。 死ぬ まで 
負け な い 。 どん な ふつ うに な っ て も 、 負 け な い 。 も つう つど うつ し よう も な 
く な っ て 死ん じゃ うま で と こと ん 生き て 、 息 が ある 間 は で きる か ぎ 
けり の こと を する 。 こ こ で 華 は な 々 ば な し く 全 ぜん 滅 め つ す れ ば 、 き 
み ら は すっ きり する の か も し れ な いけ ど ね 。 さ ぞ で か し いい ) 気 分 で 死 
ね る と 思う よ 。 あ と の こと は 考え な く て いい わけ だ し さ 。 だ けど 、 
そん な の 許さ な い ! 認め な い ! だ っ た ら 好 き に すれ ば な ん て 
吉 っ て や ら な い ! か っ こつ け て な いで 、 み じ め で も 見 苦し く て も 
情け な く て も 、 最 後 の 最後 まで 戦え 、 ば か っ .……『… 1 」 


ヨハ ン は 冷え 冷え と し た 憎 ぞ う 悪 お が 渦 う ず 巻 まい て いる (よう 

し か 見 えな い ) 目 で 、 マ リア ロー ズ を ね め つ け て いる 。 微 び 動 ど 
うだ に し な い 表 情 が か えっ て 不気味 だ 。 気圧 お され て し まい そう 
に な る けれ ど 、 負 ける も の か 。 


「 賛成 」 ベ ティ が 少し だ け 首 を 傾 か た お むけ て 軽く 手 を あげ て みせ 

た 。「 あ た し は 死ぬ つも りな ん か これ っ ぱっ ち も な いけ ど 、 軍 隊 は 
と も か く 、 マ チル ダ を 舐 な め な い ほ うがい いわ よ 。 あ の 魔女 が その 
気 に な れ ば 、 あ な た が た な ん て ひと た まり も な いわ 」 


「 つっ て も 、 あ の ババ ア は 比類 な き 鬼 き 畜 ちく だ し 、 楽 に 死な せ て 
も ら え る な ん て 思わ ね え ほ う が いい けど な 」 ト モヨ は 相変わらず ほ 
ぼ 裸 は だ か だ 。 そ の へ ん に 都合 よく 着き 替 が え が 転 が っ て いた り は 
し な い だ ろ うか ら 、 あ た り ま えな ん だ けど 。 


ヨル ハン は トモ ヨ を ちら り と 見 て すぐ に 目 を そら し 、 眼 鏡 を 押し あ 
げ る よう な 仕 し 種 ぐ ささ を し そう に な っ て や め た 。 「.…… 君 ら の 意見 
を 考 こ う 慮 り よ に 入れ る 必要 性 な ど 私 は 認め な い 」 


「 だ っ た ら 」 マ リア ロー ズ は ヨハ ン に 詰 つ め よ っ た 。「 き み が 今 、 
ここ で ! すぐ に ! 自分 で 考え て 決め れ ば いい だ ろ ! 」 


ー い つ 瞬 し ゆん 、 ヨ ハン が 笑え み ら し きも の を 唇 くち びる の 端 は 
し に 剛 ひ ら め か せ た 。 


そん な ふう に 見 えた だ け か も し れ な い 。 と いう か 、 マ リア ロー ズ 
に 笑い か けた りす る わけ が な いし 、 き っ と 目 の 錯 さ つ 覚 か くだ 。 


ヨル バル ン は 番 人 た ち を 見 まわ し た 。 「 総員 一 」 
「 何 か き ま ス .…… ! 」 ピ ン パ ー ネ ル の 声 は 切 せ つ 迫 ば くし て いた 。 
東 の ほう だ 。 帝 て い 国 こく 軍 の 騎 き 馬 ば や 戦車 の 列 を 横切る よう 
に し て 駆 か け て くる 。 馬 か 。 一 頭 じ ゃ な い 。 馬 の 群れ だ 。 ど うし て 
騎馬 じゃ な く て 馬 の 集 団 が こん な と ころ に 。 
M ン 人 0 」 ベ ティ は また も や 目 を 瞬 っ た 。 「 BLUB .…… ? コ 
「 先頭 の 馬 ! 人 が 乗っ と る で ! じい さん や .……… 1 」 
あの = 


た し か に 。 で も 、 乗 っ て いる と いう 表現 が 正しい の か どう か 。 群 
れ の 先頭 を 走っ て いる 馬 だ 。 そ の 育 に 一 人 の 男 が 立っ て いる 。 


男 は 一 ひと 振 ふ り の 長大 な 有 刀 を 背負 っ て は いる も の の 、 見 る か ら 
に 若く は な い 。 頭頂 部 に 一 ひと 房 ふ さ 、 そ れ か ら 耳 と 耳 を 繋 つ な ぐ 
よう に 残っ て いる 髪 か み の 毛 は 真っ 白 だ 。 老 人 は 顔 の 上 半分 を 導 お 
お う ゴ ー グ ル を か け て 、 白 と 黒 の 小 こ 袖 そ で の は だ けさ せ た 補 えり 
に 右 み ぎ 腕 う で を 突 つ っ こみ 、 左 手 は 祥 た も と の 中 に 収め て いる 。 


ジャ ン ・ ス タン バッ ク が つ ぶ や いた 。「.… せ … バー ニン グ ・ バ 
ラッ ド 」 


「 な ん や て !? バー ニン グ ・ バ ラッ ド っ ちゅ うた ら - 一 」 


「 総 そう 帥 すい ! 」 ジ ャ ン ・ ス タン バッ ク は 半 魚 人 に な ん か 目 も く 
れず に 駆け だ し た 。 「 大 至急 、 反 転 前 進 ! 早く し な さい 、 こ の 思 
ぐ 図 ず ,。。。 1!」 


な オウ ツ 、、。 !? 軍師 どの が そう お っ し ゃ る の な ら ば ッ ! 

よし E F A、 た だ ち に 反転 前 進 ッ ! それ 逃 に げろ ッ .………… ! 」 フ ァ 
ニー・ フ ラン ク が 旗 を 振り な が ら 回 れ 右 を する と 、 E F A は な だ れ 
を 打っ て 撤 て つ 退 た い を 開始 し た - 一 と 喜 い た いと ころ だ けれ ど 、 走 


り だ し た 途 と 端 た ん に 足 を も つれ させ て 転ぶ 者 も いれ ば 、 な ぜ か 直 
は っ て 進 も うと し て いる 者 まで いる 。 し か も 、 馬 の 群れ は 速い 。 何 
か に 追い 立て られ て いる か の よう に 全力 疾 し つ 走 そつ し て いる 。 


ジャ ン ・ ス タン バッ ク が 叫 さ けん だ 。 「 伏 ふ せ て .…… せ … ! 」 
老人 が 馬の背 を 蹴 け っ て 跳 と びあ が っ た 。 


「 ふ 、 伏 せ ッ ー」 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク は 旗 を 捨て て 地面 に 身 を 投げ 
だ し た 。 


老人 は 着地 する な り 、 背 に 負っ て いる 大 刀 で は な く 、 鶴 か ら 右 腕 
を 抜 ぬ いた 。 違 うつ 。 た だ 抜い た の で は な い 。 抜き 放っ た 。 


重く 弾 は じ け る 音 が 二 連 続 で 維 ひ び い て 、 マ リア ロー ズ は 目 を 
息 つ っ た 。 だ っ て 、 こ ん な の お か し い 。 老 人 は 右腕 を 振っ た 。 そ れ だ 
け だ 。 と て つも な い 早 は や 業 わ ざ で は あっ た が 、 あ くま で 右腕 を 宰 
か ら 抜 いて 振る っ た だ け な の だ 。 そ れ な の に 、 こ ん な こと が 起こ る 
な ん て お か し い 。 


立っ て いた 者 は 、 だ いた い 腰 ご し くら い の 高 さ で 両断 され て い 
た 。 し ゃ が ん で 首 を ぶっ た 切ら れ た けり 、 頭 部 を 真っ 二 つ に され た 者 
も いる 。 とにかく 、 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク の 周り に いた 百人 くら い 
は 、 ち ゃ ん と 伏せ る こと が で きた 者 を の ぞい て 皆 み な 、 被 ひ 害 が い 
を 受け て いた 。 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク の よう に 難 を 逃 の が れ た 例外 は 
ご く 少 数 だ っ た 。 


あの 老人 が や っ た の だ 。 
BLIBLI」 バ ー ニ ング ・ バ ラッ ド だ っ て いう の か 。 あ の 老人 が 。 


西 を 目指 し て 駆け 去っ て ゆこ うと し た 馬 の 和 群れ は 、 一 頭 残ら ず ば 
た ば た と 倒 た お れ て 間もなく 動か な く な っ た 。 


5 」 老人 は ふた た び 和 補 に 右腕 を 突っ こん で 首 を 左右 に 曲げ 
た 。 「 どう や ら 間 に 合 お うた よう じゃ の 。 重 ちよ う 畳 じ よ う 、 重 


時 
国 


1 演 


コ 


CR あん た 」 ベ ティ が 顔 を 引き つら せ て 老人 を 指さし た 。「 い っ 
た い 何 な の !? どう いう つも りな の よ ! 行方 ゆめ く え を くら ませ た 
と 思っ た ら 、 こ ん な と き に 姿 を 現し て ! お まけ に あん た が あの 
バー ニン グ ・ バ ラッ ド だ な ん て 一 薄 う す 々 うす は 気づい て た け 


ど ! 」 


ん 0 の 、 ベティ 。 つ ぬら と は と き に 語ら い 、 と き に 酒 を 本 く み 
交 か わし た 仲 じ ゃ し 、 恨 つら み が あ る わけ で も な い が 、 我 わが 墓 は 
い に は 果たさ ね ば 死ね ぬ 宿 顧 が あっ て な 」 老人 は か ら か ら と 笑っ て 
地面 を 蹴っ た 。「 ほれ 。 雑 ざ 魚 こども は 早 う つう 去 い ね 。 そ こ に お られ 
て は 邪 じ や 魔 ま じゃ 


老人 は ファ ニー・ フ ラン ク た ち に は 顔 を 向け も し な か っ た が 、 一 
応 、E F A の 生き 残り に 吉 っ た らし い 。 


「 フ ッ !? ウオ ッ !? ホ ア ァ ッ .… せ …… 5 フ プア ニー・ フ ラン ク は ガ 
バッ と 起き あがり 前 後 圧 右 を 見 て 、 へ な へ な と し ゃ が みこ ん だ か と 
思う と また 立ち あがっ た 。「- 一 ほ ま 、 き 、 き きき きき き 貴 様 ア ッ ! 
よ 、 よ くも よく も よく も ッ ! 私 の 同志 を ッ ! 仲間 た ち を ッ ! 
友 を ッ ! や ァ ー っ て くれ や が り ま し た な 、 ご 老 公 ッ ..……… !? 許さ 
ん 、 許 さん 、 許 さん ぞ ォ ウッ! 私 は 貴様 を ツ ! 決し て 許し た り 
は ッ ! し な い ッ ! そう ッ ! 何 が あろ うと も ッ .……… 1? 」 


「 ほお 」 老人 が 右腕 を 徐 か ら 出 し た 瞬 し ゆん 間 か ん 、 フ ァ ニ ー・ フ 
ラン ク は ニニ メー テル くら い 跳 び 下 が っ て 仲間 の 遺体 に 蹴 つ まず いた 
が 、 な ん と か 持ち こたえ た 。 老人 は た だ 右手 で 顎 あ ご を 撫 な で た だ 
け だ っ た 。 「 我 募 を 許さ ん の で あれ ば 、 如 い 何 か に する つも り 
じゃ 」 


「 そ 、 そ れ は お むろ ん ッ ! 」 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク は 合 け ん を 抜い た 。 
Ao せ 、 成 敗 ッ ! 皆 の 信 あ だ は この 私 が 討つ つ ッ ! 討っ て み 
せる ッ ! それ が 私 の プレ シャ ス ・ ス タイ ルッ .…… 1」 


どん な スタ イル か 知ら な いけ れ ど 、 い まだ か つて 見 た こと が な い 
よう な へ っ ぴり 腰 だ し 、 残 像 で 三 人 に 見 える くら い 全 身 が 震 必 る え 
まく っ て いる 。 


「 総 師 ! 」 ジ ャ ン ・ ス タン バッ ク が 叱 し か りつ けた 。「 お 退き くだ 
さい ! 」 


「 だ 、 だ 、 だ が し か し 軍師 どの ッ ! 正直 吉 っ て 私 に は 意地 な ど な 
い が 


な 1 の. ? 」 思わ ず 小 声 で ツッコ ん で し まっ た 。 いけない 。 そ 
ん な 場合 じゃ な い 。 


「 どど どど 同志 が な な な な 仲間 が と と と と 友 た ち が こ ここ この よう 
な 目 に ああ あ 道 あわ され て だ ね 、 だ だ だ 黙 だ まっ て な どい ィ イー られ 
な い ッ ! し し し 心情 的 に それ は お お お 無理 な 相談 と いつ も の 


「LUU! か ら 退 け と 吉 っ て いる ! 無駄 だ 死に する くら いな ら 、 皿 
の ある 仲間 を 一 人 で も 背負 っ て 戻 も どっ て き な さ い ! 」 


「 ム ム ヌ ッ ! それ は 道理 だ 軍師 どの ッ .… せ … ! 」 フ ァ ニ ー・ フ ラン 
ク は 剣 を 博 さ や に I め て 、 一 人 の 負傷 者 を 背負 い 、 も う 一 人 を 助け 
起こ し て 診 か た を 貸し た 。「- 一 いよ し ッ ! 歩け る 者 は 私 に つい て 
くる の だ ッ ! それ で は あら た め て 反転 前 進 ツ ! 明日 の 勝利 の た 
め に ッ .…… 1 」 


「 切り 替 か え 早 っ .…… 四 


老人 も や や 呆 あ つ 気 け に と られ て いる の か も し れ な い 。 フ ァ 
ニー・ フ ラン ク が ジャ ン ・ ス タン バッ ク の 手 を 借り て EF A の 生存 
者 を 退 た い 却 き や く させ て いる 間 、 老 人 は 顎 を つま ん だ り 指 先 で 挿 
か いた けり し な が ら 突 っ 立っ て いた 。 も っ と も 、 生 き 残 り は 多く な 
い 。 作業 は すぐ に 終わ っ た 。 


「 さ て 一 」 老人 は 室 を 仰 あ お ぐ よ うに 顔 を 上 げた 。 「 舞 ぶ 台 た い は 
整う た 。 我 墓 は これ より 持て る 技 と 力 の すべ て を 駆 く 使 し し て 、 毅 
さ つ 義 りく を 行う 」 


机上 ュ 」 カ タリ の 半 魚 顔 か ら 半 魚 眼 が 思い っ きり 飛び だ し 
た 。「 な ん や て えっ !?」 


「 我 童 一 人 で 幾 い く 人 級 や れる か の 。 ま あ 、 万 は 軽く いけ よう 。 我 
墓 を 止め た くば 、 刀 を 抜か せ ぬ こと じゃ な 。 つ まり 一 」 老人 は 右 み 
ぎ 誠 か た か ら 突 きだ し て いる 大 思 の 柄 つ か に 右手 を か けた 。「 時 す 
で に 詳 お そし と いう つこ と じゃ 。 師 よ 」 


トマ トク ン が 鼻 を ひく つか せ て ぐっ と 膝 ひ ざ を 曲げ 、 体 勢 を 低く 
胡 。。 3 この 匂 に お い は 」 


「 我 童 を 制 し うる の は 、 師 よ 、 あ な た だ け で す ぞ ,」 老人 は 薄 う す 笑 
わら い を 浮 う か べ て 大 刀 を 抜 ぬ いた 。 


その 刀身 が 陽光 を ぎら り と 照り か え し た 途 と 端 た ん 、 マ リア ロー 
ズ は 自分 の 身体 か ら だ が いき な り 何 倍 も 重く な っ た よう に 感じ た 。 


や た ら と 重く て し ょ う が な い の に 、 中 は が らん どう で どこ に も 力 が 
入ら な い 。 立 っ て いる だ け で や っ と だ 。 う まく 息 が で き な い 。 と く 
に 吸い こび お の が つら い 。 何 な ん だ よ 、 こ れ 。 僕 だ け じ ゃ な いみ た い 
だ し 。 程度 の 差 こ そ あ れ 、 誰 だ れ も 彼 も 何 か を 感じ て 、 何 ら か の 影 
えい 響き よう を 受け て いる よう だ 。 

「 バ ー ニ ング ・ バ ラッ ド 」 ヨ ハン が 喰う な る よう に 吉 っ た 。「 あれ 
が 剣 聖 の 弟 で 子 し か 」 

「 始め る か の 」 老人 は 一 ・ 五 メー テル ほど も あり そう な 大 刀 の 切っ 
先 を 地面 すれ すれ まで 下げ た 。 左手 は まだ 補 た も と の 中 だ 。 「 我 が 
愛 有 刀 、 鬼 お に 波 は 潮 と うに 斬 き られ 果 つ る は 望み が た き 貯 えい 準 よ 
じゃ ぞ 、 雑 兵 ど も 。 せ め て 一 いつ 時 と き そ の 間 ま 際 ぎ わ 、 心 ゆく ま 
で 酔 よ い 痴 し れる が いい 」 

た と え 剣 聖 の 弟子 だ ろう と 、 雑 兵 扱 あつ か いし た ら 後 こう つ 悔 か い 
する に 違 ち が いな い 一 いつ 騎 き 当 と う キ せん の 猛 も 者 さ た ち が こ こ 
に は 何人 も いる 。 老 人 は その こと を 知ら な い の だ 。 年 寄り の 冷や 水 
だ 。 身 の 程 ほ ど 知ら ず だ 。 笑 っ て や り た いけ れ ど 、 笑 えな い 。 身 動 
き が と れ な い 。 声 も 出せ な い 。 何 も か も が 押し 潰 つ ぶさ れ た よう に 
ゆがん で 見 える 。 


老人 が 左足 を 一 歩 、 前 に 進め た 。 

「 り けり ぃ 」 

声 を 聞い て 、 マ リア ロー ズ は トマ トク ン の 顔 を 見 上 げた 。 あ 
れ ? 何だ よ 。 動く 。 僕 の 身体 、 ち ゃ ん と 動く じゃ な いか 。 て ゆう つう 
が トマ ト 、 今 。 何 て 。。。。 ? 

けり けい ぃ い -ー 一 っ て 吉 っ た ? 

大 勢 が 息 を の ん だ 。 

マリ アロ ー ズ は 老人 の ほう に 視線 を 向け な お し た 。 


_ 彼女 は お そら く 、 首 都城 じ よ う 壁 へ き の 上 か ら 飛 び 降 り た の だ ろ 
つ 。 


赤い 。 
鮮 あ ざ や か な 、 赤 。 


紅色 だ 。 


わずか な 隙 す きも な く 紅 の 装 そ う 甲 こう に 身 を 包ん だ 彼女 は 、 人 
に 似 た 姿 を し て いる 。 身 体つき は 女性 の それ だ 。 た だ 、 腕 つ で や 脚 
あし は 長く 、 あ くま で し な や か で 、 熟 練 の 碑 た くみ が 精 せ い 魂 こん 
を こめ て 作り あげ た 弓 を 思わ せる 。 頭 が や け に 小さ く 見 える の は 、 
上 背 が ある せい だ ろう か 。 彼女 は 大 お お 柄 が ら な トマ トク ン よ り も 


育 が 高い 。 


異様 と 吉 え ば 異様 な 姿 な の か も し れ な い が 、 そ れ よ り も 美しい と 
感じ させ る 。 お か し な 吉 い 方 か も し れ な い 、 で も 、 彼 女 に は 無 む 駄 
だ な 部 分 が 一 つも な い の だ 。 ま っ た く 飾 か ざり 気 の な い 、 実 用 一 い 
つ 辺 べ ん 倒 と う の 長大 な 刀 と う 剣 けん の ご と く 、 彼 女 と いう 存在 は 
徹 て つ 底 て い 的 に 鍛 き た え 抜 か れ 、 ど こま で も 鋭 す る どく 研 と ざ ぎ 浴 
すま され て いる 。 ちょ うど 老人 が 手 に し て いる 大 刀 の よう に 。 


彼女 は 武器 だ 。 
武器 その も の だ 。 


「 お お 」 老 人 は ゴー グル を し て いて も わか る くら い 顔 を くし ゃ く 
し ゃ に し た 。「 師 よ 。 お 待ち 申し あげ て お り ま し た ぞ 」 


彼女 一 りり ぃ は 、 深 く 膝 を 沈 し ずみ こま せ て 着地 し た 。 音 らし い 
斉 は し な か っ た 。 そ ん な わけ が な い 。 普 ふ 通 つう の 人 間 な ら 確 実に 
死ん で し まう 。 も の すご い 衝 し よう 撃 げ き の は ず だ 。 そ れ を 吸収 し 
た の か 。 ど うつ や っ て ? そん な 疑問 を 抱 いだく こと さえ 馬 ば 鹿 か 馬 
ば 鹿 か し い 。 彼女 は 伝説 な の だ 。 


剣 陣 ヴァ ン ・ ヴ ラド X L。 
モー タル レッ ド 。 


りり ぃ は 膝 を の ば し て 老人 に 顔 を 向け た 。「 お まえ を 弟子 に し た 
覚え は な い 」 


「 相 も 変わ ら ず つれ な い 御 お 方 か た じゃ 」 老人 は 左手 で ゴー グル を 
ずら し 、 指 で 何 か を ぬ ぐ う よう な 仕 し 種 ご さ を し た 。「 し か し 、 我 
わが 墓 は い に と っ て は 、 あ な た こそ が た だ 一 人 の 師 で あり まし た 」 


「 お まえ は あたし か ら 何 を 学ん だ と いつ ん だ 」 


「 す べ て を 」 
「 時 を 無駄 に し た な 」 


「 そ の よう に 思う た こと は 一 度 た り と も あり ませ な ん だ 。 なぜなら 
我 慕 は 、 あ な た に 出会う こと が で きた の で す ,」 


「 悔 くい は な いか 」 
「 砦 いさ さか も 」 
「 老い た その 身 で 何 が で きる 」 


「 師 よ 」 老 人 は 大 刀 を 両手 持ち し て 左右 の 肘 ひ じ を 診 か た の 高 さ ま 
で 上 げ 、 有 刀身 を 十 五 度 か ら 二 十 度 ほど 右 に 倒 た お し た 。 「 我 墓 の 全 
身 全 ぜん 霊 れ い を も っ て 、 あ な た を 斬ら せ て いた だ く 」 


同時 密 トレ イン 公国 ワン ダー テレ サ 


トレ イン 公国 領 の ほぼ 西 せ い 端 た ん 、 南 に 国境 を 接する ベル ド 
リッ ド 王 国 の 領 土 に も 近い ハー ノッ ク の 原野 を 進む 者 は 、 ふ と 顔 を 
上 げ る と 場 ば 違 ち が い に 感 じ る ほど の 威 い 容 よう を 目 に し て 荻 お ど 
ろく こと に な る だ ろう 。 


起き 伏 ふ くに 富み 、 気 候 も 上 厳し い 、 ま た 、 国 境地 帯 で も ある た 
め 、 一 部 し か 開か い 胃 こ ん され て いな い ハ ルー ノッ ク の 原野 に 、 そ の 
城 じ よう 寒さ い 都 市 は 浮 う き 島 し ま の ご と くそ び え 立 っ て いる 。 


ワタ ダ ー テ レル レザ 。 
常時 七 万 人 の 軍民 が 、 小 高い 岳 お か の 上 に 建設 され た この 都市 と 
その 近辺 で 暮らし て いる 。 


堅 け ん 固 ご な 防 ぼ う 壁 へ き に 囲ま れ た ワン ダー テレ サ は 、 国 境 警 
備 の 要 か な めで ある だ け で な く 、 非 常時 に は 公 王 家 の 離 り 宮 き ゆ つ っ 
と し て も 機能 し 、 最 大 三 十 五 万 人 を 収容 し て 少な く と も 半年 の 籠 ろ 
う 城 じ よ うに 耐 た え う る 備え が な され て いる と いう 。 


現在 は 、 ラ フレ シア 第 三 帝 て い 国 こく 軍 の サン ラン ド 無 統治 王国 

侵し ん 攻 こ つと いう 事態 に 対処 する べく 、 兵 員 と 支 し 援 え ん 有 要員 約 
十 二 万 人 が ワン ダー テレ サ に 集結 し て いる 。 公国 は 軍事 同盟 を 結ん 
で いる ベル ドリ ッ ド 王国 と 連れ ん 携 け いし つつ 、 あ わ よ くば サン ラ 
ンド の 領土 を 切り と ろう と 企 た くら ん で いる の だ 。 


「 よい 街 だ わ 」 


彼女 は ワン ダー テレ サ の 中 心 、 ハ ウラ ー 宮 の 白い 失せ ん 塔 と う の 
頂 ! た だ き で 風 を 浴び て いた 。 


雲 一 つない 晴天 だ 。 


そよ いで いた 風 が 不意 に 強まり 、 彼 女 の 顔 を 覆 お お っ て いた 紫 む お 
ら さ き 色 いろ の ベー ル が 吹 ふ き 飛 ば され た 。 


「 ワ ンダ ー テ レ サ ,」 彼女 は 絹 余 の よう な 光 こ う 沢 た く の あ る 髪 か み 
の 毛 を 右手 の 指 で 槍 す いた 。 『 公国 史上 唄 ゆい ー い つの 女 公 王 に し 
て 、 ベ ラー ド 和 閣 軍 と の 叶 か な わ め ぬ 記 こい を 胸 に 秘め た まま 、 戦 場 に 
此 た お れ た 嘆き の ウエ イリ ング テレ サ , の 名 を 冠 か ん され し この 
街 が 月 くず れ 去 っ て ゆく さま を 想像 する と 、 胸 が 躍 お どり ます 。 今 
か ら そ れ を 見 られ る だ な ん て 、 す て き 」 


物心 が つく ころ に は も う 、 破 は 壊 か い に 魅 み 了 ワリ り よ うさ れ て い 
re 


幼い 彼女 は 手当 た けり 次 し 第 だ い に 物 を 持ち あげ て 地面 に 落と し 、 
砕く だ け 散 る 場面 を 眺 な が め て うっ と り し て いた 。 壊 こわ れ な し り 物 
が ある と 、 な せ ぜ 壊 れ な い の か 考え た 。 も っ と 高い 場所 か ら 落 と せ ば 
いい の だ ろう か 。 彼女 は 背 せ 伸 の び を し た 。 椅 い 子 す や 机 を 踏 ふ み 
台 に し た 。 や が て 手 を 使わ な く て も 物 を 持ち あげ られ る こと に 気 づ 
いた 。 持 ちあ げ る だ け で は な い 。 そ の うち 自在 に 動か すこ と が で き 
る よう に な っ た 。 彼女 は その 力 を 使っ て 様々 な 物 の 形 を 損 そ こ な わ 
せる こと に 熱中 し た 。 す ぐに 動か ぬ 物 だ け で は 飽 あ き 足 た ら な く 

な っ た 。 動 く 物 を 壊し た く な っ た 。 彼女 は いろ いろ な か 方法 で 虫 を 壊 
し た 。 ね ずみ を 、 野 の 兎 つ うさぎ を 壊し た 。 羊 を 壊し 、 牧 羊 犬 を 壊 
し 、 和 牛馬 を 壊し た 。 父 と 母 を 壊し た 。 彼 女 は 気づい た 。 動く 物 、 生 
き 物 で あろ うと 、 壊 し て し まえ ば 動か ぬ 物 と 変わ ら な い 。 破壊 それ 
自体 に 区 別 は な い 。 違 ちがい は 彼女 を 刺し 激 げ きす る か 否 い な か 。 
それ だ け だ 。 規模 は 大 きい ほう が いい 。 複雑 な 構造 物 が 破壊 され て 
単純 化 さ れ て ゆく 眺め は いつ で も 興味 深い 。 あ り ふ れ た 破壊 は つま 


ら な い 。 あ りき た り で は な い 破 壊 が いい 。 
「 あ た く し は この 世界 が 壊れ る と ころ を 見 た い の で す 」 
彼女 は を 手 を ゆっ くり と 握 に ぎり 、 開 いた 。 笑 えみ が こぼれ た 。 


マチ ル ダ が 撤 ま いた あの 種 は も う 花 開い て いる 。 完全 に 咲 さ き 
きっ た ら 、 ど れ ほ どの 破壊 を な すこ と が で きる だ ろう 。 


「 楽 し み だ わ 」 
彼女 は 胸 の 前 で 両 の 掌 て の ひら を あわ せ た 。 


この 世界 は 新 か く あ る も の で は な い 。 新 く あ れ と 願う こと で 、 世 
界 は 如 い 何 か 様 よ うに も 変容 し うる 。 そ れ は 、 だ が 、 あ くま で 可能 
性 に すぎ な い 。 か ぎり な く 無 に 近い 可能 性 を 極大 化 さ せる た め に 
は 、 何 ら か の 力 が 要 い る 。 魔 ま 術 じ ゆ つ と は その た め の 力 だ 。 


彼女 の 全身 か ら 揺 ゆら めく 青 あ お 紫 お ら さ き 色 の 光 が 立 ちの ぼり 
は じ め た 。 


超越 者 オー バリ スト と 呼ば れる 先天 的 な 異 能 者 が 行う 奇 き 跡 せき 
を 起源 と する 魔術 は 、 原 始 魔術 、 上 古 の 精 せ い 霊 れ い 魔 術 や 圭 れ い 
媒 ば い 術 、 召 し よう 喚 か ん 魔術 か ら 、 古 代 魔 導 王 時 代 の 実証 主義 魔 
術 に 至る まで 、 世 界 の 成り 立ち を 探さ ぐり な が ら 道 を 開い て きた 。 
魔術 士 た ち は こ の 世界 で 起こ る 様々 な 現象 の 原理 を 突 つ き 止め よう 
と し た 。 そ の 過程 で 、 目 に 見 える この 世界 が 多層 構造 で お る こと を 
発見 し 、 下 層 エ レ メ ン タル プレ ー ン の 有 要素 精 圭 た ち を 使 し 役 え きす 
る 技術 が 劇 的 に 発達 し た 。 こ の 世界 以外 に も た くさ ん の 異 界 が 存在 
する こと は 古く か ら 知ら れ て いた し 、 そ れ ら 異な る 世界 か ら そ の 住 
人 を 呼び よせ る 業 わ ざ は 、 き わ め て 高等 な 魔術 と し て 多く の 魔術 士 
た ち を 惹 ひ きつ け て きた 。 魔 術士 た ちの 探 た ん 宗 さ く は この 世界 だ 
け で は な く 異 界 に も 及 お よび 、 種 々 の 発見 が 魔術 を 発展 させ 、 知 識 
を 広げ 、 深 め た 。 魔術 士 た ち は 遠 く の 光 を 目指 し て 歩ん で きた の だ 
が 、 そ こ に は 道 な ど な か っ た 。 魔術 は 道 を 開い て きた 。 魔 術 が 進む 
こと で 道 が で きた 。 


世界 は 断 く ある も の で は な く 、 如 何様 に も 変容 し うる の だ 。 
ああ 、 世 界 よ 、 新 く あ れ 。 
魔術 は それ を 叶え る だ ろう 。 


この 世界 を 打ち 壊す こと さえ で きる 。 


ワン ダー テレ サ に は 、 マ チル ダ の 弟子 の 中 で も まず まず 使え る 魔 
術士 た ち が 三 十 七 人 、 潜 せん 伏 % ぶ くし て いる 。 


彼女 ほど の 魔術 士 で あっ て も 、 現 時 点 で は まだ 、 独 力 で この 規模 
の 破壊 を な すこ と は で き な い 。 複雑 で 大 お お 掛 が か りな 術 式 を た っ 
こ 一 人 で 準備 、 実 行 す る の は 現実 的 に 不可 能 で ある と いう 理由 は 表 
層 的 だ 。 そ れ は 本 質 的 な 問題 で は な い 。 彼女 が この 古代 呪 式 を 単独 
で 成 し 遂 と げ る た め に は 、 証 明 し な けれ ば な ら な い 。 か つて 彼女 が 
小石 を 砕く こと か ら 始 め て 、 拳 こぶ し 大 の 石 、 そ の 倍 ほ どの 石 、 
も っ と 大 き な 石 と いう 具合 に 壊し 、 自 分 に は それ が 可能 な の だ と 確 
信 し て いっ た よう に 、 一 つ ず つ 古 代 呪 式 を 試 た めし て ゆく の だ 。 何 
も 定め られ た 術 式 に 則 の つと る 必要 は な い 。 手 を 加え て も いい し 、 
新た に 生み だ し て も いい 。 し か し 、 先 人 が 編み だ し て 成功 させ た 術 
式 に 従う こと で 、 確信 は 強化 され る 。 無 か ら 有 を 生む お の は 至 し 極 ご 
く 困難 だ 。 も っ と も 、 不 可能 で は な い 。 こ の 世界 は 所 く ある も の で 
は な い の だ か ら 。 原理 、 法 則 、 術 式 は 魔術 士 を 助け る 。 同 時 に 束 そ 
く 縛 ば くす る 。 精神 集中 。 秘薬 。 触 し よく 媒 ば い 。 呪 じ ゆ 文 も ん 。 
仕 種 。 こ れ ら は 魔術 士 が 世界 を 変容 させ る た め の 道 具 立 て と な りう 
る が 、 そ れ が 必要 不可 欠 だ と 錯 さ つ 覚 か くさ せ て し まう 。 錯覚 どこ 
ろか 、 大 半 の 魔術 土 は 深く 、 固 く 、 信 じ て い る 。 そ れ は 一 種 の 値 し 
ん 仰 こ うだ 。 マ チル ダ や 彼女 の よう な 魔術 士 で すら 、 そ の 舘 仰 に と 
ら わ れ て いる 。 


自由 に な り た し いり 。 

そこ に 本 当 の 魔術 が ある 。 

壊し て し まい た い の だ 。 

彼女 を 纏 し ば りつ け て いる 、 こ の 世界 を 。 

「 古 こ 代 だ い 壊 か い 王 お う の 呪 の ろ い 。 」 

温度 の な い 青 紫色 の 炎 ほ の お が 乱 ら ん 舞 ぶ する 。 

彼女 の 身体 か ら だ が 浮 う き あ が る 。 

目 を つが ぶる と 、 果 て が 見 えな い ほ ど 大 き な 記 と びら が 現れ た 。 ど 


こも か し こも 錆 さ び つ いて いる 。 古 び た 庶 だ 。 鍵 か ぎ ざ 穴 あな が あ 
る 。 古代 呪 式 を 作動 させ る 際 に 用 いら れる こと に な っ て いる 大 お お 


仰ぎ よう な 秘 具 な どい ら な い 。 あ の 鍵穴 に 鍵 を 差し こむ だ け で い 
い 。 そ の 鍵 は どこ に ? ここ に ある 。 彼女 は 鍵穴 めがけ て 合 が つ 掌 
し よう し た まま 両手 を 突き だ し た 。 


「 一 起動 aboot.」 
手 て 応 ご た え が あ っ た 。 彼女 は 目 を 開け た 。 光 だ 。 


ワン ダー テレ サ の 各所 に 光 の 柱 が 立っ た 。 間 も な く 振 し ん 動 どう 
し は じ め た 。 全体 だ 。 防 ぼう 壁 へ き に 囲ま れ て いる 小高 い 丘 お か の 
全域 が 小刻み に 岩 ふ る えて いる 。 光 の 柱 が 回 転 し な が ら の び て ゆ 
き 、 弾 は じ け て 、 そ れ ぞ れ が 何 本 に も 分 か れ た 。 無 数 の 細い 光 の 線 
が 互 た が い に 交 わり 、 綱 あみ 目 め 状 に な っ て ワン ダー テレ サ の 上 室 
を 首 お お い 尽 つ くす まで 、 さ し た る 時 間 は か か ら な か っ た 。 城 じ よ 
う 寒 さい 都市 は 依然 ぜん と し て 打ち 岩 え て いる 。 揺 れ は 次 第 に 大 
きく 、 強 く 、 激 し く な っ て ゆく 。 


彼女 は 恐 き よう 怖 避 に お の の いて いる か の よう な ワン ダー テレ サ 
を 眼下 に 見 下ろ し て いる 。 


市 内 の 東南 に ある ウォ ー レ ン 塔 と う が 突 と つ 然 ぜん 、 乾 か わき 
きっ た 砂 の 城 み た い に 崩 ほう 壊 か いし た 。 そ の 瓦 が 人 れ き が 周辺 の 
建物 を 押し 潰 つ ぶし て いる 最 中 に 、 東 側 の 防壁 が 地 じ 滑 す べり で も 
起こ し た よう に 倒 た お れ は じ め た 。 南 の 表門 と ハウ ラー 宮 の 中 間 あ 
た り に 位置 し て いる ロイ ド 正 方 広場 を 見 る と 、 逃 に げ 惑 ま ど う 人 間 
た ち で ご っ た 返し て いる 。 彼ら に は 、 だ が 、 逃 げ 場 な ど な い 。 表門 
が 服 も ろく も 崩 く ずれ 落ち て 、 北 の 裏門 も 同じ 運命 を た どろ うと し 
て いる 。 西側 の 防壁 も 坦 せ き を 切っ た よう に 決 け つ 壊 か いし た 。 民 
家 は も ちろ ん 、 頑 が ん 丈 じ よう な は ず の 兵舎 も 次 々 と 倒 と う 壊 か い 
し て いる 。 ハ ウラ ー 宮 は まだ 持ち こたえ て いる が 、 そ う 長 く は 保 も 
た な い だ ろ う 。 魔 術士 三 十 七 人 と お よそ 七 万 人 の 定住 軍民 、 そ し て 
約 十 二 万 人 の 兵員 を の みこ ん で 、 ワ ンダ ー テ レ サ は 灘 ほろ び よ う と 
し て いる 。 


彼女 は 目 を 細め 、 両 り よ う 腕 うつ で で 自ら の 身体 を 抱 だ き し め て 、 
そっ と 息 を つい た 。 


「 き れい 」 


五 時 四十八 分 サン ラン ド 無 統治 王国 首都 エル デン 南 門 中 


いっ た い 何 な ん で すか あれ 。 わ っ け わ か ん な いん で すけ ど 。 理解 
の 寺 は ん 晴 ち ゆう 超 よ こえ まく っ て くれ ちゃ いや が っ て る ん で すけ 

ど 。 や 、 そ りゃ あ ね 。 サ フィ ニア の 魔 ま 術 じ ゆめ つと か ね 。 サ フィ ニ 
ア だ け じ ゃ な いけ ど さ 。 す ご いと 思う よ 。 何 度 見 て も ぶっ た まげ る 
よ 。 で も さ 。 や っ ぱり 魔術 だ し ね 。 手 品 に 毛 が 生 えて る か 生え て な 
いか が 程度 の 魔術 し か 使え な い 魔 術士 の ほう が 圧 あ つ 倒 と う 的 に 多い 
けど 、 一 流 の 魔術 士 は も う ぜ ん ぜん モノ が 違 ち が うわ け だ か ら 。 こ 
れこ そ 魔 術 っ て 感じ で 。 も ちろ ん 驚 お どろ き は する けど 、 納 な つ 得 
と く 感 は ある ん だ よね 。 ああ 、 魔 術 だ か ら ね 、 み た いな 。 


で も 、 あ れ は 違う つ 。 


「 一 刀 多 段 燕 つば め 返 し 」 老人 は 鬼 お に 波 は 溝 と うと か いう らし い 
長い 長い 刀 を 斜 な な め 下 か ら 振 ふり あげ て 、 マ リア ロー ズ に は よく 
見 えな か っ た けれ ど 、 た ぶん 手首 を 返し た の だ と 思う 。「 一 段 」 


た っ た それ だ け の 動作 で 、 ど うし て そん な こと が 起こ っ て し まう 
の か 。 ド ドン ッ と 二 連 続 で 田 ご う 音 お ん が 響 ひ び い て 一 地面 だ 。 三 
十 メ ー テ ル 四 方 ほど の 地面 が ご びっ そり 削 け ずら れ 、 大 量 の 土 ど 砂 し 
や が 巻き あげ られ た 。 そ の 真 ま っ 只 た だ 中 な か に いた けり けり ぃ は どう 
な っ た の か 。 わからない 。 土砂 の せい で 見 えな い 。 老 人 は さら に 手 
誕 を 返し た 。「 二 段 」 


する と 、 ど うし た こと だ ろう 。 ドカ ー ン と 巻き あげ られ た 土砂 

が 、 今 度 は 土砂 降り の 雨 み た い に ズ ドー ン と 降り そそ い だ 。 み た い 
と いう か 、 こ れこ そ が 正 真 正 し よう 銘 め い の 土 砂 降 り だ 。 そ うか と 
思っ た ら 、 老 人 は また 手首 を 返し た 。「 三 段 


今回 は さす が に 予想 で きた 。 降 っ た 土砂 が また 巻き あげ られ る 。 

案の定 、 そ うな っ た 。 も っ と も 、 一 回 目 よ りす ご い 。 も っ と 広 こ う 
寺 は ん 囲い に わた っ て 地面 が 削ら れ て いる 。 そ れ で も 老人 は まだ 満 
足 で き な い らし い 。「 四 段 。 五 段 。 六 段 」 手首 を 返し て ズ ド ー ン 、 
返し て ドカ ー ン 、 返 し て ズ ド ー ン 、 も つう 一 度 お まけ に ドカ ー ン と 返 
し 7 5 一 七 自 」 


も う 地 面 に は 大 き な 穴 が あい て し まっ て いる 。 そ の 穴 の ぶん だ 
け 、 土 や ら 石 や ら 何 や ら が 空中 に 撤 ま き 散 ら さ れ て いる の だ 。 り リ 


We 時 ? 彼女 の 姿 は 依然 と し て 見 えな い が 、 老 人 が すっ と 下 
が っ た 。 く る の か が 。 


きた 。 


りり ぃ は 降り し きる 土砂 を 突 つ っ 切 き り 、 鞭 お むち の よう に し な う 
右 み ぎ 脚 あし で 老人 を 蹴 け 飛 と ば そう と し た 。 


老人 は 後退 し な が ら 、 大 刀 で これ を 迎 む かえ 撃つ つ 。 


た ぶん 名 及 な の だ ろう 鬼 波 潮 が 折れ る か 、 け りり い ぃ の 脚 が ぶっ た 斬 
ぎら れる か が 。 


その どちら で も な か っ た 。 な ん で そう な る の か さっ ぱり 見 当 も つ 
か な いけ れ ど 、 互 い に 押 し あっ て 二 人 と も 接 は ね 飛ば され る 形 に 
な っ た 。 


「 一 用 ー」 老人 は ザ ザ ッ と 踏 ふ ん ば っ て すぐ 、 前 の め り に な っ て り 
り ぃ に 突っ こん だ 。「 斬 ざん 九 く 無 む 加 げ 」 


あれ は 大 用 を 振っ て いる の か 。 よく わか ら な い が 、 数 十 、 数 百 、 
数 干 の 内 ひ ら め く 光 の 線 が 老人 を 包ん で いる 。 あ の 線 の 一 つつ が 
刀 の 軌 き 跡 せ き な の か 。 だ と し た ら 、 や ば いん じゃ な い の 。 で も 、 
りり ぃ は 退 ひ か な い 。 ま た 肢 だ 。 ぴ ん と の ば し た 左 脚 一 本 で 身体 を 
支え た まま 、 右 脚 を ヒュ ン ヒ ュ ン ギュ ン ギ ュ ン 振り まわ し た 。 キ ッ 
ク で 刀 を 防 ぼ う 御 ぎ よ する な ん て 、 普 ふ 通 つう の 人 間 は ちょ っ と 思 
いつ か な い 。 で きっ こない し 。 ま あ 、 り り い は あか ら さ ま に 普 通 の 
人 間 じ ゃ な さそ うだ けど さ 。 だ か ら あ ん な 真 ま 似 ね も で きち ゃ うっ 
で どら 2 


老人 の 大 刀 も 、 り り ぃ の 右 脚 も 、 馬 ば 鹿 か 馬 ば 鹿 か し い ほ ど 速 す 
ぎ て 目 で 追う こと は で き な い 。 で も 、 ガ ッ ツ ン ガ ッ ツ ン ぶ つか り 
あっ て いる みた い だ 。 見 えな く て も 、 そ ん な 気配 は うか が える 。 互 
ご 角 か く 、 な の か 。 そ う は 吉 え な い だ ろ う 。 り けり ぃ は 脚 し か 使っ て 
いな い 。 


不意 に 老人 が 低い 姿勢 に な っ て 、 弓 に つが えた 矢 を 引き 絞 し ぼる 
よう な 構え を と っ た 。 「 一 思 螺 ら 旋 せん 突 づき 」 


「ー お む お! いか ん .…… ! 」 ト マト クン が 駆 か け だ し て 大 た い 合 けん 
を 抜 ぬ いた 。 


MA ペニー 
老人 が ね じ り な が ら 刀 を 突き だ す と 、 り けり ぃ は 防 ご うと せ ず に 跳 
と ん だ 。 


上 


何 か が 迫 せ まっ て くる 。 マ リア ロー ズ が そう 感じ た と き に は 、 た 
ぶん すでに 到 と う 達 た つ し て いた 。 


「 ぬう つう お お お お お お お お お お お お お お ぉ ぉ お ぉ .… !」 


破 は 裂 れ つ す る よう な 、 木 こっ 端 ば 微 み 塵 じん に 砕く だ ける よう 
な お ぞ ま し い 音 が し て 、 マ リア ロー ズ だ け じ ゃ な い 、 近 くに いる 者 
た ち は 皆 みな 、 瞬 し ゆん 間 か ん 的 な 強風 に 煽 あ お られ 、 慌 あわ て て 
屈 か が も うと し た り けり 「 わ っ 」 と 声 を あげ た り し た 。 琉 こ 垢 は く 色 の 
剣 け ん 身 し ん 波打つ 大 剣 を 振り お ろ し て 、 ト マト クン は いっ た い 何 
を 斬っ た の か 。 わ か ら な いけ れ ど 、 と に か く 老 人 が 何 か を 放っ た 。 
けけ り ぃ い は それ を 跳び あがっ て か わし た 。 老 人 と りり けり ぃ を 結ぶ 貴 線 の 
延長 線上 に は 南 門跡 が あっ て 、 そ こ に は マリ アロ ー ズ ら Z 00 や 番 
人 た ちがい た 。 あ の まま だ と 、 り けり けり ぃ の 代わ り に マリ アロ ー ズ た ち 
が や られ る と ころ だ っ た 。 トマ トク ン が と っ さ に 守っ て くれ な けれ 
ば 、 少 な か ら ず 被 ひ 害 が い が 出 て いた だ ろう 。 間 か ん 一 いつ 髪 ば つ 
視 う だ の だ 。 ば が っ た 。 


トマ トク ン は 一 つ 息 を つい て 、 ズ タ ズ タ に な っ た 自分 の 外 が い 価 
と うに 目 を や っ た 。「.… ぼ …| あの じい さん 、 な か な か や る な 」 


「 て ゆう か 、 な か な か どこ ろ じ ゃ .…… 」 マ リア ロー ズ は 二 の 旬 が 継 
つげ な か っ た 。 あ の 二 人 か ら 目 を 離 は な せな く て 、 喋 し や べ る 余 よ 
裕 ゆ うつ が な い 。 み ん な 同じ だ 。 や か まし い カ タリ で さえ 、 た ま に 意 
味 不 明 な 半 魚 声 を も ら す 程度 で 、 あ と は 口 を つぐ ん で 息 を 級 し て い 
る 。 


りり ぃ は 着地 する な り 滑 すべ る よう な 足 ど り で 老人 に 詰 つ め よ っ 


に o 


「 一 月 」 突 と つ 如 じ よ 、 老 人 の 姿 が 播 か き 消え て 、 軸 き 忘れ られ た 
よう に 声 だ けが 響い た 。「 疾 し つ 風 ぷう 迅 じ ん 雷 らい 」 


いや 、 消 えた わけ じゃ な い 。 移動 し た の だ 。 りり ぃ が 大 きく 右 に 
跳ん だ 。 老 和信 は そこ に いた 。 ま る で りり い ぃ を 待ち 構え て いた か の よ 
うに 大 刀 を 振る っ た が 、 け けり ぃ の 右 脚 に 弾 は じ か れ た 。 次 の 瞬間 、 
マリ アロ ー ズ は また 老人 を 見 失っ た 。 ど こ ?2 左 だ 。 と いう か 、 り 
けり ぃ い が そ っ ち へ 行っ て 、 老 人 は そこ に いる 。 老 人 が 斬 撃 を 繰 く り だ 
す 。 そ れ を りり けい ぃ が 蹴 け りか えす 。 老 人 が いな く な る 。 け りり ぃ が 見 
つけ る 。 そ ん な こと が 何 度 も つづ いた 。 つ まり 、 老 人 が も の すご い 
速 さ で 動い て 、 先 手 を と ろう と し て いる の だ が 、 け りり ぃ に 読ま れ て 
いて 、 で き な い 。 そ うい うこ と か が 。 


そし て 、 ま た 老人 が 消え た 。 り り ぃ い に は 、 で も 、 見 えて いる の 


だ 。 優 ゆう 雅 が と 形容 し て も いい よう な 身 の こ な し で りり ぃ が 方 向 
転 て ん 換 か ん し て 、 突 き 進ん だ 先 に 老人 が いる 。 同 じ パ ター ン だ 。 
老人 が 大 刀 を 振り だ し て 、 り り ぃ が それ を 右 脚 で 弾き か えす 。 い や 


N 


脚 じ ゃ な いし!。 


りり ぃ は 老人 の 大 朋 を 左手 で 払 は ら っ て さら に 踏み こみ 、 右 の 挙 
こぶ し を 繰り だ し た 。 


老人 は 意表 を 突 か れ た の か 。 よ け る こと も 防ぐ こと も で きず 、 土 
手 っ 腹 に 食 ぐ ら っ て 十 メ ー テ ル ほ ども ぶっ 飛ば され た 。 


それ で いて 平然 と 、 何 事 も な か っ た か の よう に 起き あがっ た 。 
『ーー ふ ぶす.… せ …… 『 


「 口 ほど に も な いな 」 り り ぃ い は ゆっ た けり と 老人 に 歩み よっ て ゆく 。 


「 せっかく お 越 こ し いた だ いた の で す ,」 老人 は 両 り よう 腕 つ で を 広 
げた 。「 師 よ 、 甘 ちか っ て ご 期待 に 添 そ う て み せま す ぞ ,」 


「 期待 な ど し て いな い 」 


「 い や いや 。 さ れ ば 、 わ ざわ ざお 出 い で に は な り ま すま い 」 老人 の 
身体 か ら だ が 急 に 一 回 り 大 きく な っ た 。 気 の せ すい だ ろう か 。 違 ち が 
う 。 実 際 、 首 や 居 か た 、 腕 う で の 筋肉 が 盛り あがっ て いる 。 そ れ 
も 、 異 様 な 盛り あがり 方 で 、 正 直 、 気 持ち 悪い レベ ル だ 。「 一 二 思 
無 お 双 そ つう 」 


で も 、 二 用 っ て 。 月 は 一 本 、 鬼 お に 波 は 潮 と うだ け な の に 。 疑問 
は すぐ に 解け た 。 


老人 は りり ぃ に 飛び か か っ て 、 右 手 の 朱 波 溝 を 振 ふ りお ろ し た 。 
りり ぃ は これ を 右 脚 で 蹴り 払っ た 。 次 の 瞬間 、 老 人 の 左手 が 只 う な 
り を あげ た 。 素 す 手 で だ 。 何 も 持 っ て いな い 。 あの 間合い で は 届く 
は ず が な い の に 、 け りり ぃ は 横 っ 跳び し て 回 か い 避 ひし た 。 老 人 の 攻 
こう 勢 せ \ は つづ く 。 右 手 の 鬼 波 革 で 、 そ れ か ら 左 ひだ けり 腕 う で 

で 、 攻 せめ た て る 。 り り ぃ は 老人 の 鬼 波 潮 と 左腕 を 区 別して いな 

い 。 そう 見 える 。 と いう こと は 、 老 人 の 左腕 は 妃 同然 に 機能 し て い 
る の だ ろう 。 事実 、 り り ぃ は 何 度 も 老人 の 左腕 を 、 正 確 に 吉 え ば を 
腕 か ら 放 た れ た 何 か を 、 右 脚 や ら 右腕 や ら で 弾 いた 。 そ の た びに 硬 
か た い 物 同士 が 激 げ き 突 と つ す る よう な 音 が し た 。 老 人 は 一 用 し か 


持っ て いな い の に 、 二 刀 流 を 実現 し て し まっ て いる の だ 。 


「 ま だ まだ ! 」 老人 の 声 が 洪 は つ 刺 ら つ と し て いる 。 身 体つき が 変 
わっ た こと も あい まっ て 、 若 返っ た か の よう だ 。 老 人 は 玩具 お も ち 
や の 独 コ 楽 マ みた い に ぐ る ぐる 回 転 し な が ら り り ぃ に 衣 お そい か 
か っ た 。 「 二 刀 大 車 輸 ..…. 1」 


大 車輪 。 た し か に 、 横 向き に し た 車輪 に 見 えな いこ と も な い 。 り 
けり ぃ は 車輪 と 化し た 老人 か ら 逃 に げ る 。 車輪 が りり ぃ を 追う っ 。 と て 
つも な い 速 度 で 回 転 し て いる の で 、 老 人 の 顔 が いく つ に も 見 える 。 
目 が 回 ら な い の か 。 老 人 は 大 笑い し て いる 。「 む は は は は は は は は 
| 1」 


「 く だら な い 曲 芸 だ 」 り り ぃ は 紅 の 身体 を 沈 し ず め て 、 老 人 の 足 を 
払い に いっ た 。 老 人 は 、 だ が 、 ひ ょ いと 跳ん で 、 そ れ ま で 縦 だ っ た 
回 転 の 軸 じ く を 横 に し た 。「 く あ は あ ああ ああ ああ .… 1 」 


「ーー つ .……… ! 」 り り ぃ は 地面 に 身 を 投げ だ し て 老人 大 車輪 を か わし 
た 。 で も 、 考 人 は 止ま ら な い 。 ガ ッ ツ ガツ ザッ ス ザ ス 地面 を 削 けず 
けり まく りな が ら 、 本 物 の 車輪 みた い に 転 が っ て 猛 も う 然 ぜん と り 

け ぃ い に 向 か っ て ゆく 。 け りり けい ぃ い は 立ち あがっ た 。 逃 げ な い の か 。 そ の 
右手 か ら 、 宰 ま が 々 ま が し く 反 りか えっ た 長い 長い 妨 は が 音 も な く 
の び た 。「 くだ ら な いと 吉 っ て いる 」 


も し 老人 が 回 転 を や め て 飛び 退 か な けれ ば 、 そ うす る の が 一 いつ 
上 通し ゆん で も 遅 お くれ て いた ら 、 確 実に 両断 され て いた だ ろう 。 


けり り い が その 妨 を 振る つと 、 そこ に 何 も な い は ず の 空間 まで も が 
断 た ち 斬 きら れ た 。 和 区 き よう 嘆 た ん すべ き 和 驚き よう 異 い 的 な あの 力 
は 、 き っ と 大 地 も 、 天 も 、 時 まで も 斬り 裂 さ いて し まう に 違い な 
し 1。 


「 つ い に 」 老人 は ゴー グル を 脱 ぬ ぎ 捨 て た 。「 師 よ 、 と うと う 抜 か 
れ ま し た な 、 細 ノ 民 滅 , 」 


「 思 ぐに も つか な い 見 世 物 に つき あわ され て 、 用 が 立っ た だ け だ 」 
「 ア ル テ ィ メ ッ ト ブ レイ ド ・ "ギャラクシー, ・ ダ ブル オー セブ ン 
ティ ー エ イト ・ メ タル デス 。 願わ く は 両刀 で お 相手 し て いた だ け ま 
せん か の 」 


「 必要 な い 」 


「 この 我 わ が 墓 は い に 甲 か 慕い 性 し よう が な いと お お せら れる か ,」 


老人 の 両 上 限 は ゴー グル を 外し た と きか ら 閉 じ ら れ た まま だ 。 も し 
か し て 、 ず っ と 目 を つぶ っ て いた の か 。 何 の た め に ? 


老人 は ゆっ くり と 目 を 開け た 。 


内 まぶた の 合間 か ら 虹 に じ 色 いろ の 輝 か が や き が も れ だ し て 、 あ 
ふれ た 。 


瞳 ひ と み - 一 で は な い 。 

少な く と も 、 人 間 の それ で は 。 

硝子 ガラ ス 玉 に 油 ゆ 膜 まく が 張っ て いて 、 虹 色 に 光っ て いる 。 そ 
ん な ふう に 見 える 物体 が 、 人 間 の 眼 が ん 富 か に I ま っ て いる は ず が 
な し 1。 


りり ぃ も これ に は いく ら か 驚 お どろ いた よう だ 。 「.…. その 過 
め 。 何 を し た 」 


「 異 具 に て 時 お ち た 神 を ひと り 、 し まし た 」 老人 は ニヤ リ と 笑っ 
た 。「 腕 っ で 試 だ めし の つも り で あっ た の で す が の 。 た だ 仕 罰 め て 
仕 し 舞 ま いと いつ の も つま ら ぬ し 、 ち ょ うど 彼 奴 き や つ め に 両 の 目 
を えぐ られ て お っ た の で 、 眼 球 を 頂 ち よう 戴 だ いし た の で す 」 

「 お まえ の 眼 に は 何 が 見 える 」 

「 美 し き 師 の 艶 あ で 姿 す が た が 」 

「 どう や ら 何 も 見 えて いな いよ うだ な ,」 

「 師 よ 、 あ な た は わか っ て お られ め ぬ の じゃ 」 老人 は 上 鬼 波 溝 を 両手 持 
ち し て 正眼 に 構え た 。「 あ あな た ほど 強く 気高く 美しい 者 は 、 こ の 
世に お ら ぬ と いう の に 。 一 真一 刀 暴 れ 熊 ぐま 」 


「 戯 ざれ 吉 ご と を 」 り り い ぃ が 先 に 動い た 。 め ずら し く 声 が 乱れ た 。 
「 ぬか す な .… せ …. 1! 」 


「 否 否 否 アア アア .……『……. ! 」 老 人 は 進ま な い 、 退 ひか な い 。 守勢 に 回 
る の か 。「 あり ませ め ぬ ぞ 、 決 し て ! 戯れ 吉 な ど で は .………… 1」 


りり い ぃ が 細 ノ 民 滅 を 斜 な な め に 振り お ろ し た 先 に 、 し か し 、 老 人 
は いな か っ た 。 よ けた と いう 感じ は し な か っ た 。 ま る で りり ぃ が 見 
当 違 ちがい の 場所 を 斬る うと し た か の よう だ っ た 。 し か も 、 そ ん な 
こと が 一 度 で は な く 二 度 も 、 三 度 も 、 何 回 も 繰 く りか えさ れ た 。 


「 見 える ! 見 えま す ぞ 、 師 よ ! あな た の 大 た 刀 ち 筋 す じ が 見 え 
る ! は っ きり と オォ オオ.……… !」 


「 その 目 の お か げ か .…… ! 」 

「 然 さ 様 よ つ ! 」 

「 た だ 見 えて いる だ け じ ゃ な い 、 先 読み し て いる な ! 」 

「 さ す が は 我 が 師 ! ご 明 察 の と お り ! ゆえ に ッ .……… ! 」 


老人 は 大 上 段 か ら 披 潮 を 振り お ろ し た 。 大 お お 振 ぶ り だ 。 あ ん 
な も の 、 当 た る わけ が な い 。 で も 、 も し 老人 が 本 当 に 神 の 眼 で 先 を 
見 通す こと が で きる の だ と し た ら 、 ど うだ ろう 。 話 は 別 か も し れ な 
い 。 り けり ぃ が どう 対応 する の か 。 よ ける の か 。 どっ ち へ 身体 を 逃 が 
す の か 。 見 えて いれ ば 、 そ っ ち へ 打ち こめ ば いしい!。 


りり ぃ が 経 ノ 民 滅 で 鬼 お に 波 は 潮 と う を 受け 止め る と 、 爆 ば く 音 
お ん が 轟 と どろ き 渡 わた っ て 地面 が 陥 か ん 没 ぼ つ し た 。 老 人 と り 
けり ぃ は すり 鉢 ば ち 状 の 穴 の 底 に 落ち こむ 愉 か つ 好 こう に な っ た 。 


「 一 我 童 に は 見 える の で す 、 師 よ オ オオ オ 。 も と も と あな た を 見 て 
我 音 は 剣 けん を 覚え た 。 こ の 身 に 染み つか せ た あ な た の 何もかも 
が 、 今 の 我 意 に は 手 に と る よう に わか る 。 あ な た が 我 音 の 中 に いる 
よう に さえ 感じ られ る 。 これ こそ が 愛 だ 。 そ う は 思わ れ め ぬか 、 師 
よ オ オオ オオ オ 」 


「 思わ な いな 」 り り ぃ は 絆 ノ 民 滅 を 援 は ね あげ て 老人 を 押し の け 
た 。 「 気色 が 悪い 」 


「 相 変わ らち ずつ め て えな あ 、 剣 聖 .…… ! 」 老人 は ゲ ヘ ラ ゲ ヘ へ ラ 笑 い 
な が ら り り ぃ に 打ち か か っ た 。 し か し 、 ず いぶ ん 野 や 史 ひ な 笑い 方 
だ 。 て ゆう か 、 い き な り 口調 が 変わ っ た よう な 。 どう し ちゃ っ た の 
いっ た い 。「 一 な ん で わか っ て くれ ね えん だ よ 、 こ の 気持 ち ! 俺 
の 真心 ! 恋 こ い 心 ご ころ ! あん た の こと が 好き で 好き で た ま ら 
ね えっ て 吉 っ て ん じゃ ね え か 、 口 を 酸 す っ ぱく し て 、 も う 百 年 近く 
も よ オ オツ.… ぼ … !」 


「 迷 めい 惑わ くだ ! 」 り り ぃ は 高 か さ に か か っ て 攻 せ め て くる 老人 
の 鬼 波 洛 を か ろう じ て 経 ノ 魂 滅 で 打ち か え し て いる 。 『 何 度 吉 っ た 
ら わ か る ! あたし に つき まとう つう な.… ! 」 


「 あ ん た こそ 、 何 回 癌 っ た ら わ か る ん だ よ ! イ ・ ヤ ・ だ ・ 
6 ! 俺 に と っ て は あん た が すべ て な ん だ よ ! 剣 聖 、 俺 に は 
あん た し か いね え ! 俺 の 人 生 は と っ くに あん た に 捧 さ さげ ちまっ 
57 !」 


「 お まえ の 人 生 な どい ら な い ! 返し て や る か ら 消 えろ ! 」 

「 じ ゃ あ 、 さ くっ と 級 や っ ちまっ て くれ よ ! あん た に 級 さ れる な 
ら 本 望 だ よ ! わか っ て ん だ ろう つう 、 そ れ が 俺 の 望み だ っ て こと 

は 。。。 ! 」 

「 知 る か っ ! 」 


「 し 1UUU や 、 あ ん た は 知っ て る は ず だ ! それ な の に 、 な ん で 俺 を 導 
さ ね え !? どう し て 息の根 を 止め て くれ ね えん だ !? いい さ 、 管 え 


て くれ な く た っ て ! お 見 通し な ん だ よ .……… ! コ 
CR も し か し て 」 マ リア ロー ズ は こわ ば っ て いる 顔面 を 手 で 揉 も 
の だ 。 し パー ニン グ ・ バ ラッド っ て 、 り ゆり り ぃ の ズ ストーカー. ?」 


「 あ ん た は アァ ァ ッ ! 」 老 人 は も う 老 人 に 見 えな い 。 到 は げ て いて 、 
残っ て いる 髪 か み も 真っ 白 だ し 、 顔 は 汰 し わ だ ら け だ けれ ど 、 4 
な に 元気 で 、 マ ッ チ ョ で 、 声 に 張り が あっ て 、 刀 ー 本 で あの 剣 聖 
1 こん で し まう よう な を 人 が いて た まる か 、『 一 信 し て る ん 
だ ! あん た は 俺 を 鍛 き た えて くれ て る ! 見 込み が ある と 思っ 
くれ て る ん だ ろ !? 強く な れ 、 も っ と 強く な れ ! も っ と 光 し く 敵 
く 強 く .… せ …. ! あん た の 声 が 聞こ える ん だ よ 、 耳 を 澄 す まさ な く 
た っ て 俺 に は 聞こ える ん だ よ ..…『…. 1」 


「 幻 げ ん 聴 ち よう だ ! 


「 ま た また また アア ァ ッ ! わか っ て る よ 、 あ ん た は いつ も そう 
だ ! 口 が 肝 さ け て も 本 音 な ん か 吉 わ ね えん だ よ ! 心 の 声 ! 心 
の 声 だ よ ! それ を 俺 は 聞い て る ん だ よ ! 聞こ える ん だ よ 、 俺 に 
は ! 聞こ える か ら わ か る ん だ よ ! あん た の 願い を 、 あ ん た の 谷 
望 を 、 俺 が 叶 か な えて 満た し て や る よ 、 あ ん た を 楽し ませ て や る 
よ 、 そ の た め な ら 何 だ っ て する よ 、 限 界 だ っ て 超 こ えて みせ る よ 、 


愛 だ よ 、 こ ん な の 愛 以 外 の 何 物 で も ね えよ 、 そ うだ ろ .… 1? 」 


鬼 波 潮 が 、 ま さ し く 波 は 溝 と うつ の よ うに りり ぃ を の みこ ん で し ま 
お つと し て いる 。 


りり ぃ は ひざ まず いて 頭上 で 両 り よう 腕 う で を 交差 させ た 。「- 一 
愛 な ど 知 ら な いい!.…… ! 」 


止め た - 一 の か 。 


りり ぃ の 左手 だ け で は な く て 、 右 手 か ら も 、 褐 ま が 々 ま が し く 反 
りか えっ た 急 は が の びている 。 


その 両 刀 が 鬼 流 潮 を 食い 止め た の だ 。 


人 りり ぃ は ぞっと する 声 で 宣告 し た 。「 そ ん な に 死に 
た い の な ら 、 毅 し て や る 」 


「 望む お と ころ だ .…… ! 」 バ ー ニ ング ・ バ ラッ ド は 後方 宙返り を 決め 
て 両 腕 を 広げ た 。 ま た あの 二刀流 を や る つも りな の か 。「 一 四 し 刀 
と う 大 だ い 魔 ま 王 お つう 」 

違 ち が う 。 バ ー ニ ング ・ バ ラッ ド は 両 り よう 腕 う で を 上 下 に ゆら 
ゆら と 動か し て 、- 一 これ は 幻 ま ぼろ し か 。 白昼夢 な の か 。 そ の 腕 が 
だ ん だ ん と 四 本 に 見 えて きた 。 何 度 確か め て も 、 鬼 波 潮 を 持っ て い 
る 右腕 が 二 本 、 無 手 の 左 腕 が 二 本 あ る 。 そ ん な 馬 ば 鹿 か な 。 


「 この 手 で あん た を ぶっ 角 し て 、 俺 だ け の も の に し て や る よ 、 剣 


に 1」 
「 や っ て みろ 」 
「 お 吉 葉 に 甘え て .……. ! 」 バ ー ニ ング ・ バ ラッ ド は りり ぃ に 躍 お ど 
1) か か っ て 、 二 振り の 鬼 波 潮 と 二 本 の 左腕 を 繰り だ し た 。「- 一 
| 


| 完 4 1 愛 ! 愛 ! 愛 ! 愛 ! 款 3 | 款 | 款 え 
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愛 ツ ! 愛 ッ ! 愛 ッ ! 愛 ッ ! 愛 ッ ! 愛 ツ ! 愛 ッ ! 
脱 ツ 1 デー イツ 。。 連 


りり ぃ は か わし て いる の か 、 弾 は じい て いる の か 、 受 け 流 し て い 
る の か 、 反 は ん 撃 げ き ぎし て いる の か 。 わ か ら な い 。 マ リア ロー ズ に 
は 見 えな い 。 二 人 は 激しく 動き まわ っ て いる 。 そ の 程度 の こと し 
か 。 土 つ ち ば こり が あがっ て いる 。 尋 じん 常 じ よう で は な い 量 


だ 。 も の すご い 勢 い だ 。 ま る で 旋 せ ん 風 ぶ つう だ 。 い くつ も の 旋風 が 
ぶつ か りあ いな が ら 大 きく な っ た り 小 さく な っ た り 消 えた り 生 じ た 
!) し て いる 。 二 人 は その 中 に いる 。 そ れ は 間違い な い 。 声 が 聞こ え 
る 。 愛 を 叫 さ け ぶ バー ニン ゲ グ ・ バ ラッ ド の 声 が 。 


砂 す な 粒 つ ぶ や 小石 混じり の 風 が 吹 ふ きつ け て くる 。 強い 風 だ 。 
目 を 開け て いら れ な い 。 そ れ ど ころ か 、 立 っ て いる の が つら しい!。 雨 
こそ 降っ て いな いけ れ ど 、 嵐 あら し の 真 ま っ 只 た だ 中 な か に いる か 
の よう だ 。 雷 か みな りみ た いな 音 ま で 聞こ える 。 あ れ は 二 人 が 打ち 
あっ て いる 音 か 。 


ーー 7 1!」 


勝手 に し て ほし い 。 だ けど さ 、 で きれ ば 遠く で や っ て くれ な 
い ? 迷惑 だ し 。 お っ か な いし 。 誰 だ れ も い な いと ころ で 、 二 人 き 
り で 、 思 う ぞ ん ぶん 、 決 着 が つく まで や れ ば よく な い ? 二 人 に 声 
が 届く の な ら 、 そ うお 願い し た いと ころ だ けれ ど 、 ど う 考 えて も 無 
理 っ ぽい 。 天 災 み た いな も の だ よね 。 ど うし よう も な いよ 。 過ぎ 去 
る まで 耐 た える し か な い 。 顔 に いろ ん な も の が バッ ツバ ツ 当 た っ て 
痛かっ た り も する けど 、 と りあ え ず 我 が 慢 まん する し か が 。 


や まな い 雨 は な い 。 
唐 と う 突 と つ に 晴天 が 訪れ た 。 


| に MO の 5 ko ュ 」 マ リア ロー ズ は 何 度 も まばたき を し 
て 、 目 に 入っ た 塵 ご み を 深 な み だ で 洗い 流し た 。 


バー ニン グ ・ バ ラッ ド と りり ぃ は 十 五 メ ー テ ル ほ どの 距 き よ 離 り 
を あけ て 対 た い 財 じ し て いる 。 


依 い 然 ぜ ん と し て 、 四 刀 と 両刀 だ 。 切 り と られ た 時 間 の 中 に 閉じ 
こめ られ て いる か の よう に 、 二 人 は 微 び 動 ど うだ に し な い 。 た だ 、 
バー ニン グ ・ バ ラッ ド が 着 て いた 白 と 黒 の 小 こ 袖 そ で は 原形 を と ど 
め て お ら ず 、 ぼ ぽ ぼろ ぼろ の 腰 こ し 巻 ま き と 化し て いる 。 そ れ だ け じ ゃ 
な い 。 不 気味 な ほど 隆 り ゆう 起き し て 筋 張っ て いる バー ニン グ ・ バ 人 ババ 
ラッ ド の 身体 か ら だ は 傷 だ ら け だ 。 神 か ら 奪 つう ば っ た と いう 虹 に じ 
色いろ の 眼 は 、 だ が 、 む し ろ 交 か が や き を 増し て いる 。 


「 師 よ 、 我 わが 墓 は い は 確信 し まし た ぞ 。 長年 の 研 け ん 財 さん 錬 れ 
ん 磨 ま は 無 お 駄 だ で は な か っ た ! 我 墓 が 手 を 伸 の ば せ ば 届く 場所 


に 、 あ な た は いる .………… 1! 」 
「 勘 か ん 違 ち が い だ 」 


「 否 いな アア アア アア アア ア ア 
は 満面 に 凄 せ い 然 ぜん た る 笑み を た た 
せ て 四 本 だ っ た 腕 が 倍 の 八 本 に な っ た 
ま 神 じ ん 」 


「 も つう 一 度 吉 つ 。 勘 違い だ 」 気 の すい だ ろう つか 。 け りり ぃ の 声音 は 今 
まで より や わら か か っ た 。 ひ ょ っ と する と 、 紀 の 装 そ う 甲 こう の 奥 
で 、 彼 女 の 顔 は 微笑 ほほ えん で いる か も し れ な い 。「 だ が 、 よ くも 
そこ まで 積み あげ た 。 そ れ 以 上 、 進 むこ と は で き な い と し て も 、 お 
まえ は よく や っ た ほう だ 。 だ か ら 、 最 後に 見 せ て や る 」 


「 何 を 見 せ て いた だ ける の や ら .… し パー ニシ グ ェ パラ ッ ド は 駆 
か け だ し た 。 


けり けり い ぃ も 無 吉 で 導 し つ 走 そう し た 。 速い 。 

これ まで と は 違う 。 り り ぃ の 全身 か ら 、 お そら く 装 甲 の 隙 す き 間 
ま か ら 、 星 ほし 層 く ず の よう に きら めく 無数 の 粒 り ゆう 子 し が 流 
だ し て いる 。 


二 人 が すれ 違う と 、 バ ー ニ ング ・ バ ラッ ド の 腕 が 半分 の 四 本 に 
な っ て いた 。 


斬 きり 飛ば され た 左腕 が 地面 に 落ち て 、 転 が っ た 。 


バー ニン グ ・ バ ラッ ド が 振 ふ り 返 る より も 早く 、 り り ぃ は 彼 の 右 
腕 を 鬼 お に 波 は 潮 と う ご と 細切れ に し て いた 。 


「 お お .……『…… ュ 」 バ ー ニ ング ・ バ ラッ ド は 右 み ぎ 診 か た を 、 そ し て を 左肩 
を 見 た 。「 見 えて お っ て も 反応 で きぬ と は 。 手 も 足 も 一 出 
ぬ .…… せ …… 1」 


そん な こと を 吉 い な が ら 、 り り ぃ を 跳 け 飛 と ば そう と する あたり 
は 、 や は り 並 な み 大 た い 抵 て いで は な い 。 


相手 が 悪かっ た の だ 。 あ まり に も 悪 す ぎ た 。 そ うい うこ と な の だ 
の う 。 


アア 」 バ ー ニ ング ・ バ ラッ ド 
えた 。 そ の 直後 だ っ た 。 あ わ 
。「 一 八 や 刀 と う 超 ちよ う 魔 


りり ぃ は バー ニン グ ・ バ ラッ ド の 右 み ぎ 脚 あし を た や すく ぶっ た 
斬っ て 、 そ れ か ら 、 一 両手 の 細 ノ 魂 滅 を 引っ こめ て し まっ た 。 「 力 
と は 何 か 。 お まえ は わか っ て いな い 」 


09 た だ ひたすら 、 師 よ 、 あ な た の た め に 力 を 、 力 だ け を 求め て 
ここ に 至っ た 、 そ れ が 我 意 の 生 し よう 涯 が いで あっ た の で す 
0 2 」 


「 そ れ で も 、 間 違い は 間違い だ 」 り けり ぃ い は ニニ メーテル を 超 こ える 稀 
体 を 素 す 早 ば や く 、 器 用 に 、 折 り 畳 た た び むように し て バー ニン グ ・ 
バラ ッ ド の 懐 必 と ころ に 入り こみ 、 そ の 腹部 に 右手 を 突 つ きつ け 
た 。 正確 に 吉 え ば 、 さ っ きま で それ は 右手 だ っ た 。 


りり ぃ の 右腕 は 、 そ の 先 せ ん 端 た ん 部 、 つ まり 右手 の 部 分 か ら 肌 
さけ る よう に 割れ 、 北 む ける よう に めく れ て 、 中 か ら 銀 色 の 筒 つ つ 
の よう な も の が 顔 を 出し て いた 。 


あの 筒 の 奥 に 何 か あ る の か 。 発光 し て いる 。 少 し 青み が か っ た 光 
だ 。 甲 か ん 高 だ か い 音 が する 。 


「 お まえ が 思う より 、 力 は 人 遥 は る か に 無 む 慈 じ 圧 ひ だ 」 


「 し 一 」 バ ー ニ ング ・ バ ラッ ド は 何 を 吉 お うと し た の か 。 聞き と れ 
な か っ た 。 吉 葉 に な る 前 に 、 甲 高い 音 が 耐え が た い ほ ど ま で 高まっ 
て 、 光 が 広がっ た 。 大 陽 さ え 焦 こがし そう な 光 の 束 が バー ニン グ ・ 
バラ ッ ド を 貫 つ ら ぬ き 、 ど こま で も 、 ど こま で も の び て 、 い つ し か 
消え た 。 土 手 っ 腹 に 大 穴 が あい た どこ ろ の 騒 さ わ ぎ で は な い 。 バ ー 
ニン グ ・ バ ラッ ド の 身体 は 胴 ど う 体 た い の 大 半 が 消失 し て 、 鎖 さ 骨 
こつ か ら 上 と 、 右 脚 の な い 下 半身 だ けが 残り 、 二 人 の 戦い で 荒 あら 
され まく っ た 大 地 に それ ぞ れ 倒 た お れ 伏 ふし て 、 も う 動 か な か っ 
宏 。 


りり ぃ の 右 み ぎ 腕 つう で が 白 は く 煙 えん を あげ て いる 。 


剣 け ん 聖 せ い の 弟 で 子 し を 自 じ 稼 し よう する 男 は 、 本 人 の 望み ど 
お り 師 と 仰 あ お ぐ 剣 聖 に よっ て 命 を 絶た れ た 。 


「 あれ は 知ら ん な 」 と トマ トク ン が つ ぶ や いた 。 
何 の こ と か 尋 た ず ね た い 気 も する けれ ど 、 も っ と 他 に 考え な いと 


いけ な いこ と が ある よう な 気 も する 。 て ゆう つか 、 何 が どう し て こう 
な っ だ ん だ っ は け 。 


「 ジ ュ ジ 」 り り ぃ は 弟子 か ら 目 を 離 は な し 、 南 に 向き な お っ た 。 
「 き さま 、 何 を 企 た くら ん で いる 」 


事 級 戦車 ドレ ツ ド タン ク “アー ノル ディ 。 甲板 上 


一 そん な 、 企 ん で る な ん て 、 人 間 き の 吉 い 」 


贅 級 戦車 ドレ ツ ド タン ク “アー ノル ディ , の 甲 か ん 板 ば ぱん に は 彼 
し か いな い 。 旦 こう 帝 て いも 大 だ い 元 げん 帥 すい も 車 橋 ブ プリ ツジ に 
いる 。 


無人 の 甲板 に は 友 色 の 猫 ね こ が 一 匹 び きい る だ け だ 。 


猫 は 皇帝 の 玉座 に 腰 こ し を 下ろ し て 、 尻 尾 し つぼ を ぴん と 立て て 
いる 。 


「 姉 さん は 知っ て いる は ず で し ょ う 。 ぼ く の 願 い を 。 ぼ ぽく は 変わ っ 
て いな い 。 あ の ころ か ら 何 も 。 変 わっ た の は 姉さん 、 あ な た で す 
よ 。 そ れ に し て も -」 猫 は 影 ひ げ を 震 ふ る わせ た 。「 な か な か いい ! 
死に っ ぷり で し た よ 、 バ ー ニ ング ・ バ ラッ ド 。 あ ん な ふう に 派手 に 
級 し て も ら え て 、 さ ぞ か し 満足 で し ょ う ね 。 ま あ 、 姉 さん は 甘い か 
ら 。 そこ は 変わ ら な いん だ な 。 ぼ くに は つめ た い の に 。 た っ た 一 人 
の 葛 な ん だ か ら 、 も っ と や さ し く し て くれ て も いい いと 思う ん だ けど 
な 」 


南 門 環 


ー そ っ か 。 


けけ り ぃ い は ルイ ・ カ タル シス ーー ジュ ジ の お 姉さん で 、 そ の ジュ ジ が 
帝 て い 国 こく 軍 の 動き に 絡 か らん で いる みた いで 、 バ ー ニ ング ・ バ 
ラッ ド は 錠 国 軍 に 荷 か 担 た ん し て た っ て こと だ ろう し 、 り り ぃ が そ 
れ を や っ つけ た っ て こと は つま り 、 弟 の 前 に 姉 が 立ち は だ か っ た っ 
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南 に 展開 し て いる 帝国 軍 の ほ つ か ら 地 じ 響 ひび き の よ うな 音 が 聞 
こえ て きた 。 戦 車 か ら 立 ちの ぼる 黒 こ く 煙 えん の 量 が 半 は ん 端 ば 
じゃ な し )。 


騎 き 馬 ば た ち が 帝 国旗 を 高々 と 振り あげ て 、 関 と き の 声 こえ を あ 
げた 。 


隊列 の 中 央 に 位置 し て いる 、 遠 目 に も ひと きわ 大 き な 、 大 きす ぎ 
る 、 巨 きよ 大 だ いな 軍 ぐ ん 艦 か ん の よう な 、 小 山 の ご と き 戦 車 が 掲 
か か げ て いる きら びやかな 旗 に は 、 細 つ ば さと 蛇 へ びと ラフ レシ ア 

意 い 匠 し よう 化し た 人 紋 も ん 章 し よう が 描 え が か れ て いる 。 


あれ は 和 皇帝 旗 だ 。 
「 寺 き 、 き 、 き 、 きよ る で え ! き て まい よる で え PC ! コ 


「 サ フィ ニア ! ベティ 子 ! 」 ト モヨ が 鋭 す る どく 叩 さ けん だ 。 
「 絶対 ババ ア が 仕 し 掛か け て くる ぞ で ! 壁 か べ を 作る ! 合体 魔術 
アマ ル ガ ム 、 や れる な .…『… 1? 」 


科 ば (1 ! 」 リ 一 あたし が リー ド を ! あん た た ち 二 人 と も 
大 お お 雑 ざ つ 把 ば だ か ら ! 


「 誰 だ れ が 大 雑 把 だ 、 あ あ !? て め え 、 ト モヨ 様 の テク ニシ ャ ン っ 
ぶり を 知ら ね え の か よ ! 身体 か ら だ に 教え こん で や っ た っ て いい 
ん だ ぞ !?」 


「 御 ご 免 め ん 被 こ うお る わ ! 始め る わ よ .…… 1 」 


魔術 士 三 人 組 は 何 か や る つも りら し い 。 マ チル ダ が 攻 こ う 撃 げき 
し て くる こと を 予測 し て 、 防 ご うと し て いる の か 。 それなら 安心 、 

も う 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ - 一 と いう わけ に は ゆか な い だ ろ う 。 あ の 戦 
車 は 馬 に 曳 ひ か れ て いる わけ で も な い の に 動く の か 、 走 る の か 。 よ 
し ん ば 戦車 動か な く て も 、 騎 馬 は 押し よせ て くる は ず だ 。 ざ っ と 
見 た 感じ 、 多 すぎ て 正直 よく わか ら な いけ れ ど 、 数 百 と いう 単位 

じゃ な い 。 数 千 で も お そら く な い 。 一 万 と か 二 万 と か 。 そ れ 以 上 か 
も し れ な い 。 あ ん な の どう や っ て 止め る ん だ よ 。 で も 、 万 は 軽く い 
ける と か ほざい て いた バー ニン グ ・ バ ラッ ド を 、 結 局 は 軽々 と 打ち 
負かし て し まっ た りり ぃ い が こ っ ち 側 に つい て くれ る の な ら 一 、 


けり ぃ が 片 か た 膝 ひ ざ を つい て いる 。 な ん で ?2 どう し て ? 
「 お う ! 」 ト マト クン が 走り だ し た 。 サ フィ ニア が 時 0 1 
を の は そう と し て ベティ に 叱 し か られ た 。 ーー ワイ 有三 

Se Ss ご めん な さい っ .…………… ! 」 

て ゆう か 、 僕 、 な ん と な く ト マト を 追い か けち ゃ っ て る けど 、 い 
い の ? トマ ト は りり ぃ に 駆 か け よ ろう つと し て る し 、 て こと は 敵 に 
近づく こと に な る ん だ けど 、 危 な く な い ? そう は いっ て も 、 こ こ 
まで きた ら 引 っ こみ が つか な い 。 行 くし か な い 。 ト マト クン は り 
けり ぃ を 助け 起こ そつ と し て 、 で も 、 差 し だ し た 手 は 振 ふ り 払 は ら わ 
し Ma 
「 何 の 真 ま 公 ね だ 。 余計 な こと を する な ,」 

「 余計 だ っ た か 。 そ いつ は すま な か っ た な ,」 
2 寺 素 す 走 な お に 謝る ん じゃ な い 。 調子 が 狂 く る つ 」 
「 じゃあ 、 ど うす れ ば いい ん だ ? 」 


「 や 、 あ の ね 、 そ ん な の ん びり 話し て る よう な アレ じゃ な いっ て い 
②③ どう し た の ? 」 

けり ぃ い は マリ アロ ー ズ の ほう に ちら けり と 顔面 を 向け た 。 右 腕 の 筒 
つつ 部 分 か ら は まだ お び た だ し い 量 の 白 煙 が 噴 ふ きだ し つづ け て い 
る 。「 マ リア ロー ズ 。 久 し ぶり だ な 」 


癌 人 al その 、 う ん 。 久 し ぶり 。 て ゆう か それ は まあ 、 い い ) 
ん 9 B oe 


「 どう や ら 出 力 の 調整 を し くじ っ た よう だ 」 
「 し ゅ つり ょ よく.…… せ ……. ? コ 
「 簡単 に 吉 つ うつ と 、 あ た し は し ば らく の 間 、 思 う よ う に 動け な い 」 


「 そ れ っ て まず いよ ね !? けっ こう や ば く な い !? か な り けり や ば いっ 
の 1 」 


「 つ うむ 。 運 ぶ か 」 


「 あ た し に さわ っ た ら 級 す 」 
「 動け な いん じゃ あ 、 終 せん だ ろう ,」 
「 あ と で 級 す 」 


「 わ か っ た 。 そ うし ろ 。 とりあえず 運ぶ ぞ 」 ト マト クン は りり ぃ を 
抱 だ き あ げた 。 りり ぃ は 無 お 抵 て い 抗 こ う で 、 ち ょ っ と 意外 だ っ 
7 ずい ぶん 重い な 、 お 前 」 


「 文句 が ある な ら 下 ろ せ ! 」 
「 ま あ 、 な ん と か な る か 。 戻 も どる ぞ 、 マ リア 」 
「 人 の 話 を 聞け ! 」 


頭 の て っ ぺん か ら 足 の 先 ま で 隙 す き 間 まな く 紅 の 装 そ う 甲 こつ に 
衝 お お われ て いる りり ぃ が 駄 だ 々 だ を こね て いる 様子 は 、 な ん だ か 
お も し ろく て 、 ち ょ っ ぴり か わい い 。 こ ん な 状 じ よう 況 きよ う で な 
けれ ば そん な ふう に 思え る か も し れ な いけ れ ど 、 今 は と て も 無理 
だ 。 重 いと か 吉 っ て いた わり に 、 ト マト は 速い し 。 全力 疾 し つ 走 そ 
うし な いと つい て ゆけ な い 。 


に 表 際 ーー に の も WP ! 」 カ タリ が 手招き し て いる 。「 い し ょ い 
で ! 」 ユ リカ も 叫ん で いる 。 ル ー シ ー も 何 か 吉 っ て いる 。 ピン パー 
ネル も 、 き ゅ ー も いる 。 八 ニー も 。 魔術 士 三 人 組 は Z 00 の みん な 
より も 前 に 出 て いる 。 南 門跡 あと か ら 十 メー テル ほど も 離 は な れ て 
いる だ ろ つ か 。 ベ ティ が 中 央 、 サ フィ ニア が 右 、 上 トモ ヨ が 左 に 位置 
し て 、 三 人 は も つう 呪 じ ゆ 文 も ん を 詠 え い 唱 し よう し は じ め て いる よ 
うだ 。 秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 は まだ 後退 し て いな い 。 南 門 跡 の 脇 わ き 
の ほう に いる ファ ニー・ フ ラン ク や ジャ ン ・ ス タン バッ ク ら EFA 
は どう する つも りな の だ ろう 。 他人 の 心配 を し て いる 余 よ 裕 ゆ うつ は 
な い 。 


けり ぃ を 抱か か えた トマ トク ン が 、 つ づい て マリ アロ ー ズ が 、 ベ 
ティ と サフ ィ ニ ア の 間 を 通り 抜 け た 。 サ フィ ニア 、 怒 お こっ て な 
いか な 。 魔術 に 集中 し て いて 、 さ す が に それ どこ ろ で は な いか 。 


「 一 斉唱 ユニ ゾン 」 ベ ティ が 合図 する と 、 三 人 が 声 を そろ えて まっ 
た く 同 じ 呪 文 を 詠唱 し た 。 


elks-vanak-psyks-nerik-anq-niblhem-anq-darmatik-belktl- 


ibrahelm-orca-sevralm-and-biltlm-velhemna-maha-krashhelm-elktl- 
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マリ アロ ー ズ は 足 を 止め て 振り 返っ た 。 振 り 向 か ず に は いら れ な 
か っ た 。 魔術 士 三 人 組 の すぐ 前 だ 。 地 面 か ら 、 何 か こう 、 透 と う 明 
めい の 、 か と いっ て 硝子 ガラ ス と は 違 ち が う 、 そ こま で か ちっ と し 
て いな い 、 ゼ リー みた いな 、 で も 、 ぶ ぷる ぷる し て いる わけ で は な く 

少な く と も ある 程度 の 強度 は あり そう な 一 壁 か べ 、 そ う 、 幅 は 
ば 五 十 メ ー テ ル く らい は あり そう な 壁 が せり あがっ て くる 。 み る み 
る つう つ ち に 、 そ の 高 さ は 五 メ ー テ ル 、 十 メー テル 、 最 終 的 に は 二 十 
メー テル ほど に も 達し た 。 壁 は まっ すぐ じゃ な い 、 湾 わん 曲 き よく 
し て いて 、 そ の 両 り よう 端 た ん は エル デン の 首都 城 じ よう 壁 へ き に 
接し て いる 。 


の 」 と マリ アロ ー ズ が 間 の 抜け た 声 を も ら す や 否 い な 
や 、 迫 せま りく る 帝 て い 国 こく 軍 の 上 室 で 何 か が 白く 光っ た 。 


Re テー 


光 の 点 は 大 きく な っ て ゆく 。 急 速 に 。 近 づい て き て いる の だ 。 衝 
し よう 突 と つ し た 。 壁 だ 。 ぶ つか っ て バア アァ ッ と 拡散 し た 。 壁 が 
揺 ゆ らい だ 。 で も 、 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ だ 。 壁 は 健在 だ 。 今 の と こ 
ろ は 。 ま だ くる 。 光 。 今度 は 四 つ 。 表 ちよ く 撃 げき し た 瞬 し ゆん 間 
か ん 、 水 面 に 石 を 落と し た と き の よ うに 透明 な 壁 が へ こん だ 。 穴 が 
あく まで は いか な か っ た 。 な ん と か 衝 し よう 撃 げ き を 受け 止め る こ 
と が で きた らし い 。 


「 こ っ か ら だ ぞ ! ベティ 子 、 サ フィ ニア 、 気 合い 入れ ろ ..……… ま 
「 わ か っ て る わ よ 、 あ ん た に 吉 わ れ な く た っ て .……… 1 」「ー.…… せ … つう 
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次 は 光 が 五 つ 。 壁 全体 が 大 きく 岩 ふ る えて 、 ト モヨ が 、 ベ ティ 
が 、 サ フィ ニア が 、 危 あや うく 尻 し けり 餅 も ち を つき そう に な っ た 。 
三 人 は 持て る 力 を すべ て 注ぎ こん で 壁 を 維 い 持 じ し よう と し て いる 
の だ 。 壁 が な けれ ば 、 あ の 光 は エル デン の 首都 城壁 に 一 と いう か た 
ふん 、 南 門跡 に に マリア ロー ズ た ち に 襲 お そい か か っ て いる 。 あ ん 
な も の を 食らっ た ら 、 き っ と ひと た まり も な い 。 み ん な 焼き 尽 つ く 
され て し まう 。 そ ん な 光 が ま た くる 。 六 つ 。 さ ら に 増え た 。 耐 た え 
られ る の か 。 だ め だ 。 光 が 壁 に ぶつ か っ て 、 六 つの へ こみ が で き 
て 、 そ の うつ ちの 一 つが 一 壁 を 貫 か ん 通 つ うす る 。 


「 逃 に げっ - 一 」 と 誰 だ れ か が 叫 さ けん だ 。 


さい わい 、 と 吉 う べき とい つか 、 そ つう 喜 う し か な い だ ろ う 。 壁 を 
貫 つ ら ぬ いた 光 は 、 南 門跡 の 東 、 首 都城 壁 に ぶち あたっ て 、 王 径 三 
メー テル ほど の きれ いな 穴 を ぶち あけ た 。 透明 の 壁 は も う 修復 し つ 
つ あ る けれ ど 、 大 お お 雑 ざ つ 把 ば に 見 積もっ て 、 光 が 六 つ きた ら 一 
つ は 防ぎ きれ ず に 通し て し まう 。 そ う 考 えた ほう が よさ そう だ 。 
じゃ あ 、 七 つき た ら .……… ? 


光 の こと に か まけ て も いら れ な い 。 帝国 軍 が 前 進 を 開始 し た 。 万 
単位 の 騎 き 馬 ば が 、 少 し 遅 お くれ て 数 百 か それ 以上 の 戦車 が 押し よ 
せ て くる 。 


「 秩序 の 番 人 ! 総員 、 後 退 せ よ ..…※………『 ! 」 つ い に ヨ ハル ハン ・ サ ン ラ イ 
ズ が 命 久 を 下 し た 。 


番 人 た ち は た だ ち に 退き は じ め た が 、 ト マト クン は りり ぃ を 抱え 
た まま 動か な い 。 


「 わ 、 わ 、 わ し ら は ど な い する ん .…… 1? コ 


「 ま だ だ 」 ト マト クン は 顎 あ ご を し ゃ くっ て サフ ィ ニ ア を 示し た 。 
「 あい つ を い て 、 俺 た ち だ け 逃 げ る わけ に は いか ん か ら な 」 


「 そ 、 そ うつ で す よ ね ー っ !?」 ル ー シ ー は 顔 中 に 汗 あ お せ を か いて い 
る 。 や せ 我 が 慢 ま ん を し て いる の だ 。 

「 さ っ す が ト マト クン 、 わ し ら の 園長 マス ター、 我 が 意 を 得 た り 
や っ ! 」 カ タリ は 真っ 赤 な 魚 顔 で 拳 こぶ し を 振 ふ りあ げた 。「 ぐ 、 
ぐ ゎ わん ば れ ッ 、 サ フィ ニア ! が ん ば っ て くれ ん と 、 わ し ら 死 

ぬ ッ ツ ! 」 


「 大 丈夫 よ 」 ユ リカ は 力強く つう な ずい た 。「 わ た し た ち は た だ 、 仲 
間 を 信じ れ ば いい 。 い ちゅ だ っ て 、 し ょ うし て きた じゃ な い 」 


「 は イ 」 

「 く つ 」 

「 だ めで も 、 死 ん じゃ うだ け だ も ん ね 。 ま 、 そ れ な ら そ れ で 」 
人 あっ さり し て る よね 。 八 ニー、 き みっ て わり と 」 


「 ん ーー。 け っ こう や ば い 目 に 適 あ っ て き て る し ? 覚 か く 悟 ご は で 
き て る の か も 。 そ れ に - 一 」 ハ ニー は 笑っ た 。 火傷 や けど 隠 か くし の 
マス ク が ちっ と も 痛々 し く 見 えな い 。 す て き な 笑 え 顔 が お だ っ た 。 

「 一 人 じゃ な いし 。 み ん な いる か ら 、 い いか な っ て 」 


「 わ 、 私 も ッ ! 」 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク が 腰 こ し か ら 合 けん を 抜い て 
振り あげ た 。「 退 か ん ぞ ォ オッ! エル デン の た め に ッ ! 命 い の ち 
片 が け で 戦っ て くれ て いる 者 た ちがい る の だ ッ ! それ で ある の に 
この 私 が ッ ! エル デン 自由 軍 総 そう 帥 すい た る 私 が 退く わけ に は 
いか ん の だ ッ ! 一 歩 た り と も ッ ! どう だ ね 、 軍 師 ど の ッ ! 私 
は 間 ま 違 ち が っ て いな か ろう ッ .… せ ….… 1? 」 


「 好き に する が いい 」 ジ ャ ン ・ ス タン バッ ク は つれ な い 返 事 を し 
て 、 口 くち 明 ひ げ を いじ けり な が ら 静 観 の 構え だ 。 ま っ た く 動 どう 揺 
よう し て いな いよ うに 見 える 。 いい 度胸 だ 。 


この 向こう 見 ず な 勇気 や 、 僕 た ちの 信 し ん 頼ら い を 、 思 い を 、 

は っ きり と 、 ち ゃ ん と し た 力 に 変え て 、 サ フィ ニア を 後押し で きれ 
ば いい ん だ けど 。 現 実に は 見 守る こと し か で き な い か ら 、 も どか し 
い 。 恐 お そろ し くも ある 。 こ れ っ ぽ っ ち も 怖 こわ く な いと 吉 っ た ら 
嘘 う ら そ に な る 。 何 も で き な い の は つら い 。 光 が くる 。 くそ 。 そ うき 
た か 。 七 つじ ゃ な い 。 八 つも 。 マ チル ダ 。 マ チル ダ め 。 な ん て こと 
する ん だ よ 。 超 最低 S UC K。 超 最低 5 UC K。 超 最低 S UC K。 
こう や っ て 愚 ぐ で に も つか な い 恨 つら み 吉 ご と 未満 の 悪態 を 頭 の 中 で 
並べ る こと し か で き な い の は 、 本 当 に きつ いい 。 


目 を つぶ っ て し まい そう に な っ て 、 必 死に 我慢 し た 。 


光 が 透 明 の 壁 を 揺るが し 、 八 つの へ こみ を 作っ て 、 そ の うち の 二 
つが 貫通 し た 。 さ っ き は 五 つ まで 、 今度 は 太 つ まで 防い だ 。 サ フィ 
ニア た ち は 最 善 を 尽く し た 。 そ れ で も 破 ら れ た 。 壁 を 突 と つ 破 ば し 
た 光 は 、 し か し 、 二 つと も 南 門 跡 か ら そ れ て 、 首 都城 壁 に 穴 を 容 っ 
が っ た だ け だ っ た 。 そ うか 。 サ フィ ニア た ち は 南 門跡 の 前 に いる 。 
た ぶん 、 彼 女 た ち の 前 面 が 一 番 、 防 ぼう 御 ぎ よ 力 が 高く な っ て いる 
の だ ろう 。 も し その と お り だ と し た ら 、 下 手 に 動か な い ほ うがい 
い 。 サ フィ ニア た ちの 後ろ に いれ ば 安全 だ - 一 と は 、 や っ ぱり 吉 い き 
れ な いか 。 


そん な に 甘く な い )。 
何しろ 、 相 手 は 肉 せ ん 光 こ つう の 魔 ま 女 じ よ だ 。 


コザ (この ! 」 ト マト クン が 叫 ほ えた 。 


「 は あっ .…… !? 」 振り 仰 あ お ぐ と 、 真 上 で は な いけ れ ど 、 ほ と ん ど 
真 上 に 近い 場所 に 黒い 点 が 浮 う か ん で いた 。 小 さい か ら よ く 見 えな 
い 。 で も 、 人 だ 。 飛 ん で いる 。 魔女 か 。 


光 だ 。 降 っ て くる 。 十 本 、 い や 、 二 十 本 近く の 光 の 槍 や り が 。 
「 冗 じ よ う 談 だ ん じゃ .……… ! 」 ベ ティ が 両手 を 振り あげ る と 、 透 と 
う 明 めい の 壁 の 上 じ よ う 端 た ん が こっ ち に 向かっ て せり 出し て き 
た 。 と っ さ に 覆 お お い を 作っ て 光 の 槍 を 防ぐ つも りか 。 そ ん な こと 
が で きる の か 。 問 に 合う つの か 。 ぎ り ぎ り 間 に 合っ た 。 


二 十 本 近く の 光 の 槍 が 壁 に 突 つ き 刺 ささ る 。 揺 れる 。 波打つ よう 
に へ こむ お 。 あ あ 。 だ め だ 。 即 そく 席 せ きだ か ら 強 度 が 足り な か っ た 
の か 。 突き 破 ら れる 。 光 の 槍 が 。 何 本 だ ろう 。 約 半分 が 壁 か べ に 阻 
は ば まれ て 、 残 り の 半分 くら いか 。 十 本 ほど の 光 の 槍 が 降り そそ い 
で くる 。 


半 Sp に っ PP ! 」 と トマ トク ン が 叫ん だ よう な 気 が す る 。 も ちろ 
ん 、 喜 われ な く た っ て そう する し か な い )。 


よく 見 て か わす 。 そ ん な の 無理 だ 。 な ん と な く 左 は や ば そう だ か 
ら 、 右 方 向 に 映 を 投げ だ し た 。 至近 嘘 きよ 離 り で ザ シ ュ ッ と いう よ 
うな 聞い た こと の な い 音 が し て 、 あ 、 死 ん だ か も 、 と 一 いつ 瞬 し ゆ 

思っ た 。 死 ん だ と 思え る わけ だ か ら 、 生 き て いる 。 心 臓 が どく ど 
くだ くだ くい っ て いた 。 顔 を 上 げ て あたり を 見 まわ す と 、 そ こら 
じゅ うに 直径 一 メー テル ほど の 准 び が た くさ ん あい て いる 。 奇 き 跡 せ 
き な の か 。 そ れ と も 、 全 員 が つま く や っ た の か 。 誰 だ れ に も 当たら 
な か っ た よう だ 。 


7 」 


胸 を 揮 な で お ろ す の は 、 で も 、 ま だ 早い 。 早い と か 遅 お そい と 
か 、 そ うい うつ 問題 で も な い の か も し れ な い 。 少 な く と も 、 当 分 の 間 
は 安心 で きる よう な 時 間 は 訪 お と ずれ そう に な い 。 


透明 の 壁 は 即 そ く 座 ざ に 穴 を ふさ いで 、 も は や 壁 と いう より も 丸 
ド 屋 一 根 ム みた いな 様相 を 呈 て いし て いる 。 こ れ な ら 上 か ら の 攻 こ 
う 撃 げき も ある 程度 は 防御 で きる だ ろう 。 あ くま で 、 あ る 程度 だ 。 
防ぎ きる こと は お そら く で き な い 。 そ れ じ ゃ あ 意 味 が な い 、 な ん て 
泣き 吉 を 吉 っ た り けり し な い 。 ま た 光 の 槍 が 降り し きる よう な 事態 に 


な っ た ら 、 よ けれ ば いい ん で し ょ ? し UUUU よ ?2 よ け る よ ? 余 よ 
裕 ゆ うつ で よ け ち ゃ うつ し 。 そ ん な 強がり も あえ な く 打 ち 砕 くだ か れ て 
し まっ た 。 


魔女 が 、 マ チル ダ が 、 降 下 し て くる 。 


サフ ィ ニ ア の 髪 か み の 毛 と そっ くり だ 。 彼女 は 銀色 の 髪 を な び か 
せ て 、 白 い ド レス を 華 き や 秦 し や な 身体 か ら だ に まとっ て いる 。 あ 
れ が 、 関 光 の 魔女 。 


18 子供 じゃ な いか 」 
どう 見 た っ て 十 歳 か そこ ら だ 。 


で も 、 間 違い な い 。 あ れ は - 一 あれ が マチ ル ダ だ 。 ま あ 、 空 を 飛ん 
で し まっ て いる 時 点 で お か し いし 、 そ う で な く て も 異様 な 存在 感 を 
放っ て いる 。 百 億 の 星 を 宿 し て いる か の よう な あの 瞳 ひ と み の 輝 か 
が や きだ け で 、 常 人 で は な いと 納得 せ ざ る を えな い 。 


マチ ル ダ は 透明 の 壁 に 手 を ふれ た 。 


「 わ た くし の 愛らしい 妹 た ち ソ ロレ ル 。 こ ん な ちっ ぽ け な 玩具 お も 
ちや で この わた くし が 喜ぶ と 思っ て いる の だ と し た ら 、 と て も 残念 
だ わ 」 


一 残念 な の は こっ ち だ か ら 。 本当に 、 と て も 、 と っ て も 、 も 
の すこ く 、 泣き を たい ほど に 残念 きわ まり な い 。 


「jus-ui-moul'e-vallar. 」 
透明 の 壁 が 溶 と け て ゆく 。 優 は か な く 、 夢 の よう に 、 幻 ま ば ろ し 
の よう に 、 さ ら さ ら と 崩 く ずれ 、 消 えて ゆく 。 


「 一 解除 ハル ト .…… ! 」 ベ ティ が 和 失 と が っ た 声 を あげ る と 、 崩 ほう 
壊 か い 中 の 壁 が 一 瞬 で 雲 う ん 散 さ ん 琴 む 消し よう し た 。 トモ ヨ が 、 
そし て サフ ィ ニ ア が 、 ベ ティ が 、 マ チル ダ を 見 上 げ て 、 き っ と 魔 ま 
術 じ ゆ つ で 迎 げ い 撃 げ き し よ うと し た の だ と 思う 。 三 人 が 遅かっ た 
わけ で は な い は ず だ 。 そ う で は な く て 、 マ チル ダ が 速 す ぎ た 。 


「Am1id 海 」 


マチ ル ダ を 中 心 と する 半径 目 、 五 メー テル の 空間 に 、 無 色 透 明 の 


小さ な 玉 が 出現 し た 。 何 個 あ る の か 。 数 えき れ な い 。 も の すご い 数 
だ 。 


「 勾 マガ 玉 タ マ .…『……. ! 」 ト モヨ が 叩 さ けん だ 。 勾玉 。 あ の 無色 透明 
の 玉 の こと か 。 三 人 は ほとん ど 動 か な か っ た 。 動け な か っ た の だ ろ 
う 。 動 いた っ て 無 む 駄 だ だ 。 勾 玉 が 三 人 に 衣 お そい か か る 。 あ れ だ 
け の 数 だ 。 よ けら れ っ こ な い 。 い くつ も の 勾玉 が 三 人 の 身体 を か す 
め た 。 貫 つら ぬい た 。 三 人 は あっ と いう 間 に 血 まみ れ に な っ た 。 


テー くつ .…… 1 」「 か うつ .…… oo !」 


イー ! 」 マ リア ロー ズ は サフ ィ ニ ア に 駆 か け よ り た 
か っ た 。 そ れ な の に 、 足 に 力 が 入ら な い 。- 一 マチ ル ダ 。 


「 ま だ まだ ね 。 時 間 が 足ら な か っ た の か し ら 。 で も 、 時 が き て し 
まっ た か ら 、 こ れ ば か り は し ょ う が な い の だ わ 。 わ た くし が 種 を ま 
いて さしあげ た お 花 さ ん た ち 。 ど うつ せな ら わ た くし の 手 で 摘 つ み 
と っ て あげ る 」 


力 の 差 が あり すぎ る 。 格 が 違 ち が う 。 圧 あつ 倒 と う 的 だ 。 勝 て る 
わけ が な い 。 そ れ 以 前 の 問題 だ 。 ベ ティ 、 ト モヨ 、 サ フィ ニア 。 彼 
女 た ち の よう な 傑 け つ 出 し ゆ つ し た 魔術 士 が 子供 扱 あ つか いさ れ て 
いる 。 魔 術士 で も な い マ リア ロー ズ は 挑 い ど び むこ と すら で き な い !。 
わめい て も 、 深 な み だ な が ら に 頼 た の ん で も 、 相 手 に し て さえ くれ 
な い だ ろ うっ う 。 


「 el-pastra. 」 

マチ ル ダ の 頭上 で 光 が 渦 うず 巻 ま き は じ め た 。 第 二 の 太陽 と 見 ま 
ご うば か り の ま ば ゆ さ だ 。 
声 を あげ た 。 

マリ アロ ー ズ は 目 を 瞬 み は っ た 。「 な っ - 一 」 

あれ は 何だ 。 風 な の か 。 で も 、 目 に 見 える 。 あ の 風 は 青 提 く 輝い 
て いる 。 風 と いう より も 、 青 白い 光 の 粒 り ゆう 子 し の 集合 体 だ 。 ど 
こ か らき た の か 。 わ か ら な いけ れ ど 、 マ チル ダ は それ に の まれ て 押 
じ 流 きれ た 。 「 一 モー グ .。。....17」 

1 op 1 」 と トマ トク ン が 只 つ ぶ や いた 。 


第 二 の 太 陽 は すでに 消失 し て いる 。 マ チル ダ は 上 じ よ う 昇 し よう 
し 、 加 速 し て 光 の 粒子 か ら 逃 の が れ よ うと し た が 、 そ こ に 横 合い か 
ら 新た な 光 の 粒子 の 集合 体 が 躍 お どり か か っ た 。 あ の 光 の 粒子 は マ 
チル ダ を 傷つけ は し な いよ うだ 。 で も 、 そ れこ そ 風 みた い に 圧 力 を 
加え て いる 。 そ の 勢い は 決し て 弱く な い 。 マ チル ダ で すら 容易 に は 
あら が えな い の だ 。 二 筋 の 光 の 集合 体 が 、 交 こう 鯉 さく し な が ら マ 
チル ダ を 翻 ほ ん 弄る ろう し て いる 。 


「 き ゅ つ ! くつ ! きゅう つう .……… ! 」 き さき ゅ ー は だ い 興 奮 し て いる 
みた い だ 。 だ 毛 が 逆 立っ て 、 ぼ ん や り けり と 発光 し て いる 。 
「 モ ー ゲ グ .………… ! 」 マ チル ダ が 叫ん だ 。「 い っ た い 何 の つも りな の か 


10 !? この わた くし の 邪 じ や 魔 ま を し て 、 た だ で すむ お と お 思 


( お ぬ し こそ 何 の つ も りな の だ 、 マ チル ダ ) 


SE え ? 」 マ リア ロー ズ は 耳 を 押さ えた 。「 これ .…{…… 何 ? 
8 で も 、 な ん か 、 頭 の 中 で 響 ひ び い て 


( その 巨 き よ 大 だ いす ぎる 力 で 、 戯 た わ ぶ れ に 世 を 乱す の が お ぬ し 
の 魔道 か ) 


「 わ た くし が 何 を 考え 何 を し よう と わた くし の 自由 な の だ わ ! そ 
も そ も 、 了 肉体 を 捨て た 亡 ば ぼう 震 れ い 同 然 の あな た に 、 魔 道 を 語る 資 
格 が ある と で も .………… 2 」 


(いま だ 肉体 に し が みつ き 見 せ か け の 若 さ に 執 し ゆう 着 ち や くし て 
お る お ぬ し に 、 我 が 魔道 の 深遠 が 理解 し うる と は 端 は な か ら 思 う て 
お ら め ぬ ) 

「 見 せ か け で は な く 、 わ た くし は 実際 、 若 い の よ .………… 1 」 

( お 師 様 、 無 駄 で す ) 


別 の 声 が 聞こ えて きた 。 と いっ て も 、 や は り 耳 で は な く て 、 こ の 
声 は 頭 の 内 側 に 直接 届い て いる 。 


( 魔術 士 が 百人 いれ ば 魔道 は 百 通 り 。 進 め ば 進 び ほど 互 た が い の 魔 
道 は 交わ る どこ ろか 遠ざかる ば か り 。 彼女 の ご と き 存 在 と お 師 様 が 
わか りあ うこ と な ど で き よう は ず が あり ませ ん ) 


( し か し エヴァ ンジ ェ リ ン 、 我 が 娘 む すめ よ 、 お まえ と 我 と は 同じ 
魔道 を 歩ん で お る で は な いか ) 


(わた し は お 師 様 に 最後 まで お 供 い た し ます 。 わ た し と お 師 様 は 特 
別 な の で す ) 


( お お 、 エ エヴァンジェリン ) 
( お 師 様 ) 


「 一 わた くし を 差し 細 いて 、 何 を の ろ け て いる の か し ら !? 気色 悪 
いっ た ら .……. ! 」 


マチ ル ダ が 急降下 し て 光 の 集合 体 か ら 抜 ぬけ だ し た 。 二 筋 の 光 の 
集合 体 は すか さ ず マチ ル ダ を 追い か け よ うと し た 。 


「 Yas-ra. 」 


マチ ル ダ の 両手 か ら 真 っ 白い 強 き よう 烈 れ つ な 光 が 放 た れる と 、 
青白 い 光 の 集合 体 は 反転 し て た ち ま ち の うち に 別 の 形 を と っ た 。 ま 
る で 空 に 硝子 ガラ ス の 粉 か 何 か で 描 え が か れ た 絵 の よ うだ 。 車 輸 付 
き の 椅 い 子 す に 座っ て いる 痩 や せ た 女 に 、 杖 つえ を 持っ た 長 衣 姿 の 
老人 が 寄り 添 そ っ て いる 。 

「 き ゆ ゅ つ .………… 1! 」 

( キュー ベル アド ラス ) 


女 が こっ ち に 顔 を 向け た 。 左 目 に 眼帯 を つけ て いる の か 。 て ゆう 
か ーー 一 、 


「 へ ? 知り あい .…… ? コ 
op 


「 うむ お 」 ト マト クン は 軽く つ な ず いた 。「 あい つら は き ゅ ー の 友 だ 
ち だ 」 


「“ 超 賢者 メガ セイ ジ , モー グ .………」 ベ ティ が 中 つう めく よう に 吉 っ 
た 。 身体 か ら だ の あちこち か ら 出 血 し て いる 。 顔色 も 悪い 。 そ うと 


つつ ら そ つ だ 。 


Bd あれ が .…… ュ 」 サ フィ ニア も ベティ に 負け ず 劣 お と ら ず 満 ま ん 
身 し ん 創 そ う 疹 いい だけ れ ど 、 食 い 入 る よう に モー グ た ち を 凝 ぎ よう 
視 し し て いる 。 痛み より も 好 こ う 奇 き 心 し ん の ほう が 勝っ て いる の 
か も し れ な い 。 


「 く そっ た れ ! 」 ト モヨ は 地べた に 座り こん で 、 あ ぐら を か いて い 
る 。「 まったく 別 次 元 じ ゃ ね え か 、 化 物 ど も め .… ! 」 


(いずれ に せよ ) 
老人 一 超 覧 者 モー グ が 杖 の 先 を マチ ル ダ に 突 つ きつ けた 。 


( 我 と 我 が 娘 の 友 を 傷つけ る こと も 慈 し ま せる こと も 、 断 じ て 許 さ 
ぬ ぞ 、 マ チル ダ ) 


「 そ ん な 低 て い 俗 ぞ そく きわ まり な い 理 由 で .……. 1 」 


マチ ル ダ は また 魔術 を 使 お つと し て いる 。 な せ ぜ 途 と 中 ちゆ う で や 
め た の か 。 


「 じゃ あ 、 さ 」 


男 は いつ か ら そ こ に いた の だ ろう 。 編 こつ 然 ぜ ん と マチ ル ダ の 痛 
後に 現れ た と し か 思え な い 。 


水玉 模様 の スカ ー フ を 首 に 巻い て いて 、 上 は ぴっ た り 、 下 は ゆっ 
た り し た 服 を 着 て いる 。 綿 わた 菓 が 子 し みた い に ふ わ ふ わし た 人 金 き 
ん 髪 ば つか ら の ぞい て いる 雄 お 羊 ひ つじ の それ の よう な 角 が 、 そ の 
名 の 由来 に 違い な い 。 


「 き み の 理 由 を 教え て よ 、 マ チル ダ 」 


男 は 背後 か ら マ チル ダ に 斬 き りつ け よ うと し た 。 素手 じゃ な い 。 
魔術 士 の くせ に 、 そ れ も 男 は か な り 有 名 な 魔術 士 の は ず な の に 、 二 
本 の 分 厚い 両 り よう 辺 ば の 剣 け ん 身 し ん が 長い 柄 え を 挟 は さ み こ ん 
で いる と いう つう 、 ち ょ っ と 変わ っ た 形状 の 武器 を 持っ て いる 。 マ チル 
ダ は 、 で も 、 す ん で の と ころ で 気配 を 察し た の か 何 な の か 、 と に か 
く 男 に 気づい て 、 振 ふり 向く な り 上 じ よ う 昇 し よう し た 。 


「ー 踊り 羊 ダ ン シ ン グ シ ー プ , .… ! いっ た い 何 な の か し ら 、 


あな た まで .……! 」 
「 だ っ て 、 放 っ つて お いた ら 、 き み は ベ ティ を 毅 し ちゃ うだ ろう ? 」 


「 ベ ティ は わた くし の も の よ ! どう つ し よう と わた くし の 勝手 な の 
だ わ ! だ いた い 、 な ぜ こ こ で あの 子 の 名 前 が 出 て くる の か し 


に 


ら ! 」 
「 ク ルオ は 今 、 ベ ティ の こと が 気に入っ て る ん だ よ 」 


「 聞き 捨て な ら な いわ ね 、 へ な ちょ こ 羊 ! あな た みた いな 年 中 盛 
さか り が つい て いる 卑 ひ 狂わ いな スケ コマ シ に あの 子 を 渡 わ た し て 
た まる も の で すか ! 」 


「 だから 、 ク ルオ も ベティ も 終 す っ て いつ ん だ ろう ? 
「 あ た り ま え で し ょ つう! 」 


「 き み の そ うい うと ころ が 、 ク ルオ は 大 だ いっ 嫌 き らい な ん だ よ 。 
クル オ は も ちろ ん 、 き みな ん か に や られ た り し な いけ ど さ 。 き み が 
そう や っ て 有望 な 女の子 を 次 か ら 次 へ と 級 し て いっ た ら 、 そ の うち 
クル オ の 遊び 相手 が いな く な っ ちゃ うじ ゃ な いか 」 


「 こ の 世に は わた くし が ! た だ わた くし だ けが いれ ば いい の 
よ ! それ で 世界 は 成立 する の だ わ .…… ! 」 


( お お 。 知 っ て は お っ た が 、 相 も 変わ ら ず な ん と 身勝手 な 。 マチ ル 
ダ 、 こ の 世界 は お ぬ し だ け の も の で は な い 、 我 と 我 が 娘 の も の で も 
ある の だ ぞ ) 


( お 師 様 、 や は りこ の 女 は 滅 ほ ろ ぼ すべ き で す 。 わ た し た ちの た め 
に も ) 


2 な ん か 、 あ の 人 た ち 、 め ちゃ くち ゃ な こと 喜 っ て る ん で すけ 
て ゆう か 、 も う 人 と か 思い た く な いっ て いう か 思え な いん で 


「 せ 、 せ や けど 好都合 や で えっ .……. ! 」 カ タリ が 南 の ほう を 指さし 
た 。「- 一 ちゅ うか 、 マ チル ダ が あの 御 ご 仁 じ ん ら に か か ずら っ と る 
間 に 、 え え か げ ん わし ら も 逃 に げ な .…… せ … 1」 


「 サ し や フィ ニア ! 動け る .…… 1? 」 


Re の So 」 振り 返っ た 拍 ひ よう 子 し に トマ トク ン が 目 に 入っ 
た の だ ろう 。 サ フィ ニア は すぐ に つつ お いて し まっ た 。 「.…… は 
い 。 ま あ 、 な ん と か .… 四 


か わい そう だ けど 、 動 け な い りり ぃ を 下ろ せ と も 吉 え な いし 、 そ 
れ ど ころ じゃ な いし 。 


何しろ 帝 て い 国 こく 軍 が 、 そ の 先 せ ん 笑 ぼう で ある 騎 き 馬 ば の 部 
隊 が 、 も う 百 メー テル か そこ ら ま で 迫 せ まっ て いる 。 


「 よ 、 よ 、 よ 、 よ オオ オオ オ し 、 み みみ み 皆 みな の 衆 ッ ! ここ は 
ー つ 戦略 的 後退 だ ッ .……… 1」 


で も 、 な ん で ファ ニー・ フ ラン ク に 号 念 か けら れ な きゃ な ら な い 
ん だ よ 。 文 旬 を 吉 う 余 よ 裕 ゆ うつ な ん か な い 。 トマ トク ン と 目 が あっ 
た 。 ト マト クン は 「 い っ た ん 退く ぞ ! 」 と 叫 さ けん で 、 み ん な が 逃 
げ る まで は その 場 に と ど ま る 構え だ 。「 行 くわ よ ! 」 ベ ティ が トモ 
ヨ を 助け 起こ そう と し た 。 トモ ヨ は ベティ の 手 を 振り 払 は ら っ て 立 
ちあ が っ た 。 「 生 意 気 な ん だ よ 、 処女 が .……. ! 」 サ フィ ニア は 下 を 
向い て 駆 か け て くる 。 あつ わ つ わ ね ! 」 ル ー シ ー は 目 を 白黒 
させ て いる けれ ど 、 サ フィ ニア を 待つ つも りら し い 。 カ タリ と ユリ 
カ は さす が に ルー シー ほど 慌 あ わ て て は いな い 。 か と いっ て 、 落 ち 
つい て いる わけ で も な さそ うだ 。 当然 だ 。 今 まで 危機 的 な 状 じ よう 
況 きよ うつ は いろ いろ あっ た けれ ど 、 万 単位 の 敵 を 向こう に 回 し た こ 
と は な い 。 す ご い 音 だ 。 地 面 が 居る えて いる 。 腹 まで 響 ひ びく 。 
に 王寺 ゅ 三 ほ 先行 で) ピン シンプ も .、。。 ! 」「 き ゅ う ! 」「 は 
イ ! 」 八 ニー を 背負 っ た き ゅ ー と ピン パー ネル が 南 門 跡 あ と へ 向 
か っ た 。 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク た ちの 姿 は も うな い 。 サ フィ ニア が き 
た 。 ベ ティ と トモ ヨ モ 。 ニー 行 選 う 、 上 マ ド [ 


馬 ば 路 て いや ら 戦 車 や ら の 音 に か き 消 され て 、 ト マト クン の 返事 
は ほとん ど 聞 こえ な か っ た 。 人 間 の 償 域 を と っ くに 超 こ えま くっ て 
いる 魔 ま 術 じ ゆ つ 士 た ち は 上 空 で や りあ っ て いる の か 。 わ か ら な 
い 。 確 か く 議 に ん する ゆとり は な い 。 南 門跡 は も うす ぐだ 。「 振 けり 
向い た ら あ か ん ! 」 そ ん な カタ リ の 声 が 聞こ えた 。 そ の と お りか も 
し れ な い 。 振り向い た ら た ぶん 、 動 け な く な っ て し まう 。 で も 、 振 
けけ 向き た く て 仕方 な い 。 この 目 で 見 な いと 、 は っ きり し た こと は わ 
か ら な い 。 わからない の は 怖 こ わい 。 南 門跡 に 達し た 。 も う 我 が 慢 
まん で き な い 。 マ リア ロー ズ は 振り 向い た 。「 一 近 っ .…… W 


ああ ダメ か も 。 本当に 近い 。 十 五 メ ー テ ル と か その 程度 だ 。 足 が 


止ま りか けた 。 荒 あら 波 な む み みた いな 騎馬 の 群れ に 見 入っ て し まい 
そう に な っ た 。 トマ トク ン が 何 か 怒 ど 鳴 な っ た 。 そ うだ 。 走 ら な い 
と 。 較 ひ か れる 。 死ぬ 。 死 ん で た まる か 。 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ ぷ ぶ - 一 で 
は な いと 思う けれ ど 、 相 手 も 首 都城 じ よ う 壁 へ き に 突っ こむ お つもり 
は な い だ ろ うし 、 南 門跡 を 通っ て 市 内 に 突 と つ 入 に ゆう する と な っ 
た ら 、 そ れ な り に ちゃ ん と 列 を 作ら な いと いけ な い 。 そ の た め に 、 
騎馬 は 速度 を ゆる め て いる 。 そ う で な か っ た ら 、 と っ くに 追い つか 
れ て いる は ず だ 。 逃 げき れる - 一 の か な 。 と も あれ 、 ま ず は 走る こと 
だ 。 あ り っ た け の 力 で 駆け る こと だ 。 口 か ら 「U い UUUUUULWUUI 

いい いい いい い 」 と いう よう な 声 が 勝手 に も れ た 。 間もなく 南 門 跡 
を 抜 ぬ ける 。 


抜け た 。 
「 俺 が ここ で 食い 止め る .…… トマ トク ン の 表 だ 。 


足 を 止め ず に 振り 返る と 、 ト マト クン は を ひだ り 腕 うっ で で りり ぃ 
を 抱か か えた まま 、 右 手 で 大 た い 剣 けん を 抜い て いた 。 こ っ ち に 背 
を 向け て いる 。 最 先頭 の 崎 馬 は 目 と 鼻 の 先 に 迫っ て いた 。 敵 は 模 く 
さび 形 が た の 隊列 で エル デン に な だ れこ も うと し て いる 。「 あ た し 
も 少し は 動け る ! 」 と りり ぃ が 叫ん だ 。 トマ トク ン は か まわ すず 大 剣 
を 振る お うと し た 。「 一 む .……!? 」 


「 鳴 り 響 け 断 だ ん 未 まつ 魔 ま の 叫び .…… 1 」 
ああ ーー、 


「 デ スク ライ ツ ! ソ オ オオ オオ オオ オオ オ 
ドッ .……… 1 」 


馬 ば 鹿 か だ 。 馬 鹿 が きた 。 上 か ら 。 首都 城壁 の 上 に で も いた の 
か 。 タ イミ ング を 計っ て いた の か 。 本 当 に 馬鹿 だ 。 ど うし よう も な 
く 救 い が た い 馬 鹿 は 、 地 上 の 獲 え 物 も の を 狙 ね ら う 猛 も う 高 きん み 
た い に 急 降下 し て き て 、 そ の 右手 と ほとん ど 同 化し て いる 断 末 デ ス 
クラ 魔 イ の 刻 ・ ソ ー ド を 、 幾 いく 重 え も の 円 を 描 え が く よ う に 振り 
まわ し た 。 剣 と は いう も の の 、 そ の 毒々 し い 深 紅色 クリ ム ゾ ン の 剣 
身 は 常態 で ニニ メ ー テ ル 以 上 、 無 数 の 節 に 分 か れ て いて 、 自 在 に 折れ 
曲がり 伸 し ん 縮 し ゆく する 。 死霊 女 ス ペク トラ クイ ー ン , レ 
ディ ・ 麟 りん 霊 れ い が 生 みだし た と いう 級 さ つ 病 りく の た め の 秘 宝 
が 描く 円 の - つ ーー つ は 、 血 と 肉 と 臓物 に 彩 い ろ ど られ た 赤黒 い 花 弁 
だ 。 虐殺 人 形 カ ー ネ イ ジ ド ー ル は に 花弁 を 重ね あわ せ て 戦場 に お ぞ ま 


し い 花 を 咲 さ か せ た 。 そ ん な ふう に 吉 葉 を 飾 か ざり た く な る ほど 、 
RIRS 

は 悲 ひ 惨 さん と 吉 つ っ し か な し !。 相手 が 敵 で な けれ ば 同情 し て や り た 
く な る 。 エ ルデン に 足 を 踏 ふ み 入 れ た 騎馬 は 次 々 と 撫 な で 斬 ぎ り に 
され た 。 人 も 馬 も 旗 も その 他 の 装備 も 関係 な い 。 す べ て だ 。 馬鹿 は 
何もかも を 区 別 な く 、 容 よう 族 し や な く 輸 切り に し た 。 血 肉 の 花 を 
咲か せつ づけ た 。 そ れ で いて 、 黒 衣 を まとい 、 何 の つも りか 黒い 仮 
面 を つけ て いる 馬鹿 は 一 いつ 滴 て き の 返 り 血 も 浴び て いな い 。 馬鹿 
だ か ら か も し れ な い 。 き っ と そう だ 。 


血 肉 の 花 は お むなしく 散っ て 地べた に 堆 た い 積 せき する 人 馬 の 残 ざ 
ん 骸 が いと な っ た 。 


その 下 た だ 中 な か に 漆 し つ 黒 こく の 徒 あ だ 花 ば な が 一 輪 だ け 咲 い 
て いる 。 


「 こ こ か ら 先 は 通さ な い ヨ 。 こ の ボク が 一 謎 な ぞ の 救世 主 "黒い 薔 
徴 ダ ー ク ロー ズ , が いる か ぎり は ネ 」 


騎馬 の 侵し ん 入 に ゆう が 止ま っ て いた 。 謎 の 救世 主 と や ら は 途 と 
方 ほう も な い 馬 鹿 だ けれ ど 、 相 手 は わざ わざ 死ぬ た め に 突 つ っ こん 
で くる ほど 馬鹿 で は な いと いう こと だ ろう 。 


トマ トク ン は 振 ふ りお ろ す 先 を 失っ た 大 語 を 見 て 、 そ れ か ら 馬 鹿 
に 目 を や っ た 。「 ア ジア ン 、 お 前 .…… パ 『 


馬鹿 は 振り 向 か な か っ た 。 「 それ は いっ た い 誰 だ れ の こと か 


な ?」 
Hp 


「 聞 こえ な か っ た の か い ? ボク は 黒い 共 薇 ダー クロ ー ズ 。 エルデ 
ン の 危機 を 救う べく 現れ た 、 正 体 不明 の 救世 主 な の サ 」 


「 ま あ 、 そ れ な ら そ れ で も いい が 」 


ai な ん だ か 、 ご めん な さい 」 謝ら ず に いら れ な い ベ ティ の 気持 
な ん と な くわ か ら な くも な し り 。 


「 と いう つこ と は ァ ア .………… ? 」 フ ァ ニ ー・ フ ラン ク が 進み で て き て 、 


目 を 見 開い た 。 て ゆう か 、 ま だ いた ん だ 。 「 チ ミ は あれ か ね ? 民 
は ば か りな が ら 私 も エル デン の 救世 主 を 自負 し て いる わけ だ か ら 、 
この 私 の 同志 と いつ うこ と に な る わけ だ ね エエ .… ? コ 


マリ ア 」 馬 鹿 は 十 鹿 を 無視 し て 、 こっ ち に 半分 だ け 顔 を 向け た 。 
「 ボ ク は 元気 だ ヨ 」 


あの と き 、 さ よ な ら の つも り で 、 僕 は 吉 っ た ん だ 。 

べつ に 、 め ずら し い 別 れ の 挨 あ い 拶 さ つじ ゃ な いと 思う 。 
一 元気 で ね 。 

お し ろ 、 あ り ふ れ て いる 。 


マリ アロ ー ズ は 下 を 向い て 辱 く ちび る を 噛 か ん だ 。 「… 見 れ ば 
わか る よ 。 そ れ く らい 」 


「 元気 だ ヨ 。 ボ ク は 、 キ ミ が いて くれ る か ぎり ネ 。 心 配 は 無用 サ 」 
「 心 配 な ん て 、 し て な いし 。 す る わけ な いし 一 
「 だ けど ネ 」 


「 へ こ た れ へ ん な あ .…… 」 と カタ リ が 呆 あ きれ た よう に 咳 つ ぶ や い 
た 。 


ほん と だ よ 。 


な ん で めげ な いん だ よ 。 ど うし て あき ら め て くれ な いん だ よ 。 も 
う 限 界 な ん だ よ 。 認 めちゃ いそ うな ん だ よ 。 ぎ り ぎ りな ん だ よ 。 失 
め た く な い 。 も っ と 苦し く な る か ら 。 も っ と も っ と 怖 こ わく な る か 
ら 。 今 の 時 点 で 恵 め ぐま れ す ぎ て る し さ 。 仲間 が いて 、 友 だ ちがい 
て 。 十 分 怖い ん だ よ 。 怖 すぎ る くら い 。 な くし た と きのこ と を 、 つ 
い 考 えて し まう 。 考 えな く て も いい よう に 、 そ ん な こと が 起こ ら な 
いよ うに 、 結 局 の と ころ は 祈 い の る こと くら いし か で き な く て さ 。 
何 が ある か な ん て 、 わ か ら な いか ら 。 帝 て い 国 こく 軍 が 攻 せ め て く 
る な ん て 、 想 像 も し な か っ た し 。 失 うく らい なら 、 死 ん で し まい た 
い 。 先 に 消え て し まい た い 。 あ まり に も 、 恐 お そろ し すぎ て 。 


離 は な れ た く な い 。 


そん な こと を 思っ て し まう 前 に 、 あ り ふ れ た 吉 葉 で さよ な ら で き 
る つう ち に 、 互 た が い の 嘘 きよ 離 り を 広げ て し まい た か っ た 。 


だ っ て 、 そ うし な いと 、 手 て 詳 お くれ に な っ て し まっ う 。 


「 い いく ら ボ ク が 元気 で も 、 マ リア 、 キ ミ が 暗く 沈 し ずん で いた り 、 
不安 で 胸 が ふさ が れ て いた り し た ら 、 の 味 も な い の - 一 」 

前 まえ 触れ は な か っ た 。 少なくとも 、 マ リア ロー ズ に は 感じ ら 
れ な か っ た 。 

25。 

真っ 白い 光 の 雨 が 、 時 な ら ぬ 夕立 みた い に 降 っ て きた 。 


首都 城 じ よう 壁 へ きだ 。 白 い 光 の 雨 が 首都 城壁 を 突き 月 くず す と 
いう より 溶 と か し て ゆく 。 マ チル ダ か 。 い る 。 ち ょ うど 首都 城壁 の 
真 上 あたり だ 。 マ チル ダ は 上 じ よ う 昇 し よう し な が ら 光 の 雨 を 降ら 
せ て いる 。 


リア ! 」 馬鹿 が 飛ぶ よう に 駆 か け て き て 、 か っ さら っ 
た 。 
1 の oo 『 


マリ アロ ー ズ の 身体 か ら だ を 


AM 9 ! 」 ト マト クン も 怒 ど 鳴 な りな が ら 首 都城 壁 か 
遠 ざ か ろ うと し て いる 。 


マチ ル ダ の せい で 、 首 都城 壁 は も う 歯 が 欠け た 樺 く し みた いな 有 
様 だ 。 や ば い 。 よ うす る に これ は 、 南 門跡 あと 以外 に も 侵入 口 が た 
くさ ん で きつ つ あ る と いう こと だ 。 光 の 雨 が や ん だ ら 、 あ そこ か ら 
帝国 軍 が 続々 と エル デン に 入り こん で くる だ ろう 。 

「 キ ミ は ボク が 守る .…… | 

ぎゅ っ と 、 力 強く 抱 だ き し め ら れ た 。 


で も 、 そ うい うこ と じゃ な いん だ よ 。 僕 だ け 守 っ て も ら っ た っ て 


困る 。 困 る っ て いう か 、 そ れ じ ゃ ダメ な ん だ よ 。 
光 の 雨 が 降り や ん だ 。 


首都 城壁 は 隙 す き 間 まだ ら け の 無残 な 姿 を さら し て いる 。 こ こ か 
ら で は 見 えな いけ れ ど 、 そ の 隙間 か ら ど ん どん 騎 き 馬 ば が あふ れ だ 
し て くる さま が 目 に 浮 う か ぶよ うだ 。 


南 門跡 か ら も 騎馬 が 飛び だ し て きた 。 り り ぃ を 抱 だ いた トマ トク 
ン は 程 ほ ど な く 追い つか れ て し まう だ ろう 。 


ファ ニー・ フ ラン ク が すぐ そこ に 転がっ て いる 。 こ けた の か 。 カ 
タリ と ユリ カ は 十 五 メ ー テ ル く らい 先 で 足 を 止め 、 こ っ ち を 向い て 
いた 。 ルーシー が 二 人 の 近く で 前 を 見 た り 後ろ を 見 た り し て いる 。 
八 ニ ー を 背負 っ て いる き ゅ ー と ピン パー ネル は 、 ジ ャ ン ・ ス タン 
バッ ク 以 下 E F A 若 じ や つ 千 か ん 名 と 一 いつ 緒 し よ に 、 三 人 より も 
十 メ ー テ ル 以 上 先行 し て いる みた い だ 。 ベ ティ 、 ト モヨ 、 サ フィ ニ 
ア の 魔 ま 術 じ ゆ つ 土 三 人 組 は 、 カ タリ た ちと き ゅ ー た ちの 間 に い 
る 。 彼女 た ち は 後ろ を ちら ちら 見 な が ら 走 っ て いた の に 、 突 と つ 然 
ぜん 、 立 ち 止 まっ て 振 ふ り 仰 あお い だ 。 


ek ? 」 マ リア ロー ズ は 魔術 士 た ちの 視線 の 先 を 目 で 追っ た 。 
サフ ィ ニ ア が 叩 さ けん だ 。「 ユ リカ.…… 際 

何 か が 一 飛ん で くる 。 

と いつ うつ より も 、 沙 下 し て きた 。 


カタ リ と ユリ カ は 肩 か た を 並べ て いた 。 そ の 二 人 を 引き 肝 さ こう 
と で も する か の よう に 、 そ れ は 白い 光 を まとっ て 沙 ち て きた 。 カ タ 
リ だ っ て た だ の 半 魚 人 で は な いし 、 ユ リカ に いた っ て は 最強 伝説 の 
持ち 主 だ 。 そ れ で も よ け ら れ な か っ た 。 


マチ ル ダ 。 


少女 の ふり を し た 銀 ぎ ん 髪 ば つの 魔 ま 女 じ よ は 、 瞳 ひと み の 中 に 
百 億 の 星 を 踊 お どら せ て 微笑 ほほ えん だ 。 


カタ リ も ユリ カ も の け ぞ っ て うつ ずく まっ た 。 

まる で 魔女 に 平 ひれ 伏 ふ す よ うに 。 

「 ぐ お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お .… Nb つ 
56 の ueeaet 


カタ リ は 右 み ぎ 誠 か た を 、 ユ リカ は 左 診 を 押さ えて 。 血 が 噴 ふ き 
だ し て いる 。 腕 う で が 。 ああ 、 カ タリ は 右腕 で 、 ユ リカ は 左腕 だ 。 
ちぎ ざ ぎれ て 、 ど さり と 地面 に 落ち た 。 

「 マ チル ダ ..……… 1 」 

また 何 か が 落ち て きた 。 踊 り 羊 だ 。 踊 り 羊 は 妙 み よう な 形 の 武器 
を 魔女 めがけ て 振 ふ りお ろ し た 。 空振り か 。 

魔女 は 後方 に 飛ん で 、 サ フィ ニア に 肉 に く 薄 は くし よう と し た 。 
その 前 に 、 青 白い 輝 か が や き の 流 れ が 立ち は だ か っ た 。 モ ー グ と そ 
の 競 子 だ 。 


「 し つこ い の だ わ .… ! 」 


急 き ゆ う 上 じ よ う 昇 し よう し た 魔女 を 、 モ ー グ と その 弟子 が 、 貴 
り 羊 が 追い か ける 。 


の 作 / ( 
の 


人 駅 、 
に て.。、。。。 ! 」 マ リア ロー ズ は アジ アン の 腕 を 振り ほど いて 、 突 
つき 放し た 。「 ユ リカ ! カタ リ .…… 1 」 


「 う わあ ! 」 ル ー シ ー は し ゃ が ん で カタ リ と ユリ カ の 背中 に 手 を か 
けた 。「 あああ.……. トコ 


「 お 姉 様 .……. ! 」 サ フィ ニア の 全身 か ら 青 い 光 が 炎 ほ の お の よう に 
噴き あがっ た 。「 どう し て ! な ぜ で す .…… ! コ 


「 お 友だち が 大 勢 で きた の ね 、 サ フィ ニア .… ! 」 マ チル ダ は 室 中 
で 踊り 羊 の 武器 か ら 身 を か わし 、 モ ー グ と その 第 で 子 し の 突 ミ と つ 進 
し ん を よ け な が ら こ ろ こ ろ と 笑っ た 。「 気に入ら な いわ ! あな た 
は わた くし の も の な の よ ! あな た は わた くし の 貼っ た と お り に 生 
け ば いい の ! わた くし 以外 の すべ て は 邪 じ や 魔 ま な の 、 目 め 障 ざ 
わり な の 、 ぜ ん ぶ ぶ 壊 こ わし て あげ る .…… 

な ご と 。、 1 

あの と き と 同 じ だ 。 

リル コ を 退け た と き と 。 

いや 、 あ の と きよ り も すご い 。 

青い 。 

それ も 、 深 い 、 と て も 深い の に 、 ど こま で も つめ た い 青 だ 。 

光 と は 呼べ な い 。 燃 えさ か っ て いる 。 炎 だ 。 

サフ ィ ニ ア は 青い 炎 の 中 に いる 。 


「 さ せま せん ..… せ … ! た と え お 姉 様 で も .………. ! それ だ け は 、 決 し 
Cs 1」 


罰 級 戦車 ドレ ツ ド タン ク “アー ノル ディ 。 甲板 上 


一 そろ そろ か な ,」 


贅 令 戦車 ドレ ツ ド タン ク “アー ノル ディ , の 甲 か ん 板 ば ぱん に 設え 
られ た 玉座 の 上 で 、 友 色 の 猫 ね こ が 耳 を 動か し 、 具 を ひく つか せ 
た 。 


「 いや 、 ま だ か な .……… ? どっ ち に し て も 、 こ こ か ら は 店 ひ 難 な ん 
し て お いた ほう が いい で し ょ う ね 。 う ん 。 そ うし よう 」 


暗黒 大 陸 紺 碧 王国 シア ・ ル カナ ム 王 都 ク ワー ロ 


バク ー と いう 名 の 大 陸 が ある 。 


外 の 者 た ち は バ クー を 暗黒 大 陸 と 、 バ クー の 住人 も また 暗黒 大 陸 
アル ー ン ダル モー と 呼ぶ が 、 意 味 合 は だ いぶ 違 ち が う 。 外 の 者 た 
ち は 奇 き 異 い の 念 と 若干 の 恐 お それ 、 そ し て 茂 さ げす み を こめ て バ 
クー を 暗黒 の 地 と 称し よう し て いる 。 肌 は だ も 目 も 髪 か み も 黒い 
人 々 が 暮らす バク ー で は 、 し か し 、 黒 は 美 や 深遠 の 象 し よう 微 ち よ 
うだ 。 暗黒 大 陸 は 美 秩 以 外 の 何 物 で も な い 。 


それ ゆえ に 、 バ クー で 大 いな る 力 を 振る っ た 王国 や 、 支 配 権 の 拡 
大 を 目指 す 野 心 的 な 国家 は 、 た いて い 黒 を その 名 に 冠 か ん する か 、 
国旗 に 黒 を 配 し て いた 。 


現在 、 大 陸 の 南 半 分 を 版 図 に 収め て いる 紺碧 王国 シア ・ ル カナ ム 
は 、 こ の 伝統 か ら 人 逸 いつ 脱 だ つ し て いる 。 デ ナン 王家 は 生き つ 粋 す 
い の バ クー 人 で すら な い 。 始祖 エル フィ ー・ デ ナン は ラフ レシ ア 第 
三 帝 て い 国 こく 出身 の 船乗り を 父 に 、 混 血 の バ クー 人 を 母 に 持つ 。 
王家 は その 血筋 を 隠 か くさ ず 、 バ クー 人 以外 も 積極 的 に 要職 に と り 
た て て 、 わ ず か 三代 で ここ まで 勢力 を 伸 し ん 張 ち よう させ た 。 


紺碧 王国 シア ・ ル カナ ム が 目下 、 最 大 の 関心 を 持っ て 最大 限 の カカ 
を 傾け い 注 ち ゆう し て いる の は 、 暗 黒 大 陸 で は な く 隣 と な り の グ 
ラー 大 陸 だ 。 


その 過半 が 乾 か わ きき っ た 赤い 大 地 に 覆 お お われ て いる グラ ー 大 
陸 で は 、 い まだ に 部 族 単 位 で 狩 し ゆ 猟 り よ う 、 採 集 を 生業 な り わ い 
と し て 生活 し て いる 者 が 少な く な い 。oa 大 陸 や 暗黒 大 陸 の 住人 に は 
未開 の 地 と 見 な され て いる 論 ば ん 地 ち に 、 だ が 、 膨 ば つう 大 だ いな 資 
源 が 眠 ね むっ て いる こと を 、 何 人 も の 探検 守 、 冒 ぼう 険 け ん 者 が 突 
き 止 め て いた 。 


過去 、 紺 百 王 国 シ ア ・ ル カナ ム 以 外 に も グラ ー 大 陸 の 侵し ん 略 り 
や く を 試み た 国 は あっ た が 、 い ずれ も いく つか の 部 族 を 壊 か い 滅 め 
つ さ せ た だ け で 、 支 配 権 を 確立 する に は 至ら な か っ た 。 グ ラー に 析 
すむ 上 鬼 お に に 阻 は ば まれ た の だ 。 上 鬼 と いっ て も 鬼 人 オー ガ で は な 


い 。 人 の 姿 を し た 鬼 シ グ だ 。 彼 ら は 生粋 の 戦士 で 、 血 を 流さ ず に 生 
まれ 育っ た 土地 を 明 あ け 渡 わた すこ と は 決し て な い 。 そ の 抵 て い 折 
こう は 粒 し 烈 れ つ で 、 復 ふく 人 凡 し ゆう は 荷 か 烈 れ つ だ 。 か つて グ 
ラー の と ある 部 族 を 滅 ほ ろ ぼ し た 黒鳥 王 国 エ ル マ ・ ル カナ ム は 、 の 
ち に 王族 三 十 七 人 が た っ た 一 人 の 鬼 シ グ に 惨 ざ ん 級 さ つ さ れ 、 王 位 
継 け い 承 し よう 権 を 持つ 者 が 皆 か い 無 お と な っ て 、 王 国 は 分 ぶん 
れつ 、 消 し よう 滅 め つ し た 。 グ ラー を 手中 に 収め る た め に は 、 鬼 シ 
グ を 討 う た な けれ ば な ら な い 。 


そこ で 、 紺 百 王国 シア ・ ル カナ ム は モル フォ 党 と 手 を 組ん だ 。 


レヴ ィ ー・ デ ナン 王 が 自ら 発案 し 、 大 号 久 を か け て 、 グ ラー 大 陸 
に 侵し ん 攻 こ う 軍 を 上 陸 さ せ た の は 十 一 年 前 の こと だ 。 それから 半 
年 と 経た た な いつ うち に 、 鬼 シグ の 激 げ き 烈 れつ な 抗 こ う 戦 せ ん に 
よっ て 侵攻 作戦 は 完全 に 行き 詰 づ すま っ た 。 そ ん な 折 だ っ た 。 宣 さい 
相 し よう ウェ ガ ・ ム ウラ の 秘書 官 パ ー セ ッ ト を 介 か いし 、 モ ルフ ォ 
党 が 接 せ つ 触 し よく し て きた 。 


王 と し て は 、 自 ら 主 導 し た 作戦 の 全面 的 な 失敗 を 認め る わけ に は 
ゆか ず 、 目 立つ 戦果 が 一 つ で も 欲し か っ た 。 金 で 動く 戦争 屋 の 申し 
出 は 渡り に 舶 だ っ た が 、 果 た し て 舘 用 で きる 相手 な の か 。 王 は ひそ 
か に 党首 キ プ リ ス ・ モ ルフ ォ と 会 談 し 、 評 記 ど お り 金 に 見 あう だ け 
の 働き は する 連中 だ ろう と 導 断 し た 。 契 けい 約 や く が 結ば れ 、 独 立 
特 と く 殊 し ゆ 任 務 部 隊 と し て 、 モ ルフ ォ 党 に は 奈 件 付き で 独自 の 作 
戦 行 動 が 認め られ た 。 安 く は な い 取 引 だ っ た し 、 半 ば 苦肉の策 で は 
あっ た が 、 状 じ よ う 況 きよ う は 好転 し た 。 以 後 の 五 年 間 で 、 侵 攻 軍 
は 大 陸 東 南端 た ん の ル シ ェ に 橋 き よう 頭 と う 優 ほ を 築き 、 港 を 開い 
て 、 人 入植 まで 果たし た の だ 。 


この 時 点 で 初期 の 目標 は 達成 され て いた 。 あ と は 着実 に 歩 を 進め 
て ゆけ ば いい 。 レ ヴィ ー 王 は 始祖 で ある 祖父 エル フィ ー や 父 マ ルー 
ド ほ ど 性 急 で は な か っ た 。 三代 目 の 自 分 は 王国 発展 の 基き 礎 そ 固め 
を あら た め て 行う べき だ 。 こ と に よる と 、 グ ラー 大 陸 征 せい 服 必 く 
は 百年 が か り の 大 事業 と な る 。 五 十 の 坂 を 越 こ えた 自分 が な すべ き 
は 、 そ の 下 準備 で あろ うと 王 は 考え て いた 。 


侵攻 軍 が 勝ち つづ け な け れ ば 、 獲 か く 得 と くし た 土地 を 維 い 持 じ 
する だ け で 満足 し て いた か も し れ な い 。 戦費 の 問題 も ある 。 ど こ か 
の 段階 で モル フォ 党 と の 契約 を 解消 する と いう 選 せ ん 択 た く 肢 し も 
あっ た は ず だ 。 侵攻 作戦 は うま くい きす ぎ た 。 結局 の と ころ 、 モ ル 
フォ 党 の お か げ だ っ た 。 


銃 じ ゆう 器 き 、 焼 し よう 夷 い 弾 だ ん 、 さ く 裂 れつ 弾 だ ん 、 自 走 
式 戦車 。 モ ルフ ォ 党 の 独立 特殊 任務 部 隊 は 、 い つ し か こう し た 奇 き 
怪 か いで 驚き よう 異 い 的 な 恐 る べき 新兵 器 を 用 いて 、 赤 い 大 地 に 導 
さ つ 義 りく を 振 ふ り ま く よ う に な っ た 。 部 族 の 心身 強健 な 男 が 密 み 
つ 儀 ぎ を 受け て な る と いう 鬼 シ グ た ち は し ぶ と く 反 は ん 抗 こ うし つ 
づけ た が 、 女 や 子供 、 老 人 は な すす べ な く 無 残 な 扉 し か ば ね を さら 
し た 。 鬼 シグ も 一 人 、 ま た 一 人 と 死ん で いっ た 。 侵攻 軍 は ル シ ェ 人 入 
植 開始 か ら わ ず か 五 年 で 、 グ ラー 大 陸 の 三 分 の 一 を 制圧 し た 。 


紺碧 王国 シア ・ ル カナ ム は 戦勝 に 次 ぐ 戦勝 に 沸 わ き 、 王 は 愉 ゆ 快 
か い だ っ た 。 同時 に 不安 に 駆 か られ て も いた 。 


モル フォ 党 は あく まで 侵攻 軍 の 意向 に 従い 、 そ の 一 部 と し て 行動 
し て いた 。 規律 を 乱す こと も 、 自 ら を 利 す る よう な 動き を 見 せる こ 
と も な か っ た 。 し か し 、 当 初 は わずか 五 百名 、 次 し 第 だ い に 増 員 さ 
れ て 二 千 名 、 た っ た それ だ け の 兵員 し か 有 し な い 独 立 特殊 任務 部 隊 
が 、 常 時 十 万 の 規模 を 維持 し て いる グラ ー 侵 攻 軍 正規 部 隊 全 体 を 凌 
り よ う 信 が する 戦力 を 誇 ほ こっ て いる 。 そ う 見 な さ ざ る を えな いい 。 


味方 で あめ る うち は いい が 、 彼 ら は あく まで 戦争 屋 だ 。 金 次 第 で は 
英 に 回 る か も し れ な い 。 王 は 彼ら の 離 り 反 は ん を 恐れ た 。 さ り と 
て 、 彼 ら を 失い た くも な か っ た 。 彼ら の 戦力 は あま り に も 貴重 すぎ 
た 。 本音 を 吉 え ば 、 彼 ら が 欲し か っ た 。 彼ら の 兵器 を 強 ご う 奪 だ つ 
し た か っ た が 、 そ の た め に は 大 き な 犠 ぎ 牧 せい を 覚 か く 悟 ご し な け 
れ ば な ら な い 。 踏 ふん 切 ぎ り が つか な か っ た 。 


決断 を た め ら っ て いる うち に 、 モ ルフ ォ 党 側が 一 方 的 に 契約 の 破 
は 棄 き を 申し 入れ て きた 。 


独自 作戦 中 だ っ た 独立 特殊 任務 部 隊 は 行方 ゆくえ を くら まし 、 追 
つい 中 せ き 部 隊 が ネプ 海岸 で 発見 し た 自 走 式 戦 車 の 部 品 は 無用 の 長 
物 だ っ た 。 王 は 機会 を 移 い つ し た 。 そ れ だ け で は な か っ た の か 。 


レヴ ィ ー 王 は エル フィ ー 城 の 最上 層 に 位置 する 王 居室 の 露 ろ 台 だ 
いか ら 身 を 乗り だ し 、 王 都 ク ワー ロ に 見 入っ て いた 。 


常緑 の 木々 と 美しく 彩 さ い 色 し き さ れ た 石 と 鉄 く ろ が ね の 都 が 燃 
えて いる 。 あ ちこ ち で 絶え 間 な く 鳴 り 響 ひび いて いる この 不 ふ 穏 お 
ん な 音 は 何だ 。 王 は モル フォ 党 の 新兵 器 を 観覧 し た と きのこ と を 思 
い だ し た 。 銃器 。 そ う 。 これ は 銃声 だ 。 も っ と 大 き な 音 は 省 裂 弾 だ 
ろう つ 。 


エル フィ ー 城 の 南 に そびえ 立つ ロマ ノ 城 じ よ う 寒 さい が 攻 せ め た 
て られ て いる 。 も と も と は クワ ー ロ を 防衛 する た め に 築造 され た の 
だ が 、 先 代 マ ルー ド 王 の 御 み 代 よ か ら は 課 お む お 反 ほん 人 や 重要 な 捕 ほ 
虜 り よ 、 攻 め 滅 ぼ し た 国 の 支配 者 一 族 や 重臣 ら の 后 ろ う 獄 ご く と な 
り 、 紺 碧 王国 シア ・ ル カナ ム の 威 い 替 せ い を 示す 象 し よう 微 ち よう 
と し て 機能 し て いた 。 そ れ ゆ え に ロ マ ノ 覧 か ん 獄 ご く と も 呼ば れ て 
いる あの 城塞 の 地下 に は 、 グ ラー 大 陸 か ら 連 行 し た 大 勢 の 鬼 シ グ た 
ち も 囚 と ら わ れ て いる の だ 。 


「 何 と いう つこ と だ 」 王 は あと ず さ っ て 口 を 手 で 覆 お お っ た 。 「 何と 
MI.。。 『 


王 の 居室 に は 王 大 后 と 王 お う 妃 ひ 、 二 人 の 王子 と 三 人 の 王女 が 避 
ひ 難 な ん し て 身 を 寄せ あい 、 衛 兵 た ち が ひ し めい て 守り を 固め て い 
る が 、 敵 は も う 城 内 に まで 侵し ん 入 に ゆう し て いる 。 


「 モルフォ 党 が 掌 て の ひら を 返し て 信 あ だ を な そう と し て いる と い 
07 ? 」 王 は 今 一 度 、 露 台 の 手すり を つか ん で 目 を 疾 こ らし 
だ 。 1 いや 。 あ の 旗 E は ヤナ ン 家 の も の だ 。 あ れ は ル ア ラ ー ナ 
王国 。 一 な ん と ! あの 異形 の 者 ども は 、 グ ラー の 鬼 シ グ で は な い 
か ! 馬 ば ぱ ば 鹿 か な .…… 四 


紺碧 王国 シア ・ ル カナ ム は 始祖 エル フィ ー 以 来 、 都 市 国家 を ふく 
め て 十 一 の 国 を 征服 、 ま た は 併 へ い 呑 どん し て きた 。 地 下 に 潜 も 

ぐっ て 反乱 を 企 く わ だ て よう と する 者 は 跡 あ と を 絶た な い 。 表面 的 
に 懐か い 柔 じ ゆ うさ れ て いな が ら 、 恨 つら み を 抱い だ いて いる 者 も 
多 か ろ う 。 そ うし た 不満 分 子 や 亡国 の 残党 ども が 結 け つ 託 た くし 

て 、 ク ワー ロ を 陥 お と し いれ よう と し て いる と で も いう の か 。 


いずれ に し て も 、 モ ルフ ォ 党 が 関 か ん 与 よ し て いる こと は 間 ま 違 
ちがい な い 。 少なくとも 、 武 器 を 供 き よう 与 よ し て 連中 を 後押し し 
て いる 。 


「 隆 下 、 お 下がり くだ さい .…… ! 」 衛兵 の 一 人 が 叫 さ けん だ 。 


王 は 露 台 の 手すり か ら 手 を 離 は な し て 振り 向こう と し た 。 そ の 貴 
前 に 銃声 を 聞い た 。 下 か ら だ 。 い か ん 。 狙 ね らい 撃つ うち に され る 。 
そう 思っ た と き に は すでに 、 王 の 視界 は 半分 以上 ふさ が れ て いた 。 
王 は 中 う めき な が ら 身 を 低く し よう と し た 。 見 えな い 右 目のあたり 
を さわ ろう つと し た が 、 腕 うつ で が うつ まく 上 が ら な か っ た 。 し ゃ が むだ 
け の つも り で いた の に 、 王 は 露 台 に 月 くず れ 落 ち て 倒 た お れ 伏 ふし 


た 。 王 妃 の 声 が し た 。 や け に 暗い 。 何 も 見 え ぬ 。 声 だ けが 聞こ え 
る 。 も し や 、 余 は 死ぬ の か 。 


エー メン 大 君 国 モス カ 高 原 


「 お っ 。 ま だ 生き 残り が お っ た ぞ 。 とどめ を 刺さ し て や れ 、 鳥 ウ 大 
ダイ 男 ナ ン 」 


姫 ひ め が 診 か た の 上 か ら 命 じ る と 、 身 み の 丈 た け ニ メー テル 三 十 
七 サ ンチ の 巨 き よ 体 た い が 軽々 と 跳 と びあ が り 、 崩 れ た 天幕 の 除 か 
げに 倒れ て いた 雑兵 を 狙い あや また ず 踏 み 潰 つ ぶし た 。 


2 の ぁ う 。 べ っ ちゃ ん こ に な っ て し まっ た で は な いか 、 鳥 ウ 大 
ダイ 男 ナ ン 。 これ で は 自 じ 動 ど う 骸 むく ろ の 材料 に も で きん 。 き さ 
ま 、 ど うし て くれ る 」 


鳥 ウ 大 ダイ 男 ナ オン は 答え な い 。 無 お 命 みよ う 衛 え 土 じ は いく ら 出 
来 が よく て も 頭 の 中 身 は 幼児 みた いな も の だ 。 絶対 に 逆らわ ず 、 何 
で も 吉 う つこ と を 聞く か ら 利 用 価値 が ある の で あっ て 、 そ う で な けれ 
ば まっ た く 使 い 物 に な ら な い 。 


「 今度 、 ち ょ っ ぴり 賢 か し こめ の を 作っ て みよ うか の 。 で も 、 話 し 
相手 は いら ん な 。 わ ら わ は 間 ま 抜 あ ぬけ と 喋 し や べ る の が 嫌 き らい だ 
か ら 。 基 本 的 に わら わ 以 外 は 全員 、 間 抜け だ か ら の 。 そ れ に し て も 


」 


姫 は モス カ 高 原 を 見 み 渡 わ た し た 。 さ く で 囲 わ れ 、 樽 や ぐら が 
置か れ て 、 天 幕 や 小屋 が 整然 と 建ち 並ん で いた エー メン 大 君 国軍 の 
野営 地 は 、 見 る 影 か げ も な く 荒 あれ 果て て いる 。 兵 士 の 姿 は な い 。 
動い て いる の は 無 む 凍 PP 少し 前 まで エー メン 大 君 


「 いい 眺 な が め だ の 」 阿 磨 李 姫 は に ん まり し た が 、 す ぐに 渋 じ ゆう 
面 め ん を 作っ た 。「- 一 で も 、 こ れ で は も う 角 す 相手 が お らん で は な 
いか 。 つ ま ら ん 」 


トレ イン 公国 ワン ダー テレ サ 


彼女 は 瓦 が 確 れ き を 跡 け っ て 飛び あがっ た 。 そ の 拍 ひ よう 子 し に 
崩れ た 残 ざ ん 骸 が い を 見 つめ な が ら 、 彼 女 は 高度 を 上 げ て ゆく 。 寸 
前 まで 彼女 が 立っ て いた 場所 に は 、 ト レイ ン 公 国 西国 境 防衛 の 要 か 
な めで ある 城塞 都市 ワン ダー テレ サ の 中 心 、 ハ ウラ ー 宮 が あっ た 。 
目 を つぶ る と 、 四角 い 本 丸 の 四 よ 隅 す み と 中 央 か ら 高 さ の 異な る 純 
白 の 失せ ん 塔 と う が 五 本 、 天 に 向かっ て 突 つ きだ し て いる 美しい 外 
観 が 浮 う か ぶ 。 それ が 刻々 と 崩 ほ う 壊 か いし て ゆく さま が 。 

幻 ま ぼろ し の よう な も の だ 。 目 を 開け れ ば 、 破 は 壊 か い は すでに 
終わ っ て いる 。 潰 つい えて し まえ ば 、 あ と は 朽 く ち て ゆく だ け の 物 
で し か な い 。 


彼女 の 目 め 尻 じ り に ひと し ずく の 涙 な み だ が 浮か ん で 、 宙 に 消え 
圧 。 


「 妥 も ろく て 、 優 はかない 。- 一 あ た く し は 寂 さ び し い の か し ら 」 


胸 の 奥 が 締 し め つ けら れる 。 見 下ろ す ワ ンダ ー テ レ サ は も う 掌 に 
収まり そう だ 。 彼女 の 玩具 お も ちや は 壊 こ われ て し まっ た 。 


壊れ ぬ も の を 欲 ほ つ し た 日 々 も あっ た 。 


手 に 入ら な か っ た か ら 、 そ れ が 果たし て 何だ っ た の か 、 彼 女 に も 
わか ら な い 。 


「 で も 、 あ な た を 愛し て いた の よ 」 

憎 に くら し い 、 男 。 

いっ そ 引 き 和 裂 さ いて し まい た いと 願っ た こと も ある 。 だ が 、 可 能 
だ と し て も 、 そ れ は で き な い 。 き つく 止め られ て いる 。 どう やら あ 
の 男 は 必要 らし い 。 


「 や っ と - 一 」 彼女 は 西 の 彼方 か な た に 目 を や っ た 。「 も うす ぐ 終 わ 
る の ね .」 


そし て 、 始 まる の だ 。 


M . T . D . 深奥 ザ ・ デ ブス ・ 聖 堂 オ プ ・ デ プス 


その 部 屋 は 地下 深い 聖堂 の 奥 に 抱か れ て いる 卵 だ 。 


部 屋 の 主 で ある レイ ンド ゥ ラス ・ ヴ ィ シ ュ ク ラ ト ー 以 外 、 立 ち 人 
る こと は で き な い 。 な ぜ な ら 、 聖 堂 と その 部 屋 と を 結ぶ 通路 が 存在 
し な いか ら だ 。 隔 か く 離 りさ れ て いる が 、 ヴ ィ シ ュ ク ラ ト ー だ け は 
出入 り で きる 。 彼女 に は 通り 抜 ぬ ける 道 な ど 不 要 だ 。 正 確 に 吉 え 
ば 、 彼 女 は 常に ここ に いる 。 こ こ に いな が ら に し て 、 こ こ か ら 出 る 
こと も で きる 。 


蔵 巣 オー ヴ ア ル 。 


還 時 0 う で ER は CD TS 
いる 。 球体 の 全面 に ちり ば め ら れ て いる 無数 の 光 点 は 絶え ず 動 いて 
いて 、 片 時 も 静止 する こと が な い )。 


ヴィ シュ クラ トー は 球体 に 掌 て の ひら を ふれ させ て 、 光 点 の 移動 
と 明 め い 滅 め つ を 眺め て いた 。 


いや 、 明 滅 し て いる の で は な い 。 光 点 は 球体 の 表面 を 上 下 左 右 に 
動い て いる だ け で は な く 、 球 体 の 中 心 方 向 へ 沈 し ずん だ り けり 、 浮 か ん 
だ り も し て いる 。 そ の せい で 光 の 強 さ が 変化 し 、 明 減 し て いる よう 
に 見 える の だ 。 そ し て 、 ヴ ィ シ ュ ク ラ ト ー が 手 を あて て いる 箇 か 所 
し よ と その 付近 で は 、 明 る さ を 強 め る 光 点 より も 、 弱 まっ て ゆく - 一 
も は や ほとん ど 消 えよ うと し て いる 光 点 の ほう が 遥 は る か に 多い 。 


多 す ぎる ほど に 。 

「 あ あ 、 一 魂 た まし い が 落 ち て ゆき ます 。 落ち て 、 落 ち て ゆき ま 
す 」 

レイ ンド ゥ ラス ・ ヴ ィ シ ュ ク ラ ト ー は 人 な の か 、 童 り ゆ うつ な の 
か 。 答 え は ある 。 彼女 は 人 で も な く 、 竜 で も な しい)。 


一 終 ま と わ ぬ ヴィ シュ クラ トー の 肌 は だ は 乳白 色 に きら めい て い 
る が 、 よ く よ く 見 れ ば 真 し ん 珠 じ ゆ の ご と き 鱗 うろ こ に 導 お お われ 


て いる 。 さ な が ら 竜 の よう に 。 肌 と ほぼ 同じ 色 で 光 こ う 沢 た く が あ 
る 毛 も う 髪 は つも 、 長毛 竜 の 被 ひ 毛 も うに 近い 。 そ の 身体 か ら だ つ 
き は 人 に 似 て いな が ら 、 人 間 に は な い 尻 尾 し つぼ が 彼女 に は 備わっ 
て いる 。 彼女 の よう に 直立 二 足 歩行 する 竜 は 皆 か い 無 ひ むだ 。 そ の 睡 
ひと み に は 黒目 も 白目 も な く 、 た だ ひたすら 色とりどり の きら めき 
を 宿 し て いる 。 


人 で も な く 、 竜 で も な い 。 あえ て 吉 え ば 、 人 竜 だ 。 も と も と 人 竜 
だ っ た わけ で は な い !。 亜 あ 竜 りう ゆう ども が 地上 を 開か つ 歩 ぼ ば し て い 
た 時 代 、 ヴ ィ シ ュ ク ラ ト ー は 人 だ っ た 。 人 は 亜 竜 の 獲 え 物 も の で 、 
彼女 は 亜 竜 を 狩 か る 者 た ちの 一 人 だ っ た 。 生き 抜く た め に 亜 竜 を 導 

し 、 効 率 よ く 級 す た め に 亜 竜 を 研究 し た 。 そ の 生態 。 肉体 の 構造 。 
提 亜 竜 ど も は どこ か ら や っ て くる の か 。 彼女 は 人 と し て 初め て 

空 に 十 一 個 の 大 陽 石 が 輝 か が や く 竜 界 ド ラガ ンド に 足 を 踏 ふ み 入 
亜 章 を ふく め た 竜 た ち を 深く 知る こと に な り 、 や が て 童 界 の 秘 
密 に 接 し た 。 

竜 界 に は 神 が い る 。 竜 た ち が 神 し ん 竜 り ゆう と し て 恐 お それ 、 崇 

あがめ る 神 が 。 


神童 は 観念 的 な 存在 で は な い 。 実在 する 。 年 を 経た 竜 は 神 竜 と 
な っ て 竜 界 を 形 づ く り 、 支 える の だ 。 神 竜 は 竜 界 の 大 地 そ の も の 
で 、 も し 飛び た て ば 空 s を 覆う ほど 巨 きよ 大 だ い だ が 、 身 じ ろ ぎ も し 
な い 。 食べる こと も 飲む ひび こと も せ ず 、 呼 吸 だ け を 行い 、 半 ば 精神 的 
な 存在 と し て 、 彼 ら は ある 役割 を 果たし て いる 。 


マグ ニ デ ア 。 


神意 た ち が 精 神 の 住 すみ 処 か と し 、 厳 重 に 管理 し て いる 世界 が あ 
る こと を 、 彼 女 は 突き 止め た 。 


その 強固 で 広大 な 肉体 に よっ て 形成 され て いる 竜 界 は い 、 い わ ば マ 
グ ニ デ ア を 守る た め の 殻 か ら な の だ 。 


神 音 は マグ ニ デ ア の 管理 者 と な る べく 生み だ され た 。- 上 位 の 管 
理 者 た ち に よっ て 。 


マグ ニ デ ア と は 何 か 。 


魔 ま 術 じ ゆ つ 土 た ち は 、 そ の 実態 を 知ら ず に 、 無 意識 層 共 有 集 積 
領域 と 呼ん で いる 。 


彼女 は 球体 に 乳白 色 の 指 を 突 つ き 入 れ た 。 感 か ん 触 し よく は な 
い 。 球体 は 立体 的 に 映し だ され て いる だ け だ 。 マ グ ニ デ アグ ロー 
ブ 。 竜 の 、 竜 界 の 秘密 を 知り 、 人 竜 と な っ た 彼女 は 、 神 竜 た ちの よ 
うに 精神 体 サ イキ ユラ と し て マグ ニ デ ア に 入り こむ こと が で きる 。 
ー 部 の 魔術 士 も マグ ニ デ ア に 侵し ん 入 に ゆう し て いる が 、 彼 ら は 大 
海 の 小 あ さ 瀬 せ を 遊泳 し て いる よう な も の だ 。 神童 や 彼女 は 深海 ま 
で 潜 も ぐる こと が で きる 。 そ うし て 彼女 は マグ ニ デ ア の 全 ぜ ん 貌 ぼ 
う を 把 は 握 あ くし 、 そ の 状 じ よう 況 きよ う を リア ル タ イ ム で モニ 
ター する この マグ ニ デ アグ ロー ブ を 作り あげ た 。 


マグ ニ デ ア は 、 魂 一 アニ マ と いう 名 の 情報 体 が 泳ぐ 海 で あり 、 そ 
の 最深 部 に は アニ マ 中 央 処理 施し 設 せ つと も いう べき グラ ンコ ア が 
ある 。 アニマ は 生命 体 の 精密 な 設計 図 だ 。 そ れ を も と に 全 生 命 体 は 
生成 され る 。 世界 は 無限 で は な い 。 有限 の リソー ス を や りく り し て 
維 い 持 じ し て いる 。 アニマ を 構成 し て いる 情報 粒子 フォ オル マン に 余 
よ 剰 じ よ うつ う は ほとん ど な い 。 生々 流 る 転 て ん は リソー ス 管 理 の た め 
の シス テム だ 。 生命 体 が 死ん で 、 そ の 根本 で ある アニ マ が 利用 され 
な く な る と 、 マ グ ニ デ ア の 奥 へ と 沈み 、 グ ラン コア で 再 処 理 さ れ 
て 、 再 利用 され る 。 神 竜 の 精神 体 サ イキ ユラ は マグ ニ デ ア の 管理 者 
と し て これ を 制 せ い 御 ぎ よし て いる の だ 。 


マグ ニ デ ア は 無辺 だ 。 人 間 た ち が 異 界 と 呼ん で いる あり と あら ゆ 
る 世界 の 生命 体 の アニ マ が 、 グ ラン コア で 作ら れ て は 壊 こ わ さ れ 、 
また 作ら れ て 、 マ グ ニ デ ア を 満た し て いる 。 だ が 、 人 間 ほ ど 大 き な 
情報 体 を 持つ 、 す な わ ち 、 多 く の 情 報 粒子 フォ オル マン で 構成 され て 
いる 生命 体 は 他 に な い 。 人間 の アニ マ は 、 個 体 と し て も 総体 と し て 
も 最大 を 誇 ほ こっ て いる 。 


な ぜ な ら 、 人 間 は 特別 だ か ら だ 。 


当然 と いえ ば 当然 だ ろう 。 す べ て は も と も と 、 人 間 の た め に 用 意 
され た の だ か ら 。 

ゆがめ られ て し まっ た の だ 。 

本 来 あ っ て は な ら な いこ と な の に 、 個体 ご と の 情報 体 の 大 き さ は 


人 間 に 及 お よ ば な く て も 、 種 全体 の 情報 答 子 フ オ ルマン 量 で は 人 間 
と 比 ひ 記 け ん する 者 た ちがい る 。 


彼ら は 自ら を ヒト 、 あ る い は ニン ゲン と 称し よう し 、 人 間 世 界 に 
匹 ひ つ 敵 て きす る 規模 の 異 界 で 驚 は ん え い を きわ め て いる 。 


その 名 は 、 地 へ 獄 ル 。 


神々 に 反旗 を 翻 ひ る が え し て 争っ た 反逆 神 に よっ て 創世 され た と 
され る 世界 だ 。 


反逆 神 と は いえ 、 現 在 も 帝 て い 王 お うと し て 地獄 に 君臨 し て いる 
その 者 は 、 上 位 の 菅 理 者 で ある 神 だ 。 お そら く は その 権限 と 権能 に 
よっ て 、 地 獄 は 保護 され て いる 。 果 た し て 、 そ れ だ け な の か 。 


あら ゆる 世界 は マグ ニ デ ア と いう 海 に 浮 う か ぶ ふ 大 陸 や 島 の よう な 
も の だ か ら 、 そ の 意味 で 繋 つ な が っ て いる と 吉 え る が 、 も っ と 直接 
的 に 接し て も いる 。 世界 と 世界 が 接 せ つ 触 し よく し て いる 地点 に は 
異 界 の 謀 と びら が 口 を 開け て いて 、 行 き 来 で きる の だ 。 


人 間 世 界 と 地獄 も また 、 例 外 で は な い 。 誠 は 複数 存在 し て いて 、 
も っ と も 大 き な も の は ao 大 陸 北 西部 、 恐 怖 と エル デ 混 沖 エ イ の 疲 ニ 
オン の 大 穴 メ ガ ボ ロ ス に あっ た 。 サ ン ラ ンド 無 統治 王国 首都 エル デ 
ン の 貴 下 、 ア ンダ ー グ ラウ ンド D 1 と 呼ば れる 場所 に 、 そ れ は 現在 
も ある 。 人 間 世 界 と 地獄 の 最 辺境 オー バー 地帯 フロ ン テ イ ア は 直結 
し て いる の だ 。 


な ぜ こ の よう な 成り 立ち を 見 せる に 至っ た の か 。 す べ て が 人 間 の 
た め に 用 意 さ れ た の だ と し た ら 、 異 界 な ど 必 要 な い 。 た ぶん 異 界 は 
錯 諾 エラ ー に よっ て 生じ た の だ ろう つう 。 現 時点 で は 確か く 認 に ん する 
すべ は な い が 、 ヴィシュ クラ トー は そう 推測 し て いる 。 し か し 、 地 
獄 は どう だ ろう 。 


マグ ニ デ アグ ロー プ ブ に よる 観測 の 結果 、 人 間 世 界 の 情報 粒子 フ オ 
ルマン 量 は 他 の 異 界 の 情報 粒子 フォ オル マン を 吸収 する 形 で 次 第 に 増 
加 し て いる が 、 地 獄 の 情報 粒子 フ オ ルマン 量 も 同じ よう に 累 る い 増 
ぞう し て いる 。 さ ら に 、 人 間 世 界 の 情報 粒子 フォ オル マン 量 が 一 時 的 
に 低下 する と 、 地 獄 の 情報 粒子 フ オ ルマン 量 が その ぶん を 奪う つば っ 
て 増え る と いう 現象 も 確認 し て いる 。 


地獄 は 人 間 世 界 の 鏡像 の よう だ 。 そ う 振 ふる 舞 まい な が ら 、 地 獄 
は 人 間 世 界 を と っ て 食う 機会 を うか が っ て いる よう に も 見 える 。 ま 
る で 地獄 自体 に 意思 が ある か の よう だ 。 


ヴィ シュ クラ トー は マグ ニ デ アグ ロー プ の 奥深 くに 手 を の ば し 
て 、 グ ラン コア を 指先 で な ぞ っ た 。 途 と 端 た ん に 輝く 大 量 の 文字 と 
数 字 が 浮き あがっ て 表示 され た 。 表 示 は めまぐるしく 変化 し つづ け 


て いる 。 


念 こ の 瞬 し ゆん 間 か ん も 、 膨 ば ぼう 大 だ いな 数 の 光 点 が グラ ンコ ア 
めがけ て 沈 し ずん で ゆこ うと し て いる 。 マ グ ニ デ アグ ゲ グ ロープ ブ で は 視 
認 で き な い が 、 神 し ん 竜 り ゆう の 精神 体 サ イキ ユラ が それ ら の 光 点 
ー ア ニ マ を 一 定 の 速度 で 沈 ち ん 下 か させ 、 解 体 し な が ら 、 グ ラン コ 
ア へ と 導い て いる の だ 。 そ の 作業 に も 、 そ れ か ら グ ラン コア の 処理 
能力 に も 限界 が ある 。 そ の 限度 を 超 こ えた 場合 、 ど うな る の か 。 何 
が 起こ る の か 。 


ヴィ シュ クラ トー は すでに 一 度 、 そ れ を 経験 し て いる 。 当時 は そ 
の 原因 も 仕組 み も 不明 だ っ た 。 あれ は 偶 ぐう 発 は つ 的 な 事件 だ っ 
た 。 終 息 し て か ら 調 査 を 開始 し た 。 マ グ ニ デ アグ ロー プ も その 過程 
で 生ま れ た 副産物 だ 。 ア ニ マ を 直接 操作 する 試み か ら 、 鬼 そ 生 せい 
式 が 可能 に な り も し た 。 人 童 に と っ て も そう 短く は な い 時 間 を か け 
て 、 と うと うつ 解明 し た 。 


魂 限界 了 アニマ オー バー 突破 フロ ー。 


この 緊 き ん 急 き ゆ う 措 そ 買 ち が 発 動 す る と 、 再 処理 が 必要 な アニ 
マ は 一 人 参 に 沈下 し て 、 待 機 層 に 一 時 貯蔵 され 、 活 動 可能 な 神意 の 精 
神体 サイ キ ユ ラ が グラ ンコ ア に 集結 する 。 マ グ ニ デ ア 全 体 が 安定 す 
る まで 、 神意 の 精神 体 サ イキ ユラ は アニ マ の 再 処理 に 傾け い 注 ち ゆ 
うす る の だ 。 そ の 間 、 ア ニ マ は - 一 人 間 的 な 表現 を 用 いれ ば 、 死 者 の 
魂 は 、 ま っ し ぐら に 沈ん で いっ て グラ ンコ ア 周 辺 の 待機 層 に 落ち て 
し まつ 。 


魂 限 界 ア ニ マ オー バー 突破 フロ ー が 引き 起こ され れ ば 、 ゆ っ くり 
と 沈降 し て ゆく アニ マ を すく いあ げ て 、 こ れ を も と に 肉体 を 再生 成 
する 的 生 式 は 、 お むろ ん 不可 能 と な る 。 


そん な こと より も 、 死 者 の 魂 一 再 処理 待ち の アニ マ 、 大 量 の 情報 
粒子 フ オ ルマン が 待機 届 に 革 た くわ えら れ て いる こと の ほう が 重要 
だ 。 


地獄 は 人 間 世 界 を 食 ら お うと し て いる 。 
「 時 は 一 」 レ イン ドゥ ラス ・ ヴ ィ シ ュ ク ラ ト ー は 乳白 色 の 唇 くち び 


る を か すか に ゆる め た 。 光 点 の 沈下 速度 が 速 ま っ て いる 。 「 時 は 今 
まさ に 満ち よう と し て いま す よ 、 悪 ヒ 魔 上 の 子 よ 」 


サン ラン ド 無 統治 王国 首都 エル デン D 1 閉 へ い 鎖 さ 魔 ま 宮 
き ゆ う 


此 お ら さ き と 青 と 赤 に 彩 い ろ ど られ た 夜 で も な く 昼 で も な い 空 
に 、 五 つの 月 が 浮か ん で いる 。 月 は それ ぞ れ 桃 も も 色いろ 、 朱 し ゆ 
色いろ 、 黄 色 、 椅 だ いだい 色いろ 、 青 緑色 だ 。 赤 あか 紫 お ら さ き 色 
いろ の 海 が 白い 砂 す な 浜 は ま に 迫 せま っ て いて 、 波 打ち 際 ぎ わ で 有 崩 
くず れ か け て いる 砂 の 防 ぼ う 波 は 堤 て い を 、 赤 と 白 の 日 ひ 傘 が さ を 
持っ た 男 が 腰 こ し を 屈 か が め て せっ せ と 補 修 し て いる 。 


男 は 白 と 赤 と 黒 の ジャ ケッ ト を 着 て 腕 つ で まく り を し 、 フ リル を 
あし ら っ た ブラ ウス の 胸 を は だ け て 、 細 身 の ズ ボン は 膝 ひ ざ の あ た 
けり まで た くし あげ られ て いる 。 長い 白金 の 髪 か み の 毛 が 落 ちか か っ 
て 、 男 の 顔 を 隠 か くし て いた 。 男 は 波音 に 乗せ て 鼻歌 を 唄う た っ て 
いる 。 そ の 手 が 止 まっ た 。 


「ー あ あ .… そう か 」 男 は 腰 を の ば し 、 砂 まみ れ の 手 で 髪 を か き あ 
げた 。「 つい に その 時 が きた の だ ね 。 時 が 満ち て し まっ た の だ 」 


五 つ の 月 が な い 腹 を 抱か か えて 笑い だ し た 。 

不安 定 な 空 が 焼き すぎ た チー ズ ケ ー キ の よう に 硬 か た く な っ て 
さけ よう と し て いる 。 

若い 入 拓 ぶどう 酒 の よう な 海 は 静か だ 。 

千 の 名 と 千 の 姿 を 持つ 男 は 日 傘 を 放 ほ つっ て 砂浜 に 腰 を 下ろ し 、 
目 を 細め た 。 


「ー つ の 時 代 が 終わ ろう と し て いる ね 。 終 わる 時 代 が あり 、 始 まる 
時 代 が ある の な ら ば 、 私 は 愛 い と し い 花 は な 嫁 よ め を さら い に 行 こ 
う 。 り り ぃ 。 誰 だ れ よ り も 、 何 より も か わい らし いあ な た に 、 私 は 
この 世に 一 つ し か な い 指 輪 を 贈 お くろ う 」 


再び サン ラン ド 無 統治 王国 首都 エル デン 南 門 蹴 前 


ーー を 0 な らら ど は き 入 人 ない U で まう で ? だ っ た ら 、 あ な た は 
いっ た い ど うす る と いう の か し ら 、 サ フィ ニア .…… ! 」 


青白 い 輝 か が や き の 流 れ と な っ て 押し よせ て くる モー グ と その 弟 
子 に 追い まわ され て も 、 縦 じ ゆ う 横 お う 無 お 尽 じ ん に 天 翔 か ける 距 
り 羊 ダン シン グ シ ー プ に 襲 お そ わ れ て も 先回り され て も 、 マ チル ダ 
は 息 を 乱す こと すら な い 。 そ れ ど ころ か 、 こ の 状 じ よう 況 きよ う を 
心底 か ら 楽 し ん で いる 。 そ ん な ふつ に し か 見 えな い 。 


「 お 姉 様 を .… せ …… 止め ます .………… 9 だ し が し 1 」 

サフ ィ ニ ア の そば に いた ベティ が 、 ト モヨ が 吹 ふ き 飛 ば され た 。 
青い 炎 ほ の お が 渦 う ず 巻 まい て 天 を 衝 つ き 、 巨 島 と 化し て つめ た く 
燃え る 両 り よう 細 よ く を 羽 ば た か せ た 。 

蒼 そ つ 炎 えん の 巨 鳥 が 魔 ま 女 じ よめ が け て 飛ん で ゆく 。 


魔女 に 追い す が ろ うと し て いた 踊り 羊 が 、 巨 島 か ら 逃 の が れ て 叩 
さけ ん だ 。 「 一 訪 唱 放棄 アリ アレ ナン ス .…f……!? 」 


モー グ と その 弟子 も 嘘 き よ 離 り を と っ て 人 の 姿 を と り も ど し た 。 
( お 師 様 .…… ) (マチ ル ダ の 弟子 か 。 な ん と いう .… ) 


F『 そ れ で L1U1 の よ 、 サ フィ ニア 」,.,, ! 」 マ チル ダ は 笑い な が ら 速 度 
を 上 げた 。「 も っ と 、 も っ と 、 も っ と 解き 放ち な さい ! 一 億 人 に 
5 ! この 世界 を 滅 ほ ろば し か ね な いあ な た の 凶 き よう 運 う 


ん さえ も 、 わ た くし の も の な の だ わ .… ! 」 


蒼 炎 の 巨 島 は 室 を 凍 ! て つか せる よう に 焦 こ が し な が ら 魔 女 を 尾 
び 行こ うす る が 、 届 か な い 。 マ チル ダ は さながら 純白 の 光線 だ 。 速 
い 。 速 すぎ る 。 で も 、 何 だ ろう 。 何 か 変 だ 。 何 が 変 な の か 。 


マチ ル ダ は 南 門跡 あと に 突 つ っ こも うと し て いる 。 そ っ ち に は 帝 
て い 国 こく 軍 の 騎 き 馬 ば が うじ ゃ うつ じゃ いる の に 。 マ チル ダ は か ま 
わ ず 騎 馬 の 上 すれ すれ を 飛ん で 南 門跡 を 通り 抜 ぬ けた 。 蒼 災 の 巨 島 
が あと に つづ いて 、 大 勢 の 騎馬 た ち が な すす べ な く 雑 な ぎ 倒 た お さ 
れ た 。 


間もなく 首都 城 じ よう 壁 へ き の 向こう で マチ ル ダ が 急 き ゆ う 上 じ 
よう 昇 し よう する と 、 蒼 炎 の 巨 島 も 背 か け 上 あがっ た 。 


「 vou-de-vaall 」 


マチ ル ダ が 下 に 向け た 掌 て の ひら か ら 真 っ 白い 光 が あ ふれ て 、 蒼 
炎 の 巨 島 を 吹っ飛ば し た 。 


「 adras-moreal-toi-hades, 」 


その 光 が 一 消え 失う せ ず に 輝 き を 、 勢 い を 強め な が ら 広 が っ て ゆ 


「 ras-ende-enigma-DarabreSsS. 」 
さながら 白い 八 つ 首 の で か すぎ る 蛇 へ び の よう だ 。 


マチ ル ダ は 光 の 八 つ 首 蛇 に 抱い だ か れ て 、 他 ご う 然 ぜん と 唐 か た 
を そ び や か し 、 薄 うす い 胸 を 張っ て みせ た 。 


「 サ フィ ニア ! わた くし を 止め られ る も の な ら 止 め て ご らん な さ 
し ! で き な け れ ば 、 あ な た は わた くし 以外 の すべ て を 失う の 


サフ ィ ニ ア は 声 に な ら な い 叫 び 声 を あげ た 。 見 開か れ た 両 り よう 
眼 め や 口 か ら 雷 らい 光 こ うつ の よう な も の が 噴 ふ きだ し て いる 。 きら 
フィ ニア は マチ ル ダ を 止め る つも りら し い 。 で も 、 僕 は サフ ィ ニ 
を 止め な いと 。 そ ん な 気 が し て し ょ う が な いけ れ ど 、 サ フィ ニ 5 
マチ ル ダ を どう に か し て くれ な いと 、 た ぶん マリ アロ ー ズ た ちの 語 
は 由 ろ う 煽 そく の 火 よ り も 簡単 に 吹き 消さ れ て し まう 。 だ け ど 、 
や っ ぱり 変 だ 。 マ チル ダ は 脅 き よう 迫 は くし て いる だ け じ ゃ な し り 。 
明らか に サフ ィ ニ ア を 挑 ち よう 発 は つ し て いる 。 い っ た い 何 の た め 
に ? わか ら な い 。 わ か る は ず が な い !。 


サフ ィ ニ ア の 全身 か ら 蒼 炎 が 噴 ふ ん 出し ゆ つ し て 、 上 空 で 五 つ か 
六 つ の 頭 を 持つ 羽 を 生やし た 四 つ 足 の 獣 け も の - 一 し いて 吉 え ば 多頭 
細 よ く 獣 じ ゆ うと で も 表現 する し か な い 、 お ぞ ま し い 姿 を 形 づ く っ 
計 。 


蒼 炎 の 多頭 田 獣 が 駆 か け だ す と 、 光 の 八 つ 首 蛇 は な ぜ か が 後退 し 
た 。 逃 に げ る の か 。 そ の わり に は 急速 な 後退 じゃ な い 。 ゆ っ た り と 
退き な が ら 、 受 け 止 め ある よう に 蒼 炎 の 多頭 細 獣 を 迎 び ひか え 撃 うとう 
と し て いる の か 。 


蒼 炎 の 多頭 田 獣 が 猛 も う 然 ぜん と 光 の 八 つ 首 蛇 に 躍 お どり か か っ 


五 つ と も 六 つ と も つか な いい 頭 部 が 白く まばゆい 胴 ど う 体 た い に 猛 
然 と 食らい つく と 、 八 本 の 首 が の た うつ よう に し て 蒼 炎 の 多頭 細 獣 
に 絡 か ら み つい た 。 


光 の 八 つ 首 蛇 が 押さ れ て いる 。 蒼 災 の 多頭 細 獣 が 優勢 だ 。 
蒼 炎 の 多頭 田 獣 が 光 の 八 つ 首 蛇 を 突き 落と そう と し て いる 。 
首都 城壁 の 向こう だ 。 

そこ に は 帝国 軍 が いる 。 

Pk1 字 ね 、 サ フィ ニア 。.。 !」 


マチ ル ダ が 打ち あげ られ た よう に 垂直 上 昇 し て 、 光 の 八 つ 首 蛇 か 
ら 離 は な れ た 。 


蒼 災 の 多頭 細 獣 と 光 の 八 つ 首 蛇 が 組み あっ た まま 墜 つ い 落 らく す 
る と 、 白 い 光 と 青い 炎 が 入り 交じっ て 巻き あがり 、 ま た た く 間 に 南 
の 空 を 染め た 。 次 の 瞬 し ゆん 間 か ん 、 爆 ば く 炎 えん が あがっ て 、 立 
て つづ け に 爆音 が 轟 と どろ いた 。 も の すご い 黒 こく 煙 え ん だ 。 首都 
城壁 の 向こう が 燃え て いる 。 マ リア ロー ズ は へ た りこ ん で し まい そ 
うに な っ た 。 踏 ふん ば っ た と き に 気づい た 。 


地面 だ 。 
細か く 誠 ふ る えて いる 。 
今 も 続発 し て いる 爆発 の せい か 。 振 し ん 動 ど うつ は 強まり つつ あ 
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/ ま きか が 、。。。 ュ 」 ト マト クン が 中 うつ めく よう に 吉 っ た 。 ひ どく 顔色 が 
悪い 。 や つれ て いる よう に さえ 見 える 。 「 りり ぃ い 、 お 前 は 何 か 知 ら 
な い の か 」 

紅 の 見 か ぶ と が 中 央 か ら 左 右 に 割れ て 、 憂 つれ い を 帯び た 美しい 
女 の 顔 が あら わ に な っ た 。 「.……. わか ら な い 。 だ が 、 こ れ は - 一 」 


0 ボ SSS 0 」 マ リア ロー ズ は 膝 ひ ざ を 曲げ て 腰 こ し を 落と し 
た 。 や ば い 。 す ご い 揺 ゆれ だ 。 


「 マ リア ! 」 


アジ アン が 差し の べ て きた 腕 う で を 、 つ い 、 と っ さ に つか ん で し 
まっ た 。 す ぐに 後 こ う 悔 か いし た けれ ど 、 今 は 離す 気 に な れ な い 。 
調子 に 乗っ た の か 、 ア ジア ン は マリ アロ ー ズ を 抱 だ きよ せ た 。 そ れ 
は さす が に ちょ っ と 。 そ う 思 い は し て も 、 身 体 か ら だ に 力 が 入ら な 
し 1。 


Es 何 が か が 


地獄 の 最 辺境 オー バー 地帯 フロ ン テ イ ア 


「 い や あ 、 こ いつ は すご い |.…… ュ 」 エ リオ ッ ト は 帽 ぼ う 子 し の 鎧 つば 
を 押し あげ て た め 息 を つい た 。 


た また ま 最 辺境 オー バー 江 衣 220 UGC SSN SM 
うこ と に な る の だ ろう つう か 。 少 し 前 か ら 准 男 只 ツ エ ペ リ ア た ちの 動き 
が 一 気 に 活発 化し て 、 得 有 U ボ 信 スル ー ト が に ぎわ いい はじめ 
た 。 こ れ は 何 か あ る と 思い 、 大 急ぎ で 最 辺 境 オ ー バ ー 地 帯 フ ロン テ 
イア の 果て に ある 想定 前 線 八 イ ポ スラ イン に 了 駆け つけ た の だ が 、 ど 
つや ら 間 に あっ た よう だ 。 


エリ オッ ト は サー カー ンス と 呼ば れ て いる 青黒 い 岩 山 の 山 や ま 肌 
は だ に へ ば りつ いて 、 想 定 前 線 人 ルイ ポス ライ ン の 前 に ひし めく 数 十 
万 、 あ る い は それ 以上 の 悪魔 ニン ゲン た ち を 眺 な が め て いる 。 


彼ら の 前 に は 幅 は ば 三 メ ー テ ル 、 高 さ ニ メー テル ほど の 細い 通路 
状 の 空間 、 通 つう 稼 し よう 前 の ロボ トル ネツ ク 。 が の びている だ 
け で 、 他 ほか に は 何 も な い 。 大地 も 、 空 さえ も 、 こ こ で 途 と 切 ぎ れ 
て いる 。 最 辺境 オー バー 地帯 フロ ン テ イ ア は 文字 どおり 地獄 の 最 果 
て だ 。 地 獄 と いう 世界 は ここ で 終わ っ て いる 。 立ち は だ か る 和 無 の 断 
だ ん 崖 が い 絶 ぜ つ 壁 べ き 、 想 定 前 線 八 イボ スラ イン の 先 へ と つづ く 
瓶 の ロボ トル ネツ ク を 進め ば 、 人 の 住む 世界 へ と 達する こと が で き 
る の だ 。 


想定 ハイ ポ 侵 攻略 スル ー ト と は 、 地 じ 獄 ご く 帝 て い 王 お う の 子 、 
悪魔 大 会 グラ ン ヴ エリ オン アー マン の 所 領 に ある アラ フェ ルス 突撃 
要塞 ラ ツ シ ユ フ オ ー ト か ら 瓶 の ロボ トル ネツ ク へ と 至る 一 本 の 道 
(ag 聞い \ た と ころ に よる と 、 ア ラフ ェ ル ス 突 撃 要 寒 ラ ツ シ ユ フ オ ー 
ト は 自 走 する 機能 を 有 し て いて 、 有 事 の 際 に は 想定 イボ 侵 攻 路 ス 
ルー ト を 爆走 し て 大 軍 を 前 線 ま で 輸送 し 、 そ の まま 戦 せ ん 閣 と う 拠 
きよ 点 て ん に な る の だ と いう 。 それで は 、 有 事 と は 何 を 指す の か 。 
最 辺 境 オ ー バ ー 地 帯 フ ロン テイ ア に は 地獄 帝王 に 服従 し て いな い 論 
族 バ バリ ン た ち が ひ し めい て いる 。 彼 ら の 一 いつ 斉 せ い 蜂 ほう 起き 
が 想定 され て いる 有事 な の か 。 


そう で は ある まい |。 
エリ オッ ト は 目 を 凝 こ らし た 。 「 お お .…… 四 


瓶 の ロボ トル ネツ ク め が け て 想定 ハイ ボ 侵 攻 路 スル ー ト を 進軍 し 
て くる 悪 モ 魔 リノ た ちの 中 に 、 ひ と きわ 大 き な 姿 が ある 。 周 り の 悪 モ 
魔 リ / た ちと は 比べ も の に な ら な い 。 あ れ は 身 み の 丈 た け 十 五 メ ー テ 
ル を 超 こ える 巨 き よ 人 じん - 一 いや 、 巨 きよ 悪 ジ ど 魔 シア ドア ン ガ ル だ ろ 
う 。 一 人 や 二 人 で は な い 。 数 十 か 、 数 百 か 。 各 駐屯 地 キ ヤン プ で ド 
アン ガル 使い に よっ て 拘 こ う 束 そく され 、 調 教 さ れ て いた ドア ン ガ 
ル た ち が 、 こ の 地 に 集結 し よう と し て いる の だ 。 


2 が た だ の つて ?」 


有事 と は 何 か 。 エ リオ ッ ト は 長年 に わた る 地獄 巡 め ぐり の 経験 や 
えら れ た 知識 を も と に ある 仮説 を 立て て いる 。 だ が 、 瓶 の ロボ トル 
ネツ ク は ニニ メー テル x 三 メー テル だ 。 十 五 メ ー テ ル 超 ちよ う の ド ア 
ン ガ ル は し ゃ が も うと 腹 は ら 遠 ば い に な ろう と 入り こむ こと は で き 
な い 。 そ も そ も 、 瓶 の ロボ トル ネツ ク と いう 名 の と お り 、 こ の 通路 
は あま り に も 狭 せ ます ぎる 。 ドア ン ガ ル は さて お き 、 こ れ だ け の 悪 
モ 魔 リ / た ち が 通 り 抜 ぬ ける だ け で も 気 が 遠 く な る ほど の 時 間 が か か 
る だ ろ っ つ 。 


エリ オッ ト は 想定 前 線 八 イ ポ スラ イン と 悪 ヒ 上 魔 ト タビ 々 ト が 呼ん 
で いる 無 の 断崖 絶 有 所 に 目 を や っ た 。 無 は 暗く ら 闇 や み と し て 知覚 さ 
れる 。 や は りこ れ か 。 想定 前 線 八 イボ スラ イン に 何 か が 起こ る 。 も 
し く は 、 何 か を 起こ す 。 そ れ に よっ て 、 有事 は 引き 起こ され る の で 
は な いか 。 


あれ か ? 」 エリ オッ ト は 瓶 の ロボ トル ネツ ク の 前 に 視線 を 向 


2 


書 魔 ニ ン ゲ ン た ちの 最前 列 に 大 き な 荷 車 が ある 。 や け に 古び て い 
て 、 一 いつ 切 さ い 飾 か ざり 気 が な い 。 粗 そ 未 まつ と いっ て も いい 木 
製 の 荷車 だ 。 そ の 荷台 の 上 に 黒い 物体 が 載 の せら れ て いる 。 


あれ は 何だ ろう 。 巨 きよ 大 だ いな 鳥 と り 籠 か ご の よう な 形 を し て 
いる 。 黒い 布 か 何 か を か け て ある の か が 。 


鎧 よろ い 児 か ぶ と に 身 を 包ん で いる 一 人 の 悪魔 ニン ゲン が 履 お お 
い を は が し た 。 中身 は や は けり 大 型 の 鳥 籠 だ っ た 。 い や 、 橋 お り と 
吉 う べき か 。 何者 か が 囚 と ら わ れ て いる 。 エ リオ ッ ト は 息 を の ん 
だ 。「 一 な ん と 」 


痩 や せ て いる と いう より も 華 き や 秦 し や で 、 男 と も 女 と も つか な 
い 身 体つき だ 。 白 い 。 絵 の 具 を 塗 ぬ り た くっ た よう に い 肌 は だ 
だ 。 髪 か み の 毛 は や や 黄ばん で いる が 、 汰 も く 浴 よく し て 汚 よ ご れ 
を 落と せ ば 淡 あ わく 輝 か が や きだ す だ ろ う 。 肌 に し て も 、 エ リオ ッ 
ト が 以前 、 出 くわ し た と き は も っ と 透 と う 明 めい 感 か ん が あっ た 。 


患 魔 で は な い 。 
人 で も な い 。 


神 し ん 霊 れ い ジ ャ ニス ・ イ デル と 悪魔 大 公 グ ラン ヴ エ リオ ン ア ー 
マン の 息 お むす 子 こ だ と いう が 、 性 別 と いう も の が ある の か どう か 。 
あれ は 費 に え の 園 その だ っ た 。 エ リオ ッ ト は 渦 う ず 巻 まく 黒 砂 さ 漢 
ば く の 縦 断 を 人 在 く わ だ て て 、 そ の 半ば で 僚 う え 、 か わき 、 疲 ひ 労 
ろ つ 、 そ し て 負傷 が 原因 で 一 歩も 動け な く な っ た 。 そ こ に 通り か 
が か つた 。 


半 神 半 魔 の 見 捨て フ オ ー ら れ 子 セイ カン , ヨ ヴ ィ ・ イ デル は 裸 
ら 形 ぎ よ うだ っ た 。 エ リオ ッ ト の そば に し ゃ が み 、 色 の な い 瞳 ひと 
み で 顔 を の ぞ き こん で きた 。 エ リオ ッ ト は 思わ ず そ の 部 分 を 確認 し 
て し まっ た 。 ヨ ヴィ ・ イ デル の 下腹 部 に は 幼虫 の よう な 除い ん 茎 け 
いと 小さ な 陰 い ん 圭 の う が ぶ ら さ が っ て いた が 、 陰 いん 大 し ん も 備 
わっ て いた 。 ヨ ヴィ ・ イ デル は か すか な 笑え み を 浮 う か べ て 吉 っ 
た 。「 し ね ば いい の に 」 


母 で ある 神霊 に も 父 た る アー マン に も 捨て られ た の だ と か 、 神 か 
ら も 悪魔 か ら も 逃 に げ て いる の だ と か 、 諸 説 あ る が 、 い ずれ に し て 


も ヨ ヴ ィ ・ イ デル は さま よう 者 で ある は ず だ っ た 。 ヨ ヴィ ・ イ デル 
ほど 自由 自在 に 三 千 世界 を うろ つい て いる の は 、 光 輝 神 ルキ フ ア エ 
ル ソ オ ル く らい の も の だ ろう 。 旅 を 心から 愛す る 者 た ち に と っ て 、 
ヨ ヴ ィ ・ イ デル は ある 種 の 道標 だ 。 人 生 は 旅 で あり 、 旅 の 中 に 己 お 
の れ の 人 生 が ある と エリ オッ ト は 考え て いる 。 だ か ら 、 ヨ ヴィ ・ イ 
デル と の 出会い は 大 切な 思い 出 だ 。 な ぜ あ の ヨ ヴ ィ ・ イ デル が 。 捕 
ほ 纏 ば くさ れ た の か 。 な ぜ 。 何 の た め に 。 


も うす く ぐ 世 明 し そう だ 。 


悪 魔 ニ ン ゲ ン た ち が 和 荷車 を 押し は じ め た 。 長身 で 、 七 本 の 剣 け ん 
を 育 に 負い 、 編 ん だ 長い 髪の毛 を 振 ふ り 乱 し な が ら 指 示 を 出し て い 
る 青い 肌 の 悪 モ 魔 ノ に は 見 覚え が ある 。 剣舞 の メン チ ド ・ 大 公 変 八 
イヴ エリ オン タイ ダル ・ ク ライ シズ 。 地 獄 に 六 十 六 人 いる 公爵 、 そ 
の 中 で も 大 公 諸 と 移し よう され る 七 人 の うち の 一 人 だ 。 


荷車 が 瓶 の 口 ボ トル ネツ ク に 進入 し よう と し て いる 。 も う 入 っ 
た 。 タ イダ ル が 合図 を し て 、 悪 魔 ニ ン ゲ ン た ち が 人 荷車 を 押す の を や 
め た 。 タ イダ ル が 背中 か ら 剣 を 二 本 抜 き 、 進 み で て 、 い っ た い 何 を 
し よう と いう の か が 。 悪 魔 ニ ン ゲ ン た ち は 一 様 に 口 を つ で ん で い る 。 
静か だ 。 な ぜ そ ん な こと を 。 


タイ ダル の 剣 が 棋 の 中 に いる ヨ ヴ ィ ・ イ デル を 刺さ し 貫 つ ら ぬ い 
た 。 AHIAHHHHH と ヨ ヴ ィ ・ イ デル が 身 を よじ っ て 慈 鳴 を あげ 
た 。 タ イダ ル は ヨ ヴ ィ ・ イ デル に 刺さ っ て いる 二 本 の 剣 を て その まま 
に し て 、 新 た に 二 本 の 剣 を 抜い た 。 そ し て 突 つ き 刺 し た 。 ALIAH 
HHHHHHH。 さ ら に 二 本 。 AlIIAHHHHHHHHHHHHH 
H。 最 後 の 一 本 は ヨ ヴ ィ ・ イ デル の 後頭 部 に 叩 た た きこ まれ て 両 過 
の 間 か ら 突 きだ し た 。 ALIAHHHHHHHHHHHHHHHHH 
HH。 エ リオ ッ ト は 顔 を し か め た 。 何 と いう 声 だ ろう 。 臓 ぞう 有 剛 ふ 
が 激しく 揺 ゆ さぶ られ 、 引 っ か きま わ さ れ て いる 。 そ ん な ふう に 感 
じ ら れ る 。 AHAHHAHHHAHHHHAHHHHHH H H 
AHHHHH 日 HH H 日 H H H HH H H 
H HH H 日 HHHHHHHHH。 


ヨ ヴ ィ ・ イ デル は 色いろ 鮮 あ ざ や か な 青い 血 を 撤 ま き 散 らち し な が 
ら 叫 さけ ん で いる 。 エ リオ ッ ト は 頭 を 振っ た 。 目 が 回 っ て いる 。 ど 
うし て だ 。 お か し い 。 無 の 断 だ ん 崖 が い 紙 ぜ つ 壁 べき が 面 う ご めい 
て いる 。 ま る で 人 和 鳥 と り 肌 は だ が 立っ て いる か の よう だ 。 暗闇 の 表面 
が 票 あわ 立 だ っ て いる 。AHHH HH HH HH AHH HH 
HHH AHHHHHHHHHHH 日 日 HHH H HHH 


H AHHHHHHHH HHHHHH AHHH AHH AH 
HHHHHHH HH 日 HHH HHH HHHH。 


「 あ 、 あれ は - 一 」 エリ オッ ト は 目 を 皮 み は っ た 。 「 ヨ ヴィ ・ イ デル 


瓶 の ロボ トル ネツ ク が 少し ずつ 、 徐 じ よ 々 じ よ に 、 広 が っ て ゆ 


oO 


タイ ダル が 腕 う で を 振り あげ て みせ る と 、 悪 魔 ニ ン ゲ ン た ち が 一 
いつ 音 斉 せ い に 歓 か ん 声 せ い を あげ た 。 こ れ か 。 


これ が 有事 な の か 。 


サン ラン ド 無 統治 王国 首都 エル デン 南 門 蹴 前 


と だこ だ つう すれ ュ 」 マ リア ロー ズ は 思わ ず ア ジア ン の 
顔 を 見 て し まっ た 。 


アジ アン は 一 いつ 瞬 し ゆん だ け マ リア ロー ズ と 目 を 見 あわ せ て 、 
すぐ さま 四 囲 に 視線 を 巡 め ぐら せ た 。 「 魔 ま 術 じ ゆ つ 、 な の か .…… 
で も 、 マ チル ダ の 仕 し 業 わ ざ じ ゃ な さそ うだ し ネ 」 


(な ん た る こと だ ) 
モー グ の 声 が 頭 の 中 で 響 ひ び い た 。 
( エル デン が 揺 動 し て お る 。 こ の 街 全体 が ) 


超 ち よう 覧 けん 者 じ や は 弟 で 子 し と 一 いつ 緒 し よ に 空 を 飛ん で い 
る か ら 、 か な り けり 遠く まで 見 み 渡 わた すこ と が で きる は ず だ 。 


「 え ーー じゃ あ 、 え .… せ … ?2 エル デン が や ば いっ て こと .……… ? 」 


「 ベティ! 」 ア ジア ン が 後ろ を 向い て 叫ん だ 。「 と りあ え ず いっ た 
ん 外 に 出る ! 」 


「 外 っ て - 一 」 ベ ティ が 何 か 吉 お うと し た 。 そ の 瞬 し ゆん 間 か ん だ っ 
た 。 


恐ろし く 巨 大 な も の が 地 の 底 か ら 突 き あ げ て きた 。 
そう と で も 思う し か な い 衝 し よう 撃 げ きだ っ た 。 


お そら く エ ルデン の 中 に いる 者 全員 が 、 二 十 サ ンチ か そこ ら は ば 跳 
と びあ が る 羽目 に な っ た は ず だ 。 ア ジア ン で さえ 「 お っ .…… 『 ぶ 志 
いう よう な 声 を も らし て 体勢 を 月 くず し か けた くら い だ か ら 、 転 て 
ん 倒 と うし た 者 も 少な く な い だ ろ っ つ 。 


見 れ ば 、 マ クス ペイ ン ・ ス トリ ー ト の 西側 に 建ち 並ん で いる 雑多 
な 建物 の 一 部 が 崩 ほ う 壊 か いし て いた 。 舗 ほ 装 そ うさ れ た 道 も あ ち 
こち に 亀 き 裂 れ つが 入っ て いる 。 


US し つか りつ が まっ つて ! 」 ア ジア ン は マリ アロ ー ズ を 
横 よ こ 抱 だ き に し て 駆 か け だ し た 。 


「⑯、 で も 、 待 っ 一 モリ ー と か リー チェ と が アサ イラ ム の 人 た ち 
60 ! 」 


「 ま ず は 退路 を 確 保 し て か ら だ ヨ ! そう し な いと 、 彼 ら を 連れ て 
きた は いい けど 行き 場 が な いな ん て こと に な りか ね な い ! 」 


yg F ! 」 た し か に そう つか も し れ な いけ ど 。 正論 で 切り 返さ 
れる な ん て 。 よ り に も よっ て 、 こ いつ に 。 マ リア ロー ズ は アジ アン 
の 腕 か ら 逃 の が れ よ うと し て 果たせ ず 、 そ れ で も 必死 に 身体 か ら だ 
を の びあ が ら せ て 誠 か た 越 ご し に 後ろ を 見 た 。「 カ タリ ! ユリ 
力 .………… 1!」 


ピン パー ネル が ユリ カ を 抱き あげ て 走り だ し て いた 。 左 足 が あ の 
状態 な の に 、 人 一 人 運ん で 走れ る な ん て 。 ル ー シ ー は ユリ カ の 左腕 
と カタ リ の 右腕 を 持っ た まま 、 カ タリ を 助け 起こ そう と し て いる 。 
カタ リ は 断っ て 立ち あがり 、 根 性 で 突っ 走る つも りら し い 。 ル ー 
シー と 、 そ れ か ら ハ ニー を 背負 っ て いる き ゅ ー が 、 カ タリ を 磯 か ば 
う よ う に その 後ろ に つい た 。 ベ ティ と トモ ヨ に つなが され て 、 サ 
フィ ニア も こっ ち へ 向かっ て こよ うと し て いる 。 ファニー・ フ ラン 
ク た ち は 知 ら な い 。 どう で も いい し!。 


前 を 向く と 、 ト マト クン が こっ ち を 見 て いた 。 目 を 見 開い て 、 歯 
を 食い し ば っ て いる の に 、 顎 あご が 落ち て 口 が 開い て いる 。 憎 が く 
然 ぜ ん と し て いる の か 。「- 一 りり ぃ 、 歩 け 」「.…… だ か ら 、 そ うす 
る と さっ きも 吉 っ た だ ろう が ! 」 


トマ トク ン は りり ぃ を 下ろ し て 身 を 徳 ひ る が え し た 。 「 行く 
し 08 間 1」 


まる で 尻尾 し つぼ を 巻い て 逃げ よう と し て いる みた い だ 。 ト マト 
クン の 後ろ 姿 か ら そ ん な EH 象 を 受け た こと に マリ アロ ー ズ は 動 どう 
揺 よ うし た 。 な ぜ だ か 何もかも 間 ま 違 ち が っ て いる よう な 気 が し て 
し ょ うつ が な い 。 離 は な し て 。 離し て よ 、 ア ジア ン 。 頼 た の むか ら 、 
離し て 。 声 に な ら な い 。 身体 も 動か な い 。 


震 し ん 動 ど つう は つづ いて いる 。 荷物 みた い に 運 ば れ て いて も 、 揺 
れ が 伝わっ て くる 。 


りり ぃ は まだ 本 調子 で は な いよ うだ 。 長 すぎ る 手足 を 持て あま し 
て いる か の よう で 、 走 り 方 が ぎこちない 。 


アジ アン は す ぐに けり ぃ を 抜 ぬ き 去 っ た 。 追 い 越 こし た 直後 、 素 
す 顔 が お の りり けり ぃ と 目 が あっ た 。 表 情 は 読み と れ な か っ た 。 


南 門 跡 あ と は 騎 き 馬 ば の 慣 し か ば ね に ほとん ど 埋 うめ つく され て 
いた 。 ト マト クン は 団 る い 々 る いた る 死 し 良し を 容 よ う 散 し や な く 
省 ふ み 越 えて ゆく 。 ア ジア ン は ほとん ど 彼 ら を 踏ま ず に 飛ぶ よう に 
駆け た 。 南 門跡 の 向こう は 火 と 煙 け お むり の 海 だ 。 あ れ で 帝 て い 国 こ 
く 軍 が 全 ぜ ん 滅 め つ し た と は 思え な い が 、 生 き 残 り は 後退 し た の だ 
ろう 。 生き て 動い て いる 者 の 姿 は な い 。 倒 た お れ て 黒く ろ 焦 こげ に 
な っ て いる 騎馬 や 、 炎 えん 上 じ よ うし て いる 戦車 ば か り だ 。 煙 けむ 

マリ アロ ー ズ は 咳 せ きこ ん だ 。 煙 いな ん て も の じゃ な い 。 目 も 
痛い 。 


「 外 は 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ だ .…… ! 」 ア ジア ン が 叫ん だ 。 


この 有 様 で 大 丈夫 も くそ も へ っ た くれ も な いよ うつ な も の だ けれ 
ど 、 ア ジア ン が 吉 い た い の は そう いう つこ と で は な い だ ろ う 。 地面 
だ 。 岩 動 し て いな い 。 振 ふり 返る と 、 弟 都城 じ け よ う 壁 へ き は 央 ふ る 
えて いた 。 地 じ 響 ひび き に 混じっ て 、 肌 さ ける よう な 、 誠 は が れる 
よう な 、 こ じ 開 けら れ よ うと し て いる か の よう な 音 も 聞こ える 。 けり 
け ぃ が 南 門 跡 か ら 出 て きた 。 ピン パー ネル も 。 ユ リカ は 大 丈夫 な の 
か 。 カ タリ は 空 元 気 を 出す 程度 の 元気 は ある みた い だ 。 ルーシ ー 
が 、 き ゅ ー が きた 。 ハ ニー は き ゅ ー の 背中 で ぐっ た り し て いる 。 
や っ ぱり つら い の か 。 トモ ヨ 、 ベ ティ 、 サ フィ ニア に つづ いて 、 
ファ ニー・ フ ラン ク と ジャ ン ・ ス タン バッ ク 以 下 、 E F A の 連中 が 
転がり 落ち て きた 。 有 段差 が あっ た わけ じゃ な い 。 段差 が で きた の 


首都 城壁 が いき な り 高 く な っ た 。 城 壁 だ け じ ゃ な い 。 エ ルデン 自 
体 が せり あがっ た 。 五 十 サ ンチ くら い だ ろ つか 。 そ れ が 一 回 目だっ 
た 。 ニ 二 回 目 は すぐ で に きた 。 次 は ゆっ くり だ っ た 。 と て つも な い 音 を 
立て な が ら 、 じ わ じ わ と 一 メー テル くら い 持 ちあ が っ た 。 


ニュ ニー ーー ニー ニー ーー ニー ーー ニー ニー ニー ニュ ニュ ーー 


マリ アロ ー ズ だ け じ ゃ な い 。 み ん な エル デン に 目 を 奪う ば われ て 
いる 。 首 都城 壁 は 地面 の 下 ま で つづ いて いた 。 さ っ きま で 地表 だ っ 
た 位置 か ら 下 に は 土 が 付着 し て いる 。 間もなく 三 回 目 が 始ま っ た 。 
首都 城壁 は た だ で さえ 高い の に 、 も っ と 背 せ 伸 の び を する つも りな 
の か 。 も つう つか つて の 地表 面 は 地上 か ら 三 メー テル ほど の 高み に 達し 
て いる 。 止まら な い 。 そ れ ど ころ か 、 速度 が 増し て いる 。 そろそろ 
四 メ ー テ ル だ 。 ど うな っ ちゃ っ て る ん だ よ 、 こ れ 。 


も う 何 メー テル と か よく わか ら な い 。 つ い に 首 都城 壁 が その 全 ぜ 
ん 貌 ぽう を 現し た 。 底 だ 。 首都 城壁 の 底 が 見 えた 。 そ れ で も エル デ 
ン は 上 じ よ う 昇 し よう し つづ け て いる 。 低い 、 た だ 、 か な り 大 き 
な 、 喘 うな り 声 みた いな この 音 は 何だ ろう つ 。 土 や ら 石 や ら も っ と 巨 
きよ 大 だ いな 何 か の 破 は 片 へ ん や ら が 絶え 間 な く 落 下 し て いる 。 エ 
ルデン か ら だ 。 土 ど 砂 し や と 一 緒 に 地下 の 構造 物 が 壊 こ われ な が ら 
選 は く 沙 らく し て いる の か 。 嘘 うそ みた い だ 。 こ の 目 で は っ きり と 
見 て いる の に 、 ど うし て も 信じ られ な い 。 マ リア ロー ズ は 円 い 首都 
を 見 上 げ て いた 。 


「 エ ルデン が 、 浮 うつ いて る 」 


the arrivalmof Calammitage めく へ 8 る 、 


「 大 丈夫 だ ! 何 が あっ て も 、 わ た し が 守る ! 大 丈夫 だ か 
1 0 チェ は し ゃ が みこ ん で いる 子供 た ちの 背 ョ 中 を 
当 に 大 丈夫 な の か 。 ペア トリ ー チェ に も よく わか ら な い 。 身 体 を 
張っ て 、 自 分 が 子供 た ち を 、 患 か ん 者 じ や た ち を 、 職 員 た ち を 守 
る 。 そ の 覚 か く ! 旨 ご だ け は 揺 ゆ ら が な い 。 で も 、 覚 悟 だ け で は 。 状 
じ よ う 況 きよ う が つ か め な い 。 岩 動 は ID ま っ た よう だ が 、 揺 れ の よ 
つ な も の は 感じ る 。 気持 ち 悪い 。 身体 が 下 の 方 向 に 押し つけ られ て 
いる 。 そ ん な 感覚 が ある 。 気 の せい だ ろう つか 。 空 が 流れ て いる 。 い 
や 、 気 の せい な ん か じゃ な い 。 雲 だ 。 雲 の 位置 が 刻 一 刻 と 変わ っ て 
いる 。 も し か し て 、 飛 ん で いる の か 。 飛ん で .……『…. 2? そん な わけ が 
な い 。 だ っ て 、 こ こ は エ ルデン だ 。 ベ アト リー チェ た ち は エ ルデン 
の 中 に いる 。 飛ぶ ぷ ぶな ん て 、 そ ん な 。 で も 、 遠 くに 見 える 南 門 跡 の 向 
こう の 景色 が 。 火 も 煙 も 見 えな い 。 空 だ 。 白 っ ぽい 空 し か な い 。 母 
様 .。。。.、 ! 


ベア トリ ー チ ェ は モリ ー・ リ ッ プ ス の 姿 を 探 そ うと し て 、 こ ら え 
た 。 わ た し が 動揺 し て どう する 。 子 供 た ち は も っ と 不安 な ん だ 。 わ 
た し は し っ か り けり し な いと いけ な い 。 ど うつ で あれ 、 何 が 起こ っ て いる 
の だ と し て も 、 わ た し が や る べき こと は 変わ ら な いん だ 。 マ リア 
ロー ズ 。 お 前 は エル デン の 外 に 出 た の か 。 無事 な の か 。 無事 だ と 信 
じたい 。 信 じ る ん だ 。 今日 まで 何 度 と な く 危 な い 目 に 遭 あ いな が ら 
も 切り 抜け て きた ん だ か ら 。 マ リア ロー ズ に は 頼 た の も し い 仲 間 が 
つい て いる ん だ か ら 。 わ た し は わた し の 守る べき も の を 。 


「 な 、 何 だ 、 あ れ は .………!? 」 誰 だ れ か が 叫ん だ 。 後退 を 手伝っ て く 
れ て いる 秩 ち つ 序 じ よ の 番 人 後 備 隊 の 隊 士 だ 。 ど こ か を 指さし て い 
る 。 上 空 一 北 の ほ うだ 。 鳥 .… ひ … ? エル デン に も 、 も ちろ ん 鳥 は い 
る が 、 あ れ は 大 きい 。 大 きす ぎる 。 数 も すご い 。 飛 ん で くる 。 こ っ 
ちの ほう へ 。 


あっ と いう 間 だ っ た 。 鳥 た ち は も うす ぐ そ ば まで 迫 せ まっ て い 
る 。 違 ちがう 。 腕 う で の 代わ り に 細 つ ば さ を 生 や し て いて 、 全 身 が 
羽毛 で 覆 お お われ て いる 人 間 。 そ ん な 姿 を し て いる 。 鳥 じゃ な い 。 


呈 凡 ジャ ヤ ドー だ と.。。 !?」 ジ ャ ッ タ ー 医 士 の 野 大 い 声 が 聞こ え 
た 。 ジ ャ ドー。 見 た こと は な い が 、 ベ アト リー チェ も 名 前 くら い は 
知っ て いる 。 鳥 人 ジャ ドー と いっ た ら 、 ア ンダ ー グ ラウ ンド D11 フ 
リア ウ 逆 密林 に 棲 せ い 息 そく し て いる 異 界 生 物 フ リー クス だ 。 


ジャ ッ タ ー 医 士 は 侵入 者 クラ ツ カ ー た ちと アン ダー グラ ウン ド に 
潜っ て いた 時 期 も も ある らし い 。 そ れ で 詳し い の だ ろう 。 で も 、 な ぜ 
ジャ ドー が 、 異 界 生 物 フ リー クス が 、 こ ん な と ころ に 。 お か し い 。 


アン ダー グラ ウン ド の 異 界 生物 フリ ー ク ス た ち は 地 上 に 出 て こら 
れ な い は ず だ 。 古代 九 く 頭 ず 竜 りう ゆう の 呪 の ろ い 。 本当に そん な も 
の が ある の か 。 疑 いた くも な る が 、 実 際 、 異 界 生 物 フ リー クス が エ 
ルデン を 較 か つ 歩 ば する よう な 事態 に は な っ て いな い 。 た だ 、 何 年 
か 前 に 一 度 、 暫 賜 と か げ 人 た ち が ア ンダ ー グ ラウ ンド か ら 出 て き て 
暴れ まわ る 事件 が 起こ り 、 古 代 九 頭 意 の 呪い が 破 ら れ た と いう 噂 う 
わ さ が 流れ て 大 お お 騒 さ わ ぎ に な っ た も の の 、 結 局 、 す ぐも と ど お 
け ) に な っ た 。 


これ は あの 事件 の 再来 な の だ ろう つか 。 


「 隊 士 の 皆 み な さん は 迎 げ い 撃 げき の 用 意 を .… ! 」 ベ アト リー 
チェ は 声 を 張り あげ て モト ロー ル 有 刀 を 抜い て か ら 、 ジ ャ ドー た ち が 
襲 お そい か か っ て くる 可能 性 を 考え た 。 そ うだ 。 あ いつ ら は 仕 し 掛 
か け て くる 。 そ の つも り で いた ほう が いい 。 そ うし な いと いけ な 


い 。「 一 武器 を 持っ て いる 者 は た だ ち に 準備 し ろ ! 持っ て いな い 


者 は 逃 に げ る ん だ ! 早く .…… 1 」 
ジャ ドー た ちか が 急降下 し て くる 。 南 門跡 あと か ら 退 いて きた 総 


以下 親衛 隊 や 各 下 属 隊 、 突 と つ 撃 げき 隊 、 遊 撃隊 、 守 護 隊 、 警 けい 
避 ら 隊 、 無 名 隊 で 構成 され る 本 隊 の 合流 は まだ か 。 もう少し か か り 
そう だ 。 間 に 合う か 。 無 理 だ 。 そ れ ま で し の ぐし か な い 。 どう や っ 
で っ 


直上 か ら 沙 下 し て きた 。 そ うと し か 思え な か っ た 。 ベ アト リー 

チェ は と っ さ に 有 刀 を 振 ふ りあ げた 。 ジ ャ ドー が 地面 に 激 げ き 突 と つ 
し た 。W 斬 きっ た か 。 手 て 応 ご た え は あっ た 。 ま た くる 。 斬れ 。 叩 っ 
斬れ 。 こ いつ ら は 足 の 爪 つ めで 獲 え 物 も の を 引き 肝 さ く 。 あ る い 

は 、 つ か ん で 持ち あげ る つも り だ ろう 。 そ れ く らい は 見 れ ば わか 

る 。 わ か っ て し まえ ば 対処 は 簡単 だ 。 問 題 は 数 が 多い こと だ 。 


ベア トリ ー チ ェ は 右 へ 左 へ 跳 と ん で 刀 を 振る い 、 次 々 と 落ち て く 
る ジャ ドー た ち を 斬り 伏 ふ せな が ら 歯 は 噛 が み し た 。 声 が も れる 。 
腸 は ら わ た が ちぎ れ そ うだ 。 ジ ャ ドー が まだ 小さ な 子供 の 頭 を 驚 わ 
し づか み に し た 。 あ あ 、 ロ ニー。 あ の 子 は まだ 七 歳 だ 。 ロ ニー は 慈 
鳴 を あげ る こと も で き な か っ た 。 ジ ャ ドー が 飛び あがっ た 瞬 し ゆん 
間 か ん 、 も う 首 の 骨 が 折れ て いた か ら だ 。 馬車 の 事故 で 失っ た 両 り 
よう 腕 う で を 再生 する た め に 入院 し て いた サイ デル さん は 、 ジ ャ 
ドー の 爪 で 顔面 を めちゃ くち ゃ に され て 一 いつ 瞬 し ゆん で 事 切れ 
た 。 やさしく て いつ も 前 向き な サイ デル さん は 、 名 の 知れ た 鍵 け ん 
盤 ば ん 楽器 の 演奏 家 だ っ た 。 腕 が 治っ た ら 、 ア サイ ラム で 独奏 会 を 
開い て くれ る と 約束 し て くれ て いた の に 。 髪 か み の 毛 が きれ いな エ 
リス の 身体 か ら だ が 雷 を 舞 ま っ て いる 。 ジ ャ ドー た ち が 空 中 で エリ 
ス を 投げ 渡 わ た し あっ て いる の だ 。 や め て くれ 。 わ た し が 本 て い 裸 
ね い に 髪 を 棋 と か し て あげ る と 、 ひ どく 喜ん で くれ た エリ ス 。 ま だ 
九 つ だ っ た 。 エ リス が ば ら ば ら に な っ て し まう 。 も うな っ て いる 。 
な ん て こと を 。 な ん て こと だ 。 ど うし て 、 こ ん な 。 


「 上 に 肉 め す が い る .……… ! 」 ジ ャ ッ タ ー 医 士 が 怒 ど 鳴 な っ た 。 思 っ 
た より 近く に いた 。 ジャッ ター 医 士 は 皿 ま みれ だ っ た 。 怪 け 我 が を 
し て いる の か 。 メス? 何 の こ と だ ろう 。 わ けが わか ら な い 。 で 

も 、 た し か に いる 。 あ の ジャ ドー た ち は 違 う 。 細 の よう な 腕 が 、 今 
まで の ジャ ドー は 一 対 つ い 、 二 本 だ っ た の に 、 あ いつ ら は 多い 。 ニ 二 
対 か 三 対 の 腕 を 持っ て いる 。 メス 。 由 か 。 と いう つこ と は 、 腕 が 一 対 


ニー ニーー ニ ーー ニー ニーー ニ ーー 一 


ニー ニーー 一 


うう うつ 。 る うう うふ る うう 。 こ れ は 雌 の 声 だ ろう つか 。 歌 。 歌 の よう 
に 聞こ える 。 不 ふ 吉 きつ な 歌 だ 。 雄 た ち が 雌 た ちの 周り を 飛び 交 

か っ て いる 。 何 を や っ て いる の だ ろう 。 体 当たり .…….| ? 奴 が 雌 に 
ぶつ か っ て いっ て 一 雌 は それ で も 歌っ て いる 。 どう や ら 雌 は 二 対 
目 、 三 対 目 の 腕 の 先 、 つ まり 手 に 、 剣 けん の よう な も の を 持っ て い 
る よう だ 。 雄 た ち は そ の 剣 に 刺さ し 貫 つ ら ぬ か れ て いる 。 ベ アト 

リー チェ は 躍 お どり か か っ て くる 雄 た ち を ぶっ た 斬り な が ら 、 雌 た 
ちか ら 目 を 離 は な すこ と が で き な い しい !。 典 た ち が 降 下 し て くる 。 歌い 
な が ら 。 


『ー べ ベ べ 、 ベ アト リー チェ .… ! く 、 く る ぞ 、 戦 獣 ブ プル ー ト 
7 ! 」 ひ どく 苦し そう な 声 だ っ た 。 思わ ず ジ ャ ッ タ ー 医 士 の ほ 
う を 見 る と 、 膝 ひざ を つい て 居 で 息 を し て いた 。 頭 と 背中 に 深 ふ か 
卓 で を 負っ て いる 。「 ジ ャ ッ タ ー 医 士 .… せ …. ! 」「 わ 、 私 の こと は い 
い 、 戦 獣 ブ プル ー ト を .……… 放 ま 当 に 9 財 E 寺 ! 」 返事 を し て 、 地 面 に 降 
た と うと し て いる ジャ ドー の 雌 た ち め が け て 走り な が ら 、 頭 の 片 
か た 隅 す み で 、 ジ ャ ッ タ ー 医 士 は だ めか も し れ な い 、 と いつ よう な 
こと を 考え て いた 。 だ っ て 、 出 血 の 量 が 尋 じ ん 常 じ よう で は な か っ 
た し 、 頭 ず 蓋 が い 骨 こつ が 割れ て いた 。 そ ん な こと は な い 、 ジ ャ ッ 
ター 医 士 は 強い 人 だ 、 頑 が ん 丈 じ よう だ 、 タ フ だ 。 で も 、 わ た し 
が 、 わ た し が や ら な いと 。 肉 た ち は 着 地 す る な り 、 ま た た く 間 に 巨 
きよ 大 だ い 化 し た 。 どこが 鳥 人 だ 。 身 の 丈 た け 二 ・ 五 メー テル ほど 
も あり そう な 、 鳥 どこ ろか 、 あ れ で は ほとん ど 熊 くま だ 。 し か も 、 
前 ぜん 肢 し が 四 本 、 も し く は 六 本 も ある 。AGOOOOOO0000 
SHUUUU! AGOOSHUUUU! AGOOOOOOOO 
OOOSHUUUU! 雌 ジ ャ ドー だ っ た ころ の 名 残 な ご り は 頭 部 
に 生え て いる 飾 か ざり 羽根 くら いし か な い 。 戦 獣 ブ ルート 。 見 る か 
ら に あれ は 手 て 強 ご わい 。 数 も 十 や 二 十 で は きか な い 。 ベ アト リー 
チェ は 意識 を 自分 の 体内 に 入り こま せ て 、 一 気 に 拡 張 さ せ た 。 視 み 
える 。 こ こと 、 こ こ 。 そ れ か ら 、 こ こ 。 こ こも 。 そ れ ら の 部 分 を 針 
で 刺す よう な イ メー ジ で 刺し 激 げ きす る と 、 ベ アト リー チェ の すべ 
て が 加速 し た 。 


跳ん で 、 一 頭 の 戦 獣 プル ー ト の 懐 ふ と ころ に 飛び こみ 、 顎 あご 下 
選 則 を 突 つ き 入 れ だ た 。 一 一 つづ.。 ! 」 喉 の ど 笛 ぶ え を 播 か き 斬り 
つつ 引き 抜 ぬ いて 戦 獣 プル ー ト の 脇 わ き を 駆 か け 抜け 、 二 頭目 の を 
腕 二 本 を ぶっ た 斬っ て 足 あ し 払 ば らい を か けた 。 そ うし て 転ば せ た 
戦 獣 プル ー ト の 頭 を すか さ ず 叩 た た き 割 っ て や っ た 。「 二 
9 ! 」 ベ アト リー チェ は 二 頭 目 を 踏 ふ み 台 だ い に し て 跳 ちよ う 
躍 や くし 、 三 頭目 の 走 か た を 跡 け りな が ら そ の 素 っ 首 を 叩き 斬っ 


て 、 そ の 向こう に いた 四 頭 目 の 口 の 中 に 刀 を 深々 と 埋 つ めこ ん だ 。 
『 三 つ 、 四 つ ....… 1! 」 


頭目 か ら 飛 び 離 れる と 、 四 頭 の 戦 獣 ブルート に 取り 囲ま れ て い 
た 。 


文字 どおり 四方 か ら 襲 いか か っ て くる 戦 赤 ブ プル ー ト た ちの 動作 
は 、 滑 こつ 積 け い に 感 じ る ほど 鈍 に ぶ い 。 違 う 。 ベ アト リー チェ が 
速い の だ 。 も っ と だ 。 も っ と 速く 動け る 。 疾 と く 斬れ 。 矢 や 継 つ ぎ 
早 に 斬れ 。 紙 え 間 な く 、 と に か く 斬 れ 。「 一 五 つ 、 六 つ .…『…… | 5 
0 !」 


まだ 斬れ る 。 い くら で も 斬れ る 。 こ の 思 が 折れ て も 斬っ て や る 。 
で も 、 あ あ 、 だ けれ ど 、 こ の 身 は 一 つ だ 。 


後 備 隊 の 隊 士 た ち は 必死 に 戦っ て くれ て いる 。 我 が 身 を 盾 た て に 
し て 子供 を 、 患 か ん 者 じ や を 、 職 員 を 、 そ の 他 の 避 ひ 難 な ん 者 を 守 
ろう と し て いる が 、 は っ きり 吉 っ て 分 が 悪い 。 悪 すぎ る 。 本隊 は ま 
だ な の か 。 南 の ほう に 視線 を 向け る と 、 子 供 た ち を 背 に 記 か ば っ て 
戦 獣 ブル ー ト と 対 た い 崎 じ し て いる モリ ー・ リ ッ プ ス の 姿 が 目 に 
入っ た 。 「 一 無茶 で す 、 母 様 .……… 1 」 


ベア トリ ー チ ェ は 駆け だ そう と し た 。 し まっ た 。 


自分 の 周り に も 敵 が いる 。 そ の こと を 一 瞬 、 忘 れ て いた 。 届 
ら 戦 獣 ブ プル ー ト が 飛び か か っ て くる 。 一 頭 じ ゃ な い 。 複数 だ 。 
トリ ー チ ェ は 地面 に 身 を 投げ だ し て 、 戦 獣 ブ ルー ト の 一 いち 没 げき 
を か わし た 。 こ れ で 終わ り じ ゃ な い 。 ま だ くる 。 起 き あ が っ て 横 っ 
跳び し よう と し た 。 母 様 。 母 様 を 助け な いと いけ な い の に 。 


「DUUUUUUUUUULIRaaaaaaaaaaaaaaaa 
ahhhhhhh.… 1 」 
何だ 。 


落ち て きた 。 回 転 し な が ら 。 高速 で スピ ン し な が ら 、 そ いつ は 空 
を 斜 な な め に 斬り 裂く よう に 落ち て き て 、 戦 獣 ブ ルー ト に ぶっ 刺さ 
けり 、 刺 さっ て も ぐる ぐる 回 っ て 、 そ の 硬 か た い 被 ひ 毛 も う を 、 分 厚 
い 肉 を 、 鉄 の よう な 骨 を 所 えぐ で り 、 め ちゃ くち ゃ に か き 混 ぜ て 、 ぐ 
ちゃ ぐち ゃ に 引き ちぎ り 、 そ こら じゅ うに 撤 ま き 散 らち し た 。 あ げ く 
に 地面 に 突き 刺さ っ て 、 よ う や く 回 転 が 止 まっ た か と 思っ た ら 、 長 


い 脚 あし を 暴風 みた い に 振 り ま わし て 、 二 頭 の 戦 獣 ブ プルート を いっ 
べ ん に 苑 なぎ 倒 た お し て し まっ た 。 


「 早く 行け こい リッ! ここ は 俺 が 引き 受け た アア アア アァ アツ.…… 1 」 


その 男 は 背 が 高かっ た 。 体格 は 異様 だ 。 衣 か た 幅 は ば が や け に 広 
く て 、 不 自然 な ほど 腰 こ し が 細い 。 白 い 肌 は だ の 質感 は 陶 と う 器 き 
か 、 あ る い は 色 ア 素 ル 欠 ビ 逐 ノ の 叱 は 虫 ち ゆう 類 る い を 思わ せる 。 
長く まっ すぐ な 黒く ろ 髪 か み も 、 な ん だ か 作り 物 の よう だ 。 そ の 福 
ま が 々 ま が し い 容 よう 貌 ぽう は 人 の それ で は な い 。 鬼 お に 火 び を 宿 
し た 双 そ う 眼 が ん か ら 邪 じ や 悪 あ く な 性 質 を 想像 し な い 者 は きわ め 
て 少な い だ ろ う 。 


それ で いて 、 以 前 と は どこ か が 違 ち が う 。 何 か 雰 ふん 囲い 気 き の 
よう な も の が 。 


だ うし た だ ん だ しり 。 !? 」 男 は 組み つい て こよ うと し た 戦 二 ブ ルー 
ト の 左 眼球 に 右 の 手刀 を ぶち こん で 蹴 け 倒 た お し 、 ベ アト リー チェ 
に 肉 に く 薄 は くし よう と し て いた 別 の 戦 獣 ブ プルー ト に 肘 ひ じ 打 ち を 
食らわ せ て ひ る ませ て か ら 、 脳 天 に 中 か か と を 打ち お ろ し て ぶっ 
倒し た 。「- 一 あな た に は 守り た い 人 が いる ん だ ろう !? だ っ た ら 守 h 
れ ば いい !.… せ …. ! 俺 は あな た を 守り け 、 助 ける よ ! 俺 が それ を 選ん 
だ の さ .………… 1 」 


「 一 わか っ た ! 」 ベ アト リー チェ は まっ し ぐら に 突き 進ん で 、 今 ま 
さ に モリ ー・ リ ッ プ ス を 殴 な ぐり 毅 そ うと し て いた 戦 獣 ブ プルー ト の 


右 み ぎ 腕 つう で を 両断 し た 。「 で も 、 な ん で 裸 は だ か な ん だ .…… ! 」 
と !」「 母 様 は 下がっ て いて くだ さい .… NZ 


リー チェ は 刀 を 一 いつ 関 せ ん 、 二 内 さ せ て 戦 獣 プル ー ト を 斬 き り 倒 
じ た 。 Y 負 2 。。 ! 」 


敵 は まだ いる 。 ま だ まだ いる 。 で も 、 母 様 に は 指 一 本 ふれ させ な 
い 。 母 様 の 代わ り に 、 一 人 で も 多く の 人 を 救う 。 わ た し は 救護 剣 け 
た EE に Ra 二 デ ルル : 呈 、 中 旦 6 1」 


いつ の 間 に か 男 が そば に いる 。 男 は ベア トリ ー チ ェ の 背後 に 、 右 
に 、 左 に 位置 どっ て 、 敵 を 寄せ つけ な い 。 お か げ で ベ べ ベアトリーチェ 
は 正面 だ け に 集中 で きる 。 「 十 四 ! 十 五 ! 十 六 、 十 七 、 十 八 、 


PR !」 


「STX だ ! STX が いる ぞ .………… ! 」 合流 し た 本 隊 の ほう つか ら そ 

な 声 が 次 々 と あがっ た 。 ベ アト リー チェ は 戦 獣 ブ プルー ト を 斬り 伏 
ふせ な が ら 叩 さけ ん だ 。「 ニ 十 一 .…『… ! 騒 さ わ ぐ な ! 見 て わか 
ら な い の か 、 こ の 男 は 味方 だ .……… 1」 


一 今 は 異 界 生 物 フ リー クス に 狙 ね らい を し ぼれ .………… !」「KUuU 
Ha! 気 を つか っ て も ら っ て すま な いね え 、 ヨ ハア アン.…………. 1」 
「 駅 だ まれ ! あと で 縛 し ば りあ げ て くれ る ! 覚え て お け ! 」 

「 じゃ あ 、 そ れ ま で は 暴れ させ て も ら う つよ.…… ! AaalTaT 
aTaTaTaTaaa.… せ ……… 1 」 


IP エー 1 oh ! 」 皿 が 
あがっ て いる 。 手 が 痺 し びれ て いる 。 鼻 か ら 、 耳 か ら 、 目 か ら 出 血 
し て いる 。 一 秒 前 より 確実 に 遅 お そい 。 鈍 く な っ て いる 。 身体 か ら 
だ が 重い 。 そ れ で も 、 ま だ や れる 。「 一 二 十 七 .…… 1 」 


「HallHa! 倒れ た ら 、 俺 が 支え て や る よ ! 」「 一 余計 な お 世 
和志 1」 


男 は 気づい て いる 。 ベ アト リー チェ が 限界 に 近づい て いる こと 
に 。 そ れ で も 止め よう と し な い 。 た と えば - 一 マリ アロ ー ズ な ら 、 絶 
対 に も う よ せ と 言う だ ろう 。 無理 を し て は いけ な いと 。 そ の 気持 ち 
は 嬉 つ うれ し い 。 だ が 、 や め る わけ に は ゆか な い 。 こ こ で 止ま る わけ 
に は 。 一 歩も 動け な く な る まで 、 突 き 進 むし か な い の だ 。 こ の 男 に 
は それ が わか る の か 。 ベ アト リー チェ は そっ と 微笑 ほほ えん だ 。 

「 一 悪く な いな ! ニニ 十 九 .…… 1 」 


「 何 か 喜 っ た か い !.…… 愉 よ 何 も 。。 !」「 そ うか い 、 し か し 、 き 
り が な いね え .…… ! コ 


まっ た くだ 。 ジ ャ ドー は 続々 と 飛び 群がっ て くる 。 い っ た い ど れ 
だ けい る の か 。 数 百 か 。 千 か 。 本 隊 の 到 と う 着 ちや く で こち ら の 戦 
力 が 大 お お 幅 は ば に 増強 され 、 非 戦 せ ん 闘 と う 員 の 退 た い 避 ひも 進 
め ら れつ つ あ る の で 、 被 ひ 害 が い は 少な く な っ て き て いる が 、 あ と 
ー 押 し が 足り な い 。 


「 オ オオ オオ ララ アア アア アア アア アア ア .…… ! 龍 り ゆう 州 し ゆ 
つう 連合 見 参 ゅ ッッ ッ ! 助 す け 太 だ 刀 ち し て や っ か ら 喧 けん 嘩 か ふっ 
か け て く ン じゃ ね エー ぞ コ ラ ア アア アア ア 


2202 7 の 3 の 1 」 
その 一 押し が き て くれ た - 一 の か 。 


北 の ほ うか ら だ 。 龍 州 連 合 。 援 えん 軍 ぐ ん だ と 思っ て いい の か 。 
上 空 の ジャ ドー た ち に 贅 い し ゆみ の 一 いつ 斉 せ い 射 し や 撃 げ き を 浴 
び せ 、 急 降下 し て くる 雄 お す た ち を H 叩 た た き 落 と し て いる の で 、 そ 
う 考 えて よさ そう だ 。 数 は どう だ ろう 。 少 な く と も 二 、 三 百人 は い 
る 。 も っ と か 。 


一 人 、 こ っ ち へ 向かっ て 駆 か け て くる 。 小 こ 柄 が ら な 男 だ が 、 速 
い 。 並 な み 大 た い 抵 て いじ ゃ な い 。 矢 の よう に 戦列 を 突 つ っ 切 き っ 
て きた 、 あ れ は 一 、 


出国 間 (9 り Me ! 」S TX は 両 腕 を 交差 させ て 小柄 な 男 の 飛 び 蹴 げ 
り を 受け 止め た 。 


小柄 な 男 は 後方 宙返り し て 着地 し 、 右 の 拳 こぶ し で 己 お の れ の を 
手 を バシ バシ 叩い た 。「- 一 や いて め エ 、 シ イィ イイ イイ イイ イイ ッ ク 
スッ ! ご こ オ ォ オ ー ン の 変態 野 や 郎 ろ つが アァ ! ン で ン な トコ に い ン 
だ よ ォ し か も マッ パ で よ ォ 、 バ トッ ちまう つか アア アア ァ アア ァ アア ァ アー 


「 飛燕 フエ イヤ ン ! ずい ぶん と まあ 久しぶり だ ね え ! だ が 、 あ 
い に く 今 は 忙 U い そ が し いん だ よ .…… ! 」 


「 ど ォ ー も そう らし ィ ー な アァ ア ! つ ウ ゥ ウー か おい ッ ! て め ェ 、 ベ ア 
トリ ィ ー だ っ た よ な 、 た し か ! ユリ イィ の コト 知ら ね エー か が !?」 


リカ さん ? 彼女 は お そら く 、 外 に - 一 」 


「 外 オオ .… せ …. !? マジ か よ ッ ! くっ そ 、 ま ァ ー で も ユリ イィ だ し 大 
だ い 丈 じ よ う 夫 ぶ だ と 思う っ つ ゥ ー か 心配 だ けど し ょ ォ ー が ね ェ ー 
し まず は アレ だ 、 コ コ ど ォ ー に か し ね ェ エー と な ヨシ ッ ! 」 飛燕 は 
キャ 八 八 八 笑っ て 空 を 上 に ら み つけ た 。「『- 一 あい つら 残ら ずぶ っ 緩 
し て ッ ! 話 は ソレ か ら だ 、 や る ぞ や っ ちまう ぞ ベ アト リィ ー、 
シィ イイ ー ク スッ ! つ ゥ ウー か この 飛燕 サマ が サッ クリ 旨み な 導 ご 
ろ し に し て こん が り 焼 き 島 に し ちゃ る か ら 覚 か く 悟 ご し ろ よ ボケ ど 
も が ァ ッ .…… 1 」 


突 と つ 如 じ よ と し て あたり に 霧 き り が 立ち こめ て 、 極 きよ く 端 た 
ん に 視界 が 悪く な っ た 。 ほ と ん ど 何 も 見 えな い 。 カ タリ が 叫ん だ 。 


「D14.…….! き 、 肥 の 虚 き よ 洞 どう ミス ト ホ ロ ウ の 到 や な い 
が il2」 
「 下ろ し て .…….! 」 マ リア ロー ズ は アジ アン の 腕 を 振 ふ りほ どい て 


地面 に 足 を つい た 。「 D14 っ て - た し か に 、D14 の 出入 口 は 第 七 
区 に ある か ら 、 わ り と 近い けど .…… W 


ace ! 」 ア ジア ン は マリ アロ ー ズ の 腕 を つか ん で 引っ ぱっ た 。 
「 下 が っ て 、 マ リア ! 鞭 の 中 に 何 か い る ヨ .……… !」 


「 古 代 九 く 頭 ず 竜 り ゆ う の 呪 の ろ い が と けた ん だ わ ! 」 ベ ティ の 声 


だ 。 


れれ が ! 」 こ の 声 は トモ ヨ だ ろう 。「 あ の 古代 呪 じ ゆ 式 し き 
は 、 九 頭 竜 レガ シオ ス ・ 大 骨格 ノリ ・ イ ン を 触 し よく 媒 ば いと し て 作 
用 し て る っ て 吉 わ れ て た ! た だ 、 大 骨格 は エル デン の 土台 で も あ 
る ! エル デン が 浮 う き あ が っ ちまっ た ら 、 呪 式 は 効力 を 失う は ず 


「/c ! 」 


「 て こと は - 一 」 マ リア ロー ズ は 目 を 凝 こ ら し た 。 何 も 見 えな いり 。 
「 ア ンダ ー グ ラウ ンド に いた 異 界 生物 フリ ー ク ス が 地上 に 出 て き 
ちゃ つっ て こと .……… 7 」 


「 う ほお お お お お お お お お お つう.………… ! 」 こ の 無駄 だ に いい 声 は 
ファ ニー・ フ ラン ク か 。「 の わ 、 の わ 、 の わ ァ アァ ー ツ .………… 隊 / ら 9 
な な 何 か が 私 の 足 を ッ ! は 、 放 せ 、 放 し た まえ 、 誰 だ れ だ 、 放 せ 
と いう に 、 こ の 、 こ の ッ ! た 、 助 け て くれ ..………… ! 私 を 助け て ッ 
nn 1 」 

「 軟 に え の 園 その の 住人 だ ..……… ! 」 と 吉 っ た の は ジャ ン ・ ス タン 
バッ ク か 。「 一 下がれ ! どん どん くる .……『… ! さあ 、 総 そう 帥 す 
い 、 つ か まり な さい .………. ドキュ ーー お 、 お つう ! 」 


D14 に は 殴 の 園 の 住人 た ちがう つろ つい て いた 。 Ne ロー ズ は 嘩 
つば を の みこ ん だ 。「 や っ ぱり ミス ト ホ ロ ウ の 霧 .…. 


「 あ 、 あ の 、 さ 、 さ 、 さ 、 下 が ら な いと や ば く な いで すか !? よく 
見 えな いし 、 敵 が いっ ぱい きち ゃ っ た ら - 一 」「 ル ー シ ー の 吉 う と お 


り だ よ 、 ト マト ! 」「 あ あー」 


トマ ログ ン が 指示 を 出す 前 に 、 また フ ・ フ ラン ク が 慈 鳴 を 
あげ た 。「 ひ 、 と を を を PP Ge 1 な な な じじ じ 地面 
が ァァァ ハル ツ .…… !? お お 沙 ち 、 し し 沈 ッ .…… 19 」 


「 走れ .… ! 」 ト マト クン が 叫 ほ えた 。 「 肥 が 晴れ る まで 走る ん 
だ ! 近く に いる や つか ら 離 は な れる な ! 急げ .… 的 


に SUP 1! 」 
手 を つなが れ た 。 
は ぐれ た ら 、 困 る し 。 今 は し ょ うつ が な い 。 


務 の 中 を 台 け た 。 足 場 が 悪く て 、 何 度 も 転び そう つう に な り 、 そ の た 
びに ア ジア ン に 支え られ て し まっ た 。 


みん な 大 丈夫 か な 。 燃 えて いる 戦車 の そば を 通る と き 、 少 し 視界 
が よく な っ て 人 ひと 影 か げ が 見 える 。 足音 も 聞こ える 。 で も 、 後 ろ 
か ら 迫 せま っ て くる この 音 は 何だ ろう 。 どう や ら 地 面 を 伝わっ て 響 
ひび いて くる よう だ 。 さ っ き 地 面 が どう と か ファ ニー・ フ ラン ク が 
吉 っ て いた 。 帝 て い 国 こく 軍 が 攻 せ め て き て 、 な ぜ か エル デン が 浮 
ふ 上 じ よ うし て 、 古 代 九 頭 竜 の 呪い が と け て 、 それ 以外 に も 何 が 起 
こっ て いる の か 。 勘 か ん 弁 べ ん し て ほし い 。 も う 十 分 じゃ な いか 。 


行く 手 の 表 は だ いぶ 薄 う すれ て いる 。 前 方 に 砂 す な 煙 け むり が 見 
えた 。 帝 国軍 だ 。 退 いて いる 。 


霧 が 一 気 に 晴 れ た 。 


振り 返る と 、 エ ルデン は 遥 は る か 上 空 に 浮か ん で いた 。 空 飛ぶ 円 
えん 盤 ば ん と いっ た 風 ふ 情 ぜ い だ 。 な ん だ か 玩具 お も ちや みた いで 
現実 感 が な い 。 で も 、 あ れ は 間 ま 違 ち が いな く エ ルデン で 、 こ れ が 
現実 だ 。 


ENP MR 1 | 


「 あ ああ ああ あ 、 く そ ッ .……… ! 」 カ タリ は 地べた に 倒 た お れこ ん で 
大 の 字 に な っ た 。 だ いぶ 息 が 苦し そう だ し 、 ひ どい 顔 を し て いる 。 
「 あ 、 あ そこ に 、 あ 、 ア ー ニ ャ ちゃ ん が 、 お 、 お る っ ちゅ うん か 

5 時 ! ど 、 ど な いな っ と ん ね ん .…… 0 


「 あ 、 あ の 、 こ の 腕 つ で .… ュ 」 ル ー シ ー は 抱か か えて いる ユリ カ の 
左腕 と カタ リ の 右腕 に 目 を 落と し て か ら 、 マ リア ロー ズ の ほう を 見 
た 。「 ど 、 ど うす れ ば .… 四 


「 敵 が くる ぞ .…. ! 」 り り ぃ が そう 叫 さ け ぶ な り 、 両 手 か ら 褐 ま 
が 々 ま が し く 反 りか えっ た 長い 包 は を の ば し て 身構え た 。 


「 敵 っ て 一 」 マ リア ロー ズ は 棒 立 ち に な っ て いる 自分 に 気づい て 情 
が く 然 ぜん と し た 。 


0 の 4 こん 識 し き で きる も の 以外 は すべ て 敵 だ と 思 


の ! 」 


「 敵 .… せ … ュ 」 マ リア ロー ズ は アジ アン を 突 1 カタ リ に 駆 か 
け よ っ た 。「- 一 カタ リ 、 起 き て ! 戦え な いな ら 、 逃 に げ る か 隠 か 
くれ る か し な いと .…… ! 」 


「 わ 、 わ し は 大 丈夫 や ! 戦 や れる が な ! あたり まえ じゃ ボ 
ツウ 。 1 」 


「 ピ ンプ ! 」 ト マト クン は すでに 大 た い 剣 けん を 抜 ぬ いて いる 。 
ルカ は どう だ) 7 


し わた し も 平気 よ 。 ビ ピン パー ネル 、 下 ろ し て 。 自分 
の 止 し 血 け ちゆ は し た か ら 、 カ タリ の 応急 処置 だ け で も し て お か な 
いと - 一 」 


ビン パー ネル は カタ リ の と ころ まで ユリ カ を 運ん で き て くれ た 。 
ユリ カ が カタ リ の そば に し ゃ が ん で 手当 て を 始め る と 、 ル ー シ ー 
が 遇 は えみ た い に そ ば を うろ うろ し だ し た 。「 あ 、 あ の .…… そ れ 
で 、 そ の 、 こ の 腕 は .… 四 


「 う る さい ! 」 マ リア ロー ズ は つい 上 声 を 荒 あ らら げ て し まっ た 。 
「 ち ょ っ と 持っ て て ! それ どこ ろ じ ゃ な いっ て 、 わ か る だ ろ ! 」 


「 ご 、 ご めん な さい っ ! あ 、 あ の 、 じ ゃ あ 、 大 事 に し まっ て お く 
ルー シー は 背負 い 袋 ぶ く ろ に 血まみれ の 腕 二 本 を 詰 つ めこ も うと 


悪 あ く 戦 せ ん 苦く 闘 と うし て いる 。 た し か に 腕 は あっ た ほう が いい 
けど さ 。 な ん か ずれ て る よね 、 こ の 子 っ て 。 だ か ら と いっ て 、 昔 い 


ら 々 いら し て も し ょ う が な い 。 わ か っ て る ん だ けど 、 わ か っ て る つ 
も りな ん だ けど - 一 これ っ て 、 焦 あせ けり ? て ゆう か 僕 、 ル ー シ ー 以 
上 に 何 も し て な く な い ? し て な いよ 。 で き て な い 。 こ ん な の じゃ 
ダメ だ よ 。 ぜ ん ぜん ダメ じゃ な いか 。 何 か し な いと 。 せ め て 自分 に 
で きる こと は し な いと 。 


「 あ た し も 、 下 り る ! 」 八 ニー が き ゅ ー の 背中 か ら 飛 び 離 れ た 。 
「 一 銃 じ ゆう を 撃つ つく らい は 、 あ た し に も で きる か ら 。 き ゅ ー は 
つの !」 


あっ 1 ! 」 き ゅ ー は 全身 の 毛 を 逆 立 て 、 金 色 に 輝 か が や か せ 
て 、 有 邑 き り に 向き な お っ た 。 


ベティ と トモ ヨ 、 サ フィ ニア が 有 霧 の 中 か ら 出 て きた 。 ファニー 
フラ ンク と ジャ ン ・ ス タン バッ ク 、 他 五 人 くら い の E F A も な ん と 
か 無事 らし い 。 あ くま で 、 な ん と か だ 。 彼 ら は まる で 狼 お お か み に 
追わ れ て いる 羊 の よう に こけ つま ろ び つ 駆 け て きた 。 


「 俺 と アジ アン 、 り けり い ぃ 以外 は 前 に 出る な .…… ! 」 ト マト クン が 大 
語 を 担 か つぐ よう に 構え て 走り だ し た 。 り り い ぃ は 無 吉 で トマ トク ン 
に つづ いた けれ ど 、 ア ジア ン は 動か な い 。「- 一 キミ の 指図 を 受け る 
筋合い は な い ヨ ! ボク は マリ ア と ベティ を 守る .……… ! 」 


「 あ 、 あ た し の こと は 放 ほ っ と き な さ いよ ! 自分 の 面 めん 倒 ど 
くら い !、 自 分 で 見 られ る ん だ か ら ! あん た と は 違 ち が うつ の 
表 。e。 1 」 


「 そ うつ いう わけ に は いか な いい ! ミ を 無事 に 連れ て 帰ら な いと 、 
2 生生 まだ れる いわ が ら だ や の じゅ な の 四 


「 な ん で ダリ エロ の 名 前 が ここ で 出 て くる わけ .…… 1? 」 


「 一 き や が っ た ぞ 、 衝 S y 款 冥 Gr um 愛 死 雷 ..… ! 」 ト モヨ が 前 
に 突き だ し た 右手 か ら 暗黒 の 軍 が 放 た れ 、 雷 らい 鳴 め い が と どろ 
いた 。 


「 爆 祭 Mexes 十 米 礼 」「 爆 祭 Mexes 二 玉 礼 」 サ フィ ニア と 
ベティ も 間 か ん 髪 は つ を 容 い れず 爆 ば く 雷 らい 索 さ く の 呪 じ ゆ 文 も 
ん を 唱え て 、 幾 いく 条 じ よう も の 稲 い な 妻 ず ま を 有 霧 め が け て 叩 た た 
きこ ん だ 。 


琴 の 向こう か ら 耳 みみ 障 ざわ りな 類 鳴 が 聞こ えて きた 。 三 人 の 魔 


ま 術 じ ゆ つ は いく ら か の 敵 を 仕 玉 め る か 足止め する か し た は ず だ 。 
で も 、 焼 け 石 に 水 か も し れ な い 。 風 が 強く な りつ つ あ る 。 肥 が 吹 ふ 
き 飛 ば され て ゆく 。 敵 だ 。 くる 。 敵 だ ら け だ 。 や た ら と 長い 、 無 理 
や り 引 き の ば され た よう な 腕 が 身体 か ら だ に 絡 か ら み つい て いる 全 
ぜん 裸 ら で 到 は げ 頭 あ た ま の 男 が いる 。 仰 あお 向 む け に な り 、 両 手 
両足 を 地面 に つい て 歩い て いる 女 は 、 尻 し りか ら 口 まで 一 本 の 長槍 
や けり に 貫 つ ら ぬ か れ て いる 。 腕 と 脚 あし が 釘 く ぎ で 胴 ど う 体 た い に 
打ち つけ られ て いて 、 転 が っ て くる 男 が いる 。 首 と 足 の 代わ り に 腕 
が 生え て いる 女 も いる 。 乳 飲み 子 の 集合 体 み た いな や つも いる 。 ど 


汽 貴 ク > め いた り 只 う な っ た り し て いる 。 見 間違え よう が な い 。 費 に 
え の 園 その の 住人 だ 。 数 百 か 、 千 か 、 そ れ 以 上 か 。 と に か くだ た くさ 
ん だ 。 い っ ぱい いる 。 彼ら 彼 女 ら は 、 で も 、 雑 兵 み た いな も の だ 。 
雑兵 ども の 後ろ る から 、 も っ と や ば そう な や つら が 押し よせ て くる 。 
綱 あ みみ た いな も の に 無数 の 生 首 を 詰め て 、 そ れ を 引き ずっ て いる 
多頭 の 巨 き よ 人 じん は 、 黒 い 涙 な み だ を 流し な が ら 業 負 負 負 負 負 業 


球 を 耳 や 首 に 飾 か ざり つけ て いる 身の丈 た け 五 メー テル は あり そう 
な あの 女 は 、 合 が つ 掌 し よう し て いる の で は な く て 、 両 手 が 縫 ぬい 
あわ され て いる の だ 。 口 か ら 細 い 腕 や 脚 を あふ れ さ せ て いる 男 は 、 
や け に 頭 が で か い 。 身長 お そら く 四 、 五 メー テル 、 そ の うち 頭 部 が 
半分 以上 を 占 し め る の だ か ら 、 あ まり に も 大 きす ぎる 。 自分 の 首 を 
ね じ っ て 、 ぐ る ぐる 回 転 さ せな が ら 違 非 非 大 笑っ て いる 女 は どう か 
し て いる の だ ろう 。 み ん な 等 し くい か れ て いる 。 と いう か 、 見 て い 
る だ け で こっ ち ま で いか れ て し まい そう だ 。 


( これ は これ は .…. ) ( お 師 様 、 キ ュー ベル アド ラス と その 友 に 助 
すけ 太 だ 有 刀 ち し な けれ ば ) ( そう する と し よう ) 「 ク ルオ も 手伝っ 
て あげ る よ 、 ベ ティ .…… ! 」 


超 ち よう 覧 けん 者 じ や モー グ と その 弟 で 子 し エヴァ ンジ ェ リ ン 
が 、 そ し て 踊り 羊 ダ ン シ ン グ シ ー プ が 飛ん で き て 、 費 の 園 の 住人 た 
ち に 襲 お そい か か っ た 。 トマ トク ン も 突っ こん で いっ て 縦 じ ゆう 横 
お う 無 お 尽 じ ん に 大 剣 を 振 ふ けり まわ し 、 り けり けい ぃ は 疾 し つ 走 そう し な 
が ら 斬 きっ て 斬っ て 斬り まく る 。 住 人 た ちの 波 が ー い つ 瞬 し ゆん 、 
押し と ど め られ た 。 だ が 、 一 瞬 に すぎ な い 。 波 は 結局 、 止 ま ら な 
か っ た 。 寄 せ て くる 。 数 が 違い すぎ る し 、 住 人 た ち は 決 し て 密集 し 
て いな い 。 薄 うす く 広 く 展 開 し て 突き 進ん で くる 。 これ で は 防ぎ よ 
う が な い )。 


「 ア ジア ン ! ユリ カ と カタ リ を お 願い .…… ! 」「 え っ 、 い や で 
も 、 ボ ク は - 一 」「 この 僕 が 頼 た の ん で る ん だ けど !? 」 答え は な か っ 


た 。 知 る も ん か 。「- 一 ルー シー、 ピ ンプ 、 き ゅ ー! 行く よ ! 八 
ニー は ユリ カ と カタ リ か ら 離 は な れ な いで ! 」「 は イ 」「 ふ ぶ ぇ えっ - 一 
えと 、 は 、 は は は 、 は ひっ .…… ok で べ 5 う 1 2 が から の た 。 ! 」 


マリ アロ ー ズ は ルー シー と ピン パー ネル 、 き ゅ ー を 引き 連れ て 、 
サフ ィ ニ ア 、 ベ ティ 、 ト モヨ の 前 に 出 た 。「.… せ …. 大 きい 、 魔 術 
ei ! 」「 そ う ね 、 合 体 魔術 アマ ル ガ ム で ! 」「- 一 そう いう の は 
トモ ヨ 様 に 決め させ ろ ! お い 、 て め え ら 、 準 備 の 間 、 し っ か り 守 
れ よ ....、 ! 」 


うな ずい て 、 剣 を 抜き な が ら 、 何 か し な いと 、 自 分 に で きる こと 
を し な いと 、 な ん と か し な いと - 一 そん な こと を 繰 く りか え し 念じ て 
いた 。 何 か し な いと いけ な いか ら 、 こ うし て 動い た 。 で も 、 正 下 、 
何 か で きそう な 気 は まっ た くし な い 。 青 白い 流れ と な っ て 飛び 交 
か っ て いる モー グ と その 競 子 や 、 あ ちこ ち に 現れ て は 消え な が ら 妙 
みよ うな が 形 の 武器 を 振る っ た り 跳 けり 技 わ ざ を 繰り だ し た けり し て い 
る 踊り 羊 は も ちろ ん 、 手 当たり 次 し 第 だ い に 費 の 園 の 住人 た ち を 
ふっ た 斬り まく っ て いる トマ トク ン と りり ぃ まで 遠く 見 える 。 僕 は 
ここ に 立っ て いる だ け で 、 本 当 に た だ いる だ け で 、 こ の 状 じ よう 況 
きよ うに まる で 関 か ん 提 よ し て いな い 。 関与 できない 。 マ リア ロー 
ズ は 首 を 振っ た 。「- 一 ピン プ 、 き ゅ ー、 前 衛 で ! 僕 と ルー シー は 
バッ クア ッ プ ! サフ ィ ニ ア た ち を カバ ー す る こと に 専念 する か 

ら 、 出 すぎ な いで .…『… 本 


こん な わか りき っ た 指示 に 何 の 意 味 が ある だ ろう 。 き ゅ ー と ピン 
パー ネル が 弾 は じ か れ た よう に 突 と つ 進 し ん し て 、 近 づい て こよ う 
と し て いた 住人 た ち を 蹴っ 飛ば し 、 斬 り 刻 ん だ 。 こ こら へ ん に は ま 
だ 雑兵 ども し か いな い 。 し ば らく は 支え られ る 。 だ けど 、 時 間 の 問 
題 だ 。 あ の で か い 連 中 が 角 さ つ 到 と うし て きた ら 、 ト マト クン た ち 
で も 抑 お さえ きれ る か どう か 。 考 えて も し ょ う が な い 。 考 えて どう 
に か な る よう な 問題 で も な いん だ か ら 。 そ れ よ り 自 分 に で きる こと 
を 。 だ か ら 、 何 な ん だ よ 。 僕 に で きる こと っ て 。 


唆 は も うほ と ん ど 晴 れ よ うと し て いる 。 遠く で 地面 か ら 噴 ふき あ 
が っ て いる が 、 す ぐ 風 に 飛ば され て 拡散 し て し まう 。 


し まり アア さん ュ 」 ル ー シ ー の 声 は 震 ふ る えて いた 。「 ど 、 ど 


「 僕 に 記 き か な いで 」 マ リア ロー ズ は 奥歯 を 噛 か み し め た 。「.…… 
わか る わけ な い だ ろ 」 


邑 き り の せい で 見 えな か っ た けれ ど 、 エ ルデン が あっ た 場所 に は 
巨 き よ 大 だ いな 穴 が 口 を 開け て いた は ず だ 。 そ こ に は 異 界 の 誠 と び 
ら が 集中 的 に 存在 し て いて 、 異 界 生物 フリ ー ク ス た ち が 押 し あい へ 
し あい し な が ら 棲 せい 息 そ くし て いた 。 エ ルデン は その 上 に 物理 的 
な ふ た と し て 築 か れ た の だ 。 薔 を され た 巨大 な 奴 は 、 つ いさ っ き 
まで アン ダー グラ ウン ド と 呼ば れ て いた 。 も うそ の 名 は ふさ わし く 
な い だ ろ う 。 九 百年 の 時 を 経て 、 大 穴 メ ガ ボ ロ ス は 真 の 姿 を 現し 
た 。 真 の 姿 。 こ れ が 本 当 に そう な の か が 。 


「 広がっ て る .… 」 


地面 が どう と か ファ ニー・ フ ラン ク が 吉 っ て いた 。 あ れ は こう い 
づこ と だ だ っ だ の だ 。 


明らか に 、 現 在 の 大 穴 メ ガ ボ ロ ス は エル デン より 大 きい 。 そ う で 
な けれ ば 、 穴 の 縁 へ り が こん な に 近い わけ が な い 。 と いう か 、 徐 じ 
よ 々 じ よ に で は ある も の の 、 穴 の 緑 は 今 も 接近 し て き て いる 。 緑 の 
付近 は 坂 の よう に 傾け い 斜 し や し て いる よう だ 。 大穴 メ ガ ボ ロ ス 
は 、 地 面 を の みこ お むように し て 拡大 し て いる 。 そ うい うつ こと な の 
か 。 


その 拡張 し つつ ある 穴 か ら 、 費 の 園 の 住人 た ち が 遠 は ! い あがっ て 
くる 。 当然 、 や つら だ け じ ゃ な い 。 ず っ と 東 に 目 を 向け る と 、 友 色 
で 人 型 の 異 界 生 物 フ リー クス ども が 群れ を な し て いる 。 あ れ は D 7 
地 中 砦 と り で アヴァ シー の 亜人 ボー グ た ち に 違 ち が いな い 。 西 の 空 
に は 雲 う ん 霞 か の よう に 何 か 小 さい 生き 物 の 集団 が 渦 う ず 巻 まい て 
いる 。 小 さい と いっ て も 、 距 きよ 離 り が 距離 な の で 、 実 際 は それ な 
けけ の 大 き さ だ ろう 。 き っ と あれ は D 8 怪 虫 の 増 る 賜 つ ぼ ガ ンズ ゲイ 
ル の 怪 虫 ガ ウン ド ど も だ 。 

「 無理 だ よ 、 こ ん な の .……… 」 

声 に 出し て 吉 う つつ も りな か っ た 。 口 が 滑 す べ っ た 。 

「 何 、 吉 っ て .……. ! 」 ル ー シ ー が 噛み つい て きた 。 「 何 を 吉 っ て る 
ん で すか ! 無理 じゃ な いで す よ ! と いう か 、 こ うい うと きっ 


て 、 無 理 だ と か 思っ ちゃ いけ な いで し ょ う ! そん な の 、 マ リア さ 
ん らし く な いで す よ .…… ! 」 


思わ ず 謝 っ て し まい そう に な っ て 、 講 晶 の 吉 葉 は 、 で も 、 か ろう 
じ て の みこ ん だ 。 ま っ た くだ よ 。 僕ら し く な いか どう か は わか ら な 
いけ ど さ 。 無理 だ ろう と 何だ ろう と 、 や る し か な いわ け だ し 。 こ う 
いつ うつ とき は も う 、 開 き な お る 以外 な いわ け で 。 た だ 、 や る っ て 何 
に ? 


1 ュ リ ー え ? 」 


マリ アロ ー ズ に も で きる こと は ある 。 な いわ け じ ゃ な い 。 何 も し 
て いな い 、 で きず に いる か ら 、 見 る こと は で きる 。 所 し よ 座 せん 、 
その 程度 の こと し か で き な い 。 


ずっ と 北 の ほ うだ 。 ず っ と と いっ て も 北 の 果 て じゃ な い 。 大 穴 メ 
ガ ボ ロ ス の 一 中 央 あたり だ ろう か 。 鳥 か 。 け っ こう な 数 だ 。 わ っ と 
飛び た っ て 、 こ っ ち へ 向かっ て くる 。 鳥 と いえ ば 、 エ ルデン の 北 、 
第 十 一 区 の 下 は 鳥 人 ジャ ドー た ち が 棲 すむ お D11 フ リア ウ 逆 密林 だ っ 
た 。 中 央 あたり と いう の は 見 み 間 ま 違 ちがい で 、 も っ と 北 の ほ うか 
も し れ な い 。 何 に し て も 、 正 面 の 英 と や りあ っ て いる と き に 、 寺 
ら も 攻 せ め ら れ た ら そ うと う 厄 や つ 介 か い だ 。 か と いっ て 、 自 分 
は 対処 し よう が な い 。 マ リア ロー ズ は 振り 向い た 。 サ フィ ニ 4 
陸 人 ほ だ 人 還 表 術 じ の う を 人 か ラウ も りな の が まだ 詠 え い 唱 し 
よう も 始ま っ て いな い 。 声 を か け て いい も の な の か どう か 。 カ タリ 
の 応急 処置 が 終わ っ た らし い 。 ア ジア ン が 、 ち ゃ ん と カタ リ と ユリ 
力 、 そ れ か ら 八 ニー を 従え て 駆 か け て くる 。 


= 5 個人 的 な 関係 は 抜 ぬ き に し て も 、 ア ジ 
アン が も し Z OO0 な ら 、 仲 間 な ら 、 す ぐに そう 指示 し た か も し れ な 
いい 。 アジ アン を 戦力 と し て 考え る こと に 慣れ て いれ ば 、 それ し か 手 
が な さそ うな ら 、 き っ と いろ いろ な 事情 も 何もかも すっ 飛ば ぱし て 、 
居 い 丈 た け 高 だ か に 命令 し て いた は ず だ 。 で も 、 迷 っ て し まっ た 。 


きみ は 羽 と か だ っ て 出せ る ん だ か ら さ 、 飛 ん で っ て 、 あ いつ ら 
や っ つけ て き て よ 。- 一 そん な ふう に は 吉 え な か っ た 。 吉 える わけ が 
な い 。 ま ご ま ご し て いる うち に 、 鳥 人 ジャ ドー NE が お ぼ 
ろ げ な が ら に 見 える くら い の 距 離 ま で 近づい て いた 。 違う 。 


ジャ ドー じゃ な しい!。 潰 つぶ れ て 平 べ っ た く な っ た 蛇 へ びに 大 き な 
羽 が 生え て いる よう な 、 あ いつ ら は そん な 生き 物 だ 。 鳥 で も な い だ 
ろう つう 。 だ っ た ら 何 だ 。 蛇 島 、 と か ?2 わか ら な い 。 見 た こと が な 
い 。 た だ 、 け っ こう 大 きそう だ 。 い や 、 だ いぶ 大 きい 。 し か も 蛇 鳥 
の 、 ぜ ん ぶ で は な い が そ の 一 部 の 痛 に 、 何 か が 乗っ て いる 。 人 みた 


いな 。 け ど 、 人 間 - 一 じゃ な いよ ね 。 じゃ あ 、 何 な ん だ よ 。 異 界 生物 
フリ ー ク ス な ん だ ろう けど 。 マ リア ロー ズ は 蛇 鳥 ども を 指さし て 叩 


さけ ん だ 。「- 一 な ん か 、 新 手 が .… 1 」 
「 室 し よら か ら .… !?」「 魚 ぎ よ ほぼ ぉ うっ .…… 7?」「 何 あれ 」「 あ 
れ は - 一 ダメ だ .………. ! 」 ア ジア ン は 目 を つり あげ て ぐっ と 姿勢 を 低く 


だ 。 パー クボ ドウ ス ! コ 


細 つ ば さだ 。 闇 や み 色 の 細 が その 背 に 現れ て 羽ばたい た 。 ア ジア 
ン は こっ ち を 見 も し な い 。 空 だ け を 見 つめ て いる 。「 あれ は 、 キ ミ 
た ち で は どう に も な ら な い 相 手 だ ヨ .… ! ボク に 任せ て 、 キ ミ た 
ち は 逃 に げ て くれ .……… ! 」 


「 な 、 な ん で わか る ん !? 知っ と ん の か いい !? 」 


「 知 ら な い が 、 勘 か ん だ .…… ! 」 ア ジア ン は 飛び あがっ た 。「- 一 マ 
リア ! みん な を .……… ! 」 
「 後退 し て .….…… ! 」 マ リア ロー ズ は と っ さ に 声 を 張り あげ て 、 あ と 


ず さ り し な が ら 右 手 を 振 ふ けり まわ し た 。「 早 く ! 下がっ 
Cee 1 」 


トマ ト は 。 き ゅ ー は 。 ピ ン パ ー ネ ル 。 け りり ぃ は 。 前 に 行き すぎ て 
いる 。 す ぐに は 呼び 戻 も で せ そ うに な い 。 呼び 戻す べき な の か どう 
か も わか ら な い 。 ア ジア ン は も う 蛇 島 ど も に 接 せ つ 触 し よく し よう 
と し て いる 。 右 みぎ 腕 つ うつ で が の び て 、 広 が っ た 。 ア ルカ ー デ ィ ア 、 
だ っ け 。 ア ジア ン の 右腕 は 無数 の 黒い 管 と 化し て 、 蛇 島 ど も に 柚 お 
そい か か っ た 。 そ れ よ り も た ぶん 、 一 いつ 瞬 し ゆん 、 早 か っ た の 
だ 


何 も の か が 一 羽 の 蛇 鳥 か ら 飛 び 降 り た 。 そ いつ は アル カー ディ ア 
を か いく ぐる よう に し て 、 真 っ 逆さ ま に 落 ち て きた 。 ア ジア ン も や 
つ に 気づい て いる よう だ 。 即 そく 座 ざ に アル カー ディ ア を 引っ こめ 
て 方 向 転 て ん 換 か ん し よう と し た 。 で も 、 や つ は 速い 。 も うす ぐ そ 
こ に 迫 せ まっ て いる 。 


そこ と いう か 、 ほ と ん どこ こ だ 。 
「 ふ 、 伏 ふせ - 一 」 


伏せ て どう する 。 考 える 間もなく 、 マ リア ロー ズ は 地面 に 向かっ 
て 跳 と ん で いた 。 


大 地 が 破 は 裂 れ つ し た よう な 大 き な 音 が し て 、 土 つ ち 煙 けむ り が 
あがっ た 。 


男 、 な の か 。 筋骨 た くま し い 立 派 な 体格 だ 。 背 が 高い 。 二 メー テ 
ル く らい は ある 。 暗い 色 の 胸 当 て と 脚 き や つ 甲 こう を つけ て いて 、 
背 に 七 本 も の 剣 け ん を 背負 っ て いる 。 黒く て 長い 髪 か み の 毛 は 編ん 
で あり 、 太 い 紀 ひも で で きた か つら で も 被 か ぶっ て いる みた い だ 。 
口 く ち 園 ひげ と 顎 あ ご 世 ひ げ は 短く 整え られ て いる 。 精 せい 恒 か ん 
な 顔つき だ 。 鷹 た か の よう な 目 を し て いる 。 そ の 瞳 ひ と み は 赤 い 。 
赤 々 と 輝 か が や いて いる 。 人間 に 似 て いる が 、 絶 対 に 違う 。 


男 は 青い 肌 は だ を し て いる 。 
「 お は よう 、 下 等 な 虫 けら ども 」 


「 ま ず は 軽く 自己 紹 し よう 介 か いと いこ うか 」 男 は 背中 か ら 両 手 で 
剣 を 一 本 ずつ 抜い た 。「 一 我 こ そ は 剣 銀 の メン チ ド ・ 大 公爵 人 ハイ ヴ 
エリ オン タイ ダル ・ ク ライ シズ 。 地獄 の ヘル ズ ・ 惨 殺 マ ー ダ ー 芸 
術 家 アル テイ スト ,, と は 俺 の こと だ 」 


タイ ダル ・ ク ライ シズ ? 八 イ ヴェ リオ ン ? ヘル ズー ヘル っ 
て 、 地 へ 獄 ル ? て こと は 、 も し か し て 悪 あ く 魔 ま .……… 2? タイ ダ 
ル ・ ク ライ シズ を 名 乗る 悪魔 は 両 腕 を まっ すぐ 横 に の ば し 、 オ レン 
ジ 色 の 舌 を 出し て 、 天 を 振り 仰 あ お い だ 。「Haaaaaaaaa 


ココ ココ aaa ココ aa ココ aa ココ ad 


aaaaaaaaaaaannnnnggg.……… ! コ 
の ! 」 マ リア ロー ズ は 突 と つ 風 ぷう を 食らっ て 紙 か み 選 く 


ずみ た い に 転 が っ た 。 悪魔 を 中 心 と し て 突 と つ 然 ぜん 、 巻 き 起 こっ 
た 。 強 きよ う 烈 れつ な 風 だ どっ た 。 つ い 目 を つぶ っ て し まっ た 。 憶 あ 
わ て て 開け た 。 悪 魔 は 変 へ ん 貌 ぼう し て いた 。 胸 が 膨 ふ くれ て 、 首 
か ら 肩 か た まで が 不気味 な ほど 隆 り ゆう 起き し 、 両 腕 が 螺 ら 旋 せ ん 
状 に ね じ れ て いる 。 


「 一 危険 な 敵 ! キサ マ だ .……… ! 」 ア ジア ン が 急 角度 で 降下 し て き 
て 、 黒 い 管 の 群れ を 悪魔 めがけ て 解き 放っ た 。 そ の 直後 だ っ た 。 悪 
魔 が 眼球 だ け 動 か し て アジ アン を 見 る な り 、 両 腕 を ね じ り な が ら - 一 
いや 、 腕 の ね じ れ を 戻し な が ら 振 りあ げた 。 さ っ き の 突 風 よ りす ご 
か っ た 。 意 た つ 巻 まき だ 。 身 体 か ら だ が 浮 う つく 。 持 ちあ げ ら れる 。 


それ だ け じ ゃ な い 。 何 か が 身体 中 を ビシ ビシ 叩 た た いて いる 。 数 百 
本 の 細い 潜む お むち で 打ち すえ られ て いる か の よう だ 。 痛い 。 痛 い 。 痛 
い 痛 い 痛 い 。 ひ ょ っ と し て 、 斬 きら れ て いる の か 。 や ば い 。 千 切り 
に され て し まう 。 ア ジア ン は どう な っ た の か 。 確か く 認 に ん で き な 
い 。 そ ん な 余 よ 裕 ゆ め う は な い 。 マ リア ロー ズ は な ん と か 地面 に へ ば 
りつ いた 。 や が て ビシ ビシ こ な く な っ た の で 、 お そる お そる 顔 を 上 
げ る と 、 目 と 鼻 の 先 に 悪魔 が 立っ て いた 。 


見 下る され て いる 。 無 表情 だ 。 見 て いる よう で 見 て いな い 。 あ 
あ 、 僕 は 虫 け ら な ん だ 。 


書 魔 は 刻 を 振り お ろ そ うと し た 。 


「 吊 Han 作 礼 N a n 蝶 様 舞 」 ト モヨ か 。 飛 ん だ 。 黒 い 風 に 運ば れ 
て 裸 は だ か の トモ ヨ が 。 合体 魔術 アマ ル ガ ム を 中 断 し た の か 。 そ の 
と き に は サフ ィ ニ ア が 詠 え い 唱 し よう を 開始 し て いた 。「NiL エ 
LNumMoLSeLZeL 我 申 子 浄化 間 魔 市 」 そ し て 、 ベ ティ 
も 。「 威 驚 具 Gax is 滅 宗 Deux 嵐 怒 」 


雷 ら い 獅 し 子 し だ 。 ま ご うこ と な き 正 真正 し よう 銘 め い の 宇 か み 
な り が 悪魔 を 牌 ちよ く 撃 げき し た 。 サ フィ ニア が 詠唱 を 終え よう と 
し て いる 。「Dage1isFondVondg 真 藍 蓮 往還 混 山 王 S 
evenNevenX+ メ X 喪 一 頑 一 手 一 趙 一 閣 一 衛 」 


炎 霊 N i g の 特 と く 微 ちよ う 的 な 藍 あ い 色 いろ の 炎 ほ の お が 悪魔 
を 包ん だ 。 炎 えん 上 じ よ うし て いる 悪魔 の 頭上 に トモ ヨ が 。 悪魔 に 
両 の 掌 て の ひら を 向け て いる 。 魔術 を 放っ た 。「Q u 憐 人 履 R a n 
{t 愚者 新 死 晒 


黒い 煙 け お り の よう な も の が 悪魔 を 取り 巻い た 。 ご く ご く 細 か い 
黒色 の 粒 り ゆう 子 し が 、 小 さ な 羽 虫 み た い に 悪 魔 に た か っ て 、 一 瞬 
の つ ち に 藍 色 の 炎 を 鎮 ち ん 火 か させ て し まっ た 。 書 魔 は 真っ 黒い か 
た まり に な っ た 。 落 下 し な が ら ト モヨ が 叫 さ けん だ 。「 腐 くさ り 落 
ちや が れ 、 悪 魔 野 や 郎 ろ う .…『… 1」 


喝 か つ 来 さい を あげ る より 早く 、 悪 魔 が 剣 を 一 振り し て 黒い 粒子 
を 振り 払 は ら っ た 。 


「 魔術 か 」 悪魔 は 首 を 曲げ て 、 オ レン ジ 色 の 舌 で 黒っぽい 大 くち び 
る を 舐 な め た 。 『 立 か ゆい な 」 


無傷 だ 。 ベ ティ の 主 獅子 と サフ ィ ニ ア の 監 色 炎上 、 そ れ に トモ ヨ 
の 謎 な ぞ め いた 魔術 を まとも に 三 連 続 で 食らっ て 、 何 事 も な か っ た 
よう に 立っ て いる 。 鎧 よろ いも 無事 だ 。 髪 の 毛 さ えも 。 な ん で 。 
いっ た い ど うな っ て いる の か 。 


「 キサ マ の 相手 は .…… ! 」 ア ジア ン が 半 か け て き て 、 悪 魔 の 横 っ 面 
を 跳 け 飛 と ば そう と し た 。「 この ボク だ .…… 1 」 


外れ た 。 よ けら れ た の か 。 悪魔 が いな い 。 消 えた 。 違 うつ 。 上 だ 。 

アジ アン の 上 。 瞬 し ゆん 間 か ん 移動 で も し た っ て いう の か 。 悪魔 は 
両手 の 剣 を 振り お ろ し た 。 あ れ は か わせ な い 。 ア ジア ン は 黒い 細 つ 
ば さ で 身 を 底 か ば っ た 。「- 一 ッッ .……. 1」 


幾 い く 十 、 幾 百 の 漆 し つ 黒 こく の 羽根 が 舞っ て 、 ア ジア ン は 地面 
に 叩き 落と され た 。 す ぐさ ま 細 を 引っ こめ て 起き あがっ た アジ アン 
に 、 悪 魔 の 剣 が 攻 せ め よ せる 。 ア ジア ン は 飛び の き な が ら 左 手 を 前 
に 差し 向け た 。「 ジ ャ シュ ギ シ ュ .…… 1」 


アジ アン の 左 ひ だ り 腕 つう で が 膨れ あがっ て 黒い 鱗 う ろ こ に 覆 お お 
われ 、 腕 と は 呼べ な いも の へ と 為 な り 変 わっ た 。 さ な が ら 巨 きよ 大 
だ いな 蛇 へ び だ 。 悪 魔 の 剣 も ジャ シュ ギ シ ュ の 鱗 を 斬り 裂 さ く こ と 
は で き な が っ た 。 そ つと 知る と 、 凍り は が お おお 
を 地面 に 突 つ き 刺 さ し た 。 
らし い 。 せ っ か くだ 。 見 せ て や ろう っ うつ 。 これ が 俺 の 魔術 だ , 


悪魔 も 魔術 を 使う の か 。 そ れ と も 、 吉 葉 の 綾 あ や な の か 。 悪魔 の 
くせ に 。 剣 だ 。 


二 本 の 剣 か ら 、 そ いつ ら は 生ま れ た 。 そ ん な ふう に 見 えた 。 で か 
い 。 


体高 ミ メ ー テ ル 、 体 長 は メー テル ほど も ある だ ろう 。 一 頭 は 、 

四 つ 足 の 曰 い 獣 け も の だ 。 頭 が 大 きい 。 猫 ね こ に 似 て いる が 、 目 が 
な い 。 小 き ば が 長 す ぎる 。 も う 一 頭 の 身体 つき は 犬 に 近い 。 近 く て 
遠い 。 全 身 に 紫 お ら さ き 色 いろ の 寺 と げ が 生え て いる し 、 太 いり 尻尾 
し つぼ ぽ が 五 本 も ある 。 


「 ま 、 魔 ま 語 けん や .……… ! 」 カ タリ の 声 は うわ ずっ て いた 。 


「 ガ シュ テ ・ ニ ェ グ スト リ 、 ヴ ェ ラ ド ギ ア 」 獣 た ち を けし か ける よ 
うに 、 悪 魔 が 何 か 吉 っ た 。 少 な く と も 共通 語 で は な い 。 悪魔 の 吉 語 


か 。 ニ 二 頭 の 獣 が 史 ほ う 叫 こう し た 。 


「 さ せる か ..……… ! 」 ア ジア ン は 左腕 の ジャ シュ ギ シ ュ に 束 犬 を 、 そ 
れ か ら 右 腕 を 黒い 管 に し て 目 な し 猫 を 襲 お そ わ せ た 。 ジ ャ シュ ギ 
シュ の 強 き よう 勤 じ ん な 顎 あ ご は 寺 犬 を と ら え た が 、 食 い 破 る こと 
まで は で き な か っ た 。 目 な し 猫 は 黒い 管 に 身体 中 を 貫 つ ら ぬ か れ て 
暴れ て いる 。 


アジ アン は ちら り と マリ アロ ー ズ の ほう を 見 た 。 目 配 せ と いう ほ 
どの 合図 は な か っ た 。 そ れ ど ころ で は な か っ た の だ 。 


悪魔 が また 背中 か ら 二 本 の 剣 を 抜 あ ぬい て 、 ア ジア ン に 躍 お どり か 
か っ た 。 ア ジア ン は 下がる し か な か っ た 。 お か げ で 、 球 犬 と 目 な し 
犬 が 自由 に な っ て し まっ た 。 


アジ アン は 何 を 吉 い た か っ た の か 。 な ん と な くわ か っ た 。 


僕 が ここ に いた ら 、 邪 じ や 魔 ま に な る だ け だ 。 僕 だ け じ ゃ な い 。 
みん な 足 手 まとい だ 。 MM 母体 の 知れ な い 、 
遍 知 れ な い 敵 と 渡 わた りあ つう 余 答 は 、 ジア ン に も な し だ か ら 逃 
に げろ と アジ アン は 伝え よう と し た 。 


「 みん な 、 こ こ か ら 離 は な れ て .……… ka 


マリ アロ ー ズ に 吉 わ れる まで も な く 、 ベ ティ は サフ ィ ニ ア を 支え 
て 駆 か け だ し て いた 。 マ チル ダ と の 戦い で だ いぶ 力 を 使っ た は ず だ 
し 、 サ フィ ニア は も う 限 界 を 超 こ えて いる の だ 。 トモ ヨ も ベティ に 
手 を 貸 そ うと し て いる 。 カ タリ と ユリ カ も 下 き びす を 返し た 。 八 
ニー は 二 人 の 背中 を 守る つも りら し い 。 トマ トク ン た ち は ま だ こ な 
い 。 あ の 大 き な 費 に え の 園 その の 住人 が 迫 せ まっ て き て いて 、 そ の 
相手 を し て いる よう だ 。 軒 いて いっ て いい の か 。 お こ が ま し い 。 マ 
リア ロー ズ に 心配 され る ほど 、 ト マト クン も ピン パー ネル も き ゅ 一 
も りり い ぃ も 落ち ぶれ て いな い だ ろ う 。 モ ー グ だ の その 弟 で 子 し だ の 
踊り 羊 だ の に 至っ て は 遠 す ぎる 存在 で 、 気 に か ける の も 馬 ば 鹿 か ら 
し い 。 て ゆう つか 、 あ れ だ よ 。 蛇 鳥 。 降 り て くる 。 背 に 何 も の か を 乗 
せ た 蛇 島 も 中 に は いそ うだ 。 ま さか 、 あ の 悪 あ く 魔 ま みた いな や つ 
が ぞろぞろ 現れ た り し な いよ ね .… ? 悪 い 想像 は た くさ ん だ 。 こ 
れ 以 上 、 悪 いこ と が 起こ る な ん て 冗 じ よう 談 だ ん じゃ な い 。 マ リア 
ロー ズ は 走り だ そう と し た 。 足 が 止ま っ た 。 ル ー シ ー だ 。 ア ジア ン 
と 書 魔 、 獣 た ちの と っ くみ あい に 見 入っ て で も いる の か 。 動き だ す 
気配 が な い 。 


"ルー シー、 是 ぐ 。 ! 」 


「 先 に 行っ て くだ さい 、 マ リア さん ! ぼく が し ん が り を や けり ま 
に ゆ ! 」 ル ー シ ー は マリ アロ ー ズ の 背中 を 押し た 。「 さ あ 、 行っ 
sae ! 」 


5、 で も - 一 。 
「 大 だ い 丈 じ よ う 夫 ぷ ぶ で す ! さっ き は 情け な いと こ 見 せ ち ゃ いま 
し た けど 、 ぼ ぽ ぼく は も う 、 マ リア さん より 強い で すか ら .…『………. 1 」 


か ちん と きた り は し な か っ た 。 そ の と お り だ か ら だ 。「 だ けど 、 
そう いう 問題 じゃ - 一 」 


「 行け っ て 吉 っ て る ん で す よ ! ほら 、 も う 敵 が き て る じゃ な い 


が ! 」 ル ー シ ー は 背負 い 袋 ぶ く ろ を 捨て て モト ロー ル 刀 を 構え 
た 。「 一 ば く は も っ と 強く な ら な いと ! だ め な ん で す よ 、 強 く な 
ら な いと .…… せ … ! 強く な っ て 、 ぽ ぼく は みん な の 役に立ち た いん 


だ ! みん な を 守れ る よう に な っ て 、 ぼ ぽ ぼく は 、 ぼ くに 勝た な い 
PE ! 」 


ルー シー の 背負 い 袋 。 カ タリ と ユリ カ の 腕 う で が 入っ て いる 。 せ 
め て 持た な いと 。 そ れ く らい は し な いと 。 マ リア ロー ズ は ルー シー 
の 背負 い 袋 を 拾い あげ た 。 


「KelIYaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaahh 


h h.……… ! 」 ル ー シ ー が 雄 お 叫 た け び を あげ て 、 突 っ こん で きた 蛇 
島 を 一 妃 両断 し た 。 蛇 鳥 は まだ くる 。 二 匹 ひ き 目 。「Ryaaaa 
に 隊 > 到 : 計 > 半 > 国 85MMIB MP の ! 」 ル ー シ ー は そい つの 頭 を 踏 ふ ん づ 


け て 跳 と び 、 幅 幅 こ う も り を 思わ せる 羽 を 斬 き り 旭 い た 。 三 匹 目 に 
は 頭 に 角 が 生え て いる 人 型 の 、 た ぶん 悪魔 が 乗っ て いた 。 悪魔 は 三 
みつ 叉 また の 槍 や り を 持っ て いる 。 ル ー シ ー は か まわ ず 突 と つ 進 し 
ん し て いっ て 、 槍 を か わし て 悪魔 を 跡 け り 落 と し 、 蛇 鳥 を 斬り 終 し 
た 。「KullHa! ぼく 強い 、 強 い .… せ …… ! 」 四 匹 目 は 叩 た た き 落 
と され る よう に 斬ら れ た 。 ル ー シ ー は 五 匹 目 を 斬り な が ら 、 六 匹 目 
の 羽 を 引っ つか ん で 、 力 ずく で 地面 に 引き ずり 落と し た 。「- 一 そう 
だ 強い ん だ よ ぼ く は ! みん な の お か げ で 強く な っ た ! こん な に 
強く な っ た ん だ か ら 、 大 事 な 人 た ち を 守る こと だ っ て で きる ! で 
きる ん だ ! ぼく は お 父さん みた い に は - 一 」 


「 ル ー シ ー.……… ツ ツ ツ 『! 」 


の 

目 な し 猫 だ 。 と っ さ の 反応 だ ろう 。 ル ー シ ー は 左腕 を 前 に 出し 
た 。 一 咳 か み だ っ た 。 目 な し 猫 は た や すく ルー シー の 左腕 を 咳 み ち 
ぎっ た 。 ル ー シ ー は 刀 を 目 な し 狐 の 額 に 突 つ き 刺 さ し た 。 目 な し 猫 
は 止ま ら な か っ た 。 ルー シー を 押し 倒 た お し た 。「 お 母 さ - 一 」 

目 な し 猫 は ルー シー の 頭 に か ぶり つい た 。 

食い ちぎ っ て 、 放 り 投 げた 。 

こっ ち に 飛ん で き て 、 マ リア ロー ズ の 足 あ し 許 も と に 落ち た 。 
ルー シー の 赤い 眼 め は も う 何 も 映し て いな い !。 

最後 まで 目 を つぶ ら な か っ た ん だ 。 

腰 こ し が 抜け そう に な っ た 。 

し ゃ が みこ ん で し まっ た ら 、 き っ と 足腰 が 立た な く な る 。 

「 に 、 逃 げ な いと 」 


マリ アロ ー ズ は 走 ろ うと し た 。 走 っ て いる つも り だ 。 僕 の 足 は 動 
いて いる 。 地面 を 蹴っ て いる 。 で も 、 そ の 感覚 が な い 。 身体 か ら だ 
の 重 さ を 感じ な い 。 全身 が 麻 ま 痺 ひ し て いる みた い だ 。 そ れ で も 、 
僕 は 逃げ る ん だ 。 前 に 進 び むん だ 。 と に か く 今 は 進む し か な いん だ 。 


進 お こと が で きた と し て も 、 そ の 先 に 何 が ある の だ ろう 。 
ここ か ら 逃 げ て 、 僕 は どう する ん だ ろう 。 


そし て 、 時 は 流れ る 。 


『 薔 ば 薇 ちら の マリ ア 16 . さよ な ら は いわ な い 』 了 


あと が き 


僕 は か つて この 河原 に 秘密 基地 を 作っ た 。 


無料 の パー ク ゴ ルフ 場 に な っ て いる 今 の 様子 か ら 想 像 する こと は 
難し いけ れ ど 、 こ の 河原 に は 当時 、 小 学生 だ っ た 僕 に は 密林 と し か 
思え な い ほ ど 背 の 高い 草木 が 生 お い 茂 し げっ て いた 。 川 の 水位 が 低 
いと き は 歩い て 中 な か 州 す に 渡 わ た る こと も で きた 。 で も 、 そ れ は 
大 き な 冒 ぼう 険 け ん だ っ た か ら 、 騰 お く 病 び よ う 者 は 中 州 に た どり 
つく こと が で き な く て 、 斬 みな に 馬 ば 鹿 か に され た 。 僕 は 学校 の 
階 の 窓 や 家 の 屋 根 か ら 飛 び 降 り た り 、 流 れ の 速い 川 を 泳い で 渡っ た 
けけ 、 高い 木 に 登っ た りす る こと を 好む 向こう 見 ず だ っ た の で 、 中 州 
くら いわ け も な か っ た 。 ちなみに 、 現 在 の 僕 は と いえ ば 、 高 所 恐 き 
よう 怖 ふ 症 し よう だ し 、 躍 が 苦手 で 、 昔 よく 採り しい っ た クワ ガタ 
ムシ すら さわ る こと が で き な い 、 大 変 な 小心 者 だ 。 い っ た い 、 い つ 
か ら 高 いと ころ や 躍 を 妃 お それ る よう に な っ た の か 、 僕 に は わか ら 
な い 。 見当 も つか な いけ れ ど 、 僕 は 変わ っ て し まっ た 。 変 わっ た の 
は 僕 だ け じ ゃ な い 。 河原 も 変わ っ た の だ 。 僕 が 秘密 基地 を 作っ た 密 
林 は 、 護 岸 工事 を 施 ほ どこ され て 整地 され 、 芝 生 し ば ふ を 植え られ 
て パー ク ゴ ルフ 場 に な り 、 そ こ で は 熟年 プレ ー ヤ ー た ち が 連 日 汗 あ 
せ を 流し て いる 。 


か つて 僕 が 探検 ご っ こ を し た 起き 伏 ふ くに 富ん だ 原っぱ は 、 閑 か 
ん 静 せい な 住宅 地 に な っ て いる 。 僕 が 今 、 住 ん な で い る と ころ は 、 か 
つて 畑 だ っ た 。 海 の 色 は あの ころ より も 美しく な っ た よう に 思う 。 


街 を 歩い て いる と 、 小 学生 の ころ 、 同 じ ク ラス だ っ た 誰 だ れ 々 だ 
れ が 、 た し か この へ ん に 住ん で いた 、 と いう よう な こと が 頭 を よ ぎ 
生ま や 6783 
め る と 、 間 ま 違 ちがい な い 、 彼 の 家 だ と いつ こと が わか る 。 改 築 
れ て いる 場合 も ある 。 あ まり に 大 規模 な 改築 だ と 、 PA 
いこ と も ある 。 こ の 小道 に 入っ て 、 こ こ か ら 曲 が っ て 、 こ の 先 に あ 
る は ず だ と 思っ て 行っ た 先 に 、 見 慣れ な い 建 物 が あっ た り 、 空 き 地 
に な っ て いた りす る こと も ある 。 


考え て いた 以上 に 、 僕 は 昔 の こと を よく 覚え て いる 。 


そし て 、 覚 えて いる ぶん 、 た くさ ん の も の が 変わ っ て し まっ た こ 
と を 思い 知ら され る 。 


不変 の も の な ど あ り は し な いと 、 幼 いこ ろか ら 思 っ て いた 。 本 当 
に 、 ご く ご く 幼 いこ ろか ら 、 す べ て は 変わ り ゆ き 、 い つか は 失わ れ 
る も の だ と 、 僕 は 痛い ほど に 、 こ の 胸 が 本 当 に 痛む ほど に 、 感 じ て 
いた 。 永 遠 な ん て 存在 し な いと 、 僕 は も ちろ ん 思っ て いる し 、 そ の 
反面 、 永 遠 と いつ も の に 強く 薦 ひ か れつ づけ て いる 。 


これ まで 、 何 冊 か の 小説 を 書い て きた けれ ど 、 僕 は 結局 、 同 じ こ 
と を 繰 く り 返 し 書い て いる だ け だ し 、 こ の 先 も それ は 変わ ら な い だ 
ろ つ 。 


僕 は 変わ り ゆ くも の 、 失 われ る も の 、 失 うこ と を 書き つづ ける こ 
と で し か 、 永 遠 に 挑 い ど お こ と は で き な い 。 


ご 存じ の 方 も いら っ し ゃ る か も し れ な いけ れ ど 、 僕 は 『 純 潔 ブ 
ルー スプ リン グ 』 で 信 は な い 角 川 学園 小説 大 賞 の 特別 賞 を いた だ い 
て お き な が ら 、『 薔 薇 の マリ ア 』 が 初め て の 著作 に な っ た 。 端 た ん 
靖夫 較 昌 B 避 還 ま 2 リフ グロ に の で お 05 お 
ライ トノ ベル で は な い 、 と 痢 断 さ れ た 。 そ れ で 、 ス ニー カー 文庫 は 
ライ トノ ベル の レー ベル な の で 、 ま ず は ライ トノ ベル を 書い て ほし 
いと いう 要 よ う 請 せい に 従っ て 『 薔 薇 の マリ ア 』 の 企 き 画 か く を 提 
出し 、 了 り よ う 承 し よう を えて 、 書 き は じ め た 。 正直 、 僕 は アク 
ショ ン シ ー ン が 苦手 だ っ た し 、 フ ァ ン タ ジ ー よ り 現 代物 の ほう が 書 
きやすい 。 そ れ に 、 受賞 作 が ライ トノ ベル で は な いと 吉 わ れ た の 
で 、 と に か く ラ イト ノベル を 書か な けれ ば いけ な いと 僕 な り に 気 
負っ て いた 。 僕 に と っ て 『 薔薇 の マリ ア 』 は 最初 か ら と て も 難し い 
小説 だ っ た 。 今 も それ は 変わ ら な いけ れ ど 、 ラ イト ノベル と いう も 
の が よく わか っ て いな か っ た 僕 が 『 薔 薇 の マリ ア 』 に こめ た 主題 
は 、 僕 自身 の 主題 と ほぼ 完全 に 重なっ て いる 。 


ある 大 陸 に サン ラン ド 無 統治 王国 と いう ちょ っ と 変わ っ た 国 が 
あっ て 、 そ の 首都 エル デン の 地下 に は 巨 き よ 大 だ いな ダン ジョ ン が 
広がっ て いる 。 主 な 舞 ぶ 台 た いで ある エル デン に は 当然 、 い ろ い ろ 
な 者 た ち が 住 ん で いて 、 彼 ら の 日 常 や 、 と き お り 、 あ る い は 頻 ひ ん 
繁 ば ん に 巻き 起こ る 事件 が 『 薔 薇 の マリ ア 』 と いう 物語 だ っ た 。 


で も 、 す べ て は 変わ り ゆ く 。 
物語 も 変化 する 。 僕 に と っ て は 、 必 ず 変 わら な けれ ば な ら な い 。 


だ か ら 、 『 薔 薇 の マリ ア 』 も 変わ り ゆ く 。 変 わり ゆく も の と し て 
書き は じ め て 、 大 き な 変 化 が 起こ る と ころ まで 、 よ う や く た ど りつ 
く こ と が で きた 。 そ し て 、 物 語 は いつ か 終わ る 。 


で も 、 失 われ る か どう か 、 す ぐに 失わ れ て し まう か どう か は 、 こ 
れ か ら の 変化 と 着地 点 に か か っ て いる だ ろう っ う 。 


本 巻 の 原 げ ん 稿 こう を 書い て いる 間 に 、 東 日 本 大 だ い 誠 し ん 災 さ 
い が あ っ た 。 僕 は それ で も 自分 に は 小説 を 書く こと し か で き な い 、 
書く ん だ と 思っ て いた し 、 そ うし た か っ た けれ ど 、 正 走 、 一 時 期 は 
完全 に 手 が 止 まっ て いた 。 被 ひ 災 さい し た わけ で も な い 自 分 が 、 こ 
ん な こと で どう する の か 。 僕 は 僕 に で きる こと を する し か な いじ ゃ 
な いか 。 頭 で は わか っ て いて も 、 心 が 動い \ い て くれ な く て 、 結 果 的 に 
前 巻 と の 間 が だ いぶ 空い て し まい 、 読 者 の 皆 み な 様 さ ま に は 本 当 に 
申し 訳 な く 思 っ て いる 。 で も 、 も う 無 理 か も し れ な いと 思っ た り も 
し た けれ ど 、 な ん と か 書き あげ る こと が で きた 。 次 も きっ と 書け る 
は ず だ 。 終 わり まで 行け る は ず だ 。 


被災 地 や 避 ひ 難 な ん 先 で ご 苦労 され て いる 方 々 に は 、 どう 声 を か 
けた らい いか わか ら な い 。 亡 な く な られ た 方 に は 僕 の 吉 葉 な ん か が 届 
き は し な い だ ろ うし 、 お 身内 や ご 友人 、 知 人 を 亡 く さ れ た 方 を 慰 な 
ぐさ め た く て も 、 そ ば に いる わけ で も な い 僕 に で きる こと は ほとん 
ど な い 。 


僕 は これ か ら も 、 た だ 小説 を 書 こ うと 思う 。 

BUNBUN さ ん を は じ め 、 本 書 の 制作 、 出 版 、 販 は ん 売 ば い に 
関 か か わっ た すべ て の 方 々 、 そ し て 今 、 本 書 を 手 に と っ て くだ さっ 
て いる 皆様 へ 、 あ えて 変わ ら ぬ 感謝 と 愛 を こめ て 。 

また お 会 いし まし ょ う 。 
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